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大学院看護学研究科博士前期課程開講授業科目について

必修

1春

1秋 2

1秋

1春 2

1春

1春 2

1秋

1秋

1秋

がん看護学特論Ⅰ 1春

がん看護学特論Ⅱ 1秋

精神看護学特論Ⅰ 1春

精神看護学特論Ⅱ 1秋

高齢者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護学特論Ⅰ 1春

高齢者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護学特論Ⅱ 1秋

地域保健学特論Ⅰ 1春

地域保健学特論Ⅱ 1秋

ウィメンズヘルス看護学特論Ⅰ 1春

ウィメンズヘルス看護学特論Ⅱ 1秋

看護教育学特論Ⅰ 1春

看護教育学特論Ⅱ 1秋

専門演習 1秋 2

特別研究Ⅰ 1春･秋 2

特別研究Ⅱ 2春･秋 8

必修 選択 計
18 6 6 12

専門領域 26 2 6 8
研究 10 10 10

54 18 12 30
専門科目

合　　計

区　分 配当単位数
修了要件単位数 備

考
基盤科目

専
門
科
目

看護研究方法論

保健統計学特論

しまねの健康と長寿

保健医療福祉政策論Ⅰ

健康栄養特論Ⅰ

研
究

死生学特論

2

2

2

2

2

科目
区分

開講
年次

基
盤
科
目

専
門
領
域

・本課程研究科に2年以上在学すること。
・指導教員の指導下に修士論文を作成し、その審査及び最終試験に合格すること。
・履修方法
①基盤科目から6科目12単位以上（必修科目3科目6単位を含む）
②専門科目専門領域から4科目8単位以上（必修科目1科目2単位、専門領域の特論Ⅰ・Ⅱ
  の2科目4単位、他領域の特論Ⅰ・Ⅱから1科目2単位以上）
③専門科目　特別研究Ⅰ・Ⅱ10単位合計30単位以上を修得すること。

修　了　要　件　及　び　履　修　方　法

看護理論

看護倫理特論

コンサルテーション論

2

2

授業科目の名称

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

選択

単位数



 

 

 

Ⅱ．開講授業科目・修了要件・時間割 
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大学院看護学研究科博士前期課程開講授業科目について
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・履修方法
①基盤科目から6科目12単位以上（必修科目3科目6単位を含む）
②専門科目専門領域から4科目8単位以上（必修科目1科目2単位、専門領域の特論Ⅰ・Ⅱ
  の2科目4単位、他領域の特論Ⅰ・Ⅱから1科目2単位以上）
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大学院看護学研究科博士前期課程
高度実践者養成コース　診療看護師（NP）プライマリ・ケア領域　開講授業科目について

必修 選択

1春 2
1秋 2
1秋 2
1春 2
1秋 2
1春 2
1春 2
1秋 2
1秋 2
1秋 2
1春 2
1春 2
1春 2
1春 2
1春 2
1春 2
1春 1
1春 1
1春 2
1春 1
1秋 1
1春 1
1春 1
2春 1
1春 1
2春 1
2春 1
2春 1
2春 2
2春 2
2春 1
1春 1
2秋 14
2秋 1

研
究

課題研究 1.2通 5

備　　考

必修 選択
基盤科目 18 8 2 10
専門科目 53 41 4 45
合　　計 71 49 6 55

区　分
配当
単位数

修了要件単位数
計

フィジカルアセスメント特論Ⅱ

臨床薬理学特論Ⅰ

プライマリ・ケア看護学演習Ⅳ

プライマリ・ケア看護学実習

臨床薬理学特論Ⅱ

ＮＰ活動見学実習

プライマリ・ケア看護学演習Ⅲ

プライマリ・ケア看護学演習Ⅵ

プライマリ・ケア看護学演習Ⅰ

プライマリ・ケア看護学演習Ⅱ

プライマリ・ケア看護学演習Ⅴ

フィジカルアセスメント特論Ⅰ

臨床推論

ＮＰ論

統合医療安全・特定行為実践特論

統合臨床病態生理学・疾病特論

プライマリ・ケア看護学特論

がん看護学特論Ⅰ

開講
年次

・本課程研究科に2年以上在学すること。
・指導教員の指導下に課題研究論文を作成し、その審査及び最終試験に合格すること。
・履修方法
①基盤科目から5科目10単位以上（必修科目4科目8単位を含む）
②専門科目から22科目45単位以上（必修科目20科目41単位を含む）

修　了　要　件　及　び　履　修　方　法

専
門
科
目

看護研究方法論

死生学特論

精神看護学特論Ⅰ

高齢者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護学特論Ⅰ

地域保健学特論Ⅰ

ウィメンズヘルス看護学特論Ⅰ

看護教育学特論Ⅰ

特定行為共通科目統合演習

プライマリ・ケア看護学探求セミナー

授業科目の名称

単位数

看護理論

看護倫理特論

基
盤
科
目

保健統計学特論

健康栄養特論Ⅰ

コンサルテーション論

しまねの健康と長寿

保健医療福祉政策論Ⅰ



− 10 −
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授業科目の名称 講義等の内容

看護理論 ○授業目的
　看護実践の基盤となる看護における代表的な看護理論、看護モデルおよび中範囲理
論を取り上げ、理論と看護現象との関係について理解し、看護実践への活用を探究す
る。

○授業概要
 看護実践の基盤となる主要な諸理論の形成と体系化の歴史的変遷と発展の過程を学修
し、諸理論（ニーズ論、対人関係論、適応論、ケアリング等）が看護の臨床現場で出
会う現象や看護実践にどのように活用されているのかを考察する。看護の諸理論の批
判的な吟味をとおして、看護実践の質を向上させていくために理論的な知見の活用を
探究する。

看護倫理特論 ○授業目的
医療現場において起こっている倫理的な問題・葛藤について、看護職はどのように考
え、判断、対応したらよいか、看護専門職に求められる倫理的問題への対応について
探究する。

○授業概要
 医療倫理および看護倫理の歴史的発展、看護実践の場で発生する倫理的課題に対応す
るために、基盤となる諸理論・諸概念を理解する。
また、看護領域で起こる可能性が高い倫理的課題を孕む具体的な事例に対する倫理判
断の方法を理解し、看護の各専門分野で起こる可能性が高い倫理的課題に対して看護
師がどのような倫理判断を行う必要があるのか探究する。さらに、看護職者の倫理的
課題に対して、組織がどのような対策・取り組みを行う必要があるのかを探究する。

コンサルテーション論 ○授業目的
コンサルテーションの概念と役割その課程におけるダイナミクスなどについて学修
し、優れた看護実践におけるコンサルテーション活動を展開する能力について探求す
る。

○授業概要
看護活動を効果的に展開するには、保健・医療・福祉の分野や組織の部門・部署を超
えて、継続的で柔軟なネットワークを構築していくことが重要であり、コンサルテー
ションは、ネットワークを構築していくうえで重要な機能を果たす。大学院修了者に
は、看護実践に関する相談・支援活動および専門職種間の協働・連携の調整者とし
て、リーダーシップを発揮することが期待されている。
本科目では、コンサルテーションの理論と方法を学び、看護職をはじめとする保健・
医療・福祉領域の専門家に対する相談・支援・調整活動を行う基盤となる能力を探究
する。

看護研究方法論 ○授業目的
自らの看護研究を計画するために、看護を研究する上での特殊性･倫理性を理解し,妥
当性で信頼性の高い量的･質的研究のプロセスの概要について理解する。

○授業概要
① 研究プロセスの概観と研究における倫理的配慮
② 研究課題の選択と研究目的･目標の設定
③ 文献クリティークによる概念枠組と仮説設定
④ 文献検索演習:コンピューター検索
⑤ 量的研究のプロセス（4回）
⑥ 質的研究のプロセス（4回）
⑦ アクションリサーチ（3回）

保健統計学特論 ○授業目的
　保健医療分野における科学的実践活動、および研究で使用される主要な統計学的手
法と、解析法を取り上げ、目的に応じたデータ解析を実践するための知識と方法を学
修する。

○授業概要
　保健医療分野で取り扱う臨床データ、実験データ、調査データを念頭に、パラメト
リックな手法や単変量解析にとどまらず、ノンパラメトリックな手法、多変量解析、
時系列解析なども取り扱う。国や地方自治体が実施・公表している主要な厚生統計調
査など、保健統計情報の見方と活用方法について学修する。

授業科目の概要（看護学研究科　看護学専攻　博士前期課程）
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授業科目の名称 講義等の内容

しまねの健康と長寿 ○授業目的
　過疎や尐子高齢化、経済活動の低迷など深刻な地域課題を抱えている島根県内中山
間地・離島などをフィールドとし、現地で健康課題に関わる専門職や関係者、住民な
どと関わりながら地域の実態を的確に把握するとともに、健康課題に対応できる論理
的思考力と問題解決のための技法を学修する。

○授業概要
　本学との協力関係がある島根県内の中山間地や離島、８地域（看護学部「島根の地
域医療」のフィールドワークも展開している）をフィールドとして、学習活動を展開
する。学生の関心に従い、健康レベルや関わる対象、地域の健康課題を踏まえて、
フィールドを決定する。学生が主体的に演習計画立案・展開・まとめを行う。
具体的には、選択した地域における地域包括医療の現状と課題、住民の健康の保持・
増進、母子保健や子育て支援、介護予防、在宅療養者の医療支援やターミナルケアの
拡充などをテーマに、フィールドワークを展開する。得たデータに基づいて地域の健
康課題を多角的に分析し、課題解決のための看護実践を検討し、関係者に発信する。

死生学特論 死生をめぐる宗教と思想、文化と社会、死生観、死生の諸問題についての基礎知識を
理解する。現代社会の死生の諸問題に対し、看護専門職に求められる役割と実践につ
いて探求する。

保健医療福祉政策論Ⅰ ○授業目的
保健福祉支援政策及び障害特性を考慮した社会適応理論について学修し、地域包括ケ
アを目指して保健・医療・福祉の連携・統合について探求する。

○授業概要
保健医療福祉分野において、看護職が果たすべき役割を理解するために、保健医療福
祉に係る制度及び政策決定プロセスについて基礎的な知識を深める。
また、地域医療におけるネットワークの現状も理解し、実際的にどのようなシステム
活用により連携が行われているのか、探索的に学び、地域包括ケアについて理解を深
める。

健康栄養特論Ⅰ ○授業目的
様々な健康レベルの人々を対象とした食生活・栄養に関する専門知識や最新情報を理
解し、看護職として果たすべき役割を探求する。

○授業概要
生活習慣病の一次予防を主要テーマとした食生活・栄養に関して、医療・介護・予防
等に必要な栄養実践に関わる専門知識や最新情報を得る。
具体的には、健康な乳幼児から高齢者までを対象としたライフステージ別、介護
を必要とする高齢者、種々な疾病に関して、対象者の問題点を的確に捉え、解決に向
けて栄養に関する必要な考え方を深める。

がん看護学特論Ⅰ 〇授業目的
がん看護領域の基盤となる理論や新しい知見を理解し、様々な健康レベルの患者
（児）と家族に応じた看護援助を探求する。

〇授業概要
健康レベルに応じたがん患者（児）と家族の理解や看護援助について、必要な理論及
び新しい知見を学習する。そして学習した理論や知見を臨床看護に応用できるように
個々の体験に基づいて分析し、看護援助のあり方について検討する。これらをふまえ
て、がん患者と家族に対する看護および研究の方法について探求する。

がん看護学特論Ⅱ 〇授業目的
　がん患者と家族のQOLに関連する理論や新しい知見を理解し、発達段階に応じた看護
援助を探求する。

〇授業概要
小児、AYA世代、成人期、高齢者などの発達段階に応じたがん患者（児）とその家族の
理解や看護援助について、必要な理論及び新しい知見を学習する。そして、学習した
理論や知見を臨床看護に応用できるように個々の体験に基づいて分析し、看護援助の
あり方について考察する。これらをふまえて、がん患者と家族に対する看護および研
究の方法について探求する。
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授業科目の名称 講義等の内容

精神看護学特論Ⅰ ○授業目的
① 精神看護の実践の基盤となる基礎理論を学び、対象理解のための能力を高める。実
践の場で出会う主な疾患とその治療法、看護ケアを行うためのアセスメント方法につ
いて探求する。
② 向精神薬の作用機序とその副作用、服用方法などに対する理解を深め、薬物療法に
対する患者や家族の相談に応じられる能力を習得する。
③ 身体的健康問題の予防と早期発見における看護師の役割について探求する。

○授業概要
重篤な精神症状により入院治療が必要な人々を生物－心理－社会モデルを用いて理解
し、病状を的確に把握するための診断基準と治療法を学修する。そして、事例検討を
通して、精神科領域に求めるフィジカルアセスメント力や身体合併症ケアに必要な技
術などを探求し、観察力･看護判断力と援助技術を学修する。
また、向精神薬の作用機序と副作用について学修し、薬物療法を受けている患者のア
セスメントと看護援助と身体的健康問題の予防と早期発見について探求する。
さらに、早期退院に向けてエビデンスに基づく専門的な看護援助ができるよう、的確
な看護判断や援助方法、援助の評価法について探求する。

精神看護学特論Ⅱ ○授業目的
① 精神科リハビリテーションと地域ケアに関連する理論と概念を学ぶとともに、当事
者や家族の体験、持っている力や強みを尊重したケアのあり方について考察する。
② 精神科リハビリテーションにおける援助技術について演習を通して養うと共に、複
雑で困難な対象に対するアセスメントができる。

○授業概要
　社会能力の評価尺度やストレングスモデルなどを学修し、精神障がい者および障が
い者を取り巻く環境がもつ強みを見いだせるようにする。その強みを活かして、精神
科リハビリテーションにおける援助技術を駆使し、精神障がい者が生活する力を高め
ていけるよう自己決定支援や教育的支援の方法を探求する。
また、ＳＳＴや心理教育、リラクセーションなど関連技法について演習し、看護への
応用について検討するとともに、複合的なニーズをもった精神障がい者のケアマネジ
メントについて事例検討を通して探求する。
さらに、担当教員が理事を務めるＮＰＯ法人就労継続支援事業所の利用者との交流を
通して、病気と就労とのバランスの取り方や社会参加の意味を共に考え、就労支援を
通してコーディネート力を高める。

高齢者リハビリテーション
看護学特論Ⅰ

○授業目的
　慢性疾患を有し地域や高齢者施設で療養する高齢者の自己管理や健康維持のための
リハビリテーションにおける主要な概念や理論を学修する。さらに、慢性疾患を有す
る高齢者と家族への療養支援の現状と課題を整理し、療養支援や高齢者リハビリテー
ション看護における看護者の役割と実践を探求する。

○授業概要 
　慢性疾患（糖尿病、呼吸障害、慢性腎不全など）を有し、地域や高齢者施設で療養
生活をおくる高齢者の自己管理能力強化に有効な、学習理論、ステージ変容理論、エ
ンパワメント、認知行動療法などを学修し、高齢者の療養支援に必要な理論的枠組み
を理解する。さらに、慢性疾患を有する高齢者とその家族の、ＱＯＬ向上をめざした
地域療養支援の最新知見や先駆的取り組み事例の分析し論理的に整理するともに、地
域療養支援や社会参加支援、生活機能維持のための高齢者リハビリテーションにおけ
る看護者の役割と具体的実践を探求する。

高齢者リハビリテーション
看護学特論Ⅱ

○授業目的
　認知機能障害や運動機能障害により生活機能の低下を有する高齢者に対する回復期
リハビリテーション看護と生活自立支援における主要な概念や理論を学修する。生活
機能の低下を有する高齢者と家族に対する回復支援や退院支援における課題を明らか
にし、課題解決のための看護実践とチーム医療における調整のあり方を探求する。
 
○授業概要 
  
　脳血管障害や認知症、運動器疾患（骨折や関節症）などによる生活機能の低下を有
する高齢者の、回復期リハビリテーションや療養支援の基盤となるICF
（International Classification of Functioning, Disability and Health：国際生
活機能分類）、コンフォート理論、協働的パートナーシップ理論などを学修し、高齢
者の生活機能再獲得や生活の自立支援に必要な理論的枠組みを理解する。
認知障害や運動機能障害により生活機能の低下をきたした高齢者に対する、自立的で
安定的な生活機能再獲得のための高齢者リハビリテーション看護、特に身体機能の改
善と環境調整によるアプローチを基軸に検討する。さらに、退院支援や家族看護も含
めた回復期リハビリテーションにおける看護者の役割と具体的実践を探求する。
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授業科目の名称 講義等の内容

地域保健学特論Ⅰ ○授業目的
　ヘルスプロモーションや地域診断モデルの理論と概念を理解し、地域の特性を把
握・分析をもとに、健康課題の解決にむけて、社会支援と政策開発、コミュニティ開
発を探究する。

○授業概要
 具体的には、安全・安心な出産や子育て、児童・高齢者の虐待防止、生涯現役等につ
いて学修し、地域特性を活かした自助・互助・共助・互助による地域づくりと地域の
エンパワメントについて考察する。 
  

地域保健学特論Ⅱ ○授業目的
　地域保健医療に関するわが国の現状と課題を探求し、地域に根ざした保健医療を展
開する理論と方法を探究することによって、地域保健医療のリーダーとして、人々の
生活実態に即した予防活動を実践できる力を高める。

○授業概要　
　地域保健医療に関する諸外国とわが国の現状、がんを中心とした生活習慣病や認知
症予防、自死防止、介護予防に係わる保健活動について、文献等から知見を整理し、
予防活動を探究する。

ウィメンズヘルス看護学特
論Ⅰ

○授業目的
　女性の生涯における健康課題に関する、アセスメント・診断能力を高めるための主
要な理論および概念を学修する。

○授業概要
　女性を生涯発達の視点からとらえ、最新の専門知識や理論に基づいて、女性の健康
課題や予防、親子関係の促進や母子を取り巻く社会環境を見据えた看護の役割を探究
する。
　女性の生涯における実践領域における諸現象を理論や評価尺度を用いた看護研究と
照合し、そこから導かれるエビデンスから女性の看護実践に活用する方法を探究す
る。

ウィメンズヘルス看護学特
論Ⅱ

○授業目的
　女性の機能を最大限発揮するマタニティーサイクルにおける多様な健康状態にある
対象を理解し、女性の意思を尊重しながら適切な臨床判断を行うためのエビデンスに
基づいた母子の看護を探求する。
○授業概要
・周産期医療の現状と課題、女性の健康課題の診断技術の最新知識
・女性のヘルスケアのための健康教育、産婦のフィジカルアセスメント、骨盤底不全
と女性の健康障害、地域包括ケアと母子の支援
・褥婦のフィジカルアセスメント、妊婦に対するリラクゼーションのためのケア、産
科・NICU・地域につなぐ母子の支援、災害児の母子看護
・妊娠期のフィジカルアセスメント（合併症妊婦を含む）、妊娠期からのメンタルヘ
ルス

看護教育学特論Ⅰ ○授業目的
　看護基礎教育、臨床で教育の役割を担う看護者が、教育・実践領域において系統的
な教育活動を展開するために必要な基礎的知識・技術を修得する。また医療提供体制
の変化に伴い、より自律して判断し実践できる看護職の養成のニーズに応えていくた
めに看護教育の課題を検討し、問題解決に向け考察する。

○授業概要
  看護教育の歴史的変遷を学修し、今日の看護教育の問題点や課題について考察す
る。 また、教育活動の展開を支える理論を学修し、教育活動を展開する能力を育成す
る。さらに、地域ニーズを踏まえた看護教育のあり方を検討する。

看護教育学特論Ⅱ 〇授業目的
　教育方法論及び学習理論を活用しながら、看護実践力の向上につながる看護基礎教
育および継続教育において教育方法や教材の開発を探究する。学生参画型授業の実践
的開発を通して自己教育力の育成方法について探究する。

○授業概要
　看護教育の特徴とその評価法、教授－学習過程の構造、学生参画型授業とその教授
法について学修し、自己教育力の育成とその評価法について探究する。また、シミュ
レーション学習の授業設計、評価を学修する。
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授業科目の名称 講義等の内容

専門演習 ○授業目的
　フィールドワークと討議により、学生が選択した分野における看護実践能力（アセ
スメント能力、介入ならびに評価能力）を修得する。

○授業概要
　看護実践能力を高めるために、演習場所（地域・在宅・行政機関・教育機関、福祉
施設・医療施設等）、学習目標ならびに学習方法を学生自ら設定し、フィールドワー
クを展開する。看護学特論Ⅰ・Ⅱで学修した諸理論や介入方法、評価尺度等を駆使
し、担当教員の指導のもと受持患者・家族のアセスメントと看護介入・評価を実践す
る。介入プロセスや患者・家族の変化についての討議やフィードバックを通して、看
護実践の到達状況を評価するとともに看護実践者としての自己の強みと課題を明確化
する。また実践した看護モデルや介入スキルについて、実践上の活用性や課題を整理
する。

○がん看護学領域
　あらゆる発達段階や健康レベルにあるがん患者（児）とその家族に対して、QOL向上
を目指した看護実践を行い、中範囲理論などを用いて分析・評価する。看護実践をリ
フレクションし、看護実践能力（アセスメント能力・評価能力）や研究の課題を明確
にする。

○精神看護学領域
　精神の健康問題を抱える患者に看護実践を行い、アセスメント方法および評価の妥
当性を検討し、自己の実践を振り返り看護介入モデルを模索する。

○高齢者リハビリテーション看護学領域
　複合的かつ複雑な健康課題や生活上の課題を有する高齢療養者とその家族を対象
に、生活機能の維持・改善と高齢者の尊厳保持、高齢者と家族の安寧を図る看護を実
践する。高齢者と家族に対する教育指導や権利擁護、意思決定支援、医療・福祉の専
門職や高齢者・家族との調整能力など高齢者リハビリテーションに関わる看護者に必
要な実践能力の基礎を習得する。また、看護実践のアウトカム評価ならびに関係者と
の討議やフィードバックを通して、看護実践者としての自身の課題や高齢者リハビリ
テーション看護の現状と課題を整理する。

○地域保健学領域
　個人・家族・集団を対象とした保健活動と地域診断を学び、地域の健康課題解決の
ために必要とされる実践能力を修得する。また、地域特性を理解し、地域特性に応じ
た課題解決を探求するとともに健康な地域づくりについて考察する。

○ウィメンズヘルス看護学領域
　周産期および各ライフステージにおける女性と子どもを含む家族の健康課題に対し
て看護実践を行い、アセスメントと看護介入・評価の妥当性を検討し、看護実践者と
しての自己の課題を明確にする。

〇看護教育学領域
　看護教育学に関連する研究論文を中心に文献購読と討議を行い、看護教育の現状と
課題、看護教育に関する研究の動向と課題を理解し、研究方法を分析的に考察する。
これらの学修を通して、各自の研究課題と適切な研究方法を検討し、研究計画立案に
活かせるようにする。

特別研究Ⅰ ○授業目的
　各専門領域をはじめ既習内容を基盤として、選択した看護領域の対象理解や援助に
関わる現象を扱った文献クリティークを行い、その看護領域の課題について考察を深
め、研究課題を明確にし、研究実施計画書を作成し特別研究Ⅱにつなげていく。

○授業概要
① 選択した看護領域の課題解決に適切な研究手法について、文献クリティークから検
討する。
② 研究課題を明確にし、研究デザイン、研究方法を具体的に計画する。
③ 関連ある先行研究を探求し、読み込む中で、より具体的な研究上の課題や方法論の
適正、対象者の選定方法などを詳細に検討する。
④ 研究倫理に関する確認、得られる結果の予測と仮説の設定、関連機関との調整や依
頼など、実行可能な研究計画書を作成する。
⑤ フィールドワーク、インタビュー、データ分析の実際などをトレーニングし研究手
法を修得する。
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授業科目の名称 講義等の内容

特別研究Ⅱ ○授業目的
　選択した領域における看護学の発展を目指して、特別研究Ⅰにおいて立案した研究
計画に沿って実施・分析し、指導教官の指導を受けながら修士論文を作成する。
テーマ、目的、研究方法に一貫性を持たせて、研究全体を企画、実施する能力を身に
つける。研究課題に関連したフィールドで実際に手順に沿って研究を実施、遂行して
いく。

○授業概要
① 研究計画に沿って、実施する。
② 質の良い適切なデータを収集する。
③ 得られた結果を分析、考察し、一連のプロセスを論文としてまとめる。
④ 研究対象フィールドとの調整を図りながら、プロセスをすすめていく。



− 19 −

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
理
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
岡
安
誠
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

00
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

授
業
の
目
的
は
、
看
護
実
践
の
基
盤
と
な
る
看
護
に
お
け
る
代
表
的
な
看
護
理
論
を
取
り
上
げ
、
理
論
と
看
護
現
象
と
の

関
係
に
つ
い
て
理
解
し
、
看
護
実
践
へ
の
活
用
を
探
究
す
る
。

 
①

 看
護
実
践
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
諸
理
論
の
形
成
と
体
系
化
の
歴
史
的
変
遷
と
発
展
の
過
程
を
学
修
す
る
。

 
②

 諸
理
論
は
看
護
の
臨
床
現
場
で
出
会
う
現
象
や
看
護
実
践
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

 
③
実
践
・
教
育
・
研
究
へ
の
看
護
理
論
の
適
用
の
実
際
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当
者

 
月
日

 

1 
【
講
義
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
 

 
岡
安

 
 

2 
【
講
義
】
看
護
理
論
と
は

 
岡
安

 
 

3 
【
講
義
】
看
護
の
歴
史
的
発
展
過
程
と
看
護
理
論
（

1）
 

岡
安

 
 

4 
【
講
義
】
看
護
の
歴
史
的
発
展
過
程
と
看
護
理
論
（

2）
 

岡
安

 
 

5 
【
講
義
】
看
護
理
論
の
分
析
と
評
価
（

1）
 

岡
安

 
 

6 
【
講
義
】
看
護
理
論
の
分
析
と
評
価
（

2）
 

岡
安

 
 

7 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
看
護
実
践
・
教
育
へ
の
適
応
〔
現
象
の
分
析
〕（

1）
 

岡
安

 
 

8 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
看
護
実
践
・
教
育
へ
の
適
応
〔
現
象
の
分
析
〕（

2）
 

岡
安

 
 

9 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

1）
 

岡
安

 
 

10
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

2）
 

岡
安

 
 

11
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

3）
 

岡
安

 
 

12
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

4）
 

岡
安

 
 

13
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

5）
 

岡
安

 
 

14
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

6）
 

岡
安

 
 

15
 
【
演
習
】
ま
と
め
 

 
岡
安

 
 

テ
キ
ス
ト

 
筒
井
眞
優
美
（

20
20
）：
看
護
理
論
家
の
業
績
と
理
論
評
価

 第
2版
、
医
学
書
院

 

参
考
文
献

 
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
／
太
田
喜
久
子
、
筒
井
眞
優
美
訳
（

20
08
）：
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
看
護
理
論
の
分
析
と
評
価
新
訂
版
、

 
医
学
書
院

 
・
黒
田
裕
子
（

20
09
）：
よ
く
わ
か
る
中
範
囲
理
論
、
学
研

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

40
％
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
貢
献
度

30
％
、
レ
ポ
ー
ト

30
％
を
総
合
し
て
評
価
す
る
。
 

レ
ポ
ー
ト
課
題
「
看
護
実
践
に
看
護
理
論
を
適
応
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
事
例
を
踏
ま
え
て
記
述
す
る
」
 

そ
の
他

 
・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
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分
類

 
基
盤
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目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
倫
理
特
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
准
教
授
 
高
橋
梢
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

01
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

[目
的

] 
医
療
現
場
に
お
い
て
起
こ
っ
て
い
る
倫
理
的
な
問
題
・
葛
藤
に
つ
い
て
、
看
護
職
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
判
断
、

対
応
し
た
ら
よ
い
か
、
看
護
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
的
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
探
究
す
る
。

 
[目
標

] 
①

 
看
護
倫
理
と
は
何
か
を
理
解
す
る
。

 
②

 
看
護
職
の
倫
理
綱
領
の
内
容
を
深
く
理
解
す
る
。

 
③

 
倫
理
的
な
看
護
実
践
の
基
盤
と
な
る
諸
理
論
・
諸
概
念
を
理
解
す
る
。

 
④

 
看
護
実
践
の
場
で
起
き
て
い
る
倫
理
的
課
題
と
倫
理
判
断
の
方
法
を
理
解
す
る
。

 
⑤

 
倫
理
的
問
題
の
解
決
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
理
解
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
 

内
容

 
方
法

 

１
）

 
授
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
看
護
倫
理
と
は
、
看
護
倫
理
の
歴
史
、
責
任
と
専
門
職

 
講
義

 

２
）

 
看
護
職
の
倫
理
綱
領
、
第
４
回
の
課
題
提
示

 
講
義

 

３
）

 
看
護
倫
理
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
徳
の
倫
理
、
原
則
の
倫
理
、
ケ
ア
の
倫
理
）

 
講
義

 

４
）

 
看
護
を
取
り
巻
く
倫
理
的
問
題
（

AC
P、
身
体
拘
束
、
地
域
看
護
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
、
災
害
・
感

染
症
流
行
時
の
倫
理
的
問
題
等
）

 

プ
レ
ゼ
ン

 

５
）

 
看
護
倫
理
に
関
係
す
る
重
要
な
言
葉
（
道
徳
的
感
受
性
と
道
徳
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
看
護
ア
ド
ボ
カ
シ

ー
、
協
力
と
協
働
）、
第
７
回
の
課
題
提
示

 
講
義

 

６
）

 
看
護
倫
理
に
関
係
す
る
重
要
な
言
葉
（
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
個
人
の
権
利
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
）

 
講
義

 

７
）

 
倫
理
的
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

 
プ
レ
ゼ
ン

 

８
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

９
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

10
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

11
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

12
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

13
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

14
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

15
）

 
倫
理
的
課
題
へ
の
対
策
・
取
組
 
ま
と
め

 
講
義

 

テ
キ
ス
ト

 
小
西
恵
美
子
編
．（

20
21
）．
看
護
学
テ
キ
ス
ト

N
iC

E
看
護
倫
理
（
改
訂
第
３
版
）
よ
い
看
護
・
よ
い
看
護
師
へ
の
道
し

る
べ
．
南
江
堂
．

 

参
考
文
献

 
サ
ラ
Ｔ
．
フ
ラ
イ
著
、
片
田
範
子
・
山
本
あ
い
子
訳
．（

20
05
）．
看
護
実
践
の
倫
理
第
３
版
．
日
本
看
護
協
会
出
版
会
．

 
宮
坂
道
夫
．（

20
18
）．
系
統
看
護
学
講
座
 
別
巻
 
看
護
倫
理
．
医
学
書
院

 
看
護
職
の
倫
理
綱
領
（

20
21
）
日
本
看
護
協
会
．

ht
tp

s:/
/w

ww
.n

ur
se

.or
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/n
ur
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g/p

ra
ct

ice
/ri
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m

l 

評
価
方
法

 
授
業
へ
の
参
加
度
、
課
題
へ
の
取
組

50
％
、
レ
ポ
ー
ト

50
％
の
割
合
で
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 
原
則
、
遠
隔
授
業
と
し
ま
す
。
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科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
森
眞
澄
、
教
授
 
石
橋
照
子

 
選
択
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必
修
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目
コ
ー
ド
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07
00

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

医
療
、
看
護
の
専
門
性
が
高
ま
る
中
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
や
組
織
の
部
門
・
部
署
を
超
え
て
、
継
続
的
で
柔

軟
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
知
識
や
技
術
に
つ
い
て

学
習
を
深
め
、
看
護
職
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
と
相
互
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
己
お
よ
び
組
織
の
課
題
に
直
面

し
、
問
題
解
決
に
向
か
い
、
行
動
を
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
能
力
を
育
成
す
る
。
大
学
院
生
が
体
験
し
た
事
例
を

分
析
・
検
討
し
、
最
終
的
に
は
、
看
護
実
践
に
関
す
る
相
談
・
支
援
活
動
お
よ
び
専
門
職
種
間
の
協
働
・
連
携
の
調
整
者

と
し
て
、
組
織
ま
た
は
個
人
を
多
角
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
看
護
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の

理
論
と
実
践
方
法
を
学
び
、
看
護
職
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
領
域
の
専
門
家
に
対
す
る
相
談
・
支
援
・
調

整
活
動
を
行
う
基
盤
と
な
る
能
力
を
探
究
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
月
日

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
、
特
性
、
目
的
、
意
義
、
職
業
倫
理
と
契
約

 
大
森

 

2 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
４
つ
の
モ
デ
ル
と
そ
の
特
徴

 
大
森

 

3 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
、
技
法
、
評
価

 
大
森

 

4 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
関
係
と
面
接

 
大
森

 

5 
 

リ
エ
ゾ
ン
精
神
看
護
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
必
要
な
能
力

 
大
森

 

6 
 

組
織
の
ス
ト
レ
ス
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
大
森

 

7 
 

看
護
職
の
ス
ト
レ
ス
の
特
徴
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
理
論
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
石
橋

 

8 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
１
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

9 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
２
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

10
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
３
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

11
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
４
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

12
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

13
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
、（

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

14
 

集
中

 
グ
ル
ー
プ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

15
 

集
中

 
組
織
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

テ
キ
ス
ト

 

①
 

E.
H

.シ
ャ
イ
ン
著
，
稲
葉
元
吉
，
尾
川
丈
一
訳

(2
01

6)
：
プ
ロ
セ
ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
 
援
助
関
係
を
築
く

こ
と
，
白
桃
書
房
．

 
②

 
土
居
健
郎
著
（

20
07

）：
新
訂
 
方
法
と
し
て
の
面
接
 
臨
床
家
の
た
め
に
 
医
学
書
院

 
③

 
ア
ン
ト
ン
・
オ
ブ
ホ
ル
ツ
ｱー

，
ヴ
ェ
ガ
・
ザ
ジ
ェ
・
ロ
バ
ー
ツ
編
，
武
井
麻
子
監
訳
（

20
14

）：
組
織
の
ス
ト
レ
ス

と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
金
剛
出
版
．

 

参
考
文
献

 
①
 
宇
佐
美
し
お
り
、
野
末
聖
香
編
集
（

20
14

）：
精
神
看
護
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
必
要
な
理
論
と
技
法
，
日
本
看
護
協

会
出
版
会
．

 
②
 
山
本
和
郞
（

20
00

）
:危

機
介
入
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
．

  

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
］
60
％
 
（
具
体
的
事
例
を
分
析
し
、
考
察
し
た
レ
ポ
ー
ト
）
 

［
授
業
態
度
］
40
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
 デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
自
体
が
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
磨
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
あ
る
。

 
積
極
的
に
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
ら
の
実
践
経
験
を
振
り
返
る
。

 

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
研
究
方
法
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
森
山
美
香
、
教
授
 
藤
田
小
矢
香

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

05
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
 

看
護
専
門
職
と
し
て
、
よ
り
良
い
看
護
実
践
を
行
う
た
め
に
看
護
研
究
を
行
う
こ
と
は
責
務
で
あ
る
。
本
科
目
で
は
、

臨
床
お
よ
び
教
育
現
場
に
お
け
る
疑
問
や
問
題
に
つ
い
て
研
究
倫
理
を
遵
守
し
，
科
学
的
に
解
明
・
検
証
し
て
い
く
た
め

に
必
要
と
な
る
妥
当
性
・
信
頼
性
の
高
い
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
学
ぶ
。
 

［
目
標
］
 

1）
看
護
研
究
の
特
徴
お
よ
び
意
義
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

2）
量
的
研
究
・
質
的
研
究
の
特
徴
お
よ
び
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

3）
量
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
統
計
に
よ
る
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

4）
質
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
デ
ー
タ
の
質
的
な
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

5）
看
護
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
の
重
要
性
と
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
 

6）
具
体
的
に
看
護
研
究
計
画
立
案
に
向
け
た
検
討
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
概
観
と
研
究
倫
理
 

森
山
 

2 
文
献
検
索
の
方
法
と
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
 

森
山
 

3 
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
：
演
習
 

森
山
 

4 
量
的
研
究
（
1）
：
量
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
 

藤
田
 

5 
量
的
研
究
（
2）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み
 

藤
田
 

6 
量
的
研
究
（
3）
：
記
述
統
計
と
デ
ー
タ
の
種
類
、
統
計
分
析
の
基
本

 
藤
田
 

7 
量
的
研
究
（
4）
：
平
均
値
の
比
較
（
T
検
定
・
分
散
分
析
）
と
相
関
関
係
分
析

 
藤
田
 

8 
量
的
研
究
（
5）
：
順
序
分
類
の
比
較
（
χ
２
検
定
・
Ma
nn
-W
hi
tn
ey
検
定
・
Kr
us
ka
l-
Wa
ll
is
検
定
）

 
藤
田
 

9 
質
的
研
究
（
1）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
1）

 
森
山
 

10
 

質
的
研
究
（
2）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
2）

 
森
山
 

11
 

質
的
研
究
（
3）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み

 
森
山
 

12
 

質
的
研
究
（
4）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
1）

 
森
山
 

13
 

質
的
研
究
（
5）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
2）

 
森
山
 

14
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
1）
：
研
究
計
画
書
の
作
成

 
藤
田
 

15
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
2）
：
看
護
研
究
計
画
書
の
発
表

 
森
山
・
藤
田
 

テ
キ
ス
ト

 

1)
D.
F.
ポ
ー
リ
ッ
ト
／
C.
T.
ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤
 
潤
子
（
20
10
）．
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
第

2
版
，
医
学
書

院
．
 

2)
グ
レ
ッ
グ
美
鈴
，
麻
原
き
よ
み
，
横
山
美
江
編
著
（
20
16
）．
よ
く
わ
か
る
質
的
研
究
の
進
め
方
・
ま
と
め
方
 
看
護

研
究
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
め
ざ
し
て
（
第

2
版
），
医
歯
薬
出
版
．
 

参
考
文
献

 
授
業
内
で
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

[ク
リ
テ
ィ
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
] 
40
％
（
評
価
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

［
演
習
成
果
］
40
％
（
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
の
成
果
物
、
看
護
研
究
計
画
演
習
の
成
果
物
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

［
受
講
態
度
］
20
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
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科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
森
眞
澄
、
教
授
 
石
橋
照
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

医
療
、
看
護
の
専
門
性
が
高
ま
る
中
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
や
組
織
の
部
門
・
部
署
を
超
え
て
、
継
続
的
で
柔

軟
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
知
識
や
技
術
に
つ
い
て

学
習
を
深
め
、
看
護
職
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
と
相
互
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
己
お
よ
び
組
織
の
課
題
に
直
面

し
、
問
題
解
決
に
向
か
い
、
行
動
を
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
能
力
を
育
成
す
る
。
大
学
院
生
が
体
験
し
た
事
例
を

分
析
・
検
討
し
、
最
終
的
に
は
、
看
護
実
践
に
関
す
る
相
談
・
支
援
活
動
お
よ
び
専
門
職
種
間
の
協
働
・
連
携
の
調
整
者

と
し
て
、
組
織
ま
た
は
個
人
を
多
角
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
看
護
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の

理
論
と
実
践
方
法
を
学
び
、
看
護
職
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
領
域
の
専
門
家
に
対
す
る
相
談
・
支
援
・
調

整
活
動
を
行
う
基
盤
と
な
る
能
力
を
探
究
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
月
日

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
、
特
性
、
目
的
、
意
義
、
職
業
倫
理
と
契
約

 
大
森

 

2 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
４
つ
の
モ
デ
ル
と
そ
の
特
徴

 
大
森

 

3 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
、
技
法
、
評
価

 
大
森

 

4 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
関
係
と
面
接

 
大
森

 

5 
 

リ
エ
ゾ
ン
精
神
看
護
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
必
要
な
能
力

 
大
森

 

6 
 

組
織
の
ス
ト
レ
ス
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
大
森

 

7 
 

看
護
職
の
ス
ト
レ
ス
の
特
徴
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
理
論
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
石
橋

 

8 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
１
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

9 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
２
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

10
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
３
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

11
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
４
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

12
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

13
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
、（

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

14
 

集
中

 
グ
ル
ー
プ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

15
 

集
中

 
組
織
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

テ
キ
ス
ト

 

①
 

E.
H

.シ
ャ
イ
ン
著
，
稲
葉
元
吉
，
尾
川
丈
一
訳

(2
01

6)
：
プ
ロ
セ
ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
 
援
助
関
係
を
築
く

こ
と
，
白
桃
書
房
．

 
②

 
土
居
健
郎
著
（

20
07

）：
新
訂
 
方
法
と
し
て
の
面
接
 
臨
床
家
の
た
め
に
 
医
学
書
院

 
③

 
ア
ン
ト
ン
・
オ
ブ
ホ
ル
ツ
ｱー

，
ヴ
ェ
ガ
・
ザ
ジ
ェ
・
ロ
バ
ー
ツ
編
，
武
井
麻
子
監
訳
（

20
14

）：
組
織
の
ス
ト
レ
ス

と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
金
剛
出
版
．

 

参
考
文
献

 
①
 
宇
佐
美
し
お
り
、
野
末
聖
香
編
集
（

20
14

）：
精
神
看
護
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
必
要
な
理
論
と
技
法
，
日
本
看
護
協

会
出
版
会
．

 
②
 
山
本
和
郞
（

20
00

）
:危

機
介
入
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
．

  

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
］
60
％
 
（
具
体
的
事
例
を
分
析
し
、
考
察
し
た
レ
ポ
ー
ト
）
 

［
授
業
態
度
］
40
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
 デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
自
体
が
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
磨
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
あ
る
。

 
積
極
的
に
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
ら
の
実
践
経
験
を
振
り
返
る
。

 

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
研
究
方
法
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
森
山
美
香
、
教
授
 
藤
田
小
矢
香

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

05
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
 

看
護
専
門
職
と
し
て
、
よ
り
良
い
看
護
実
践
を
行
う
た
め
に
看
護
研
究
を
行
う
こ
と
は
責
務
で
あ
る
。
本
科
目
で
は
、

臨
床
お
よ
び
教
育
現
場
に
お
け
る
疑
問
や
問
題
に
つ
い
て
研
究
倫
理
を
遵
守
し
，
科
学
的
に
解
明
・
検
証
し
て
い
く
た
め

に
必
要
と
な
る
妥
当
性
・
信
頼
性
の
高
い
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
学
ぶ
。
 

［
目
標
］
 

1）
看
護
研
究
の
特
徴
お
よ
び
意
義
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

2）
量
的
研
究
・
質
的
研
究
の
特
徴
お
よ
び
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

3）
量
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
統
計
に
よ
る
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

4）
質
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
デ
ー
タ
の
質
的
な
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

5）
看
護
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
の
重
要
性
と
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
 

6）
具
体
的
に
看
護
研
究
計
画
立
案
に
向
け
た
検
討
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
概
観
と
研
究
倫
理
 

森
山
 

2 
文
献
検
索
の
方
法
と
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
 

森
山
 

3 
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
：
演
習
 

森
山
 

4 
量
的
研
究
（
1）
：
量
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
 

藤
田
 

5 
量
的
研
究
（
2）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み
 

藤
田
 

6 
量
的
研
究
（
3）
：
記
述
統
計
と
デ
ー
タ
の
種
類
、
統
計
分
析
の
基
本

 
藤
田
 

7 
量
的
研
究
（
4）
：
平
均
値
の
比
較
（
T
検
定
・
分
散
分
析
）
と
相
関
関
係
分
析

 
藤
田
 

8 
量
的
研
究
（
5）
：
順
序
分
類
の
比
較
（
χ
２
検
定
・
Ma
nn
-W
hi
tn
ey
検
定
・
Kr
us
ka
l-
Wa
ll
is
検
定
）

 
藤
田
 

9 
質
的
研
究
（
1）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
1）

 
森
山
 

10
 

質
的
研
究
（
2）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
2）

 
森
山
 

11
 

質
的
研
究
（
3）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み

 
森
山
 

12
 

質
的
研
究
（
4）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
1）

 
森
山
 

13
 

質
的
研
究
（
5）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
2）

 
森
山
 

14
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
1）
：
研
究
計
画
書
の
作
成

 
藤
田
 

15
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
2）
：
看
護
研
究
計
画
書
の
発
表

 
森
山
・
藤
田
 

テ
キ
ス
ト

 

1)
D.
F.
ポ
ー
リ
ッ
ト
／
C.
T.
ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤
 
潤
子
（
20
10
）．
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
第

2
版
，
医
学
書

院
．
 

2)
グ
レ
ッ
グ
美
鈴
，
麻
原
き
よ
み
，
横
山
美
江
編
著
（
20
16
）．
よ
く
わ
か
る
質
的
研
究
の
進
め
方
・
ま
と
め
方
 
看
護

研
究
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
め
ざ
し
て
（
第

2
版
），
医
歯
薬
出
版
．
 

参
考
文
献

 
授
業
内
で
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

[ク
リ
テ
ィ
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
] 
40
％
（
評
価
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

［
演
習
成
果
］
40
％
（
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
の
成
果
物
、
看
護
研
究
計
画
演
習
の
成
果
物
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

［
受
講
態
度
］
20
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

 

そ
の
他

 
・
原
則
、
授
業
は
「
遠 遠
隔隔
授授
業業
」」
と
す
る
。
 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え
て
進
め
る
。
主
体
的
な
参
加
を
期
待
す
る
。
 

・
15
回
の
「
看
護
研
究
計
画
書
の
発
表
」
は
、
質
疑
応
答
を
含
め

1
人

10
分
程
度
の
発
表
予
定
で
あ
る
。

 

 

科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
保
健
統
計
学
特
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
、
非
常
勤
講
師

 大
城
 
等

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
目
的
】

 
保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
研
究
で
使
用
さ
れ
る
主
要
な
統
計
学
的
手
法
を
理
解
し
、
目
的
に
応
じ
た
デ
ー
タ
分
析
を
実
践

す
る
た
め
の
知
識
と
方
法
、
科
学
的
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
。

 
【
目
標
】

 
①

 我
が
国
の
保
健
統
計
と
厚
生
労
働
統
計
に
用
い
る
主
な
比
率
及
び
用
語
、
保
健
統
計
の
概
要
を
理
解
で
き
る
。

 
②

 保
健
医
療
活
動
に
必
要
な
統
計
手
法
が
説
明
で
き
る
。

 
③

 高
度
な
分
析
手
法
を
用
い
た
論
文
を
読
み
取
り
、
看
護
研
究
で
活
用
さ
れ
て
い
る
統
計
方
法
を
批
判
的
な
視
点
で
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
④

 公
衆
衛
生
や
疫
学
の
視
点
で
分
析
さ
れ
た
事
例
を
理
解
し
、
保
健
統
計
の
活
用
に
つ
い
て
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
統
計
学
の
歴
史
と
意
義
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷
 

2 
我
が
国
の
保
健
統
計
と
厚
生
労
働
統
計
に
用
い
る
主
な
比
率
及
び
用
語
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

3 
デ
ー
タ
の
要
約
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

4 
統
計
的
推
論
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

5 
分
散
分
析
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

6～
8 

※
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 
高
度
な
分
析
手
法
を
用
い
た
論
文
を
読
み
解
く
。

 
（
主
成
分
分
析
、
因
子
分
析
、
判
別
分
析
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
、
生
存
分
析
、

et
c）

 

9～
14

 
※
分
析
事
例
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
城

 
 
様
々
な
分
析
事
例
を
学
び
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
結
果
を
読
み
解
く
。

 

15
 

※
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷
 

I
 k
e
e
p
 s
a
y
i
n
g
 t
h
a
t
 t
h
e
 s
e
x
y
 j
o
b
 i
n
 t
h
e
 n
e
x
t
 1
0
 y
e
a
r
s
 w
i
l
l
 b
e
 s
t
a
t
i
s
t
i
c
i
a
n
s
.
 

A
n
d
 
I
 
a
m
 
n
o
t
 
k
i
d
d
i
n
g
.
  （

2
0
0
9
年

N
e
w
 
Y
o
r
k
 
T
i
m
e
s
、

G
o
o
g
l
e
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
:
ハ
ル
・
ヴ
ァ
リ
ア
ン
博
士
）

テ
キ
ス
ト

 
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 

「
SP

SS
に
よ
る
統
計
デ
ー
タ
解
析
」
 
現
代
数
学
社

 
「
保
健
統
計
・
疫
学
」
 
福
富
和
夫
・
橋
本
修
二
 
南
山
堂

 
「
国
民
衛
生
の
動
向
」
 
一
般
財
団
法
人
厚
生
労
働
統
計
協
会

 
必
要
に
応
じ
て
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
授
業
中
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
理
解
度
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
 
こ
の
授
業
は
、
原
則
と
し
て

9～
14
回
は
対
面
、
他
の
回
は
遠
隔
授
業
で
行
う
。

 
 

6－
8回
は
、
各
学
生
が
高
度
な
分
析
手
法
を
用
い
た
論
文
を
見
つ
け
、
分
析
方
法
を
中
心
に
そ
の
論
文
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
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科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
し
ま
ね
の
健
康
と
長
寿

 
学
期

 
春
学
期

 
担
当
教
員

 
○
教
授
 吾

郷
美
奈
恵
、
准
教
授
 籠

橋
有
紀
子
 

選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
目
的
】

 
社
会
環
境
の
変
化
、
フ
ィ
ー
ル
ド
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
）
の
地
域
特
性
と
健
康
課
題
を
理
解
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
さ
ら
な

る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。
ま
た
そ
の
内
容
を
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
る
。

 
【
目
標
】

 
①

 
フ
ィ
ー
ル
ド
の
既
存
資
料
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
地
域
特
性
が
説
明
で
き
る
。

 
②

 
現
地
の
人
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
現
地
の
文
化
や
生
活
を
理
解
で
き
る
。

 
③

 
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。

 
④

 
報
告
会
を
通
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
力
が
修
得
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

コ
マ
数

 
内
容

 

1 ｜
 4 

事
前
学
習
：

7月
2日

（
土
）
①
～
④
時
限

 
◇
｢地

理
的
･気

象
的
｣｢
生
態
的
｣｢
人
為
的
｣情

報
※
と
人
々
の
暮
ら
し

 
◇
統
計
資
料
か
ら
み
た
変
遷
や
公
共
施
設
・
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

 
◇
保
健
医
療
福
祉
計
画
と
健
康
課
題

 

5 ｜
 

12
 

フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
：

7月
31

日
（
日
）
～

8月
1日

（
月
）
の

1泊
2日

 
◇
地
区
踏
査
（
地
域
を
歩
こ
う
！
）

 
◇
住
民
や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
（
西
ノ
島
の
好
き
な
と
こ
ろ
、
自
慢
し
た
い
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と
、
暮
ら
し
と
催
事
 
な
ど
）

 

13
 

｜
 

14
 

ま
と
め
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
の
健
康
と
長
寿
に
む
け
た
提
案
）：

8月
6日

（
土
）
①
②
時
限

 
◇
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク

 
テ
ー
マ
：
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”

 

15
 

報
告
会
：

8月
6日

（
土
）

8月
6日

（
土
）
④
時
限

 
テ
キ
ス
ト

 
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 

 
エ
リ
ザ
ベ
ス

T．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

 他
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
，
医
学
書
院
，

20
07

 
 

R．
エ
マ
ー
ソ
ン

 他
：
方
法
と
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
，
新
曜
社
，

20
18

 
 
佐
藤
郁
哉
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
技
法
，
新
曜
社
，

20
02

 
 
孫
大
輔
：
対
話
す
る
医
療
，
さ
く
ら
舎
，

20
18

 

評
価
方
法

 

以
下
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。
提
出
物
や
提
出
締
切
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
通
知
す
る
。
 


 事

前
学
習
：
20
％
 


 フ

ィ
ー
ル
ド
学
習
：
40
％
 


 ま

と
め
（
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
）：

40
％
 

そ
の
他

 

 
４
日
間
（
1
泊
を
含
む
）
の
集
中
講
義
（
対
面
）
と
し
て
行
う
。
 

 
交
通
費
や
食
費
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
に
要
す
る
費
用
は
全
て
自
己
負
担
で
あ
る
。

 
 
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
先
な
ど
、
教
員
に
確
認
し
な
が
ら
事
前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
こ
と
。

 
 
フ
ェ
リ
ー
の
欠
航
、
CO
VI
D-
19

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
学
内
学
習
と
し
、
電
話
等
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
死
生
学
特
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
﨏
美
樹
 

 
非
常
勤
講
師
 
安
藤
泰
至
 
 
竹
下
治
男

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

18
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
、
文
化
と
社
会
、
死
生
観
、
死
生
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
理
解
す
る
。
現
代

社
会
の
死
生
の
諸
問
題
に
対
し
、
看
護
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
実
践
に
つ
い
て
探
求
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
死
生
学
と
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】
 

 

2 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

3 
死
生
を
め
ぐ
る
文
化
と
社
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

4 
日
本
人
の
死
生
観
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

5 
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

6 
終
末
期
医
療
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

7 
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

8 
安
楽
死
・
尊
厳
死
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

9 
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

10
 
在
宅
看
取
り
（

1）
情
報
通
信
機
器
（

IC
T）
を
利
用
し
た
死
亡
診
断
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
 

 【
大
﨏
】

 

11
 
在
宅
看
取
り
（

2）
法
医
学
に
関
す
る
一
般
的
事
項
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
竹
下
】

 

12
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

1）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

13
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

2）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

14
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

3）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

15
 
全
体
を
通
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 

参
考
文
献

 
島
薗

 進
、
竹
内

 整
一
：
死
生
学

1 
死
生
学
と
は
何
か
，
東
京
大
学
出
版
会
，

20
08

 
適
宜
、
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
レ
ポ
ー
ト
課
題
：
60
％
 
 

授
業
参
加
態
度
：
40
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 

・
授
業
実
施
方
法
：
原
則
、「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
非
常
勤
講
師
の
授
業
に
つ
い
て
は
、「
対
面
」
と
す
る
場

合
が
あ
る
。

 
・
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。
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科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
し
ま
ね
の
健
康
と
長
寿

 
学
期

 
春
学
期

 
担
当
教
員

 
○
教
授
 吾

郷
美
奈
恵
、
准
教
授
 籠

橋
有
紀
子
 

選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
目
的
】

 
社
会
環
境
の
変
化
、
フ
ィ
ー
ル
ド
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
）
の
地
域
特
性
と
健
康
課
題
を
理
解
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
さ
ら
な

る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。
ま
た
そ
の
内
容
を
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
る
。

 
【
目
標
】

 
①

 
フ
ィ
ー
ル
ド
の
既
存
資
料
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
地
域
特
性
が
説
明
で
き
る
。

 
②

 
現
地
の
人
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
現
地
の
文
化
や
生
活
を
理
解
で
き
る
。

 
③

 
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。

 
④

 
報
告
会
を
通
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
力
が
修
得
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

コ
マ
数

 
内
容

 

1 ｜
 4 

事
前
学
習
：

7月
2日

（
土
）
①
～
④
時
限

 
◇
｢地

理
的
･気

象
的
｣｢
生
態
的
｣｢
人
為
的
｣情

報
※
と
人
々
の
暮
ら
し

 
◇
統
計
資
料
か
ら
み
た
変
遷
や
公
共
施
設
・
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

 
◇
保
健
医
療
福
祉
計
画
と
健
康
課
題

 

5 ｜
 

12
 

フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
：

7月
31

日
（
日
）
～

8月
1日

（
月
）
の

1泊
2日

 
◇
地
区
踏
査
（
地
域
を
歩
こ
う
！
）

 
◇
住
民
や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
（
西
ノ
島
の
好
き
な
と
こ
ろ
、
自
慢
し
た
い
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と
、
暮
ら
し
と
催
事
 
な
ど
）

 

13
 

｜
 

14
 

ま
と
め
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
の
健
康
と
長
寿
に
む
け
た
提
案
）：

8月
6日

（
土
）
①
②
時
限

 
◇
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク

 
テ
ー
マ
：
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”

 

15
 

報
告
会
：

8月
6日

（
土
）

8月
6日

（
土
）
④
時
限

 
テ
キ
ス
ト

 
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 

 
エ
リ
ザ
ベ
ス

T．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

 他
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
，
医
学
書
院
，

20
07

 
 

R．
エ
マ
ー
ソ
ン

 他
：
方
法
と
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
，
新
曜
社
，

20
18

 
 
佐
藤
郁
哉
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
技
法
，
新
曜
社
，

20
02

 
 
孫
大
輔
：
対
話
す
る
医
療
，
さ
く
ら
舎
，

20
18

 

評
価
方
法

 

以
下
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。
提
出
物
や
提
出
締
切
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
通
知
す
る
。
 


 事

前
学
習
：
20
％
 


 フ

ィ
ー
ル
ド
学
習
：
40
％
 


 ま

と
め
（
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
）：

40
％
 

そ
の
他

 

 
４
日
間
（
1
泊
を
含
む
）
の
集
中
講
義
（
対
面
）
と
し
て
行
う
。
 

 
交
通
費
や
食
費
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
に
要
す
る
費
用
は
全
て
自
己
負
担
で
あ
る
。

 
 
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
先
な
ど
、
教
員
に
確
認
し
な
が
ら
事
前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
こ
と
。

 
 
フ
ェ
リ
ー
の
欠
航
、
CO
VI
D-
19

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
学
内
学
習
と
し
、
電
話
等
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
死
生
学
特
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
﨏
美
樹
 

 
非
常
勤
講
師
 
安
藤
泰
至
 
 
竹
下
治
男

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

18
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
、
文
化
と
社
会
、
死
生
観
、
死
生
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
理
解
す
る
。
現
代

社
会
の
死
生
の
諸
問
題
に
対
し
、
看
護
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
実
践
に
つ
い
て
探
求
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
死
生
学
と
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】
 

 

2 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

3 
死
生
を
め
ぐ
る
文
化
と
社
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

4 
日
本
人
の
死
生
観
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

5 
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

6 
終
末
期
医
療
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

7 
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

8 
安
楽
死
・
尊
厳
死
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

9 
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

10
 
在
宅
看
取
り
（

1）
情
報
通
信
機
器
（

IC
T）
を
利
用
し
た
死
亡
診
断
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
 

 【
大
﨏
】

 

11
 
在
宅
看
取
り
（

2）
法
医
学
に
関
す
る
一
般
的
事
項
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
竹
下
】

 

12
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

1）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

13
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

2）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

14
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

3）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

15
 
全
体
を
通
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 

参
考
文
献

 
島
薗

 進
、
竹
内

 整
一
：
死
生
学

1 
死
生
学
と
は
何
か
，
東
京
大
学
出
版
会
，

20
08

 
適
宜
、
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
レ
ポ
ー
ト
課
題
：
60
％
 
 

授
業
参
加
態
度
：
40
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 

・
授
業
実
施
方
法
：
原
則
、「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
非
常
勤
講
師
の
授
業
に
つ
い
て
は
、「
対
面
」
と
す
る
場

合
が
あ
る
。

 
・
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。

 
 

 

  

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
保
健
医
療
福
祉
政
策
論
Ⅰ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
谷
口
敏
代

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

10
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

保
健
医
療
福
祉
分
野
に
お
い
て
、
看
護
職
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
理
解
す
る
た
め
に
、
保
健
医
療
福
祉
に
係
る
制
度
及

び
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
基
礎
的
な
知
識
を
深
め
る
。

 
ま
た
、
地
域
医
療
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
状
も
理
解
し
、
実
際
的
に
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
り
連
携

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
探
索
的
に
学
び
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

 
目
標

 
1)

 
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
看
護
職
が
果
た
す
役
割
と
課
題
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2)

 
障
害
者
福
祉
制
度
に
お
け
る
看
護
職
が
果
た
す
役
割
と
課
題
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
3)

 
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
お
け
る
看
護
職
が
果
た
す
役
割
と
課
題
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
4)

 
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
制
度
を
取
り
巻
く
課
題
を
理
解
し
，
看
護
職
が
果
た
す
役
割
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
介
護
保
険
制
度
と
障
害
福
祉
制
度

(1
) 

2 
介
護
保
険
制
度
と
障
害
福
祉
制
度

(2
) 

3 
介
護
保
険
事
業
計
画
と
障
害
福
祉
計
画

 

4 
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
と
権
利
擁
護
に
関
す
る
制
度
（

1）
 

5 
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
と
権
利
擁
護
に
関
す
る
制
度
（

2）
 

6 
障
害
者
の
手
帳
制
度

 

7 
年
金
制
度
と
生
活
保
護
制
度

 

8 
医
療
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
看
護
職
の
役
割
と
課
題
（

1）
 

9 
医
療
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
看
護
職
の
役
割
と
課
題
（

2）
 

10
 
保
健
医
療
福
祉
従
事
者
の
働
き
方
に
関
す
る
法
規
（

1）
 

11
 
保
健
医
療
福
祉
従
事
者
の
働
き
方
に
関
す
る
法
規
（

2）
 

12
 
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
お
け
る
他
職
種
協
働
と
看
護
職
の
役
割

(1
) 

13
 
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
お
け
る
他
職
種
協
働
と
看
護
職
の
役
割

(2
) 

14
 

N
PO
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
看
護
職
の
役
割

 

15
 
諸
外
国
の
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
・
ま
と
め

 

テ
キ
ス
ト

 
プ
リ
ン
ト
及
び
資
料
を
適
宜
配
布
す
る

 

参
考
文
献

 
厚
生
の
指
標
臨
時
増
刊
「
国
民
衛
生
の
動
向
」「
国
民
の
福
祉
と
介
護
の
動
向
」

 
太
田
貞
司
監
修
：
介
護
福
祉
の
組
織
・
制
度
論
、
光
生
館
、

20
15

 
基
本
的
に
は
自
ら
文
献
検
索
し
、
熟
読
し
て
お
く
こ
と

 

評
価
方
法

 
レ
ポ
ー
ト

80
％
：
単
元
毎
の
課
題
に
対
し
，
先
行
研
究
の
検
索
と
分
析
，
看
護
職
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
レ
ポ
ー
ト
内
容
 

授
業
態
度

20
％
：
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
に
よ
っ
て
評
価
す
る
 

そ
の
他

 
原
則
と
し
て
遠
隔
授
業
形
式
で
行
い
ま
す
。
演
習
課
題
で
は
，
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
応
じ
て
対
面
講
義
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
単
元
毎
に
課
題
を
与
え
、
国
内
外
の
文
献
の
抄
読
と
意
見
発
表
を
行
い
ま
す
。

 

 

 
 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
健
康
栄
養
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
名
和
田
淸
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

11
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

生
活
習
慣
病
の
一
次
予
防
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
た
食
生
活
・
栄
養
に
関
し
て
、
医
療
・
介
護
・
予
防
等
に
必
要
な
栄
養

実
践
に
関
わ
る
専
門
知
識
や
最
新
情
報
を
得
る
。

DO
H

aD
仮
説
で
は
、「
胎
児
期
や
生
後
早
期
に
お
け
る
様
々
な
環
境

に
よ
り
そ
の
後
の
環
境
を
予
測
し
た
適
応
反
応
が
起
こ
り
、
そ
の
お
り
の
環
境
と
そ
の
後
の
環
境
と
の
適
合
の
程
度
が
将

来
の
疾
病
リ
ス
ク
に
関
与
す
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
胎
児
期
（
妊
娠
期
）
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
シ
゙

を
通
じ
て
、
対
象
者
の
問
題
点
を
的
確
に
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
栄
養
に
関
す
る
必
要
な
考
え
方
を
深
め
る
。

 
目
標

 
1)

 栄
養
の
概
念
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2)

 栄
養
・
食
生
活
と
健
康
と
の
関
連
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
3)

 ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
て
適
切
な
栄
養
管
理
を
行
う
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
4)

 ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
栄
養
管
理
・
食
育
を
関
連
職
種
が
連
携
し
て
行
う
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
5)

 栄
養
学
研
究
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
栄
養
と
は
、
栄
養
学
・
栄
養
学
研
究
に
お
け
る
最
近
の
話
題

 

2 
栄
養
と
健
康
 
－
日
本
人
の
食
生
活
の
現
状
と
課
題
―

 

3 
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

 

4 
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
栄
養

 

5 
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
栄
養
ケ
ア

 

6 
低
栄
養
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
栄
養
学

 

7 
生
活
習
慣
病
と
栄
養

 

8 
胎
児
期
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

 に
お
け
る
栄
養
と
遺
伝
子

 

9 
食
品
の
機
能
性

 

10
 
時
間
栄
養
学

 

11
 
栄
養
状
態
の
評
価
 
個
人
の
評
価

 

12
 
栄
養
状
態
の
評
価
 
地
域
集
団
の
評
価
、
栄
養
疫
学

 

13
 
在
宅
に
お
け
る
栄
養
ケ
ア

 

14
 
災
害
時
の
栄
養
・
食
生
活
支
援

 

15
 
栄
養
学
研
究
最
近
の
話
題

 

テ
キ
ス
ト

 
必
要
に
応
じ
て
資
料
を
配
布
す
る
。

 

参
考
文
献

 
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
（
20
20
年
版
）
 

国
民
健
康
・
栄
養
調
査

 
授
乳
・
離
乳
の
支
援
ガ
イ
ド
（
20
19
年
改
訂
版
）

 

評
価
方
法

 
［
課
題
レ
ポ
ー
ト
］

60
%
、［
演
習
］

20
%
、［
受
講
態
度
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
）］

20
％
 

そ
の
他

 
授
業
実
施
方
法
：
原
則
と
し
て
遠
隔
授
業
（
同
期
型
）
で
行
う
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
 
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
が
ん
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇

 教
授
 
大
﨏
美
樹
 
 
教
授
 
森
山
美
香

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
Ⅰ

70
70

10
0 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
健
康
課
題
と
が
ん
看
護
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
理
論
や
概
念
に
つ
い
て

学
び
、
が
ん
看
護
に
必
要
な
知
識
を
深
め
る
。
ま
た
、
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
に
つ
い
て
探
究
す
る
。 

1.
 
が
ん
医
療
・
看
護
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
が
ん
看
護
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
理
論
や
概
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
体
験
、
苦
痛
や
諸
問
題
を
理
解
し
、
健
康
課
題
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

 
4.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
を
探
究
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
が
ん
医
療
・
看
護
の
動
向
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

2 
ス
ト
レ
ス
・
コ
ー
ピ
ン
グ
理
論
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

3 
危
機
理
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

4 
喪
失
・
悲
嘆
の
理
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

5 
意
思
決
定
支
援
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

6 
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

7 
自
己
効
力
感
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

8 
成
人
教
育
（
ア
ン
ド
ラ
ゴ
ジ
ー
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

9 
が
ん
治
療
と
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

10
 
が
ん
患
者
の
緩
和
ケ
ア

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

11
 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

12
 
が
ん
患
者
の
在
宅
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

  

13
 
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
・

AY
A
世
代
の
が
ん
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

14
 
が
ん
予
防
と
早
期
発
見
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
大
﨏
】

 

15
 
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
 
 
 
 

  
 
 
【
大
﨏
】

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 

1）
野
川
道
子
：
看
護
実
践
に
活
か
す
中
範
囲
理
論
，
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
，

20
18

 
2）
一
般
社
団
法
人
日
本
が
ん
看
護
学
会
教
育
・
研
究
活
動
委
員
会
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
編
：

 
が
ん
看
護
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
日
本
版
：

 手
術
療
法
・
薬
物
療
法
・
放
射
線
療
法
・
緩
和
ケ
ア
，
医
学
書
院
，

20
17

  
そ
の
他
，
適
宜
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
授
業
参
加
態
度

30
％
、
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

20
％
、
課
題
の
レ
ポ
ー
ト

50
％
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
 
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
が
ん
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
﨏
美
樹
 
 

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
Ⅰ

70
70

10
1 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

が
ん
の
臨
床
経
過
や
発
達
段
階
、
療
養
の
場
に
お
け
る
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健
康

課
題
を
理
解
し
、
解
決
に
向
け
た
看
護
実
践
方
法
を
探
求
す
る
。

 
1.

 
が
ん
の
臨
床
経
過
や
発
達
段
階
、
療
養
の
場
に
お
け
る
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健

康
課
題
を
理
解
で
き
る
。

 
2.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
を
理
解
、
支
援
す
る
た
め
の
新
し
い
知
見
を
理
解
で
き
る
。

 
3.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
実
践
方
法
を
探
求
で
き

る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
診
断
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

2 
診
断
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

3 
治
療
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

4 
治
療
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

5 
進
行
・
再
発
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

6 
進
行
・
再
発
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

7 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
（

1）
 

8 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
（

2）
 

9 
が
ん
患
者
の
在
宅
看
護

 

10
 
が
ん
患
者
の
意
思
決
定
支
援

 

11
 
が
ん
患
者
の
家
族
看
護

 

12
 
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

 

13
 
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
シ
ッ
プ
と
看
護

 

14
 
小
児
・

AY
A
世
代
が
ん
患
者
と
看
護

 

15
 
全
体
を
通
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ま
と
め

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
、
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
授
業
参
加
態
度

30
％
、
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

40
％
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
論
点
と
対
応
力

30
％
に
よ
り

総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業

 
・
学
生
は
先
行
研
究
を
も
と
に
資
料
を
作
成
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
 
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
が
ん
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇

 教
授
 
大
﨏
美
樹
 
 
教
授
 
森
山
美
香

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
Ⅰ

70
70

10
0 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
健
康
課
題
と
が
ん
看
護
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
理
論
や
概
念
に
つ
い
て

学
び
、
が
ん
看
護
に
必
要
な
知
識
を
深
め
る
。
ま
た
、
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
に
つ
い
て
探
究
す
る
。 

1.
 
が
ん
医
療
・
看
護
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
が
ん
看
護
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
理
論
や
概
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
体
験
、
苦
痛
や
諸
問
題
を
理
解
し
、
健
康
課
題
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

 
4.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
を
探
究
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
が
ん
医
療
・
看
護
の
動
向
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

2 
ス
ト
レ
ス
・
コ
ー
ピ
ン
グ
理
論
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

3 
危
機
理
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

4 
喪
失
・
悲
嘆
の
理
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

5 
意
思
決
定
支
援
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

6 
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

7 
自
己
効
力
感
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

8 
成
人
教
育
（
ア
ン
ド
ラ
ゴ
ジ
ー
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

9 
が
ん
治
療
と
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

10
 
が
ん
患
者
の
緩
和
ケ
ア

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

11
 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

12
 
が
ん
患
者
の
在
宅
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

  

13
 
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
・

AY
A
世
代
の
が
ん
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

14
 
が
ん
予
防
と
早
期
発
見
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
大
﨏
】

 

15
 
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
 
 
 
 

  
 
 
【
大
﨏
】

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 

1）
野
川
道
子
：
看
護
実
践
に
活
か
す
中
範
囲
理
論
，
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
，

20
18

 
2）
一
般
社
団
法
人
日
本
が
ん
看
護
学
会
教
育
・
研
究
活
動
委
員
会
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
編
：

 
が
ん
看
護
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
日
本
版
：

 手
術
療
法
・
薬
物
療
法
・
放
射
線
療
法
・
緩
和
ケ
ア
，
医
学
書
院
，

20
17

  
そ
の
他
，
適
宜
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
授
業
参
加
態
度

30
％
、
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

20
％
、
課
題
の
レ
ポ
ー
ト

50
％
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
 
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
が
ん
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
﨏
美
樹
 
 

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
Ⅰ

70
70

10
1 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

が
ん
の
臨
床
経
過
や
発
達
段
階
、
療
養
の
場
に
お
け
る
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健
康

課
題
を
理
解
し
、
解
決
に
向
け
た
看
護
実
践
方
法
を
探
求
す
る
。

 
1.

 
が
ん
の
臨
床
経
過
や
発
達
段
階
、
療
養
の
場
に
お
け
る
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健

康
課
題
を
理
解
で
き
る
。

 
2.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
を
理
解
、
支
援
す
る
た
め
の
新
し
い
知
見
を
理
解
で
き
る
。

 
3.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
実
践
方
法
を
探
求
で
き

る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
診
断
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

2 
診
断
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

3 
治
療
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

4 
治
療
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

5 
進
行
・
再
発
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

6 
進
行
・
再
発
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

7 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
（

1）
 

8 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
（

2）
 

9 
が
ん
患
者
の
在
宅
看
護

 

10
 
が
ん
患
者
の
意
思
決
定
支
援

 

11
 
が
ん
患
者
の
家
族
看
護

 

12
 
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

 

13
 
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
シ
ッ
プ
と
看
護

 

14
 
小
児
・

AY
A
世
代
が
ん
患
者
と
看
護

 

15
 
全
体
を
通
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ま
と
め

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
、
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
授
業
参
加
態
度

30
％
、
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

40
％
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
論
点
と
対
応
力

30
％
に
よ
り

総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業

 
・
学
生
は
先
行
研
究
を
も
と
に
資
料
を
作
成
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

 

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
精
神
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
森
眞
澄

  
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

02
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

1.
 

精
神
看
護
の
実
践
の
基
盤
と
な
る
基
礎
理
論
を
学
び
、
対
象
理
解
の
た
め
の
能
力
を
高
め
る
。
実
践
の
場
で
出
会
う

主
な
疾
患
と
そ
の
治
療
法
、
看
護
ケ
ア
を
行
う
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
法
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
 

2.
 

精
神
科
医
療
に
お
け
る
主
な
治
療
を
理
解
す
る
と
と
も
に
看
護
師
の
役
割
を
探
求
し
、治

療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
根
拠

と
技
法
を
習
得
す
る
。
 

3.
 

身
体
的
健
康
問
題
の
予
防
と
早
期
発
見
に
お
け
る
看
護
師
の
役
割
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当

 

1 
生
物
－
心
理
－
社
会
モ
デ
ル
を
使
っ
た
生
物
学
的
･心

理
学
的
･社

会
的
側
面
か
ら
の
対
象
理
解

 

大
森

 

2 
精
神
力
動
論
の
理
解
と
看
護
へ
の
適
用

 

3 
自
我
発
達
理
論
の
理
解
と
看
護
へ
の
適
用

 

4 
精
神
科
臨
床
に
お
け
る
セ
ル
フ
ケ
ア
理
論
の
活
用
 

5 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
統
合
失
調
症
）
 

6 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
感
情
障
害
）

 

7 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
不
安
障
害
・
PT
SD
）

 

8 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）

 

9 
精
神
科
に
お
け
る
主
な
治
療
と
課
題

 

10
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
対
象
関
係
論

 

11
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
精
神
分
析

 

12
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
集
団
療
法

 

13
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
認
知
行
動
療
法

 

14
 

事
例
検
討
①
－
対
象
理
解
と
自
己
理
解

 

15
 

事
例
検
討
②
－
対
象
理
解
と
自
己
理
解

 

テ
キ
ス
ト

 
ル
イ
ス
・
ア
ロ
ン

/著
 横

井
公
一

/監
訳
：
こ
こ
ろ
の
出
会
い
－
精
神
分
析
家
と
し
て
の
専
門
技
能
を
習
得
す
る
－

.金
剛
出

版
 

松
木
邦
裕
：
対
象
関
係
論
的
心
理
療
法
入
門

.金
剛
出
版

 

参
考
文
献

 

B.
J.

Sa
do

ck
 ＆

 V
.A

.S
ad

oc
k 

(2
00

5/
20

15
).井

上
令
一

(監
修

).カ
プ
ラ
ン
臨
床
精
神
医
学
テ
キ
ス
ト
 

D
SM

-5
診
断

基
準
の
臨
床
へ
の
展
開
（
第

3版
）

.メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

. 
笠
井
清
登

(編
). 

20
20

.講
座
精
神
疾
患
の
臨
床
 
統
合
失
調
症

.中
山
書
店

. 
 

神
庭
重
信

(編
). 

20
20

.講
座
精
神
疾
患
の
臨
床
 
気
分
障
害

.中
山
書
店

. 

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
］
60
％
 
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
さ
れ
た
学
習
成
果
物
）
 

［
受
講
態
度
］
30
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
10
％
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 
 課
題
の
自
己
学
習
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
き
、
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。

 
 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
精
神
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
石
橋
照
子
 
 
教
授
 
大
森
眞
澄

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

03
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

1.
 

精
神
保
健
福
祉
の
歴
史
的
変
遷
を
踏
ま
え
た
精
神
保
健
福
祉
制
度
と
体
制
に
つ
い
て
学
び
、
精
神
保
健
福
祉
と
精
神

医
療
の
今
日
的
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
 

2.
 

社
会
資
源
と
し
て
の
関
係
法
規
を
理
解
す
る
。
 

3.
 

精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
リ
カ
バ
リ
ー
ま
で
精
神
障
害
を
持
つ
人
の
支
援
に
関
す
る
諸
理
論
を
理
解
す

る
。
 

4.
 

精
神
障
害
を
持
つ
人
の
退
院
促
進
と
地
域
生
活
促
進
に
向
け
た
支
援
を
探
求
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当

 

1 2 3 4 5  6 7 8 9 10
 

11
 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
学
習
内
容
と
課
題
・
目
標
の
設
定
 

精
神
保
健
福
祉
の
制
度
と
体
制
の
変
遷
 

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
法
律
と
今
後
の
課
題
 

精
神
保
健
福
祉
及
び
精
神
医
療
に
お
け
る
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

社
会
資
源
と
し
て
の
関
係
法
規
（
障
害
者
総
合
支
援
法
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
に
関
す
る
法
律

な
ど
）
 

精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
解
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と
展
開
 

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
理
論
 

ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル
 

リ
カ
バ
リ
ー
の
概
念
 

精
神
障
害
を
持
つ
人
の
訪
問
看
護
 

精
神
障
害
を
持
つ
人
の
就
労
支
援
 

石
橋

 

12
 

13
 

14
 

15
 

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
方
法
を
用
い
て
、
事
例
検
討
し
包
括
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
援
助
の
方
向
性
を

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。
 

石
橋
・
大
森

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 

· 
リ
バ
ー
マ
ン
実
践
的
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
：

R.
 P.

 リ
バ
ー
マ
ン
編
 
安
西
信
雄
・
池
淵
恵
美
（
監
訳
）、

創
造
出
版
、

20
05

 
 

· 
精
神
保
健
医
療
福
祉
白
書

20
18

/2
01

9～
多
様
性
と
包
括
性
の
構
築
：
精
神
保
健
医
療
福
祉
白
書
編
集
委
員
会
、
中

央
法
規
出
版
、

20
18

 
· 

IC
F 

(国
際
生
活
機
能
分
類

) 
の
理
解
と
活
用

 ―
人
が
「
生
き
る
こ
と
」「

生
き
る
こ
と
の
困
難

(障
害

)」
を
ど
う
と

ら
え
る
か
：
上
田
敏
、
萌
文
社
、

20
05

 

· 
こ
れ
か
ら
の
保
健
医
療
福
祉
行
政
論
：
星
旦
二
・
麻
原
き
よ
み
編
集
、
日
本
看
護
協
会
出
版
会
、

20
22

 
· 

ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル
―
リ
カ
バ
リ
ー
志
向
の
精
神
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
：
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

A.
 ラ

ッ
プ
、
リ
チ
ャ



− 26 −

 
 

ー
ド
・

J. 
ゴ
ス
チ
ャ

(著
)、

田
中

 英
樹

(監
訳

)、
金
剛
出
版
、

20
14

 
· 

リ
カ
バ
リ
ー
―
希
望
を
も
た
ら
す
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
モ
デ
ル
：
カ
タ
ナ
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
坂
本
明
子
、
金
剛
出
版
、

20
12

 

評
価
方
法

 
〔
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
〕

60
％
 
 
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
さ
れ
た
学
習
成
果
物
）

 
〔
受
講
態
度
〕

30
％
 
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）

 
〔
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
〕

10
％
 
 
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
  

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授

 梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

慢
性
疾
患
を
有
し
地
域
や
高
齢
者
施
設
で
療
養
す
る
高
齢
者
の
自
己
管
理
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
主
要

な
概
念
や
理
論
を
学
修
す
る
。
さ
ら
に
、
慢
性
疾
患
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
へ
の
療
養
支
援
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、

療
養
支
援
や
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
に
お
け
る
看
護
者
の
役
割
を
探
求
す
る
。

 
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
現
状

 

2 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

1）
 

 

3 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

2）
 

4 
生
涯
発
達
理
論
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

5 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

1）
 

6 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

2）
 

7 
高
齢
者
学
習
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

8 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

1）
 

9 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

2）
 

10
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

1）
概
観

 

11
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

2）
有
効
性
と
課
題

 

12
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
概
念

 

13
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
健
康
教
育

 

14
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
成
果
と
課
題
 

 

15
 
ま
と
め
 
地
域
で
暮
ら
す
（
療
養
支
援
を
含
む
）
高
齢
者
の
健
康
支
援
と
看
護
者
の
役
割
 

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
学
生
が
担
当
す
る
学
習
課
題
に
対
す
る
準
備
内
容
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
討
議
後
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
40
％
）
 

授
業
へ
の
参
加
姿
勢
，
各
回
の
学
習
課
題
に
対
す
る
事
前
学
習
，
討
議
内
容
（
30
％
）
 

科
目
最
終
レ
ポ
ー
ト
（
30
％
）
 
 
計

10
0
点
満
点
で
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

高
齢
者
の
地
域
療
養
生
活
を
支
え
る
医
療
・
福
祉
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
島
根
県
の
視
野

で
捉
え
、
看
護
の
視
点
か
ら
課
題
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
探
求
す
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
い
る
。

特
に
地
方
特
有
の
健
康
に
関
す
る
価
値
観
や
地
域
の
特
性
を
加
味
し
そ
こ
に
包
含
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
高
齢
者
ケ
ア
に
関
わ
る
最
新
情
報
を
事
前
に
捉
え
て

お
い
て
欲
し
い
。
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ー
ド
・

J. 
ゴ
ス
チ
ャ

(著
)、

田
中

 英
樹

(監
訳

)、
金
剛
出
版
、

20
14

 
· 

リ
カ
バ
リ
ー
―
希
望
を
も
た
ら
す
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
モ
デ
ル
：
カ
タ
ナ
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
坂
本
明
子
、
金
剛
出
版
、

20
12

 

評
価
方
法

 
〔
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
〕

60
％
 
 
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
さ
れ
た
学
習
成
果
物
）

 
〔
受
講
態
度
〕

30
％
 
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）

 
〔
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
〕

10
％
 
 
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
  

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授

 梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

慢
性
疾
患
を
有
し
地
域
や
高
齢
者
施
設
で
療
養
す
る
高
齢
者
の
自
己
管
理
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
主
要

な
概
念
や
理
論
を
学
修
す
る
。
さ
ら
に
、
慢
性
疾
患
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
へ
の
療
養
支
援
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、

療
養
支
援
や
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
に
お
け
る
看
護
者
の
役
割
を
探
求
す
る
。

 
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
現
状

 

2 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

1）
 

 

3 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

2）
 

4 
生
涯
発
達
理
論
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

5 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

1）
 

6 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

2）
 

7 
高
齢
者
学
習
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

8 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

1）
 

9 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

2）
 

10
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

1）
概
観

 

11
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

2）
有
効
性
と
課
題

 

12
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
概
念

 

13
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
健
康
教
育

 

14
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
成
果
と
課
題
 

 

15
 
ま
と
め
 
地
域
で
暮
ら
す
（
療
養
支
援
を
含
む
）
高
齢
者
の
健
康
支
援
と
看
護
者
の
役
割
 

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
学
生
が
担
当
す
る
学
習
課
題
に
対
す
る
準
備
内
容
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
討
議
後
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
40
％
）
 

授
業
へ
の
参
加
姿
勢
，
各
回
の
学
習
課
題
に
対
す
る
事
前
学
習
，
討
議
内
容
（
30
％
）
 

科
目
最
終
レ
ポ
ー
ト
（
30
％
）
 
 
計

10
0
点
満
点
で
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

高
齢
者
の
地
域
療
養
生
活
を
支
え
る
医
療
・
福
祉
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
島
根
県
の
視
野

で
捉
え
、
看
護
の
視
点
か
ら
課
題
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
探
求
す
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
い
る
。

特
に
地
方
特
有
の
健
康
に
関
す
る
価
値
観
や
地
域
の
特
性
を
加
味
し
そ
こ
に
包
含
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
高
齢
者
ケ
ア
に
関
わ
る
最
新
情
報
を
事
前
に
捉
え
て

お
い
て
欲
し
い
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
後
（
秋
学
）

期
 

担
当
教
員

 
教
授
 
梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

05
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

認
知
機
能
障
害
や
運
動
機
能
障
害
に
よ
り
生
活
機
能
の
低
下
を
有
す
る
高
齢
者
に
対
す
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
看
護
と
生
活
自
立
支
援
に
お
け
る
主
要
な
概
念
や
理
論
を
学
修
す
る
。
生
活
機
能
の
低
下
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族

に
対
す
る
回
復
支
援
や
退
院
支
援
に
お
け
る
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
課
題
解
決
の
た
め
の
看
護
実
践
と
チ
ー
ム
医
療
に
お

け
る
調
整
の
あ
り
方
を
探
求
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス

 
生
活
機
能
低
下
を
有
す
る
高
齢
者
の
退
院
支
援
な
ら
び
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
現
状

 
2 

療
養
生
活
を
お
く
る
高
齢
者
と
家
族
の
特
性
と
ケ
ア
ニ
ー
ズ
（
健
康
観
・
老
年
観
・
療
養
観
・
看
取
り
観
）

 
3 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
１
）

IC
F 

4 
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
２
）
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
理

論
 

5 
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
３
）

 
協
働
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
理
論

 

6 
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
４
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
障
害
受
容
／
障
害
の
社
会
受
容

 

7 
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
と
家
族
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
５
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
家
族
シ
ス
テ
ム
理
論

 

8 
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
と
家
族
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
６
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
家
族
シ
ス
テ
ム
理
論
の
展
開

 
9 

運
動
麻
痺
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
に
対
す
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
実
践
と
評
価

 
10

 
失
語
症
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
に
対
す
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
実
践
と
評
価

 
11

 
高
次
脳
機
能
障
害
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
に
対
す
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
実
践
と
評
価

 
12

 
事
例
検
討

 

13
 

運
動
器
疾
患
（
骨
折
・
変
形
性
関
節
症
等
）
を
有
す
る
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
実
践
と
評

価
 

14
 

事
例
検
討

 
15

 
ま
と
め
 
高
齢
者
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と
看
護
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割

 
テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 
参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
担
当
す
る
学
習
課
題
に
対
す
る
準
備
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
討
議
後
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
40
％
）
 

授
業
へ
の
参
加
姿
勢
，
各
回
の
学
習
課
題
に
対
す
る
事
前
学
習
，
討
議
内
容
（
30
％
），
科
目
最
終
レ
ポ
ー
ト
（
30
％
）
 
 
 

計
10
0
点
満
点
で
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
 
高
齢
者
の
生
活
機
能
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
代
表
的
疾
患
を
取
り
上
げ
、
文
献
等
最
新
知
見
を
活
用
し
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
看
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
ケ
ア
、
評
価
方
法
を
探
求
す
る
。
こ
の
領
域
あ
る
い
は
周
辺
領
域
の
看
護
ケ
ア
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
や
各
疾
患
の
最
新
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
日
常
的
に
目
を
通
す
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
地
域
保
健
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 
担
当
教
員

 
○
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
 
教
授
 谷

口
敏
代
 
教
授
 小

田
美
紀
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
授
業
の
目
的
】
 

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
を
理
解
し
、
地
域
の
特
性
を
把
握
・
分
析
を
も
と
に
、
生
涯

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
探
究
で
き
る
。
 

【
授
業
の
目
標
】
 

１
．
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
を
理
解
で
き
る
。
 

２
．
我
が
国
の
地
域
特
性
の
把
握
・
分
析
を
も
と
に
、
健
康
課
題
が
説
明
で
き
る
。
 

３
．
出
産
や
育
児
を
取
り
巻
く
健
康
課
題
の
変
遷
を
理
解
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
制
度
が
考
察
で
き
る
。
 

４
．
成
人
や
高
齢
者
の
健
康
課
題
の
変
遷
を
理
解
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
制
度
が
考
察
で
き
る
。
 

５
．
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
が
探
究
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数
 

内
容
 

担
当
 

1 
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

2 
人
間
の
発
達
や
健
康
に
関
わ
る
因
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

3 
出
産
や
育
児
を
取
り
巻
く
保
健
統
計
か
ら
み
た
健
康
課
題
と
保
健
施
策
の
変
遷
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

4 
親
子
（
母
子
）
保
健
活
動
と
保
健
行
政
の
体
系
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

5 
学
校
保
健
行
政
の
構
造
と
性
教
育
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

6 
子
育
て
支
援
に
よ
る
虐
待
や
事
故
予
防
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

7 
成
人
・
高
齢
者
保
健
に
関
す
る
保
健
行
政
の
体
系
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

8 
介
護
予
防
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

9 
介
護
保
険
制
度
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
①
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
口
 

10
 

介
護
保
険
制
度
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
②
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
口
 

11
 

生
活
再
構
築
の
た
め
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
と
協
働

※
  

谷
口
 

12
 

食
育
と
口
腔
保
健
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

13
 

生
涯
の
健
康
づ
く
り
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ

※
 
  
  

吾
郷
・
 

小
田
 

14
 

生
涯
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発

※
 

吾
郷
・
 

小
田
 

15
 

ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

テ
キ
ス
ト

 
必
要
に
応
じ
て
提
示
す
る
。
 

参
考
文
献

 

［
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 ア

ズ
 パ

ー
ト
ナ
ー
］
編
集
：
ｴﾘ
ｻﾞ
ﾍﾞ
ｽ 
T.
 ｱ
ﾝﾀ
ﾞｰ
ｿﾝ
／
ｼﾞ
ｭﾃ
ﾞｨ
ｽ・

ﾏｸ
ﾌｧ
ｰﾚ
ｲﾝ
、
医
学
書
院
 

［
地
域
づ
く
り
型
保
健
活
動
の
す
す
め
］
著
：
岩
永
俊
博
、
医
学
書
院
 

［
実
践
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
］
著
：
ﾛｰ
ﾚﾝ
ｽ 
W.
 ｸ
ﾞﾘ
ｰﾝ
／
ﾏｰ
ｼｬ
ﾙ 
W.
 ｸ
ﾛｲ
ﾀｰ
、
医
学
書
院
 

［
地
域
看
護
活
動
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＜
全

4
巻
＞
 D
VD
］
監
修
：
佐
々
木
明
子
、
他
、
丸
善
出
版
 

［
続
・
地
域
看
護
活
動
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＜
全

4
巻
＞
 D
VD
］
監
修
：
佐
々
木
明
子
、
他
、
丸
善
出
版
 

［
国
民
衛
生
の
動
向
］
最
新
版
、
厚
生
労
働
統
計
協
会
 

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
紹
介
す
る
。
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評
価
方
法

 
筆
記
試
験

50
％
、
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

※
（
資
料
含
む
）

50
％
で
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 

 
こ
の
科
目
は
、
遠
隔
授
業
と
し
て
開
講
す
る
。
 

 
課
題
解
決
型
学
習
 P
BL
（
Pr
oj
ec
t-
Ba
se
d 
Le
ar
ni
ng
）
を
意
識
し
て
授
業
を
展
開
す
る
た
め
、
受
講
者
の
自
主
性
・
自

律
性
を
重
ん
じ
、
課
題
の
解
決
を
ね
ら
い
と
す
る
。
 

 
自
ら
の
生
活
や
健
康
観
を
見
つ
め
な
お
し
、
個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら
健
康
づ
く
り
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
地
域
特
性
と
自
助
・
互
助
･共

助
・
公
助
に
よ
る

地
域
づ
く
り
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
関
連
づ
け
て
捉
え
て
ほ
し
い
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
地
域
保
健
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 
担
当
教
員

 
〇
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
、
教
授

 山
下
一
也
、
講
師

 小
川
智
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

目
的
・
目
標
 

【
授
業
の
目
的
】
 

人
口
動
態
や
地
域
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を
理
解
し
、
我
が
国
の
保
健
・
医
療
に
関
す
る
分
析
や
疫

学
研
究
の
成
果
を
も
と
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
保
健
医
療
と
人
々
の
生
活
実
態
に
即
し
た
理
論
的
な
実
践
方
法
に
つ
い
て

探
求
す
る
。
 

【
授
業
の
目
標
】
 

１
．
人
口
動
態
や
地
域
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を
理
解
で
き
る
 

２
．
健
康
行
動
の
主
な
理
論
や
概
念
の
概
要
が
説
明
で
き
る
 

３
．
地
域
に
根
ざ
し
た
保
健
・
医
療
と
人
々
の
生
活
実
態
に
即
し
た
理
論
的
な
実
践
方
法
に
つ
い
て
探
求
で
き
る
 

授
業
内
容
 

回
数
 

内
 
容
 

担
当
 

1 
人
口
動
態
や
地
域
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
現
状
と
課
題
 

山
下
 

2 
健
康
行
動
に
お
け
る
代
表
的
な
理
論
の
変
遷
と
健
康
課
題
 

小
川
 

3 
個
人
レ
ベ
ル
・
個
人
間
レ
ベ
ル
の
理
論
と
モ
デ
ル
 

 
ヘ
ル
ス
ビ
リ
ー
フ
モ
デ
ル
/合

理
的
行
動
理
論
・
計
画
的
行
動
理
論
/ナ

ッ
ジ
理
論
 な

ど
 

吾
郷
 

4 
個
人
間
レ
ベ
ル
の
理
論
と
モ
デ
ル
 

 
ト
ラ
ン
ス
セ
オ
ロ
テ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
/予

防
行
動
採
用
モ
デ
ル
社
会
的
認
知
理
論
 な

ど
 

吾
郷
 

5 
集
団
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
理
論
と
モ
デ
ル
 

 
ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ
ｵｰ
ｶﾞ
ﾆｾ
ﾞｰ
ｼｮ
ﾝと

ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ
ﾋﾞ
ﾙﾃ
ﾞｨ
ﾝｸ
ﾞ/
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
普
及
理
論
/ 

ヘ
ル
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
/P
RE
CE
DE
-P
RO
CE
ED

モ
デ
ル
 な

ど
 

小
川
 

6 
課
題
解
決
実
践
例
 
生
活
習
慣
病
①
 
高
血
圧
・
糖
尿
病
 

小
川
 

7 
課
題
解
決
実
践
例
 
生
活
習
慣
病
②
 
が
ん
対
策
 

小
川
 

8 
課
題
解
決
実
践
例
 
認
知
症
 

山
下
 

9 
課
題
解
決
実
践
例
 
精
神
保
健
 

吾
郷
 

10
 

課
題
解
決
実
践
例
 
発
達
障
が
い
 

山
下
 

11
 

課
題
解
決
実
践
例
 
難
病
 

山
下
 

12
 

課
題
解
決
実
践
例
 
感
染
症
 

吾
郷
 

13
 

課
題
解
決
実
践
例
 
児
童
虐
待
 

吾
郷
 

14
 

課
題
解
決
実
践
例
 
多
文
化
共
生
・
多
様
性
 

小
川
 

15
 

ま
と
め
 

吾
郷
・
小
川
 

テ
キ
ス
ト
 

必
要
に
応
じ
て
提
示
す
る
。
 

参
考
文
献
 

一
般
社
団
法
人
日
本
健
康
教
育
学
会
編
（
20
19
）：

健
康
行
動
理
論
に
よ
る
研
究
と
実
践
 
医
学
書
院
 

畑
・
栄
一
，
土
井
由
利
子
編
（
20
09
）：

行
動
科
学
 
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
理
論
と
応
用
 
改
訂
第
２
版
，
南
江
堂
 

国
立
保
健
医
療
科
学
院
：
一
目
で
わ
か
る
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 
理
論
と
実
践
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
 

ヘ
ル
ス
ケ
ア
総
合
政
策
研
究
所
：
医
療
白
書

20
20
・
20
21
 

厚
生
労
働
省
令
：
令
和
３
年
度
版
厚
生
労
働
白
書
 

評
価
方
法
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

60
％
、
参
加
状
況

40
％
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
 

そ
の
他
 

 
こ
の
科
目
は
、
遠
隔
授
業
と
し
て
開
講
す
る
。
 

 
課
題
解
決
型
学
習
 P
BL
（
Pr
oj
ec
t-
Ba
se
d 
Le
ar
ni
ng
）
を
意
識
し
て
授
業
を
展
開
す
る
た
め
、
受
講
者
の
自
主
性
・

自
律
性
を
重
ん
じ
、
課
題
の
解
決
を
ね
ら
い
と
す
る
。
 

  
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら
健
康
づ
く
り
を
探
求
し
、
課
題
解
決
実
践
例
を
基
盤
と
な
る
理
論
と
関
連
付
け

て
捉
え
て
ほ
し
い
。
 

 
6～

14
回
の
う
ち
、
一
人

2
テ
ー
マ
を
担
当
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
理
解

を
深
め
る
。
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評
価
方
法

 
筆
記
試
験

50
％
、
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

※
（
資
料
含
む
）

50
％
で
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 

 
こ
の
科
目
は
、
遠
隔
授
業
と
し
て
開
講
す
る
。
 

 
課
題
解
決
型
学
習
 P
BL
（
Pr
oj
ec
t-
Ba
se
d 
Le
ar
ni
ng
）
を
意
識
し
て
授
業
を
展
開
す
る
た
め
、
受
講
者
の
自
主
性
・
自

律
性
を
重
ん
じ
、
課
題
の
解
決
を
ね
ら
い
と
す
る
。
 

 
自
ら
の
生
活
や
健
康
観
を
見
つ
め
な
お
し
、
個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら
健
康
づ
く
り
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
地
域
特
性
と
自
助
・
互
助
･共

助
・
公
助
に
よ
る

地
域
づ
く
り
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
関
連
づ
け
て
捉
え
て
ほ
し
い
。
 

 

て
捉
え
て
ほ
し
い
。
 

 
6～

14
回
の
う
ち
、
一
人

2
テ
ー
マ
を
担
当
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
理
解

を
深
め
る
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 
教
授
 
秦
幸
吉
 
 
准
教
授
 
井
上
千
晶

 
講
師
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 
（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

授
業
の
概
要

 
女
性
の
生
涯
に
お
け
る
健
康
課
題
に
関
す
る
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
診
断
能
力
を
高
め
る
た
め
の
主
要
な
理
論
お
よ
び
概

念
を
学
修
す
る
。
こ
れ
ら
の
理
論
や
評
価
尺
度
を
用
い
た
看
護
研
究
か
ら
導
か
れ
る
科
学
的
根
拠
を
学
習
し
、
母
子
の
看

護
実
践
へ
の
活
用
方
法
を
探
究
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
 
 
女
性
の
生
殖
機
能
の
発
達
と
健
康
課
題

 
秦

 

2 
女
性
の
生
涯
に
お
け
る
発
達
課
題

 
井
上

 

3 
女
性
の
健
康
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 

藤
田
 

4 
女
性
の
健
康
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
 

藤
田
 

5 
女
性
の
健
康
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

 
井
上

 

6 
女
性
の
健
康
と
理
論
：
母
性
論
 

井
上
 

7 
女
性
の
健
康
と
理
論
：
危
機
理
論
 

藤
田
 

8 
女
性
の
健
康
と
環
境
 
 
 

秦
 

9 
女
性
の
健
康
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

 
藤
田

 

10
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
健
康
生
活
と
食
事

 
秦

 

11
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
思
春
期
・
青
年
期
 

 
中
谷

 

12
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

 
藤
田

 

13
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
成
熟
期

 
井
上

 

14
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
更
年
期

 
中
谷

 

15
 

ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
藤
田
 

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 
 

参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
・
日
本
産
婦
人
科
医
会
編
、
産
婦
人
科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
産
科
編

.2
01

4．
 

村
本
淳
子
他
編
集
、
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ナ
ー
シ
ン
グ
概
論
第

2版
．
ヌ
ー
ベ
ル
ヒ
ロ
カ
ワ

.2
01

1．
 

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
］
60
％
 
 

［
受
講
態
度
］
30
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
10
％
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
遠
隔
授
業

 
課
題
の
自
己
学
習
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
き
、
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
秦
幸
吉
 
藤
田
小
矢
香
 
〇
井
上
千
晶
 
中
谷
陽
子
 
非
常
勤
講
師

 比
良
静
代

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

授
業
の

概
要

 

女
性
と
家
族
・
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
多
様
な
健
康
状
態
と
社
会
背
景
を
含
む
そ
の
影
響
要
因
を
理
解
し
、
地

域
に
お
け
る
女
性
と
家
族
・
子
ど
も
の
安
寧
な
暮
ら
し
を
支
援
す
る
た
め
の
ヘ
ル
ス
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

看
護
方
法
を
探
求
す
る
。
 

授
業
の

内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
受
胎
調
節
の
意
義
と
方
法
 

  
 

井
上

 

2 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
骨
盤
底
機
能
不
全

 
井
上

 

3 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
女
性
の
生
活
習
慣
病

 
中
谷

 

4 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
養
育
環
境

 
井
上

 

5 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
災
害
時
に
お
け
る
母
子
の
看
護

 
中
谷

 

6 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
現
状
と
支
援

 
比
良

 

7 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
非
婚
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ
の
看
護

 
比
良

 

8 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
児
を
な
く
し
た
女
性
へ
の
看
護

 
井
上

 

9 
女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
女
性
の
エ
イ
ジ
ン
グ
と
卵
巣
機
能

 
秦

 

10
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
生
殖
補
助
医
療
の
進
歩
と
今
日
的
課
題
 

 
出
生
前
診
断
と
遺
伝
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
秦

 

11
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
出
生
前
診
断
を
受
け
る
女
性
と
家
族
へ
の
看
護

 
井
上

 

12
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
効
用
と
課
題

 
秦

 

13
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（

D
V）

 
藤
田

 

14
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
在
日
外
国
人
女
性
の
健
康
課
題

 
井
上

 

15
 

全
体
を
通
し
て
の
討
議
・
ま
と
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
藤
田

 
井
上

 
中
谷

 

テ
キ

 
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考

 
文
献

 

適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る
。

 
村
本
淳
子
他
編
集

.ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ナ
ー
シ
ン
グ
概
論
 
女
性
の
健
康
と
看
護
第

2
版

.ヌ
ー
ベ
ル
ヒ
ロ
カ
ワ

.2
01

1．
 

共
同
通
信
社
社
会
部
編

.「
わ
が
子
よ
―
出
生
前
診
断
、
生
殖
医
療
、
生
み
の
親
、
育
て
の
親
」．

現
代
書
館

.2
01

4．
 

評
価

 
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
］
60
％
 
 

［
受
講
態
度
］
30
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
10
％
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
遠
隔
授
業

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
教
育
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
看
護
基
礎
教
育
、
臨
床
で
教
育
の
役
割
を
担
う
看
護
者
が
、
教
育
・
実
践
領
域
に
お
い
て
系
統
的
な
教
育
活
動

を
展
開
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
。
ま
た
医
療
提
供
体
制
の
変
化
に
伴
い
、
よ
り
自
律
し
て

判
断
し
実
践
で
き
る
看
護
職
の
養
成
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
看
護
教
育
の
課
題
を
検
討
し
、問
題
解
決
に
向
け

考
察
す
る
。

 
［
目
標
］

 
①

 看
護
教
育
の
歴
史
的
変
遷
を
学
修
し
、
今
日
の
看
護
教
育
の
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
。

 
②

 教
育
活
動
の
展
開
を
支
え
る
理
論
等
の
学
修
を
活
か
し
、
教
育
活
動
（
模
擬
授
業
）
を
展
開
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当

 
月
日

 

1 2 3 4  5  6 7 8 9 10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

【
講
義
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
看
護
教
育
の
意
義
と
目
的
 

【
講
義
】
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
か
ら
み
た
今
日
の
看
護
基
礎
教
育
と
卒
後
教
育
 

【
講
義
】
看
護
教
育
制
度
、
関
連
法
規
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
1）

 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
2）

 

 
 
 
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
講
義
】
継
続
教
育
に
お
け
る
現
状
と
課
題
 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
2）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
2）

 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
1）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
2）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
3）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
4）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
5）
：
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
〔
集
中
〕
 

 
 
 
 
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
発
表
・
ま
と
め

 

岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
 
岡
安

 
 
川
瀬

 
川
瀬

 
川
瀬

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 

 

テ
キ
ス
ト

 
杉
森
み
ど
里
、
舟
島
な
を
み
（
20
21
）：
看
護
教
育
学
 第

7
版
、
医
学
書
院
 

参
考
文
献

 

杉
森
み
ど
里
 監
訳
（
20
03
）：
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
看
護
学
教
育
、
医
学
書
院
 

グ
レ
ッ
グ
美
鈴
、
池
西
悦
子
（
20
09
)：
看
護
教
育
学
、
南
江
堂
 

適
宜
、
授
業
内
で
紹
介
す
る
。
 

評
価
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
］
30
％
（
最
終
レ
ポ
ー
ト
：
そ
の
他
に
概
要
を
記
載
）
 

［
模
擬
授
業
の
成
果
］
30
％
（
第

11
回
～
第

15
回
の
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
20
％
（
第

4
回
課
題
お
よ
び
抄
読
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

［
授
業
へ
の
参
加
］
10
％
（
授
業
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
問
題
発
見
お
よ
び
解
決
へ
の
努
力
へ
の
行
動
）
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
秦
幸
吉
 
藤
田
小
矢
香
 
〇
井
上
千
晶
 
中
谷
陽
子
 
非
常
勤
講
師

 比
良
静
代

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

授
業
の

概
要

 

女
性
と
家
族
・
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
多
様
な
健
康
状
態
と
社
会
背
景
を
含
む
そ
の
影
響
要
因
を
理
解
し
、
地

域
に
お
け
る
女
性
と
家
族
・
子
ど
も
の
安
寧
な
暮
ら
し
を
支
援
す
る
た
め
の
ヘ
ル
ス
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

看
護
方
法
を
探
求
す
る
。
 

授
業
の

内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
受
胎
調
節
の
意
義
と
方
法
 

  
 

井
上

 

2 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
骨
盤
底
機
能
不
全

 
井
上

 

3 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
女
性
の
生
活
習
慣
病

 
中
谷

 

4 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
養
育
環
境

 
井
上

 

5 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
災
害
時
に
お
け
る
母
子
の
看
護

 
中
谷

 

6 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
現
状
と
支
援

 
比
良

 

7 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
非
婚
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ
の
看
護

 
比
良

 

8 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
児
を
な
く
し
た
女
性
へ
の
看
護

 
井
上

 

9 
女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
女
性
の
エ
イ
ジ
ン
グ
と
卵
巣
機
能

 
秦

 

10
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
生
殖
補
助
医
療
の
進
歩
と
今
日
的
課
題
 

 
出
生
前
診
断
と
遺
伝
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
秦

 

11
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
出
生
前
診
断
を
受
け
る
女
性
と
家
族
へ
の
看
護

 
井
上

 

12
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
効
用
と
課
題

 
秦

 

13
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（

D
V）

 
藤
田

 

14
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
在
日
外
国
人
女
性
の
健
康
課
題

 
井
上

 

15
 

全
体
を
通
し
て
の
討
議
・
ま
と
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
藤
田

 
井
上

 
中
谷

 

テ
キ

 
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考

 
文
献

 

適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る
。

 
村
本
淳
子
他
編
集

.ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ナ
ー
シ
ン
グ
概
論
 
女
性
の
健
康
と
看
護
第

2
版

.ヌ
ー
ベ
ル
ヒ
ロ
カ
ワ

.2
01

1．
 

共
同
通
信
社
社
会
部
編

.「
わ
が
子
よ
―
出
生
前
診
断
、
生
殖
医
療
、
生
み
の
親
、
育
て
の
親
」．

現
代
書
館

.2
01

4．
 

評
価

 
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
］
60
％
 
 

［
受
講
態
度
］
30
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
10
％
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
遠
隔
授
業

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
教
育
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
看
護
基
礎
教
育
、
臨
床
で
教
育
の
役
割
を
担
う
看
護
者
が
、
教
育
・
実
践
領
域
に
お
い
て
系
統
的
な
教
育
活
動

を
展
開
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
。
ま
た
医
療
提
供
体
制
の
変
化
に
伴
い
、
よ
り
自
律
し
て

判
断
し
実
践
で
き
る
看
護
職
の
養
成
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
看
護
教
育
の
課
題
を
検
討
し
、問
題
解
決
に
向
け

考
察
す
る
。

 
［
目
標
］

 
①

 看
護
教
育
の
歴
史
的
変
遷
を
学
修
し
、
今
日
の
看
護
教
育
の
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
。

 
②

 教
育
活
動
の
展
開
を
支
え
る
理
論
等
の
学
修
を
活
か
し
、
教
育
活
動
（
模
擬
授
業
）
を
展
開
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当

 
月
日

 

1 2 3 4  5  6 7 8 9 10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

【
講
義
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
看
護
教
育
の
意
義
と
目
的
 

【
講
義
】
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
か
ら
み
た
今
日
の
看
護
基
礎
教
育
と
卒
後
教
育
 

【
講
義
】
看
護
教
育
制
度
、
関
連
法
規
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
1）

 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
2）

 

 
 
 
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
講
義
】
継
続
教
育
に
お
け
る
現
状
と
課
題
 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
2）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
2）

 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
1）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
2）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
3）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
4）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
5）
：
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
〔
集
中
〕
 

 
 
 
 
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
発
表
・
ま
と
め

 

岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
 
岡
安

 
 
川
瀬

 
川
瀬

 
川
瀬

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 

 

テ
キ
ス
ト

 
杉
森
み
ど
里
、
舟
島
な
を
み
（
20
21
）：
看
護
教
育
学
 第

7
版
、
医
学
書
院
 

参
考
文
献

 

杉
森
み
ど
里
 監
訳
（
20
03
）：
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
看
護
学
教
育
、
医
学
書
院
 

グ
レ
ッ
グ
美
鈴
、
池
西
悦
子
（
20
09
)：
看
護
教
育
学
、
南
江
堂
 

適
宜
、
授
業
内
で
紹
介
す
る
。
 

評
価
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
］
30
％
（
最
終
レ
ポ
ー
ト
：
そ
の
他
に
概
要
を
記
載
）
 

［
模
擬
授
業
の
成
果
］
30
％
（
第

11
回
～
第

15
回
の
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
20
％
（
第

4
回
課
題
お
よ
び
抄
読
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

［
授
業
へ
の
参
加
］
10
％
（
授
業
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
問
題
発
見
お
よ
び
解
決
へ
の
努
力
へ
の
行
動
）
 

・
何
れ
も
、
課
題
設
定
の
明
確
さ
、
選
択
し
た
方
法
（
資
料
）
等
の
適
切
性
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
や
結
論
へ
の
多
角
的

検
討
や
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

・
授
業
を
通
し
て
考
え
た
看
護
教
育
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
2,
00
0
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
提
出
す
る
。
詳
細
は
、
授
業
内
で
説
明
す
る
。
 

・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
 

 

科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
看
護
教
育
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
教
育
方
法
論
及
び
学
習
理
論
を
活
用
し
な
が
ら
、
看
護
実
践
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
看
護
基
礎
教
育
お
よ
び
継

続
教
育
に
お
い
て
教
育
方
法
や
教
材
の
開
発
を
探
究
す
る
。
学
生
参
画
型
授
業
の
実
践
的
開
発
を
通
し
て
自
己
教
育
力

の
育
成
方
法
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
通
し
て
実
践
的
教
育
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
方
法
を
探
究
す
る
。

 
［
目
標
］

 
①

 看
護
教
育
の
特
徴
と
そ
の
評
価
法
、
教
授
－
学
習
過
程
の
構
造
、
学
生
参
画
型
授
業
と
そ
の
教
授
法
に
つ
い
て
説

明
で
き
る
。

 
②
 自
己
教
育
力
の
育
成
と
そ
の
評
価
法
に
つ
い
て
探
究
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
③
 シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
設
計
や
評
価
を
学
修
し
、
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
。

 
④
 専
門
職
と
し
て
の
倫
理
観
、
臨
床
判
断
能
力
を
含
め
た
看
護
教
育
上
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
教
育
的
方
策
に
つ

い
て
考
察
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当
者

 
月 日

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

【
講
義
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
看
護
教
育
に
お
け
る
方
法
論
概
説
 

【
講
義
】
実
習
教
育
法
 

【
講
義
】
協
同
学
習
法
 

【
講
義
】
参
画
型
授
業
と
そ
の
教
授
法
（
1）
カ
ー
ド
メ
ソ
ッ
ド
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
参
画
型
授
業
と
そ
の
教
授
法
（
2）
カ
ー
ド
メ
ソ
ッ
ド
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
参
画
型
授
業
と
そ
の
教
授
法
（
3）
カ
ー
ド
メ
ソ
ッ
ド
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
参
画
型
授
業
と
そ
の
教
授
法
（
4）
カ
ー
ド
メ
ソ
ッ
ド
〔
集
中
〕
 

【
講
義
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
1）
構
造
と
理
論
・
シ
ナ
リ
オ
設
計
と
教
育
技
法
 

【
講
義
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
2）
評
価
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
学
習
環
境
の
 

デ
ザ
イ
ン
 

【
演
習
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
3）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
設
計
の
実
際
〔
集
中
〕 

【
演
習
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
4）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
設
計
の
発
表
〔
集
中
〕 

【
演
習
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
4）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
設
計
の
評
価
〔
集
中
〕 

【
演
習
】
自
己
教
育
力
の
育
成
と
そ
の
評
価
法
（
1）

 

 
 
 
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
演
習
】
自
己
教
育
力
の
育
成
と
そ
の
評
価
法
（
2）

 

 
 
 
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
川
瀬

 
川
瀬

 
 

川
瀬
・
岡
安

 
川
瀬
・
岡
安

 
川
瀬
・
岡
安

 
岡
安
・
川
瀬

 
 

岡
安
・
川
瀬

 

 

テ
キ
ス
ト

 
杉
森
み
ど
里
、
舟
島
な
を
み
（

20
21
）：
看
護
教
育
学
第

7版
、
医
学
書
院

 

参
考
文
献

 

舟
島
な
を
み
：
看
護
教
育
学
研
究
 
第

2版
 
発
見
・
創
造
・
証
明
の
過
程
、
医
学
書
院
、

20
10
．

 
適
宜
、
授
業
内
で
紹
介
す
る
。

 
安
酸
史
子
：
経
験
型
実
習
教
育

: 看
護
師
を
は
ぐ
く
む
理
論
と
実
践
、
医
学
書
院
、

20
15

 
阿
部
幸
恵
：
臨
床
実
践
力
を
育
て
る

! 看
護
の
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
、
医
学
書
院
、

20
13
．
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評
価
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
］
50
％
（
最
終
レ
ポ
ー
ト
：
そ
の
他
に
概
要
記
載
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
30
％
（
第

13
回
～
第

14
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
設
計
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

［
授
業
へ
の
参
加
度
］
20
％
（
授
業
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
問
題
発
見
お
よ
び
解
決
へ
の
努
力
へ
の
行
動
）
 

・
何
れ
も
、
課
題
設
定
の
明
確
さ
、
選
択
し
た
方
法
（
資
料
）
等
の
適
切
性
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
や
結
論
へ
の
多
角
的

検
討
や
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

・
第

14
回
・
第

15
回
は
、
履
修
生
を
中
心
と
し
た
「
自
己
教
育
力
」
に
関
す
る
抄
読
発
表
を
行
う
。
 

・
授
業
を
通
し
て
考
え
た
看
護
教
育
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
2,
00
0
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
提
出
す
る
。
詳
細
は
、
授
業
内
で
説
明
す
る
。
 

・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
 

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
専
門
演
習
（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 
教
授
 
秦
 
幸
吉

  
准
教
授
 
井
上
 
千
晶

 
講
師
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

12
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
お
よ
び
周
産
期
母
子
が
抱
え
る
健
康
課
題
に
対
し
て
看
護
実
践
を
行
い
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
法

お
よ
び
評
価
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案

 

2 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
①

 

3 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
②

 

4 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
①

 

5 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
②

 

6 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
③

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
④
 
中
間
検
討
会

 

8 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
⑤

 

9 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
⑥

 

10
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
①
 
理
論
を
用
い
た
事
例
分
析
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 

11
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
②
 
生
理
的
指
標
や
評
価
尺
度
を
用
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
妥
当
性
の
検
討

 

12
 
実
践
し
た
看
護
を
評
価
し
、
看
護
実
践
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考
察

 

13
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
①

 

14
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
②

 

15
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
③

 

テ
キ
ス
ト

 
 特
に
指
定
し
な
い

 
 

参
考
文
献

 
適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
以
下
の
内
容
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

[レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
] 
80
%（
演
習
計
画
書
・
事
例
展
開
記
録
・
課
題
レ
ポ
ー
ト
、
実
践
報
告
な
ど
）
 

[演
習
へ
の
取
組
]2
0%
（
毎
回
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
目
標
の
達
成
度
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

そ
の
他

 

・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 
演
習
場
所
：
産
科
・
更
年
期
外
来
・
不
妊
外
来
を
併
設
す
る
病
産
院
、
地
域
の
健
康
教
室
な
ど
か
ら
学
習
目
的
や
内
容
に

合
わ
せ
て
選
択
す
る
。

 
演
習
期
間
：
学
生
と
相
談
の
上
、
個
別
に
設
定
す
る
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評
価
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
］
50
％
（
最
終
レ
ポ
ー
ト
：
そ
の
他
に
概
要
記
載
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
30
％
（
第

13
回
～
第

14
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
設
計
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

［
授
業
へ
の
参
加
度
］
20
％
（
授
業
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
問
題
発
見
お
よ
び
解
決
へ
の
努
力
へ
の
行
動
）
 

・
何
れ
も
、
課
題
設
定
の
明
確
さ
、
選
択
し
た
方
法
（
資
料
）
等
の
適
切
性
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
や
結
論
へ
の
多
角
的

検
討
や
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

・
第

14
回
・
第

15
回
は
、
履
修
生
を
中
心
と
し
た
「
自
己
教
育
力
」
に
関
す
る
抄
読
発
表
を
行
う
。
 

・
授
業
を
通
し
て
考
え
た
看
護
教
育
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
2,
00
0
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
提
出
す
る
。
詳
細
は
、
授
業
内
で
説
明
す
る
。
 

・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
 

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
専
門
演
習
（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 
教
授
 
秦
 
幸
吉

  
准
教
授
 
井
上
 
千
晶

 
講
師
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

12
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
お
よ
び
周
産
期
母
子
が
抱
え
る
健
康
課
題
に
対
し
て
看
護
実
践
を
行
い
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
法

お
よ
び
評
価
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案

 

2 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
①

 

3 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
②

 

4 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
①

 

5 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
②

 

6 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
③

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
④
 
中
間
検
討
会

 

8 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
⑤

 

9 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
⑥

 

10
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
①
 
理
論
を
用
い
た
事
例
分
析
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 

11
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
②
 
生
理
的
指
標
や
評
価
尺
度
を
用
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
妥
当
性
の
検
討

 

12
 
実
践
し
た
看
護
を
評
価
し
、
看
護
実
践
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考
察

 

13
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
①

 

14
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
②

 

15
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
③

 

テ
キ
ス
ト

 
 特
に
指
定
し
な
い

 
 

参
考
文
献

 
適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
以
下
の
内
容
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

[レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
] 
80
%（
演
習
計
画
書
・
事
例
展
開
記
録
・
課
題
レ
ポ
ー
ト
、
実
践
報
告
な
ど
）
 

[演
習
へ
の
取
組
]2
0%
（
毎
回
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
目
標
の
達
成
度
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

そ
の
他

 

・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 
演
習
場
所
：
産
科
・
更
年
期
外
来
・
不
妊
外
来
を
併
設
す
る
病
産
院
、
地
域
の
健
康
教
室
な
ど
か
ら
学
習
目
的
や
内
容
に

合
わ
せ
て
選
択
す
る
。

 
演
習
期
間
：
学
生
と
相
談
の
上
、
個
別
に
設
定
す
る

 

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
専
門
演
習
（
が
ん
看
護
学
）

 
学
期

 
後
期

 
担
当
教
員

 
〇
教
授

 
大
﨏
美
樹

 
教
授

 
森
山
美
香

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

08
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 
1.
特
別
研
究
の
予
備
段
階
と
し
て
、
が
ん
看
護
学
特
論
Ⅰ
・
Ⅱ
で
学
修
し
た
内
容
を
踏
ま
え
て
、
演
習
の
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2.
計
画
を
実
践
し
、
デ
ー
タ
収
集
、
分
析
、
考
察
を
通
し
て
、
看
護
実
践
へ
の
学
び
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

回
数

 
内
 
容

 
1 

ガ
イ
ダ
ン
ス
，
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
（

1）
 

2 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
（

2）
 

３
 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
（

3）
 

4 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（

1）
 

5 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（

2）
 

6 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（

3）
 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（

4）
 

８
 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（

5）
 

9 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（

6）
 

10
 

デ
ー
タ
分
析
（

1）
 

11
 

デ
ー
タ
分
析
（

2）
 

12
 

分
析
結
果
の
考
察
（

1）
 

13
 

分
析
結
果
の
考
察
（

2）
 

14
 

実
践
の
報
告

 
15
 

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
課
題
の
明
確
化

 
テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 
参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

以
下
の
内
容
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

[レ
ポ
ー
ト
]5
0％
（
演
習
計
画
書
・
事
例
展
開
記
録
・
課
題
レ
ポ
ー
ト
）
 

[演
習
の
取
組
]3
0％
（
毎
回
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
課
題
へ
の
気
づ
き
）
 

[プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
]2
0％

 

 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
内
容
と
進
捗
状
況
に
よ
り
対
面
ま
た
は
遠
隔
授
業
と
す
る
。

 
・
演
習
場
所
：
学
習
目
的
や
内
容
に
応
じ
て
選
択
す
る
。

 
・
演
習
期
間
：
学
生
と
相
談
の
上
、
個
別
に
設
定
す
る
。
 

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
専
門
演
習
（
精
神
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
森
眞
澄
 
教
授
 
石
橋
照
子
 

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

09
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

1.
 

特
別
研
究
の
予
備
段
階
と
し
て
，
精
神
看
護
学
特
論
Ⅰ
・
Ⅱ
に
お
い
て
学
修
し
た
内
容
を
活
か
し
，
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
案
を
企
画
す
る
。
 

2.
 

企
画
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
践
し
，
デ
ー
タ
収
集
，
分
析
，
考
察
し
，
今
後
の
看
護
実
践
及
び
特
別
研
究
に

活
か
せ
る
よ
う
ま
と
め
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
企
画
・
評
価
方
法
の
検
討
（
１
）

 

2 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
企
画
・
評
価
方
法
の
検
討
（
２
）

 

3 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
先
及
び
対
象
へ
の
依
頼
と
同
意
（
１
）

 

4 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
先
及
び
対
象
へ
の
日
程
調
整
（
２
）

 

5 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
・
デ
ー
タ
収
集
（
１
）

 

6 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
・
デ
ー
タ
収
集
（
２
）

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
・
デ
ー
タ
収
集
（
３
）

 

8 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
・
デ
ー
タ
収
集
（
４
）

 

9 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
・
デ
ー
タ
収
集
（
５
）

 

10
 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
・
デ
ー
タ
収
集
（
６
）

 

11
 

デ
ー
タ
分
析
（
１
）

 

12
 

デ
ー
タ
分
析
（
２
）

 

13
 

分
析
結
果
の
考
察
・
ま
と
め
（
１
）

 

14
 

分
析
結
果
の
考
察
・
ま
と
め
（
２
）

 

15
 

全
領
域
合
同
の
実
践
報
告
会

 

テ
キ
ス
ト

 
佐
藤
郁
哉
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
増
訂
版
－
書
を
持
っ
て
街
へ
出
よ
う
－

.新
曜
社

 
 

参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 
 

評
価
方
法

 

以
下
の
内
容
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

[レ
ポ
ー
ト
] 
50
%（

演
習
計
画
書
・
事
例
展
開
記
録
な
ど
・
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

[演
習
へ
の
取
組
]3
0%
（
毎
回
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
目
標
の
達
成
度
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

[プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
]2
0%
 

 

そ
の
他

 
演
習
場
所
：
精
神
科
救
急
病
棟
、
精
神
科
外
来
･訪

問
看
護
、
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
、
精
神
科
作
業
所
な
ど

 
演
習
期
間
：
学
生
と
相
談
の
上
、
個
別
に
設
定
す
る
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
専
門
演
習
（
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

10
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

 

授
業
の
概
要

 

１
．
複
合
的
か
つ
複
雑
な
健
康
課
題
や
生
活
上
の
課
題
を
有
す
る
高
齢
療
養
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
生
活
機
能
の
維

持
・
改
善
と
高
齢
者
の
尊
厳
保
持
、
高
齢
者
と
家
族
の
安
寧
を
図
る
看
護
を
実
践
す
る
。

 
２
．
医
療
チ
ー
ム
内
や
家
族
と
の
調
整
力
、
高
齢
者
と
家
族
に
対
す
る
教
育
指
導
や
権
利
擁
護
な
ど
、
看
護
者
と
し
て
求

め
ら
れ
る
役
割
遂
行
に
お
け
る
基
礎
力
を
学
修
す
る
。

 
３
．
看
護
実
践
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
な
ら
び
に
関
係
者
と
の
討
議
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
し
て
、
看
護
実
践
者
と
し
て

の
自
ら
の
課
題
を
明
確
に
す
る
。
 

４
．
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
現
状
と
課
題
を
整
理
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
（
１
）

 

2 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
（
２
）

 

3 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
（
３
）

 

4 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
１
）

 

5 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
２
）

 

6 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
３
）

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
４
）
 
※
中
間
を
含
め
複
数
回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
事
例
検
討
会
を
開
催
す
る

 

8 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
５
）

 

9 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
６
）

 

10
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め

 

11
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め

 

12
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
（
理
論
に
基
づ
い
た
事
例
分
析
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
妥
当
性
）

 

13
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
（
高
齢
者
お
よ
び
家
族
に
対
す
る
リ
ハ
看
護
と
し
て
必
要
な
ケ
ア
と
評
価
）

 

14
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
（
医
療
チ
ー
ム
で
の
調
整
の
実
際
と
看
護
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
明
確
化
）

 

15
 
報
告
：
実
践
し
た
看
護
の
成
果
と
課
題

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
に
お
け
る
課
題
と
求
め
ら
れ
る
看
護
者
の
役
割
と
実
践
を
探
求
す
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

以
下
の
内
容
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

[レ
ポ
ー
ト
] 
40
%（
演
習
計
画
書
・
事
例
展
開
記
録
な
ど
・
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

[演
習
へ
の
取
組
]5
0%
（
毎
回
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
目
標
の
達
成
度
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

[プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
]1
0%
 

そ
の
他

 

演
習
場
所
：
急
性
期
病
院
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
学
習
目
的
な
ら
び
に
内
容
に
よ
っ
て
選
択
す

る
。

 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
期
間
：
学
習
内
容
に
従
い
学
生
と
相
談
の
上
決
定
す
る
。

 

科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
専
門
演
習
（
地
域
保
健
学
領
域
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
、
教
授

 谷
口
敏
代
、
教
授

 山
下
一
也
、

 
教
授

 小
田
美
紀
子
、
講
師

 小
川
智
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
授
業
の
目
的
】

 
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
保
健
活
動
と
地
域
特
性
を
理
解
し
て
地
域
診
断
を
行
い
、
地
域
の
健
康
課
題
解
決
の
た

め
の
る
実
践
力
を
修
得
す
る
。
ま
た
、
地
域
特
性
を
理
解
し
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
課
題
解
決
を
探
求
す
る
と
と

も
に
健
康
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
 

【
授
業
の
目
標
】

 
１
．
個
人
・
家
族
・
集
団
を
対
象
と
し
た
保
健
活
動
と
地
域
特
性
を
理
解
し
、
地
域
診
断
が
で
き
る
。
 

２
．
地
域
の
健
康
課
題
解
決
に
向
け
た
保
健
活
動
に
参
加
し
、
実
践
力
を
修
得
す
る
。
 

３
．
地
域
特
性
に
応
じ
た
健
康
課
題
解
決
の
た
め
の
健
康
な
地
域
づ
く
り
が
探
求
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 ｜
 5 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
Ⅰ
：
地
域
診
断

 
島
根
県
と
フ
ィ
ー
ル
ド
の
施
策
と
地
域
保
健
活
動
、
医
療
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
支
援
環
境
の
整
備
、
個
人
技

術
(li

fe 
sk

ill
)の
向
上
に
関
わ
る
取
り
組
み
や
動
向
と
現
状
に
つ
い
て
、
理
論
や
モ
デ
ル
を
用
い
て
情
報
を
収

集
・
分
析
し
、
健
康
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 

6 
中
間
報
告

 
フ
ィ
ー
ル
ド
の
指
導
者
や
関
係
者
に
地
域
診
断
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
し
て
地
域
診
断
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
域
特
性
を
探
求
す
る
。

 

7 ｜
 

10
 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
Ⅱ
：
健
康
相
談
と
保
健
指
導

 
フ
ィ
ー
ル
ド
で
展
開
さ
れ
て
い
る
健
康
相
談
や
保
健
指
導
の
実
際
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
複
雑
困
難
事
例
の

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
探
求
す
る
。

 

11
 
｜

 
14

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
Ⅲ
：
組
織
育
成

 
地
域
の
活
性
化
に
影
響
す
る
主
体
的
な
住
民
参
加
と
組
織
育
成
を
視
野
に
お
い
た
活
動
の
実
際
を
学
び
、
住
民

が
参
画
し
、
多
職
種
多
機
関
・
施
設
・
団
体
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
健
康
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
力
つ
い
て
探
求
す
る
。

 

15
 
実
践
報
告

 
健
康
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
優
れ
た
公
衆
衛
生
看
護
の
実
践
家
と
し
て
の
役
割
や
ス
キ
ル
を
探
求
す
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 ア
ズ

 パ
ー
ト
ナ
ー
 
地
域
看
護
学
の
理
論
と
実
際

 
編
集
：
エ
リ
ザ
ベ
ス
 

T.
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
／
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
イ
ン

 
監
訳
：
金
川
 
克
子
／
早
川
 
和
生

 
参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 

以
下
の
内
容
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

[レ
ポ
ー
ト
] 
50
%（
演
習
計
画
書
・
事
例
展
開
記
録
な
ど
・
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

[演
習
へ
の
取
組
]3
0%
（
毎
回
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
目
標
の
達
成
度
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

[プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
]2
0%
 

そ
の
他

 
 
こ
の
科
目
は
、
内
容
に
よ
り
対
面
と
遠
隔
授
業
を
選
択
し
て
行
う
の
で
、
指
導
教
員
に
報
告
・
相
談
し
な
が
ら
、
主

体
的
に
取
組
む
こ
と
。
 

 
演
習
の
展
開
に
先
立
ち
、
指
導
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
演
習
計
画
を
策
定
し
、
演
習
計
画
書
を
立
案
す
る
こ
と
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
専
門
演
習
（
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

10
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

 

授
業
の
概
要

 

１
．
複
合
的
か
つ
複
雑
な
健
康
課
題
や
生
活
上
の
課
題
を
有
す
る
高
齢
療
養
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
生
活
機
能
の
維

持
・
改
善
と
高
齢
者
の
尊
厳
保
持
、
高
齢
者
と
家
族
の
安
寧
を
図
る
看
護
を
実
践
す
る
。

 
２
．
医
療
チ
ー
ム
内
や
家
族
と
の
調
整
力
、
高
齢
者
と
家
族
に
対
す
る
教
育
指
導
や
権
利
擁
護
な
ど
、
看
護
者
と
し
て
求

め
ら
れ
る
役
割
遂
行
に
お
け
る
基
礎
力
を
学
修
す
る
。

 
３
．
看
護
実
践
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
な
ら
び
に
関
係
者
と
の
討
議
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
し
て
、
看
護
実
践
者
と
し
て

の
自
ら
の
課
題
を
明
確
に
す
る
。
 

４
．
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
現
状
と
課
題
を
整
理
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
（
１
）

 

2 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
（
２
）

 

3 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
（
３
）

 

4 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
１
）

 

5 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
２
）

 

6 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
３
）

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
４
）
 
※
中
間
を
含
め
複
数
回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
事
例
検
討
会
を
開
催
す
る

 

8 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
５
）

 

9 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
（
６
）

 

10
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め

 

11
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め

 

12
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
（
理
論
に
基
づ
い
た
事
例
分
析
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
妥
当
性
）

 

13
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
（
高
齢
者
お
よ
び
家
族
に
対
す
る
リ
ハ
看
護
と
し
て
必
要
な
ケ
ア
と
評
価
）

 

14
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
（
医
療
チ
ー
ム
で
の
調
整
の
実
際
と
看
護
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
明
確
化
）

 

15
 
報
告
：
実
践
し
た
看
護
の
成
果
と
課
題

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
に
お
け
る
課
題
と
求
め
ら
れ
る
看
護
者
の
役
割
と
実
践
を
探
求
す
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

以
下
の
内
容
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

[レ
ポ
ー
ト
] 
40
%（
演
習
計
画
書
・
事
例
展
開
記
録
な
ど
・
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

[演
習
へ
の
取
組
]5
0%
（
毎
回
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
目
標
の
達
成
度
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

[プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
]1
0%
 

そ
の
他

 

演
習
場
所
：
急
性
期
病
院
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
学
習
目
的
な
ら
び
に
内
容
に
よ
っ
て
選
択
す

る
。

 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
期
間
：
学
習
内
容
に
従
い
学
生
と
相
談
の
上
決
定
す
る
。

 

科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
専
門
演
習
（
地
域
保
健
学
領
域
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
、
教
授

 谷
口
敏
代
、
教
授

 山
下
一
也
、

 
教
授

 小
田
美
紀
子
、
講
師

 小
川
智
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
授
業
の
目
的
】

 
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
保
健
活
動
と
地
域
特
性
を
理
解
し
て
地
域
診
断
を
行
い
、
地
域
の
健
康
課
題
解
決
の
た

め
の
る
実
践
力
を
修
得
す
る
。
ま
た
、
地
域
特
性
を
理
解
し
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
課
題
解
決
を
探
求
す
る
と
と

も
に
健
康
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
 

【
授
業
の
目
標
】

 
１
．
個
人
・
家
族
・
集
団
を
対
象
と
し
た
保
健
活
動
と
地
域
特
性
を
理
解
し
、
地
域
診
断
が
で
き
る
。
 

２
．
地
域
の
健
康
課
題
解
決
に
向
け
た
保
健
活
動
に
参
加
し
、
実
践
力
を
修
得
す
る
。
 

３
．
地
域
特
性
に
応
じ
た
健
康
課
題
解
決
の
た
め
の
健
康
な
地
域
づ
く
り
が
探
求
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 ｜
 5 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
Ⅰ
：
地
域
診
断

 
島
根
県
と
フ
ィ
ー
ル
ド
の
施
策
と
地
域
保
健
活
動
、
医
療
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
支
援
環
境
の
整
備
、
個
人
技

術
(li

fe 
sk

ill
)の
向
上
に
関
わ
る
取
り
組
み
や
動
向
と
現
状
に
つ
い
て
、
理
論
や
モ
デ
ル
を
用
い
て
情
報
を
収

集
・
分
析
し
、
健
康
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 

6 
中
間
報
告

 
フ
ィ
ー
ル
ド
の
指
導
者
や
関
係
者
に
地
域
診
断
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
し
て
地
域
診
断
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
域
特
性
を
探
求
す
る
。

 

7 ｜
 

10
 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
Ⅱ
：
健
康
相
談
と
保
健
指
導

 
フ
ィ
ー
ル
ド
で
展
開
さ
れ
て
い
る
健
康
相
談
や
保
健
指
導
の
実
際
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
複
雑
困
難
事
例
の

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
探
求
す
る
。

 

11
 
｜

 
14

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
Ⅲ
：
組
織
育
成

 
地
域
の
活
性
化
に
影
響
す
る
主
体
的
な
住
民
参
加
と
組
織
育
成
を
視
野
に
お
い
た
活
動
の
実
際
を
学
び
、
住
民

が
参
画
し
、
多
職
種
多
機
関
・
施
設
・
団
体
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
健
康
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
力
つ
い
て
探
求
す
る
。

 

15
 
実
践
報
告

 
健
康
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
優
れ
た
公
衆
衛
生
看
護
の
実
践
家
と
し
て
の
役
割
や
ス
キ
ル
を
探
求
す
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 ア
ズ

 パ
ー
ト
ナ
ー
 
地
域
看
護
学
の
理
論
と
実
際

 
編
集
：
エ
リ
ザ
ベ
ス
 

T.
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
／
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
イ
ン

 
監
訳
：
金
川
 
克
子
／
早
川
 
和
生

 
参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 

以
下
の
内
容
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

[レ
ポ
ー
ト
] 
50
%（
演
習
計
画
書
・
事
例
展
開
記
録
な
ど
・
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

[演
習
へ
の
取
組
]3
0%
（
毎
回
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
目
標
の
達
成
度
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

[プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
]2
0%
 

そ
の
他

 
 
こ
の
科
目
は
、
内
容
に
よ
り
対
面
と
遠
隔
授
業
を
選
択
し
て
行
う
の
で
、
指
導
教
員
に
報
告
・
相
談
し
な
が
ら
、
主

体
的
に
取
組
む
こ
と
。
 

 
演
習
の
展
開
に
先
立
ち
、
指
導
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
演
習
計
画
を
策
定
し
、
演
習
計
画
書
を
立
案
す
る
こ
と
。
 

 
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
展
開
に
あ
た
り
、
災
害
障
害
保
険
お
よ
び
損
害
保
険
に
加
入
し
て
お
く
こ
と
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
専
門
演
習
（
看
護
教
育
学
領
域
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
 
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子
 
 
准
教
授
 
高
橋
梢
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
看
護
教
育
学
に
関
連
す
る
研
究
論
文
を
中
心
に
文
献
購
読
と
討
議
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
教
育
実
践
と

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
研
究
課
題
に
必
要
と
な
る
主
要
な
概
念
や
研
究
方
法
を
学
修
・
検
討
す
る
た
め
の
演
習

を
行
う
。

 
［
目
標
］

 
①
看
護
教
育
の
現
状
と
課
題
、
看
護
教
育
に
関
す
る
研
究
の
動
向
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
②
看
護
教
育
に
お
け
る
基
本
的
概
念
や
研
究
方
法
を
現
象
に
照
ら
し
て
分
析
的
に
学
修
・
検
討
で
き
る
。

 
③
文
献
検
討
な
ど
を
通
し
て
、
演
習
課
題
と
具
体
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
向
け
た
方
略
に
つ
い
て
計
画
立
案
す
る

 
こ
と
が
で
き
る
。

 
④
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
、
計
画
に
沿
っ
て
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
⑤
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
結
果
を
記
述
・
分
析
す
る
こ
と
で
研
究
課
題
へ
の
示
唆
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

内
容

 

1 
 
 
 
ガ
イ
ダ
ン
ス
：
授
業
の
内
容
と
進
め
方
 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
授
業
の
実
践
）
の
計
画
立
案
に
関
す
る
説
明
 

2～
4 

 
 各
自
の
教
育
お
よ
び
研
究
課
題
と
演
習
計
画
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
討
議
す
る
。
 

5～
12
 
 
各
自
の
学
習
計
画
に
沿
っ
て
看
護
教
育
に
関
連
す
る
研
究
論
文
に
つ
い
て
講
読
と
討
議
を
行
い
、
看
護
教
育

に
関
す
る
研
究
の
動
向
と
課
題
、
看
護
研
究
に
関
す
る
研
究
方
法
な
ど
を
分
析
的
に
考
察
す
る
。
 

 
 
 
 
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
：
看
護
教
育
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
、
演
習
や
実
習
に
お
け
る
実
践
を
通
し
て
 

具
体
的
に
学
ぶ
。
 

13
～
14
 
 演
習
や
実
習
に
お
け
る
実
践
か
ら
の
学
び
を
、
研
究
課
題
や
方
向
性
の
明
確
化
に
活
用
す
る
。
 

15
 
 
 
報
告
会
  

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

以
下
の
内
容
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

［
レ
ポ
ー
ト
］
50
％
（
演
習
計
画
書
・
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

［
演
習
へ
の
取
り
組
み
］
30
％
（
取
り
組
み
姿
勢
、
目
標
の
達
成
度
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
）
 

［
報
告
会
］
20
％
（
報
告
内
容
、
作
成
資
料
、
質
疑
応
答
も
含
め
た
発
表
内
容
）
 

・
何
れ
も
、
課
題
設
定
の
明
確
さ
、
選
択
し
た
方
法
（
資
料
）
等
の
適
切
性
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
や
結
論
へ
の
多
角
的

検
討
や
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

・
演
習
の
進
め
方
の
詳
細
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
示
す
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
特
別
研
究
Ⅰ
の
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
と
併
せ
て
実
施

す
る
。

 
・
演
習
計
画
の
発
表
は
、

10
月
末
ま
で
に
実
施
す
る
。

 
・
演
習
場
所
は
、
自
己
の
演
習
課
題
に
そ
っ
て
選
定
す
る
。

 
・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅰ
（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
○
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 
教
授
 
秦
 
幸
吉
 
准
教
授
 
井
上
 
千
晶

 
講
師
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
02

08
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
特
論
Ⅰ
・
Ⅱ
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
各
自
の
関
心
領
域
に
お
け
る
看
護
ケ
ア
実
践
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
文
献
検
討
を
行
い
、
研
究
課
題
を
絞
り
込
む
。

 
課
題
に
応
じ
た
研
究
方
法
･分

析
方
法
等
を
検
討
し
、
研
究
計
画
書
を
立
案
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
研
究
動
機
と
関
心
を
明
確
化

 

2 
研
究
課
題
に
関
す
る
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

 

3 
研
究
課
題
に
関
す
る
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

 

4 
研
究
課
題
に
関
す
る
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

 

5 
研
究
課
題
と
テ
ー
マ
を
絞
り
込
み

 

6 
研
究
疑
問
に
基
づ
き
研
究
の
枠
組
を
検
討

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
の
選
択

 

8 
デ
ー
タ
収
集
方
法
の
検
討

 

9 
分
析
方
法
の
検
討

 

10
 

研
究
計
画
書
作
成

 

11
 

研
究
計
画
書
作
成

 

12
 

研
究
手
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

13
 

研
究
手
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

14
 

研
究
手
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

15
 

研
究
倫
理
審
査
を
受
け
、
研
究
計
画
書
の
修
正

 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
紹
介
す
る

 
 

参
考
文
献

 
適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る

 
 

評
価
方
法

 
［
課
題
の
内
容
、
課
題
探
求
の
姿
勢
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
適
切
さ
］
40
％
 

［
研
究
計
画
書
の
作
成
］
60
％
 

 
そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目
 
特
別
研
究
Ⅰ
（
が
ん
看
護
学
領
域
）
 

学
期
 

通
年
 

担
当
教
員
 
〇
教
授

 
大
﨏
美
樹

 
教
授

 
森
山
美
香

 
選
択
／
必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

I7
07

02
00

 
授
業
形
態
 

演
習
 

単
位
数
 

２
 

授
業
の
概
要
 

が
ん
看
護
領
域
に
お
い
て
関
心
の
あ
る
研
究
課
題
に
つ
い
て
研
究
計
画
書
作
成
し
、
看
護
研
究
に
必
要
な
基
礎

的
能
力
を
修
得
す
る
。
 

１
．
が
ん
看
護
に
関
す
る
国
内
外
の
研
究
の
動
向
を
把
握
す
る
。
 

２
．
研
究
疑
問
に
関
連
し
た
文
献
検
討
を
行
い
、
研
究
課
題
を
明
確
に
す
る
。
 

３
．
研
究
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
研
究
方
法
を
検
討
す
る
。
 

４
. 
研
究
目
的
と
研
究
方
法
が
整
合
し
た
研
究
計
画
書
を
作
成
す
る
。
 

５
．
研
究
倫
理
指
針
に
則
り
、
適
切
な
倫
理
的
配
慮
を
記
載
で
き
る
。
 

 

授
業
の
内
容
 

回
数
 

内
 
容
 

１
 
研
究
動
機
や
関
心
テ
ー
マ
の
明
確
化
 

２
 
関
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
国
内
外
の
文
献
検
討
 

３
 
関
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
国
内
外
の
文
献
検
討
 

４
 
関
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
国
内
外
の
文
献
検
討
 

５
 
関
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
国
内
外
の
文
献
検
討
 

６
 
文
献
検
討
の
ま
と
め
と
研
究
課
題
の
明
確
化
 

７
 
研
究
課
題
に
適
し
た
研
究
方
法
の
検
討
 

８
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
研
究
課
題
と
研
究
方
法
の
検
討
 

９
 
分
析
方
法
の
検
討
 

10
 
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
 

11
 
研
究
計
画
書
の
作
成
 

12
 
研
究
計
画
書
の
作
成
 

13
 
研
究
手
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

14
 
研
究
手
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

15
 
研
究
倫
理
審
査
を
受
け
、
研
究
計
画
書
の
修
正
す
る
 

テ
キ
ス
ト
 

D.
F，
ポ
ー
リ
ッ
ト
／
C.
T.
ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤
潤
子
（
20
10
）
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
第

2
版
，
医
学
書

院
 

 

参
考
文
献
 

バ
ン
ズ
，
グ
ロ
ー
ブ
，
グ
レ
ー
，
監
訳
：
黒
田
裕
子
他
（
20
15
）
看
護
研
究
入
門
 
評
価
・
統
合
・
エ
ビ
デ
ン
ス

の
生
成
 
第

7
版
，
EL
SE
VI
ER
 

そ
の
他
 
適
宜
紹
介
す
る
。
 

評
価
方
法
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
討
論
へ
の
参
加
状
況
、
研
究
計
画
書
の
作
成
過
程
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他
 

・
授
業
実
施
方
法
：
内
容
と
進
捗
状
況
に
よ
り
対
面
ま
た
は
遠
隔
授
業
と
す
る
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅰ
（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
○
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 
教
授
 
秦
 
幸
吉
 
准
教
授
 
井
上
 
千
晶

 
講
師
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
02

08
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
特
論
Ⅰ
・
Ⅱ
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
各
自
の
関
心
領
域
に
お
け
る
看
護
ケ
ア
実
践
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
文
献
検
討
を
行
い
、
研
究
課
題
を
絞
り
込
む
。

 
課
題
に
応
じ
た
研
究
方
法
･分

析
方
法
等
を
検
討
し
、
研
究
計
画
書
を
立
案
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
研
究
動
機
と
関
心
を
明
確
化

 

2 
研
究
課
題
に
関
す
る
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

 

3 
研
究
課
題
に
関
す
る
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

 

4 
研
究
課
題
に
関
す
る
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

 

5 
研
究
課
題
と
テ
ー
マ
を
絞
り
込
み

 

6 
研
究
疑
問
に
基
づ
き
研
究
の
枠
組
を
検
討

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
の
選
択

 

8 
デ
ー
タ
収
集
方
法
の
検
討

 

9 
分
析
方
法
の
検
討

 

10
 

研
究
計
画
書
作
成

 

11
 

研
究
計
画
書
作
成

 

12
 

研
究
手
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

13
 

研
究
手
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

14
 

研
究
手
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

15
 

研
究
倫
理
審
査
を
受
け
、
研
究
計
画
書
の
修
正

 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
紹
介
す
る

 
 

参
考
文
献

 
適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る

 
 

評
価
方
法

 
［
課
題
の
内
容
、
課
題
探
求
の
姿
勢
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
適
切
さ
］
40
％
 

［
研
究
計
画
書
の
作
成
］
60
％
 

 
そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目
 
特
別
研
究
Ⅰ
（
が
ん
看
護
学
領
域
）
 

学
期
 

通
年
 

担
当
教
員
 
〇
教
授

 
大
﨏
美
樹

 
教
授

 
森
山
美
香

 
選
択
／
必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

I7
07

02
00

 
授
業
形
態
 

演
習
 

単
位
数
 

２
 

授
業
の
概
要
 

が
ん
看
護
領
域
に
お
い
て
関
心
の
あ
る
研
究
課
題
に
つ
い
て
研
究
計
画
書
作
成
し
、
看
護
研
究
に
必
要
な
基
礎

的
能
力
を
修
得
す
る
。
 

１
．
が
ん
看
護
に
関
す
る
国
内
外
の
研
究
の
動
向
を
把
握
す
る
。
 

２
．
研
究
疑
問
に
関
連
し
た
文
献
検
討
を
行
い
、
研
究
課
題
を
明
確
に
す
る
。
 

３
．
研
究
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
研
究
方
法
を
検
討
す
る
。
 

４
. 
研
究
目
的
と
研
究
方
法
が
整
合
し
た
研
究
計
画
書
を
作
成
す
る
。
 

５
．
研
究
倫
理
指
針
に
則
り
、
適
切
な
倫
理
的
配
慮
を
記
載
で
き
る
。
 

 

授
業
の
内
容
 

回
数
 

内
 
容
 

１
 
研
究
動
機
や
関
心
テ
ー
マ
の
明
確
化
 

２
 
関
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
国
内
外
の
文
献
検
討
 

３
 
関
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
国
内
外
の
文
献
検
討
 

４
 
関
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
国
内
外
の
文
献
検
討
 

５
 
関
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
国
内
外
の
文
献
検
討
 

６
 
文
献
検
討
の
ま
と
め
と
研
究
課
題
の
明
確
化
 

７
 
研
究
課
題
に
適
し
た
研
究
方
法
の
検
討
 

８
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
研
究
課
題
と
研
究
方
法
の
検
討
 

９
 
分
析
方
法
の
検
討
 

10
 
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
 

11
 
研
究
計
画
書
の
作
成
 

12
 
研
究
計
画
書
の
作
成
 

13
 
研
究
手
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

14
 
研
究
手
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

15
 
研
究
倫
理
審
査
を
受
け
、
研
究
計
画
書
の
修
正
す
る
 

テ
キ
ス
ト
 

D.
F，
ポ
ー
リ
ッ
ト
／
C.
T.
ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤
潤
子
（
20
10
）
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
第

2
版
，
医
学
書

院
 

 

参
考
文
献
 

バ
ン
ズ
，
グ
ロ
ー
ブ
，
グ
レ
ー
，
監
訳
：
黒
田
裕
子
他
（
20
15
）
看
護
研
究
入
門
 
評
価
・
統
合
・
エ
ビ
デ
ン
ス

の
生
成
 
第

7
版
，
EL
SE
VI
ER
 

そ
の
他
 
適
宜
紹
介
す
る
。
 

評
価
方
法
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
討
論
へ
の
参
加
状
況
、
研
究
計
画
書
の
作
成
過
程
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他
 

・
授
業
実
施
方
法
：
内
容
と
進
捗
状
況
に
よ
り
対
面
ま
た
は
遠
隔
授
業
と
す
る
。
 

     

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅰ
（
精
神
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授
 
石
橋
照
子
 
 
教
授
 
大
森
眞
澄

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
02

01
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

精
神
看
護
学
特
論
Ⅰ
・
Ⅱ
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
精
神
看
護
学
領
域
で
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現
象
や
課
題

を
選
択
し
、
研
究
課
題
の
明
確
化
を
図
る
。

 
課
題
に
関
し
て
適
切
な
研
究
方
法
を
選
定
し
、
研
究
計
画
書
を
立
案
す
る
。

 
研
究
計
画
に
関
し
て
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
の
承
認
を
得
る
。

 

授
業
の
内
容

 

内
容

 
11．．
ガガ
イイ
ダダ
ンン
スス
  

22～～
33．．
研研
究究
課課
題題
のの
探探
索索
  

· 
文
献
検
討
を
踏
ま
え
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
研
究
課
題
の
明
確
化
を
行

う
。

 
44～～

55．．
研研
究究
論論
文文
のの
クク
リリ
テテ
ィィ
ーー
クク
  

· 
研
究
課
題
に
関
連
す
る
国
内
外
の
研
究
論
文
の
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
行
い
、
研
究
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

66．．
研研
究究
課課
題題
のの
明明
確確
化化
とと
概概
念念
枠枠
組組
みみ
作作
成成
  

· 
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
図
示
し
な
が
ら
、
概
念
枠
組
み
を
焦
点
化
し
、
研
究
課
題
の
明
確
化
を
図
る
。
 

77～～
88．．
研研
究究
方方
法法
のの
選選
択択
  

· 
研
究
課
題
に
関
し
て
適
切
な
研
究
デ
ザ
イ
ン
並
び
に
研
究
方
法
を
選
定
す
る
。
 

9 9～～
1100
．．
デデ
ーー
タタ
収収
集集
・・
分分
析析
方方
法法
のの
習習
熟熟
  

· 
デ
ー
タ
収
集
並
び
に
デ
ー
タ
分
析
の
方
法
に
つ
い
て
、
適
宜
習
熟
す
る
た
め
の
学
習
を
行
う
。
 

1111
～～
1155
．．
研研
究究
計計
画画
書書
のの
作作
成成
  

· 
研
究
課
題
に
も
と
づ
い
て
研
究
計
画
書
を
作
成
す
る
。
 

· 
研
究
倫
理
審
査
を
受
け
、
研
究
計
画
書
を
修
正
す
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 

D.
 F

. ポ
ー
リ
ッ
ト
／

C.
 T

. ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤
 
潤
子
（

20
10
）
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
第

2版
，
医
学
書

院
 

  

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る
。

 
  

評
価
方
法

 
［
課
題
の
内
容
、
課
題
探
求
の
姿
勢
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
適
切
さ
］
40
％
 

［
研
究
計
画
書
の
作
成
］
60
％
 

 

そ
の
他

 

    

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅰ
（
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授
 
梶
谷
み
ゆ
き
、

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
02

02
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
特
論
Ⅰ
・
Ⅱ
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
各
自
の
関
心
領
域
に
お
け
る
看
護
実
践

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
文
献
検
討
を
行
い
、
研
究
課
題
を
絞
り
込
む
。

 
研
究
課
題
に
応
じ
た
研
究
方
法
（
対
象
や
デ
ー
タ
収
集
、
分
析
方
法
等
）
を
検
討
し
、
研
究
計
画
書
を
作
成
す
る
。

 
研
究
方
法
の
適
用
可
能
性
の
検
討
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
デ
ー
タ
収
集
に
お
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
研
究
計
画
の

精
度
を
高
め
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
研
究
疑
問
か
ら
研
究
課
題
へ
の
整
理

 

2 
研
究
課
題
に
関
す
る
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

 

3 
研
究
課
題
に
関
す
る
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

 

4 
研
究
課
題
に
関
す
る
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク

 

5 
研
究
課
題
の
絞
り
込
み

 

6 
研
究
課
題
の
明
確
化
な
ら
び
に
研
究
デ
ザ
イ
ン
の
検
討

 

7 
研
究
対
象
な
ら
び
に
デ
ー
タ
収
集
方
法
の
検
討

 

8 
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
検
討

 

9 
分
析
方
法
の
検
討

 

10
 
研
究
計
画
書
作
成

 

11
 
研
究
計
画
書
作
成

 

12
 
研
究
計
画
書
作
成

 

13
 
研
究
倫
理
審
査
申
請

 

14
 
研
究
倫
理
審
査
申
請
の
修
正

 

15
 
研
究
計
画
書
の
完
成

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 
 

参
考
文
献

 
授
業
に
お
い
て
適
宜
紹
介
す
る

 
 

評
価
方
法

 

研
究
疑
問
の
着
眼
、
研
究
課
題
の
絞
り
込
み
、
研
究
方
法
の
決
定
な
ど
一
連
の
研
究
計
画
立
案
過
程
に
お
け
る
、
論
理
的

思
考
力
や
課
題
探
求
の
姿
勢
な
ら
び
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
容
等
(4
0％

) 

作
成
し
た
研
究
計
画
書
(6
0％

) 

 

そ
の
他

 
選
択
す
る
研
究
手
法
（
質
的
研
究
・
量
的
研
究
）
に
よ
り
、
講
義
の
進
度
は
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

 



− 38 −

科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅰ
（
地
域
保
健
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
 
 
教
授

 谷
口
敏
代
 
 
教
授

 山
下
一
也

 
教
授

 小
田
美
紀
子
 
 
講
師

 小
川
智
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

研
究
力
は
、
社
会
や
地
域
の
動
向
を
推
測
し
、
必
要
な
対
策
が
実
践
で
き
る
保
健
師
と
し
て
身
に
着
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
能
力
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
因
果
関
係
の
探
索
力
、
母
集
団
の
特
徴
と
動
向
の
予
測
、
企
画
に
つ
な
が
る
研
究

力
が
養
成
で
き
る
教
育
を
提
供
す
る
。
健
康
生
活
支
援
や
新
た
な
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
文
献
検

討
し
、
研
究
課
題
を
絞
り
込
み
、
課
題
に
応
じ
た
研
究
方
法
・
分
析
方
法
を
検
討
し
、
研
究
計
画
書
を
立
案
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
科
学
的
研
究
課
程
：
研
究
と
保
健
活
動
の
役
割
・
意
義
、
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
性
、
 
研
究
プ
ロ
セ
ス
、

研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮

 

2 
研
究
準
備
：
研
究
課
題
の
選
択
と
定
義
、
研
究
課
題
に
対
す
る
既
存
の
情
報
の
確
認
と
要
約

 

3 
文
献
検
索
に
つ
い
て

 

4 
仮
説
の
組
み
立
て
に
つ
い
て
：
研
究
仮
説
の
目
的
、
特
徴
、
検
定
方
法

 

5 
研
究
設
計
：
実
験
研
究
と
非
実
験
研
究
、
調
査
研
究
、
評
価
研
究

 

6 
研
究
設
計
の
原
理
：
研
究
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
法
、
妥
当
性

 

7 

標
本
抽
出
：
基
本
的
な
標
本
抽
出
の
概
念
、
非
確
率
標
本
抽
出
、
確
率
標
本
抽
出
、
標
本
の
大
き
さ
、
研
究
例

 
測
定
と
デ
ー
タ
収
集

 
・
面
接
法
と
質
問
紙
法
 
尺
度
と
標
準
自
己
報
告
法
、
観
察
法

 
・
測
定
用
具
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
た
め
の
信
頼
性
と
妥
当
性
、
そ
の
他
の
基
準

 

8 
量
的
測
定
法

 

9 
研
究
デ
ー
タ
の
分
析
①
：
質
的
デ
ー
タ
の
分
析
、
記
述
統
計
 
、
推
測
統
計

 

10
 
研
究
デ
ー
タ
の
分
析
②
：
高
度
な
統
計
方
法

(重
回
帰
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
因
子
分
析
、
探
索
的
因
子
分
析
、

パ
ス
解
析

) 

11
 
研
究
結
果
の
解
釈
と
報
告
①
：
結
果
の
解
釈
、
研
究
報
告
の
書
き
方

 

12
 
研
究
結
果
の
解
釈
と
報
告
②
：
研
究
評
価
、
考
察
の
評
価
、
結
果
、
要
約

 

13
 
研
究
計
画
書
の
作
成
①

 

14
 
研
究
計
画
書
の
作
成
②

 

15
 
研
究
計
画
書
の
作
成
③

 
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
の
準
備

 

テ
キ
ス
ト

 
D.

F.ポ
ー
リ
ッ
ト
 
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
医
学
書
院

 
参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
質
問
、
授
業
態
度
な
ど
平
常
点
が

20
％
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
評
価
が

50
％
、
最
終
レ
ポ
ー
ト

30
％
で
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 

 
こ
の
科
目
は
、
主
・
副
の
研
究
指
導
教
員
が
担
当
す
る
。

 
 
授
業
は
、
内
容
に
よ
っ
て
学
生
と
相
談
し
な
が
ら
遠
隔
授
業
と
対
面
授
業
を
選
択
し
て
行
う
が
、
指
導
教
員
に
報
告
・

相
談
し
な
が
ら
、
主
体
的
に
取
組
む
こ
と
。

 
 
適
宜
指
示
す
る
関
連
文
献
や
課
題
で
予
習
し
、
講
義
で
学
習
し
た
こ
と
を
関
連
文
献
で
復
習
す
る
こ
と
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅰ
（
看
護
教
育
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子
 
 
准
教
授
 
高
橋
梢
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
看
護
教
育
学
特
論
Ⅰ
・
Ⅱ
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
自
の
関
心
領
域
に
お
け
る
看
護
ケ
ア
実
践
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
文
献
検
討
を
行
い
、
看
護
教
育
学
研
究
に
向
け
た
概
念
と
方
法
を
具
体
的
に
学
び
研
究
計
画
を
立
案
す

る
。

 
［
目
標
］

 
①
 看

護
教
育
学
研
究
に
必
要
な
概
念
と
研
究
方
法
に
つ
い
て
明
確
化
し
、
説
明
で
き
る
。
 

②
 研

究
課
題
に
関
す
る
論
文
を
系
統
的
に
ま
と
め
サ
マ
リ
ー
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

③
 サ

マ
リ
ー
に
基
づ
き
、
研
究
課
題
の
必
然
性
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
 

④
 合

同
検
討
会
な
ど
で
の
意
見
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
的
確
に
計
画
を
修
正
で
き
る
。

 
⑤
 自

ら
の
課
題
に
応
じ
た
研
究
方
法
･分

析
方
法
等
を
検
討
し
、
研
究
計
画
書
を
作
成
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
研
究
動
機
と
関
心
の
明
確
化
 

2 
研
究
課
題
の
明
確
化
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

3 
研
究
課
題
の
明
確
化
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

4 
研
究
課
題
の
明
確
化
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

5 
研
究
課
題
の
明
確
化
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

6 
研
究
疑
問
に
基
づ
く
ロ
ジ
カ
ル
・
ブ
レ
ス
ト
の
実
施
①
（
演
繹
的
吟
味
）
 

7 
研
究
疑
問
に
基
づ
く
ロ
ジ
カ
ル
・
ブ
レ
ス
ト
の
実
施
②
（
演
繹
的
吟
味
）
 

8 
研
究
枠
組
の
検
討
①
（
帰
納
的
吟
味
）
 

9 
研
究
枠
組
の
検
討
②
（
帰
納
的
吟
味
）
 

10
 

研
究
計
画
書
（
仮
）
の
作
成
・
発
表
 

11
 

研
究
手
法
を
含
め
た
検
討
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

12
 

研
究
手
法
を
含
め
た
検
討
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

13
 

研
究
手
法
を
含
め
た
検
討
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

14
 

研
究
手
法
を
含
め
た
検
討
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

15
 

研
究
計
画
書
の
作
成
・
発
表
，
研
究
倫
理
審
査
申
請
 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
紹
介
す
る
 

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

［
研
究
計
画
書
］
60
％
（
本
科
目
の
成
果
物
に
対
す
る
評
価
）
 

［
課
題
の
内
容
・
課
題
探
求
の
姿
勢
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
40
％
（
課
題
解
決
プ
ロ
セ
ス
の
総
合
的
評
価
）
 

・
何
れ
も
、
課
題
設
定
の
明
確
さ
、
選
択
し
た
方
法
（
資
料
）
等
の
適
切
性
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
や
結
論
へ
の
多
角
的

検
討
や
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
第

6
回
～
第

9回
は
，

8月
に
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
実
施
す
る
。
各
学
期
に
お
い
て
、

8編
以
上
の
論
文
を
抄
読
す

る
。
内

2編
以
上
は
国
外
文
献
の
抄
読
を
行
う
。
 

・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
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科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅰ
（
地
域
保
健
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
 
 
教
授

 谷
口
敏
代
 
 
教
授

 山
下
一
也

 
教
授

 小
田
美
紀
子
 
 
講
師

 小
川
智
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

研
究
力
は
、
社
会
や
地
域
の
動
向
を
推
測
し
、
必
要
な
対
策
が
実
践
で
き
る
保
健
師
と
し
て
身
に
着
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
能
力
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
因
果
関
係
の
探
索
力
、
母
集
団
の
特
徴
と
動
向
の
予
測
、
企
画
に
つ
な
が
る
研
究

力
が
養
成
で
き
る
教
育
を
提
供
す
る
。
健
康
生
活
支
援
や
新
た
な
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
文
献
検

討
し
、
研
究
課
題
を
絞
り
込
み
、
課
題
に
応
じ
た
研
究
方
法
・
分
析
方
法
を
検
討
し
、
研
究
計
画
書
を
立
案
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
科
学
的
研
究
課
程
：
研
究
と
保
健
活
動
の
役
割
・
意
義
、
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
性
、
 
研
究
プ
ロ
セ
ス
、

研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮

 

2 
研
究
準
備
：
研
究
課
題
の
選
択
と
定
義
、
研
究
課
題
に
対
す
る
既
存
の
情
報
の
確
認
と
要
約

 

3 
文
献
検
索
に
つ
い
て

 

4 
仮
説
の
組
み
立
て
に
つ
い
て
：
研
究
仮
説
の
目
的
、
特
徴
、
検
定
方
法

 

5 
研
究
設
計
：
実
験
研
究
と
非
実
験
研
究
、
調
査
研
究
、
評
価
研
究

 

6 
研
究
設
計
の
原
理
：
研
究
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
法
、
妥
当
性

 

7 

標
本
抽
出
：
基
本
的
な
標
本
抽
出
の
概
念
、
非
確
率
標
本
抽
出
、
確
率
標
本
抽
出
、
標
本
の
大
き
さ
、
研
究
例

 
測
定
と
デ
ー
タ
収
集

 
・
面
接
法
と
質
問
紙
法
 
尺
度
と
標
準
自
己
報
告
法
、
観
察
法

 
・
測
定
用
具
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
た
め
の
信
頼
性
と
妥
当
性
、
そ
の
他
の
基
準

 

8 
量
的
測
定
法

 

9 
研
究
デ
ー
タ
の
分
析
①
：
質
的
デ
ー
タ
の
分
析
、
記
述
統
計
 
、
推
測
統
計

 

10
 
研
究
デ
ー
タ
の
分
析
②
：
高
度
な
統
計
方
法

(重
回
帰
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
因
子
分
析
、
探
索
的
因
子
分
析
、

パ
ス
解
析

) 

11
 
研
究
結
果
の
解
釈
と
報
告
①
：
結
果
の
解
釈
、
研
究
報
告
の
書
き
方

 

12
 
研
究
結
果
の
解
釈
と
報
告
②
：
研
究
評
価
、
考
察
の
評
価
、
結
果
、
要
約

 

13
 
研
究
計
画
書
の
作
成
①

 

14
 
研
究
計
画
書
の
作
成
②

 

15
 
研
究
計
画
書
の
作
成
③

 
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
の
準
備

 

テ
キ
ス
ト

 
D.

F.ポ
ー
リ
ッ
ト
 
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
医
学
書
院

 
参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
質
問
、
授
業
態
度
な
ど
平
常
点
が

20
％
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
評
価
が

50
％
、
最
終
レ
ポ
ー
ト

30
％
で
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 

 
こ
の
科
目
は
、
主
・
副
の
研
究
指
導
教
員
が
担
当
す
る
。

 
 
授
業
は
、
内
容
に
よ
っ
て
学
生
と
相
談
し
な
が
ら
遠
隔
授
業
と
対
面
授
業
を
選
択
し
て
行
う
が
、
指
導
教
員
に
報
告
・

相
談
し
な
が
ら
、
主
体
的
に
取
組
む
こ
と
。

 
 
適
宜
指
示
す
る
関
連
文
献
や
課
題
で
予
習
し
、
講
義
で
学
習
し
た
こ
と
を
関
連
文
献
で
復
習
す
る
こ
と
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅰ
（
看
護
教
育
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子
 
 
准
教
授
 
高
橋
梢
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
看
護
教
育
学
特
論
Ⅰ
・
Ⅱ
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、
各
自
の
関
心
領
域
に
お
け
る
看
護
ケ
ア
実
践
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
文
献
検
討
を
行
い
、
看
護
教
育
学
研
究
に
向
け
た
概
念
と
方
法
を
具
体
的
に
学
び
研
究
計
画
を
立
案
す

る
。

 
［
目
標
］

 
①
 看

護
教
育
学
研
究
に
必
要
な
概
念
と
研
究
方
法
に
つ
い
て
明
確
化
し
、
説
明
で
き
る
。
 

②
 研

究
課
題
に
関
す
る
論
文
を
系
統
的
に
ま
と
め
サ
マ
リ
ー
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

③
 サ

マ
リ
ー
に
基
づ
き
、
研
究
課
題
の
必
然
性
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。
 

④
 合

同
検
討
会
な
ど
で
の
意
見
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
的
確
に
計
画
を
修
正
で
き
る
。

 
⑤
 自

ら
の
課
題
に
応
じ
た
研
究
方
法
･分

析
方
法
等
を
検
討
し
、
研
究
計
画
書
を
作
成
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
研
究
動
機
と
関
心
の
明
確
化
 

2 
研
究
課
題
の
明
確
化
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

3 
研
究
課
題
の
明
確
化
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

4 
研
究
課
題
の
明
確
化
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

5 
研
究
課
題
の
明
確
化
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

6 
研
究
疑
問
に
基
づ
く
ロ
ジ
カ
ル
・
ブ
レ
ス
ト
の
実
施
①
（
演
繹
的
吟
味
）
 

7 
研
究
疑
問
に
基
づ
く
ロ
ジ
カ
ル
・
ブ
レ
ス
ト
の
実
施
②
（
演
繹
的
吟
味
）
 

8 
研
究
枠
組
の
検
討
①
（
帰
納
的
吟
味
）
 

9 
研
究
枠
組
の
検
討
②
（
帰
納
的
吟
味
）
 

10
 

研
究
計
画
書
（
仮
）
の
作
成
・
発
表
 

11
 

研
究
手
法
を
含
め
た
検
討
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

12
 

研
究
手
法
を
含
め
た
検
討
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

13
 

研
究
手
法
を
含
め
た
検
討
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

14
 

研
究
手
法
を
含
め
た
検
討
（
国
内
外
の
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
）
 

15
 

研
究
計
画
書
の
作
成
・
発
表
，
研
究
倫
理
審
査
申
請
 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
紹
介
す
る
 

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

［
研
究
計
画
書
］
60
％
（
本
科
目
の
成
果
物
に
対
す
る
評
価
）
 

［
課
題
の
内
容
・
課
題
探
求
の
姿
勢
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
40
％
（
課
題
解
決
プ
ロ
セ
ス
の
総
合
的
評
価
）
 

・
何
れ
も
、
課
題
設
定
の
明
確
さ
、
選
択
し
た
方
法
（
資
料
）
等
の
適
切
性
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
や
結
論
へ
の
多
角
的

検
討
や
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
第

6
回
～
第

9回
は
，

8月
に
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
実
施
す
る
。
各
学
期
に
お
い
て
、

8編
以
上
の
論
文
を
抄
読
す

る
。
内

2編
以
上
は
国
外
文
献
の
抄
読
を
行
う
。
 

・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅱ
（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
○
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 
教
授
 
秦
 
幸
吉
、
 
准
教
授
 
井
上
 
千
晶

 
講
師
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
02

09
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
８

 

授
業
の
概
要

 

女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
に
関
す
る
質
の
高
い
看
護
実
践
を
導
く
た
め
の
研
究
を
行
う
。

 
特
別
研
究
Ⅰ
に
よ
り
作
成
し
た
研
究
計
画
書
を
も
と
に
研
究
を
進
め
、
修
士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
研
究
倫
理
審
査
申
請
後
、
研
究
計
画
に
沿
っ
て
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
解
釈
、
考
察
な
ど
中
間
発
表
を
行
う
。
そ
の
後
、

論
文
を
作
成
し
、
公
開
発
表
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
学
ぶ
。

 

授
業
の
内
容

 

内
容

 

学
生
に
よ
り
進
度
は
異
な
る
が
目
安
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
取
り
組
む
。

 
【
前
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
1.

 
フ
ィ
ー
ル
ド
開
拓
：
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
研
究
協
力
の
依
頼
並
び
に
研
究
対
象
者
の
選
択
を
行
う
。

 
2.

 
デ
ー
タ
収
集
の
実
施
：
適
切
な
デ
ー
タ
収
集
並
び
に
デ
ー
タ
収
集
に
伴
う
諸
問
題
へ
の
対
処
を
行
う
。

 
3.

 
デ
ー
タ
分
析
の
実
施
：
指
導
教
員
の
指
導
を
継
続
的
に
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
結
果
の
妥
当
性
･信

頼
性
を
高

め
る
。

 
4.

 
分
析
結
果
の
考
察
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
考
察
し
、
中
間
発
表
の
準
備
を
す
る
。

 
5.

 
研
究
論
文
の
発
表
：
中
間
発
表
で
成
果
を
発
表
す
る
。

 
【
後
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
6.

 
分
析
結
果
の
考
察
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
文
献
検
討
に
よ
り
考
察
を
深
め
る
。

 
7.

 
研
究
論
文
の
作
成
：
中
間
発
表
で
の
質
疑
、
指
摘
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
連
の
研
究
過
程
の
成
果
を
ま
と
め
て
修

士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
8.

 
研
究
論
文
の
発
表
：
公
開
発
表
会
で
成
果
を
発
表
す
る
。

 
9.

 
研
究
論
文
の
修
正
･完

成
：
発
表
お
よ
び
論
文
審
査
で
指
摘
を
受
け
た
箇
所
を
修
正
し
、
論
文
を
仕
上
げ
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
紹
介
す
る

 
 

参
考
文
献

 

適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る

 
   

評
価
方
法

 
デ
ー
タ
収
集
･デ

ー
タ
分
析
結
果
の
考
察
、
修
士
論
文
作
成
の
一
連
の
過
程
に
お
け
る
成
果
な
ら
び
に
学
習
態
度
を
総
合

的
に
評
価
す
る
。
 

 

そ
の
他

 
  

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
２

 
授
業
科
目
 
特
別
研
究
Ⅱ
（
が
ん
看
護
学
領
域
）
 

学
期
 

通
年
 

担
当
教
員
 
〇
教
授

 
大
﨏
美
樹

 
教
授

 
森
山
美
香

 
選
択
／
必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

I7
07

02
04

 
授
業
形
態
 

演
習
 

単
位
数
 

８
 

授
業
の
概
要
 

 
が
ん
看
護
学
の
領
域
に
お
け
る
健
康
課
題
に
つ
い
て
、
質
の
高
い
看
護
を
実
践
す
る
た
め
に
、
研
究
を
実
施
し
、

修
士
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
。

 
１
．
特
別
研
究
Ⅰ
で
作
成
し
た
研
究
計
画
書
を
も
と
に
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
２
．
研
究
結
果
を
論
文
と
し
て
論
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
３
．
公
開
発
表
の
プ
レ
ゼ
ン
シ
ョ
ン
方
法
を
習
得
で
き
る
。

 
 

授
業
内
容
・
授
業
計
画
 

授
業
内
容
 

１
．
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
し
、
研
究
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
調
整
す
る
。
 

２
．
研
究
計
画
に
そ
っ
て
、
信
頼
性
の
あ
る
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
。
 

 
 
デ
ー
タ
収
集
の
際
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
調
整
、
研
究
参
加
者
へ
の
対
応
、
倫
理
的
配
慮
を
学
ぶ
。
 

３
．
指
導
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
研
究
目
的
に
そ
っ
た
信
頼
性
・
妥
当
性
の
あ
る
デ
ー
タ
分
析
を
行
う
。
 

４
．
中
間
発
表
会
で
、
研
究
の
背
景
、
目
的
、
研
究
方
法
、
分
析
結
果
を
発
表
す
る
。
 

発
表
内
容
に
関
す
る
意
見
を
ふ
ま
え
て
、
研
究
方
法
や
分
析
結
果
を
検
討
す
る
。
 

５
．
分
析
結
果
を
記
述
す
る
。
 

７
．
分
析
結
果
を
ふ
ま
え
て
文
献
や
中
範
囲
理
論
等
を
用
い
て
考
察
す
る
。
 

８
．
修
士
論
文
を
作
成
す
る
。
 

９
．
公
開
発
表
会
で
成
果
を
発
表
す
る
。
 

10
．
最
終
修
士
論
文
を
提
出
す
る
（
公
開
発
表
や
論
文
審
査
で
の
指
摘
箇
所
を
修
正
し
、
論
文
を
仕
上
げ
る
）。

 

  

テ
キ
ス
ト
 

 適
宜
紹
介
す
る
。
 

 

参
考
文
献
 

 適
宜
紹
介
す
る
。
 

 

評
価
方
法
 
研
究
へ
の
取
り
組
み
（
デ
ー
タ
収
集
・
デ
ー
タ
分
析
結
果
の
考
察
、
修
士
論
文
作
成
の
一
連
の
過
程
に
お
け
る
学

習
態
度
）
、
最
終
提
出
の
修
士
論
文
で
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他
 

・
授
業
実
施
方
法
：
内
容
と
進
捗
状
況
に
よ
り
対
面
ま
た
は
遠
隔
授
業
と
す
る
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅱ
（
精
神
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授
 
石
橋
照
子
 
 
教
授
 
大
森
眞
澄

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
02

05
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
８

 

授
業
の
概
要

 

精
神
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
へ
の
看
護
支
援
に
関
す
る
質
の
高
い
実
践
を
導
く
た
め
の
研
究
を
行
う
。

 
特
別
研
究
Ⅰ
に
よ
り
作
成
し
た
研
究
計
画
書
を
も
と
に
研
究
を
進
め
、
修
士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
研
究
倫
理
審
査
申
請
後
、
研
究
計
画
に
沿
っ
て
、
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
解
釈
、
考
察
な
ど
中
間
発
表
を
行
う

. そ
の
後
、

論
文
を
作
成
し
、
公
開
発
表
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
学
ぶ
。

 

授
業
の
内
容

 

内
容

 
学
生
に
よ
り
進
度
は
異
な
る
が
目
安
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
取
り
組
む
。

 
【
前
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
フフ
ィィ
ーー
ルル
ドド
開開
拓拓

  
· 

研
究
急
力
の
依
頼
並
び
に
研
究
対
象
者
の
選
択
の
課
程
を
通
じ
て
、適

切
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
す
る
方
法
を
学

ぶ
。

 
デデ
ーー
タタ
収収
集集
のの
実実
施施

  
· 

実
際
に
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、適

切
な
デ
ー
タ
収
集
の
方
法
並
び
に
デ
ー
タ
収
集
に
伴
う
諸
問
題
へ

の
対
処
方
法
を
体
験
的
に
学
習
す
る
。

 
デデ
ーー
タタ
分分
析析
のの
実実
施施

  
· 

指
導
教
員
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
を
適
宜
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
結
果
の
妥
当
性
･信

頼
性
を
高
め
る
と
同
時

に
、
分
析
能
力
を
培
う
。

 
· 

ゼ
ミ
、・

合
同
検
討
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
分
析
を
進
め
る
。

 
【
後
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
分分
析析
結結
果果
のの
考考
察察

  
· 

分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
文
献
検
討
に
よ
り
考
察
を
深
め
る
。

 
修修
士士
論論
文文
のの
作作
成成

  
· 

ゼ
ミ
、・

合
同
検
討
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
一
連
の
研
究
過

程
の
成
果
を
ま
と
め
て
修
士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
修修
士士
論論
文文
のの
発発
表表

  
· 

公
開
発
表
会
で
成
果
を
発
表
す
る
。

 
修修
士士
論論
文文
のの
修修
正正
･･完完

成成
  

· 
発
表
お
よ
び
論
文
審
査
で
指
摘
を
受
け
た
箇
所
を
修
正
し
、
論
文
を
仕
上
げ
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
D.

 F
. ポ

ー
リ
ッ
ト
／

C.
 T

. ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤
 
潤
子
（

20
10

）
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
第

2版
，
医
学
書

院
 

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
デ
ー
タ
収
集
･デ

ー
タ
分
析
結
果
の
考
察
、
修
士
論
文
作
成
の
一
連
の
過
程
に
お
け
る
成
果
な
ら
び
に
学
習
態
度
を
総
合

的
に
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 
  

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅱ
（
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授
 
梶
谷
み
ゆ
き
、

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
02

06
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
８

 

授
業
の
概
要

 

加
齢
に
伴
う
生
活
機
能
障
害
を
持
つ
高
齢
者
と
そ
の
家
族
、
健
康
障
害
に
よ
り
医
療
施
設
・
高
齢
者
施
設
・
在
宅
等
で

療
養
中
の
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
看
護
実
践
で
、
特
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
観
点
か
ら
質
の
高
い
実
践

を
導
く
た
め
の
研
究
を
行
う
。

 
特
別
研
究
Ⅰ
で
作
成
し
た
研
究
計
画
書
を
も
と
に
研
究
を
進
め
、
修
士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
研
究
倫
理
審
査
承
認
後
、
指
導
担
当
教
員
の
指
導
を
継
続
的
に
受
け
な
が
ら
研
究
計
画
に
沿
っ
て
研
究
を
展
開
す
る
。

収
集
デ
ー
タ
・
分
析
・
結
果
・
考
察
な
ど
に
つ
い
て
、
論
理
的
思
考
の
精
度
と
論
述
の
一
貫
性
を
高
め
る
。
そ
の
後
、
公

開
発
表
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
論
文
を
作
成
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

学
生
に
よ
り
進
度
は
異
な
る
が
目
安
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
取
り
組
む
。

 
【
前
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
1.

 
フ
ィ
ー
ル
ド
開
拓
：
研
究
課
題
に
整
合
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
検
討
し
、
研
究
協
力
依
頼
並
び
に
研
究
対
象
者
の
選
択

方
法
の
明
確
化
等
、
適
切
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
と
協
力
体
制
づ
く
り
に
関
す
る
方
法
を
学
ぶ
。

 
2.

 
デ
ー
タ
収
集
の
実
施
：
実
際
に
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
デ
ー
タ
収
集
の
方
法
並
び
に
デ
ー
タ
収

集
に
伴
う
諸
問
題
へ
の
対
処
方
法
を
体
験
的
に
学
習
す
る
。

 
3.

 
デ
ー
タ
分
析
の
実
施
：
指
導
担
当
教
員
の
指
導
を
継
続
的
に
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
結
果
の
妥
当
性
･信

頼
性

を
高
め
る
と
同
時
に
、
分
析
能
力
を
培
う
。

 
4.

 
分
析
結
果
の
考
察
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
考
察
し
、
中
間
発
表
の
準
備
を
す
る
。

 
5.

 
研
究
過
程
な
ら
び
に
成
果
の
発
表
：
合
同
検
討
会
で
研
究
成
果
を
中
間
発
表
す
る
。

 
【
後
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
6.

 
分
析
結
果
の
考
察
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
文
献
検
討
に
よ
り
考
察
を
深
め
る
。

 
7.

 
研
究
論
文
の
作
成
：
中
間
発
表
で
の
質
疑
、
指
摘
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
連
の
研
究
過
程
の
成
果
を
ま
と
め
て
修

士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
8.

 
研
究
論
文
の
発
表
：
公
開
発
表
会
で
成
果
を
発
表
す
る
。

 
研
究
論
文
の
修
正
･完

成
：
発
表
お
よ
び
論
文
審
査
で
指
摘
を
受
け
た
箇
所
を
修
正
し
、
論
文
を
仕
上
げ
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 
 

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る

 
 

評
価
方
法

 
研
究
実
施
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
、
デ
ー
タ
収
集
、
デ
ー
タ
分
析
、
結
果
の
考
察
、
論
理
的
思
考
過
程
と
論
述
等
、
修
士

論
文
作
成
の
一
連
の
過
程
に
お
け
る
成
果
な
ら
び
に
学
習
態
度
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

 

そ
の
他

 
研
究
手
法
（
質
的
研
究
・
量
的
研
究
）
に
よ
り
、
授
業
の
進
め
方
は
異
な
る
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅱ
（
精
神
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授
 
石
橋
照
子
 
 
教
授
 
大
森
眞
澄

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
02

05
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
８

 

授
業
の
概
要

 

精
神
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
へ
の
看
護
支
援
に
関
す
る
質
の
高
い
実
践
を
導
く
た
め
の
研
究
を
行
う
。

 
特
別
研
究
Ⅰ
に
よ
り
作
成
し
た
研
究
計
画
書
を
も
と
に
研
究
を
進
め
、
修
士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
研
究
倫
理
審
査
申
請
後
、
研
究
計
画
に
沿
っ
て
、
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
解
釈
、
考
察
な
ど
中
間
発
表
を
行
う

.そ
の
後
、

論
文
を
作
成
し
、
公
開
発
表
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
学
ぶ
。

 

授
業
の
内
容

 

内
容

 
学
生
に
よ
り
進
度
は
異
な
る
が
目
安
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
取
り
組
む
。

 
【
前
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
フフ
ィィ
ーー
ルル
ドド
開開
拓拓

  
· 

研
究
急
力
の
依
頼
並
び
に
研
究
対
象
者
の
選
択
の
課
程
を
通
じ
て
、適

切
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
す
る
方
法
を
学

ぶ
。

 
デデ
ーー
タタ
収収
集集
のの
実実
施施

  
· 

実
際
に
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、適

切
な
デ
ー
タ
収
集
の
方
法
並
び
に
デ
ー
タ
収
集
に
伴
う
諸
問
題
へ

の
対
処
方
法
を
体
験
的
に
学
習
す
る
。

 
デデ
ーー
タタ
分分
析析
のの
実実
施施

  
· 

指
導
教
員
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
を
適
宜
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
結
果
の
妥
当
性
･信

頼
性
を
高
め
る
と
同
時

に
、
分
析
能
力
を
培
う
。

 
· 

ゼ
ミ
、・

合
同
検
討
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
分
析
を
進
め
る
。

 
【
後
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
分分
析析
結結
果果
のの
考考
察察

  
· 

分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
文
献
検
討
に
よ
り
考
察
を
深
め
る
。

 
修修
士士
論論
文文
のの
作作
成成

  
· 

ゼ
ミ
、・

合
同
検
討
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
一
連
の
研
究
過

程
の
成
果
を
ま
と
め
て
修
士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
修修
士士
論論
文文
のの
発発
表表

  
· 

公
開
発
表
会
で
成
果
を
発
表
す
る
。

 
修修
士士
論論
文文
のの
修修
正正
･･完完

成成
  

· 
発
表
お
よ
び
論
文
審
査
で
指
摘
を
受
け
た
箇
所
を
修
正
し
、
論
文
を
仕
上
げ
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
D.

 F
. ポ

ー
リ
ッ
ト
／

C.
 T

. ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤
 
潤
子
（

20
10

）
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
第

2版
，
医
学
書

院
 

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
デ
ー
タ
収
集
･デ

ー
タ
分
析
結
果
の
考
察
、
修
士
論
文
作
成
の
一
連
の
過
程
に
お
け
る
成
果
な
ら
び
に
学
習
態
度
を
総
合

的
に
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 
  

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅱ
（
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授
 
梶
谷
み
ゆ
き
、

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
02

06
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
８

 

授
業
の
概
要

 

加
齢
に
伴
う
生
活
機
能
障
害
を
持
つ
高
齢
者
と
そ
の
家
族
、
健
康
障
害
に
よ
り
医
療
施
設
・
高
齢
者
施
設
・
在
宅
等
で

療
養
中
の
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
看
護
実
践
で
、
特
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
観
点
か
ら
質
の
高
い
実
践

を
導
く
た
め
の
研
究
を
行
う
。

 
特
別
研
究
Ⅰ
で
作
成
し
た
研
究
計
画
書
を
も
と
に
研
究
を
進
め
、
修
士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
研
究
倫
理
審
査
承
認
後
、
指
導
担
当
教
員
の
指
導
を
継
続
的
に
受
け
な
が
ら
研
究
計
画
に
沿
っ
て
研
究
を
展
開
す
る
。

収
集
デ
ー
タ
・
分
析
・
結
果
・
考
察
な
ど
に
つ
い
て
、
論
理
的
思
考
の
精
度
と
論
述
の
一
貫
性
を
高
め
る
。
そ
の
後
、
公

開
発
表
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
論
文
を
作
成
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

学
生
に
よ
り
進
度
は
異
な
る
が
目
安
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
取
り
組
む
。

 
【
前
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
1.

 
フ
ィ
ー
ル
ド
開
拓
：
研
究
課
題
に
整
合
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
検
討
し
、
研
究
協
力
依
頼
並
び
に
研
究
対
象
者
の
選
択

方
法
の
明
確
化
等
、
適
切
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
と
協
力
体
制
づ
く
り
に
関
す
る
方
法
を
学
ぶ
。

 
2.

 
デ
ー
タ
収
集
の
実
施
：
実
際
に
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
デ
ー
タ
収
集
の
方
法
並
び
に
デ
ー
タ
収

集
に
伴
う
諸
問
題
へ
の
対
処
方
法
を
体
験
的
に
学
習
す
る
。

 
3.

 
デ
ー
タ
分
析
の
実
施
：
指
導
担
当
教
員
の
指
導
を
継
続
的
に
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
結
果
の
妥
当
性
･信

頼
性

を
高
め
る
と
同
時
に
、
分
析
能
力
を
培
う
。

 
4.

 
分
析
結
果
の
考
察
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
考
察
し
、
中
間
発
表
の
準
備
を
す
る
。

 
5.

 
研
究
過
程
な
ら
び
に
成
果
の
発
表
：
合
同
検
討
会
で
研
究
成
果
を
中
間
発
表
す
る
。

 
【
後
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
6.

 
分
析
結
果
の
考
察
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
文
献
検
討
に
よ
り
考
察
を
深
め
る
。

 
7.

 
研
究
論
文
の
作
成
：
中
間
発
表
で
の
質
疑
、
指
摘
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
連
の
研
究
過
程
の
成
果
を
ま
と
め
て
修

士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
8.

 
研
究
論
文
の
発
表
：
公
開
発
表
会
で
成
果
を
発
表
す
る
。

 
研
究
論
文
の
修
正
･完

成
：
発
表
お
よ
び
論
文
審
査
で
指
摘
を
受
け
た
箇
所
を
修
正
し
、
論
文
を
仕
上
げ
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 
 

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る

 
 

評
価
方
法

 
研
究
実
施
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
、
デ
ー
タ
収
集
、
デ
ー
タ
分
析
、
結
果
の
考
察
、
論
理
的
思
考
過
程
と
論
述
等
、
修
士

論
文
作
成
の
一
連
の
過
程
に
お
け
る
成
果
な
ら
び
に
学
習
態
度
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

 

そ
の
他

 
研
究
手
法
（
質
的
研
究
・
量
的
研
究
）
に
よ
り
、
授
業
の
進
め
方
は
異
な
る
。

 

 

科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅱ
（
地
域
保
健
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
 
 
教
授

 谷
口
敏
代
 
 
教
授

 山
下
一
也

 
教
授

 小
田
美
紀
子
 
 
講
師

 小
川
智
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 
研
究
計
画
に
基
づ
き
研
究
を
す
す
め
、
地
域
保
健
に
関
す
る
修
士
論
文
を
作
成
す
る
。
収
集
デ
ー
タ
、
分
析
、
結
果
、
考

察
な
ど
に
つ
い
て
中
間
発
表
を
経
て
論
理
的
思
考
の
精
度
と
論
述
の
一
貫
性
を
高
め
る
。
そ
の
後
、
公
開
発
表
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
論
文
を
作
成
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
学
生
に
よ
り
進
度
は
異
な
る
が
目
安
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
取
り
組
む
。

 
【
春
学
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
1.

 フ
ィ
ー
ル
ド
開
拓
：
研
究
課
題
に
整
合
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
検
討
し
、
研
究
協
力
依
頼
並
び
に
研
究
対
象
者
の
選
択

方
法
の
明
確
化
等
、
適
切
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
と
協
力
体
制
づ
く
り
に
関
す
る
方
法
を
学
ぶ
。

 
2.

 デ
ー
タ
収
集
の
実
施
：
実
際
に
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
デ
ー
タ
収
集
の
方
法
並
び
に
デ
ー
タ
収

集
に
伴
う
諸
問
題
へ
の
対
処
方
法
を
体
験
的
に
学
習
す
る
。

 
3.

 デ
ー
タ
分
析
の
実
施
：
指
導
担
当
教
員
の
指
導
を
継
続
的
に
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
結
果
の
妥
当
性
･信

頼
性

を
高
め
る
と
同
時
に
、
分
析
能
力
を
培
う
。

 
4.

 分
析
結
果
の
考
察
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
考
察
し
、
中
間
発
表
の
準
備
を
す
る
。

 
5.

 研
究
過
程
な
ら
び
に
成
果
の
発
表
：
研
究
成
果
を
中
間
発
表
す
る
。

 
 【
秋
学
期
 
第

1週
～
第

15
週
】

 
6.

 分
析
結
果
の
考
察
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
文
献
検
討
に
よ
り
考
察
を
深
め
る
。

 
7.

 研
究
論
文
の
作
成
：
中
間
発
表
で
の
質
疑
、
指
摘
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
連
の
研
究
過
程
の
成
果
を
ま
と
め
て
修

士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
8.

 研
究
論
文
の
発
表
：
公
開
発
表
会
で
成
果
を
発
表
す
る
。

 
9.

 研
究
論
文
の
修
正
･完

成
：
発
表
お
よ
び
論
文
審
査
で
指
摘
を
受
け
た
箇
所
を
修
正
し
、
論
文
を
仕
上
げ
る
。

 
 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
研
究
実
施
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
、
デ
ー
タ
収
集
、
デ
ー
タ
分
析
、
結
果
の
考
察
、
論
理
的
思
考
過
程
と
論
述
等
、
修
士

論
文
作
成
の
一
連
の
過
程
に
お
け
る
成
果
な
ら
び
に
学
習
態
度
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
 
こ
の
科
目
は
、
主
・
副
の
研
究
指
導
教
員
が
担
当
す
る
。

 
 
授
業
は
、
内
容
に
よ
っ
て
学
生
と
相
談
し
な
が
ら
遠
隔
授
業
と
対
面
授
業
を
選
択
し
て
行
う
が
、
指
導
教
員
に
報
告
・

相
談
し
な
が
ら
、
主
体
的
に
取
組
む
こ
と
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
特
別
研
究
Ⅱ
（
看
護
教
育
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子
 
 
准
教
授
 
高
橋
梢
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
８

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
特
別
研
究
Ⅰ
に
お
い
て
作
成
し
た
研
究
計
画
書
を
も
と
に
研
究
を
進
め
、
看
護
教
育
学
に
関
す
る
質
の
高
い
実

践
に
寄
与
す
る
修
士
論
文
を
作
成
す
る
。

 
［
目
標
］

 
①
 研

究
計
画
に
沿
っ
て
、
研
究
倫
理
を
踏
ま
え
研
究
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

②
 合

同
検
討
会
な
ど
で
の
意
見
を
受
け
、
研
究
の
質
を
高
め
る
た
め
に
対
策
を
検
討
で
き
る
。
 

③
 研

究
結
果
を
多
角
的
に
分
析
し
、
問
題
の
本
質
と
解
決
策
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
④
 研

究
結
果
か
ら
、
看
護
教
育
学
へ
の
具
体
的
な
提
言
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

内
容

 

学
生
に
よ
り
進
度
は
異
な
る
が
、
目
安
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
取
り
組
む
。
 

【
前
期
 
第

1
週
～
第

15
週
】
 

1.
 フ

ィ
ー
ル
ド
開
拓
：
研
究
協
力
の
依
頼
並
び
に
研
究
対
象
者
の
選
択
の
過
程
を
通
じ
て
、
適
切
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開

拓
す
る
方
法
を
学
ぶ
。
 

2.
 デ

ー
タ
収
集
の
実
施
：
実
際
に
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
デ
ー
タ
収
集
の
方
法
並
び
に
デ
ー
タ
収

集
に
伴
う
諸
問
題
へ
の
対
処
方
法
を
体
験
的
に
学
習
す
る
。
 

3.
 デ

ー
タ
分
析
の
実
施
：
指
導
教
員
の
指
導
を
継
続
的
に
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
結
果
の
妥
当
性
･信

頼
性
を
高

め
る
と
同
時
に
、
分
析
能
力
を
培
う
。
 

4.
 分

析
結
果
の
考
察
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
考
察
し
、
中
間
発
表
の
準
備
を
す
る
。
 

5.
 研

究
論
文
の
発
表
：
中
間
発
表
で
成
果
を
発
表
す
る
。
 

【
後
期
 
第

1
週
～
第

15
週
】
 

6.
 分

析
結
果
の
考
察
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、
文
献
検
討
に
よ
り
考
察
を
深
め
る
。
 

7.
 研

究
論
文
の
作
成
：
中
間
発
表
で
の
質
疑
、
指
摘
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
連
の
研
究
過
程
の
成
果
を
ま
と
め
て
修

士
論
文
を
作
成
す
る
。
 

8.
 研

究
論
文
の
発
表
：
公
開
発
表
会
で
成
果
を
発
表
す
る
。
 

9.
 研

究
論
文
の
修
正
･完

成
：
発
表
お
よ
び
論
文
審
査
で
指
摘
を
受
け
た
箇
所
を
修
正
し
、
論
文
を
仕
上
げ
る
。
 

※
上
記
の
他
、
研
究
に
最
新
知
見
を
反
映
す
る
た
め
抄
読
会
に
参
加
す
る
 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
紹
介
す
る
 

参
考
文
献

 
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
［
修
士
論
文
］
60
％
（
審
査
基
準
に
基
づ
き
評
価
）
 

［
公
開
発
表
会
・
最
終
試
験
等
］
25
％
（
審
査
基
準
に
基
づ
き
評
価
）
 

［
課
題
の
内
容
・
課
題
探
求
の
姿
勢
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
15
％
（
プ
ロ
セ
ス
の
総
合
的
評
価
）
 

そ
の
他

 
・
各
学
期
に
は
、
国
内
外
の
研
究
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

2編
以
上
の
抄
読
を
担
当
す
る
。

 
・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。

 

 



− 42 −



 

 

 

博 士 前 期 課 程 

高度実践者養成コース 

助産学領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



− 43 −



− 44 −



− 45 −

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
理
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
岡
安
誠
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

00
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

授
業
の
目
的
は
、
看
護
実
践
の
基
盤
と
な
る
看
護
に
お
け
る
代
表
的
な
看
護
理
論
を
取
り
上
げ
、
理
論
と
看
護
現
象
と
の

関
係
に
つ
い
て
理
解
し
、
看
護
実
践
へ
の
活
用
を
探
究
す
る
。

 
①

 看
護
実
践
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
諸
理
論
の
形
成
と
体
系
化
の
歴
史
的
変
遷
と
発
展
の
過
程
を
学
修
す
る
。

 
②

 諸
理
論
は
看
護
の
臨
床
現
場
で
出
会
う
現
象
や
看
護
実
践
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

 
③
実
践
・
教
育
・
研
究
へ
の
看
護
理
論
の
適
用
の
実
際
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当
者

 
月
日

 

1 
【
講
義
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
 

 
岡
安

 
 

2 
【
講
義
】
看
護
理
論
と
は

 
岡
安

 
 

3 
【
講
義
】
看
護
の
歴
史
的
発
展
過
程
と
看
護
理
論
（

1）
 

岡
安

 
 

4 
【
講
義
】
看
護
の
歴
史
的
発
展
過
程
と
看
護
理
論
（

2）
 

岡
安

 
 

5 
【
講
義
】
看
護
理
論
の
分
析
と
評
価
（

1）
 

岡
安

 
 

6 
【
講
義
】
看
護
理
論
の
分
析
と
評
価
（

2）
 

岡
安

 
 

7 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
看
護
実
践
・
教
育
へ
の
適
応
〔
現
象
の
分
析
〕（

1）
 

岡
安

 
 

8 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
看
護
実
践
・
教
育
へ
の
適
応
〔
現
象
の
分
析
〕（

2）
 

岡
安

 
 

9 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

1）
 

岡
安

 
 

10
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

2）
 

岡
安

 
 

11
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

3）
 

岡
安

 
 

12
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

4）
 

岡
安

 
 

13
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

5）
 

岡
安

 
 

14
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

6）
 

岡
安

 
 

15
 
【
演
習
】
ま
と
め
 

 
岡
安

 
 

テ
キ
ス
ト

 
筒
井
眞
優
美
（

20
20
）：
看
護
理
論
家
の
業
績
と
理
論
評
価

 第
2版
、
医
学
書
院

 

参
考
文
献

 
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
／
太
田
喜
久
子
、
筒
井
眞
優
美
訳
（

20
08
）：
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
看
護
理
論
の
分
析
と
評
価
新
訂
版
、

 
医
学
書
院

 
・
黒
田
裕
子
（

20
09
）：
よ
く
わ
か
る
中
範
囲
理
論
、
学
研

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

40
％
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
貢
献
度

30
％
、
レ
ポ
ー
ト

30
％
を
総
合
し
て
評
価
す
る
。
 

レ
ポ
ー
ト
課
題
「
看
護
実
践
に
看
護
理
論
を
適
応
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
事
例
を
踏
ま
え
て
記
述
す
る
」
 

そ
の
他

 
・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。

 
 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
倫
理
特
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
准
教
授
 
高
橋
梢
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

01
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

[目
的

] 
医
療
現
場
に
お
い
て
起
こ
っ
て
い
る
倫
理
的
な
問
題
・
葛
藤
に
つ
い
て
、
看
護
職
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
判
断
、

対
応
し
た
ら
よ
い
か
、
看
護
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
的
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
探
究
す
る
。

 
[目
標

] 
①

 
看
護
倫
理
と
は
何
か
を
理
解
す
る
。

 
②

 
看
護
職
の
倫
理
綱
領
の
内
容
を
深
く
理
解
す
る
。

 
③

 
倫
理
的
な
看
護
実
践
の
基
盤
と
な
る
諸
理
論
・
諸
概
念
を
理
解
す
る
。

 
④

 
看
護
実
践
の
場
で
起
き
て
い
る
倫
理
的
課
題
と
倫
理
判
断
の
方
法
を
理
解
す
る
。

 
⑤

 
倫
理
的
問
題
の
解
決
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
理
解
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
 

内
容

 
方
法

 

１
）

 
授
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
看
護
倫
理
と
は
、
看
護
倫
理
の
歴
史
、
責
任
と
専
門
職

 
講
義

 

２
）

 
看
護
職
の
倫
理
綱
領
、
第
４
回
の
課
題
提
示

 
講
義

 

３
）

 
看
護
倫
理
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
徳
の
倫
理
、
原
則
の
倫
理
、
ケ
ア
の
倫
理
）

 
講
義

 

４
）

 
看
護
を
取
り
巻
く
倫
理
的
問
題
（

AC
P、
身
体
拘
束
、
地
域
看
護
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
、
災
害
・

感
染
症
流
行
時
の
倫
理
的
問
題
等
）

 

プ
レ
ゼ
ン

 

５
）

 
看
護
倫
理
に
関
係
す
る
重
要
な
言
葉
（
道
徳
的
感
受
性
と
道
徳
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
看
護
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
、
協
力
と
協
働
）、
第
７
回
の
課
題
提
示

 
講
義

 

６
）

 
看
護
倫
理
に
関
係
す
る
重
要
な
言
葉
（
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
個
人
の
権
利
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
フ
ォ

ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
）

 
講
義

 

７
）

 
倫
理
的
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

 
プ
レ
ゼ
ン

 

８
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

９
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

10
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

11
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

12
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

13
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

14
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

15
）

 
倫
理
的
課
題
へ
の
対
策
・
取
組
 
ま
と
め

 
講
義

 

テ
キ
ス
ト

 
小
西
恵
美
子
編
．（

20
21
）．
看
護
学
テ
キ
ス
ト

N
iC

E
看
護
倫
理
（
改
訂
第
３
版
）
よ
い
看
護
・
よ
い
看
護
師
へ
の
道
し

る
べ
．
南
江
堂
．

 

参
考
文
献

 
サ
ラ
Ｔ
．
フ
ラ
イ
著
、
片
田
範
子
・
山
本
あ
い
子
訳
．（

20
05
）．
看
護
実
践
の
倫
理
第
３
版
．
日
本
看
護
協
会
出
版
会
．

 
宮
坂
道
夫
．（

20
18
）．
系
統
看
護
学
講
座
 
別
巻
 
看
護
倫
理
．
医
学
書
院

 
看
護
職
の
倫
理
綱
領
（

20
21
）
日
本
看
護
協
会
．

ht
tp

s:/
/w

ww
.n

ur
se

.or
.jp

/n
ur

sin
g/p

ra
ct

ice
/ri

nr
i/r

in
ri.

ht
m

l 

評
価
方
法

 
授
業
へ
の
参
加
度
、
課
題
へ
の
取
組

50
％
、
レ
ポ
ー
ト

50
％
の
割
合
で
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 
原
則
、
遠
隔
授
業
と
し
ま
す
。
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科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
森
眞
澄
、
教
授
 
石
橋
照
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

医
療
、
看
護
の
専
門
性
が
高
ま
る
中
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
や
組
織
の
部
門
・
部
署
を
超
え
て
、
継
続
的
で
柔

軟
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
知
識
や
技
術
に
つ
い
て

学
習
を
深
め
、
看
護
職
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
と
相
互
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
己
お
よ
び
組
織
の
課
題
に
直
面

し
、
問
題
解
決
に
向
か
い
、
行
動
を
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
能
力
を
育
成
す
る
。
大
学
院
生
が
体
験
し
た
事
例
を

分
析
・
検
討
し
、
最
終
的
に
は
、
看
護
実
践
に
関
す
る
相
談
・
支
援
活
動
お
よ
び
専
門
職
種
間
の
協
働
・
連
携
の
調
整
者

と
し
て
、
組
織
ま
た
は
個
人
を
多
角
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
看
護
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の

理
論
と
実
践
方
法
を
学
び
、
看
護
職
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
領
域
の
専
門
家
に
対
す
る
相
談
・
支
援
・
調

整
活
動
を
行
う
基
盤
と
な
る
能
力
を
探
究
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
月
日

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
、
特
性
、
目
的
、
意
義
、
職
業
倫
理
と
契
約

 
大
森

 

2 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
４
つ
の
モ
デ
ル
と
そ
の
特
徴

 
大
森

 

3 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
、
技
法
、
評
価

 
大
森

 

4 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
関
係
と
面
接

 
大
森

 

5 
 

リ
エ
ゾ
ン
精
神
看
護
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
必
要
な
能
力

 
大
森

 

6 
 

組
織
の
ス
ト
レ
ス
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
大
森

 

7 
 

看
護
職
の
ス
ト
レ
ス
の
特
徴
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
理
論
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
石
橋

 

8 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
１
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

9 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
２
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

10
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
３
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

11
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
４
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

12
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

13
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
、（

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

14
 

集
中

 
グ
ル
ー
プ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

15
 

集
中

 
組
織
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

テ
キ
ス
ト

 

①
 

E.
H

.シ
ャ
イ
ン
著
，
稲
葉
元
吉
，
尾
川
丈
一
訳

(2
01

6)
：
プ
ロ
セ
ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
 
援
助
関
係
を
築
く

こ
と
，
白
桃
書
房
．

 
②

 
土
居
健
郎
著
（

20
07

）：
新
訂
 
方
法
と
し
て
の
面
接
 
臨
床
家
の
た
め
に
 
医
学
書
院

 
③

 
ア
ン
ト
ン
・
オ
ブ
ホ
ル
ツ
ｱー

，
ヴ
ェ
ガ
・
ザ
ジ
ェ
・
ロ
バ
ー
ツ
編
，
武
井
麻
子
監
訳
（

20
14

）：
組
織
の
ス
ト
レ
ス

と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
金
剛
出
版
．

 

参
考
文
献

 
①
 
宇
佐
美
し
お
り
、
野
末
聖
香
編
集
（

20
14

）：
精
神
看
護
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
必
要
な
理
論
と
技
法
，
日
本
看
護
協

会
出
版
会
．

 
②
 
山
本
和
郞
（

20
00

）
:危

機
介
入
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
．

  

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
］
60
％
 
（
具
体
的
事
例
を
分
析
し
、
考
察
し
た
レ
ポ
ー
ト
）
 

［
授
業
態
度
］
40
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
 デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
自
体
が
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
磨
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
あ
る
。

 
積
極
的
に
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
ら
の
実
践
経
験
を
振
り
返
る
。

 

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
研
究
方
法
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
森
山
美
香
、
教
授
 
藤
田
小
矢
香

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

05
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
 

看
護
専
門
職
と
し
て
、
よ
り
良
い
看
護
実
践
を
行
う
た
め
に
看
護
研
究
を
行
う
こ
と
は
責
務
で
あ
る
。
本
科
目
で
は
、

臨
床
お
よ
び
教
育
現
場
に
お
け
る
疑
問
や
問
題
に
つ
い
て
研
究
倫
理
を
遵
守
し
，
科
学
的
に
解
明
・
検
証
し
て
い
く
た
め

に
必
要
と
な
る
妥
当
性
・
信
頼
性
の
高
い
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
学
ぶ
。
 

［
目
標
］
 

1）
看
護
研
究
の
特
徴
お
よ
び
意
義
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

2）
量
的
研
究
・
質
的
研
究
の
特
徴
お
よ
び
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

3）
量
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
統
計
に
よ
る
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

4）
質
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
デ
ー
タ
の
質
的
な
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

5）
看
護
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
の
重
要
性
と
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
 

6）
具
体
的
に
看
護
研
究
計
画
立
案
に
向
け
た
検
討
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
概
観
と
研
究
倫
理
 

森
山
 

2 
文
献
検
索
の
方
法
と
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
 

森
山
 

3 
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
：
演
習
 

森
山
 

4 
量
的
研
究
（
1）
：
量
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
 

藤
田
 

5 
量
的
研
究
（
2）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み
 

藤
田
 

6 
量
的
研
究
（
3）
：
記
述
統
計
と
デ
ー
タ
の
種
類
、
統
計
分
析
の
基
本

 
藤
田
 

7 
量
的
研
究
（
4）
：
平
均
値
の
比
較
（
T
検
定
・
分
散
分
析
）
と
相
関
関
係
分
析

 
藤
田
 

8 
量
的
研
究
（
5）
：
順
序
分
類
の
比
較
（
χ
２
検
定
・
Ma
nn
-W
hi
tn
ey
検
定
・
Kr
us
ka
l-
Wa
ll
is
検
定
）

 
藤
田
 

9 
質
的
研
究
（
1）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
1）

 
森
山
 

10
 

質
的
研
究
（
2）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
2）

 
森
山
 

11
 

質
的
研
究
（
3）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み

 
森
山
 

12
 

質
的
研
究
（
4）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
1）

 
森
山
 

13
 

質
的
研
究
（
5）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
2）

 
森
山
 

14
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
1）
：
研
究
計
画
書
の
作
成

 
藤
田
 

15
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
2）
：
看
護
研
究
計
画
書
の
発
表

 
森
山
・
藤
田
 

テ
キ
ス
ト

 

1)
D.
F.
ポ
ー
リ
ッ
ト
／
C.
T.
ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤
 
潤
子
（
20
10
）．
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
第

2
版
，
医
学
書

院
．
 

2)
グ
レ
ッ
グ
美
鈴
，
麻
原
き
よ
み
，
横
山
美
江
編
著
（
20
16
）．
よ
く
わ
か
る
質
的
研
究
の
進
め
方
・
ま
と
め
方
 
看
護

研
究
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
め
ざ
し
て
（
第

2
版
），
医
歯
薬
出
版
．
 

参
考
文
献

 
授
業
内
で
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

[ク
リ
テ
ィ
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
] 
40
％
（
評
価
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

［
演
習
成
果
］
40
％
（
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
の
成
果
物
、
看
護
研
究
計
画
演
習
の
成
果
物
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

［
受
講
態
度
］
20
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
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科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
森
眞
澄
、
教
授
 
石
橋
照
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

医
療
、
看
護
の
専
門
性
が
高
ま
る
中
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
や
組
織
の
部
門
・
部
署
を
超
え
て
、
継
続
的
で
柔

軟
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
知
識
や
技
術
に
つ
い
て

学
習
を
深
め
、
看
護
職
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
と
相
互
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
己
お
よ
び
組
織
の
課
題
に
直
面

し
、
問
題
解
決
に
向
か
い
、
行
動
を
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
能
力
を
育
成
す
る
。
大
学
院
生
が
体
験
し
た
事
例
を

分
析
・
検
討
し
、
最
終
的
に
は
、
看
護
実
践
に
関
す
る
相
談
・
支
援
活
動
お
よ
び
専
門
職
種
間
の
協
働
・
連
携
の
調
整
者

と
し
て
、
組
織
ま
た
は
個
人
を
多
角
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
看
護
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の

理
論
と
実
践
方
法
を
学
び
、
看
護
職
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
領
域
の
専
門
家
に
対
す
る
相
談
・
支
援
・
調

整
活
動
を
行
う
基
盤
と
な
る
能
力
を
探
究
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
月
日

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
、
特
性
、
目
的
、
意
義
、
職
業
倫
理
と
契
約

 
大
森

 

2 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
４
つ
の
モ
デ
ル
と
そ
の
特
徴

 
大
森

 

3 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
、
技
法
、
評
価

 
大
森

 

4 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
関
係
と
面
接

 
大
森

 

5 
 

リ
エ
ゾ
ン
精
神
看
護
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
必
要
な
能
力

 
大
森

 

6 
 

組
織
の
ス
ト
レ
ス
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
大
森

 

7 
 

看
護
職
の
ス
ト
レ
ス
の
特
徴
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
理
論
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
石
橋

 

8 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
１
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

9 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
２
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

10
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
３
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

11
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
４
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

12
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

13
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
、（

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

14
 

集
中

 
グ
ル
ー
プ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

15
 

集
中

 
組
織
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

テ
キ
ス
ト

 

①
 

E.
H

.シ
ャ
イ
ン
著
，
稲
葉
元
吉
，
尾
川
丈
一
訳

(2
01

6)
：
プ
ロ
セ
ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
 
援
助
関
係
を
築
く

こ
と
，
白
桃
書
房
．

 
②

 
土
居
健
郎
著
（

20
07

）：
新
訂
 
方
法
と
し
て
の
面
接
 
臨
床
家
の
た
め
に
 
医
学
書
院

 
③

 
ア
ン
ト
ン
・
オ
ブ
ホ
ル
ツ
ｱー

，
ヴ
ェ
ガ
・
ザ
ジ
ェ
・
ロ
バ
ー
ツ
編
，
武
井
麻
子
監
訳
（

20
14

）：
組
織
の
ス
ト
レ
ス

と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
金
剛
出
版
．

 

参
考
文
献

 
①
 
宇
佐
美
し
お
り
、
野
末
聖
香
編
集
（

20
14

）：
精
神
看
護
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
必
要
な
理
論
と
技
法
，
日
本
看
護
協

会
出
版
会
．

 
②
 
山
本
和
郞
（

20
00

）
:危

機
介
入
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
．

  

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
］
60
％
 
（
具
体
的
事
例
を
分
析
し
、
考
察
し
た
レ
ポ
ー
ト
）
 

［
授
業
態
度
］
40
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
 デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
自
体
が
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
磨
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
あ
る
。

 
積
極
的
に
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
ら
の
実
践
経
験
を
振
り
返
る
。

 

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
研
究
方
法
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
森
山
美
香
、
教
授
 
藤
田
小
矢
香

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

05
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
 

看
護
専
門
職
と
し
て
、
よ
り
良
い
看
護
実
践
を
行
う
た
め
に
看
護
研
究
を
行
う
こ
と
は
責
務
で
あ
る
。
本
科
目
で
は
、

臨
床
お
よ
び
教
育
現
場
に
お
け
る
疑
問
や
問
題
に
つ
い
て
研
究
倫
理
を
遵
守
し
，
科
学
的
に
解
明
・
検
証
し
て
い
く
た
め

に
必
要
と
な
る
妥
当
性
・
信
頼
性
の
高
い
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
学
ぶ
。
 

［
目
標
］
 

1）
看
護
研
究
の
特
徴
お
よ
び
意
義
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

2）
量
的
研
究
・
質
的
研
究
の
特
徴
お
よ
び
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

3）
量
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
統
計
に
よ
る
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

4）
質
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
デ
ー
タ
の
質
的
な
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

5）
看
護
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
の
重
要
性
と
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
 

6）
具
体
的
に
看
護
研
究
計
画
立
案
に
向
け
た
検
討
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
概
観
と
研
究
倫
理
 

森
山
 

2 
文
献
検
索
の
方
法
と
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
 

森
山
 

3 
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
：
演
習
 

森
山
 

4 
量
的
研
究
（
1）
：
量
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
 

藤
田
 

5 
量
的
研
究
（
2）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み
 

藤
田
 

6 
量
的
研
究
（
3）
：
記
述
統
計
と
デ
ー
タ
の
種
類
、
統
計
分
析
の
基
本

 
藤
田
 

7 
量
的
研
究
（
4）
：
平
均
値
の
比
較
（
T
検
定
・
分
散
分
析
）
と
相
関
関
係
分
析

 
藤
田
 

8 
量
的
研
究
（
5）
：
順
序
分
類
の
比
較
（
χ
２
検
定
・
Ma
nn
-W
hi
tn
ey
検
定
・
Kr
us
ka
l-
Wa
ll
is
検
定
）

 
藤
田
 

9 
質
的
研
究
（
1）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
1）

 
森
山
 

10
 

質
的
研
究
（
2）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
2）

 
森
山
 

11
 

質
的
研
究
（
3）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み

 
森
山
 

12
 

質
的
研
究
（
4）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
1）

 
森
山
 

13
 

質
的
研
究
（
5）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
2）

 
森
山
 

14
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
1）
：
研
究
計
画
書
の
作
成

 
藤
田
 

15
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
2）
：
看
護
研
究
計
画
書
の
発
表

 
森
山
・
藤
田
 

テ
キ
ス
ト

 

1)
D.
F.
ポ
ー
リ
ッ
ト
／
C.
T.
ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤
 
潤
子
（
20
10
）．
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
第

2
版
，
医
学
書

院
．
 

2)
グ
レ
ッ
グ
美
鈴
，
麻
原
き
よ
み
，
横
山
美
江
編
著
（
20
16
）．
よ
く
わ
か
る
質
的
研
究
の
進
め
方
・
ま
と
め
方
 
看
護

研
究
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
め
ざ
し
て
（
第

2
版
），
医
歯
薬
出
版
．
 

参
考
文
献

 
授
業
内
で
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

[ク
リ
テ
ィ
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
] 
40
％
（
評
価
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

［
演
習
成
果
］
40
％
（
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
の
成
果
物
、
看
護
研
究
計
画
演
習
の
成
果
物
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

［
受
講
態
度
］
20
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

 

そ
の
他

 
・
原
則
、
授
業
は
「
遠 遠
隔隔
授授
業業
」」
と
す
る
。
 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え
て
進
め
る
。
主
体
的
な
参
加
を
期
待
す
る
。
 

・
15
回
の
「
看
護
研
究
計
画
書
の
発
表
」
は
、
質
疑
応
答
を
含
め

1
人

10
分
程
度
の
発
表
予
定
で
あ
る
。

 

 

科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
保
健
統
計
学
特
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
、
非
常
勤
講
師

 大
城
 
等

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
目
的
】

 
保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
研
究
で
使
用
さ
れ
る
主
要
な
統
計
学
的
手
法
を
理
解
し
、
目
的
に
応
じ
た
デ
ー
タ
分
析
を
実
践

す
る
た
め
の
知
識
と
方
法
、
科
学
的
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
。

 
【
目
標
】

 
①

 我
が
国
の
保
健
統
計
と
厚
生
労
働
統
計
に
用
い
る
主
な
比
率
及
び
用
語
、
保
健
統
計
の
概
要
を
理
解
で
き
る
。

 
②

 保
健
医
療
活
動
に
必
要
な
統
計
手
法
が
説
明
で
き
る
。

 
③

 高
度
な
分
析
手
法
を
用
い
た
論
文
を
読
み
取
り
、
看
護
研
究
で
活
用
さ
れ
て
い
る
統
計
方
法
を
批
判
的
な
視
点
で
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
④

 公
衆
衛
生
や
疫
学
の
視
点
で
分
析
さ
れ
た
事
例
を
理
解
し
、
保
健
統
計
の
活
用
に
つ
い
て
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
統
計
学
の
歴
史
と
意
義
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷
 

2 
我
が
国
の
保
健
統
計
と
厚
生
労
働
統
計
に
用
い
る
主
な
比
率
及
び
用
語
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

3 
デ
ー
タ
の
要
約
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

4 
統
計
的
推
論
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

5 
分
散
分
析
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

6～
8 

※
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 
高
度
な
分
析
手
法
を
用
い
た
論
文
を
読
み
解
く
。

 
（
主
成
分
分
析
、
因
子
分
析
、
判
別
分
析
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
、
生
存
分
析
、

et
c）

 

9～
14

 
※
分
析
事
例
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
城

 
 
様
々
な
分
析
事
例
を
学
び
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
結
果
を
読
み
解
く
。

 

15
 

※
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷
 

I
 k
e
e
p
 s
a
y
i
n
g
 t
h
a
t
 t
h
e
 s
e
x
y
 j
o
b
 i
n
 t
h
e
 n
e
x
t
 1
0
 y
e
a
r
s
 w
i
l
l
 b
e
 s
t
a
t
i
s
t
i
c
i
a
n
s
.
 

A
n
d
 
I
 
a
m
 
n
o
t
 
k
i
d
d
i
n
g
.
  （

2
0
0
9
年

N
e
w
 
Y
o
r
k
 
T
i
m
e
s
、

G
o
o
g
l
e
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
:
ハ
ル
・
ヴ
ァ
リ
ア
ン
博
士
）

テ
キ
ス
ト

 
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 

「
SP

SS
に
よ
る
統
計
デ
ー
タ
解
析
」
 
現
代
数
学
社

 
「
保
健
統
計
・
疫
学
」
 
福
富
和
夫
・
橋
本
修
二
 
南
山
堂

 
「
国
民
衛
生
の
動
向
」
 
一
般
財
団
法
人
厚
生
労
働
統
計
協
会

 
必
要
に
応
じ
て
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
授
業
中
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
理
解
度
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
 
こ
の
授
業
は
、
原
則
と
し
て

9～
14
回
は
対
面
、
他
の
回
は
遠
隔
授
業
で
行
う
。

 
 

6－
8回
は
、
各
学
生
が
高
度
な
分
析
手
法
を
用
い
た
論
文
を
見
つ
け
、
分
析
方
法
を
中
心
に
そ
の
論
文
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
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科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
し
ま
ね
の
健
康
と
長
寿

 
学
期

 
春
学
期

 
担
当
教
員

 
○
教
授
 吾

郷
美
奈
恵
、
准
教
授
 籠

橋
有
紀
子
 

選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
目
的
】

 
社
会
環
境
の
変
化
、
フ
ィ
ー
ル
ド
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
）
の
地
域
特
性
と
健
康
課
題
を
理
解
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
さ
ら
な

る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。
ま
た
そ
の
内
容
を
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
る
。

 
【
目
標
】

 
①

 
フ
ィ
ー
ル
ド
の
既
存
資
料
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
地
域
特
性
が
説
明
で
き
る
。

 
②

 
現
地
の
人
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
現
地
の
文
化
や
生
活
を
理
解
で
き
る
。

 
③

 
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。

 
④

 
報
告
会
を
通
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
力
が
修
得
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

コ
マ
数

 
内
容

 

1 ｜
 4 

事
前
学
習
：

7月
2日

（
土
）
①
～
④
時
限

 
◇
｢地

理
的
･気

象
的
｣｢
生
態
的
｣｢
人
為
的
｣情

報
※
と
人
々
の
暮
ら
し

 
◇
統
計
資
料
か
ら
み
た
変
遷
や
公
共
施
設
・
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

 
◇
保
健
医
療
福
祉
計
画
と
健
康
課
題

 

5 ｜
 

12
 

フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
：

7月
31

日
（
日
）
～

8月
1日

（
月
）
の

1泊
2日

 
◇
地
区
踏
査
（
地
域
を
歩
こ
う
！
）

 
◇
住
民
や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
（
西
ノ
島
の
好
き
な
と
こ
ろ
、
自
慢
し
た
い
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と
、
暮
ら
し
と
催
事
 
な
ど
）

 

13
 

｜
 

14
 

ま
と
め
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
の
健
康
と
長
寿
に
む
け
た
提
案
）：

8月
6日

（
土
）
①
②
時
限

 
◇
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク

 
テ
ー
マ
：
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”

 

15
 

報
告
会
：

8月
6日

（
土
）

8月
6日

（
土
）
④
時
限

 
テ
キ
ス
ト

 
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 

 
エ
リ
ザ
ベ
ス

T．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

 他
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
，
医
学
書
院
，

20
07

 
 

R．
エ
マ
ー
ソ
ン

 他
：
方
法
と
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
，
新
曜
社
，

20
18

 
 
佐
藤
郁
哉
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
技
法
，
新
曜
社
，

20
02

 
 
孫
大
輔
：
対
話
す
る
医
療
，
さ
く
ら
舎
，

20
18

 

評
価
方
法

 

以
下
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。
提
出
物
や
提
出
締
切
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
通
知
す
る
。
 


 事

前
学
習
：
20
％
 


 フ

ィ
ー
ル
ド
学
習
：
40
％
 


 ま

と
め
（
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
）：

40
％
 

そ
の
他

 

 
４
日
間
（
1
泊
を
含
む
）
の
集
中
講
義
（
対
面
）
と
し
て
行
う
。
 

 
交
通
費
や
食
費
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
に
要
す
る
費
用
は
全
て
自
己
負
担
で
あ
る
。

 
 
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
先
な
ど
、
教
員
に
確
認
し
な
が
ら
事
前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
こ
と
。

 
 
フ
ェ
リ
ー
の
欠
航
、
CO
VI
D-
19

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
学
内
学
習
と
し
、
電
話
等
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
死
生
学
特
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
﨏
美
樹
 

 
非
常
勤
講
師
 
安
藤
泰
至
 
 
竹
下
治
男

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

18
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
、
文
化
と
社
会
、
死
生
観
、
死
生
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
理
解
す
る
。
現
代

社
会
の
死
生
の
諸
問
題
に
対
し
、
看
護
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
実
践
に
つ
い
て
探
求
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
死
生
学
と
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】
 

 

2 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

3 
死
生
を
め
ぐ
る
文
化
と
社
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

4 
日
本
人
の
死
生
観
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

5 
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

6 
終
末
期
医
療
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

7 
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

8 
安
楽
死
・
尊
厳
死
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

9 
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

10
 
在
宅
看
取
り
（

1）
情
報
通
信
機
器
（

IC
T）
を
利
用
し
た
死
亡
診
断
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
 

 【
大
﨏
】

 

11
 
在
宅
看
取
り
（

2）
法
医
学
に
関
す
る
一
般
的
事
項
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
竹
下
】

 

12
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

1）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

13
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

2）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

14
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

3）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

15
 
全
体
を
通
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 

参
考
文
献

 
島
薗

 進
、
竹
内

 整
一
：
死
生
学

1 
死
生
学
と
は
何
か
，
東
京
大
学
出
版
会
，

20
08

 
適
宜
、
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
レ
ポ
ー
ト
課
題
：
60
％
 
 

授
業
参
加
態
度
：
40
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 

・
授
業
実
施
方
法
：
原
則
、「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
非
常
勤
講
師
の
授
業
に
つ
い
て
は
、「
対
面
」
と
す
る
場

合
が
あ
る
。

 
・
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。
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科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
し
ま
ね
の
健
康
と
長
寿

 
学
期

 
春
学
期

 
担
当
教
員

 
○
教
授
 吾

郷
美
奈
恵
、
准
教
授
 籠

橋
有
紀
子
 

選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
目
的
】

 
社
会
環
境
の
変
化
、
フ
ィ
ー
ル
ド
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
）
の
地
域
特
性
と
健
康
課
題
を
理
解
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
さ
ら
な

る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。
ま
た
そ
の
内
容
を
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
る
。

 
【
目
標
】

 
①

 
フ
ィ
ー
ル
ド
の
既
存
資
料
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
地
域
特
性
が
説
明
で
き
る
。

 
②

 
現
地
の
人
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
現
地
の
文
化
や
生
活
を
理
解
で
き
る
。

 
③

 
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。

 
④

 
報
告
会
を
通
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
力
が
修
得
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

コ
マ
数

 
内
容

 

1 ｜
 4 

事
前
学
習
：

7月
2日

（
土
）
①
～
④
時
限

 
◇
｢地

理
的
･気

象
的
｣｢
生
態
的
｣｢
人
為
的
｣情

報
※
と
人
々
の
暮
ら
し

 
◇
統
計
資
料
か
ら
み
た
変
遷
や
公
共
施
設
・
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

 
◇
保
健
医
療
福
祉
計
画
と
健
康
課
題

 

5 ｜
 

12
 

フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
：

7月
31

日
（
日
）
～

8月
1日

（
月
）
の

1泊
2日

 
◇
地
区
踏
査
（
地
域
を
歩
こ
う
！
）

 
◇
住
民
や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
（
西
ノ
島
の
好
き
な
と
こ
ろ
、
自
慢
し
た
い
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と
、
暮
ら
し
と
催
事
 
な
ど
）

 

13
 

｜
 

14
 

ま
と
め
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
の
健
康
と
長
寿
に
む
け
た
提
案
）：

8月
6日

（
土
）
①
②
時
限

 
◇
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク

 
テ
ー
マ
：
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”

 

15
 

報
告
会
：

8月
6日

（
土
）

8月
6日

（
土
）
④
時
限

 
テ
キ
ス
ト

 
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 

 
エ
リ
ザ
ベ
ス

T．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

 他
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
，
医
学
書
院
，

20
07

 
 

R．
エ
マ
ー
ソ
ン

 他
：
方
法
と
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
，
新
曜
社
，

20
18

 
 
佐
藤
郁
哉
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
技
法
，
新
曜
社
，

20
02

 
 
孫
大
輔
：
対
話
す
る
医
療
，
さ
く
ら
舎
，

20
18

 

評
価
方
法

 

以
下
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。
提
出
物
や
提
出
締
切
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
通
知
す
る
。
 


 事

前
学
習
：
20
％
 


 フ

ィ
ー
ル
ド
学
習
：
40
％
 


 ま

と
め
（
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
）：

40
％
 

そ
の
他

 

 
４
日
間
（
1
泊
を
含
む
）
の
集
中
講
義
（
対
面
）
と
し
て
行
う
。
 

 
交
通
費
や
食
費
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
に
要
す
る
費
用
は
全
て
自
己
負
担
で
あ
る
。

 
 
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
先
な
ど
、
教
員
に
確
認
し
な
が
ら
事
前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
こ
と
。

 
 
フ
ェ
リ
ー
の
欠
航
、
CO
VI
D-
19

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
学
内
学
習
と
し
、
電
話
等
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
死
生
学
特
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
﨏
美
樹
 

 
非
常
勤
講
師
 
安
藤
泰
至
 
 
竹
下
治
男

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

18
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
、
文
化
と
社
会
、
死
生
観
、
死
生
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
理
解
す
る
。
現
代

社
会
の
死
生
の
諸
問
題
に
対
し
、
看
護
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
実
践
に
つ
い
て
探
求
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
死
生
学
と
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】
 

 

2 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

3 
死
生
を
め
ぐ
る
文
化
と
社
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

4 
日
本
人
の
死
生
観
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

5 
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

6 
終
末
期
医
療
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

7 
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

8 
安
楽
死
・
尊
厳
死
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

9 
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

10
 
在
宅
看
取
り
（

1）
情
報
通
信
機
器
（

IC
T）
を
利
用
し
た
死
亡
診
断
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
 

 【
大
﨏
】

 

11
 
在
宅
看
取
り
（

2）
法
医
学
に
関
す
る
一
般
的
事
項
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
竹
下
】

 

12
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

1）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

13
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

2）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

14
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

3）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

15
 
全
体
を
通
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 

参
考
文
献

 
島
薗

 進
、
竹
内

 整
一
：
死
生
学

1 
死
生
学
と
は
何
か
，
東
京
大
学
出
版
会
，

20
08

 
適
宜
、
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
レ
ポ
ー
ト
課
題
：
60
％
 
 

授
業
参
加
態
度
：
40
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 

・
授
業
実
施
方
法
：
原
則
、「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
非
常
勤
講
師
の
授
業
に
つ
い
て
は
、「
対
面
」
と
す
る
場

合
が
あ
る
。

 
・
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。

 
 

 

  

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
保
健
医
療
福
祉
政
策
論
Ⅰ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
谷
口
敏
代

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

10
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

保
健
医
療
福
祉
分
野
に
お
い
て
、
看
護
職
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
理
解
す
る
た
め
に
、
保
健
医
療
福
祉
に
係
る
制
度
及

び
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
基
礎
的
な
知
識
を
深
め
る
。

 
ま
た
、
地
域
医
療
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
状
も
理
解
し
、
実
際
的
に
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
り
連
携

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
探
索
的
に
学
び
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

 
目
標

 
1)

 
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
看
護
職
が
果
た
す
役
割
と
課
題
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2)

 
障
害
者
福
祉
制
度
に
お
け
る
看
護
職
が
果
た
す
役
割
と
課
題
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
3)

 
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
お
け
る
看
護
職
が
果
た
す
役
割
と
課
題
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
4)

 
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
制
度
を
取
り
巻
く
課
題
を
理
解
し
，
看
護
職
が
果
た
す
役
割
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
介
護
保
険
制
度
と
障
害
福
祉
制
度

(1
) 

2 
介
護
保
険
制
度
と
障
害
福
祉
制
度

(2
) 

3 
介
護
保
険
事
業
計
画
と
障
害
福
祉
計
画

 

4 
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
と
権
利
擁
護
に
関
す
る
制
度
（

1）
 

5 
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
と
権
利
擁
護
に
関
す
る
制
度
（

2）
 

6 
障
害
者
の
手
帳
制
度

 

7 
年
金
制
度
と
生
活
保
護
制
度

 

8 
医
療
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
看
護
職
の
役
割
と
課
題
（

1）
 

9 
医
療
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
看
護
職
の
役
割
と
課
題
（

2）
 

10
 
保
健
医
療
福
祉
従
事
者
の
働
き
方
に
関
す
る
法
規
（

1）
 

11
 
保
健
医
療
福
祉
従
事
者
の
働
き
方
に
関
す
る
法
規
（

2）
 

12
 
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
お
け
る
他
職
種
協
働
と
看
護
職
の
役
割

(1
) 

13
 
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
お
け
る
他
職
種
協
働
と
看
護
職
の
役
割

(2
) 

14
 

N
PO
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
看
護
職
の
役
割

 

15
 
諸
外
国
の
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
・
ま
と
め

 

テ
キ
ス
ト

 
プ
リ
ン
ト
及
び
資
料
を
適
宜
配
布
す
る

 

参
考
文
献

 
厚
生
の
指
標
臨
時
増
刊
「
国
民
衛
生
の
動
向
」「
国
民
の
福
祉
と
介
護
の
動
向
」

 
太
田
貞
司
監
修
：
介
護
福
祉
の
組
織
・
制
度
論
、
光
生
館
、

20
15

 
基
本
的
に
は
自
ら
文
献
検
索
し
、
熟
読
し
て
お
く
こ
と

 

評
価
方
法

 
レ
ポ
ー
ト

80
％
：
単
元
毎
の
課
題
に
対
し
，
先
行
研
究
の
検
索
と
分
析
，
看
護
職
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
レ
ポ
ー
ト
内
容
 

授
業
態
度

20
％
：
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
に
よ
っ
て
評
価
す
る
 

そ
の
他

 
原
則
と
し
て
遠
隔
授
業
形
式
で
行
い
ま
す
。
演
習
課
題
で
は
，
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
応
じ
て
対
面
講
義
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
単
元
毎
に
課
題
を
与
え
、
国
内
外
の
文
献
の
抄
読
と
意
見
発
表
を
行
い
ま
す
。

 

 

 
 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
健
康
栄
養
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
名
和
田
淸
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

11
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

生
活
習
慣
病
の
一
次
予
防
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
た
食
生
活
・
栄
養
に
関
し
て
、
医
療
・
介
護
・
予
防
等
に
必
要
な
栄
養

実
践
に
関
わ
る
専
門
知
識
や
最
新
情
報
を
得
る
。

DO
H

aD
仮
説
で
は
、「
胎
児
期
や
生
後
早
期
に
お
け
る
様
々
な
環
境

に
よ
り
そ
の
後
の
環
境
を
予
測
し
た
適
応
反
応
が
起
こ
り
、
そ
の
お
り
の
環
境
と
そ
の
後
の
環
境
と
の
適
合
の
程
度
が
将

来
の
疾
病
リ
ス
ク
に
関
与
す
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
胎
児
期
（
妊
娠
期
）
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
シ
゙

を
通
じ
て
、
対
象
者
の
問
題
点
を
的
確
に
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
栄
養
に
関
す
る
必
要
な
考
え
方
を
深
め
る
。

 
目
標

 
1)

 栄
養
の
概
念
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2)

 栄
養
・
食
生
活
と
健
康
と
の
関
連
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
3)

 ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
て
適
切
な
栄
養
管
理
を
行
う
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
4)

 ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
栄
養
管
理
・
食
育
を
関
連
職
種
が
連
携
し
て
行
う
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
5)

 栄
養
学
研
究
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
栄
養
と
は
、
栄
養
学
・
栄
養
学
研
究
に
お
け
る
最
近
の
話
題

 

2 
栄
養
と
健
康
 
－
日
本
人
の
食
生
活
の
現
状
と
課
題
―

 

3 
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

 

4 
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
栄
養

 

5 
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
栄
養
ケ
ア

 

6 
低
栄
養
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
栄
養
学

 

7 
生
活
習
慣
病
と
栄
養

 

8 
胎
児
期
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

 に
お
け
る
栄
養
と
遺
伝
子

 

9 
食
品
の
機
能
性

 

10
 
時
間
栄
養
学

 

11
 
栄
養
状
態
の
評
価
 
個
人
の
評
価

 

12
 
栄
養
状
態
の
評
価
 
地
域
集
団
の
評
価
、
栄
養
疫
学

 

13
 
在
宅
に
お
け
る
栄
養
ケ
ア

 

14
 
災
害
時
の
栄
養
・
食
生
活
支
援

 

15
 
栄
養
学
研
究
最
近
の
話
題

 

テ
キ
ス
ト

 
必
要
に
応
じ
て
資
料
を
配
布
す
る
。

 

参
考
文
献

 
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
（
20
20
年
版
）
 

国
民
健
康
・
栄
養
調
査

 
授
乳
・
離
乳
の
支
援
ガ
イ
ド
（
20
19
年
改
訂
版
）

 

評
価
方
法

 
［
課
題
レ
ポ
ー
ト
］

60
%
、［
演
習
］

20
%
、［
受
講
態
度
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
）］

20
％
 

そ
の
他

 
授
業
実
施
方
法
：
原
則
と
し
て
遠
隔
授
業
（
同
期
型
）
で
行
う
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
 
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
が
ん
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇

 教
授
 
大
﨏
美
樹
 
 
教
授
 
森
山
美
香

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
Ⅰ

70
70

10
0 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
健
康
課
題
と
が
ん
看
護
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
理
論
や
概
念
に
つ
い
て

学
び
、
が
ん
看
護
に
必
要
な
知
識
を
深
め
る
。
ま
た
、
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
に
つ
い
て
探
究
す
る
。 

1.
 
が
ん
医
療
・
看
護
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
が
ん
看
護
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
理
論
や
概
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
体
験
、
苦
痛
や
諸
問
題
を
理
解
し
、
健
康
課
題
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

 
4.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
を
探
究
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
が
ん
医
療
・
看
護
の
動
向
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

2 
ス
ト
レ
ス
・
コ
ー
ピ
ン
グ
理
論
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

3 
危
機
理
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

4 
喪
失
・
悲
嘆
の
理
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

5 
意
思
決
定
支
援
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

6 
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

7 
自
己
効
力
感
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

8 
成
人
教
育
（
ア
ン
ド
ラ
ゴ
ジ
ー
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

9 
が
ん
治
療
と
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

10
 
が
ん
患
者
の
緩
和
ケ
ア

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

11
 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

12
 
が
ん
患
者
の
在
宅
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

  

13
 
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
・

AY
A
世
代
の
が
ん
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

14
 
が
ん
予
防
と
早
期
発
見
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
大
﨏
】

 

15
 
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
 
 
 
 

  
 
 
【
大
﨏
】

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 

1）
野
川
道
子
：
看
護
実
践
に
活
か
す
中
範
囲
理
論
，
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
，

20
18

 
2）
一
般
社
団
法
人
日
本
が
ん
看
護
学
会
教
育
・
研
究
活
動
委
員
会
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
編
：

 
が
ん
看
護
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
日
本
版
：

 手
術
療
法
・
薬
物
療
法
・
放
射
線
療
法
・
緩
和
ケ
ア
，
医
学
書
院
，

20
17

  
そ
の
他
，
適
宜
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
授
業
参
加
態
度

30
％
、
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

20
％
、
課
題
の
レ
ポ
ー
ト

50
％
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
 
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
が
ん
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
﨏
美
樹
 
 

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
Ⅰ

70
70

10
1 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

が
ん
の
臨
床
経
過
や
発
達
段
階
、
療
養
の
場
に
お
け
る
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健
康

課
題
を
理
解
し
、
解
決
に
向
け
た
看
護
実
践
方
法
を
探
求
す
る
。

 
1.

 
が
ん
の
臨
床
経
過
や
発
達
段
階
、
療
養
の
場
に
お
け
る
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健

康
課
題
を
理
解
で
き
る
。

 
2.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
を
理
解
、
支
援
す
る
た
め
の
新
し
い
知
見
を
理
解
で
き
る
。

 
3.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
実
践
方
法
を
探
求
で
き

る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
診
断
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

2 
診
断
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

3 
治
療
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

4 
治
療
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

5 
進
行
・
再
発
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

6 
進
行
・
再
発
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

7 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
（

1）
 

8 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
（

2）
 

9 
が
ん
患
者
の
在
宅
看
護

 

10
 
が
ん
患
者
の
意
思
決
定
支
援

 

11
 
が
ん
患
者
の
家
族
看
護

 

12
 
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

 

13
 
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
シ
ッ
プ
と
看
護

 

14
 
小
児
・

AY
A
世
代
が
ん
患
者
と
看
護

 

15
 
全
体
を
通
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ま
と
め

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
、
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
授
業
参
加
態
度

30
％
、
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

40
％
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
論
点
と
対
応
力

30
％
に
よ
り

総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業

 
・
学
生
は
先
行
研
究
を
も
と
に
資
料
を
作
成
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
 
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
が
ん
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇

 教
授
 
大
﨏
美
樹
 
 
教
授
 
森
山
美
香

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
Ⅰ

70
70

10
0 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
健
康
課
題
と
が
ん
看
護
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
理
論
や
概
念
に
つ
い
て

学
び
、
が
ん
看
護
に
必
要
な
知
識
を
深
め
る
。
ま
た
、
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
に
つ
い
て
探
究
す
る
。 

1.
 
が
ん
医
療
・
看
護
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
が
ん
看
護
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
理
論
や
概
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
体
験
、
苦
痛
や
諸
問
題
を
理
解
し
、
健
康
課
題
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

 
4.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
を
探
究
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
が
ん
医
療
・
看
護
の
動
向
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

2 
ス
ト
レ
ス
・
コ
ー
ピ
ン
グ
理
論
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

3 
危
機
理
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

4 
喪
失
・
悲
嘆
の
理
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

5 
意
思
決
定
支
援
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

6 
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

7 
自
己
効
力
感
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

8 
成
人
教
育
（
ア
ン
ド
ラ
ゴ
ジ
ー
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

9 
が
ん
治
療
と
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

10
 
が
ん
患
者
の
緩
和
ケ
ア

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

11
 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

12
 
が
ん
患
者
の
在
宅
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

  

13
 
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
・

AY
A
世
代
の
が
ん
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

14
 
が
ん
予
防
と
早
期
発
見
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
大
﨏
】

 

15
 
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
 
 
 
 

  
 
 
【
大
﨏
】

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 

1）
野
川
道
子
：
看
護
実
践
に
活
か
す
中
範
囲
理
論
，
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
，

20
18

 
2）
一
般
社
団
法
人
日
本
が
ん
看
護
学
会
教
育
・
研
究
活
動
委
員
会
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
編
：

 
が
ん
看
護
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
日
本
版
：

 手
術
療
法
・
薬
物
療
法
・
放
射
線
療
法
・
緩
和
ケ
ア
，
医
学
書
院
，

20
17

  
そ
の
他
，
適
宜
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
授
業
参
加
態
度

30
％
、
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

20
％
、
課
題
の
レ
ポ
ー
ト

50
％
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
 
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
が
ん
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
﨏
美
樹
 
 

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
Ⅰ

70
70

10
1 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

が
ん
の
臨
床
経
過
や
発
達
段
階
、
療
養
の
場
に
お
け
る
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健
康

課
題
を
理
解
し
、
解
決
に
向
け
た
看
護
実
践
方
法
を
探
求
す
る
。

 
1.

 
が
ん
の
臨
床
経
過
や
発
達
段
階
、
療
養
の
場
に
お
け
る
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健

康
課
題
を
理
解
で
き
る
。

 
2.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
を
理
解
、
支
援
す
る
た
め
の
新
し
い
知
見
を
理
解
で
き
る
。

 
3.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
が
直
面
す
る
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
実
践
方
法
を
探
求
で
き

る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
診
断
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

2 
診
断
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

3 
治
療
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

4 
治
療
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

5 
進
行
・
再
発
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

1）
 

6 
進
行
・
再
発
期
の
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
と
看
護
（

2）
 

7 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
（

1）
 

8 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
（

2）
 

9 
が
ん
患
者
の
在
宅
看
護

 

10
 
が
ん
患
者
の
意
思
決
定
支
援

 

11
 
が
ん
患
者
の
家
族
看
護

 

12
 
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

 

13
 
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
シ
ッ
プ
と
看
護

 

14
 
小
児
・

AY
A
世
代
が
ん
患
者
と
看
護

 

15
 
全
体
を
通
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ま
と
め

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
、
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
授
業
参
加
態
度

30
％
、
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

40
％
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
論
点
と
対
応
力

30
％
に
よ
り

総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業

 
・
学
生
は
先
行
研
究
を
も
と
に
資
料
を
作
成
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

 

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
精
神
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
森
眞
澄

  
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

02
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

1.
 

精
神
看
護
の
実
践
の
基
盤
と
な
る
基
礎
理
論
を
学
び
、
対
象
理
解
の
た
め
の
能
力
を
高
め
る
。
実
践
の
場
で
出
会
う

主
な
疾
患
と
そ
の
治
療
法
、
看
護
ケ
ア
を
行
う
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
法
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
 

2.
 

精
神
科
医
療
に
お
け
る
主
な
治
療
を
理
解
す
る
と
と
も
に
看
護
師
の
役
割
を
探
求
し
、治

療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
根
拠

と
技
法
を
習
得
す
る
。
 

3.
 

身
体
的
健
康
問
題
の
予
防
と
早
期
発
見
に
お
け
る
看
護
師
の
役
割
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当

 

1 
生
物
－
心
理
－
社
会
モ
デ
ル
を
使
っ
た
生
物
学
的
･心

理
学
的
･社

会
的
側
面
か
ら
の
対
象
理
解

 

大
森

 

2 
精
神
力
動
論
の
理
解
と
看
護
へ
の
適
用

 

3 
自
我
発
達
理
論
の
理
解
と
看
護
へ
の
適
用

 

4 
精
神
科
臨
床
に
お
け
る
セ
ル
フ
ケ
ア
理
論
の
活
用
 

5 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
統
合
失
調
症
）
 

6 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
感
情
障
害
）

 

7 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
不
安
障
害
・
PT
SD
）

 

8 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）

 

9 
精
神
科
に
お
け
る
主
な
治
療
と
課
題

 

10
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
対
象
関
係
論

 

11
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
精
神
分
析

 

12
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
集
団
療
法

 

13
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
認
知
行
動
療
法

 

14
 

事
例
検
討
①
－
対
象
理
解
と
自
己
理
解

 

15
 

事
例
検
討
②
－
対
象
理
解
と
自
己
理
解

 

テ
キ
ス
ト

 
ル
イ
ス
・
ア
ロ
ン

/著
 横

井
公
一

/監
訳
：
こ
こ
ろ
の
出
会
い
－
精
神
分
析
家
と
し
て
の
専
門
技
能
を
習
得
す
る
－

.金
剛
出

版
 

松
木
邦
裕
：
対
象
関
係
論
的
心
理
療
法
入
門

.金
剛
出
版

 

参
考
文
献

 

B.
J.

Sa
do

ck
 ＆

 V
.A

.S
ad

oc
k 

(2
00

5/
20

15
).井

上
令
一

(監
修

).カ
プ
ラ
ン
臨
床
精
神
医
学
テ
キ
ス
ト
 

D
SM

-5
診
断

基
準
の
臨
床
へ
の
展
開
（
第

3版
）

.メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

. 
笠
井
清
登

(編
). 

20
20

.講
座
精
神
疾
患
の
臨
床
 
統
合
失
調
症

.中
山
書
店

. 
 

神
庭
重
信

(編
). 

20
20

.講
座
精
神
疾
患
の
臨
床
 
気
分
障
害

.中
山
書
店

. 

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
］
60
％
 
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
さ
れ
た
学
習
成
果
物
）
 

［
受
講
態
度
］
30
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
10
％
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 
 課
題
の
自
己
学
習
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
き
、
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。

 
 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
精
神
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
石
橋
照
子
 
 
教
授
 
大
森
眞
澄

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

03
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

1.
 

精
神
保
健
福
祉
の
歴
史
的
変
遷
を
踏
ま
え
た
精
神
保
健
福
祉
制
度
と
体
制
に
つ
い
て
学
び
、
精
神
保
健
福
祉
と
精
神

医
療
の
今
日
的
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
 

2.
 

社
会
資
源
と
し
て
の
関
係
法
規
を
理
解
す
る
。
 

3.
 

精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
リ
カ
バ
リ
ー
ま
で
精
神
障
害
を
持
つ
人
の
支
援
に
関
す
る
諸
理
論
を
理
解
す

る
。
 

4.
 

精
神
障
害
を
持
つ
人
の
退
院
促
進
と
地
域
生
活
促
進
に
向
け
た
支
援
を
探
求
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当

 

1 2 3 4 5  6 7 8 9 10
 

11
 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
学
習
内
容
と
課
題
・
目
標
の
設
定
 

精
神
保
健
福
祉
の
制
度
と
体
制
の
変
遷
 

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
法
律
と
今
後
の
課
題
 

精
神
保
健
福
祉
及
び
精
神
医
療
に
お
け
る
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
 

社
会
資
源
と
し
て
の
関
係
法
規
（
障
害
者
総
合
支
援
法
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
に
関
す
る
法
律

な
ど
）
 

精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
解
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と
展
開
 

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
理
論
 

ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル
 

リ
カ
バ
リ
ー
の
概
念
 

精
神
障
害
を
持
つ
人
の
訪
問
看
護
 

精
神
障
害
を
持
つ
人
の
就
労
支
援
 

石
橋

 

12
 

13
 

14
 

15
 

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
方
法
を
用
い
て
、
事
例
検
討
し
包
括
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
援
助
の
方
向
性
を

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。
 

石
橋
・
大
森

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 

· 
リ
バ
ー
マ
ン
実
践
的
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
：

R.
 P.

 リ
バ
ー
マ
ン
編
 
安
西
信
雄
・
池
淵
恵
美
（
監
訳
）、

創
造
出
版
、

20
05

 
 

· 
精
神
保
健
医
療
福
祉
白
書

20
18

/2
01

9～
多
様
性
と
包
括
性
の
構
築
：
精
神
保
健
医
療
福
祉
白
書
編
集
委
員
会
、
中

央
法
規
出
版
、

20
18

 
· 

IC
F 

(国
際
生
活
機
能
分
類

) 
の
理
解
と
活
用

 ―
人
が
「
生
き
る
こ
と
」「

生
き
る
こ
と
の
困
難

(障
害

)」
を
ど
う
と

ら
え
る
か
：
上
田
敏
、
萌
文
社
、

20
05

 

· 
こ
れ
か
ら
の
保
健
医
療
福
祉
行
政
論
：
星
旦
二
・
麻
原
き
よ
み
編
集
、
日
本
看
護
協
会
出
版
会
、

20
22

 
· 

ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル
―
リ
カ
バ
リ
ー
志
向
の
精
神
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
：
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

A.
 ラ

ッ
プ
、
リ
チ
ャ
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授

 梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

慢
性
疾
患
を
有
し
地
域
や
高
齢
者
施
設
で
療
養
す
る
高
齢
者
の
自
己
管
理
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
主
要

な
概
念
や
理
論
を
学
修
す
る
。
さ
ら
に
、
慢
性
疾
患
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
へ
の
療
養
支
援
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、

療
養
支
援
や
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
に
お
け
る
看
護
者
の
役
割
を
探
求
す
る
。

 
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
現
状

 

2 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

1）
 

 

3 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

2）
 

4 
生
涯
発
達
理
論
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

5 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

1）
 

6 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

2）
 

7 
高
齢
者
学
習
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

8 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

1）
 

9 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

2）
 

10
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

1）
概
観

 

11
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

2）
有
効
性
と
課
題

 

12
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
概
念

 

13
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
健
康
教
育

 

14
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
成
果
と
課
題
 

 

15
 
ま
と
め
 
地
域
で
暮
ら
す
（
療
養
支
援
を
含
む
）
高
齢
者
の
健
康
支
援
と
看
護
者
の
役
割
 

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
学
生
が
担
当
す
る
学
習
課
題
に
対
す
る
準
備
内
容
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
討
議
後
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
40
％
）
 

授
業
へ
の
参
加
姿
勢
，
各
回
の
学
習
課
題
に
対
す
る
事
前
学
習
，
討
議
内
容
（
30
％
）
 

科
目
最
終
レ
ポ
ー
ト
（
30
％
）
 
 
計

10
0
点
満
点
で
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

高
齢
者
の
地
域
療
養
生
活
を
支
え
る
医
療
・
福
祉
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
島
根
県
の
視
野

で
捉
え
、
看
護
の
視
点
か
ら
課
題
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
探
求
す
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
い
る
。

特
に
地
方
特
有
の
健
康
に
関
す
る
価
値
観
や
地
域
の
特
性
を
加
味
し
そ
こ
に
包
含
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
高
齢
者
ケ
ア
に
関
わ
る
最
新
情
報
を
事
前
に
捉
え
て

お
い
て
欲
し
い
。

 

 

 
 

ー
ド
・

J. 
ゴ
ス
チ
ャ

(著
)、

田
中

 英
樹

(監
訳

)、
金
剛
出
版
、

20
14

 
· 

リ
カ
バ
リ
ー
―
希
望
を
も
た
ら
す
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
モ
デ
ル
：
カ
タ
ナ
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
坂
本
明
子
、
金
剛
出
版
、

20
12

 

評
価
方
法

 
〔
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
〕

60
％
 
 
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
さ
れ
た
学
習
成
果
物
）

 
〔
受
講
態
度
〕

30
％
 
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）

 
〔
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
〕

10
％
 
 
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授

 梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

慢
性
疾
患
を
有
し
地
域
や
高
齢
者
施
設
で
療
養
す
る
高
齢
者
の
自
己
管
理
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
主
要

な
概
念
や
理
論
を
学
修
す
る
。
さ
ら
に
、
慢
性
疾
患
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
へ
の
療
養
支
援
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、

療
養
支
援
や
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
に
お
け
る
看
護
者
の
役
割
を
探
求
す
る
。

 
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
現
状

 

2 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

1）
 

 

3 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

2）
 

4 
生
涯
発
達
理
論
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

5 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

1）
 

6 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

2）
 

7 
高
齢
者
学
習
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

8 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

1）
 

9 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

2）
 

10
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

1）
概
観

 

11
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

2）
有
効
性
と
課
題

 

12
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
概
念

 

13
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
健
康
教
育

 

14
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
成
果
と
課
題
 

 

15
 
ま
と
め
 
地
域
で
暮
ら
す
（
療
養
支
援
を
含
む
）
高
齢
者
の
健
康
支
援
と
看
護
者
の
役
割
 

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
学
生
が
担
当
す
る
学
習
課
題
に
対
す
る
準
備
内
容
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
討
議
後
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
40
％
）
 

授
業
へ
の
参
加
姿
勢
，
各
回
の
学
習
課
題
に
対
す
る
事
前
学
習
，
討
議
内
容
（
30
％
）
 

科
目
最
終
レ
ポ
ー
ト
（
30
％
）
 
 
計

10
0
点
満
点
で
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

高
齢
者
の
地
域
療
養
生
活
を
支
え
る
医
療
・
福
祉
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
島
根
県
の
視
野

で
捉
え
、
看
護
の
視
点
か
ら
課
題
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
探
求
す
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
い
る
。

特
に
地
方
特
有
の
健
康
に
関
す
る
価
値
観
や
地
域
の
特
性
を
加
味
し
そ
こ
に
包
含
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
高
齢
者
ケ
ア
に
関
わ
る
最
新
情
報
を
事
前
に
捉
え
て

お
い
て
欲
し
い
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
後
（
秋
学
）

期
 

担
当
教
員

 
教
授
 
梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

05
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

認
知
機
能
障
害
や
運
動
機
能
障
害
に
よ
り
生
活
機
能
の
低
下
を
有
す
る
高
齢
者
に
対
す
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
看
護
と
生
活
自
立
支
援
に
お
け
る
主
要
な
概
念
や
理
論
を
学
修
す
る
。
生
活
機
能
の
低
下
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族

に
対
す
る
回
復
支
援
や
退
院
支
援
に
お
け
る
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
課
題
解
決
の
た
め
の
看
護
実
践
と
チ
ー
ム
医
療
に
お

け
る
調
整
の
あ
り
方
を
探
求
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス

 
生
活
機
能
低
下
を
有
す
る
高
齢
者
の
退
院
支
援
な
ら
び
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
現
状

 
2 

療
養
生
活
を
お
く
る
高
齢
者
と
家
族
の
特
性
と
ケ
ア
ニ
ー
ズ
（
健
康
観
・
老
年
観
・
療
養
観
・
看
取
り
観
）

 
3 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
１
）

IC
F 

4 
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
２
）
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
理

論
 

5 
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
３
）

 
協
働
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
理
論

 

6 
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
４
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
障
害
受
容
／
障
害
の
社
会
受
容

 

7 
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
と
家
族
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
５
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
家
族
シ
ス
テ
ム
理
論

 

8 
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
る
高
齢
者
と
家
族
の
理
解
と
支
援
に
必
要
な
理
論
（
６
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
家
族
シ
ス
テ
ム
理
論
の
展
開

 
9 

運
動
麻
痺
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
に
対
す
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
実
践
と
評
価

 
10

 
失
語
症
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
に
対
す
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
実
践
と
評
価

 
11

 
高
次
脳
機
能
障
害
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
に
対
す
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
実
践
と
評
価

 
12

 
事
例
検
討

 

13
 

運
動
器
疾
患
（
骨
折
・
変
形
性
関
節
症
等
）
を
有
す
る
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
実
践
と
評

価
 

14
 

事
例
検
討

 
15

 
ま
と
め
 
高
齢
者
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
と
看
護
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割

 
テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 
参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
担
当
す
る
学
習
課
題
に
対
す
る
準
備
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
討
議
後
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
40
％
）
 

授
業
へ
の
参
加
姿
勢
，
各
回
の
学
習
課
題
に
対
す
る
事
前
学
習
，
討
議
内
容
（
30
％
），
科
目
最
終
レ
ポ
ー
ト
（
30
％
）
 
 
 

計
10
0
点
満
点
で
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
 
高
齢
者
の
生
活
機
能
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
代
表
的
疾
患
を
取
り
上
げ
、
文
献
等
最
新
知
見
を
活
用
し
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
た
看
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
ケ
ア
、
評
価
方
法
を
探
求
す
る
。
こ
の
領
域
あ
る
い
は
周
辺
領
域
の
看
護
ケ
ア
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
や
各
疾
患
の
最
新
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
日
常
的
に
目
を
通
す
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

 
 

 
 

ー
ド
・

J. 
ゴ
ス
チ
ャ

(著
)、

田
中

 英
樹

(監
訳

)、
金
剛
出
版
、

20
14

 
· 

リ
カ
バ
リ
ー
―
希
望
を
も
た
ら
す
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
モ
デ
ル
：
カ
タ
ナ
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
坂
本
明
子
、
金
剛
出
版
、

20
12

 

評
価
方
法

 
〔
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
〕

60
％
 
 
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
さ
れ
た
学
習
成
果
物
）

 
〔
受
講
態
度
〕

30
％
 
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）

 
〔
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
〕

10
％
 
 
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
  

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
地
域
保
健
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 
担
当
教
員

 
○
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
 
教
授
 谷

口
敏
代
 
教
授
 小

田
美
紀
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
授
業
の
目
的
】
 

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
を
理
解
し
、
地
域
の
特
性
を
把
握
・
分
析
を
も
と
に
、
生
涯

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
探
究
で
き
る
。
 

【
授
業
の
目
標
】
 

１
．
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
を
理
解
で
き
る
。
 

２
．
我
が
国
の
地
域
特
性
の
把
握
・
分
析
を
も
と
に
、
健
康
課
題
が
説
明
で
き
る
。
 

３
．
出
産
や
育
児
を
取
り
巻
く
健
康
課
題
の
変
遷
を
理
解
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
制
度
が
考
察
で
き
る
。
 

４
．
成
人
や
高
齢
者
の
健
康
課
題
の
変
遷
を
理
解
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
制
度
が
考
察
で
き
る
。
 

５
．
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
が
探
究
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数
 

内
容
 

担
当
 

1 
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

2 
人
間
の
発
達
や
健
康
に
関
わ
る
因
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

3 
出
産
や
育
児
を
取
り
巻
く
保
健
統
計
か
ら
み
た
健
康
課
題
と
保
健
施
策
の
変
遷
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

4 
親
子
（
母
子
）
保
健
活
動
と
保
健
行
政
の
体
系
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

5 
学
校
保
健
行
政
の
構
造
と
性
教
育
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

6 
子
育
て
支
援
に
よ
る
虐
待
や
事
故
予
防
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

7 
成
人
・
高
齢
者
保
健
に
関
す
る
保
健
行
政
の
体
系
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

8 
介
護
予
防
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

9 
介
護
保
険
制
度
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
①
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
口
 

10
 

介
護
保
険
制
度
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
②
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
口
 

11
 

生
活
再
構
築
の
た
め
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
と
協
働

※
  

谷
口
 

12
 

食
育
と
口
腔
保
健
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

13
 

生
涯
の
健
康
づ
く
り
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ

※
 
  
  

吾
郷
・
 

小
田
 

14
 

生
涯
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発

※
 

吾
郷
・
 

小
田
 

15
 

ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

テ
キ
ス
ト

 
必
要
に
応
じ
て
提
示
す
る
。
 

参
考
文
献

 

［
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 ア

ズ
 パ

ー
ト
ナ
ー
］
編
集
：
ｴﾘ
ｻﾞ
ﾍﾞ
ｽ 
T.
 ｱ
ﾝﾀ
ﾞｰ
ｿﾝ
／
ｼﾞ
ｭﾃ
ﾞｨ
ｽ・

ﾏｸ
ﾌｧ
ｰﾚ
ｲﾝ
、
医
学
書
院
 

［
地
域
づ
く
り
型
保
健
活
動
の
す
す
め
］
著
：
岩
永
俊
博
、
医
学
書
院
 

［
実
践
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
］
著
：
ﾛｰ
ﾚﾝ
ｽ 
W.
 ｸ
ﾞﾘ
ｰﾝ
／
ﾏｰ
ｼｬ
ﾙ 
W.
 ｸ
ﾛｲ
ﾀｰ
、
医
学
書
院
 

［
地
域
看
護
活
動
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＜
全

4
巻
＞
 D
VD
］
監
修
：
佐
々
木
明
子
、
他
、
丸
善
出
版
 

［
続
・
地
域
看
護
活
動
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＜
全

4
巻
＞
 D
VD
］
監
修
：
佐
々
木
明
子
、
他
、
丸
善
出
版
 

［
国
民
衛
生
の
動
向
］
最
新
版
、
厚
生
労
働
統
計
協
会
 

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
紹
介
す
る
。
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評
価
方
法

 
筆
記
試
験

50
％
、
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

※
（
資
料
含
む
）

50
％
で
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 

 
こ
の
科
目
は
、
遠
隔
授
業
と
し
て
開
講
す
る
。
 

 
課
題
解
決
型
学
習
 P
BL
（
Pr
oj
ec
t-
Ba
se
d 
Le
ar
ni
ng
）
を
意
識
し
て
授
業
を
展
開
す
る
た
め
、
受
講
者
の
自
主
性
・
自

律
性
を
重
ん
じ
、
課
題
の
解
決
を
ね
ら
い
と
す
る
。
 

 
自
ら
の
生
活
や
健
康
観
を
見
つ
め
な
お
し
、
個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら
健
康
づ
く
り
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
地
域
特
性
と
自
助
・
互
助
･共

助
・
公
助
に
よ
る

地
域
づ
く
り
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
関
連
づ
け
て
捉
え
て
ほ
し
い
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
地
域
保
健
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 
担
当
教
員

 
〇
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
、
教
授

 山
下
一
也
、
講
師

 小
川
智
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

目
的
・
目
標
 

【
授
業
の
目
的
】
 

人
口
動
態
や
地
域
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を
理
解
し
、
我
が
国
の
保
健
・
医
療
に
関
す
る
分
析
や
疫

学
研
究
の
成
果
を
も
と
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
保
健
医
療
と
人
々
の
生
活
実
態
に
即
し
た
理
論
的
な
実
践
方
法
に
つ
い
て

探
求
す
る
。
 

【
授
業
の
目
標
】
 

１
．
人
口
動
態
や
地
域
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を
理
解
で
き
る
 

２
．
健
康
行
動
の
主
な
理
論
や
概
念
の
概
要
が
説
明
で
き
る
 

３
．
地
域
に
根
ざ
し
た
保
健
・
医
療
と
人
々
の
生
活
実
態
に
即
し
た
理
論
的
な
実
践
方
法
に
つ
い
て
探
求
で
き
る
 

授
業
内
容
 

回
数
 

内
 
容
 

担
当
 

1 
人
口
動
態
や
地
域
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
現
状
と
課
題
 

山
下
 

2 
健
康
行
動
に
お
け
る
代
表
的
な
理
論
の
変
遷
と
健
康
課
題
 

小
川
 

3 
個
人
レ
ベ
ル
・
個
人
間
レ
ベ
ル
の
理
論
と
モ
デ
ル
 

 
ヘ
ル
ス
ビ
リ
ー
フ
モ
デ
ル
/合

理
的
行
動
理
論
・
計
画
的
行
動
理
論
/ナ

ッ
ジ
理
論
 な

ど
 

吾
郷
 

4 
個
人
間
レ
ベ
ル
の
理
論
と
モ
デ
ル
 

 
ト
ラ
ン
ス
セ
オ
ロ
テ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
/予

防
行
動
採
用
モ
デ
ル
社
会
的
認
知
理
論
 な

ど
 

吾
郷
 

5 
集
団
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
理
論
と
モ
デ
ル
 

 
ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ
ｵｰ
ｶﾞ
ﾆｾ
ﾞｰ
ｼｮ
ﾝと

ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ
ﾋﾞ
ﾙﾃ
ﾞｨ
ﾝｸ
ﾞ/
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
普
及
理
論
/ 

ヘ
ル
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
/P
RE
CE
DE
-P
RO
CE
ED

モ
デ
ル
 な

ど
 

小
川
 

6 
課
題
解
決
実
践
例
 
生
活
習
慣
病
①
 
高
血
圧
・
糖
尿
病
 

小
川
 

7 
課
題
解
決
実
践
例
 
生
活
習
慣
病
②
 
が
ん
対
策
 

小
川
 

8 
課
題
解
決
実
践
例
 
認
知
症
 

山
下
 

9 
課
題
解
決
実
践
例
 
精
神
保
健
 

吾
郷
 

10
 

課
題
解
決
実
践
例
 
発
達
障
が
い
 

山
下
 

11
 

課
題
解
決
実
践
例
 
難
病
 

山
下
 

12
 

課
題
解
決
実
践
例
 
感
染
症
 

吾
郷
 

13
 

課
題
解
決
実
践
例
 
児
童
虐
待
 

吾
郷
 

14
 

課
題
解
決
実
践
例
 
多
文
化
共
生
・
多
様
性
 

小
川
 

15
 

ま
と
め
 

吾
郷
・
小
川
 

テ
キ
ス
ト
 

必
要
に
応
じ
て
提
示
す
る
。
 

参
考
文
献
 

一
般
社
団
法
人
日
本
健
康
教
育
学
会
編
（
20
19
）：

健
康
行
動
理
論
に
よ
る
研
究
と
実
践
 
医
学
書
院
 

畑
・
栄
一
，
土
井
由
利
子
編
（
20
09
）：

行
動
科
学
 
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
理
論
と
応
用
 
改
訂
第
２
版
，
南
江
堂
 

国
立
保
健
医
療
科
学
院
：
一
目
で
わ
か
る
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 
理
論
と
実
践
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
 

ヘ
ル
ス
ケ
ア
総
合
政
策
研
究
所
：
医
療
白
書

20
20
・
20
21
 

厚
生
労
働
省
令
：
令
和
３
年
度
版
厚
生
労
働
白
書
 

評
価
方
法
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

60
％
、
参
加
状
況

40
％
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
 

そ
の
他
 

 
こ
の
科
目
は
、
遠
隔
授
業
と
し
て
開
講
す
る
。
 

 
課
題
解
決
型
学
習
 P
BL
（
Pr
oj
ec
t-
Ba
se
d 
Le
ar
ni
ng
）
を
意
識
し
て
授
業
を
展
開
す
る
た
め
、
受
講
者
の
自
主
性
・

自
律
性
を
重
ん
じ
、
課
題
の
解
決
を
ね
ら
い
と
す
る
。
 

  
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら
健
康
づ
く
り
を
探
求
し
、
課
題
解
決
実
践
例
を
基
盤
と
な
る
理
論
と
関
連
付
け

て
捉
え
て
ほ
し
い
。
 

 
6～

14
回
の
う
ち
、
一
人

2
テ
ー
マ
を
担
当
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
理
解

を
深
め
る
。
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評
価
方
法

 
筆
記
試
験

50
％
、
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

※
（
資
料
含
む
）

50
％
で
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 

 
こ
の
科
目
は
、
遠
隔
授
業
と
し
て
開
講
す
る
。
 

 
課
題
解
決
型
学
習
 P
BL
（
Pr
oj
ec
t-
Ba
se
d 
Le
ar
ni
ng
）
を
意
識
し
て
授
業
を
展
開
す
る
た
め
、
受
講
者
の
自
主
性
・
自

律
性
を
重
ん
じ
、
課
題
の
解
決
を
ね
ら
い
と
す
る
。
 

 
自
ら
の
生
活
や
健
康
観
を
見
つ
め
な
お
し
、
個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら
健
康
づ
く
り
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
地
域
特
性
と
自
助
・
互
助
･共

助
・
公
助
に
よ
る

地
域
づ
く
り
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
関
連
づ
け
て
捉
え
て
ほ
し
い
。
 

 

て
捉
え
て
ほ
し
い
。
 

 
6～

14
回
の
う
ち
、
一
人

2
テ
ー
マ
を
担
当
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
理
解

を
深
め
る
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 
教
授
 
秦
幸
吉
 
 
准
教
授
 
井
上
千
晶

 
講
師
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 
（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

授
業
の
概
要

 
女
性
の
生
涯
に
お
け
る
健
康
課
題
に
関
す
る
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
診
断
能
力
を
高
め
る
た
め
の
主
要
な
理
論
お
よ
び
概

念
を
学
修
す
る
。
こ
れ
ら
の
理
論
や
評
価
尺
度
を
用
い
た
看
護
研
究
か
ら
導
か
れ
る
科
学
的
根
拠
を
学
習
し
、
母
子
の
看

護
実
践
へ
の
活
用
方
法
を
探
究
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
 
 
女
性
の
生
殖
機
能
の
発
達
と
健
康
課
題

 
秦

 

2 
女
性
の
生
涯
に
お
け
る
発
達
課
題

 
井
上

 

3 
女
性
の
健
康
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 

藤
田
 

4 
女
性
の
健
康
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
 

藤
田
 

5 
女
性
の
健
康
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

 
井
上

 

6 
女
性
の
健
康
と
理
論
：
母
性
論
 

井
上
 

7 
女
性
の
健
康
と
理
論
：
危
機
理
論
 

藤
田
 

8 
女
性
の
健
康
と
環
境
 
 
 

秦
 

9 
女
性
の
健
康
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

 
藤
田

 

10
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
健
康
生
活
と
食
事

 
秦

 

11
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
思
春
期
・
青
年
期
 

 
中
谷

 

12
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

 
藤
田

 

13
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
成
熟
期

 
井
上

 

14
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
更
年
期

 
中
谷

 

15
 

ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
藤
田
 

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 
 

参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
・
日
本
産
婦
人
科
医
会
編
、
産
婦
人
科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
産
科
編

.2
01

4．
 

村
本
淳
子
他
編
集
、
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ナ
ー
シ
ン
グ
概
論
第

2版
．
ヌ
ー
ベ
ル
ヒ
ロ
カ
ワ

.2
01

1．
 

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
］
60
％
 
 

［
受
講
態
度
］
30
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
10
％
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
遠
隔
授
業

 
課
題
の
自
己
学
習
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
き
、
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
秦
幸
吉
 
藤
田
小
矢
香
 
〇
井
上
千
晶
 
中
谷
陽
子
 
非
常
勤
講
師

 比
良
静
代

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

授
業
の

概
要

 

女
性
と
家
族
・
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
多
様
な
健
康
状
態
と
社
会
背
景
を
含
む
そ
の
影
響
要
因
を
理
解
し
、
地

域
に
お
け
る
女
性
と
家
族
・
子
ど
も
の
安
寧
な
暮
ら
し
を
支
援
す
る
た
め
の
ヘ
ル
ス
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

看
護
方
法
を
探
求
す
る
。
 

授
業
の

内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
受
胎
調
節
の
意
義
と
方
法
 

  
 

井
上

 

2 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
骨
盤
底
機
能
不
全

 
井
上

 

3 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
女
性
の
生
活
習
慣
病

 
中
谷

 

4 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
養
育
環
境

 
井
上

 

5 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
災
害
時
に
お
け
る
母
子
の
看
護

 
中
谷

 

6 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
現
状
と
支
援

 
比
良

 

7 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
非
婚
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ
の
看
護

 
比
良

 

8 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
児
を
な
く
し
た
女
性
へ
の
看
護

 
井
上

 

9 
女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
女
性
の
エ
イ
ジ
ン
グ
と
卵
巣
機
能

 
秦

 

10
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
生
殖
補
助
医
療
の
進
歩
と
今
日
的
課
題
 

 
出
生
前
診
断
と
遺
伝
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
秦

 

11
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
出
生
前
診
断
を
受
け
る
女
性
と
家
族
へ
の
看
護

 
井
上

 

12
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
効
用
と
課
題

 
秦

 

13
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（

D
V）

 
藤
田

 

14
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
在
日
外
国
人
女
性
の
健
康
課
題

 
井
上

 

15
 

全
体
を
通
し
て
の
討
議
・
ま
と
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
藤
田

 
井
上

 
中
谷

 

テ
キ

 
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考

 
文
献

 

適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る
。

 
村
本
淳
子
他
編
集

.ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ナ
ー
シ
ン
グ
概
論
 
女
性
の
健
康
と
看
護
第

2
版

.ヌ
ー
ベ
ル
ヒ
ロ
カ
ワ

.2
01

1．
 

共
同
通
信
社
社
会
部
編

.「
わ
が
子
よ
―
出
生
前
診
断
、
生
殖
医
療
、
生
み
の
親
、
育
て
の
親
」．

現
代
書
館

.2
01

4．
 

評
価

 
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
］
60
％
 
 

［
受
講
態
度
］
30
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
10
％
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
遠
隔
授
業

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
教
育
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
看
護
基
礎
教
育
、
臨
床
で
教
育
の
役
割
を
担
う
看
護
者
が
、
教
育
・
実
践
領
域
に
お
い
て
系
統
的
な
教
育
活
動

を
展
開
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
。
ま
た
医
療
提
供
体
制
の
変
化
に
伴
い
、
よ
り
自
律
し
て

判
断
し
実
践
で
き
る
看
護
職
の
養
成
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
看
護
教
育
の
課
題
を
検
討
し
、問
題
解
決
に
向
け

考
察
す
る
。

 
［
目
標
］

 
①

 看
護
教
育
の
歴
史
的
変
遷
を
学
修
し
、
今
日
の
看
護
教
育
の
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
。

 
②

 教
育
活
動
の
展
開
を
支
え
る
理
論
等
の
学
修
を
活
か
し
、
教
育
活
動
（
模
擬
授
業
）
を
展
開
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当

 
月
日

 

1 2 3 4  5  6 7 8 9 10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

【
講
義
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
看
護
教
育
の
意
義
と
目
的
 

【
講
義
】
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
か
ら
み
た
今
日
の
看
護
基
礎
教
育
と
卒
後
教
育
 

【
講
義
】
看
護
教
育
制
度
、
関
連
法
規
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
1）

 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
2）

 

 
 
 
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
講
義
】
継
続
教
育
に
お
け
る
現
状
と
課
題
 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
2）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
2）

 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
1）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
2）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
3）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
4）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
5）
：
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
〔
集
中
〕
 

 
 
 
 
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
発
表
・
ま
と
め

 

岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
 
岡
安

 
 
川
瀬

 
川
瀬

 
川
瀬

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 

 

テ
キ
ス
ト

 
杉
森
み
ど
里
、
舟
島
な
を
み
（
20
21
）：
看
護
教
育
学
 第

7
版
、
医
学
書
院
 

参
考
文
献

 

杉
森
み
ど
里
 監
訳
（
20
03
）：
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
看
護
学
教
育
、
医
学
書
院
 

グ
レ
ッ
グ
美
鈴
、
池
西
悦
子
（
20
09
)：
看
護
教
育
学
、
南
江
堂
 

適
宜
、
授
業
内
で
紹
介
す
る
。
 

評
価
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
］
30
％
（
最
終
レ
ポ
ー
ト
：
そ
の
他
に
概
要
を
記
載
）
 

［
模
擬
授
業
の
成
果
］
30
％
（
第

11
回
～
第

15
回
の
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
20
％
（
第

4
回
課
題
お
よ
び
抄
読
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

［
授
業
へ
の
参
加
］
10
％
（
授
業
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
問
題
発
見
お
よ
び
解
決
へ
の
努
力
へ
の
行
動
）
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
秦
幸
吉
 
藤
田
小
矢
香
 
〇
井
上
千
晶
 
中
谷
陽
子
 
非
常
勤
講
師

 比
良
静
代

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

授
業
の

概
要

 

女
性
と
家
族
・
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
多
様
な
健
康
状
態
と
社
会
背
景
を
含
む
そ
の
影
響
要
因
を
理
解
し
、
地

域
に
お
け
る
女
性
と
家
族
・
子
ど
も
の
安
寧
な
暮
ら
し
を
支
援
す
る
た
め
の
ヘ
ル
ス
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

看
護
方
法
を
探
求
す
る
。
 

授
業
の

内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
受
胎
調
節
の
意
義
と
方
法
 

  
 

井
上

 

2 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
骨
盤
底
機
能
不
全

 
井
上

 

3 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
支
援
：
女
性
の
生
活
習
慣
病

 
中
谷

 

4 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
養
育
環
境

 
井
上

 

5 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
災
害
時
に
お
け
る
母
子
の
看
護

 
中
谷

 

6 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
現
状
と
支
援

 
比
良

 

7 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
非
婚
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ
の
看
護

 
比
良

 

8 
女
性
と
子
ど
も
の
健
康
：
児
を
な
く
し
た
女
性
へ
の
看
護

 
井
上

 

9 
女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
女
性
の
エ
イ
ジ
ン
グ
と
卵
巣
機
能

 
秦

 

10
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
生
殖
補
助
医
療
の
進
歩
と
今
日
的
課
題
 

 
出
生
前
診
断
と
遺
伝
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
秦

 

11
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
出
生
前
診
断
を
受
け
る
女
性
と
家
族
へ
の
看
護

 
井
上

 

12
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
効
用
と
課
題

 
秦

 

13
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（

D
V）

 
藤
田

 

14
 

女
性
医
療
ケ
ア
に
お
け
る
最
新
知
識
：
在
日
外
国
人
女
性
の
健
康
課
題

 
井
上

 

15
 

全
体
を
通
し
て
の
討
議
・
ま
と
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
藤
田

 
井
上

 
中
谷

 

テ
キ

 
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考

 
文
献

 

適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る
。

 
村
本
淳
子
他
編
集

.ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ナ
ー
シ
ン
グ
概
論
 
女
性
の
健
康
と
看
護
第

2
版

.ヌ
ー
ベ
ル
ヒ
ロ
カ
ワ

.2
01

1．
 

共
同
通
信
社
社
会
部
編

.「
わ
が
子
よ
―
出
生
前
診
断
、
生
殖
医
療
、
生
み
の
親
、
育
て
の
親
」．

現
代
書
館

.2
01

4．
 

評
価

 
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
］
60
％
 
 

［
受
講
態
度
］
30
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
10
％
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
遠
隔
授
業

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
教
育
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
看
護
基
礎
教
育
、
臨
床
で
教
育
の
役
割
を
担
う
看
護
者
が
、
教
育
・
実
践
領
域
に
お
い
て
系
統
的
な
教
育
活
動

を
展
開
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
。
ま
た
医
療
提
供
体
制
の
変
化
に
伴
い
、
よ
り
自
律
し
て

判
断
し
実
践
で
き
る
看
護
職
の
養
成
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
看
護
教
育
の
課
題
を
検
討
し
、問
題
解
決
に
向
け

考
察
す
る
。

 
［
目
標
］

 
①

 看
護
教
育
の
歴
史
的
変
遷
を
学
修
し
、
今
日
の
看
護
教
育
の
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
。

 
②

 教
育
活
動
の
展
開
を
支
え
る
理
論
等
の
学
修
を
活
か
し
、
教
育
活
動
（
模
擬
授
業
）
を
展
開
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当

 
月
日

 

1 2 3 4  5  6 7 8 9 10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

【
講
義
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
看
護
教
育
の
意
義
と
目
的
 

【
講
義
】
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
か
ら
み
た
今
日
の
看
護
基
礎
教
育
と
卒
後
教
育
 

【
講
義
】
看
護
教
育
制
度
、
関
連
法
規
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
1）

 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
2）

 

 
 
 
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
講
義
】
継
続
教
育
に
お
け
る
現
状
と
課
題
 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
2）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
2）

 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
1）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
2）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
3）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
4）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
5）
：
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
〔
集
中
〕
 

 
 
 
 
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
発
表
・
ま
と
め

 

岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
 
岡
安

 
 
川
瀬

 
川
瀬

 
川
瀬

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 

 

テ
キ
ス
ト

 
杉
森
み
ど
里
、
舟
島
な
を
み
（
20
21
）：
看
護
教
育
学
 第

7
版
、
医
学
書
院
 

参
考
文
献

 

杉
森
み
ど
里
 監
訳
（
20
03
）：
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
看
護
学
教
育
、
医
学
書
院
 

グ
レ
ッ
グ
美
鈴
、
池
西
悦
子
（
20
09
)：
看
護
教
育
学
、
南
江
堂
 

適
宜
、
授
業
内
で
紹
介
す
る
。
 

評
価
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
］
30
％
（
最
終
レ
ポ
ー
ト
：
そ
の
他
に
概
要
を
記
載
）
 

［
模
擬
授
業
の
成
果
］
30
％
（
第

11
回
～
第

15
回
の
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
20
％
（
第

4
回
課
題
お
よ
び
抄
読
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

［
授
業
へ
の
参
加
］
10
％
（
授
業
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
問
題
発
見
お
よ
び
解
決
へ
の
努
力
へ
の
行
動
）
 

・
何
れ
も
、
課
題
設
定
の
明
確
さ
、
選
択
し
た
方
法
（
資
料
）
等
の
適
切
性
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
や
結
論
へ
の
多
角
的

検
討
や
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

・
授
業
を
通
し
て
考
え
た
看
護
教
育
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
2,
00
0
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
提
出
す
る
。
詳
細
は
、
授
業
内
で
説
明
す
る
。
 

・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
 

 

科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
看
護
教
育
学
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
教
育
方
法
論
及
び
学
習
理
論
を
活
用
し
な
が
ら
、
看
護
実
践
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
看
護
基
礎
教
育
お
よ
び
継

続
教
育
に
お
い
て
教
育
方
法
や
教
材
の
開
発
を
探
究
す
る
。
学
生
参
画
型
授
業
の
実
践
的
開
発
を
通
し
て
自
己
教
育
力

の
育
成
方
法
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
通
し
て
実
践
的
教
育
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
方
法
を
探
究
す
る
。

 
［
目
標
］

 
①

 看
護
教
育
の
特
徴
と
そ
の
評
価
法
、
教
授
－
学
習
過
程
の
構
造
、
学
生
参
画
型
授
業
と
そ
の
教
授
法
に
つ
い
て
説

明
で
き
る
。

 
②
 自
己
教
育
力
の
育
成
と
そ
の
評
価
法
に
つ
い
て
探
究
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
③
 シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
設
計
や
評
価
を
学
修
し
、
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
。

 
④
 専
門
職
と
し
て
の
倫
理
観
、
臨
床
判
断
能
力
を
含
め
た
看
護
教
育
上
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
教
育
的
方
策
に
つ

い
て
考
察
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当
者

 
月 日

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

【
講
義
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
看
護
教
育
に
お
け
る
方
法
論
概
説
 

【
講
義
】
実
習
教
育
法
 

【
講
義
】
協
同
学
習
法
 

【
講
義
】
参
画
型
授
業
と
そ
の
教
授
法
（
1）
カ
ー
ド
メ
ソ
ッ
ド
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
参
画
型
授
業
と
そ
の
教
授
法
（
2）
カ
ー
ド
メ
ソ
ッ
ド
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
参
画
型
授
業
と
そ
の
教
授
法
（
3）
カ
ー
ド
メ
ソ
ッ
ド
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
参
画
型
授
業
と
そ
の
教
授
法
（
4）
カ
ー
ド
メ
ソ
ッ
ド
〔
集
中
〕
 

【
講
義
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
1）
構
造
と
理
論
・
シ
ナ
リ
オ
設
計
と
教
育
技
法
 

【
講
義
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
2）
評
価
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
学
習
環
境
の
 

デ
ザ
イ
ン
 

【
演
習
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
3）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
設
計
の
実
際
〔
集
中
〕 

【
演
習
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
4）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
設
計
の
発
表
〔
集
中
〕 

【
演
習
】
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
4）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
設
計
の
評
価
〔
集
中
〕 

【
演
習
】
自
己
教
育
力
の
育
成
と
そ
の
評
価
法
（
1）

 

 
 
 
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
演
習
】
自
己
教
育
力
の
育
成
と
そ
の
評
価
法
（
2）

 

 
 
 
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
川
瀬

 
川
瀬

 
 

川
瀬
・
岡
安

 
川
瀬
・
岡
安

 
川
瀬
・
岡
安

 
岡
安
・
川
瀬

 
 

岡
安
・
川
瀬

 

 

テ
キ
ス
ト

 
杉
森
み
ど
里
、
舟
島
な
を
み
（

20
21
）：
看
護
教
育
学
第

7版
、
医
学
書
院

 

参
考
文
献

 

舟
島
な
を
み
：
看
護
教
育
学
研
究
 
第

2版
 
発
見
・
創
造
・
証
明
の
過
程
、
医
学
書
院
、

20
10
．

 
適
宜
、
授
業
内
で
紹
介
す
る
。

 
安
酸
史
子
：
経
験
型
実
習
教
育

: 看
護
師
を
は
ぐ
く
む
理
論
と
実
践
、
医
学
書
院
、

20
15

 
阿
部
幸
恵
：
臨
床
実
践
力
を
育
て
る

! 看
護
の
た
め
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
、
医
学
書
院
、

20
13
．
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評
価
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
］
50
％
（
最
終
レ
ポ
ー
ト
：
そ
の
他
に
概
要
記
載
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
30
％
（
第

13
回
～
第

14
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
設
計
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

［
授
業
へ
の
参
加
度
］
20
％
（
授
業
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
問
題
発
見
お
よ
び
解
決
へ
の
努
力
へ
の
行
動
）
 

・
何
れ
も
、
課
題
設
定
の
明
確
さ
、
選
択
し
た
方
法
（
資
料
）
等
の
適
切
性
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
や
結
論
へ
の
多
角
的

検
討
や
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

・
第

14
回
・
第

15
回
は
、
履
修
生
を
中
心
と
し
た
「
自
己
教
育
力
」
に
関
す
る
抄
読
発
表
を
行
う
。
 

・
授
業
を
通
し
て
考
え
た
看
護
教
育
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
2,
00
0
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
提
出
す
る
。
詳
細
は
、
授
業
内
で
説
明
す
る
。
 

・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
 

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
専
門
演
習
（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 
教
授
 
秦
 
幸
吉

  
准
教
授
 
井
上
 
千
晶

 
講
師
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

12
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
お
よ
び
周
産
期
母
子
が
抱
え
る
健
康
課
題
に
対
し
て
看
護
実
践
を
行
い
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
法

お
よ
び
評
価
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案

 

2 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
①

 

3 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
②

 

4 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
①

 

5 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
②

 

6 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
③

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
④
 
中
間
検
討
会

 

8 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
⑤

 

9 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
⑥

 

10
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
①
 
理
論
を
用
い
た
事
例
分
析
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 

11
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
②
 
生
理
的
指
標
や
評
価
尺
度
を
用
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
妥
当
性
の
検
討

 

12
 
実
践
し
た
看
護
を
評
価
し
、
看
護
実
践
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考
察

 

13
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
①

 

14
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
②

 

15
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
③

 

テ
キ
ス
ト

 
 特
に
指
定
し
な
い

 
 

参
考
文
献

 
適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
以
下
の
内
容
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

[レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
] 
80
%（
演
習
計
画
書
・
事
例
展
開
記
録
・
課
題
レ
ポ
ー
ト
、
実
践
報
告
な
ど
）
 

[演
習
へ
の
取
組
]2
0%
（
毎
回
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
目
標
の
達
成
度
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

そ
の
他

 

・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 
演
習
場
所
：
産
科
・
更
年
期
外
来
・
不
妊
外
来
を
併
設
す
る
病
産
院
、
地
域
の
健
康
教
室
な
ど
か
ら
学
習
目
的
や
内
容
に

合
わ
せ
て
選
択
す
る
。

 
演
習
期
間
：
学
生
と
相
談
の
上
、
個
別
に
設
定
す
る

 

 

科
目
分
類

 
助
産
学
実
践
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
助
産
学
特
論
Ⅱ
（
女
性
の
解
剖
と
機
能
・
薬
理
）

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
秦
 
幸
吉
  
 

非
常
勤
講
師
 
西
村
 
信
弘
  
松
本
 
暁
洋
  

 

選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

目
的
・
目
標
 

助
産
実
践
の
基
礎
的
・
科
学
的
基
盤
と
な
る
、
女
性
の
解
剖
・
生
理
、
妊
娠
・
出
産
が
生
体
に
及
ぼ
す
影
響
、
ヒ
ト
の
発

生
と
先
天
異
常
、
妊
娠
と
胎
盤
の
機
能
、
周
産
期
に
関
連
し
た
薬
理
・
免
疫
等
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
修
得
す
る
。
 

目
標
 

１
）
女
性
の
身
体
お
よ
び
女
性
生
殖
器
の
解
剖
と
機
能
を
理
解
し
、
妊
娠
・
出
産
が
生
体
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
ヒ
ト
の
発
生
、
先
天
異
常
、
胎
児
期
生
活
が
そ
の
後
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
周
産
期
に
お
け
る
薬
剤
の
影
響
と
観
察
項
目
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
計
画
 

回
数
 
内
容
 

担
当
者
 

1 
女
性
の
解
剖
と
機
能
Ⅰ
 

松
本
 

2 
女
性
の
解
剖
と
機
能
Ⅱ
 

松
本
 

3 
妊
娠
経
過
と
形
態
機
能
 

秦
 

4 
ヒ
ト
の
発
生
過
程
 
初
期
発
生
 

松
本
 

5 
ヒ
ト
の
発
生
過
程
 
心
血
管
系
・
呼
吸
器
系
 

松
本

 
6 

ヒ
ト
の
発
生
過
程
 
消
化
器
系
・
体
腔
 

松
本

 
7 

ヒ
ト
の
発
生
過
程
 
泌
尿
生
殖
器
系
・
中
枢
神
経
系
 

松
本

 
8 

成
人
病
胎
児
期
発
生
起
源
説
（
DO
Ha
D)
の
考
え
方
 

秦
 

9 
妊
婦
と
薬
剤
 
 
妊
娠
の
時
期
と
催
奇
形
性
 

西
村
 

10
 
分
娩
と
薬
剤
 
 
分
娩
誘
発
剤
や
帝
王
切
開
時
の
麻
酔
薬
の
薬
理
作
用
と
投
与
時
の
注
意
事
項
 
西
村
 

11
 
母
乳
と
薬
剤
 
 
薬
剤
の
母
乳
へ
の
影
響
、
 
母
親
の
服
用
が
新
生
児
に
与
え
る
影
響
 

西
村
 

12
 
妊
娠
中
、
授
乳
婦
へ
の
薬
剤
使
用
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
 

西
村
 

13
 
胎
盤
の
機
能
 

秦
 

14
 
妊
娠
の
維
持
と
免
疫
 

秦
 

15
 
新
生
児
・
乳
児
期
の
免
疫
 

秦
 

テ
キ
ス
ト
 

  

参
考
文
献
 

ラ
ン
グ
マ
ン
人
体
発
生
学
第

7
版
 
訳
 
ト
マ
ス
・
Ｗ
・
サ
ド
ラ
ー
、
医
学
書
院
 

カ
ラ
ー
図
解
 
人
体
発
生
学
講
義
ノ
ー
ト
（
第

2
版
）
 
塩
田
浩
平
 
金
芳
堂
 

グ
レ
イ
解
剖
学
 
訳
 
塩
田
浩
平
他
、
エ
ル
ゼ
ビ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
 

薬
剤
の
母
乳
へ
の
移
行
第

3
版
 
菅
原
和
信
他
、
南
山
堂
 

評
価
方
法
 
レ
ポ
ー
ト

10
0％

 

そ
の
他
 

・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）
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評
価
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
］
50
％
（
最
終
レ
ポ
ー
ト
：
そ
の
他
に
概
要
記
載
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
30
％
（
第

13
回
～
第

14
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
設
計
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

［
授
業
へ
の
参
加
度
］
20
％
（
授
業
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
問
題
発
見
お
よ
び
解
決
へ
の
努
力
へ
の
行
動
）
 

・
何
れ
も
、
課
題
設
定
の
明
確
さ
、
選
択
し
た
方
法
（
資
料
）
等
の
適
切
性
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
や
結
論
へ
の
多
角
的

検
討
や
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

・
第

14
回
・
第

15
回
は
、
履
修
生
を
中
心
と
し
た
「
自
己
教
育
力
」
に
関
す
る
抄
読
発
表
を
行
う
。
 

・
授
業
を
通
し
て
考
え
た
看
護
教
育
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
2,
00
0
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
提
出
す
る
。
詳
細
は
、
授
業
内
で
説
明
す
る
。
 

・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
 

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
専
門
演
習
（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 
教
授
 
秦
 
幸
吉

  
准
教
授
 
井
上
 
千
晶

 
講
師
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

12
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
お
よ
び
周
産
期
母
子
が
抱
え
る
健
康
課
題
に
対
し
て
看
護
実
践
を
行
い
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
法

お
よ
び
評
価
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案

 

2 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
①

 

3 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
計
画
立
案
②

 

4 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
①

 

5 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
②

 

6 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
③

 

7 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
④
 
中
間
検
討
会

 

8 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
⑤

 

9 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
⑥

 

10
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
①
 
理
論
を
用
い
た
事
例
分
析
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 

11
 
実
践
し
た
看
護
の
検
討
②
 
生
理
的
指
標
や
評
価
尺
度
を
用
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
妥
当
性
の
検
討

 

12
 
実
践
し
た
看
護
を
評
価
し
、
看
護
実
践
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考
察

 

13
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
①

 

14
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
②

 

15
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ま
と
め
③

 

テ
キ
ス
ト

 
 特
に
指
定
し
な
い

 
 

参
考
文
献

 
適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
以
下
の
内
容
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

[レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
] 
80
%（
演
習
計
画
書
・
事
例
展
開
記
録
・
課
題
レ
ポ
ー
ト
、
実
践
報
告
な
ど
）
 

[演
習
へ
の
取
組
]2
0%
（
毎
回
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
目
標
の
達
成
度
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

そ
の
他

 

・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 
演
習
場
所
：
産
科
・
更
年
期
外
来
・
不
妊
外
来
を
併
設
す
る
病
産
院
、
地
域
の
健
康
教
室
な
ど
か
ら
学
習
目
的
や
内
容
に

合
わ
せ
て
選
択
す
る
。

 
演
習
期
間
：
学
生
と
相
談
の
上
、
個
別
に
設
定
す
る

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
学
特
論
Ⅰ
（
概
論
）

 
学
期

 
春

 

担
当
教
員

 
〇
藤
田
小
矢
香
、
井
上
千
晶
、
秦
幸
吉
 

 
非
常
勤
講
師
：
京
哲
、
金
崎
春
彦
、
勝
部
愛
子
、
高
村
浩
美
、
板
持
さ
と
み

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 
（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

授
業
の
概
要

 

女
性
の
生
涯
を
通
じ
た
性
と
生
殖
を
支
援
す
る
た
め
に
助
産
の
基
本
概
念
お
よ
び
意
義
、
助
産
学
を
支
え
る
基
礎
理

論
、
助
産
師
の
活
動
と
そ
の
役
割
、
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た
性
と
生
殖
に
お
け
る
健
康
課
題
、
身
体
的
・

心
理
的
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
ま
た
助
産
ケ
ア
に
関
連
す
る
性
と
生
殖
に
関
す
る
現
状
お
よ
び
倫
理
的
課
題
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

目
標
 

１
）
助
産
・
助
産
師
の
歴
史
と
変
遷
か
ら
、
助
産
師
の
役
割
や
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
で
き
る
。
 

２
）
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
と
助
産
ケ
ア
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
離
島
・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
助
産
師
の
役
割
や
、
地
域
貢
献
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
）
生
殖
医
療
に
お
け
る
倫
理
的
課
題
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
 

内
容

 
 
 
 

 
担
当
者

 

1 
助
産
に
お
け
る
基
本
概
念
、
意
義
、
助
産
・
助
産
師
の
定
義

 
藤
田

 

2 
助
産
・
助
産
師
の
歴
史
と
変
遷

 
藤
田

 

3 
統
計
か
ら
み
た
母
子
保
健
活
動
 

 
井
上

 

4 
助
産
診
断
①
～
歴
史
と
概
念
 

 
藤
田

 

5 
助
産
診
断
②
～
意
義
と
実
際
 
 

 
藤
田

 

6 
助
産
診
断
と
助
産
師
の
役
割
 

 
藤
田

 

7 
助
産
学
を
支
え
る
理
論
 
 
 

 
藤
田

 

8 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
と
助
産
ケ
ア

 
井
上

 

9 
離
島
の
周
産
期
医
療
の
現
状
と
課
題
 

 
高
村

 

10
 

離
島
に
お
け
る
助
産
師
の
や
り
が
い
と
地
域
貢
献
 
 

 
高
村

 

11
 

中
山
間
地
域
の
周
産
期
医
療
の
現
状
と
助
産
師
の
役
割
 

 
板
持

 

12
 

地
域
医
療
に
お
け
る
周
産
期
医
療
の
倫
理
的
課
題

 
京

 

13
 

生
殖
医
療
に
お
け
る
倫
理
的
課
題

 
金
崎

 

14
 

出
生
前
診
断
の
実
際
と
助
産
ケ
ア

 
秦

 

15
 

不
妊
に
悩
む
カ
ッ
プ
ル
へ
の
助
産
ケ
ア

 
勝
部

 

テ
キ
ス
ト

 
助
産
学
講
座

1 
基
礎
助
産
学
［

1］
助
産
学
概
論
 
第

5版
 
医
学
書
院

 

参
考
文
献

 

看
護
六
法
 
新
日
本
法
規

 
新
版
 
助
産
師
業
務
要
覧
Ⅰ
 
基
礎
編
 
第

3版
 
日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

20
21
年
版

 
新
版
 
助
産
師
業
務
要
覧
Ⅱ
 
実
践
編
 
第

3版
 
日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

20
21
年
版

 
新
版
 
助
産
師
業
務
要
覧
Ⅲ
 
ア
ド
バ
ン
ス
編
 
第

3版
 
日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

20
21
年
版

 
助
産
師
基
礎
教
育
テ
キ
ス
ト
 
周
産
期
に
お
け
る
医
療
の
質
と
安
全
 
日
本
看
護
協
会
出
版

 
助
産
所
開
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
版
 
日
本
助
産
師
会
出
版

 
助
産
業
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

20
19

 
日
本
助
産
学
会
出
版

 
日
本
産
婦
人
科
学
会
 
日
本
産
婦
人
科
医
会
編
集
・
監
修
 
産
婦
人
科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

-産
科
編

20
17

 
日
本
産
婦

科
目
分
類

 
助
産
学
実
践
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
助
産
学
特
論
Ⅱ
（
女
性
の
解
剖
と
機
能
・
薬
理
）

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
秦
 
幸
吉
  
 

非
常
勤
講
師
 
西
村
 
信
弘
  
松
本
 
暁
洋
  

 

選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

目
的
・
目
標
 

助
産
実
践
の
基
礎
的
・
科
学
的
基
盤
と
な
る
、
女
性
の
解
剖
・
生
理
、
妊
娠
・
出
産
が
生
体
に
及
ぼ
す
影
響
、
ヒ
ト
の
発

生
と
先
天
異
常
、
妊
娠
と
胎
盤
の
機
能
、
周
産
期
に
関
連
し
た
薬
理
・
免
疫
等
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
を
修
得
す
る
。
 

目
標
 

１
）
女
性
の
身
体
お
よ
び
女
性
生
殖
器
の
解
剖
と
機
能
を
理
解
し
、
妊
娠
・
出
産
が
生
体
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
ヒ
ト
の
発
生
、
先
天
異
常
、
胎
児
期
生
活
が
そ
の
後
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
周
産
期
に
お
け
る
薬
剤
の
影
響
と
観
察
項
目
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
計
画
 

回
数
 
内
容
 

担
当
者
 

1 
女
性
の
解
剖
と
機
能
Ⅰ
 

松
本
 

2 
女
性
の
解
剖
と
機
能
Ⅱ
 

松
本
 

3 
妊
娠
経
過
と
形
態
機
能
 

秦
 

4 
ヒ
ト
の
発
生
過
程
 
初
期
発
生
 

松
本
 

5 
ヒ
ト
の
発
生
過
程
 
心
血
管
系
・
呼
吸
器
系
 

松
本

 
6 

ヒ
ト
の
発
生
過
程
 
消
化
器
系
・
体
腔
 

松
本

 
7 

ヒ
ト
の
発
生
過
程
 
泌
尿
生
殖
器
系
・
中
枢
神
経
系
 

松
本

 
8 

成
人
病
胎
児
期
発
生
起
源
説
（
DO
Ha
D)
の
考
え
方
 

秦
 

9 
妊
婦
と
薬
剤
 
 
妊
娠
の
時
期
と
催
奇
形
性
 

西
村
 

10
 
分
娩
と
薬
剤
 
 
分
娩
誘
発
剤
や
帝
王
切
開
時
の
麻
酔
薬
の
薬
理
作
用
と
投
与
時
の
注
意
事
項
 
西
村
 

11
 
母
乳
と
薬
剤
 
 
薬
剤
の
母
乳
へ
の
影
響
、
 
母
親
の
服
用
が
新
生
児
に
与
え
る
影
響
 

西
村
 

12
 
妊
娠
中
、
授
乳
婦
へ
の
薬
剤
使
用
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
 

西
村
 

13
 
胎
盤
の
機
能
 

秦
 

14
 
妊
娠
の
維
持
と
免
疫
 

秦
 

15
 
新
生
児
・
乳
児
期
の
免
疫
 

秦
 

テ
キ
ス
ト
 

  

参
考
文
献
 

ラ
ン
グ
マ
ン
人
体
発
生
学
第

7
版
 
訳
 
ト
マ
ス
・
Ｗ
・
サ
ド
ラ
ー
、
医
学
書
院
 

カ
ラ
ー
図
解
 
人
体
発
生
学
講
義
ノ
ー
ト
（
第

2
版
）
 
塩
田
浩
平
 
金
芳
堂
 

グ
レ
イ
解
剖
学
 
訳
 
塩
田
浩
平
他
、
エ
ル
ゼ
ビ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
 

薬
剤
の
母
乳
へ
の
移
行
第

3
版
 
菅
原
和
信
他
、
南
山
堂
 

評
価
方
法
 
レ
ポ
ー
ト

10
0％

 

そ
の
他
 

・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）
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科
目
分
類

 
助
産
学
実
践
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
学
特
論
Ⅲ
（
母
子
・
家
族
の
心
理
と
社
会
）

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
准
教
授

 橋
本
由
里
 
 
非
常
勤
講
師
 
藤
原
映
久
 

 挾
間
玄
以
 

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

授
業
の
概
要

 

発
達
心
理
学
の
側
面
か
ら
家
族
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
や
親
子
関
係
に
関
す
る
諸
理
論
を
理
解
す
る
。
発
達
心
理
学
の
視
点

か
ら
母
子
を
取
り
巻
く
現
代
社
会
の
課
題
と
子
ど
も
の
発
達
、
子
ど
も
の
発
達
の
遅
れ
や
発
達
障
が
い
児
を
理
解
し
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
発
達
を
支
援
す
る
方
法
を
理
解
す
る
。

 
 
ま
た
、
周
産
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
意
義
や
妊
娠
・
出
産
を
契
機
に
精
神
を
病
む
母
親
の
病
態
を
理
解
し
、
兆
候
の

早
期
発
見
と
早
期
支
援
の
た
め
の
医
療
や
多
職
種
の
連
携
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
目
標

 
１
）
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
お
け
る
諸
問
題
と
周
産
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 
２
）
家
族
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
親
子
関
係
、
母
子
関
係
等
を
発
達
心
理
学
の
視
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
乳
児
期
の
親
子
関
係
（
１
）
愛
着
形
成
、
愛
着
障
害
 
 
 
 
 

 
橋
本

 

2 
乳
児
期
の
親
子
関
係
（
２
）
信
頼
関
係
、
虐
待
 

 
橋
本

 

3 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
１
）
思
春
期
・
青
年
期
に
お
け
る
諸
問
題
 

 
橋
本

 

4 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
２
）
成
人
期
初
期
・
中
期
に
お
け
る
諸
問
題

 
橋
本

 

5 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
３
）
更
年
期
・
老
年
期
に
お
け
る
諸
問
題
 

 
橋
本

 

6 
母
子
関
係
（
１
）
母
子
相
互
作
用
 
 

 
橋
本

 

7 
母
子
関
係
（
２
）
母
子
を
取
り
巻
く
社
会
 
 
 

 
橋
本

 

8 
家
族
関
係
 
父
子
関
係
、
兄
弟
関
係
、
祖
父
母
と
の
関
係
 
 

 
橋
本

 

9 
論
文
講
読
（
１
）
 

 
橋
本

 

10
 

論
文
講
読
（
２
）
 
 
 

 
橋
本

 

11
 

論
文
講
読
（
３
）
 
 
 

 
橋
本

 

12
 

子
ど
も
の
し
つ
け
と
体
罰

 
藤
原

 

13
 

虐
待
予
防
を
目
的
と
し
た
保
護
者
支
援
の
実
際

 
藤
原

 

14
 

精
神
障
が
い
の
概
略
、
鑑
別
 
 
周
産
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
意
義
 

 
挟
間

 

15
 

妊
娠
・
産
後
の
不
適
応
状
態
と
兆
候
 
 
精
神
科
医
療
と
の
多
職
者
連
携
 
 

 
挟
間

 

テ
キ
ス
ト

 
必
要
に
応
じ
て
適
宜
資
料
を
配
布
す
る
。

 
 

参
考
文
献

 
助
産
学
講
座
４

 母
子
の
心
理
社
会
学
、
医
学
書
院
 

 
虐
待
予
防
の
た
め
の
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
市
町
村
等
で
す
ぐ
に
実
施
で
き
る
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
藤
原
映
久
 
岩

崎
学
術
出
版
社

 

評
価
方
法

 
授
業
へ
の
参
加
態
度
、
レ
ポ
ー
ト
等
で
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 

 

科
目
分
類

 
助
産
学
実
践
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
診
断
技
術
学
演
習
Ⅰ
（
妊
婦
の
助
産
診
断
と
ケ
ア
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
藤
田
小
矢
香

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
３

 

（
※
）：
別
表
２
：
助
産
診
断
・
技
術
学

 

授
業
の
概
要

 

正
常
な
過
程
に
あ
る
妊
婦
と
胎
児
の
生
理
と
正
常
か
ら
逸
脱
し
た
状
態
を
理
解
し
妊
娠
期
の
管
理
を
学
ぶ
。
妊
婦
と
そ
の

家
族
へ
の
助
産
診
断
・
助
産
ケ
ア
に
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
理
解
し
、
妊
娠
期
の
ケ
ア
を
自
律
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
論
理
的
思
考
を
基
に
基
礎
的
な
知
識
と
理
論
を
習
得
す
る
。
正
常
か
ら
逸
脱
す
る
因
子
や
要
因
を
理
解
し
、
予
防

に
向
け
た
援
助
や
助
産
ケ
ア
の
実
践
に
つ
い
て
考
え
る
力
を
養
う
。
 

目
標
 

１
）
妊
娠
の
成
立
と
正
常
な
妊
娠
経
過
を
理
解
し
、
正
常
な
経
過
を
た
ど
る
妊
婦
の
妊
娠
管
理
を
理
解
す
る
。
 

２
）
妊
娠
に
伴
う
生
理
的
変
化
、
胎
児
や
胎
児
付
属
物
に
つ
い
て
理
解
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
お
よ
び
具
体
的
な
ケ
ア
方
法
、

妊
婦
と
そ
の
家
族
の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
が
高
め
ら
れ
る
支
援
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
 

３
）
模
擬
事
例
を
用
い
て
妊
娠
期
の
助
産
過
程
の
展
開
を
習
得
す
る
。
 

４
）
演
習
に
お
い
て
妊
娠
初
期
か
ら
継
続
し
て
関
わ
り
、
妊
婦
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
、
分
娩
・
産
褥

を
見
据
え
た
ケ
ア
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
）
妊
娠
期
に
お
け
る
異
常
や
正
常
か
ら
の
逸
脱
に
つ
い
て
理
解
し
、
妊
婦
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
な
ら
び
に
急
変
時
の

対
応
に
つ
い
て
理
解
し
、
対
応
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
）
妊
婦
に
対
す
る
個
別
指
導
計
画
立
案
の
方
法
に
つ
い
て
理
解
し
、
演
習
を
通
し
て
指
導
の
も
と
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
妊
娠
期
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
診
断
、
妊
娠
初
期
の
経
過
診
断
・
健
康
生
活
診
断

 
2・

3 
助
産
診
断
過
程
①
 
妊
娠
初
期

 

4 
妊
娠
中
期
の
経
過
診
断
・
健
康
生
活
診
断

 

5・
6 

助
産
診
断
過
程
②
 
妊
娠
中
期

 

7 
妊
娠
後
期
の
経
過
診
断
・
健
康
生
活
診
断

 

8・
9 

助
産
診
断
過
程
③
 
妊
娠
後
期

 

10
 

妊
娠
期
の
マ
イ
ナ
ー
ト
ラ
ブ
ル
と
個
別
保
健
指
導

 

11
-1

2 
個
別
保
健
指
導
の
実
際

 

13
・

14
 
正
常
な
妊
娠
経
過
か
ら
逸
脱
し
た
妊
婦
の
支
援
、
ハ
イ
リ
ス
ク
状
態
に
あ
る
妊
婦
と
家
族
へ
の
支
援
と
急
変

時
の
対
応

 

15
～

22
 

産
婦
人
科
外
来
に
お
い
て
継
続
受
持
妊
婦
の
健
康
診
査
と
保
健
指
導
の
実
施
及
び
評
価

 
１
回
：
妊
婦
健
診
に
関
す
る
技
術
試
験
（

O
SC

E）
 

２
回
～
５
回
：
妊
娠
初
期
～
中
期
 

６
回
～
８
回
：
妊
娠
後
期

 

テ
キ
ス
ト

 

・
実
践
マ
タ
ニ
テ
ィ
診
断
 
第

5版
 
医
学
書
院
 

 
・
助
産
学
講
座

3 
基
礎
助
産
学
［

3］
母
子
の
健
康
科
学
 
医
学
書
院
 

 
・
助
産
学
講
座

6 
助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ
［

1］
妊
娠
期
 
第

5版
 
医
学
書
院

 
・
最
新
産
科
学
 
正
常
篇
 
第

22
版
 
文
光
堂

 
・
週
数
別
妊
婦
健
診
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
医
学
書
院
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科
目
分
類

 
助
産
学
実
践
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
学
特
論
Ⅲ
（
母
子
・
家
族
の
心
理
と
社
会
）

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
准
教
授

 橋
本
由
里
 
 
非
常
勤
講
師
 
藤
原
映
久
 

 挾
間
玄
以
 

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

授
業
の
概
要

 

発
達
心
理
学
の
側
面
か
ら
家
族
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
や
親
子
関
係
に
関
す
る
諸
理
論
を
理
解
す
る
。
発
達
心
理
学
の
視
点

か
ら
母
子
を
取
り
巻
く
現
代
社
会
の
課
題
と
子
ど
も
の
発
達
、
子
ど
も
の
発
達
の
遅
れ
や
発
達
障
が
い
児
を
理
解
し
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
発
達
を
支
援
す
る
方
法
を
理
解
す
る
。

 
 
ま
た
、
周
産
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
意
義
や
妊
娠
・
出
産
を
契
機
に
精
神
を
病
む
母
親
の
病
態
を
理
解
し
、
兆
候
の

早
期
発
見
と
早
期
支
援
の
た
め
の
医
療
や
多
職
種
の
連
携
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
目
標

 
１
）
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
お
け
る
諸
問
題
と
周
産
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 
２
）
家
族
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
親
子
関
係
、
母
子
関
係
等
を
発
達
心
理
学
の
視
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
乳
児
期
の
親
子
関
係
（
１
）
愛
着
形
成
、
愛
着
障
害
 
 
 
 
 

 
橋
本

 

2 
乳
児
期
の
親
子
関
係
（
２
）
信
頼
関
係
、
虐
待
 

 
橋
本

 

3 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
１
）
思
春
期
・
青
年
期
に
お
け
る
諸
問
題
 

 
橋
本

 

4 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
２
）
成
人
期
初
期
・
中
期
に
お
け
る
諸
問
題

 
橋
本

 

5 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
３
）
更
年
期
・
老
年
期
に
お
け
る
諸
問
題
 

 
橋
本

 

6 
母
子
関
係
（
１
）
母
子
相
互
作
用
 
 

 
橋
本

 

7 
母
子
関
係
（
２
）
母
子
を
取
り
巻
く
社
会
 
 
 

 
橋
本

 

8 
家
族
関
係
 
父
子
関
係
、
兄
弟
関
係
、
祖
父
母
と
の
関
係
 
 

 
橋
本

 

9 
論
文
講
読
（
１
）
 

 
橋
本

 

10
 

論
文
講
読
（
２
）
 
 
 

 
橋
本

 

11
 

論
文
講
読
（
３
）
 
 
 

 
橋
本

 

12
 

子
ど
も
の
し
つ
け
と
体
罰

 
藤
原

 

13
 

虐
待
予
防
を
目
的
と
し
た
保
護
者
支
援
の
実
際

 
藤
原

 

14
 

精
神
障
が
い
の
概
略
、
鑑
別
 
 
周
産
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
意
義
 

 
挟
間

 

15
 

妊
娠
・
産
後
の
不
適
応
状
態
と
兆
候
 
 
精
神
科
医
療
と
の
多
職
者
連
携
 
 

 
挟
間

 

テ
キ
ス
ト

 
必
要
に
応
じ
て
適
宜
資
料
を
配
布
す
る
。

 
 

参
考
文
献

 
助
産
学
講
座
４

 母
子
の
心
理
社
会
学
、
医
学
書
院
 

 
虐
待
予
防
の
た
め
の
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
市
町
村
等
で
す
ぐ
に
実
施
で
き
る
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
藤
原
映
久
 
岩

崎
学
術
出
版
社

 

評
価
方
法

 
授
業
へ
の
参
加
態
度
、
レ
ポ
ー
ト
等
で
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 

 

参
考
文
献

 

・
今
日
の
助
産
 
改
定
第

3版
 
北
川
眞
理
子
・
内
山
和
美
編
集
 
生
田
克
夫
医
学
監
修
 
南
江
堂
 

 
・
妊
産
婦
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル

. 
日
本
産
婦
人
科
医
会
 

 
・
日
本
産
婦
人
科
学
会

/日
本
産
婦
人
科
医
会
編
 
産
婦
人
科
医
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
産
科
篇

 
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
助
産
学
 
助
産
外
来
の
健
診
技
術
 
医
学
書
院
 

 
・
産
婦
人
科
必
修
母
体
急
変
時
の
初
期
対
応
 
メ
デ
ィ
カ
出
版

 
・
産
科
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
臨
床
推
論
 
メ
デ
ィ
カ
出
版

 
・
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
助
産
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

-妊
娠
期
・
分
娩
期
・
産
褥
期

-2
02

0 
日
本
助
産
学
会

 
・
母
子
健
康
手
帳

 

評
価
方
法

 
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
演
習
（
記
録
・
実
施
・
評
価
）
か
ら
総
合
的
に
評
価
す
る
。

 
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
適
宜
行
う
。

 

そ
の
他

 

・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業

 
・
母
性
看
護
学
の
既
習
の
知
識
・
技
術
は
、
復
習
し
て
か
ら
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

 
・
実
際
に
継
続
妊
婦
の
健
康
診
査
を
行
う
た
め
の
経
過
診
断
・
健
康
生
活
診
断
の
計
画
や
保
健
指
導
計
画
及
び
健
康
診
査

結
果
に
つ
い
て
、
実
施
前
と
実
施
後
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
、
内
容
を
深
め
な
が
ら
授
業
を
す
す
め
ま
す
。

 
・
自
己
学
習
の
た
め
の
課
題
は
適
時
提
示
す
る
予
定
で
す
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
診
断
技
術
学
演
習
Ⅱ
（
産
婦
の
助
産
診
断
と
ケ
ア
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
〇
中
谷
陽
子
 
 
藤
田
小
矢
香

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
３

 

（
※
）：
別
表
２
：
助
産
診
断
・
技
術
学

 

授
業
の
概
要

 

産
婦
と
胎
児
の
生
理
な
ら
び
に
正
常
な
分
娩
経
過
と
正
常
か
ら
の
逸
脱
し
た
状
態
に
つ
い
て
理
解
し
、
解
剖
学
的
視
点
お

よ
び
論
理
的
思
考
を
基
に
分
娩
期
の
助
産
診
断
・
ケ
ア
の
実
践
能
力
を
養
う
。
産
婦
の
主
体
的
な
出
産
を
支
援
で
き
る
よ

う
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
分
娩
介
助
技
術
を
習
得
す
る
。
分
娩
期
の
臨
床
推
論
の
基
本
概
念
を
理
解
し
、
助
産
に
お
け

る
臨
床
診
断
能
力
と
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
実
践
技
術
を
取
得
す
る
。
分
娩
期
の
母
子
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
助
産
実
践

に
つ
い
て
探
求
す
る
能
力
を
養
い
、
正
常
か
ら
逸
脱
し
た
原
因
や
要
因
を
理
解
し
、
予
防
に
向
け
た
援
助
や
助
産
ケ
ア
の

実
践
に
つ
い
て
考
え
る
力
を
養
う
。
 

目
標
 

１
）
分
娩
開
始
、
分
娩
進
行
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
、
生
理
的
な
経
過
な
ら
び
に
正
常
か
ら
の
逸
脱
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
産
婦
と
胎
児
の
状
態
に
つ
い
て
根
拠
を
基
に
助
産
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
分
娩
介
助
モ
デ
ル
に
て
仰
臥
位
分
娩
・
側
臥
位
分
娩
を
含
む
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
分
娩
の
介
助
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

４
）
分
娩
期
の
助
産
診
断
に
つ
い
て
模
擬
事
例
を
通
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
、
ケ
ア
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
）
分
娩
期
の
異
常
に
対
す
る
処
置
と
対
応
や
予
防
的
支
援
を
理
解
し
、
臨
床
推
論
を
も
と
に
急
変
時
の
対
応
を
演
習
に

て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
分
娩
期
の
助
産
診
断

 分
娩
開
始
の
予
知
と
分
娩
開
始

 
藤
田

 

2 
分
娩
進
行
に
伴
う
産
婦
と
胎
児
の
健
康
状
態
の
助
産
診
断
と
ケ
ア
①
（
講
義
・
演
習
）

 
：
入
院
の
診
断
か
ら
分
娩
第

1期
（
前
半
）

 
中
谷
・

 
藤
田

 

3～
4 

基
本
と
な
る
分
娩
介
助
技
術

1（
講
義
・
演
習
）

 
：
分
娩
に
向
け
た
準
備
と
早
期
母
子
接
触

 
中
谷

 

5 
分
娩
に
向
け
た
準
備
 
技
術
確
認
試
験
①

 
中
谷

 

6 
分
娩
進
行
に
伴
う
産
婦
と
胎
児
の
健
康
状
態
の
助
産
診
断
と
ケ
ア
②
（
講
義
・
演
習
）

 
：
分
娩
第

1期
（
後
半
）
か
ら
分
娩
第

3期
 

中
谷
・

 
藤
田

 

7～
8 

基
本
と
な
る
分
娩
介
助
技
術

2（
講
義
・
演
習
）

 
：
仰
臥
位
分
娩
、
側
臥
位
分
娩

 
中
谷

 

9 
分
娩
進
行
に
伴
う
産
婦
と
胎
児
の
健
康
状
態
の
助
産
診
断
と
ケ
ア
③
（
講
義
・
演
習
）

 
：
分
娩
後

2時
間
ま
で
の
助
産
ケ
ア

 
中
谷
・

 
藤
田

 

10
 

分
娩
進
行
に
伴
う
正
常
経
過
逸
脱
の
予
測
と
予
防
的
ケ
ア
 

：
分
娩

3
要
素
の
異
常
と
予
防
、
分
娩
促
進
ケ
ア
 

中
谷
 

11
 

間
接
介
助
の
意
義
と
正
常
分
娩
直
後
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
形
成
へ
の
支
援

 
中
谷

 

12
 

出
生
直
後
か
ら
早
期
新
生
児
の
助
産
診
断
と
ケ
ア

 
中
谷

 

13
 

分
娩
介
助
 
技
術
確
認
試
験
②
 

藤
田
・

 
中
谷
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14
 

産
科
出
血
・
産
科
異
常
に
対
す
る
助
産
診
断
と
緊
急
時
・
搬
送
時
の
支
援
と
対
応
 

中
谷

 

15
 

産
科
に
お
け
る
急
変
時
対
応
と
臨
床
推
論

 
中
谷

 

16
～

17
 
正
常
分
娩
事
例
で
の
助
産
過
程
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
中
谷
・

 
藤
田

 

18
～

19
 
分
娩
期
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
（
仰
臥
位
分
娩
と
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
分
娩
）
 

中
谷

 

20
 

正
常
経
過
か
ら
の
逸
脱
・
異
常
時
の
産
婦
へ
の
肯
定
的
な
出
産
体
験
へ
の
支
援

 
中
谷

 

21
～

22
 
異
常
分
娩
事
例
で
の
助
産
過
程
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
中
谷
・

 
藤
田

 

テ
キ
ス
ト

 
助
産
学
講
座

7 
助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ
〔

2〕
 
分
娩
期
・
産
褥
期
 
医
学
書
院

 
実
践
マ
タ
ニ
テ
ィ
診
断
 
医
学
書
院

 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
磨
く
助
産
師
の
た
め
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
 
医
学
書
院

 

参
考
文
献

 

助
産
診
断
基
礎
教
育
テ
キ
ス
ト
 
第

5巻
 
分
娩
期
の
診
断
と
ケ
ア
 
日
本
看
護
協
会
出
版

 
D

VD
で
学
ぶ
開
業
助
産
師
の
「
わ
ざ
」
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
分
娩
介
助
 
医
歯
薬
出
版
株
式
会
社

 
女
性
の
骨
盤
 
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ス

 
産
婦
人
科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
産
科
編

20
20

 
日
本
産
婦
人
科
学
会

 
写
真
で
わ
か
る
助
産
技
術
ア
ド
バ
ン
ス
 
平
澤
美
恵
子
・
村
上
睦
子
監
修
 
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ

 
今
日
の
助
産
 
改
訂
第

3版
 
北
川
眞
理
子
・
内
山
和
美
編
集
 
生
田
克
夫
医
学
監
修
 
南
江
堂

 
産
婦
人
科
必
修
母
体
急
変
時
の
初
期
対
応
 
メ
デ
ィ
カ
出
版

 
産
科
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
臨
床
推
論
 
メ
デ
ィ
カ
出
版

 
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
助
産
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
‐
妊
娠
期
・
分
娩
期
・
産
褥
期
‐

20
20

 
日
本
助
産
学
会

 

評
価
方
法

 
技
術
試
験
①
・
②
 

80
％
 

 
演
習
 

20
％
：
ミ
ニ
マ
ム
リ
ク
ワ
イ
ア
メ
ン
ツ
（
分
娩
期
の
診
断
と
ケ
ア
の
項
目
）
を
基
準
と
す
る

 

そ
の
他

 

演
習
を
重
ね
、
分
娩
介
助
技
術
を
研
鑽
し
て
く
だ
さ
い
。

 
事
前
学
習
と
し
て
、
滅
菌
操
作
（
滅
菌
物
の
取
り
扱
い
、
滅
菌
手
袋
の
着
脱
、
滅
菌
ガ
ウ
ン
の
着
脱
）、
導
尿
の
技
術
に

つ
い
て
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。

 
助
産
ケ
ア
に
関
す
る
文
献
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
助
産
ケ
ア
の
理
解
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
周
産
期
救
急
に
お
け
る

研
修
（

AL
SO
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
コ
ー
ス
等
）
に
つ
い
て
随
時
案
内
す
る
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
診
断
技
術
学
演
習
Ⅲ
（
褥
婦
・
新
生
児
の
助
産
診
断
と
ケ
ア
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
准
教
授

 井
上
千
晶
 
非
常
勤
講
師
：
松
原
ま
な
み

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

 

授
業
の
概
要

 

産
褥
期
に
あ
る
母
子
の
正
常
な
経
過
と
正
常
か
ら
逸
脱
し
た
状
態
を
理
解
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
助
産
診
断
過
程

を
実
践
す
る
た
め
に
予
防
を
含
め
た
助
産
ケ
ア
の
実
践
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
。
ま
た
出
産
後
に
新

し
い
家
族
関
係
を
築
い
て
い
く
過
程
と
そ
れ
を
阻
害
す
る
要
因
に
つ
い
て
理
解
し
、
新
し
い
家
族
を
形
成
す
る
過
程
が
円

滑
に
進
む
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

目
標
 

１
）
正
常
な
産
褥
経
過
と
正
常
か
ら
逸
脱
状
態
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
産
褥
期
と
新
生
児
期
に
つ
い
て
根
拠
を
基
に
助
産
課
程
を
展
開
し
、
模
擬
事
例
を
も
と
に
産
褥
期
・
新
生
児
期
の
助

産
診
断
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
正
常
か
ら
の
逸
脱
、
特
別
な
支
援
が
必
要
な
症
例
、
緊
急
時
の
対
応
つ
い
て
理
解
し
、
予
防
的
な
支
援
を
含
め
検
討

し
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
）
母
乳
育
児
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
と
技
術
を
理
解
し
、
実
施
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
産
褥
期
の
生
理
的
変
化
と
対
象
理
解
 

 
井
上

 

2 
褥
婦
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
健
康
課
題
 

 
井
上

 

3 
産
褥
期
の
助
産
ケ
ア
①
身
体
的
回
復
へ
の
助
産
ケ
ア
 

 
井
上

 

4 
産
褥
期
の
助
産
ケ
ア
②
母
乳
育
児
へ
の
援
助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
松
原

 

5 
産
褥
期
の
助
産
ケ
ア
③
母
乳
育
児
へ
の
援
助
 

 
松
原

 

6 
産
褥
期
の
助
産
ケ
ア
④
母
乳
育
児
へ
の
援
助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 松
原

 

7 
母
子
相
互
作
用
と
促
進
す
る
助
産
ケ
ア
 

 
井
上

 

8 
正
常
か
ら
逸
脱
・
産
科
的
異
常
の
あ
る
褥
婦
へ
の
支
援
と
急
変
時
の
対
応

 
井
上

 

9 
特
別
な
育
児
支
援
を
必
要
と
す
る
褥
婦
、
心
理
的
リ
ス
ク
の
あ
る
褥
婦
・
家
族
の
支
援
 

井
上

 

10
 

新
生
児
の
適
応
と
生
理
 
 
 
 

井
上

 

11
 

新
生
児
へ
の
助
産
ケ
ア
 
 
 
 

井
上

 

12
 

褥
婦
事
例
の
助
産
診
断
過
程
①
 
 

井
上

 

13
 

褥
婦
事
例
の
助
産
診
断
過
程
②
 
 

井
上

 

14
 

褥
婦
事
例
の
助
産
診
断
過
程
③
 
 
 
 

 
井
上

 

15
 

新
し
い
家
族
を
形
成
す
る
た
め
の
助
産
ケ
ア
 
 

 
井
上

 

テ
キ
ス
ト

 
助
産
学
講
座

7 
助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ

[2
] 
分
娩
期
・
産
褥
期
 
医
学
書
院

 
助
産
学
講
座

8 
助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ

[3
] 
新
生
児
期
・
乳
幼
児
期
 
医
学
書
院

 
実
践
マ
タ
ニ
テ
ィ
診
断
 
医
学
書
院

 

参
考
文
献

 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
磨
く
助
産
師
の
た
め
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
第

2版
，
医
学
書
院

 
根
拠
と
事
故
防
止
か
ら
み
た
母
性
看
護
技
術
 
第

3版
，
医
学
書
院

 
写
真
で
見
る
母
性
看
護
技
術
ア
ド
バ
ン
ス
，
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ

 

評
価
方
法

 
筆
記
試
験

80
％
 
演
習
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト

20
％
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14
 

産
科
出
血
・
産
科
異
常
に
対
す
る
助
産
診
断
と
緊
急
時
・
搬
送
時
の
支
援
と
対
応
 

中
谷

 

15
 

産
科
に
お
け
る
急
変
時
対
応
と
臨
床
推
論

 
中
谷

 

16
～

17
 
正
常
分
娩
事
例
で
の
助
産
過
程
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
中
谷
・

 
藤
田

 

18
～

19
 
分
娩
期
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
（
仰
臥
位
分
娩
と
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
分
娩
）
 

中
谷

 

20
 

正
常
経
過
か
ら
の
逸
脱
・
異
常
時
の
産
婦
へ
の
肯
定
的
な
出
産
体
験
へ
の
支
援

 
中
谷

 

21
～

22
 
異
常
分
娩
事
例
で
の
助
産
過
程
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
中
谷
・

 
藤
田

 

テ
キ
ス
ト

 
助
産
学
講
座

7 
助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ
〔

2〕
 
分
娩
期
・
産
褥
期
 
医
学
書
院

 
実
践
マ
タ
ニ
テ
ィ
診
断
 
医
学
書
院

 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
磨
く
助
産
師
の
た
め
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
 
医
学
書
院

 

参
考
文
献

 

助
産
診
断
基
礎
教
育
テ
キ
ス
ト
 
第

5巻
 
分
娩
期
の
診
断
と
ケ
ア
 
日
本
看
護
協
会
出
版

 
D

VD
で
学
ぶ
開
業
助
産
師
の
「
わ
ざ
」
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
分
娩
介
助
 
医
歯
薬
出
版
株
式
会
社

 
女
性
の
骨
盤
 
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ス

 
産
婦
人
科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
産
科
編

20
20

 
日
本
産
婦
人
科
学
会

 
写
真
で
わ
か
る
助
産
技
術
ア
ド
バ
ン
ス
 
平
澤
美
恵
子
・
村
上
睦
子
監
修
 
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ

 
今
日
の
助
産
 
改
訂
第

3版
 
北
川
眞
理
子
・
内
山
和
美
編
集
 
生
田
克
夫
医
学
監
修
 
南
江
堂

 
産
婦
人
科
必
修
母
体
急
変
時
の
初
期
対
応
 
メ
デ
ィ
カ
出
版

 
産
科
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
臨
床
推
論
 
メ
デ
ィ
カ
出
版

 
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
助
産
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
‐
妊
娠
期
・
分
娩
期
・
産
褥
期
‐

20
20

 
日
本
助
産
学
会

 

評
価
方
法

 
技
術
試
験
①
・
②
 

80
％
 

 
演
習
 

20
％
：
ミ
ニ
マ
ム
リ
ク
ワ
イ
ア
メ
ン
ツ
（
分
娩
期
の
診
断
と
ケ
ア
の
項
目
）
を
基
準
と
す
る

 

そ
の
他

 

演
習
を
重
ね
、
分
娩
介
助
技
術
を
研
鑽
し
て
く
だ
さ
い
。

 
事
前
学
習
と
し
て
、
滅
菌
操
作
（
滅
菌
物
の
取
り
扱
い
、
滅
菌
手
袋
の
着
脱
、
滅
菌
ガ
ウ
ン
の
着
脱
）、
導
尿
の
技
術
に

つ
い
て
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。

 
助
産
ケ
ア
に
関
す
る
文
献
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
助
産
ケ
ア
の
理
解
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
周
産
期
救
急
に
お
け
る

研
修
（

AL
SO
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
コ
ー
ス
等
）
に
つ
い
て
随
時
案
内
す
る
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
診
断
技
術
学
演
習
Ⅲ
（
褥
婦
・
新
生
児
の
助
産
診
断
と
ケ
ア
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
准
教
授

 井
上
千
晶
 
非
常
勤
講
師
：
松
原
ま
な
み

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

 

授
業
の
概
要

 

産
褥
期
に
あ
る
母
子
の
正
常
な
経
過
と
正
常
か
ら
逸
脱
し
た
状
態
を
理
解
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
助
産
診
断
過
程

を
実
践
す
る
た
め
に
予
防
を
含
め
た
助
産
ケ
ア
の
実
践
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
。
ま
た
出
産
後
に
新

し
い
家
族
関
係
を
築
い
て
い
く
過
程
と
そ
れ
を
阻
害
す
る
要
因
に
つ
い
て
理
解
し
、
新
し
い
家
族
を
形
成
す
る
過
程
が
円

滑
に
進
む
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

目
標
 

１
）
正
常
な
産
褥
経
過
と
正
常
か
ら
逸
脱
状
態
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
産
褥
期
と
新
生
児
期
に
つ
い
て
根
拠
を
基
に
助
産
課
程
を
展
開
し
、
模
擬
事
例
を
も
と
に
産
褥
期
・
新
生
児
期
の
助

産
診
断
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
正
常
か
ら
の
逸
脱
、
特
別
な
支
援
が
必
要
な
症
例
、
緊
急
時
の
対
応
つ
い
て
理
解
し
、
予
防
的
な
支
援
を
含
め
検
討

し
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
）
母
乳
育
児
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
と
技
術
を
理
解
し
、
実
施
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
産
褥
期
の
生
理
的
変
化
と
対
象
理
解
 

 
井
上

 

2 
褥
婦
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
健
康
課
題
 

 
井
上

 

3 
産
褥
期
の
助
産
ケ
ア
①
身
体
的
回
復
へ
の
助
産
ケ
ア
 

 
井
上

 

4 
産
褥
期
の
助
産
ケ
ア
②
母
乳
育
児
へ
の
援
助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
松
原

 

5 
産
褥
期
の
助
産
ケ
ア
③
母
乳
育
児
へ
の
援
助
 

 
松
原

 

6 
産
褥
期
の
助
産
ケ
ア
④
母
乳
育
児
へ
の
援
助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 松
原

 

7 
母
子
相
互
作
用
と
促
進
す
る
助
産
ケ
ア
 

 
井
上

 

8 
正
常
か
ら
逸
脱
・
産
科
的
異
常
の
あ
る
褥
婦
へ
の
支
援
と
急
変
時
の
対
応

 
井
上

 

9 
特
別
な
育
児
支
援
を
必
要
と
す
る
褥
婦
、
心
理
的
リ
ス
ク
の
あ
る
褥
婦
・
家
族
の
支
援
 

井
上

 

10
 

新
生
児
の
適
応
と
生
理
 
 
 
 

井
上

 

11
 

新
生
児
へ
の
助
産
ケ
ア
 
 
 
 

井
上

 

12
 

褥
婦
事
例
の
助
産
診
断
過
程
①
 
 

井
上

 

13
 

褥
婦
事
例
の
助
産
診
断
過
程
②
 
 

井
上

 

14
 

褥
婦
事
例
の
助
産
診
断
過
程
③
 
 
 
 

 
井
上

 

15
 

新
し
い
家
族
を
形
成
す
る
た
め
の
助
産
ケ
ア
 
 

 
井
上

 

テ
キ
ス
ト

 
助
産
学
講
座

7 
助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ

[2
] 
分
娩
期
・
産
褥
期
 
医
学
書
院

 
助
産
学
講
座

8 
助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ

[3
] 
新
生
児
期
・
乳
幼
児
期
 
医
学
書
院

 
実
践
マ
タ
ニ
テ
ィ
診
断
 
医
学
書
院

 

参
考
文
献

 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
磨
く
助
産
師
の
た
め
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
第

2版
，
医
学
書
院

 
根
拠
と
事
故
防
止
か
ら
み
た
母
性
看
護
技
術
 
第

3版
，
医
学
書
院

 
写
真
で
見
る
母
性
看
護
技
術
ア
ド
バ
ン
ス
，
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
カ

 

評
価
方
法

 
筆
記
試
験

80
％
 
演
習
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト

20
％

 

そ
の
他

 
母
性
看
護
学
で
習
得
し
た
技
術
と
知
識
に
つ
い
て
は
確
認
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
の
で
復
習
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
診
断
技
術
学
演
習
Ⅳ
（
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
褥
婦
・
新
生
児
の
診
断
技
術
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
非
常
勤
講
師
 
岩
成
治
 
吾
郷
真
子
 
山
本
慧
 
遠
藤
智
弘
 
黒
田
優
子
 
 
 
 

山
中
智
恵

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
1 

（
※
）：
別
表
２
：
助
産
診
断
・
技
術
学

 

授
業
の
概
要

 

ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
産
褥
婦
及
び
新
生
児
の
病
態
生
理
と
治
療
、
そ
の
支
援
に
つ
い
て
理
解
し
、
高
度
な
周
産
期
母

子
医
療
に
対
応
し
た
実
践
能
力
を
修
得
す
る
。
 

目
標
 

１
）
ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
産
褥
婦
・
胎
児
、
新
生
児
の
病
態
と
生
理
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

２
）
MF
IC
U・

NI
CU
・
GC
Uに
お
け
る
ハ
イ
リ
ス
ク
へ
の
ケ
ア
の
実
際
、
家
族
支
援
と
多
職
種
連
携
に
つ
い
て
理
解

し
、
助
産
師
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
教
員

 

1-
3 

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
と
胎
児
の
病
態
と
生
理

 
岩
成

 

4-
5 

ハ
イ
リ
ス
ク
産
婦
と
胎
児
の
病
態
と
生
理

 
岩
成

 

6-
8 

ハ
イ
リ
ス
ク
褥
婦
の
病
態
と
生
理

 
岩
成

 

9-
10

 
ハ
イ
リ
ス
ク
新
生
児
の
病
態
と
生
理

 
吾
郷
・
山

本
 

11
-1

3 
N

IC
U
・

G
CU
に
お
け
る
ハ
イ
リ
ス
ク
新
生
児
の
ケ
ア
と
家
族
支
援

 
遠
藤

 

14
 

M
FI

CU
・

N
IC

U・
GC

U
に
お
け
る
周
産
期
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
母
子
と
そ
の
家
族
の
支
援

 
黒
田

 

15
 

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
・
胎
児
の
病
態
生
理
と
多
職
種
連
携

 
山
中

 

テ
キ
ス
ト

 
必
要
に
応
じ
て
適
宜
資
料
を
配
布
す
る
。

 

参
考
文
献

 
遠
藤
俊
子
 
第
７
巻
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
褥
婦
・
新
生
児
へ
の
ケ
ア
 
日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

 
我
部
山
キ
ヨ
子
 
助
産
学
講
座

6 
助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ
［
１
］
妊
娠
期
 
医
学
書
院

 
我
部
山
キ
ヨ
子
 
助
産
学
講
座

7 
助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ
［
２
］
分
娩
期
・
産
褥
期
 
医
学
書
院

 

評
価
方
法

 
定
期
試
験

10
0％
（
妊
産
褥
婦
・
胎
児

70
％
、
新
生
児

30
％
）

 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 
事
前
学
習
を
し
て
授
業
に
挑
む
こ
と
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
診
断
技
術
学
演
習
Ⅴ
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
藤
田
小
矢
香
 
秦
幸
吉
 
井
上
千
晶
 
中
谷
陽
子
 
 
 

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

（
※
）：
別
表
２
：
助
産
診
断
・
技
術
学

 

授
業
の
概
要

 

助
産
師
と
し
て
妊
産
褥
婦
な
ら
び
に
新
生
児
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
習
得
し
、
基
礎
的
な
評
価
能

力
を
養
う
。
主
観
的
デ
ー
タ
と
客
観
的
デ
ー
タ
か
ら
対
象
を
論
理
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
そ
の
援
助
や
助
産
ケ
ア
を
実

践
で
き
る
力
を
養
う
。
 

目
標
 

１
）
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
計
測
等
か
ら
得
た
情
報
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
外
陰
部
の
解
剖
を
理
解
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
て
会
陰
縫
合
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
）
模
擬
事
例
に
お
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
て
新
生
児
蘇
生
法
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

（
N

CP
R 

A
コ
ー
ス
取
得
）。

 

５
）
家
族
計
画
の
目
的
・
内
容
に
つ
い
て
理
解
し
、
家
族
計
画
指
導
を
演
習
に
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
教
員

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
問
診
技
術
、
妊
娠
期
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

 
藤
田

 

2 
超
音
波
診
断
の
基
礎
知
識
と
画
像
診
断

 
秦

 

3 
超
音
波
診
断
演
習

 
秦
・
藤
田

 

4 
分
娩
期
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

 
中
谷

 

5 
会
陰
裂
傷
・
会
陰
切
開
と
会
陰
縫
合

 
秦

 

6 
胎
児
心
拍
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
中
谷

 

7 
産
褥
期
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

 
井
上

 

8 
婦
人
科
検
診

 
秦

 

9-
11

 
新
生
児
蘇
生
法
（

N
CP

R：
A
コ
ー
ス
）

 
秦
・
藤
田

 
井
上
・
中
谷

 

12
-1

4 
家
族
計
画
の
実
際
と
個
別
指
導

 
井
上

 

15
 

技
術
試
験

 
藤
田
 
井

上
 
中
谷

 

テ
キ
ス
ト

 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
磨
く
助
産
師
の
た
め
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
 
医
学
書
院

 
新
生
児
蘇
生
テ
キ
ス
ト
 

N
ED

IC
AL

 V
IE

W
 

参
考
文
献

 
週
数
別
妊
婦
健
診
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
医
学
書
院

 
正
常
が
わ
か
る
胎
児
超
音
波
検
査
 
文
光
堂

 

評
価
方
法

 
技
術
試
験

70
％
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）、
演
習

30
％

 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 
演
習
を
重
ね
、
助
産
技
術
を
研
鑽
し
て
く
だ
さ
い
。

 
助
産
ケ
ア
に
関
す
る
文
献
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
助
産
ケ
ア
の
理
解
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
2 

授
業
科
目

 
助
産
診
断
技
術
学
演
習
Ⅵ
（
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
方
法
論
）

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
藤
田
小
矢
香
 

 秦
幸
吉
 
井
上
千
晶
 
〇
中
谷
陽
子
 

 
非
常
勤
講
師
 
山
本
雅
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
2 

（
※
）：
別
表
２
：
助
産
診
断
・
技
術
学

 

授
業
の
概
要

 

地
域
に
お
け
る
母
子
と
そ
の
家
族
を
含
む
人
々
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
理
解
し
、
対

象
の
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
教
育
を
企
画
・
運
営
・
実
施
・
評
価
す
る
実
践
能
力
を
養
う
。
中
医
学

や
機
能
性
医
学
な
ど
の
代
替
療
法
を
理
解
し
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
 

目
標
 

１
）
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

２
）
代
替
療
法
の
目
的
・
意
義
を
理
解
し
、
実
践
に
む
け
て
検
討
で
き
る
。
 

３
）
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
理
解
し
、
運
営
に
つ
い
て
探
求
で
き
る
。
 

４
）
地
域
に
お
け
る
母
子
と
そ
の
家
族
へ
集
団
指
導
を
企
画
し
、
実
施
・
評
価
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
教
員

 

1 
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

 
藤
田

 

2 
学
童
期
・
思
春
期
・
青
年
期
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

 
中
谷

 

3 
周
産
期
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

 
中
谷

 

4-
5 

女
性
と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
す
る
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

 
井
上

 

6-
7 

代
替
療
法
（
１
）：
機
能
性
医
学
と
ケ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

 
秦

 

8 
代
替
療
法
（
２
）：
中
医
学
に
お
け
る
薬
膳

 
藤
田

 

9 
代
替
療
法
（
３
）：
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
自
律
神
経
機
能

 
藤
田

 

10
-1

1 
地
域
に
お
け
る
母
子
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
の
実
際

 
山
本

 

12
 

健
康
教
育
の
方
法
と
実
際

 
中
谷

 

13
-1

4 
集
団
指
導
の
実
践
に
向
け
た
取
り
組
み

 
中
谷

 

15
 

集
団
指
導
の
実
践
と
評
価

 
藤
田
・
中

谷
 

テ
キ
ス
ト

 
な
し

 

参
考
文
献

 
福
田
洋
他
：
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
―
：
健
康
教
育
の
新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
 
大
修
館
書
店

 
近
藤
尚
己
：
健
康
格
差
対
策
の
進
め
方
 
効
果
を
も
た
ら
す

5つ
の
視
点
 
医
学
書
院

 
堀
内
成
子
・
片
岡
弥
恵
子
：
助
産
学
講
座
５
 
助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅰ
 
医
学
書
院

 

評
価
方
法

 
実
践
レ
ポ
ー
ト

20
％

 
集
団
指
導

80
％

 

そ
の
他

 
日
頃
か
ら
地
域
で
の
実
践
の
場
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
診
断
技
術
学
演
習
Ⅴ
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
藤
田
小
矢
香
 
秦
幸
吉
 
井
上
千
晶
 
中
谷
陽
子
 
 
 

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

（
※
）：
別
表
２
：
助
産
診
断
・
技
術
学

 

授
業
の
概
要

 

助
産
師
と
し
て
妊
産
褥
婦
な
ら
び
に
新
生
児
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
習
得
し
、
基
礎
的
な
評
価
能

力
を
養
う
。
主
観
的
デ
ー
タ
と
客
観
的
デ
ー
タ
か
ら
対
象
を
論
理
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
そ
の
援
助
や
助
産
ケ
ア
を
実

践
で
き
る
力
を
養
う
。
 

目
標
 

１
）
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
計
測
等
か
ら
得
た
情
報
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
外
陰
部
の
解
剖
を
理
解
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
て
会
陰
縫
合
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
）
模
擬
事
例
に
お
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
て
新
生
児
蘇
生
法
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

（
N

CP
R 

A
コ
ー
ス
取
得
）。

 

５
）
家
族
計
画
の
目
的
・
内
容
に
つ
い
て
理
解
し
、
家
族
計
画
指
導
を
演
習
に
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
教
員

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
問
診
技
術
、
妊
娠
期
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

 
藤
田

 

2 
超
音
波
診
断
の
基
礎
知
識
と
画
像
診
断

 
秦

 

3 
超
音
波
診
断
演
習

 
秦
・
藤
田

 

4 
分
娩
期
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

 
中
谷

 

5 
会
陰
裂
傷
・
会
陰
切
開
と
会
陰
縫
合

 
秦

 

6 
胎
児
心
拍
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
中
谷

 

7 
産
褥
期
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

 
井
上

 

8 
婦
人
科
検
診

 
秦

 

9-
11

 
新
生
児
蘇
生
法
（

N
CP

R：
A
コ
ー
ス
）

 
秦
・
藤
田

 
井
上
・
中
谷

 

12
-1

4 
家
族
計
画
の
実
際
と
個
別
指
導

 
井
上

 

15
 

技
術
試
験

 
藤
田
 
井

上
 
中
谷

 

テ
キ
ス
ト

 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
磨
く
助
産
師
の
た
め
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
 
医
学
書
院

 
新
生
児
蘇
生
テ
キ
ス
ト
 

N
ED

IC
AL

 V
IE

W
 

参
考
文
献

 
週
数
別
妊
婦
健
診
マ
ニ
ュ
ア
ル
 
医
学
書
院

 
正
常
が
わ
か
る
胎
児
超
音
波
検
査
 
文
光
堂

 

評
価
方
法

 
技
術
試
験

70
％
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）、
演
習

30
％

 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 
演
習
を
重
ね
、
助
産
技
術
を
研
鑽
し
て
く
だ
さ
い
。

 
助
産
ケ
ア
に
関
す
る
文
献
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
助
産
ケ
ア
の
理
解
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
2 

授
業
科
目

 
助
産
診
断
技
術
学
演
習
Ⅵ
（
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
方
法
論
）

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
藤
田
小
矢
香
 

 秦
幸
吉
 
井
上
千
晶
 
〇
中
谷
陽
子
 

 
非
常
勤
講
師
 
山
本
雅
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
2 

（
※
）：
別
表
２
：
助
産
診
断
・
技
術
学

 

授
業
の
概
要

 

地
域
に
お
け
る
母
子
と
そ
の
家
族
を
含
む
人
々
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
理
解
し
、
対

象
の
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
教
育
を
企
画
・
運
営
・
実
施
・
評
価
す
る
実
践
能
力
を
養
う
。
中
医
学

や
機
能
性
医
学
な
ど
の
代
替
療
法
を
理
解
し
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
 

目
標
 

１
）
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

２
）
代
替
療
法
の
目
的
・
意
義
を
理
解
し
、
実
践
に
む
け
て
検
討
で
き
る
。
 

３
）
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
理
解
し
、
運
営
に
つ
い
て
探
求
で
き
る
。
 

４
）
地
域
に
お
け
る
母
子
と
そ
の
家
族
へ
集
団
指
導
を
企
画
し
、
実
施
・
評
価
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
教
員

 

1 
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

 
藤
田

 

2 
学
童
期
・
思
春
期
・
青
年
期
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

 
中
谷

 

3 
周
産
期
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

 
中
谷

 

4-
5 

女
性
と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
す
る
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

 
井
上

 

6-
7 

代
替
療
法
（
１
）：
機
能
性
医
学
と
ケ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

 
秦

 

8 
代
替
療
法
（
２
）：
中
医
学
に
お
け
る
薬
膳

 
藤
田

 

9 
代
替
療
法
（
３
）：
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
自
律
神
経
機
能

 
藤
田

 

10
-1

1 
地
域
に
お
け
る
母
子
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
の
実
際

 
山
本

 

12
 

健
康
教
育
の
方
法
と
実
際

 
中
谷

 

13
-1

4 
集
団
指
導
の
実
践
に
向
け
た
取
り
組
み

 
中
谷

 

15
 

集
団
指
導
の
実
践
と
評
価

 
藤
田
・
中

谷
 

テ
キ
ス
ト

 
な
し

 

参
考
文
献

 
福
田
洋
他
：
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
―
：
健
康
教
育
の
新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
 
大
修
館
書
店

 
近
藤
尚
己
：
健
康
格
差
対
策
の
進
め
方
 
効
果
を
も
た
ら
す

5つ
の
視
点
 
医
学
書
院

 
堀
内
成
子
・
片
岡
弥
恵
子
：
助
産
学
講
座
５
 
助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅰ
 
医
学
書
院

 

評
価
方
法

 
実
践
レ
ポ
ー
ト

20
％

 
集
団
指
導

80
％

 

そ
の
他

 
日
頃
か
ら
地
域
で
の
実
践
の
場
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
2 

授
業
科
目

 
助
産
診
断
技
術
学
演
習
Ⅶ
（
次
世
代
育
成
支
援
）

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
藤
田
小
矢
香
 
井
上
千
晶
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
2 

（
※
）：
別
表
２
：
地
域
母
子
保
健

  

授
業
の
概
要

 

母
子
保
健
制
度
や
母
子
保
健
施
策
の
動
向
を
理
解
し
、
地
域
に
お
け
る
助
産
師
の
役
割
を
考
察
し
、
次
世
代
育
成
支
援
に

つ
い
て
理
解
す
る
。
胎
児
期
か
ら
産
後
４
か
月
ま
で
の
継
続
症
例
や
島
根
県
立
大
学
内
に
併
設
し
て
い
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
乳
幼
児
の
発
育
発
達
を
学
び
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
次
世
代
育
成
支
援

に
つ
い
て
考
察
を
深
め
る
。
思
春
期
・
青
年
期
へ
の
性
教
育
、
家
庭
訪
問
を
通
し
た
子
育
て
支
援
、
産
後
う
つ
や
児
童
虐

待
等
の
支
援
や
子
ど
も
の
健
康
課
題
を
理
解
し
た
健
康
教
育
な
ど
地
域
に
お
け
る
助
産
活
動
を
自
立
し
て
提
供
で
き
る

能
力
を
修
得
す
る
。
 

目
標
 

１
）
母
子
に
関
す
る
制
度
や
施
策
を
理
解
し
、
地
域
に
お
け
る
助
産
師
の
役
割
を
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
乳
幼
児
の
健
康
診
査
を
実
施
し
、
発
育
発
達
状
態
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
子
ど
も
の
発
達
段
階
や
健
康
課
題
を
理
解
し
、
助
産
師
と
し
て
次
世
代
育
成
へ
の
支
援
を
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４
）
対
象
に
応
じ
た
健
康
教
育
の
企
画
し
、
実
施
・
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
教
員

 

1 
母
子
に
関
す
る
制
度
と
施
策
の
動
向

 
藤
田

 

2 
子
育
て
包
括
支
援
の
現
状
と
課
題

 
中
谷

 

3-
5 

乳
児
の
健
康
発
達
と
助
産
ケ
ア

 
中
谷

 

6-
9 

乳
幼
児
の
健
康
教
育
の
実
践
と
評
価

 
井
上

 

10
 

こ
ど
も
の
成
長
発
達
と
健
康
課
題

 
藤
田

 

11
 

世
界
の
性
教
育
の
動
向
と
日
本
に
お
け
る
次
世
代
育
成
へ
の
展
望

 
井
上

 

12
-1

3 
次
世
代
育
成
に
向
け
た
健
康
教
育
の
実
際
（
１
）：
思
春
期

 
中
谷

 

14
 

次
世
代
育
成
に
向
け
た
健
康
教
育
の
実
際
（
２
）：
青
年
期

 
井
上

 

15
 

次
世
代
の
健
康
対
策
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス

 
藤
田

 

テ
キ
ス
ト

 
な
し

 

参
考
文
献

 
 

評
価
方
法

 
実
践
レ
ポ
ー
ト

20
％

 
健
康
教
育
の
実
践
（
企
画
・
実
施
・
評
価
）

80
％

 

そ
の
他

 
日
頃
か
ら
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域
で
の
実
践
の
場
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
助
産
管
理

 
学
期

 
秋

 

担
当
教
員

 
〇
藤
田
小
矢
香
 
中
谷
陽
子
 

 
非
常
勤
講
師
 
落
合
永
美
 
比
良
静
代

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
２

 
（
※
）
別
表
２
：
助
産
管
理

 

授
業
の
概
要

 

母
子
保
健
医
療
福
祉
の
動
向
を
踏
ま
え
た
、
助
産
師
の
実
際
的
な
業
務
管
理
に
つ
い
て
概
観
で
き
る
。
活
動
す
る
場
（
医

療
施
設
・
助
産
所
な
ど
）
に
よ
る
助
産
管
理
の
特
徴
・
法
的
 根
拠
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
ま
た
、
助
産
業
務
に
関

わ
る
業
務
上
の
倫
理
と
助
産
師
の
義
務
と
責
務
を
基
盤
に
、
安
全
で
質
の
高
い
助
産
実
践
が
自
律
し
て
行
え
る
よ
う
基
本

的
な
知
識
を
修
得
し
、
こ
れ
か
ら
の
助
産
管
理
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

目
標
 

１
）
助
産
師
お
よ
び
助
産
業
務
に
関
わ
る
法
律
と
助
産
師
の
法
的
責
任
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
地
域
、
医
療
機
関
で
の
助
産
師
の
役
割
と
活
動
と
多
職
種
と
の
連
携
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
総
合
病
院
や
助
産
所
等
に
お
け
る
助
産
管
理
を
理
解
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
め
た
助
産
管
理
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

４
）
助
産
師
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
理
解
で
き
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
助
産
業
務
・
助
産
管
理
の
概
念

 
藤
田

 

2 
助
産
師
お
よ
び
助
産
業
務
に
関
わ
る
法
と
責
任
①
：
助
産
師
の
業
務
に
関
わ
る
関
係
法
規

 
藤
田

 

3 
助
産
師
お
よ
び
助
産
業
務
に
関
わ
る
法
と
責
任
②
：
女
性
と
子
ど
も
の
支
援
に
関
わ
る
関
係
法
規

 
藤
田

 

4 
助
産
師
の
法
的
義
務

 
比
良

 

5 
快
適
な
妊
娠
出
産
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 
中
谷

 

6 
判
例
に
見
る
助
産
師
の
法
的
責
任
 

 
藤
田

 

7 
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
医
療
事
故
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

 
落
合

 

8 
院
内
助
産
・
助
産
師
外
来
に
お
け
る
助
産
管
理
 
 
 
 

 
落
合

 

9 
災
害
時
の
助
産
管
理
・
助
産
師
活
動
 
 
 
 
 
 
 
 

 
中
谷

 

10
 

地
域
に
お
け
る
助
産
師
の
役
割
と
実
践
活
動

 
比
良

 

11
 

助
産
所
に
お
け
る
助
産
管
理
 

 
比
良

 

12
 

助
産
業
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
比
良

 

13
 

周
産
期
医
療
に
お
け
る
連
携
・
協
働

 
比
良

 

14
 

助
産
師
と
し
て
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
 
 
助
産
師
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
と
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー

 
中
谷

 

15
 

ま
と
め
 
 
助
産
師
の
専
門
性
と
自
律
 
 
 
 

 
藤
田

 
中
谷

 

テ
キ
ス
ト

 

・
助
産
学
講
座

10
 
助
産
管
理
 
第

5
版
 
医
学
書
院
 

 
・
助
産
学
講
座

1 
基
礎
助
産
学
［

1］
助
産
学
概
論
 
第

5版
 
医
学
書
院
 

 
・
日
本
助
産
師
会
編
集
・
監
修
 
助
産
師
が
行
う
災
害
時
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

20
17
年
改
訂
版
 
日
本
助
産
師
会
出
版
会
 

 
・
助
産
業
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
日
本
助
産
師
会
出
版
会

 
・
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
快
適
で
安
全
な
妊
娠
出
産
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
金
原
出
版
 

20
14
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献

 

看
護
六
法
 
新
日
本
法
規

 
新
版
 
助
産
師
業
務
要
覧
Ⅰ
 
基
礎
編
 
第

3版
 
日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

20
21
年
版

 
新
版
 
助
産
師
業
務
要
覧
Ⅱ
 
実
践
編
 
第

3版
 
日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

20
21
年
版

 
新
版
 
助
産
師
業
務
要
覧
Ⅲ
 
ア
ド
バ
ン
ス
編
 
第

3版
 
日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

20
21
年
版

 
助
産
師
基
礎
教
育
テ
キ
ス
ト
 
周
産
期
に
お
け
る
医
療
の
質
と
安
全
 
日
本
看
護
協
会
出
版

 
助
産
所
開
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
版
 
日
本
助
産
師
会
出
版

 
日
本
産
婦
人
科
学
会
 
日
本
産
婦
人
科
医
会
編
集
・
監
修
 
産
婦
人
科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

-産
科
編

 
評
価
方
法

 
試
験

50
％

 , 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

30
％

 , 
提
出
物

20
％

 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 
テ
キ
ス
ト
の
該
当
箇
所
を
読
ん
で
事
前
学
習
を
し
て
授
業
に
挑
む
。

 
講
義
内
容
の
復
習
を
す
る
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
学
実
習
Ⅰ
（
正
常
症
例
助
産
ケ
ア
実
習
）

 
学
期

 
秋

 

担
当
教
員

 
〇
藤
田
小
矢
香
 
井
上
千
晶
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
実
習

 
単
位
数

 
11

 
（
※
）
別
表
２
：
助
産
学
実
習

 

授
業
の
概
要

 

正
常
経
過
を
た
ど
る
妊
産
褥
婦
・
新
生
児
を
対
象
に
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
知
識
と
技
術
を
統
合
し
て
分
娩
時
の
助

産
過
程
を
展
開
し
、
助
産
実
践
能
力
を
養
う
。
生
理
的
な
経
過
を
た
ど
る
母
子
と
そ
の
家
族
の
個
別
性
を
踏
ま
え
、

対
象
を
継
続
的
・
統
合
的
に
理
解
し
、
助
産
ケ
ア
を
実
践
す
る
能
力
を
養
う
。
産
後
健
診
や
家
庭
訪
問
を
通
し
た

産
後
ケ
ア
の
実
際
か
ら
助
産
師
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
理
解
す
る
。
ま
た
、
島
根
県
の
離
島
と
中
山
間
地
域
に

お
け
る
周
産
期
医
療
の
現
状
を
理
解
す
る
。
 

目
標
 

１
）
妊
娠
・
分
娩
・
産
褥
・
新
生
児
の
各
期
を
継
続
し
て
受
け
持
ち
、
個
別
性
を
理
解
し
助
産
診
断
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
 

２
）
妊
娠
・
分
娩
・
産
褥
・
新
生
児
の
各
期
の
助
産
計
画
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
、
立
案
・
実
施
・
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
退
院
後
の
支
援
に
つ
い
て
理
解
し
、
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
）
正
常
症
例
に
お
け
る
分
娩
介
助
を
安
全
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
）
症
例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
し
て
、
情
報
や
ケ
ア
、
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
）
離
島
・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
周
産
期
医
療
の
実
態
に
つ
い
て
理
解
し
、
助
産
師
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

内
 
容

 

１
. 
分
娩
介
助
実
習

 
実
習
病
院
に
て
分
娩
目
的
で
入
院
し
た
産
婦
を
受
け
持
ち
、
助
産
診
断
と
ケ
ア
を
展
開
す
る
。
助
産
計
画
の
立
案
お

よ
び
助
産
ケ
ア
を
行
い
、
安
全
な
出
産
へ
の
対
応
と
し
て
最
低

10
例
の
分
娩
介
助
を
行
う
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
助
産
技
術
を
習
得
す
る
。

 
２

. 
継
続
事
例
実
習

 
1
例
は
妊
娠
期
か
ら
受
け
持
ち
を
開
始
し
た
継
続
事
例
と
し
、
妊
娠
期
か
ら
産
褥
１
ヶ
月
ま
で
の
母
子
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
・
助
産
診
断
、
計
画
立
案
を
行
い
、
導
き
出
さ
れ
た
ケ
ア
や
保
健
指
導
等
臨
地
実
習
指
導
者
ま
た
は
教
員
の
指

導
後
、
自
立
し
て
行
う
。
ま
た
分
娩
介
助
を
行
っ
た
初
産
婦

1例
、
経
産
婦

1例
は
分
娩
期
か
ら
産
後
１
か
月
ま
で

継
続
し
て
受
け
持
ち
、
助
産
診
断
か
ら
ケ
ア
実
践
、
指
導
等
を
行
う
。
ま
た
、
継
続
事
例
に
お
い
て
、
症
例
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
お
よ
び
産
後
ケ
ア
を
行
う
。

 
３

. 
間
接
介
助
実
習

 
ベ
ビ
ー
キ
ャ
ッ
チ
な
ら
び
に
外
回
り
な
ど
の
間
接
介
助
を
３
例
以
上
実
施
す
る
。

 
４

. 
島
根
県
の
離
島
・
中
山
間
地
域
の
産
科
施
設
に
お
い
て
実
習
を
行
い
、
離
島
・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
周
産
期
医
療

の
現
状
と
助
産
師
の
役
割
に
つ
い
て
学
修
す
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
 

参
考
文
献

 
授
業
等
で
使
用
し
た
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
・
参
考
図
書

 

評
価
方
法

 
実
習
目
標
の
達
成
度
基
準
を
定
め
評
価
を
行
う
（
実
習
記
録

50
％
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
記
録
を
含
む
）

30
％
、
実
習

状
況

20
％
）。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
そ
の
都
度
行
う
。
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参
考
文
献

 

看
護
六
法
 
新
日
本
法
規

 
新
版
 
助
産
師
業
務
要
覧
Ⅰ
 
基
礎
編
 
第

3版
 
日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

20
21
年
版

 
新
版
 
助
産
師
業
務
要
覧
Ⅱ
 
実
践
編
 
第

3版
 
日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

20
21
年
版

 
新
版
 
助
産
師
業
務
要
覧
Ⅲ
 
ア
ド
バ
ン
ス
編
 
第

3版
 
日
本
看
護
協
会
出
版
会
 

20
21
年
版

 
助
産
師
基
礎
教
育
テ
キ
ス
ト
 
周
産
期
に
お
け
る
医
療
の
質
と
安
全
 
日
本
看
護
協
会
出
版

 
助
産
所
開
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
版
 
日
本
助
産
師
会
出
版

 
日
本
産
婦
人
科
学
会
 
日
本
産
婦
人
科
医
会
編
集
・
監
修
 
産
婦
人
科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

-産
科
編

 
評
価
方
法

 
試
験

50
％

 , 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

30
％

 , 
提
出
物

20
％

 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業
（
た
だ
し
状
況
に
よ
り
遠
隔
授
業
と
な
る
場
合
は
事
前
に
伝
え
る
）

 
テ
キ
ス
ト
の
該
当
箇
所
を
読
ん
で
事
前
学
習
を
し
て
授
業
に
挑
む
。

 
講
義
内
容
の
復
習
を
す
る
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
助
産
学
実
習
Ⅰ
（
正
常
症
例
助
産
ケ
ア
実
習
）

 
学
期

 
秋

 

担
当
教
員

 
〇
藤
田
小
矢
香
 
井
上
千
晶
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
実
習

 
単
位
数

 
11

 
（
※
）
別
表
２
：
助
産
学
実
習

 

授
業
の
概
要

 

正
常
経
過
を
た
ど
る
妊
産
褥
婦
・
新
生
児
を
対
象
に
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
知
識
と
技
術
を
統
合
し
て
分
娩
時
の
助

産
過
程
を
展
開
し
、
助
産
実
践
能
力
を
養
う
。
生
理
的
な
経
過
を
た
ど
る
母
子
と
そ
の
家
族
の
個
別
性
を
踏
ま
え
、

対
象
を
継
続
的
・
統
合
的
に
理
解
し
、
助
産
ケ
ア
を
実
践
す
る
能
力
を
養
う
。
産
後
健
診
や
家
庭
訪
問
を
通
し
た

産
後
ケ
ア
の
実
際
か
ら
助
産
師
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
理
解
す
る
。
ま
た
、
島
根
県
の
離
島
と
中
山
間
地
域
に

お
け
る
周
産
期
医
療
の
現
状
を
理
解
す
る
。
 

目
標
 

１
）
妊
娠
・
分
娩
・
産
褥
・
新
生
児
の
各
期
を
継
続
し
て
受
け
持
ち
、
個
別
性
を
理
解
し
助
産
診
断
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
 

２
）
妊
娠
・
分
娩
・
産
褥
・
新
生
児
の
各
期
の
助
産
計
画
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
、
立
案
・
実
施
・
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
退
院
後
の
支
援
に
つ
い
て
理
解
し
、
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
）
正
常
症
例
に
お
け
る
分
娩
介
助
を
安
全
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
）
症
例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
し
て
、
情
報
や
ケ
ア
、
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
）
離
島
・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
周
産
期
医
療
の
実
態
に
つ
い
て
理
解
し
、
助
産
師
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

内
 
容

 

１
. 
分
娩
介
助
実
習

 
実
習
病
院
に
て
分
娩
目
的
で
入
院
し
た
産
婦
を
受
け
持
ち
、
助
産
診
断
と
ケ
ア
を
展
開
す
る
。
助
産
計
画
の
立
案
お

よ
び
助
産
ケ
ア
を
行
い
、
安
全
な
出
産
へ
の
対
応
と
し
て
最
低

10
例
の
分
娩
介
助
を
行
う
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
助
産
技
術
を
習
得
す
る
。

 
２

. 
継
続
事
例
実
習

 
1
例
は
妊
娠
期
か
ら
受
け
持
ち
を
開
始
し
た
継
続
事
例
と
し
、
妊
娠
期
か
ら
産
褥
１
ヶ
月
ま
で
の
母
子
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
・
助
産
診
断
、
計
画
立
案
を
行
い
、
導
き
出
さ
れ
た
ケ
ア
や
保
健
指
導
等
臨
地
実
習
指
導
者
ま
た
は
教
員
の
指

導
後
、
自
立
し
て
行
う
。
ま
た
分
娩
介
助
を
行
っ
た
初
産
婦

1例
、
経
産
婦

1例
は
分
娩
期
か
ら
産
後
１
か
月
ま
で

継
続
し
て
受
け
持
ち
、
助
産
診
断
か
ら
ケ
ア
実
践
、
指
導
等
を
行
う
。
ま
た
、
継
続
事
例
に
お
い
て
、
症
例
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
お
よ
び
産
後
ケ
ア
を
行
う
。

 
３

. 
間
接
介
助
実
習

 
ベ
ビ
ー
キ
ャ
ッ
チ
な
ら
び
に
外
回
り
な
ど
の
間
接
介
助
を
３
例
以
上
実
施
す
る
。

 
４

. 
島
根
県
の
離
島
・
中
山
間
地
域
の
産
科
施
設
に
お
い
て
実
習
を
行
い
、
離
島
・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
周
産
期
医
療

の
現
状
と
助
産
師
の
役
割
に
つ
い
て
学
修
す
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
 

参
考
文
献

 
授
業
等
で
使
用
し
た
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
・
参
考
図
書

 

評
価
方
法

 
実
習
目
標
の
達
成
度
基
準
を
定
め
評
価
を
行
う
（
実
習
記
録

50
％
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
記
録
を
含
む
）

30
％
、
実
習

状
況

20
％
）。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
そ
の
都
度
行
う
。

 

そ
の
他

 
講
義
内
容
を
十
分
に
復
習
し
、
技
術
練
習
を
積
み
重
ね
て
く
だ
さ
い
。

 

 
科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
2 

授
業
科
目

 
助
産
学
実
習
Ⅱ
（
異
常
症
例
助
産
ケ
ア
実
習
）

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
井
上
千
晶
 
藤
田
小
矢
香
 

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
実
習

 
単
位
数

 
2 

（
※
）
別
表
２
：
助
産
学
実
習

 

授
業
の
概
要

 

MF
IC
U 
及
び
 N
IC
U・

GC
Uに
て
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
褥
婦
お
よ
び
新
生
児
の
も
つ
疾
患
や
リ
ス
ク
な
ら
び
に
治
療
・

ケ
ア
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
身
体
的
側
面
、
心
理
的
側
面
、
社
会
的
側
面
か
ら
統
合
的
に
対
象
を
理
解
す
る
。
対

象
者
と
家
族
を
理
解
し
助
産
過
程
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
ハ
イ
リ
ス
ク
症
例
に
対
応
で
き
る
高
度
な
助
産
診
断
能

力
を
養
う
。
ま
た
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
褥
婦
・
新
生
児
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
多
職
種
と
協
働
し
て
ケ
ア
を
行
う
必

要
性
や
そ
の
方
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
 

目
標
 

１
）
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
褥
婦
・
新
生
児
の
病
態
、
治
療
、
管
理
に
つ
い
て
理
解
し
、
助
産
診
断
か
ら
助
産
ケ
ア
を

指
導
者
ま
た
は
教
員
の
指
導
の
も
の
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
褥
婦
や
ハ
イ
リ
ス
ク
新
生
児
・
児
の
退
院
に
向
け
た
支
援
な
ど
多
職
種
連
携
の
実
際
に
つ

い
て
理
解
し
、
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
褥
婦
や
新
生
児
と
そ
の
家
族
の
心
理
的
・
社
会
面
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
包
括
的
な
ケ
ア
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
）
ハ
イ
リ
ス
ク
母
児
と
家
族
へ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
助
産
師
の
役
割
や
倫
理
的
態
度
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1～
45

 

実
習
内
容

 
1.
妊
娠
期

 
 
産
科
合
併
症
等
で

M
FI

CU
に
入
院
す
る
妊
婦
を
対
象
と
し
、
病
態
と
治
療
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
理
解

し
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
助
産
ケ
ア
を
展
開
し
妊
婦
と
そ
の
家
族
へ
の
ケ
ア
を
指
導
者
ま
た
は
教
員
の
助
言

の
も
と
実
践
す
る
。

 
2.
分
娩
期
・
産
褥
期

 
 
帝
王
切
開
分
娩
の
褥
婦
と
新
生
児
や
ハ
イ
リ
ス
ク
産
婦
・
褥
婦
を
対
象
と
し
、
そ
の
病
態
と
治
療
・
管
理

に
つ
い
て
理
解
に
、
対
象
者
の
助
産
ケ
ア
を
展
開
し
褥
婦
・
新
生
児
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
指
導
者
ま
た

は
教
員
の
指
導
の
も
と
実
践
す
る
。
褥
婦
の
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
が
高
め
ら
れ
る
支
援
を
指
導
の
も
の
行
う
。 

3.
新
生
児
期

 
 

N
IC

U
ま
た
は

G
CU
に
入
院
す
る
児
や
低
出
生
体
重
児
の
病
態
と
治
療
、
そ
の
管
理
を
理
解
し
、
助
産

ケ
ア
を
展
開
し
児
と
そ
の
家
族
へ
の
ケ
ア
実
践
な
ら
び
に
養
育
者
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
形
成
や
デ
ィ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
等
の
に
つ
い
て
助
言
の
も
と
実
践
す
る
。

 
4.
ハ
イ
リ
ス
ク
症
例
に
お
け
る
周
産
期
医
療
の
産
科
・
小
児
科
相
互
の
協
力
体
制
や
助
産
師
の
役
割
、
臨
床

心
理
士
や
地
域
医
療
連
携
室
、
地
域
の
保
健
師
や
助
産
師
な
ど
の
多
職
種
連
携
の
実
際
を
学
ぶ
。
 

5.
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

 
 
受
け
持
ち
事
例
に
関
し
て
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
ケ
ア
や
今
後
の
方
針
等
の
対
応
を
検
討
す
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
な
し

 

参
考
文
献

 
講
義
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
等
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評
価
方
法

 
実
習
目
標
の
達
成
度
に
よ
り
評
価
を
行
う
。（
実
習
記
録

50
％
、
実
践
レ
ポ
ー
ト

30
％
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

20
％
）

 

そ
の
他

 
実
習
要
綱
に
基
づ
き
、
学
修
を
深
め
て
く
だ
さ
い

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
2 

授
業
科
目

 
助
産
学
実
習
Ⅲ
（
助
産
ケ
ア
統
合
実
習
）

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
藤
田
小
矢
香
 
井
上
千
晶

  
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
実
習

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

助
産
所
で
の
実
習
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
・
技
術
を
統
合
し
、
主
体
的
に
実
習
に
取
り
組
み
、

地
域
に
根
ざ
し
た
自
律
性
の
高
い
助
産
師
の
熟
練
し
た
技
や
活
動
を
学
習
し
、
助
産
診
断
技
術
、
助
産
ケ
ア
技
術

を
強
化
す
る
。
ま
た
、
産
後
ケ
ア
や
新
生
児
訪
問
等
地
域
の
母
子
保
健
活
動
の
実
際
や
、
助
産
所
の
助
産
管
理
に

つ
い
て
理
解
し
、
対
象
と
そ
の
家
族
の
特
性
に
合
わ
せ
た
包
括
的
な
助
産
ケ
ア
を
自
律
し
て
提
供
で
き
る
能
力
を

学
修
す
る
。
助
産
所
の
経
営
管
理
を
通
し
て
、
開
業
権
を
考
慮
し
た
こ
れ
か
ら
の
助
産
師
と
し
て
の
働
き
か
た
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

目
標
 

１
）
助
産
所
に
お
け
る
妊
産
褥
婦
・
新
生
児
な
ら
び
に
乳
幼
児
や
家
族
へ
の
支
援
を
理
解
し
、
助
言
の
も
の
と
助

産
ケ
ア
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
助
産
所
に
お
け
る
助
産
管
理
の
実
際
、
開
業
助
産
師
の
業
務
範
囲
、
経
営
管
理
に
つ
い
て
理
解
し
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
自
分
自
身
の
助
産
活
動
の
展
望
や
改
革
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1～
45

 

実
習
内
容
 
 
 
学
生

1名
ず
つ
助
産
所
に
配
置
す
る
。

 
1.

 有
床
助
産
所
に
お
け
る
妊
産
褥
婦
・
新
生
児
、
地
域
女
性
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
助
産
ケ
ア
に
参
加

し
、
開
業
助
産
師
が
行
う
ケ
ア
を
理
解
す
る
。
 

 
2.

 妊
産
婦
健
康
診
査
、
分
娩
介
助
な
ど
の
妊
産
婦
と
そ
の
家
族
へ
の
ケ
ア
、
産
褥
・
新
生
児
期
の
ケ
ア
、
家

族
計
画
支
援
、
退
院
後
の
ケ
ア
な
ど
を
助
産
師
の
指
導
の
下
に
部
分
的
に
実
践
す
る
。

 
3.

 助
産
所
と
医
療
機
関
の
連
携
、
助
産
所
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
助
産
所
管
理
者
か
ら
講
義
を
受
け
る
と
と

も
に
、
日
々
の
実
習
を
と
お
し
て
理
解
す
る
。

 
4．
助
産
師
が
行
う
事
例
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
、
ケ
ア
の
実
践
と
評
価
を
学
ぶ
。

 
5．
地
域
に
お
け
る
助
産
師
と
他
職
者
の
協
働
、
企
画
づ
く
り
等
の
場
に
参
加
し
、
地
域
に
お
け
る
助
産
師
の

役
割
を
考
察
す
る
。

 
6.
自
分
自
身
の
助
産
活
動
の
展
望
や
改
革
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
学
び
を
深
め

る
。

  

テ
キ
ス
ト

 
講
義
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト

 

参
考
文
献

 
随
時
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
実
習
目
標
の
到
達
度
に
よ
る
評
価
を
行
う
（
実
習
記
録

50
％
、
実
習
へ
の
取
り
組
み

30
％
、
レ
ポ
ー
ト

20
％
）
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
は
随
時
行
う
。

 

そ
の
他

 

自
ら
考
え
積
極
的
に
助
産
師
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
開
業
助
産
師
の
高
い
理
念
や
志
を
理
解
す
る
よ
う
努

め
て
く
だ
さ
い
。

 
助
産
業
務
実
践
に
お
け
る
質
と
安
心
・
安
全
が
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
、
助
産
所
で
の
実
際
の
実
習
を
と

お
し
て
学
び
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
多
職
者
や
地
域
と
の
連
携
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

 



− 69 −

評
価
方
法

 
実
習
目
標
の
達
成
度
に
よ
り
評
価
を
行
う
。（
実
習
記
録

50
％
、
実
践
レ
ポ
ー
ト

30
％
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

20
％
）

 

そ
の
他

 
実
習
要
綱
に
基
づ
き
、
学
修
を
深
め
て
く
だ
さ
い

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
2 

授
業
科
目

 
助
産
学
実
習
Ⅲ
（
助
産
ケ
ア
統
合
実
習
）

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
藤
田
小
矢
香
 
井
上
千
晶

  
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
実
習

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

助
産
所
で
の
実
習
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
・
技
術
を
統
合
し
、
主
体
的
に
実
習
に
取
り
組
み
、

地
域
に
根
ざ
し
た
自
律
性
の
高
い
助
産
師
の
熟
練
し
た
技
や
活
動
を
学
習
し
、
助
産
診
断
技
術
、
助
産
ケ
ア
技
術

を
強
化
す
る
。
ま
た
、
産
後
ケ
ア
や
新
生
児
訪
問
等
地
域
の
母
子
保
健
活
動
の
実
際
や
、
助
産
所
の
助
産
管
理
に

つ
い
て
理
解
し
、
対
象
と
そ
の
家
族
の
特
性
に
合
わ
せ
た
包
括
的
な
助
産
ケ
ア
を
自
律
し
て
提
供
で
き
る
能
力
を

学
修
す
る
。
助
産
所
の
経
営
管
理
を
通
し
て
、
開
業
権
を
考
慮
し
た
こ
れ
か
ら
の
助
産
師
と
し
て
の
働
き
か
た
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

目
標
 

１
）
助
産
所
に
お
け
る
妊
産
褥
婦
・
新
生
児
な
ら
び
に
乳
幼
児
や
家
族
へ
の
支
援
を
理
解
し
、
助
言
の
も
の
と
助

産
ケ
ア
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
助
産
所
に
お
け
る
助
産
管
理
の
実
際
、
開
業
助
産
師
の
業
務
範
囲
、
経
営
管
理
に
つ
い
て
理
解
し
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

３
）
自
分
自
身
の
助
産
活
動
の
展
望
や
改
革
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1～
45

 

実
習
内
容
 
 
 
学
生

1名
ず
つ
助
産
所
に
配
置
す
る
。

 
1.

 有
床
助
産
所
に
お
け
る
妊
産
褥
婦
・
新
生
児
、
地
域
女
性
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
助
産
ケ
ア
に
参
加

し
、
開
業
助
産
師
が
行
う
ケ
ア
を
理
解
す
る
。
 

 
2.

 妊
産
婦
健
康
診
査
、
分
娩
介
助
な
ど
の
妊
産
婦
と
そ
の
家
族
へ
の
ケ
ア
、
産
褥
・
新
生
児
期
の
ケ
ア
、
家

族
計
画
支
援
、
退
院
後
の
ケ
ア
な
ど
を
助
産
師
の
指
導
の
下
に
部
分
的
に
実
践
す
る
。

 
3.

 助
産
所
と
医
療
機
関
の
連
携
、
助
産
所
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
助
産
所
管
理
者
か
ら
講
義
を
受
け
る
と
と

も
に
、
日
々
の
実
習
を
と
お
し
て
理
解
す
る
。

 
4．
助
産
師
が
行
う
事
例
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
、
ケ
ア
の
実
践
と
評
価
を
学
ぶ
。

 
5．
地
域
に
お
け
る
助
産
師
と
他
職
者
の
協
働
、
企
画
づ
く
り
等
の
場
に
参
加
し
、
地
域
に
お
け
る
助
産
師
の

役
割
を
考
察
す
る
。

 
6.
自
分
自
身
の
助
産
活
動
の
展
望
や
改
革
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
学
び
を
深
め

る
。

  

テ
キ
ス
ト

 
講
義
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト

 

参
考
文
献

 
随
時
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
実
習
目
標
の
到
達
度
に
よ
る
評
価
を
行
う
（
実
習
記
録

50
％
、
実
習
へ
の
取
り
組
み

30
％
、
レ
ポ
ー
ト

20
％
）
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
は
随
時
行
う
。

 

そ
の
他

 

自
ら
考
え
積
極
的
に
助
産
師
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
開
業
助
産
師
の
高
い
理
念
や
志
を
理
解
す
る
よ
う
努

め
て
く
だ
さ
い
。

 
助
産
業
務
実
践
に
お
け
る
質
と
安
心
・
安
全
が
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
、
助
産
所
で
の
実
際
の
実
習
を
と

お
し
て
学
び
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
多
職
者
や
地
域
と
の
連
携
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１
・
２

 

授
業
科
目

 
課
題
研
究

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
〇
藤
田
小
矢
香
 
秦
 
幸
吉

  
井
上
千
晶
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
４

 

授
業
の
概
要

 

助
産
の
現
場
で
起
き
て
い
る
現
象
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
分
析
し
、
論
理
的
に
探
究
す
る
能
力
を
養
う
。
実
践
に

即
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
課
題
研
究
に
ま
と
め
る
。
論
文
作
成
、
発
表
会
を
通
じ
て
成
果
を
論
文
に
ま
と
め

る
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
う
。
一
連
の
研
究
過
程
を
通
し
て
助
産
学
の
発
展
や
進
化
に
寄
与
す
る
研
究
能
力

を
育
成
す
る
。
 

（
目
標
）
 

１
）
「
基
盤
科
目
」
「
専
門
科
目
」
の
学
修
を
基
盤
に
研
究
課
題
を
特
定
し
、
研
究
計
画
書
作
成
、
研
究
倫
理
審
査
承
認

後
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
）
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
し
、
結
論
を
導
き
出
す
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
し
、
実
践
で
き
る
。
 

３
）
中
間
発
表
会
に
お
い
て
研
究
経
過
に
お
け
る
成
果
や
内
容
に
つ
い
て
発
表
し
、
問
題
点
、
課
題
解
決
の
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
、
課
題
研
究
論
文
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
）
複
数
の
指
導
教
員
の
も
と
、
倫
理
的
思
考
を
習
得
し
、
多
面
的
な
視
点
か
ら
研
究
す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

内
 
容

 

学
生
に
よ
り
進
度
は
異
な
る
が
目
安
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
取
り
組
む
。

 
【
１
年
次
 
第

1週
～
第

8週
】

 
1.
フ
ィ
ー
ル
ド
開
拓
：
助
産
現
場
の
現
象
か
ら
研
究
課
題
を
特
定
し
、
課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
計
画
を
立
案
し
、
 
 
 

 
実
施
体
制
を
整
え
る
。

 
2.
研
究
計
画
の
実
施
：
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
の
承
認
後
研
究
計
画
に
基
づ
い
て
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
。

 
【
２
年
次
 
第

1週
～
第

22
週
】

 
1.
デ
ー
タ
分
析
の
実
施
：
指
導
教
員
の
指
導
を
継
続
的
に
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、分

析
結
果
の
妥
当
性
･信

頼
性
を
高
め
る
。 

2.
分
析
結
果
の
考
察
・
検
討
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
考
察
し
、
中
間
発
表
会
の
準
備
を
す
る
。
中
間
発
表
会
で
は
研
究

目
的
・
方
法
・
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
結
果
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
助
言
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
課
題

研
究
論
文
の
作
成
に
つ
な
げ
る
。

 
3.
研
究
論
文
の
作
成
：
中
間
発
表
で
の
質
疑
、
指
摘
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
一
連
の
研
究
過
程
の
成
果
を
ま
と
め
て
課
題

研
究
論
文
を
作
成
す
る
。

 
4.
研
究
論
文
の
発
表
：
公
開
発
表
会
で
成
果
を
発
表
す
る
。

 
研
究
論
文
の
修
正
･完

成
：
発
表
お
よ
び
論
文
審
査
で
指
摘
を
受
け
た
箇
所
を
修
正
し
、
論
文
を
仕
上
げ
る
。

 

テ
キ
ス
ト

 
 

参
考
文
献

 
適
宜
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
］
70
％
 
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
20
％
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
質
疑
応
答
］
10
％
 
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
遠
隔
授
業
（
た
だ
し
内
容
に
よ
り
尐
人
数
の
対
面
授
業
と
す
る
）

 

 



− 70 −



 

 

 

博 士 前 期 課 程 

高度実践者養成コース 

診療看護師(ＮＰ)プライマリ・ケア領域 
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必
修

選
択

職名 氏名

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 担当教員

講師 横山淳美

教授 山下一也

非常勤講師 磯和理貴

非常勤講師 田原英樹

非常勤講師 並河哲志

講師 横山淳美

非常勤講師 藤代浩史

非常勤講師 吉野千城

助教 横山淳美

非常勤講師 徳家敦夫

非常勤講師 吉野千城

講師 横山淳美

教授 山下一也

非常勤講師 辻野佳雄

非常勤講師 西村恭子

非常勤講師 小原友子

講師 横山淳美

教授 山下一也

非常勤講師 中村 嗣

非常勤講師 板持卓弥

非常勤講師 妹尾千賀子

講師 横山淳美

教授 山下一也

非常勤講師 小林孝文

講師 横山淳美

非常勤講師 日高美晴

非常勤講師 板持卓弥

2秋 14 講師 横山淳美

准教授 松本亥智江

講師 横山淳美

教授 森山美香

准教授 松本亥智江

講師 横山淳美

― 41 12 ― ―

― 49 22 ― ―

2

プライマリ・ケア看護学演習Ⅵ 2春 1

プライマリ・ケア看護学演習Ⅰ 2春 1

課題研究 1・2通 5

修了要件及び履修方法

プライマリ・ケア看護学演習Ⅱ 2春

・本課程研究科に2年以上在学すること。
・指導教員の指導下に課題研究論文を作成し、その審査及び最終試験に合格すること。
・履修方法
①基盤科目から5科目10単位以上（必修科目4科目8単位を含む）
②専門科目から22科目45単位以上（必修科目20科目41単位を含む）

合計（35科目）

プライマリ・ケア看護学演習Ⅳ

プライマリ・ケア看護学探求セミ
ナー

2秋

ＮＰ活動見学実習 1春

2

プライマリ・ケア看護学演習Ⅴ

2春

1

プライマリ・ケア看護学演習Ⅲ 2春 1

研
究

小計（26科目）

プライマリ・ケア看護学実習

1

2春

1
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必
修

選
択

職名 氏名

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単位数 担当教員

講師 横山淳美

教授 山下一也

非常勤講師 磯和理貴

非常勤講師 田原英樹

非常勤講師 並河哲志

講師 横山淳美

非常勤講師 藤代浩史

非常勤講師 吉野千城

助教 横山淳美

非常勤講師 徳家敦夫

非常勤講師 吉野千城

講師 横山淳美

教授 山下一也

非常勤講師 辻野佳雄

非常勤講師 西村恭子

非常勤講師 小原友子

講師 横山淳美

教授 山下一也

非常勤講師 中村 嗣

非常勤講師 板持卓弥

非常勤講師 妹尾千賀子

講師 横山淳美

教授 山下一也

非常勤講師 小林孝文

講師 横山淳美

非常勤講師 日高美晴

非常勤講師 板持卓弥

2秋 14 講師 横山淳美

准教授 松本亥智江

講師 横山淳美

教授 森山美香

准教授 松本亥智江

講師 横山淳美

― 41 12 ― ―

― 49 22 ― ―

2

プライマリ・ケア看護学演習Ⅵ 2春 1

プライマリ・ケア看護学演習Ⅰ 2春 1

課題研究 1・2通 5

修了要件及び履修方法

プライマリ・ケア看護学演習Ⅱ 2春

・本課程研究科に2年以上在学すること。
・指導教員の指導下に課題研究論文を作成し、その審査及び最終試験に合格すること。
・履修方法
①基盤科目から5科目10単位以上（必修科目4科目8単位を含む）
②専門科目から22科目45単位以上（必修科目20科目41単位を含む）

合計（35科目）

プライマリ・ケア看護学演習Ⅳ

プライマリ・ケア看護学探求セミ
ナー

2秋

ＮＰ活動見学実習 1春

2

プライマリ・ケア看護学演習Ⅴ

2春

1

プライマリ・ケア看護学演習Ⅲ 2春 1

研
究

小計（26科目）

プライマリ・ケア看護学実習

1

2春

1

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
理
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
岡
安
誠
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

00
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

授
業
の
目
的
は
、
看
護
実
践
の
基
盤
と
な
る
看
護
に
お
け
る
代
表
的
な
看
護
理
論
を
取
り
上
げ
、
理
論
と
看
護
現
象
と
の

関
係
に
つ
い
て
理
解
し
、
看
護
実
践
へ
の
活
用
を
探
究
す
る
。

 
①

 看
護
実
践
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
諸
理
論
の
形
成
と
体
系
化
の
歴
史
的
変
遷
と
発
展
の
過
程
を
学
修
す
る
。

 
②

 諸
理
論
は
看
護
の
臨
床
現
場
で
出
会
う
現
象
や
看
護
実
践
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

 
③
実
践
・
教
育
・
研
究
へ
の
看
護
理
論
の
適
用
の
実
際
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当
者

 
月
日

 

1 
【
講
義
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
 

 
岡
安

 
 

2 
【
講
義
】
看
護
理
論
と
は

 
岡
安

 
 

3 
【
講
義
】
看
護
の
歴
史
的
発
展
過
程
と
看
護
理
論
（

1）
 

岡
安

 
 

4 
【
講
義
】
看
護
の
歴
史
的
発
展
過
程
と
看
護
理
論
（

2）
 

岡
安

 
 

5 
【
講
義
】
看
護
理
論
の
分
析
と
評
価
（

1）
 

岡
安

 
 

6 
【
講
義
】
看
護
理
論
の
分
析
と
評
価
（

2）
 

岡
安

 
 

7 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
看
護
実
践
・
教
育
へ
の
適
応
〔
現
象
の
分
析
〕（

1）
 

岡
安

 
 

8 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
看
護
実
践
・
教
育
へ
の
適
応
〔
現
象
の
分
析
〕（

2）
 

岡
安

 
 

9 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

1）
 

岡
安

 
 

10
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

2）
 

岡
安

 
 

11
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

3）
 

岡
安

 
 

12
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

4）
 

岡
安

 
 

13
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

5）
 

岡
安

 
 

14
 
【
演
習
】
看
護
理
論
の
概
要
と
実
践
へ
の
適
応
プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

6）
 

岡
安

 
 

15
 
【
演
習
】
ま
と
め
 

 
岡
安

 
 

テ
キ
ス
ト

 
筒
井
眞
優
美
（

20
20
）：
看
護
理
論
家
の
業
績
と
理
論
評
価

 第
2版
、
医
学
書
院

 

参
考
文
献

 
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
／
太
田
喜
久
子
、
筒
井
眞
優
美
訳
（

20
08
）：
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
看
護
理
論
の
分
析
と
評
価
新
訂
版
、

 
医
学
書
院

 
・
黒
田
裕
子
（

20
09
）：
よ
く
わ
か
る
中
範
囲
理
論
、
学
研

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

40
％
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
貢
献
度

30
％
、
レ
ポ
ー
ト

30
％
を
総
合
し
て
評
価
す
る
。
 

レ
ポ
ー
ト
課
題
「
看
護
実
践
に
看
護
理
論
を
適
応
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
事
例
を
踏
ま
え
て
記
述
す
る
」
 

そ
の
他

 
・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。

 
 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
倫
理
特
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
准
教
授
 
高
橋
梢
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

01
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

[目
的

] 
医
療
現
場
に
お
い
て
起
こ
っ
て
い
る
倫
理
的
な
問
題
・
葛
藤
に
つ
い
て
、
看
護
職
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
判
断
、

対
応
し
た
ら
よ
い
か
、
看
護
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
的
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
探
究
す
る
。

 
[目
標

] 
①

 
看
護
倫
理
と
は
何
か
を
理
解
す
る
。

 
②

 
看
護
職
の
倫
理
綱
領
の
内
容
を
深
く
理
解
す
る
。

 
③

 
倫
理
的
な
看
護
実
践
の
基
盤
と
な
る
諸
理
論
・
諸
概
念
を
理
解
す
る
。

 
④

 
看
護
実
践
の
場
で
起
き
て
い
る
倫
理
的
課
題
と
倫
理
判
断
の
方
法
を
理
解
す
る
。

 
⑤

 
倫
理
的
問
題
の
解
決
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
理
解
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
 

内
容

 
方
法

 

１
）

 
授
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
看
護
倫
理
と
は
、
看
護
倫
理
の
歴
史
、
責
任
と
専
門
職

 
講
義

 

２
）

 
看
護
職
の
倫
理
綱
領
、
第
４
回
の
課
題
提
示

 
講
義

 

３
）

 
看
護
倫
理
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
徳
の
倫
理
、
原
則
の
倫
理
、
ケ
ア
の
倫
理
）

 
講
義

 

４
）

 
看
護
を
取
り
巻
く
倫
理
的
問
題
（

AC
P、
身
体
拘
束
、
地
域
看
護
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
、
災
害
・

感
染
症
流
行
時
の
倫
理
的
問
題
等
）

 

プ
レ
ゼ
ン

 

５
）

 
看
護
倫
理
に
関
係
す
る
重
要
な
言
葉
（
道
徳
的
感
受
性
と
道
徳
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
看
護
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
、
協
力
と
協
働
）、
第
７
回
の
課
題
提
示

 
講
義

 

６
）

 
看
護
倫
理
に
関
係
す
る
重
要
な
言
葉
（
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
個
人
の
権
利
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
フ
ォ

ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
）

 
講
義

 

７
）

 
倫
理
的
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

 
プ
レ
ゼ
ン

 

８
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

９
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

10
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

11
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

12
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

13
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

14
）

 
看
護
実
践
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
・
事
例
分
析

 
演
習

 

15
）

 
倫
理
的
課
題
へ
の
対
策
・
取
組
 
ま
と
め

 
講
義

 

テ
キ
ス
ト

 
小
西
恵
美
子
編
．（

20
21
）．
看
護
学
テ
キ
ス
ト

N
iC

E
看
護
倫
理
（
改
訂
第
３
版
）
よ
い
看
護
・
よ
い
看
護
師
へ
の
道
し

る
べ
．
南
江
堂
．

 

参
考
文
献

 
サ
ラ
Ｔ
．
フ
ラ
イ
著
、
片
田
範
子
・
山
本
あ
い
子
訳
．（

20
05
）．
看
護
実
践
の
倫
理
第
３
版
．
日
本
看
護
協
会
出
版
会
．

 
宮
坂
道
夫
．（

20
18
）．
系
統
看
護
学
講
座
 
別
巻
 
看
護
倫
理
．
医
学
書
院

 
看
護
職
の
倫
理
綱
領
（

20
21
）
日
本
看
護
協
会
．

ht
tp

s:/
/w

ww
.n

ur
se

.or
.jp

/n
ur

sin
g/p

ra
ct

ice
/ri

nr
i/r

in
ri.

ht
m

l 

評
価
方
法

 
授
業
へ
の
参
加
度
、
課
題
へ
の
取
組

50
％
、
レ
ポ
ー
ト

50
％
の
割
合
で
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 
原
則
、
遠
隔
授
業
と
し
ま
す
。
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科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
森
眞
澄
、
教
授
 
石
橋
照
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

医
療
、
看
護
の
専
門
性
が
高
ま
る
中
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
や
組
織
の
部
門
・
部
署
を
超
え
て
、
継
続
的
で
柔

軟
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
知
識
や
技
術
に
つ
い
て

学
習
を
深
め
、
看
護
職
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
と
相
互
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
己
お
よ
び
組
織
の
課
題
に
直
面

し
、
問
題
解
決
に
向
か
い
、
行
動
を
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
能
力
を
育
成
す
る
。
大
学
院
生
が
体
験
し
た
事
例
を

分
析
・
検
討
し
、
最
終
的
に
は
、
看
護
実
践
に
関
す
る
相
談
・
支
援
活
動
お
よ
び
専
門
職
種
間
の
協
働
・
連
携
の
調
整
者

と
し
て
、
組
織
ま
た
は
個
人
を
多
角
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
看
護
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の

理
論
と
実
践
方
法
を
学
び
、
看
護
職
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
領
域
の
専
門
家
に
対
す
る
相
談
・
支
援
・
調

整
活
動
を
行
う
基
盤
と
な
る
能
力
を
探
究
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
月
日

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
、
特
性
、
目
的
、
意
義
、
職
業
倫
理
と
契
約

 
大
森

 

2 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
４
つ
の
モ
デ
ル
と
そ
の
特
徴

 
大
森

 

3 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
、
技
法
、
評
価

 
大
森

 

4 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
関
係
と
面
接

 
大
森

 

5 
 

リ
エ
ゾ
ン
精
神
看
護
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
必
要
な
能
力

 
大
森

 

6 
 

組
織
の
ス
ト
レ
ス
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
大
森

 

7 
 

看
護
職
の
ス
ト
レ
ス
の
特
徴
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
理
論
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
石
橋

 

8 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
１
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

9 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
２
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

10
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
３
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

11
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
４
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

12
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

13
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
、（

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

14
 

集
中

 
グ
ル
ー
プ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

15
 

集
中

 
組
織
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

テ
キ
ス
ト

 

①
 

E.
H

.シ
ャ
イ
ン
著
，
稲
葉
元
吉
，
尾
川
丈
一
訳

(2
01

6)
：
プ
ロ
セ
ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
 
援
助
関
係
を
築
く

こ
と
，
白
桃
書
房
．

 
②

 
土
居
健
郎
著
（

20
07

）：
新
訂
 
方
法
と
し
て
の
面
接
 
臨
床
家
の
た
め
に
 
医
学
書
院

 
③

 
ア
ン
ト
ン
・
オ
ブ
ホ
ル
ツ
ｱー

，
ヴ
ェ
ガ
・
ザ
ジ
ェ
・
ロ
バ
ー
ツ
編
，
武
井
麻
子
監
訳
（

20
14

）：
組
織
の
ス
ト
レ
ス

と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
金
剛
出
版
．

 

参
考
文
献

 
①
 
宇
佐
美
し
お
り
、
野
末
聖
香
編
集
（

20
14

）：
精
神
看
護
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
必
要
な
理
論
と
技
法
，
日
本
看
護
協

会
出
版
会
．

 
②
 
山
本
和
郞
（

20
00

）
:危

機
介
入
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
．

  

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
］
60
％
 
（
具
体
的
事
例
を
分
析
し
、
考
察
し
た
レ
ポ
ー
ト
）
 

［
授
業
態
度
］
40
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
 デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
自
体
が
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
磨
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
あ
る
。

 
積
極
的
に
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
ら
の
実
践
経
験
を
振
り
返
る
。

 

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
研
究
方
法
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
森
山
美
香
、
教
授
 
藤
田
小
矢
香

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

05
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
 

看
護
専
門
職
と
し
て
、
よ
り
良
い
看
護
実
践
を
行
う
た
め
に
看
護
研
究
を
行
う
こ
と
は
責
務
で
あ
る
。
本
科
目
で
は
、

臨
床
お
よ
び
教
育
現
場
に
お
け
る
疑
問
や
問
題
に
つ
い
て
研
究
倫
理
を
遵
守
し
，
科
学
的
に
解
明
・
検
証
し
て
い
く
た
め

に
必
要
と
な
る
妥
当
性
・
信
頼
性
の
高
い
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
学
ぶ
。
 

［
目
標
］
 

1）
看
護
研
究
の
特
徴
お
よ
び
意
義
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

2）
量
的
研
究
・
質
的
研
究
の
特
徴
お
よ
び
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

3）
量
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
統
計
に
よ
る
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

4）
質
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
デ
ー
タ
の
質
的
な
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

5）
看
護
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
の
重
要
性
と
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
 

6）
具
体
的
に
看
護
研
究
計
画
立
案
に
向
け
た
検
討
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
概
観
と
研
究
倫
理
 

森
山
 

2 
文
献
検
索
の
方
法
と
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
 

森
山
 

3 
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
：
演
習
 

森
山
 

4 
量
的
研
究
（
1）
：
量
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
 

藤
田
 

5 
量
的
研
究
（
2）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み
 

藤
田
 

6 
量
的
研
究
（
3）
：
記
述
統
計
と
デ
ー
タ
の
種
類
、
統
計
分
析
の
基
本

 
藤
田
 

7 
量
的
研
究
（
4）
：
平
均
値
の
比
較
（
T
検
定
・
分
散
分
析
）
と
相
関
関
係
分
析

 
藤
田
 

8 
量
的
研
究
（
5）
：
順
序
分
類
の
比
較
（
χ
２
検
定
・
Ma
nn
-W
hi
tn
ey
検
定
・
Kr
us
ka
l-
Wa
ll
is
検
定
）

 
藤
田
 

9 
質
的
研
究
（
1）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
1）

 
森
山
 

10
 

質
的
研
究
（
2）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
2）

 
森
山
 

11
 

質
的
研
究
（
3）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み

 
森
山
 

12
 

質
的
研
究
（
4）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
1）

 
森
山
 

13
 

質
的
研
究
（
5）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
2）

 
森
山
 

14
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
1）
：
研
究
計
画
書
の
作
成

 
藤
田
 

15
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
2）
：
看
護
研
究
計
画
書
の
発
表

 
森
山
・
藤
田
 

テ
キ
ス
ト

 

1)
D.
F.
ポ
ー
リ
ッ
ト
／
C.
T.
ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤
 
潤
子
（
20
10
）．
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
第

2
版
，
医
学
書

院
．
 

2)
グ
レ
ッ
グ
美
鈴
，
麻
原
き
よ
み
，
横
山
美
江
編
著
（
20
16
）．
よ
く
わ
か
る
質
的
研
究
の
進
め
方
・
ま
と
め
方
 
看
護

研
究
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
め
ざ
し
て
（
第

2
版
），
医
歯
薬
出
版
．
 

参
考
文
献

 
授
業
内
で
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

[ク
リ
テ
ィ
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
] 
40
％
（
評
価
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

［
演
習
成
果
］
40
％
（
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
の
成
果
物
、
看
護
研
究
計
画
演
習
の
成
果
物
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

［
受
講
態
度
］
20
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
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科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
森
眞
澄
、
教
授
 
石
橋
照
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

医
療
、
看
護
の
専
門
性
が
高
ま
る
中
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
や
組
織
の
部
門
・
部
署
を
超
え
て
、
継
続
的
で
柔

軟
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
知
識
や
技
術
に
つ
い
て

学
習
を
深
め
、
看
護
職
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
と
相
互
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
己
お
よ
び
組
織
の
課
題
に
直
面

し
、
問
題
解
決
に
向
か
い
、
行
動
を
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
能
力
を
育
成
す
る
。
大
学
院
生
が
体
験
し
た
事
例
を

分
析
・
検
討
し
、
最
終
的
に
は
、
看
護
実
践
に
関
す
る
相
談
・
支
援
活
動
お
よ
び
専
門
職
種
間
の
協
働
・
連
携
の
調
整
者

と
し
て
、
組
織
ま
た
は
個
人
を
多
角
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
看
護
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の

理
論
と
実
践
方
法
を
学
び
、
看
護
職
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
領
域
の
専
門
家
に
対
す
る
相
談
・
支
援
・
調

整
活
動
を
行
う
基
盤
と
な
る
能
力
を
探
究
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
月
日

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
、
特
性
、
目
的
、
意
義
、
職
業
倫
理
と
契
約

 
大
森

 

2 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
４
つ
の
モ
デ
ル
と
そ
の
特
徴

 
大
森

 

3 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
、
技
法
、
評
価

 
大
森

 

4 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
関
係
と
面
接

 
大
森

 

5 
 

リ
エ
ゾ
ン
精
神
看
護
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
必
要
な
能
力

 
大
森

 

6 
 

組
織
の
ス
ト
レ
ス
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
大
森

 

7 
 

看
護
職
の
ス
ト
レ
ス
の
特
徴
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
理
論
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

 
石
橋

 

8 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
１
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

9 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
２
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

10
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
３
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

11
 

 
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
例
の
検
討
（
４
）
－
院
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
発
表

 
石
橋

 

12
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

13
 

集
中

 
個
人
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
、（

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）

 
大
森

 

14
 

集
中

 
グ
ル
ー
プ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

15
 

集
中

 
組
織
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
大
森

 

テ
キ
ス
ト

 

①
 

E.
H

.シ
ャ
イ
ン
著
，
稲
葉
元
吉
，
尾
川
丈
一
訳

(2
01

6)
：
プ
ロ
セ
ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
 
援
助
関
係
を
築
く

こ
と
，
白
桃
書
房
．

 
②

 
土
居
健
郎
著
（

20
07

）：
新
訂
 
方
法
と
し
て
の
面
接
 
臨
床
家
の
た
め
に
 
医
学
書
院

 
③

 
ア
ン
ト
ン
・
オ
ブ
ホ
ル
ツ
ｱー

，
ヴ
ェ
ガ
・
ザ
ジ
ェ
・
ロ
バ
ー
ツ
編
，
武
井
麻
子
監
訳
（

20
14

）：
組
織
の
ス
ト
レ
ス

と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
金
剛
出
版
．

 

参
考
文
献

 
①
 
宇
佐
美
し
お
り
、
野
末
聖
香
編
集
（

20
14

）：
精
神
看
護
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
必
要
な
理
論
と
技
法
，
日
本
看
護
協

会
出
版
会
．

 
②
 
山
本
和
郞
（

20
00

）
:危

機
介
入
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
，
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
．

  

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
］
60
％
 
（
具
体
的
事
例
を
分
析
し
、
考
察
し
た
レ
ポ
ー
ト
）
 

［
授
業
態
度
］
40
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
 デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
自
体
が
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
磨
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
も
あ
る
。

 
積
極
的
に
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
ら
の
実
践
経
験
を
振
り
返
る
。

 

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
研
究
方
法
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
森
山
美
香
、
教
授
 
藤
田
小
矢
香

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

05
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
 

看
護
専
門
職
と
し
て
、
よ
り
良
い
看
護
実
践
を
行
う
た
め
に
看
護
研
究
を
行
う
こ
と
は
責
務
で
あ
る
。
本
科
目
で
は
、

臨
床
お
よ
び
教
育
現
場
に
お
け
る
疑
問
や
問
題
に
つ
い
て
研
究
倫
理
を
遵
守
し
，
科
学
的
に
解
明
・
検
証
し
て
い
く
た
め

に
必
要
と
な
る
妥
当
性
・
信
頼
性
の
高
い
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
基
本
的
知
識
を
学
ぶ
。
 

［
目
標
］
 

1）
看
護
研
究
の
特
徴
お
よ
び
意
義
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

2）
量
的
研
究
・
質
的
研
究
の
特
徴
お
よ
び
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

3）
量
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
統
計
に
よ
る
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

4）
質
的
研
究
の
種
類
や
概
略
、
デ
ー
タ
の
質
的
な
分
析
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
。
 

5）
看
護
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
の
重
要
性
と
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
 

6）
具
体
的
に
看
護
研
究
計
画
立
案
に
向
け
た
検
討
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
概
観
と
研
究
倫
理
 

森
山
 

2 
文
献
検
索
の
方
法
と
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
 

森
山
 

3 
文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
：
演
習
 

森
山
 

4 
量
的
研
究
（
1）
：
量
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
 

藤
田
 

5 
量
的
研
究
（
2）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み
 

藤
田
 

6 
量
的
研
究
（
3）
：
記
述
統
計
と
デ
ー
タ
の
種
類
、
統
計
分
析
の
基
本

 
藤
田
 

7 
量
的
研
究
（
4）
：
平
均
値
の
比
較
（
T
検
定
・
分
散
分
析
）
と
相
関
関
係
分
析

 
藤
田
 

8 
量
的
研
究
（
5）
：
順
序
分
類
の
比
較
（
χ
２
検
定
・
Ma
nn
-W
hi
tn
ey
検
定
・
Kr
us
ka
l-
Wa
ll
is
検
定
）

 
藤
田
 

9 
質
的
研
究
（
1）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
1）

 
森
山
 

10
 

質
的
研
究
（
2）
：
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
（
2）

 
森
山
 

11
 

質
的
研
究
（
3）
：
課
題
設
定
と
研
究
枠
組
み

 
森
山
 

12
 

質
的
研
究
（
4）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
1）

 
森
山
 

13
 

質
的
研
究
（
5）
：
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
質
的
帰
納
的
分
析
の
実
際
（
2）

 
森
山
 

14
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
1）
：
研
究
計
画
書
の
作
成

 
藤
田
 

15
 

看
護
研
究
計
画
立
案
の
実
際
（
2）
：
看
護
研
究
計
画
書
の
発
表

 
森
山
・
藤
田
 

テ
キ
ス
ト

 

1)
D.
F.
ポ
ー
リ
ッ
ト
／
C.
T.
ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤
 
潤
子
（
20
10
）．
看
護
研
究
 
原
理
と
方
法
 
第

2
版
，
医
学
書

院
．
 

2)
グ
レ
ッ
グ
美
鈴
，
麻
原
き
よ
み
，
横
山
美
江
編
著
（
20
16
）．
よ
く
わ
か
る
質
的
研
究
の
進
め
方
・
ま
と
め
方
 
看
護

研
究
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
め
ざ
し
て
（
第

2
版
），
医
歯
薬
出
版
．
 

参
考
文
献

 
授
業
内
で
適
宜
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 

[ク
リ
テ
ィ
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
] 
40
％
（
評
価
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
）
 

［
演
習
成
果
］
40
％
（
質
的
研
究
の
種
類
と
特
徴
の
成
果
物
、
看
護
研
究
計
画
演
習
の
成
果
物
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

［
受
講
態
度
］
20
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

 

そ
の
他

 
・
原
則
、
授
業
は
「
遠 遠
隔隔
授授
業業
」」
と
す
る
。
 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え
て
進
め
る
。
主
体
的
な
参
加
を
期
待
す
る
。
 

・
15
回
の
「
看
護
研
究
計
画
書
の
発
表
」
は
、
質
疑
応
答
を
含
め

1
人

10
分
程
度
の
発
表
予
定
で
あ
る
。

 

 

科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
保
健
統
計
学
特
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
、
非
常
勤
講
師

 大
城
 
等

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
目
的
】

 
保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
研
究
で
使
用
さ
れ
る
主
要
な
統
計
学
的
手
法
を
理
解
し
、
目
的
に
応
じ
た
デ
ー
タ
分
析
を
実
践

す
る
た
め
の
知
識
と
方
法
、
科
学
的
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
。

 
【
目
標
】

 
①

 我
が
国
の
保
健
統
計
と
厚
生
労
働
統
計
に
用
い
る
主
な
比
率
及
び
用
語
、
保
健
統
計
の
概
要
を
理
解
で
き
る
。

 
②

 保
健
医
療
活
動
に
必
要
な
統
計
手
法
が
説
明
で
き
る
。

 
③

 高
度
な
分
析
手
法
を
用
い
た
論
文
を
読
み
取
り
、
看
護
研
究
で
活
用
さ
れ
て
い
る
統
計
方
法
を
批
判
的
な
視
点
で
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
④

 公
衆
衛
生
や
疫
学
の
視
点
で
分
析
さ
れ
た
事
例
を
理
解
し
、
保
健
統
計
の
活
用
に
つ
い
て
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
統
計
学
の
歴
史
と
意
義
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷
 

2 
我
が
国
の
保
健
統
計
と
厚
生
労
働
統
計
に
用
い
る
主
な
比
率
及
び
用
語
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

3 
デ
ー
タ
の
要
約
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

4 
統
計
的
推
論
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

5 
分
散
分
析
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 

6～
8 

※
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷

 
高
度
な
分
析
手
法
を
用
い
た
論
文
を
読
み
解
く
。

 
（
主
成
分
分
析
、
因
子
分
析
、
判
別
分
析
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
、
生
存
分
析
、

et
c）

 

9～
14

 
※
分
析
事
例
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
城

 
 
様
々
な
分
析
事
例
を
学
び
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
結
果
を
読
み
解
く
。

 

15
 

※
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吾
郷
 

I
 k
e
e
p
 s
a
y
i
n
g
 t
h
a
t
 t
h
e
 s
e
x
y
 j
o
b
 i
n
 t
h
e
 n
e
x
t
 1
0
 y
e
a
r
s
 w
i
l
l
 b
e
 s
t
a
t
i
s
t
i
c
i
a
n
s
.
 

A
n
d
 
I
 
a
m
 
n
o
t
 
k
i
d
d
i
n
g
.
  （

2
0
0
9
年

N
e
w
 
Y
o
r
k
 
T
i
m
e
s
、

G
o
o
g
l
e
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
:
ハ
ル
・
ヴ
ァ
リ
ア
ン
博
士
）

テ
キ
ス
ト

 
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 

「
SP

SS
に
よ
る
統
計
デ
ー
タ
解
析
」
 
現
代
数
学
社

 
「
保
健
統
計
・
疫
学
」
 
福
富
和
夫
・
橋
本
修
二
 
南
山
堂

 
「
国
民
衛
生
の
動
向
」
 
一
般
財
団
法
人
厚
生
労
働
統
計
協
会

 
必
要
に
応
じ
て
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
授
業
中
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
理
解
度
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
 
こ
の
授
業
は
、
原
則
と
し
て

9～
14
回
は
対
面
、
他
の
回
は
遠
隔
授
業
で
行
う
。

 
 

6－
8回
は
、
各
学
生
が
高
度
な
分
析
手
法
を
用
い
た
論
文
を
見
つ
け
、
分
析
方
法
を
中
心
に
そ
の
論
文
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
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科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
し
ま
ね
の
健
康
と
長
寿

 
学
期

 
春
学
期

 
担
当
教
員

 
○
教
授
 吾

郷
美
奈
恵
、
准
教
授
 籠

橋
有
紀
子
 

選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
目
的
】

 
社
会
環
境
の
変
化
、
フ
ィ
ー
ル
ド
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
）
の
地
域
特
性
と
健
康
課
題
を
理
解
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
さ
ら
な

る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。
ま
た
そ
の
内
容
を
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
る
。

 
【
目
標
】

 
①

 
フ
ィ
ー
ル
ド
の
既
存
資
料
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
地
域
特
性
が
説
明
で
き
る
。

 
②

 
現
地
の
人
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
現
地
の
文
化
や
生
活
を
理
解
で
き
る
。

 
③

 
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。

 
④

 
報
告
会
を
通
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
力
が
修
得
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

コ
マ
数

 
内
容

 

1 ｜
 4 

事
前
学
習
：

7月
2日

（
土
）
①
～
④
時
限

 
◇
｢地

理
的
･気

象
的
｣｢
生
態
的
｣｢
人
為
的
｣情

報
※
と
人
々
の
暮
ら
し

 
◇
統
計
資
料
か
ら
み
た
変
遷
や
公
共
施
設
・
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

 
◇
保
健
医
療
福
祉
計
画
と
健
康
課
題

 

5 ｜
 

12
 

フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
：

7月
31

日
（
日
）
～

8月
1日

（
月
）
の

1泊
2日

 
◇
地
区
踏
査
（
地
域
を
歩
こ
う
！
）

 
◇
住
民
や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
（
西
ノ
島
の
好
き
な
と
こ
ろ
、
自
慢
し
た
い
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と
、
暮
ら
し
と
催
事
 
な
ど
）

 

13
 

｜
 

14
 

ま
と
め
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
の
健
康
と
長
寿
に
む
け
た
提
案
）：

8月
6日

（
土
）
①
②
時
限

 
◇
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク

 
テ
ー
マ
：
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”

 

15
 

報
告
会
：

8月
6日

（
土
）

8月
6日

（
土
）
④
時
限

 
テ
キ
ス
ト

 
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 

 
エ
リ
ザ
ベ
ス

T．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

 他
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
，
医
学
書
院
，

20
07

 
 

R．
エ
マ
ー
ソ
ン

 他
：
方
法
と
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
，
新
曜
社
，

20
18

 
 
佐
藤
郁
哉
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
技
法
，
新
曜
社
，

20
02

 
 
孫
大
輔
：
対
話
す
る
医
療
，
さ
く
ら
舎
，

20
18

 

評
価
方
法

 

以
下
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。
提
出
物
や
提
出
締
切
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
通
知
す
る
。
 


 事

前
学
習
：
20
％
 


 フ

ィ
ー
ル
ド
学
習
：
40
％
 


 ま

と
め
（
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
）：

40
％
 

そ
の
他

 

 
４
日
間
（
1
泊
を
含
む
）
の
集
中
講
義
（
対
面
）
と
し
て
行
う
。
 

 
交
通
費
や
食
費
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
に
要
す
る
費
用
は
全
て
自
己
負
担
で
あ
る
。

 
 
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
先
な
ど
、
教
員
に
確
認
し
な
が
ら
事
前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
こ
と
。

 
 
フ
ェ
リ
ー
の
欠
航
、
CO
VI
D-
19

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
学
内
学
習
と
し
、
電
話
等
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
死
生
学
特
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
﨏
美
樹
 

 
非
常
勤
講
師
 
安
藤
泰
至
 
 
竹
下
治
男

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

18
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
、
文
化
と
社
会
、
死
生
観
、
死
生
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
理
解
す
る
。
現
代

社
会
の
死
生
の
諸
問
題
に
対
し
、
看
護
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
実
践
に
つ
い
て
探
求
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
死
生
学
と
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】
 

 

2 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

3 
死
生
を
め
ぐ
る
文
化
と
社
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

4 
日
本
人
の
死
生
観
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

5 
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

6 
終
末
期
医
療
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

7 
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

8 
安
楽
死
・
尊
厳
死
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

9 
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

10
 
在
宅
看
取
り
（

1）
情
報
通
信
機
器
（

IC
T）
を
利
用
し
た
死
亡
診
断
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
 

 【
大
﨏
】

 

11
 
在
宅
看
取
り
（

2）
法
医
学
に
関
す
る
一
般
的
事
項
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
竹
下
】

 

12
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

1）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

13
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

2）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

14
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

3）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

15
 
全
体
を
通
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 

参
考
文
献

 
島
薗

 進
、
竹
内

 整
一
：
死
生
学

1 
死
生
学
と
は
何
か
，
東
京
大
学
出
版
会
，

20
08

 
適
宜
、
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
レ
ポ
ー
ト
課
題
：
60
％
 
 

授
業
参
加
態
度
：
40
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 

・
授
業
実
施
方
法
：
原
則
、「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
非
常
勤
講
師
の
授
業
に
つ
い
て
は
、「
対
面
」
と
す
る
場

合
が
あ
る
。

 
・
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。
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科
目
分
類

 
 

対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
し
ま
ね
の
健
康
と
長
寿

 
学
期

 
春
学
期

 
担
当
教
員

 
○
教
授
 吾

郷
美
奈
恵
、
准
教
授
 籠

橋
有
紀
子
 

選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
目
的
】

 
社
会
環
境
の
変
化
、
フ
ィ
ー
ル
ド
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
）
の
地
域
特
性
と
健
康
課
題
を
理
解
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
さ
ら
な

る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。
ま
た
そ
の
内
容
を
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
る
。

 
【
目
標
】

 
①

 
フ
ィ
ー
ル
ド
の
既
存
資
料
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
地
域
特
性
が
説
明
で
き
る
。

 
②

 
現
地
の
人
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
現
地
の
文
化
や
生
活
を
理
解
で
き
る
。

 
③

 
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
い
て
提
案
で
き
る
。

 
④

 
報
告
会
を
通
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
力
が
修
得
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

コ
マ
数

 
内
容

 

1 ｜
 4 

事
前
学
習
：

7月
2日

（
土
）
①
～
④
時
限

 
◇
｢地

理
的
･気

象
的
｣｢
生
態
的
｣｢
人
為
的
｣情

報
※
と
人
々
の
暮
ら
し

 
◇
統
計
資
料
か
ら
み
た
変
遷
や
公
共
施
設
・
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

 
◇
保
健
医
療
福
祉
計
画
と
健
康
課
題

 

5 ｜
 

12
 

フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
：

7月
31

日
（
日
）
～

8月
1日

（
月
）
の

1泊
2日

 
◇
地
区
踏
査
（
地
域
を
歩
こ
う
！
）

 
◇
住
民
や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
（
西
ノ
島
の
好
き
な
と
こ
ろ
、
自
慢
し
た
い
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と
、
暮
ら
し
と
催
事
 
な
ど
）

 

13
 

｜
 

14
 

ま
と
め
（
隠
岐
諸
島
・
島
前
の
健
康
と
長
寿
に
む
け
た
提
案
）：

8月
6日

（
土
）
①
②
時
限

 
◇
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク

 
テ
ー
マ
：
さ
ら
な
る
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
た
“
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
”

 

15
 

報
告
会
：

8月
6日

（
土
）

8月
6日

（
土
）
④
時
限

 
テ
キ
ス
ト

 
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 

 
エ
リ
ザ
ベ
ス

T．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

 他
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
，
医
学
書
院
，

20
07

 
 

R．
エ
マ
ー
ソ
ン

 他
：
方
法
と
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
，
新
曜
社
，

20
18

 
 
佐
藤
郁
哉
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
技
法
，
新
曜
社
，

20
02

 
 
孫
大
輔
：
対
話
す
る
医
療
，
さ
く
ら
舎
，

20
18

 

評
価
方
法

 

以
下
に
よ
り
、
総
合
的
に
評
価
す
る
。
提
出
物
や
提
出
締
切
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
通
知
す
る
。
 


 事

前
学
習
：
20
％
 


 フ

ィ
ー
ル
ド
学
習
：
40
％
 


 ま

と
め
（
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ク
）：

40
％
 

そ
の
他

 

 
４
日
間
（
1
泊
を
含
む
）
の
集
中
講
義
（
対
面
）
と
し
て
行
う
。
 

 
交
通
費
や
食
費
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
に
要
す
る
費
用
は
全
て
自
己
負
担
で
あ
る
。

 
 
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
先
な
ど
、
教
員
に
確
認
し
な
が
ら
事
前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
こ
と
。

 
 
フ
ェ
リ
ー
の
欠
航
、
CO
VI
D-
19

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
学
内
学
習
と
し
、
電
話
等
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
死
生
学
特
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
﨏
美
樹
 

 
非
常
勤
講
師
 
安
藤
泰
至
 
 
竹
下
治
男

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

18
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
、
文
化
と
社
会
、
死
生
観
、
死
生
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
理
解
す
る
。
現
代

社
会
の
死
生
の
諸
問
題
に
対
し
、
看
護
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
実
践
に
つ
い
て
探
求
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
死
生
学
と
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】
 

 

2 
死
生
を
め
ぐ
る
宗
教
と
思
想
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

3 
死
生
を
め
ぐ
る
文
化
と
社
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

4 
日
本
人
の
死
生
観
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

5 
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

6 
終
末
期
医
療
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

7 
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

8 
安
楽
死
・
尊
厳
死
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
安
藤
】

 

9 
デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

10
 
在
宅
看
取
り
（

1）
情
報
通
信
機
器
（

IC
T）
を
利
用
し
た
死
亡
診
断
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
 

 【
大
﨏
】

 

11
 
在
宅
看
取
り
（

2）
法
医
学
に
関
す
る
一
般
的
事
項
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
竹
下
】

 

12
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

1）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

13
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

2）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

14
 
死
生
の
諸
問
題
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
実
践
（

3）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 【
大
﨏
】

 

15
 
全
体
を
通
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

テ
キ
ス
ト

 
適
宜
、
資
料
を
配
布
す
る
。

 

参
考
文
献

 
島
薗

 進
、
竹
内

 整
一
：
死
生
学

1 
死
生
学
と
は
何
か
，
東
京
大
学
出
版
会
，

20
08

 
適
宜
、
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
レ
ポ
ー
ト
課
題
：
60
％
 
 

授
業
参
加
態
度
：
40
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 

・
授
業
実
施
方
法
：
原
則
、「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
非
常
勤
講
師
の
授
業
に
つ
い
て
は
、「
対
面
」
と
す
る
場

合
が
あ
る
。

 
・
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。

 
 

 

  

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
保
健
医
療
福
祉
政
策
論
Ⅰ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
谷
口
敏
代

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

10
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

保
健
医
療
福
祉
分
野
に
お
い
て
、
看
護
職
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
理
解
す
る
た
め
に
、
保
健
医
療
福
祉
に
係
る
制
度
及

び
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
基
礎
的
な
知
識
を
深
め
る
。

 
ま
た
、
地
域
医
療
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
状
も
理
解
し
、
実
際
的
に
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
り
連
携

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
探
索
的
に
学
び
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

 
目
標

 
1)

 
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
看
護
職
が
果
た
す
役
割
と
課
題
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2)

 
障
害
者
福
祉
制
度
に
お
け
る
看
護
職
が
果
た
す
役
割
と
課
題
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
3)

 
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
お
け
る
看
護
職
が
果
た
す
役
割
と
課
題
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
4)

 
社
会
保
障
・
社
会
福
祉
制
度
を
取
り
巻
く
課
題
を
理
解
し
，
看
護
職
が
果
た
す
役
割
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
介
護
保
険
制
度
と
障
害
福
祉
制
度

(1
) 

2 
介
護
保
険
制
度
と
障
害
福
祉
制
度

(2
) 

3 
介
護
保
険
事
業
計
画
と
障
害
福
祉
計
画

 

4 
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
と
権
利
擁
護
に
関
す
る
制
度
（

1）
 

5 
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
と
権
利
擁
護
に
関
す
る
制
度
（

2）
 

6 
障
害
者
の
手
帳
制
度

 

7 
年
金
制
度
と
生
活
保
護
制
度

 

8 
医
療
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
看
護
職
の
役
割
と
課
題
（

1）
 

9 
医
療
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
看
護
職
の
役
割
と
課
題
（

2）
 

10
 
保
健
医
療
福
祉
従
事
者
の
働
き
方
に
関
す
る
法
規
（

1）
 

11
 
保
健
医
療
福
祉
従
事
者
の
働
き
方
に
関
す
る
法
規
（

2）
 

12
 
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
お
け
る
他
職
種
協
働
と
看
護
職
の
役
割

(1
) 

13
 
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
お
け
る
他
職
種
協
働
と
看
護
職
の
役
割

(2
) 

14
 

N
PO
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
看
護
職
の
役
割

 

15
 
諸
外
国
の
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
・
ま
と
め

 

テ
キ
ス
ト

 
プ
リ
ン
ト
及
び
資
料
を
適
宜
配
布
す
る

 

参
考
文
献

 
厚
生
の
指
標
臨
時
増
刊
「
国
民
衛
生
の
動
向
」「
国
民
の
福
祉
と
介
護
の
動
向
」

 
太
田
貞
司
監
修
：
介
護
福
祉
の
組
織
・
制
度
論
、
光
生
館
、

20
15

 
基
本
的
に
は
自
ら
文
献
検
索
し
、
熟
読
し
て
お
く
こ
と

 

評
価
方
法

 
レ
ポ
ー
ト

80
％
：
単
元
毎
の
課
題
に
対
し
，
先
行
研
究
の
検
索
と
分
析
，
看
護
職
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
レ
ポ
ー
ト
内
容
 

授
業
態
度

20
％
：
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
，
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
に
よ
っ
て
評
価
す
る
 

そ
の
他

 
原
則
と
し
て
遠
隔
授
業
形
式
で
行
い
ま
す
。
演
習
課
題
で
は
，
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
応
じ
て
対
面
講
義
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
単
元
毎
に
課
題
を
与
え
、
国
内
外
の
文
献
の
抄
読
と
意
見
発
表
を
行
い
ま
す
。

 

 

 
 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
健
康
栄
養
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
名
和
田
淸
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
00

11
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

生
活
習
慣
病
の
一
次
予
防
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
た
食
生
活
・
栄
養
に
関
し
て
、
医
療
・
介
護
・
予
防
等
に
必
要
な
栄
養

実
践
に
関
わ
る
専
門
知
識
や
最
新
情
報
を
得
る
。

DO
H

aD
仮
説
で
は
、「
胎
児
期
や
生
後
早
期
に
お
け
る
様
々
な
環
境

に
よ
り
そ
の
後
の
環
境
を
予
測
し
た
適
応
反
応
が
起
こ
り
、
そ
の
お
り
の
環
境
と
そ
の
後
の
環
境
と
の
適
合
の
程
度
が
将

来
の
疾
病
リ
ス
ク
に
関
与
す
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
胎
児
期
（
妊
娠
期
）
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
シ
゙

を
通
じ
て
、
対
象
者
の
問
題
点
を
的
確
に
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
栄
養
に
関
す
る
必
要
な
考
え
方
を
深
め
る
。

 
目
標

 
1)

 栄
養
の
概
念
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2)

 栄
養
・
食
生
活
と
健
康
と
の
関
連
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
3)

 ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
て
適
切
な
栄
養
管
理
を
行
う
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
4)

 ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
栄
養
管
理
・
食
育
を
関
連
職
種
が
連
携
し
て
行
う
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
5)

 栄
養
学
研
究
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
栄
養
と
は
、
栄
養
学
・
栄
養
学
研
究
に
お
け
る
最
近
の
話
題

 

2 
栄
養
と
健
康
 
－
日
本
人
の
食
生
活
の
現
状
と
課
題
―

 

3 
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準

 

4 
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
栄
養

 

5 
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
栄
養
ケ
ア

 

6 
低
栄
養
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
栄
養
学

 

7 
生
活
習
慣
病
と
栄
養

 

8 
胎
児
期
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

 に
お
け
る
栄
養
と
遺
伝
子

 

9 
食
品
の
機
能
性

 

10
 
時
間
栄
養
学

 

11
 
栄
養
状
態
の
評
価
 
個
人
の
評
価

 

12
 
栄
養
状
態
の
評
価
 
地
域
集
団
の
評
価
、
栄
養
疫
学

 

13
 
在
宅
に
お
け
る
栄
養
ケ
ア

 

14
 
災
害
時
の
栄
養
・
食
生
活
支
援

 

15
 
栄
養
学
研
究
最
近
の
話
題

 

テ
キ
ス
ト

 
必
要
に
応
じ
て
資
料
を
配
布
す
る
。

 

参
考
文
献

 
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
（
20
20
年
版
）
 

国
民
健
康
・
栄
養
調
査

 
授
乳
・
離
乳
の
支
援
ガ
イ
ド
（
20
19
年
改
訂
版
）

 

評
価
方
法

 
［
課
題
レ
ポ
ー
ト
］

60
%
、［
演
習
］

20
%
、［
受
講
態
度
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
）］

20
％
 

そ
の
他

 
授
業
実
施
方
法
：
原
則
と
し
て
遠
隔
授
業
（
同
期
型
）
で
行
う
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
特
論

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
横
山

 淳
美
、
木
村

 千
尋
、
日
高

 美
晴
、
加
藤

 節
司

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
２

 
(30
時
間
) 

授
業
の
概
要

 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
と
し
て
の
活
動
に
必
要
な
能
力
に
関
す
る
知
識
・
理
論
に
つ
い

て
 

学
修
す
る
。
 

具
体
的
に
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
NP
）
に
求
め
ら
れ
る
能
力
・
役
割
・
責
任
な
ど
に
関
す

る
 

知
識
・
理
論
に
つ
い
て
学
修
す
る
と
と
も
に
、
多
職
種
と
の
協
働
に
つ
い
て
具
体
的
方
法
を
修
得
す
る
こ
と
や
、
各
ラ
イ

フ
 

サ
イ
ク
ル
の
発
達
課
題
の
視
点
か
ら
健
康
を
捉
え
、
疾
病
の
予
防
と
健
康
の
維
持
増
進
に
関
す
る
看
護
実
践
に
必
要
な
知

識
 

と
技
術
を
修
得
す
る
。
 

授
業
の
目
標

 

１
．
 プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
お
け
る
多
職
種
連
携
・
協
働
の
理
論
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
２
．
 医
療
的
ケ
ア
児

(者
)を
め
ぐ
る
医
療
的
、
社
会
的
背
景
を
理
解
し
、
医
療
・
福
祉
・
行
政
・
教
育
の
協
働
の
必
要
性

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
３
．
 高
齢
者
の
健
康
課
題
と
そ
の
看
護
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
４
．
 プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
の
役
割
と
機
能
お
よ
び
そ
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
教
員

 

1 
我
が
国
の
医
療
シ
ス
テ
ム
と
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
 

～
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
お
け
る
多
職
種
連
携
・
協
働
～
 

加
藤

 節
司

 
2 3 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
の
役
割
と
実
践

 
木
村

 千
尋

 
横
山

 淳
美

 
4 

5〜
10
 

高
度
実
践
看
護
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
：
理
論
と
組
織
管
理

 
横
山

 淳
美

 
日
高

 美
晴

 
 

高
度
実
践
看
護
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
：
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
 

高
度
実
践
看
護
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
児

(者
)を
め
ぐ
る
協
働

 

高
度
実
践
看
護
に
伴
う
倫
理
的
意
思
決
定
 

高
度
実
践
看
護
に
多
職
種
協
働
の
課
題

 
横
山

 淳
美

 

11
～ 14
 

高
度
実
践
看
護
師
の
役
割
開
発
と
活
動
領
域
の
拡
大
を
目
指
し
て
 

～
 P

EP
PA
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
通
し
た
事
例
分
析
演
習
～

 

野
々
内

 美
加

 
(招
致
講
義

) 
木
村

 千
尋

 
横
山

 淳
美

 

15
 
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
の
展
望
 

横
山

 淳
美

 

テ
キ
ス
ト
及

び
参
考
図

・
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
会
 編
：
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
、
南
山
堂
、
20
16
 

・
An
n 
B.
 H
am
ri
c（
著
）
, 
Ch
rl
en
e 
M.
Ha
ns
en
（
著
）
, 
中
村
美
鈴
 他

 監
訳
（
20
20
）
. 
高
度
実
践
看
護
－
統
合
的

書
・

 
参
考
文
献

 
ア
プ
ロ
ー
チ
―
第

2
版
, 
へ
る
す
出
版
 

評
価
方
法

 
・
授
業
態
度

50
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
論
理
的
思
考
）
 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

30
％
  
  

・
レ
ポ
ー
ト

20
％
 

学
習
の
方

法
・
準
備
学
習

に
必
要
な
学

習
時
間
の
目

安
 

受
講
の
あ
り
方
 

・
 
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

・
 
授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

情
報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

そ
の
他

 

担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
基
本
遠
隔
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
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書
・

 
参
考
文
献

 
ア
プ
ロ
ー
チ
―
第

2
版
, 
へ
る
す
出
版
 

評
価
方
法

 
・
授
業
態
度

50
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
論
理
的
思
考
）
 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

30
％
  
  

・
レ
ポ
ー
ト

20
％
 

学
習
の
方

法
・
準
備
学
習

に
必
要
な
学

習
時
間
の
目

安
 

受
講
の
あ
り
方
 

・
 
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

・
 
授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

情
報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

そ
の
他

 

担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
基
本
遠
隔
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
 
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
が
ん
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇

 教
授
 
大
﨏
美
樹
 
 
教
授
 
森
山
美
香

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
Ⅰ

70
70

10
0 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
健
康
課
題
と
が
ん
看
護
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
理
論
や
概
念
に
つ
い
て

学
び
、
が
ん
看
護
に
必
要
な
知
識
を
深
め
る
。
ま
た
、
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
に
つ
い
て
探
究
す
る
。 

1.
 
が
ん
医
療
・
看
護
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
2.

 
が
ん
看
護
の
基
盤
と
な
る
主
要
な
理
論
や
概
念
に
つ
い
て
説
明
で
き
る
。

 
3.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
体
験
、
苦
痛
や
諸
問
題
を
理
解
し
、
健
康
課
題
に
つ
い
て
説
明
で
き

る
。

 
4.

 
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
を
探
究
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
が
ん
医
療
・
看
護
の
動
向
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

2 
ス
ト
レ
ス
・
コ
ー
ピ
ン
グ
理
論
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

3 
危
機
理
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

4 
喪
失
・
悲
嘆
の
理
論

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
【
大
﨏
】

 

5 
意
思
決
定
支
援
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
﨏
】

 

6 
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

7 
自
己
効
力
感
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

8 
成
人
教
育
（
ア
ン
ド
ラ
ゴ
ジ
ー
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
森
山
】

 

9 
が
ん
治
療
と
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

10
 
が
ん
患
者
の
緩
和
ケ
ア

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

11
 
が
ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

12
 
が
ん
患
者
の
在
宅
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

  

13
 
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
・

AY
A
世
代
の
が
ん
看
護

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
【
大
﨏
】

 

14
 
が
ん
予
防
と
早
期
発
見
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
大
﨏
】

 

15
 
が
ん
患
者
の
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
看
護
職
の
役
割
 
 
 
 

  
 
 
【
大
﨏
】

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 

1）
野
川
道
子
：
看
護
実
践
に
活
か
す
中
範
囲
理
論
，
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
，

20
18

 
2）
一
般
社
団
法
人
日
本
が
ん
看
護
学
会
教
育
・
研
究
活
動
委
員
会
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
編
：

 
が
ん
看
護
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
日
本
版
：

 手
術
療
法
・
薬
物
療
法
・
放
射
線
療
法
・
緩
和
ケ
ア
，
医
学
書
院
，

20
17

  
そ
の
他
，
適
宜
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
授
業
参
加
態
度

30
％
、
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

20
％
、
課
題
の
レ
ポ
ー
ト

50
％
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
対
面
授
業

 

 

 
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
精
神
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
森
眞
澄

  
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

02
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

1.
 

精
神
看
護
の
実
践
の
基
盤
と
な
る
基
礎
理
論
を
学
び
、
対
象
理
解
の
た
め
の
能
力
を
高
め
る
。
実
践
の
場
で
出
会
う

主
な
疾
患
と
そ
の
治
療
法
、
看
護
ケ
ア
を
行
う
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
法
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
 

2.
 

精
神
科
医
療
に
お
け
る
主
な
治
療
を
理
解
す
る
と
と
も
に
看
護
師
の
役
割
を
探
求
し
、治

療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
根
拠

と
技
法
を
習
得
す
る
。
 

3.
 

身
体
的
健
康
問
題
の
予
防
と
早
期
発
見
に
お
け
る
看
護
師
の
役
割
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当

 

1 
生
物
－
心
理
－
社
会
モ
デ
ル
を
使
っ
た
生
物
学
的
･心

理
学
的
･社

会
的
側
面
か
ら
の
対
象
理
解

 

大
森

 

2 
精
神
力
動
論
の
理
解
と
看
護
へ
の
適
用

 

3 
自
我
発
達
理
論
の
理
解
と
看
護
へ
の
適
用

 

4 
精
神
科
臨
床
に
お
け
る
セ
ル
フ
ケ
ア
理
論
の
活
用
 

5 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
統
合
失
調
症
）
 

6 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
感
情
障
害
）

 

7 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
不
安
障
害
・
PT
SD
）

 

8 
精
神
障
が
い
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
と
看
護
実
践
（
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）

 

9 
精
神
科
に
お
け
る
主
な
治
療
と
課
題

 

10
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
対
象
関
係
論

 

11
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
精
神
分
析

 

12
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
集
団
療
法

 

13
 

理
論
と
実
践
の
統
合
：
認
知
行
動
療
法

 

14
 

事
例
検
討
①
－
対
象
理
解
と
自
己
理
解

 

15
 

事
例
検
討
②
－
対
象
理
解
と
自
己
理
解

 

テ
キ
ス
ト

 
ル
イ
ス
・
ア
ロ
ン

/著
 横

井
公
一

/監
訳
：
こ
こ
ろ
の
出
会
い
－
精
神
分
析
家
と
し
て
の
専
門
技
能
を
習
得
す
る
－

.金
剛
出

版
 

松
木
邦
裕
：
対
象
関
係
論
的
心
理
療
法
入
門

.金
剛
出
版

 

参
考
文
献

 

B.
J.

Sa
do

ck
 ＆

 V
.A

.S
ad

oc
k 

(2
00

5/
20

15
).井

上
令
一

(監
修

).カ
プ
ラ
ン
臨
床
精
神
医
学
テ
キ
ス
ト
 

D
SM

-5
診
断

基
準
の
臨
床
へ
の
展
開
（
第

3版
）

.メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

. 
笠
井
清
登

(編
). 

20
20

.講
座
精
神
疾
患
の
臨
床
 
統
合
失
調
症

.中
山
書
店

. 
 

神
庭
重
信

(編
). 

20
20

.講
座
精
神
疾
患
の
臨
床
 
気
分
障
害

.中
山
書
店

. 

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
］
60
％
 
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
さ
れ
た
学
習
成
果
物
）
 

［
受
講
態
度
］
30
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
10
％
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

そ
の
他

 
 課
題
の
自
己
学
習
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
き
、
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授

 梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

慢
性
疾
患
を
有
し
地
域
や
高
齢
者
施
設
で
療
養
す
る
高
齢
者
の
自
己
管
理
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
主
要

な
概
念
や
理
論
を
学
修
す
る
。
さ
ら
に
、
慢
性
疾
患
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
へ
の
療
養
支
援
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、

療
養
支
援
や
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
に
お
け
る
看
護
者
の
役
割
を
探
求
す
る
。

 
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
現
状

 

2 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

1）
 

 

3 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

2）
 

4 
生
涯
発
達
理
論
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

5 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

1）
 

6 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

2）
 

7 
高
齢
者
学
習
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

8 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

1）
 

9 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

2）
 

10
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

1）
概
観

 

11
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

2）
有
効
性
と
課
題

 

12
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
概
念

 

13
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
健
康
教
育

 

14
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
成
果
と
課
題
 

 

15
 
ま
と
め
 
地
域
で
暮
ら
す
（
療
養
支
援
を
含
む
）
高
齢
者
の
健
康
支
援
と
看
護
者
の
役
割
 

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
学
生
が
担
当
す
る
学
習
課
題
に
対
す
る
準
備
内
容
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
討
議
後
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
40
％
）
 

授
業
へ
の
参
加
姿
勢
，
各
回
の
学
習
課
題
に
対
す
る
事
前
学
習
，
討
議
内
容
（
30
％
）
 

科
目
最
終
レ
ポ
ー
ト
（
30
％
）
 
 
計

10
0
点
満
点
で
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

高
齢
者
の
地
域
療
養
生
活
を
支
え
る
医
療
・
福
祉
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
島
根
県
の
視
野

で
捉
え
、
看
護
の
視
点
か
ら
課
題
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
探
求
す
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
い
る
。

特
に
地
方
特
有
の
健
康
に
関
す
る
価
値
観
や
地
域
の
特
性
を
加
味
し
そ
こ
に
包
含
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
高
齢
者
ケ
ア
に
関
わ
る
最
新
情
報
を
事
前
に
捉
え
て

お
い
て
欲
し
い
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
地
域
保
健
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 
担
当
教
員

 
○
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
 
教
授
 谷

口
敏
代
 
教
授
 小

田
美
紀
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
授
業
の
目
的
】
 

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
を
理
解
し
、
地
域
の
特
性
を
把
握
・
分
析
を
も
と
に
、
生
涯

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
探
究
で
き
る
。
 

【
授
業
の
目
標
】
 

１
．
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
を
理
解
で
き
る
。
 

２
．
我
が
国
の
地
域
特
性
の
把
握
・
分
析
を
も
と
に
、
健
康
課
題
が
説
明
で
き
る
。
 

３
．
出
産
や
育
児
を
取
り
巻
く
健
康
課
題
の
変
遷
を
理
解
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
制
度
が
考
察
で
き
る
。
 

４
．
成
人
や
高
齢
者
の
健
康
課
題
の
変
遷
を
理
解
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
制
度
が
考
察
で
き
る
。
 

５
．
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
が
探
究
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数
 

内
容
 

担
当
 

1 
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

2 
人
間
の
発
達
や
健
康
に
関
わ
る
因
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

3 
出
産
や
育
児
を
取
り
巻
く
保
健
統
計
か
ら
み
た
健
康
課
題
と
保
健
施
策
の
変
遷
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

4 
親
子
（
母
子
）
保
健
活
動
と
保
健
行
政
の
体
系
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

5 
学
校
保
健
行
政
の
構
造
と
性
教
育
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

6 
子
育
て
支
援
に
よ
る
虐
待
や
事
故
予
防
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

7 
成
人
・
高
齢
者
保
健
に
関
す
る
保
健
行
政
の
体
系
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

8 
介
護
予
防
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

9 
介
護
保
険
制
度
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
①
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
口
 

10
 

介
護
保
険
制
度
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
②
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
口
 

11
 

生
活
再
構
築
の
た
め
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
と
協
働

※
  

谷
口
 

12
 

食
育
と
口
腔
保
健
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

13
 

生
涯
の
健
康
づ
く
り
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ

※
 
  
  

吾
郷
・
 

小
田
 

14
 

生
涯
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発

※
 

吾
郷
・
 

小
田
 

15
 

ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

テ
キ
ス
ト

 
必
要
に
応
じ
て
提
示
す
る
。
 

参
考
文
献

 

［
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 ア

ズ
 パ

ー
ト
ナ
ー
］
編
集
：
ｴﾘ
ｻﾞ
ﾍﾞ
ｽ 
T.
 ｱ
ﾝﾀ
ﾞｰ
ｿﾝ
／
ｼﾞ
ｭﾃ
ﾞｨ
ｽ・

ﾏｸ
ﾌｧ
ｰﾚ
ｲﾝ
、
医
学
書
院
 

［
地
域
づ
く
り
型
保
健
活
動
の
す
す
め
］
著
：
岩
永
俊
博
、
医
学
書
院
 

［
実
践
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
］
著
：
ﾛｰ
ﾚﾝ
ｽ 
W.
 ｸ
ﾞﾘ
ｰﾝ
／
ﾏｰ
ｼｬ
ﾙ 
W.
 ｸ
ﾛｲ
ﾀｰ
、
医
学
書
院
 

［
地
域
看
護
活
動
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＜
全

4
巻
＞
 D
VD
］
監
修
：
佐
々
木
明
子
、
他
、
丸
善
出
版
 

［
続
・
地
域
看
護
活
動
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＜
全

4
巻
＞
 D
VD
］
監
修
：
佐
々
木
明
子
、
他
、
丸
善
出
版
 

［
国
民
衛
生
の
動
向
］
最
新
版
、
厚
生
労
働
統
計
協
会
 

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
紹
介
す
る
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授

 梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

07
01

04
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

慢
性
疾
患
を
有
し
地
域
や
高
齢
者
施
設
で
療
養
す
る
高
齢
者
の
自
己
管
理
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
主
要

な
概
念
や
理
論
を
学
修
す
る
。
さ
ら
に
、
慢
性
疾
患
を
有
す
る
高
齢
者
と
家
族
へ
の
療
養
支
援
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、

療
養
支
援
や
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
に
お
け
る
看
護
者
の
役
割
を
探
求
す
る
。

 
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
，
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
現
状

 

2 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

1）
 

 

3 
生
涯
発
達
理
論
に
基
づ
く
高
齢
者
の
自
我
発
達
（

2）
 

4 
生
涯
発
達
理
論
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

5 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

1）
 

6 
高
齢
者
学
習
の
理
論
（

2）
 

7 
高
齢
者
学
習
を
基
盤
と
す
る
事
例
検
討

 

8 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

1）
 

9 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
意
識
（

2）
 

10
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

1）
概
観

 

11
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
（

2）
有
効
性
と
課
題

 

12
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
概
念

 

13
 
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
健
康
教
育

 

14
 
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
健
康
支
援
の
成
果
と
課
題
 

 

15
 
ま
と
め
 
地
域
で
暮
ら
す
（
療
養
支
援
を
含
む
）
高
齢
者
の
健
康
支
援
と
看
護
者
の
役
割
 

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
学
生
が
担
当
す
る
学
習
課
題
に
対
す
る
準
備
内
容
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
討
議
後
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
40
％
）
 

授
業
へ
の
参
加
姿
勢
，
各
回
の
学
習
課
題
に
対
す
る
事
前
学
習
，
討
議
内
容
（
30
％
）
 

科
目
最
終
レ
ポ
ー
ト
（
30
％
）
 
 
計

10
0
点
満
点
で
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

高
齢
者
の
地
域
療
養
生
活
を
支
え
る
医
療
・
福
祉
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
島
根
県
の
視
野

で
捉
え
、
看
護
の
視
点
か
ら
課
題
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
探
求
す
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
い
る
。

特
に
地
方
特
有
の
健
康
に
関
す
る
価
値
観
や
地
域
の
特
性
を
加
味
し
そ
こ
に
包
含
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
高
齢
者
ケ
ア
に
関
わ
る
最
新
情
報
を
事
前
に
捉
え
て

お
い
て
欲
し
い
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
地
域
保
健
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 
担
当
教
員

 
○
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
 
教
授
 谷

口
敏
代
 
教
授
 小

田
美
紀
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

【
授
業
の
目
的
】
 

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
を
理
解
し
、
地
域
の
特
性
を
把
握
・
分
析
を
も
と
に
、
生
涯

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
探
究
で
き
る
。
 

【
授
業
の
目
標
】
 

１
．
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
を
理
解
で
き
る
。
 

２
．
我
が
国
の
地
域
特
性
の
把
握
・
分
析
を
も
と
に
、
健
康
課
題
が
説
明
で
き
る
。
 

３
．
出
産
や
育
児
を
取
り
巻
く
健
康
課
題
の
変
遷
を
理
解
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
制
度
が
考
察
で
き
る
。
 

４
．
成
人
や
高
齢
者
の
健
康
課
題
の
変
遷
を
理
解
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
制
度
が
考
察
で
き
る
。
 

５
．
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
が
探
究
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数
 

内
容
 

担
当
 

1 
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
診
断
モ
デ
ル
の
理
論
と
概
念
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

2 
人
間
の
発
達
や
健
康
に
関
わ
る
因
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

3 
出
産
や
育
児
を
取
り
巻
く
保
健
統
計
か
ら
み
た
健
康
課
題
と
保
健
施
策
の
変
遷
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

4 
親
子
（
母
子
）
保
健
活
動
と
保
健
行
政
の
体
系
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

5 
学
校
保
健
行
政
の
構
造
と
性
教
育
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

6 
子
育
て
支
援
に
よ
る
虐
待
や
事
故
予
防
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

7 
成
人
・
高
齢
者
保
健
に
関
す
る
保
健
行
政
の
体
系
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

8 
介
護
予
防
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
 

9 
介
護
保
険
制
度
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
①
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
口
 

10
 

介
護
保
険
制
度
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
②
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
口
 

11
 

生
活
再
構
築
の
た
め
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
と
協
働

※
  

谷
口
 

12
 

食
育
と
口
腔
保
健
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

13
 

生
涯
の
健
康
づ
く
り
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ

※
 
  
  

吾
郷
・
 

小
田
 

14
 

生
涯
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
支
援
と
政
策
開
発
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発

※
 

吾
郷
・
 

小
田
 

15
 

ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾
郷
 

テ
キ
ス
ト

 
必
要
に
応
じ
て
提
示
す
る
。
 

参
考
文
献

 

［
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 ア

ズ
 パ

ー
ト
ナ
ー
］
編
集
：
ｴﾘ
ｻﾞ
ﾍﾞ
ｽ 
T.
 ｱ
ﾝﾀ
ﾞｰ
ｿﾝ
／
ｼﾞ
ｭﾃ
ﾞｨ
ｽ・

ﾏｸ
ﾌｧ
ｰﾚ
ｲﾝ
、
医
学
書
院
 

［
地
域
づ
く
り
型
保
健
活
動
の
す
す
め
］
著
：
岩
永
俊
博
、
医
学
書
院
 

［
実
践
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
］
著
：
ﾛｰ
ﾚﾝ
ｽ 
W.
 ｸ
ﾞﾘ
ｰﾝ
／
ﾏｰ
ｼｬ
ﾙ 
W.
 ｸ
ﾛｲ
ﾀｰ
、
医
学
書
院
 

［
地
域
看
護
活
動
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＜
全

4
巻
＞
 D
VD
］
監
修
：
佐
々
木
明
子
、
他
、
丸
善
出
版
 

［
続
・
地
域
看
護
活
動
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＜
全

4
巻
＞
 D
VD
］
監
修
：
佐
々
木
明
子
、
他
、
丸
善
出
版
 

［
国
民
衛
生
の
動
向
］
最
新
版
、
厚
生
労
働
統
計
協
会
 

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
紹
介
す
る
。
 

評
価
方
法

 
筆
記
試
験

50
％
、
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

※
（
資
料
含
む
）

50
％
で
評
価
す
る
。

 

そ
の
他

 

 
こ
の
科
目
は
、
遠
隔
授
業
と
し
て
開
講
す
る
。
 

 
課
題
解
決
型
学
習
 P
BL
（
Pr
oj
ec
t-
Ba
se
d 
Le
ar
ni
ng
）
を
意
識
し
て
授
業
を
展
開
す
る
た
め
、
受
講
者
の
自
主
性
・
自

律
性
を
重
ん
じ
、
課
題
の
解
決
を
ね
ら
い
と
す
る
。
 

 
自
ら
の
生
活
や
健
康
観
を
見
つ
め
な
お
し
、
個
人
・
家
族
・
集
団
・
組
織
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら
健
康
づ
く
り
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
地
域
特
性
と
自
助
・
互
助
･共

助
・
公
助
に
よ
る

地
域
づ
く
り
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
関
連
づ
け
て
捉
え
て
ほ
し
い
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 
教
授
 
秦
幸
吉
 
 
准
教
授
 
井
上
千
晶

 
講
師
 
中
谷
陽
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 
（
※
）
別
表
２
：
基
礎
助
産
学

 

授
業
の
概
要

 
女
性
の
生
涯
に
お
け
る
健
康
課
題
に
関
す
る
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
診
断
能
力
を
高
め
る
た
め
の
主
要
な
理
論
お
よ
び
概

念
を
学
修
す
る
。
こ
れ
ら
の
理
論
や
評
価
尺
度
を
用
い
た
看
護
研
究
か
ら
導
か
れ
る
科
学
的
根
拠
を
学
習
し
、
母
子
の
看

護
実
践
へ
の
活
用
方
法
を
探
究
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
者

 

1 
ガ
イ
ダ
ン
ス
 
 
女
性
の
生
殖
機
能
の
発
達
と
健
康
課
題

 
秦

 

2 
女
性
の
生
涯
に
お
け
る
発
達
課
題

 
井
上

 

3 
女
性
の
健
康
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 

藤
田
 

4 
女
性
の
健
康
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
 

藤
田
 

5 
女
性
の
健
康
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

 
井
上

 

6 
女
性
の
健
康
と
理
論
：
母
性
論
 

井
上
 

7 
女
性
の
健
康
と
理
論
：
危
機
理
論
 

藤
田
 

8 
女
性
の
健
康
と
環
境
 
 
 

秦
 

9 
女
性
の
健
康
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

 
藤
田

 

10
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
健
康
生
活
と
食
事

 
秦

 

11
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
思
春
期
・
青
年
期
 

 
中
谷

 

12
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

 
藤
田

 

13
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
成
熟
期

 
井
上

 

14
 

女
性
の
健
康
課
題
と
支
援
：
更
年
期

 
中
谷

 

15
 

ま
と
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
藤
田
 

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 
 

参
考
文
献

 
授
業
中
に
紹
介
す
る

 
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
・
日
本
産
婦
人
科
医
会
編
、
産
婦
人
科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
産
科
編

.2
01

4．
 

村
本
淳
子
他
編
集
、
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ナ
ー
シ
ン
グ
概
論
第

2版
．
ヌ
ー
ベ
ル
ヒ
ロ
カ
ワ

.2
01

1．
 

評
価
方
法

 
［
レ
ポ
ー
ト
･学

習
成
果
物
］
60
％
 
 

［
受
講
態
度
］
30
％
 
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
10
％
（
学
習
課
題
に
沿
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
遠
隔
授
業

 
課
題
の
自
己
学
習
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
き
、
参
加
者
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
教
育
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
看
護
基
礎
教
育
、
臨
床
で
教
育
の
役
割
を
担
う
看
護
者
が
、
教
育
・
実
践
領
域
に
お
い
て
系
統
的
な
教
育
活
動

を
展
開
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
。
ま
た
医
療
提
供
体
制
の
変
化
に
伴
い
、
よ
り
自
律
し
て

判
断
し
実
践
で
き
る
看
護
職
の
養
成
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
看
護
教
育
の
課
題
を
検
討
し
、問
題
解
決
に
向
け

考
察
す
る
。

 
［
目
標
］

 
①

 看
護
教
育
の
歴
史
的
変
遷
を
学
修
し
、
今
日
の
看
護
教
育
の
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
。

 
②

 教
育
活
動
の
展
開
を
支
え
る
理
論
等
の
学
修
を
活
か
し
、
教
育
活
動
（
模
擬
授
業
）
を
展
開
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当

 
月
日

 

1 2 3 4  5  6 7 8 9 10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

【
講
義
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
看
護
教
育
の
意
義
と
目
的
 

【
講
義
】
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
か
ら
み
た
今
日
の
看
護
基
礎
教
育
と
卒
後
教
育
 

【
講
義
】
看
護
教
育
制
度
、
関
連
法
規
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
1）

 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
2）

 

 
 
 
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
講
義
】
継
続
教
育
に
お
け
る
現
状
と
課
題
 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
2）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
2）

 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
1）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
2）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
3）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
4）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
5）
：
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
〔
集
中
〕
 

 
 
 
 
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
発
表
・
ま
と
め

 

岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
 
岡
安

 
 
川
瀬

 
川
瀬

 
川
瀬

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 

 

テ
キ
ス
ト

 
杉
森
み
ど
里
、
舟
島
な
を
み
（
20
21
）：
看
護
教
育
学
 第

7
版
、
医
学
書
院
 

参
考
文
献

 

杉
森
み
ど
里
 監
訳
（
20
03
）：
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
看
護
学
教
育
、
医
学
書
院
 

グ
レ
ッ
グ
美
鈴
、
池
西
悦
子
（
20
09
)：
看
護
教
育
学
、
南
江
堂
 

適
宜
、
授
業
内
で
紹
介
す
る
。
 

評
価
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
］
30
％
（
最
終
レ
ポ
ー
ト
：
そ
の
他
に
概
要
を
記
載
）
 

［
模
擬
授
業
の
成
果
］
30
％
（
第

11
回
～
第

15
回
の
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
20
％
（
第

4
回
課
題
お
よ
び
抄
読
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

［
授
業
へ
の
参
加
］
10
％
（
授
業
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
問
題
発
見
お
よ
び
解
決
へ
の
努
力
へ
の
行
動
）
 

・
何
れ
も
、
課
題
設
定
の
明
確
さ
、
選
択
し
た
方
法
（
資
料
）
等
の
適
切
性
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
や
結
論
へ
の
多
角
的

検
討
や
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

・
授
業
を
通
し
て
考
え
た
看
護
教
育
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
2,
00
0
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
提
出
す
る
。
詳
細
は
、
授
業
内
で
説
明
す
る
。
 

・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
専
門
領
域
）

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
教
育
学
特
論
Ⅰ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授
 
岡
安
誠
子
 
 
准
教
授
 
川
瀬
淑
子

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

［
目
的
］
看
護
基
礎
教
育
、
臨
床
で
教
育
の
役
割
を
担
う
看
護
者
が
、
教
育
・
実
践
領
域
に
お
い
て
系
統
的
な
教
育
活
動

を
展
開
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
。
ま
た
医
療
提
供
体
制
の
変
化
に
伴
い
、
よ
り
自
律
し
て

判
断
し
実
践
で
き
る
看
護
職
の
養
成
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
看
護
教
育
の
課
題
を
検
討
し
、問
題
解
決
に
向
け

考
察
す
る
。

 
［
目
標
］

 
①

 看
護
教
育
の
歴
史
的
変
遷
を
学
修
し
、
今
日
の
看
護
教
育
の
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
考
察
で
き
る
。

 
②

 教
育
活
動
の
展
開
を
支
え
る
理
論
等
の
学
修
を
活
か
し
、
教
育
活
動
（
模
擬
授
業
）
を
展
開
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回 数
 

内
容

 
担
当

 
月
日

 

1 2 3 4  5  6 7 8 9 10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

【
講
義
】
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
看
護
教
育
の
意
義
と
目
的
 

【
講
義
】
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
遷
か
ら
み
た
今
日
の
看
護
基
礎
教
育
と
卒
後
教
育
 

【
講
義
】
看
護
教
育
制
度
、
関
連
法
規
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
1）

 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
演
習
】
授
業
展
開
・
教
授
活
動
に
活
用
さ
れ
る
理
論
（
2）

 

 
 
 
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

【
講
義
】
継
続
教
育
に
お
け
る
現
状
と
課
題
 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
2）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
1）

 

【
講
義
・
演
習
】
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
2）

 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
1）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
2）
：
準
備
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
3）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
4）
：
実
施
〔
集
中
〕
 

【
演
習
】
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
5）
：
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
〔
集
中
〕
 

 
 
 
 
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
発
表
・
ま
と
め

 

岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安

 
 
岡
安

 
 
川
瀬

 
川
瀬

 
川
瀬

 
岡
安

 
岡
安

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 
岡
安
・
川
瀬

 

 

テ
キ
ス
ト

 
杉
森
み
ど
里
、
舟
島
な
を
み
（
20
21
）：
看
護
教
育
学
 第

7
版
、
医
学
書
院
 

参
考
文
献

 

杉
森
み
ど
里
 監
訳
（
20
03
）：
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
看
護
学
教
育
、
医
学
書
院
 

グ
レ
ッ
グ
美
鈴
、
池
西
悦
子
（
20
09
)：
看
護
教
育
学
、
南
江
堂
 

適
宜
、
授
業
内
で
紹
介
す
る
。
 

評
価
方
法

 

［
レ
ポ
ー
ト
］
30
％
（
最
終
レ
ポ
ー
ト
：
そ
の
他
に
概
要
を
記
載
）
 

［
模
擬
授
業
の
成
果
］
30
％
（
第

11
回
～
第

15
回
の
模
擬
授
業
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
 

［
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
］
20
％
（
第

4
回
課
題
お
よ
び
抄
読
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

［
授
業
へ
の
参
加
］
10
％
（
授
業
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
問
題
発
見
お
よ
び
解
決
へ
の
努
力
へ
の
行
動
）
 

・
何
れ
も
、
課
題
設
定
の
明
確
さ
、
選
択
し
た
方
法
（
資
料
）
等
の
適
切
性
、
導
き
出
さ
れ
た
見
解
や
結
論
へ
の
多
角
的

検
討
や
妥
当
性
な
ど
を
踏
ま
え
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

・
授
業
を
通
し
て
考
え
た
看
護
教
育
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
2,
00
0
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
提
出
す
る
。
詳
細
は
、
授
業
内
で
説
明
す
る
。
 

・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
N

P
論

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
横
山

 淳
美
、
木
村

 千
尋
、
小
野

 美
喜

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
１

 
(1

5時
間

) 

授
業
の
概
要
 

社
会
や
医
療
情
勢
の
変
化
の
中
で
日
本
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
教
育
の
始
ま
り
や
活
動
の
実
際
を
学
修

す
る
。
諸
外
国
に
お
け
る

Nu
rs
e 
Pr
ac
ti
ti
on
er
の
歴
史
的
変
遷
や
役
割
、
活
動
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、

日
本
に
お
い
て
診
療
看
護
師
（
NP
）
 に
関
わ
る
現
状
の
課
題
や
今
後
の
展
望
か
ら
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
役
割
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本
の
医
療
社
会
情
勢
の
変
化
と

Nu
rs
e 
Pr
ac
ti
ti
on
er
教
育
の
創
設
経
緯

に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
日
本
の
高
度
実
践
看
護
師
と
し
て
の
診
療
看
護
師
（
NP
）
に
求
め
ら
れ
る
能
力
・
役
割
・

責
任
に
関
す
る
知
識
・
理
論
に
つ
い
て
学
修
す
る
。
 

授
業
の
目
標
 

・
 
日
本
の
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
の
現
状
と
課
題
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
 
諸
外
国
に
お
け
る

Nu
rs
e 
Pr
ac
ti
ti
on
er
の
現
状
か
ら
、
日
本
の
高
度
実
践
看
護
師
と
し
て
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
の
役
割
と
機
能
及
び
そ
の
展
望
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容
 

回
数
 

内
容
 

担
当
教
員
 

1 
日
本
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
の
現
状
と
課
題
 

～
診
療
看
護
師
（
NP
）
教
育
や
求
め
ら
れ
る
能
力
～
 

小
野
 美
喜
 

2 
諸
外
国
に
お
け
る

Nu
rs
e 
Pr
ac
ti
ti
on
er
の
裁
量
範
囲
(責
任
に
関
す
る
知
識
と
理
論
) 
木
村
 千
尋
 

横
山
 淳
美
 

3 4 
高
度
実
践
看
護
 

・
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
の
役
割
の
探
求
：
現
場
へ
の
導
入
の
実
際
 

・
DN
P(
Do
ct
or
 o
f 
Nu
rs
in
g)
  

・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
 
 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
演
習
を
含
む
 

筑
井
菜
々
子

（
招
致
）

 

横
山
 淳
美
 

5 

�6
�6
��
��
�7
��
��
�8
�

6 

6 7 8 
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
の
課
題
討
論
 

横
山
 淳
美
 

テ
キ
ス
ト
及
び
参
考

図
書
・
 

参
考
文
献
 

・
An
n 
B.
 H
am
ri
c（
著
）
, 
Ch
rl
en
e 
M.
Ha
ns
en
（
著
）
, 
中
村
美
鈴
 他

 監
訳
（
20
20
）
. 
高
度
実
 

践
看
護
－
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
―
第

2
版
, 
へ
る
す
出
版
 

・
そ
の
他
、
適
宜
授
業
内
で
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る

 

評
価
方
法
 

・
授
業
態
度

50
％
（
授
業
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
論
理
的
思
考
）
 

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

30
％
  
  

・
レ
ポ
ー
ト

20
％
 

学
習
の
方
法
・
準
備

学
習
に
必
要
な
学
習

時
間
の
目
安
 

受
講
の
あ
り
方
 

・
 
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
、
情
報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

そ
の
他
 

担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
基
本
遠
隔
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
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科
目
分
類
 

専
門
科
目
 

対
象
学
年
 

１
 

授
業
科
目
 

統
合
医
療
安
全
・
特
定
行
為
実
践
特
論
 
(放
送
大
学
大
学
院
 単
位
互
換
科
目
) 

学
期
 

春
学
期
 

担
当
教
員
 

石
井
 
邦
子
、
木
澤
 
晃
代
、
山
本
 
武
志
、
江
村
 
正
、
船
木
 
祝
、
 

大
塚
 
眞
理
子
 
、
吉
村
 
学
、
栗
原
 
博
之
、
土
畠
 
智
幸
 

選
択
/必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

 
授
業
形
態
 
講
義
・
演
習
・
実
習
 

(放
送
大
学
：
オ
ン
ラ
イ
ン
) 

単
位
数
 

１
  
  

(3
3.
6 
時
間
) 

授
業
の
概
要
 

看
護
師
が
適
切
に
特
定
行
為
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
看
護
実
践
を
見
直
し
つ
つ
標
準
化
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
指
す
。
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
制
度
の
対
応
科
目
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
20
19
年

4
月
の
省
令
改
正
に
対
応
し
、「
医

療
安
全
学
特
論
」
と
「
特
定
行
為
実
践
」
を
統
合
し
、
指
定
の
以
下
の
内
容
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

１
．
特
定
行
為
実
践
に
関
連
す
る
医
療
倫
理
、
医
療
管
理
、
医
療
安
全
、
ケ
ア
の
質
保
証
（
 Q
ua
li
ty
 C
ar
eA
ss
ur
an
ce
）
を

学
修
す
る
。
 

 
①
 医
療
倫
理
 ②

 医
療
管
理
 ③

 医
療
安
全
 ④

 ケ
ア
の
質
保
証
 

２
．
特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師
の
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
役
割
発
揮
の
た
め
の
多
職
種
協
働
実
践

（
In
te
rP
ro
fe
ss
io
na
l 
Wo
rk
（
IP
W)
）（
他
職
種
と
の
事
例
検
討
等
の
演
習
を
含
む
）
を
学
修
す
る
。
 

 
①
 チ
ー
ム
医
療
の
理
論
 
②
 チ
ー
ム
医
療
の
事
例
検
討
 
③
 コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
 
④
 多
職
種
協
働
の
課
題
 

３
．
特
定
行
為
実
践
の
た
め
の
関
連
法
規
、
意
思
決
定
支
援
を
学
修
す
る
。
 

 
①
 特
定
行
為
関
連
法
規
 
②
 特
定
行
為
実
践
に
関
連
す
る
患
者
へ
の
説
明
と
意
思
決
定
支
援
の
理
論
と
演
習
 

４
．
根
拠
に
基
づ
い
て
手
順
書
を
医
師
、
歯
科
医
師
等
と
と
も
に
作
成
し
、
実
践
後
、
手
順
書
を
評
価
し
、
見
直
す
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
学
修
す
る
。
 

 
①
 手
順
書
の
位
置
づ
け
 
②
 手
順
書
の
作
成
演
習
 
③
 手
順
書
の
評
価
と
改
良
 

授
業
の
目
標
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
患
者
の
安
心
に
配
慮
し
つ
つ
、
必
要
な
特
定
行
為
を
安
全
に
実
践
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

・
問
題
解
決
に
向
け
て
多
職
種
と
効
果
的
に
協
働
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
自
ら
の
看
護
実
践
を
見
直
し
つ
つ
標
準
化
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
計
画
 

回
数
 
授
業
の
テ
ー
マ
 

授
業
内
容
 

学
ぶ
べ
き
事
項
 

授
業
方
法
 
担
当
教
員
 

１
 
特
定
行
為
関
連
法

規
と
実
践
過
程
の

構
造
 

１
．
特
定
行
為
実
践
の
た
め
の
法
 

規
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

・
特
定
行
為
研
修
制
度
創
設
ま
で

の
経
緯
 

・
特
定
行
為
研
修
制
度
創
設
に
 

連
す
る
法
的
整
理
 

・
特
定
行
為
及
び
指
定
研
究
機
関
 

に
関
す
る
規
定
 

２
．
特
定
行
為
を
活
用
し
た
実
践
 

課
程
の
構
造
を
学
ぶ
 

・
特
定
行
為
を
活
用
す
る
看
護
師

の
役
割
、
機
能
 

・
様
々
な
場
で
の
特
定
行
為
の
活
 

用
 

・
施
設
で
の
連
携
の
在
り
方
と
活

動
方
法
の
検
討
 

3．
特
定
行
為
実
践
の
た
め
の

関
連
法
規
、
意
思
決
定
支

援
を
学
ぶ
 

①
特
定
行
為
関
連
法
規
 

②
特
定
行
為
実
践
に
関
連
す

る
患
者
へ
の
説
明
と
意
思

決
定
支
援
の
理
論
と
演
習
 

 

講
義
 

(2
.7
) 

石
井
 邦
子
 

木
澤
 晃
代
 

- 2
 - 

 

２
 
医
療
の
質
と
安
全
 
１
 
医
療
の
質
と
安
全
：
そ
の
原

理
・
原
則
に
つ
い
て
：
 

医
療
は
患
者
と
そ
の
治
療
・
ケ
ア

に
携
わ
る
医
療
者
の
存
在
に
よ

っ
て
成
立
す
る
。
両
者
の
意
思
決

定
は
完
璧
で
は
な
い
し
誤
り
も

あ
る
。
医
療
は
社
会
分
業
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
お
り
、
医
療
行
為

に
は
多
く
の
医
療
専
門
職
が
関

わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
安
全
な
医

療
を
提
供
す
る
に
は
、
er
ro
r
が

起
こ
り
や
す
い
医
療
の
本
質
を

理
解
す
る
こ
と
が
ま
ず
重
要
で

あ
る
。
 

２
 
医
療
安
全
の
組
織
展
開
：
 

医
療
施
設
に
お
け
る
医
療
安

全
は
、
組
織
的
な
管
理
の
対
象

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
だ
け
で
は
な
く
様
々
な

レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
推

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
表
層
的
な
イ
メ
ー

ジ
の
発
信
で
は
な
く
、
医
療
が

市
民
社
会
に
認
知
さ
れ
、
信
頼

さ
れ
る
た
め
の
情
報
提
供
や

公
開
も
ま
た
医
療
専
門
職
集

団
の
職
務
で
あ
る
。
 

※
参
考
映
像
と
し
て
、
医
療
の
質
評

価
の
方
法
論
と
そ
の
実
践
に
つ
い

て
、
近
年
、
QI
（
医
療
の
質
指
標
）

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
医
療

の
質
管
理
及
び
安
全
管
理
の
職
種
横

断
的
、
病
院
全
体
で
の
取
り
組
み
が

広
ま
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
紹
介
す

る
。
 

       

１
．
特
定
行
為
実
践
に
関
連

す
る
医
療
倫
理
、
医
療
管
理
、

医
療
安
全
、
ケ
ア
の
質
保
証

を
学
ぶ
。
 

①
 医
療
倫
理
  
 

②
 医
療
管
理
 

③
 医
療
安
全
 

④
 ケ
ア
の
質
保
証
 

 

講
義
 

(3
.0
) 
 

山
本
 武
志
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科
目
分
類
 

専
門
科
目
 

対
象
学
年
 

１
 

授
業
科
目
 

統
合
医
療
安
全
・
特
定
行
為
実
践
特
論
 
(放
送
大
学
大
学
院
 単
位
互
換
科
目
) 

学
期
 

春
学
期
 

担
当
教
員
 

石
井
 
邦
子
、
木
澤
 
晃
代
、
山
本
 
武
志
、
江
村
 
正
、
船
木
 
祝
、
 

大
塚
 
眞
理
子
 
、
吉
村
 
学
、
栗
原
 
博
之
、
土
畠
 
智
幸
 

選
択
/必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

 
授
業
形
態
 
講
義
・
演
習
・
実
習
 

(放
送
大
学
：
オ
ン
ラ
イ
ン
) 

単
位
数
 

１
  
  

(3
3.
6 
時
間
) 

授
業
の
概
要
 

看
護
師
が
適
切
に
特
定
行
為
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
看
護
実
践
を
見
直
し
つ
つ
標
準
化
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
指
す
。
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
制
度
の
対
応
科
目
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
20
19
年

4
月
の
省
令
改
正
に
対
応
し
、「
医

療
安
全
学
特
論
」
と
「
特
定
行
為
実
践
」
を
統
合
し
、
指
定
の
以
下
の
内
容
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

１
．
特
定
行
為
実
践
に
関
連
す
る
医
療
倫
理
、
医
療
管
理
、
医
療
安
全
、
ケ
ア
の
質
保
証
（
 Q
ua
li
ty
 C
ar
eA
ss
ur
an
ce
）
を

学
修
す
る
。
 

 
①
 医
療
倫
理
 ②

 医
療
管
理
 ③

 医
療
安
全
 ④

 ケ
ア
の
質
保
証
 

２
．
特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師
の
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
役
割
発
揮
の
た
め
の
多
職
種
協
働
実
践

（
In
te
rP
ro
fe
ss
io
na
l 
Wo
rk
（
IP
W)
）（
他
職
種
と
の
事
例
検
討
等
の
演
習
を
含
む
）
を
学
修
す
る
。
 

 
①
 チ
ー
ム
医
療
の
理
論
 
②
 チ
ー
ム
医
療
の
事
例
検
討
 
③
 コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
 
④
 多
職
種
協
働
の
課
題
 

３
．
特
定
行
為
実
践
の
た
め
の
関
連
法
規
、
意
思
決
定
支
援
を
学
修
す
る
。
 

 
①
 特
定
行
為
関
連
法
規
 
②
 特
定
行
為
実
践
に
関
連
す
る
患
者
へ
の
説
明
と
意
思
決
定
支
援
の
理
論
と
演
習
 

４
．
根
拠
に
基
づ
い
て
手
順
書
を
医
師
、
歯
科
医
師
等
と
と
も
に
作
成
し
、
実
践
後
、
手
順
書
を
評
価
し
、
見
直
す
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
学
修
す
る
。
 

 
①
 手
順
書
の
位
置
づ
け
 
②
 手
順
書
の
作
成
演
習
 
③
 手
順
書
の
評
価
と
改
良
 

授
業
の
目
標
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
患
者
の
安
心
に
配
慮
し
つ
つ
、
必
要
な
特
定
行
為
を
安
全
に
実
践
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

・
問
題
解
決
に
向
け
て
多
職
種
と
効
果
的
に
協
働
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
自
ら
の
看
護
実
践
を
見
直
し
つ
つ
標
準
化
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
計
画
 

回
数
 
授
業
の
テ
ー
マ
 

授
業
内
容
 

学
ぶ
べ
き
事
項
 

授
業
方
法
 
担
当
教
員
 

１
 
特
定
行
為
関
連
法

規
と
実
践
過
程
の

構
造
 

１
．
特
定
行
為
実
践
の
た
め
の
法
 

規
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

・
特
定
行
為
研
修
制
度
創
設
ま
で

の
経
緯
 

・
特
定
行
為
研
修
制
度
創
設
に
 

連
す
る
法
的
整
理
 

・
特
定
行
為
及
び
指
定
研
究
機
関
 

に
関
す
る
規
定
 

２
．
特
定
行
為
を
活
用
し
た
実
践
 

課
程
の
構
造
を
学
ぶ
 

・
特
定
行
為
を
活
用
す
る
看
護
師

の
役
割
、
機
能
 

・
様
々
な
場
で
の
特
定
行
為
の
活
 

用
 

・
施
設
で
の
連
携
の
在
り
方
と
活

動
方
法
の
検
討
 

3．
特
定
行
為
実
践
の
た
め
の

関
連
法
規
、
意
思
決
定
支

援
を
学
ぶ
 

①
特
定
行
為
関
連
法
規
 

②
特
定
行
為
実
践
に
関
連
す

る
患
者
へ
の
説
明
と
意
思

決
定
支
援
の
理
論
と
演
習
 

 

講
義
 

(2
.7
) 

石
井
 邦
子
 

木
澤
 晃
代
 

- 2
 - 

 

２
 
医
療
の
質
と
安
全
 
１
 
医
療
の
質
と
安
全
：
そ
の
原

理
・
原
則
に
つ
い
て
：
 

医
療
は
患
者
と
そ
の
治
療
・
ケ
ア

に
携
わ
る
医
療
者
の
存
在
に
よ

っ
て
成
立
す
る
。
両
者
の
意
思
決

定
は
完
璧
で
は
な
い
し
誤
り
も

あ
る
。
医
療
は
社
会
分
業
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
お
り
、
医
療
行
為

に
は
多
く
の
医
療
専
門
職
が
関

わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
安
全
な
医

療
を
提
供
す
る
に
は
、
er
ro
r
が

起
こ
り
や
す
い
医
療
の
本
質
を

理
解
す
る
こ
と
が
ま
ず
重
要
で

あ
る
。
 

２
 
医
療
安
全
の
組
織
展
開
：
 

医
療
施
設
に
お
け
る
医
療
安

全
は
、
組
織
的
な
管
理
の
対
象

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
だ
け
で
は
な
く
様
々
な

レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
推

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
表
層
的
な
イ
メ
ー

ジ
の
発
信
で
は
な
く
、
医
療
が

市
民
社
会
に
認
知
さ
れ
、
信
頼

さ
れ
る
た
め
の
情
報
提
供
や

公
開
も
ま
た
医
療
専
門
職
集

団
の
職
務
で
あ
る
。
 

※
参
考
映
像
と
し
て
、
医
療
の
質
評

価
の
方
法
論
と
そ
の
実
践
に
つ
い

て
、
近
年
、
QI
（
医
療
の
質
指
標
）

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
医
療

の
質
管
理
及
び
安
全
管
理
の
職
種
横

断
的
、
病
院
全
体
で
の
取
り
組
み
が

広
ま
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
紹
介
す

る
。
 

       

１
．
特
定
行
為
実
践
に
関
連

す
る
医
療
倫
理
、
医
療
管
理
、

医
療
安
全
、
ケ
ア
の
質
保
証

を
学
ぶ
。
 

①
 医
療
倫
理
  
 

②
 医
療
管
理
 

③
 医
療
安
全
 

④
 ケ
ア
の
質
保
証
 

 

講
義
 

(3
.0
) 
 

山
本
 武
志
 

 

- 3
 - 

 

３
 
手
順
書
の
位
置
づ

け
と
手
順
書
の
作

成
演
習
、
及
び
評

価
と
改
良
 

根
拠
に
基
づ
い
て
手
順
書
を
医

師
、
歯
科
医
師
等
と
と
も
に
作
成

し
、
実
践
後
、
手
順
書
を
評
価
し

見
直
す
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
学

ぶ
。
 

・
手
順
書
の
位
置
づ
け
 

・
手
順
書
の
作
成
例
と
作
成
演
習
 

・
手
順
書
の
評
価
と
改
良
 

４
．
根
拠
に
基
づ
い
て
手
順
 

書
を
医
師
、
歯
科
医
師
等
と
 

と
も
に
作
成
し
、
実
践
後
、
 

手
順
書
を
評
価
し
、
見
直
す
 

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

①
 手
順
書
の
位
置
づ
け
 

②
 手
順
書
の
作
成
演
習
 

③
 手
順
書
の
評
価
と
改
良
 

講
義
 

（
1.
4）

 

演
習
 

（
3.
8）

 

江
村
 正

 

４
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

仮
説
検
証
、
意
思

決
定
の
理
論
と
演

習
 

特
定
行
為
の
実
践
に
お
け
る
ア

セ
ス
メ
ン
ト
、
仮
説
検
証
、
意
思

決
定
、
検
査
・
診
断
過
程
を
学
ぶ
。 

・
特
定
行
為
研
修
の
活
用
に
必
要

な
思
考
と
実
践
 

・
特
定
行
為
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
の

振
り
返
り
 

・
活
動
成
果
の
検
証
 
 
 
 
 
 
 
 

・
活
動
す
る
上
で
の
課
題
と
対
応
 

１
．
 特
定
行
為
実
践
に
関
連

す
る
医
療
倫
理
、
医
療

管
理
、
医
療
安
全
、
ケ

ア
の
質
保
証
を
学
ぶ
。
 

①
 
 医
療
倫
理
  
 

②
 
 医
療
管
理
 

③
 
 医
療
安
全
 

④
 
 ケ
ア
の
質
保
証
 

 

講
義
 

（
1.
6）

 

演
習
 

（
3.
8）

 

木
澤
 晃
代
 

 

５
 
医
療
現
場
で
の
倫

理
と
患
者
参
画
・

イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

の
理
論
と
演
習
 

１
．
患
者
か
ら
見
た
医
療
安
全
・

医
療
事
故
：
 

医
療
の
主
体
は
患
者
で
あ
る
。
し

か
し
、
医
療
者
の
臨
床
推
論
や
医

療
行
為
は
患
者
か
ら
は
見
え
に

く
く
理
解
し
が
た
い
部
分
が
あ

る
。
ま
た
、
患
者
に
は
患
者
の
医

療
者
と
は
異
な
る
観
点
や
推
論

が
存
在
す
る
（

In
si
de
r 

pe
rs
pe
ct
iv
e）
た
め
、
そ
れ
を

共
有
・
理
解
す
る
こ
と
が
医
療
専

門
職
に
求
め
ら
れ
る
。
医
療
行
為

に
お
い
て
も
そ
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
患
者
が
担
う
こ
と

の
で
き
る
役
割
が
あ
る
。
 

２
．
医
療
安
全
と
倫
理
：
 

患
者
の
安
全
を
守
る
こ
と
は
医

療
を
提
供
す
る
上
で
第
一
義
と

す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
患
者

や
そ
の
家
族
の
希
望
を
優
先
し

な
が
ら
、
一
定
の
リ
ス
ク
を
負
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
面
も
あ

る
。
医
療
技
術
の
開
発
の
現
場
に

お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え

る
。
第
６
回
は
、
医
療
に
お
け
る

１
．
 特
定
行
為
実
践
に
関
連

す
る
医
療
倫
理
、
医
療

管
理
、
医
療
安
全
、
ケ

ア
の
質
保
証
を
学
ぶ
。
 

①
 
 医
療
倫
理
  
  

②
 
 医
療
安
全
 

3．
特
定
行
為
実
践
の
た
め
の

関
連
法
規
、
意
思
決
定
支

援
を
学
ぶ
 

①
特
定
行
為
関
連
法
規
 

②
特
定
行
為
実
践
に
関
連
す

る
患
者
へ
の
説
明
と
意
思

決
定
支
援
の
理
論
と
演
習
 

講
義
 

(4
.7
) 

演
習
 

(3
.8
) 

船
木
 祝

 

山
本
 武
志
 

石
井
 邦
子
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安
全
と
患
者
中
心
主
義
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
倫
理
原
則
の
観
点

か
ら
、
ま
た
実
践
の
立
場
か
ら
考

え
る
。
 

３
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ

ン
ト
と
看
護
師
の
役
割
に
つ
い

て
学
ぶ
。
 

・
患
者
の
権
利
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
 

・
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン

ト
に
お
け
る
看
護
の
役
割
と
機

能
 

・
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン

ト
の
事
例
演
習
 

６
 
多
職
種
協
働
実

践
：
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
・
チ
ー

ム
医
療
の
原
理
 

１
 
多
職
種
協
働
実
践
１
 
チ

ー
ム
医
療
の
倫
理
と
事
例
検

討
：
チ
ー
ム
医
療
に
必
要
な

IP
E

と
IP
W
の
基
本
的
な
考
え
方
と

多
職
種
協
働
実
践
の
事
例
検
討

を
す
る
た
め
に
、
問
題
解
決
の
プ

ロ
セ
ス
と
チ
ー
ム
形
成
の
プ
ロ

セ
ス
が
連
動
し
た

IP
W
を
促
進

さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
 

・
チ
ー
ム
医
療
か
ら

IP
W
及
び

IP
W
へ
の
流
れ
 

・
IP
W
の
構
造
と
分
析
方
法

・
IP
W
を
促
進
す
る
た
め
の
課
題

と
看
護
師
の
役
割
 

２
 
多
職
種
協
働
実
践
２
：
多
職

種
協
働
実
践
の
課
題
と
看
護
師

の
役
割
。
多
職
種
協
働
実
践
の
課

題
を
踏
ま
え
、
IP
W
を
促
進
さ
せ

る
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

・
多
職
種
協
働
実
践
（
IP
W）
の

課
題
 

３
 
多
職
種
協
働
実
践
３
：
コ
ン

サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
 

専
門
看
護
師
が
行
っ
て
い
る
コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
例

を
通
し
て
、
特
定
行
為
研
修
を
修

了
し
た
看
護
師
が
行
う
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
に

２
．
特
定
行
為
研
修
を
修
了
 

し
た
看
護
師
の
チ
ー
ム
医
療
 

に
お
け
る
役
割
発
揮
の
た
め
 

の
多
職
種
協
働
実
践
 

（
In
te
rP
ro
fe
ss
io
na
l 
Wo
rk

（
IP
W)
）（
他
職
種
と
の
事
例
 

検
討
等
の
演
習
を
含
む
）
を
 

学
ぶ
。
 

①
 
チ
ー
ム
医
療
の
理
論

②
 
チ
ー
ム
医
療
の
事
例

検
討

③
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法

④
多
職
種
協
働
の
課
題

講
義
 

（
3.
8）

 

大
塚
眞
理
子
 
 

吉
村
 学
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つ
い
て
学
ぶ
。
 

・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ

セ
ス
 

・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
時
の
留

意
点
 

７
 
病
院
に
お
け
る
医

療
安
全
 

第
６
回
ま
で
に
医
療
安
全
に
関

わ
る
基
本
的
な
考
え
方
や
基
礎

知
識
に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。
第

７
回
と
第
８
回
は
医
療
施
設
で

の
医
療
安
全
管
理
の
実
際
に
つ

い
て
学
ぶ
。
第
７
回
は
病
院
で
の

医
療
安
全
の
実
際
に
つ
い
て
、
職

場
環
境
の
整
備
、
教
育
・
研
修
、

ア
ク
シ
デ
ン
ト
や
イ
ン
シ
デ
ン

ト
の
分
析
、
医
療
事
故
発
生
時
の

対
応
な
ど
、
実
例
を
ま
じ
え
て
紹

介
す
る
。
 

※
参
考
映
像
と
し
て
、
医
療
安
全

確
保
の
た
め
の
政
策
展
開
に
つ

い
て
、
診
療
報
酬
に
よ
る
政
策
誘

導
、
医
薬
品
・
医
療
機
器
の
標
準

化
の
推
進
、
安
全
文
化
の
提
唱
、

保
証
制
度
の
推
進
な
ど
、
様
々
な

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
 

 
講
義
 

（
2.
3）

 

演
習
 

(2
.5
) 

栗
原
 博
之
 

後
 
 
信
 

８
 
在
宅
に
お
け
る
医

療
安
全
 

在
宅
で
の
治
療
・
療
養
は
、
施
設

で
の
医
療
と
異
な
り
、
空
間
的
に

ま
た
設
備
や
物
品
の
使
用
に
関

す
る
制
限
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
管

理
も
恒
常
的
に
家
族
や
患
者
本

人
の
関
わ
り
が
重
要
と
な
る
。
第

８
回
は
在
宅
医
療
の
実
例
を
も

と
に
、
そ
の
安
全
管
理
の
考
え

方
、
実
践
を
学
ぶ
。
 

 
講
義
 

2.
7
時
間
 

16
0
分
 

土
畠
 智
幸
 

山
本
 武
志
 

 

 
９
 
筆
記
試
験
 
(オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
試
験
) 

 

試
験
 

(1
.0
) 

 

実
習
 

科
目
名
：
Ｎ
Ｐ
活
動
見
学
実
習
(1
.0
)で
実
施
 

テ
キ
ス
ト
 

及
び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
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評
価
方
法
 

成
績
評
価
と
単
位
認
定
：
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
レ
ポ
ー
ト
を
含
む
演
習
(2
0％

)、
小
テ
ス
ト
(4
0％

)、
お
よ
び
最
終
テ
ス
ト

(4
0％

)の
評
価
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

な
お
、
最
終
テ
ス
ト
を
受
験
す
る
に
は
演
習
課
題
を
す
べ
て
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
学
習
で
評
価
し
ま
す
。
単
位
修
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
再
試
験
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

実
習
の
評
価
は
観
察
評
価
で
行
い
ま
す
。
 

そ
の
他
 

〇
履
修
上
の
留
意
点
：
こ
の
科
目
を
履
修
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」「
臨
床
推
論
」
な
ど
の
科
目
と

あ
わ
せ
て
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
別
途
指
定
教
科
書
と
別
途
指
定
サ
イ
ト
で
の
自
己
学
習

を
必
須
と
し
ま
す
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
別
途
指
定
教
材
（
図
書
）
で
の
自
己
学
習
を
必
須
と
し
ま
す
。
 

本
学
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
遠
隔
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
共
通
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
の
受
講
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
受
講
環
境
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
活
動
見
学
実
習
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
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つ
い
て
学
ぶ
。
 

・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ

セ
ス
 

・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
時
の
留

意
点
 

７
 
病
院
に
お
け
る
医

療
安
全
 

第
６
回
ま
で
に
医
療
安
全
に
関

わ
る
基
本
的
な
考
え
方
や
基
礎

知
識
に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。
第

７
回
と
第
８
回
は
医
療
施
設
で

の
医
療
安
全
管
理
の
実
際
に
つ

い
て
学
ぶ
。
第
７
回
は
病
院
で
の

医
療
安
全
の
実
際
に
つ
い
て
、
職

場
環
境
の
整
備
、
教
育
・
研
修
、

ア
ク
シ
デ
ン
ト
や
イ
ン
シ
デ
ン

ト
の
分
析
、
医
療
事
故
発
生
時
の

対
応
な
ど
、
実
例
を
ま
じ
え
て
紹

介
す
る
。
 

※
参
考
映
像
と
し
て
、
医
療
安
全

確
保
の
た
め
の
政
策
展
開
に
つ

い
て
、
診
療
報
酬
に
よ
る
政
策
誘

導
、
医
薬
品
・
医
療
機
器
の
標
準

化
の
推
進
、
安
全
文
化
の
提
唱
、

保
証
制
度
の
推
進
な
ど
、
様
々
な

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
 

 
講
義
 

（
2.
3）

 

演
習
 

(2
.5
) 

栗
原
 博
之
 

後
 
 
信
 

８
 
在
宅
に
お
け
る
医

療
安
全
 

在
宅
で
の
治
療
・
療
養
は
、
施
設

で
の
医
療
と
異
な
り
、
空
間
的
に

ま
た
設
備
や
物
品
の
使
用
に
関

す
る
制
限
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
管

理
も
恒
常
的
に
家
族
や
患
者
本

人
の
関
わ
り
が
重
要
と
な
る
。
第

８
回
は
在
宅
医
療
の
実
例
を
も

と
に
、
そ
の
安
全
管
理
の
考
え

方
、
実
践
を
学
ぶ
。
 

 
講
義
 

2.
7
時
間
 

16
0
分
 

土
畠
 智
幸
 

山
本
 武
志
 

 

 
９
 
筆
記
試
験
 
(オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
試
験
) 

 

試
験
 

(1
.0
) 

 

実
習
 

科
目
名
：
Ｎ
Ｐ
活
動
見
学
実
習
(1
.0
)で
実
施
 

テ
キ
ス
ト
 

及
び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
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評
価
方
法
 

成
績
評
価
と
単
位
認
定
：
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
レ
ポ
ー
ト
を
含
む
演
習
(2
0％

)、
小
テ
ス
ト
(4
0％

)、
お
よ
び
最
終
テ
ス
ト

(4
0％

)の
評
価
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

な
お
、
最
終
テ
ス
ト
を
受
験
す
る
に
は
演
習
課
題
を
す
べ
て
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
学
習
で
評
価
し
ま
す
。
単
位
修
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
再
試
験
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

実
習
の
評
価
は
観
察
評
価
で
行
い
ま
す
。
 

そ
の
他
 

〇
履
修
上
の
留
意
点
：
こ
の
科
目
を
履
修
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」「
臨
床
推
論
」
な
ど
の
科
目
と

あ
わ
せ
て
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
別
途
指
定
教
科
書
と
別
途
指
定
サ
イ
ト
で
の
自
己
学
習

を
必
須
と
し
ま
す
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
別
途
指
定
教
材
（
図
書
）
で
の
自
己
学
習
を
必
須
と
し
ま
す
。
 

本
学
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
遠
隔
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
共
通
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
の
受
講
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
受
講
環
境
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
活
動
見
学
実
習
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
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科
目
分
類
 

専
門
科
目
 

対
象
学
年
 

１
 

授
業
科
目
 

統
合
臨
床
病
態
生
理
学
・
疾
病
概
論
 (
放
送
大
学
大
学
院
 単
位
互
換
科
目
) 
 

学
期
 

春
学
期
 

担
当
教
員
 

東
本
 
恭
幸
、
山
﨑
 
一
人
、
小
川
 
薫
、
桐
野
 
衛
二
、
戸
叶
 
隆
司
、
 

清
水
 
一
雄
、
中
井
 
章
人
、
奈
倉
 
道
明
、
山
田
 
京
志
、
平
原
 
佐
斗
司
、
 

田
城
 
孝
雄
 

選
択
/必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

 
授
業
形
態
 
講
義
・
演
習
 

(放
送
大
学
：
オ
ン
ラ
イ
ン
) 

単
位
数
 

2 
  
 

 (
69
.2
時
間

) 

授
業
の
概
要
 

臨
床
解
剖
学
お
よ
び
臨
床
生
理
学
、
さ
ら
に
は
臨
床
病
理
学
の
原
則
を
理
解
し
、
年
齢
や
状
況
に
応
じ
た
病
態
の
変
化
や
治

療
の
特
性
を
包
括
的
か
つ
迅
速
に
判
断
で
き
る
よ
う
必
要
な
知
識
と
技
術
を
学
修
す
る
。
ま
た
、
主
要
疾
患
の
臨
床
診
断
・
治

療
を
学
修
す
る
。
 

１
．
主
要
疾
病
の
病
態
と
臨
床
診
断
・
治
療
の
概
論
 

脳
血
管
障
害
／
急
性
心
筋
梗
塞
／
糖
尿
病
／
精
神
疾
患
 

２
．
そ
の
他
の
主
要
疾
患
の
病
態
と
臨
床
診
断
・
治
療
の
概
論
 

循
環
器
系
／
呼
吸
器
系
／
消
化
器
系
／
腎
泌
尿
器
系
／
内
分
泌
・
代
謝
系
／
免
疫
・
膠
原
病
系
／
血
液
・
リ
ン
パ
系
／
神

経
系
／
小
児
科
／
産
婦
人
科
／
精
神
系
／
感
染
症
／
運
動
器
系
／
感
覚
器
系
／
そ
の
他
 

３
．
救
急
医
療
の
臨
床
診
断
・
治
療
の
特
性
と
演
習
 

４
．
在
宅
医
療
の
臨
床
診
断
・
治
療
の
特
性
と
演
習
 

看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
制
度
の
対
応
科
目
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
精
錬
化
に
よ
る
時
間
数
の
減
尐
に
対
応
し
て
、『
臨
床
病
態
生

理
学
特
論
』
と
『
疾
病
・
臨
床
病
態
概
論
』
を
統
合
し
、
再
構
築
し
た
科
目
で
あ
る
。
 

授
業
の
目
標
 

看
護
師
が
適
切
に
臨
床
実
践
す
る
に
際
し
て
、
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
、
ケ
ア
を
安
全
に
実
践
す
る
た
め
に
、
重
要
な

病
態
の
変
化
や
必
要
と
な
る
治
療
の
特
性
を
包
括
的
に
い
ち
早
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
基
本
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
。
 

・
代
表
的
な
疾
患
に
関
わ
る
臓
器
の
機
能
異
常
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
代
表
的
な
疾
患
の
病
態
や
全
身
に
及
ぼ
す
影
響
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
代
表
的
な
疾
患
の
病
態
の
発
症
と
治
療
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
重
要
な
病
態
の
変
化
や
疾
患
を
包
括
的
に
い
ち
早
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
必
要
な
治
療
を
理
解
し
、
ケ
ア
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
計
画
 

回
数
 
授
業
の
テ
ー
マ
 

授
業
内
容
 

学
ぶ
べ
き
事
項
 

授
業
方
法
 
担
当
教
員
 

１
 
臨
床
解
剖
学
総
論
 
疾
患
が
発
生
す
る
基
本
概
念
で

あ
る
細
胞
障
害
、
組
織
傷
害
と
、

こ
れ
ら
を
引
き
起
こ
す
病
気
の

基
本
ル
ー
ル
で
あ
る
、「
炎
症
」

「
腫
瘍
」「
老
化
」「
代
謝
障
害
」

の
原
因
と
機
序
を
学
ぶ
。
 

臨
床
病
理
学
 

講
義

(3
.1
) 

山
﨑
 一
人
 

２
 
臨
床
解
剖
学
お
よ

び
臨
床
生
理
学
各

論
（
１
）

:
呼
吸

器
・
循
環
器
系
、

酸
素
運
搬
と
赤
血

球
、
腎
臓
 

細
胞
で
の
物
質
／
エ
ネ
ル
ギ
ー

代
謝
に
不
可
欠
な
酸
素
を
取
り

入
れ
、
生
じ
た
二
酸
化
炭
素
を
排

出
す
る
呼
吸
器
系
、
物
質
の
運
搬

／
回
収
を
行
う
基
盤
で
あ
る
循

環
器
系
、
老
廃
物
の
排
泄
を
担
当

す
る
腎
臓
に
つ
い
て
学
修
す
る
。

さ
ら
に
酸
素
や
不
要
物
の
運
搬

を
担
当
す
る
赤
血
球
、
血
漿
や
酸

臨
床
解
剖
学
 

臨
床
生
理
学
 

講
義
 

(5
.6
) 

山
脇
 正
永
 

- 2
 - 

 

塩
基
平
衡
の
基
礎
も
学
ぶ
。
 

疾
患
が
発
生
す
る
基
本
概
念
で

あ
る
細
胞
障
害
、
組
織
傷
害
と
、

こ
れ
ら
を
引
き
起
こ
す
病
気
の

基
本
ル
ー
ル
で
あ
る
、
「
炎
症
」

「
腫
瘍
」「
老
化
」「
代
謝
障
害
」

の
原
因
と
機
序
を
学
ぶ
。
 

３
 
臨
床
解
剖
学
お
よ

び
臨
床
生
理
学
各

論
（
２
）：
栄
養
の

消
化
吸
収
と
代
謝

お
よ
び
そ
の
調
節

機
構
 

食
物
摂
取
・
栄
養
の
消
化
と
吸
収
 

を
行
う
消
化
器
系
臓
器
（
口
腔
か
 

ら
肛
門
に
い
た
る
消
化
管
・
膵
臓
 

お
よ
び
肝
臓
）
の
構
造
と
機
能
に
 

つ
い
て
学
び
、
代
謝
に
関
与
す
る
 

内
分
泌
系
や
全
体
の
制
御
を
行
 

う
自
律
神
経
系
に
つ
い
て
も
学
 

ぶ
。
 

臨
床
解
剖
学
 

臨
床
生
理
学
 

講
義
 

（
5.
5）

 

東
本
 恭
幸
 

小
川
  
真
 

４
 
臨
床
解
剖
学
お
よ

び
臨
床
生
理
学
各

論
（
３
）
：
感
覚

器
・
中
枢
お
よ
び

末
梢
神
経
系
 

外
界
お
よ
び
身
体
内
部
か
ら
の

刺
激
・
情
報
を
統
括
し
、
内
部
臓

器
系
に
加
え
て
運
動
器
の
機
能

を
統
合
・
総
括
す
る
中
枢
神
経
系

の
概
要
・
老
化
に
伴
う
変
化
な
ど

に
つ
い
て
画
像
診
断
も
踏
ま
え

て
学
修
し
、
中
枢
神
経
系
へ
情
報

や
中
枢
か
ら
の
指
示
伝
達
を
担

当
す
る
末
梢
神
経
系
に
つ
い
て

も
学
ぶ
。
 

臨
床
解
剖
学
 

臨
床
生
理
学
 

講
義
 

（
5.
3）

 

小
川
  
真
 

ゲ
ス
ト
：
 

高
橋
 伸
佳
 

５
 
臨
床
解
剖
学
お
よ

び
臨
床
生
理
学
各

論
（
４
）：
皮
膚
・

粘
膜
、
骨
お
よ
び

運
動
器
系
、
泌
尿

器
・
生
殖
器
系
、

血
液
成
分
と
止

血
・
凝
固
線
溶
系
 

外
部
環
境
に
近
接
す
る
皮
膚
、
咽
 

頭
・
喉
頭
・
気
道
お
よ
び
泌
尿
 

器
・
生
殖
器
系
の
構
造
と
機
能
に
 

つ
い
て
感
染
防
御
機
構
と
併
せ
 

て
学
修
す
る
。
さ
ら
に
骨
・
筋
肉
 

系
の
構
造
と
機
能
に
つ
い
て
学
 

び
、
合
わ
せ
て
損
傷
治
癒
や
回
復
 

に
必
要
な
止
血
・
凝
固
線
溶
系
機
 

構
に
つ
い
て
も
学
ぶ
。
 

臨
床
解
剖
学
 

臨
床
生
理
学
 

講
義
 

（
6.
1）

 

演
習
 

(4
.5
) 

小
川
  
真

東
本
 恭
幸
 

６
 
試
験
 

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
試
験
 

試
験
 

（
1.
0）

 

 

７
 
脳
血
管
疾
患
 

脳
血
管
障
害
は
脳
血
管
の
閉
塞

ま
た
は
破
綻
に
よ
り
発
症
す
る

脳
障
害
で
、
３
大
死
因
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く

も
膜
下
出
血
が
あ
る
こ
と
を
理

解
す
る
。
脳
血
管
、
脳
循
環
の
特

主
要
疾
患
の
臨
床
診
断
・
治

療
を
学
ぶ
 
 

主
要
疾
患
の
病
態
と
臨
床
診

断
・
治
療
の
概
論
 

神
経
系
/そ
の
他
 

講
義
 

（
2.
9）

 

小
川
  
薫
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徴
に
つ
い
て
学
ぶ
。
原
因
と
な
る

疾
患
、
血
栓
、
塞
栓
、
脳
動
脈
瘤
、

動
静
脈
奇
形
、
な
ど
の
特
徴
に
つ

い
て
理
解
す
る
。
手
術
や
コ
イ

ル
・
ス
テ
ン
ト
を
用
い
た
血
管
内

治
療
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

８
 
糖
尿
病
 

・
糖
尿
病
の
成
因
と
診
断
に
つ
い

て
学
ぶ
。
 

・
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
機
序
と
作
用

機
序
を
理
解
す
る
。
 

・
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
と
生
活
習

慣
病
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

・
糖
尿
病
の
食
事
療
法
と
運
動
療

法
を
理
解
す
る
。
 

・
糖
尿
病
の
薬
物
療
法
の
特
徴
を

学
ぶ
。
 

・
糖
尿
病
の
合
併
症
に
つ
い
て
整

理
し
、
お
の
お
の
の
病
変
の
特

徴
を
学
ぶ
。
 

主
要
疾
患
の
臨
床
診
断
・
治

療
を
学
ぶ
 
 

主
要
疾
患
の
病
態
と
臨
床
診

断
・
治
療
の
概
論
 

内
分
泌
・
代
謝
系
/そ
の
他
 

講
義
 

（
2.
8）

 

小
川
 
薫
 

９
 
精
神
疾
患
 

精
神
系
疾
患
 

神
経
系
疾
患
 

・
精
神
障
害
の
診
断
と
疾
病
分
類

を
理
解
す
る
。
 

・
精
神
疾
患
の
臨
床
病
態
を
理
解

す
る
。
 

・
精
神
系
疾
患
の
臨
床
病
態
を
理

解
す
る
。
 

・
気
分
障
害
（
感
情
障
害
）
の
診

断
と
治
療
を
学
ぶ
。
 

・
認
知
症
の
症
状
と
病
態
に
つ
い

て
学
ぶ
。
 

・
中
枢
神
経
、
末
梢
神
経
、
な
ど

神
経
系
の
構
造
と
働
き
を
理
解

す
る
。
 

・
運
動
系
、
感
覚
系
、
大
脳
皮
質

の
３
つ
に
分
け
て
、
脳
・
神
経

系
の
症
状
を
考
え
る
。
 

・
多
岐
に
わ
た
る
神
経
障
害
を
整
 

理
し
、
お
の
お
の
の
病
変
の
特

徴
を
学
ぶ
。
 

主
要
疾
患
の
臨
床
診
断
・
治

療
を
学
ぶ
 
 

主
要
疾
患
の
病
態
と
臨
床
診

断
・
治
療
の
概
論
 

神
経
系
/精
神
系
/そ
の
他
 

講
義
 

（
3.
4）

 

桐
野
 衛
二
 

１
０
 
循
環
器
疾
患
 

心
筋
梗
塞
 

・
循
環
器
疾
患
の
主
要
な
症
状
を

学
ぶ
。
 

・
先
天
性
、
後
天
性
心
疾
患
の
主

要
な
病
態
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

主
要
疾
患
の
臨
床
診
断
・
治

療
を
学
ぶ
 
 

主
要
疾
患
の
病
態
と
臨
床
診

断
・
治
療
の
概
論
 

講
義
 

（
4.
3）

 

戸
叶
 隆
司
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・
血
圧
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
び
、

血
圧
の
異
常
に
よ
る
疾
患
に
つ

い
て
学
ぶ
。
 

・
動
脈
、
静
脈
な
ど
の
血
管
の
疾

患
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
 

・
心
筋
梗
塞
は
冠
動
脈
の
血
流
障

害
（
虚
血
）
に
よ
っ
て
発
症
す

る
心
筋
壊
死
で
あ
り
、
３
大
死

因
の
ひ
と
つ
で
最
近
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。
 

・
心
臓
の
構
造
と
機
能
を
理
解
し

た
う
え
で
、
心
筋
梗
塞
の
症
状
、

診
断
、
合
併
症
、
薬
物
治
療
、

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

・
原
因
と
な
る
疾
患
、
動
脈
硬
化
、

血
栓
、
な
ど
の
特
徴
に
つ
い
て

理
解
す
る
。
 

・
手
術
や
ス
テ
ン
ト
を
用
い
た
血
 

管
内
治
療
に
つ
い
て
学
ぶ
 

循
環
器
/そ
の
他
 

１
１
 
消
化
器
疾
患
 

呼
吸
器
疾
患
 

感
染
症
 

・
消
化
器
の
構
造
と
機
能
の
概
要

を
理
解
す
る
。
 

・
消
化
器
疾
患
の
病
状
と
病
態
生

理
を
把
握
す
る
。
 

・
肺
の
構
造
を
理
解
し
、
呼
吸
機

能
の
仕
組
み
を
学
ぶ
。
 

・
呼
吸
機
能
の
障
害
に
よ
る
頻
度

の
高
い
症
状
に
つ
い
て
理
解
す

る
。
 

・
感
染
症
の
発
生
機
序
の
概
略
を

理
解
す
る
。
 

・
主
な
疾
病
ご
と
に
特
徴
的
な
症
 

状
が
あ
り
、
そ
の
診
断
基
準
、

必
要
な
検
査
、
患
者
指
導
の
ポ

イ
ン
ト
を
学
ぶ
。
 

主
要
疾
患
の
臨
床
診
断
・
治

療
を
学
ぶ
 
 

主
要
疾
患
の
病
態
と
臨
床
診

断
・
治
療
の
概
論
 

呼
吸
器
系
/消
化
器
系
/ 

感
染
症
/そ
の
他
 

講
義
 

（
3.
1）

 

小
川
 
薫
 

１
２
 
免
疫
・
膠
原
病
 

血
液
疾
患
 

腎
・
泌
尿
器
疾
患
 

・
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
、
獲

得
免
疫
で
中
心
的
役
割
を
担
っ

て
い
る
リ
ン
パ
球
の
働
き
を
理

解
す
る
。
 

・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
発
生
機
序

の
概
略
を
理
解
す
る
。
 

・
代
表
的
な
自
己
免
疫
疾
患
で
あ

る
膠
原
病
に
含
ま
れ
る
病
気
の

主
要
疾
患
の
臨
床
診
断
・
治

療
を
学
ぶ
 
 

主
要
疾
患
の
病
態
と
臨
床
診

断
・
治
療
の
概
論
 

免
疫
・
膠
原
病
系
/血
液
・
リ
 

ン
パ
系
/腎
・
泌
尿
器
系
/ 

そ
の
他
 

講
義
 

（
4.
8）

 

小
川
 
薫
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・
血
圧
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
び
、

血
圧
の
異
常
に
よ
る
疾
患
に
つ

い
て
学
ぶ
。
 

・
動
脈
、
静
脈
な
ど
の
血
管
の
疾

患
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
 

・
心
筋
梗
塞
は
冠
動
脈
の
血
流
障

害
（
虚
血
）
に
よ
っ
て
発
症
す

る
心
筋
壊
死
で
あ
り
、
３
大
死

因
の
ひ
と
つ
で
最
近
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。
 

・
心
臓
の
構
造
と
機
能
を
理
解
し

た
う
え
で
、
心
筋
梗
塞
の
症
状
、

診
断
、
合
併
症
、
薬
物
治
療
、

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

・
原
因
と
な
る
疾
患
、
動
脈
硬
化
、

血
栓
、
な
ど
の
特
徴
に
つ
い
て

理
解
す
る
。
 

・
手
術
や
ス
テ
ン
ト
を
用
い
た
血
 

管
内
治
療
に
つ
い
て
学
ぶ
 

循
環
器
/そ
の
他
 

１
１
 
消
化
器
疾
患
 

呼
吸
器
疾
患
 

感
染
症
 

・
消
化
器
の
構
造
と
機
能
の
概
要

を
理
解
す
る
。
 

・
消
化
器
疾
患
の
病
状
と
病
態
生

理
を
把
握
す
る
。
 

・
肺
の
構
造
を
理
解
し
、
呼
吸
機

能
の
仕
組
み
を
学
ぶ
。
 

・
呼
吸
機
能
の
障
害
に
よ
る
頻
度

の
高
い
症
状
に
つ
い
て
理
解
す

る
。
 

・
感
染
症
の
発
生
機
序
の
概
略
を

理
解
す
る
。
 

・
主
な
疾
病
ご
と
に
特
徴
的
な
症
 

状
が
あ
り
、
そ
の
診
断
基
準
、

必
要
な
検
査
、
患
者
指
導
の
ポ

イ
ン
ト
を
学
ぶ
。
 

主
要
疾
患
の
臨
床
診
断
・
治

療
を
学
ぶ
 
 

主
要
疾
患
の
病
態
と
臨
床
診

断
・
治
療
の
概
論
 

呼
吸
器
系
/消
化
器
系
/ 

感
染
症
/そ
の
他
 

講
義
 

（
3.
1）

 

小
川
 
薫
 

１
２
 
免
疫
・
膠
原
病
 

血
液
疾
患
 

腎
・
泌
尿
器
疾
患
 

・
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
、
獲

得
免
疫
で
中
心
的
役
割
を
担
っ

て
い
る
リ
ン
パ
球
の
働
き
を
理

解
す
る
。
 

・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
発
生
機
序

の
概
略
を
理
解
す
る
。
 

・
代
表
的
な
自
己
免
疫
疾
患
で
あ

る
膠
原
病
に
含
ま
れ
る
病
気
の

主
要
疾
患
の
臨
床
診
断
・
治

療
を
学
ぶ
 
 

主
要
疾
患
の
病
態
と
臨
床
診

断
・
治
療
の
概
論
 

免
疫
・
膠
原
病
系
/血
液
・
リ
 

ン
パ
系
/腎
・
泌
尿
器
系
/ 

そ
の
他
 

講
義
 

（
4.
8）

 

小
川
 
薫
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そ
れ
ぞ
れ
の
病
態
生
理
を
理
解

す
る
。
 

・
免
疫
不
全
症
の
種
類
と
概
要
を

説
明
で
き
る
。
 

・
貧
血
、
感
染
、
な
ど
血
液
疾
患

の
主
要
な
症
状
に
つ
い
て
学

ぶ
。
 

・
白
血
球
疾
患
、
赤
血
球
疾
患
の

臨
床
的
特
長
を
理
解
す
る
。
 

・
腎
臓
の
構
造
と
機
能
の
概
要
を

理
解
す
る
。
 

・
腎
疾
患
の
病
状
と
病
態
生
理
を

把
握
す
る
。
 

・
主
な
疾
病
ご
と
に
特
徴
的
な
症
 

状
が
あ
り
、
そ
の
診
断
基
準
、

必
要
な
検
査
、
患
者
指
導
の
ポ

イ
ン
ト
を
学
ぶ
。
 

１
３
 
内
分
泌
疾
患
 

・
内
分
泌
の
役
割
や
、
関
連
臓
器

の
構
造
と
機
能
の
概
要
を
理
解

す
る
。
 

・
内
分
泌
疾
患
の
病
状
と
病
態
生

理
を
正
確
に
把
握
す
る
。
 

・
主
な
内
分
泌
疾
病
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
が
述
べ
ら
れ
る
。
 

・
主
な
疾
病
ご
と
に
、
特
徴
的
な
 

症
状
、
診
断
基
準
、
検
査
、
患

者
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
が
説
明
で

き
る
。
 

主
要
疾
患
の
臨
床
診
断
・
治

療
を
学
ぶ
 
 

主
要
疾
患
の
病
態
と
臨
床
診

断
・
治
療
の
概
論
 

内
分
泌
・
代
謝
系
/そ
の
他
 

講
義
 

（
2.
9）

 

清
水
 一
雄
 

１
４
 
運
動
器
疾
患
 

感
覚
器
疾
患
 

産
婦
人
科
疾
患
 

小
児
科
疾
患
 

・
運
動
器
・
感
覚
器
の
構
造
と
機

能
の
概
要
を
理
解
す
る
。
 

・
運
動
器
・
感
覚
器
疾
患
の
病
状

と
病
態
生
理
を
把
握
す
る
。
 

・
産
婦
人
科
疾
患
の
病
状
と
病
態

生
理
を
把
握
す
る
。
 

・
小
児
科
疾
患
の
臨
床
病
態
を
理

解
す
る
。
 

・
主
な
疾
病
ご
と
に
特
徴
的
な
症
 

状
が
あ
り
、
そ
の
診
断
基
準
、

必
要
な
検
査
、
患
者
指
導
の
ポ

イ
ン
ト
を
学
ぶ
。
 

主
要
疾
患
の
臨
床
診
断
・
治

療
を
学
ぶ
 
 

主
要
疾
患
の
病
態
と
臨
床
診

断
・
治
療
の
概
論
 

運
動
器
系
/感
覚
器
系
/小
児
 

科
/産
婦
人
科
/そ
の
他
 

講
義
 

（
4.
8）

 

小
川
 
薫
 

中
井
 章
人
 

奈
倉
 道
明
 

１
５
 
試
験
 

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
試
験
 

試
験
 

(1
.0
) 

 

-6
 -

１
６
 
救
急
医
療
の
臨
床
 

診
断
・
治
療
の
 

特
性
 

・
救
急
医
療
の
定
義
、
仕
組
み
、

救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
、
搬
送
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
初
期
治
療
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
 

ス
メ
ン
ト
、
ト
リ
ア
ー
ジ
、
緊

急
度
判
定
、
重
症
度
判
定
に
つ

い
て
学
び
、
演
習
す
る
。
 

状
況
に
応
じ
た
臨
床
診
断
・

治
療
(年
齢
特
性
を
含
む
)を

学
ぶ
：
救
急
医
療
の
臨
床
診

断
・
治
療
の
特
性
と
演
習
 

講
義
 

（
2.
4）

 

演
習
 

(3
.0
) 

山
田
 京
志
 

ゲ
ス
ト
：
 

川
原
 千

香
子

 

１
７
 
在
宅
医
療
の
臨
床
 

診
断
・
治
療
の
 

特
性
 

在
宅
医
療
は
療
養
者
と
家
族
が

暮
ら
す
生
活
の
場
で
お
こ
な
わ

れ
る
。
こ
の
在
宅
医
療
の
特
徴
を

踏
ま
え
、
在
宅
の
視
点
と
な
る
本

人
・
家
族
・
環
境
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
学
び
、
訪
問
看
護
の
特
徴
に

つ
い
て
学
び
、
演
習
す
る
。
 

状
況
に
応
じ
た
臨
床
診
断
・
 

治
療
(年
齢
特
性
を
含
む
)を

 

学
ぶ
：
在
宅
医
療
の
臨
床
診
 

断
・
治
療
の
特
性
と
演
習
  

講
義
 

（
1.
7）

 

演
習
 

(3
.0
) 

平
原
 佐

斗
司
 
 

１
８
 
試
験
 

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
試
験
 

試
験
 

(1
.0
) 

テ
キ
ス
ト
 

及
び
参
考
文

献
・
参
考
資
料
 

評
価
方
法
 

成
績
評
価
と
単
位
認
定
：
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
レ
ポ
ー
ト
を
含
む
演
習
(2
0％

)、
小
テ
ス
ト
(4
0％

)、
お
よ
び
最
終
テ
ス
ト

(4
0％

)の
評
価
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

な
お
、
最
終
テ
ス
ト
を
受
験
す
る
に
は
演
習
課
題
を
す
べ
て
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
学
習
で
評
価
し
ま
す
。
単
位
修
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
再
試
験
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
 

〇
履
修
上
の
留
意
点
：
こ
の
科
目
を
履
修
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
統
合
医
療
安
全
・
特
定
行
為
実
践
特
論
」「
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ

ス
メ
ン
ト
特
論
」「
統
合
臨
床
病
態
生
理
学
・
疾
病
概
論
」「
臨
床
薬
理
学
特
論
」
な
ど
の
科
目
と
合
わ
せ
て
履
修
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
別
途
指
定
教
材
（
図
書
）
で
の
自
己
学
習
を
必
須
と
し
ま
す
。
 

本
学
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
遠
隔
形
式
の
授
業
で
す
。

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
共
通
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
本
科
目
の
受
講
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
受
講
環
境
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

・
本
科
目
は
、
NP
活
動
見
学
実
習
と
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
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科
目
分
類
 

専
門
科
目
 

対
象
学
年
 

１
 

授
業
科
目
 

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 特
論
Ⅰ
(放
送
大
学
大
学
院
 単
位
互
換
科
目
) 

学
期
 

春
学
期
 

指
導
者
 

山
内
 豊
明
 (
放
送
大
学
 教
授
) 

選
択
/必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

授
業
形
態
 
講
義
 

(放
送
大
学
：
オ
ン
ラ
イ
ン
) 

単
位
数
 

１
 

( 3
4.
4
時
間
) 

授
業
の
概
要
 

看
護
師
が
適
切
に
特
定
行
為
を
遂
行
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
身
体
面
に
関
す
る
情
報
収
集
の
方
法
論
と
所
見

の
解
釈
に
つ
い
て
の
理
論
と
技
能
を
学
修
す
る
。
 

１
．
身
体
診
察
基
本
手
技
の
理
論
 

２
．
部
位
別
身
体
診
察
手
技
と
所
見
の
理
論
 

：
全
身
状
態
と
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
／
頭
頸
部
／
胸
部
／
腹
部
／
四
肢
・
脊
柱
／
泌
尿
・
生
殖
器
／
乳
房
・
リ
ン
パ
節
／
神
経
系
 

３
．
身
体
診
察
の
年
齢
に
よ
る
変
化
：
小
児
／
高
齢
者
 

４
．
状
況
に
応
じ
た
身
体
診
察
：
救
急
医
療
／
在
宅
医
療
 

授
業
の
目
標
 

１
．
 生
活
者
と
し
て
「
生
き
て
い
く
」
た
め
の
身
体
機
能
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
、
生
活
者
を
支
え
る
看
護
活
動
へ
の
指
針
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
．
 １
の
根
本
に
あ
る
生
命
体
と
し
て
「
生
き
て
い
く
」
こ
と
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
そ
の
逸
脱
の
早
期
発
見
と
適
切
な
対
処
へ

の
連
携
を
着
実
に
果
た
せ
る
医
療
者
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
れ
に
 
 
 

不
可
欠
な
知
識
及
び
技
能
の
理
論
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
．
 以
上
を
通
し
て
、
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
重
要
な
病
態
の
変
化
や
疾
患
を
包
括
的
に
い
ち
早
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
 

基
本
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
計
画
 

回
数
 

授
業
内
容
 

学
ぶ
べ
き
事
項
 

授
業
方
法
 

（
時
間
）
 

担
当
教
員
 

１
 
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
進
め
方
・
臨
床
推
論

／
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
 

・
臨
床
推
論
の
実
際
・
進
め
方

・「
生
き
て
い
る
」
と
「
生
き
て
い
く
」
 

：
生
命
維
持
と
生
活
場
面
 

・
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
進
め
方

・
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
意
義
：
コ
ア
中
の
コ
ア
と
な

る
情
報

１
．
身
体
診
察
基
本
手

技
の
理
論
 

２
．
部
位
別
身
体
診
察

手
技
と
所
見
の
理

論
、
全
身
状
態
と
バ

イ
タ
ル
サ
イ
ン
 

４
．
状
況
に
応
じ
た
身

体
診
察
 
 

救
急
医
療
／
在
宅

医
療
 

講
義
 

（
4.
6）

 

山
内
 豊
明
 

２
 
呼
吸
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

・
呼
吸
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
方
略

・
異
常
呼
吸
音

・
呼
吸
音
聴
取
の
完
成
に
向
け
て

・
呼
吸
音
聴
取
の
手
技

２
．
部
位
別
身
体
診
察

手
技
と
所
 

見
の
理
論
、
胸
部
 

講
義
 

（
4.
0）

 

山
内
 豊
明
 

３
 
循
環
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

・
循
環
の
総
合
評
価

・
動
脈
系
・
静
脈
系
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

・
心
音
聴
取
の
原
理
と
手
法

・
心
雑
音
の
臨
床
的
意
義
の
理
解
と
判
断
手
法

２
．
部
位
別
身
体
診
察

手
技
と
所
 

見
の
理
論
、
胸
部
 

講
義
 

（
4.
2）

 

山
内
 豊
明
 

-2
 -

４
 

栄
養
・
消
化
系
・
泌
尿
器
系
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
 

・
栄
養
・
消
化
系
・
泌
尿
器
系
の
概
要

・
脳
神
経
系
の
意
義

・
腹
部
臓
器
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
腹
部

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
順
序
・
問
診
、
腹
部
の
視
診
、

腹
部
の
聴
診
、
腹
水
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
腹
部
の

触
診
・
腹
部
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
ま
と
め

・
消
化
・
排
泄
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
ま
と
め

２
．
部
位
別
身
体
診
察

手
技
と
所
 

見
の
理
論
、
腹
部
／

泌
尿
・
生
殖
器
 

講
義
 

（
4.
7）

 

山
内
 豊
明
 

５
 

中
枢
神
経
系
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

・
中
枢
神
経
系
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
進

め
方

・
意
識
と
は
、「
生
き
て
い
く
」
前
提
条
件
と
し
て
の

意
識
レ
ベ
ル
の
評
価
 

・
意
識
障
害
の
原
因
、
緊
急
性
の
高
い
意
識
障
害
に

つ
い
て
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

・「
生
き
て
い
く
」
た
め
の
高
次
脳
機
能
の
基
本
性
能

評
価
、
高
次
脳
機
能
な
ら
で
は
の
評
価
 

２
．
部
位
別
身
体
診
察

手
技
と
所
 

見
の
理
論
、
頭
頚
部

 

４
．
状
況
に
応
じ
た

身
体
診
察

 
 

救
急
医
療
 

講
義
 

（
3.
9）

 

山
内
 豊
明
 

６
 

感
覚
系
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

・
脳
神
経
系
の
考
え
方
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン

ト

・
視
覚
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

・
聴
覚
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

・
他
の
感
覚
系
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

２
．
部
位
別
身
体
診
察

手
技
と
所
見
の
理

論
、
頭
頚
部
／
神
経
系

 

講
義
 

（
4.
3）

 

山
内
 豊
明
 

７
 

運
動
系
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

・
運
動
系
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
コ
ア
と

進
め
方

・
関
節
可
動
域
の
評
価
方
法
の
原
理
、
関
節
可
動
域

の
評
価
の
実
際
と
看
護
臨
床
へ
の
活
用

・
筋
力
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
評
価
、
MM
T
の
評
価
方
法

の
原
理
、
MM
T
の
評
価
の
実
際
と
看
護
臨
床
へ
の
活

用
 

２
．
部
位
別
身
体
診
察

手
技
と
所
 

見
の
理
論
、
神
経
系

／
四
肢
・
脊
柱
 

講
義
 

（
3.
8）

 

山
内
 豊
明
 

８
 

発
達
課
題
・
場
面
に
応
じ
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト

 

・
発
達
段
階
に
応
じ
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
進
め
方
、
生
直
後
、
乳
児
期
、
幼
児
期

・
救
急
場
面
・
在
宅
場
面
に
お
け
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
進
め
方

・
対
象
の
特
性
に
応
じ
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
進
め
方
、
高
齢
者

２
．
部
位
別
身
体
診
察

手
技
と
所
見
の
理

論
、
乳
房
・
リ
ン
パ
節

 

３
．
身
体
診
察
の
年
齢

に
よ
る
変
化
、
小
児

／
高
齢
者

 

４
．
状
況
に
応
じ
た

身
体
診
察

救
急
医
療
／
在
宅
医
療
 
 
 

講
義
 

（
4.
9）

 

山
内
 豊
明
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-3
 -

９
 

筆
記
試
験
 

(
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の

試
験
) 

試
験
 

（
1.
0)
 

実
習
 

科
目
名
：
Ｎ
Ｐ
活
動
見
学
実
習
 (
3.
0)
 で
実
施
 

テ
キ
ス
ト
 

及
び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
 

・
山
内
豊
明
（
20
11
）
.フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
-目
と
手
と
耳
で
こ
こ
ま
で
わ
か
る
 第

2
版
, 
医
学
書
院

評
価
方
法
 
筆
記
試
験
：
筆
記
試
験
（
小
テ
ス
ト

50
%、
最
終
テ
ス
ト

50
%）

 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
学
習
で
評
価
し
ま
す
。
単
位
修
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
再
試
験
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
習
の
評
価
は
観
察
評
価
で
行
い
ま
す
 

そ
の
他
 

〇
履
修
上
の
留
意
点
：
こ
の
科
目
を
履
修
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
統
合
医
療
安
全
・
特
定
行
為
実
践
特
論
」「
臨
床
推
論
」
な
ど
の

科
目
と
あ
わ
せ
て
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
別
途
指
定
教
科
書
と
別
途
指
定
サ
イ
ト
で
の
自
己

学
習
を
必
須
と
し
ま
す
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
別
途
指
定
教
材
（
図
書
）
で
の
自
己
学
習
を
必
須
と
し
ま
す
。
 

本
学
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
遠
隔
形
式
の
授
業
で
す
。

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
共
通
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
本
科
目
の
受
講
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
受
講
環
境
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

・
本
科
目
は
、
NP
活
動
見
学
実
習
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。

科
目
分
類
 
専
門
科
目
 

対
象
学
年
 

1 

授
業
科
目
 
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
特
論
Ⅱ
 

学
期
 

秋
学
期
 

担
当
教
員
 
〇
横
山
淳
美
、
山
下
一
也
、
山
崎
啓
一
 

選
択
／
必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 
 
 

授
業
形
態
 

講
義
・
演
習
 

単
位
数
 

１
 

 
 
 
(1
5

時
間
) 

授
業
の
概
要
 

看
護
師
が
適
切
に
特
定
行
為
を
追
行
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
身
体
面
に
関
す
る
情
報
収
集
の
方
法
技
能

と
所
見
の
解
釈
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
具
体
的
に
は
、
 

・
複
雑
な
健
康
問
題
を
持
っ
た
対
象
の
身
体
状
況
に
つ
い
て
系
統
的
に
全
身
を
審
査
し
、
対
象
の
身
体
状
態
に
つ
い
て
、

正
 常
か
ら
逸
脱
し
た
状
態
か
否
か
、
根
拠
に
基
づ
き
判
断
で
き
る
能
力
を
学
修
す
る
。
 

・
健
康
問
題
を
解
決
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
、
身
体
的
・
包
括
的
な
機
能
評
価
の
た
め
の
医
学
的
知
識
を
用
い
た
視
診
・
 

聴
診
・
打
診
・
触
診
な
ど
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
技
術
を
学
修
す
る
。
 

授
業
の
目
標
 

１
．
 フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
．
 系
統
的
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ク
ザ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
．
 複
雑
な
健
康
問
題
を
持
っ
た
対
象
の
重
要
な
病
態
の
変
化
や
疾
患
を
、
包
括
的
に
い
ち
早
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
た

め
の
情
報
収
集
の
方
法
と
所
見
の
解
釈
の
た
め
の
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容
 

回 数
 

内
容
 

1 
身
体
診
察
の
基
本
手
技
、
全
身
状
態
と
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
 

山
崎
 啓
一
 

2 
意
識
レ
ベ
ル
の
評
価
、
意
識
障
害
の
原
因
、
緊
急
性
の
高
い
意
識
障
害
に
つ
い
て
の
フ
ィ

ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
講
義
・
演
習
）
 

山
下
 一
也
 

3 
脳
神
経
系
・
視
覚
・
聴
覚
・
他
の
感
覚
系
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
講
義
・
演
習
）
 

4 
呼
吸
・
循
環
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
／
超
音
波
検
査
の
活
用
（
講
義
・
演
習
）
 

横
山
 淳
美
 

5 
腹
部
を
中
心
と
し
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
／
超
音
波
検
査
の
活
用
（
講
義
・
演
習
） 

高
尾
  
 聡

 

(招
致
講
義
) 

6～ 8 

プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
領
域
で
遭
遇
す
る
事
例
を
用
い
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
演
習
 

・
小
児
/高
齢
者
に
応
じ
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

・
在
宅
・
高
齢
者
施
設
症
例
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

山
崎
 啓
一

横
山
 
淳
美

 

山
下
 一
也
 

テ
キ
ス
ト
及

び
 

参
考
図
書
 

・
参
考
資
料

・
Ly
nn
 S
.B
ic
ke
y(
著
),
 福
井
次
矢
・
井
部
俊
子
 他

 監
修
（
20
15
）
. 
ベ
イ
ツ
診
察
法
 第
２
版
,

メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
St
ev
en
 M
cG
ee
 (
著
),
 徳
田
安
春
・
平
島
 修
・
和
足
孝
之
 監
修
（
20
19
）
.

マ
ク
ギ
ー
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
診
断
学
 原
著
 第
４
版
, 
診
断
と
治
療
社

・
古
谷
伸
之
（
編
）
（
20
07
）
. 
診
察
と
手
技
が
み
え
る
１
 第
２
版
, 
メ
デ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア

評
価
方
法
 

授
業
参
加
（
技
術
演
習
に
お
け
る
観
察
評
価
・
討
議
内
容
・
事
前
学
習
）
70
% 

筆
記
試
験
/課
題
レ
ポ
ー
ト

30
％
 

本
科
目
は
、
授
業
目
標
達
成
状
況
に
応
じ
て
総
合
的
に
評
価
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
グ
は
適
宜
行
う
 

学
習
の
方
法

 
・
準
備
学
習
に

必
要
な
学
習

受
講
の
あ
り
方
 

・
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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時
間
の
目
安
 
・
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情

報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

そ
の
他
 

担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
基
本
対
面
形
式
で

21
9
教
室
を
使
用
し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 
 
 

・
本
科
目
は

NP
見
学
活
動
実
習
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
看
護
学
実
習
Ⅱ
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
特
定
行
為
研
修
の
共
通
科
目
で
す
。
 

・
授
業
に
関
連
す
る
教
材
を
活
用
し
、
局
所
解
剖
を
理
解
し
て
上
で
各
講
義
の
望
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
授
業
の
前
に
は
十
分
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
各
自
計
画
的
に
行
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

 

-1
 -

科
目
分
類
 

専
門
科
目
 

対
象
学
年
 

１
 

授
業
科
目
 

臨
床
推
論
 (
放
送
大
学
大
学
院
 単
位
互
換
科
目
) 

学
期
 

春
学
期
 

担
当
教
員
 

北
村
 
聖
、
山
脇
 
正
永
、
内
藤
 
俊
夫
、
桐
生
 
茂
 

選
択
/必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

授
業
形
態
 
講
義
・
演
習
・
実
習
 

(放
送
大
学
：
オ
ン
ラ
イ
ン
) 

単
位
数
 

１
 

 (
28
.1
時
間

) 

授
業
の
概
要
 

看
護
師
が
特
定
行
為
を
行
う
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
実
践
能
力
の
基
礎
と
な
る
知
識
・
技
能
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
臨
床
診

断
学
、
臨
床
検
査
学
、
症
候
学
、
臨
床
疫
学
に
つ
い
て
学
修
す
る
。
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
制
度
の
対
応
科
目
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
指
定
の
以
下
の
内
容
を
含
む
も
の
を
も
学
修
す
る
。
 

１
．
臨
床
推
論
と
は
 

２
．
診
療
の
プ
ロ
セ
ス
 

３
．
臨
床
推
論
（
症
候
学
を
含
む
）
の
理
論
 

４
．
医
療
面
接
の
理
論
 

５
．
各
種
臨
床
検
査
の
理
論
 

６
．
画
像
検
査
の
理
論
 

７
．
臨
床
疫
学
の
理
論
 

８
．
ま
と
め
－
EB
M、
生
涯
教
育
と
行
動
の
学
習
 

授
業
の
目
標
 

看
護
師
が
適
切
に
臨
床
実
践
す
る
に
際
し
て
、
対
象
の
身
体
的
情
報
を
的
確
に
捉
え
、
そ
れ
ら
を
臨
床
場
面
に
お
け
る
推
論

に
結
び
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
科
目
に
お
い
て
は
看
護
師
が
適
切
に
臨
床
実
践
す
る
に
際
し
て
、
多
様
な
臨
床
場
面
に

お
い
て
必
要
な
治
癒
を
理
解
し
、
ケ
ア
を
導
く
た
め
の
基
本
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
 

・
臨
床
推
論
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
症
例
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
そ
の
症
例
の
問
題
点
を
抽
出
す
る
こ
と
で
き
る
。

授
業
計
画
 

回
数
 
授
業
の
テ
ー
マ
 

授
業
内
容
 

学
ぶ
べ
き
事
項
 

授
業
方
法
 
担
当
教
員
 

１
 
臨
床
推
論
と
は
 

医
科
目
全
体
の
導
入
と
し
て
、

「
臨
床
推
論
」
と
は
ど
う
い
う
も

の
か
を
考
え
る
。
 

・
臨
床
推
論
の
基
本
的
考
え
方
は

も
っ
と
も
重
要
な
項
目
で
、
論
理

的
な
思
考
法
の
導
入
部
で
あ
る
。
 

・
そ
の
他
の
概
念
や
用
語
に
つ
い

て
も
考
え
る
。
科
目
の
受
講
の
仕

方
に
つ
い
て
も
、
紹
介
す
る
。
 

1.
臨
床
推
論
と
は
 

講
義

(1
.9
) 

北
村
 
聖
 

山
脇
 正
永
 

２
 
診
療
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
 

診
療
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
考
え

る
。
患
者
が
主
訴
を
持
っ
て
受
診

し
、
医
療
面
接
か
ら
診
療
が
始
ま

る
。
医
療
面
接
で
得
ら
れ
た
情
報

か
ら
、
検
査
計
画
が
立
て
ら
れ
、

実
行
に
移
さ
れ
る
。
検
査
結
果
か

ら
治
療
計
画
が
立
て
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
の
思
考

法
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

2.
診
療
の
プ
ロ
セ
ス
 

講
義
 

(3
.5
) 

山
脇
 正
永
 

３
 
臨
床
推
論
（
症
候

臨
床
推
論
の
理
論
に
つ
い
て
学
 

3.
臨
床
推
論
（
症
候
学
を
含
 

講
義
 

内
藤
 俊
夫
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学
を
含
む
）

の
理
論
 

ぶ
。
臨
床
診
断
推
論
の
流
れ
を
と
 

ら
え
、
そ
の
中
で
、
症
候
学
や
診
 

断
仮
説
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

む
）
の
理
論
 

（
3.
7）

 

４
 
医
療
面
接
の
理
論
 
医
療
面
接
の
理
論
の
実
際
に
つ

い
て
学
ぶ
。
医
療
面
接
は
診
療
で

も
っ
と
も
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で

あ
り
、
患
者
満
足
度
に
も
直
結
す

る
。
講
義
で
は
医
療
面
接
の
ポ
イ

ン
ト
を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
。
 

4.
医
療
面
接
の
理
論
 

講
義
 

（
4.
2）

 

北
村
 
聖
 

 

５
 
各
種
臨
床
検
査
の

理
論
 

 

臨
床
検
査
に
お
け
る
臨
床
推
論
 

の
理
論
に
つ
い
て
考
え
る
。
と
く
 

に
、
有
効
な
検
査
計
画
に
つ
い
て
 

考
え
た
い
。
つ
い
で
、
検
査
判
断
 

法
の
理
論
と
実
践
に
つ
い
て
も
 

考
え
る
。
 

5.
各
種
臨
床
検
査
の
理
論
 

心
電
図
/血
液
検
査
/尿
検
査

/病
理
検
査
/微
生
物
学
検
査

/生
理
機
能
検
査
/そ
の
ほ
か

の
検
査
 

講
義
 

（
4.
3）

 

北
村
 
聖
 

 

６
 
画
像
検
査
の
理
論
 
画
像
検
査
の
理
論
と
実
践
に
つ
 

い
て
学
ぶ
。
各
検
査
法
に
お
け
る
 

画
像
の
成
り
立
ち
を
理
解
し
て
、
 

得
ら
れ
た
画
像
検
査
結
果
の
解
 

釈
の
基
本
に
つ
い
て
も
学
ぶ
。
 

6.
画
像
検
査
の
理
論
 

放
射
線
の
影
響
/単
純
エ
ッ

ク
ス
線
検
査
/超
音
波
検
査

/C
T・

MR
I/
そ
の
ほ
か
の
画
像

検
査
 

講
義
 

（
4.
4）

 

桐
生
 
茂
 

 

７
 
臨
床
疫
学
の
理
論
 
臨
床
疫
学
は
科
学
的
根
拠
に
基
 

づ
い
た
医
療
（
EB
M)
の
基
本
で
あ
 

る
。
EB
M
は
臨
床
推
論
の
根
底
を
 

流
れ
る
思
考
法
で
あ
り
、
現
代
医
 

療
に
お
い
て
は
も
っ
と
も
重
要
 

な
臨
床
判
断
法
で
あ
る
。
こ
の
臨
 

床
疫
学
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

7.
臨
床
疫
学
の
理
論
 

 

講
義
 

（
3.
9）

 

山
脇
 正
永
 

８
 
ま
と
め
－
EB
M、
生
 

涯
教
育
と
行
動
の
 

学
習
に
つ
い
て
 

EB
M(
ev
id
en
ce
-b
as
ed
 

me
di
ci
ne
）、
生
涯
教
育
と
行
動

の
学
習
に
つ
い
て
考
え
る
。
科
目

の
ま
と
め
と
し
て
論
理
的
思
考

法
、
臨
床
決
断
学
、
そ
し
て
生
涯

学
習
に
つ
い
て
考
え
る
。
 

3.
臨
床
推
論
（
症
候
学
を
含
 

む
）
の
理
論
 

4.
医
療
面
接
の
理
論
 

7.
臨
床
疫
学
の
理
論
 

講
義
 

（
2.
2）

 

北
村
 
聖
 

山
脇
 正
永
 

 

９
 
試
験
 

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
試
験
 

試
験
 

(1
.0
) 

 

実
習
 

科
目
名
：
NP
活
動
見
学
実
習
(1
.0
)で
実
施
 

テ
キ
ス
ト
 

及
び
参
考
文

献
・
参
考
資
料
 

 

- 3
 - 

 

評
価
方
法
 

成
績
評
価
と
単
位
認
定
：
筆
記
試
験
の
小
テ
ス
ト
(5
0%
)お
よ
び
最
終
テ
ス
ト
(5
0％

)の
評
価
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
学
習
で
評
価
し
ま
す
。
単
位
修
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
再
試
験
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

実
習
の
評
価
：
観
察
評
価
で
行
い
ま
す
。
 

そ
の
他
 

〇
履
修
上
の
留
意
点
：
こ
の
科
目
を
履
修
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
統
合
医
療
安
全
・
特
定
行
為
実
践
特
論
」「
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ

ス
メ
ン
ト
特
論
」「
統
合
臨
床
病
態
生
理
学
・
疾
病
概
論
」「
臨
床
薬
理
学
特
論
」
な
ど
の
科
目
と
合
わ
せ
て
履
修
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
。
 

本
学
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
遠
隔
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
共
通
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
の
受
講
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
受
講
環
境
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

・
本
科
目
は
、
NP
活
動
見
学
実
習
と
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
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科
目
分
類
 

専
門
科
目
 

対
象
学
年
 

１
 

授
業
科
目
 

臨
床
薬
理
学
特
論
Ⅰ
(放
送
大
学
大
学
院
 単
位
互
換
科
目
) 

学
期
 

春
学
期
 

担
当
教
員
 

柳
田
 俊
彦
 

選
択
/必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

 
授
業
形
態
 
講
義
・
演
習
 

(放
送
大
学
：
オ
ン
ラ
イ
ン
) 

単
位
数
 

１
  
  

(4
3
時
間
) 

授
業
の
概
要
 

薬
理
学
・
薬
剤
学
の
基
礎
知
識
を
深
め
、
主
要
な
疾
患
別
の
治
療
薬
な
ら
び
に
予
防
薬
の
薬
効
、
作
用
機
構
、
副
作
用
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
、
臨
床
に
お
け
る
薬
物
の
理
論
と
実
際
に
つ
い
て
学
修
す
る
。
ま
た
、
小
児
、
女
性
、
高
齢
者
等
、
年
齢

に
よ
る
特
性
、
個
体
差
の
あ
る
薬
理
作
用
と
主
要
薬
物
の
安
全
管
理
を
学
修
す
る
。
 

授
業
の
目
標
 

・
薬
理
学
・
薬
剤
学
の
基
礎
知
識
を
深
め
、
薬
物
治
療
の
基
本
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
薬
物
の
作
用
機
序
、
生
体
内
動
態
、
及
び
薬
理
作
用
と
副
作
用
の
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
各
種
疾
病
の
病
態
生
理
や
病
状
を
考
慮
し
た
上
で
、
薬
理
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
適
切
な
治
療
薬
物
の
使
用
方
法
を
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
主
要
薬
物
の
安
全
管
理
と
処
方
の
理
論
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
計
画
 

回
数
 
授
業
の
テ
ー
マ
 

授
業
内
容
 

学
ぶ
べ
き
事
項
 

授
業
方
法
 
担
当
教
員
 

１
 
薬
理
学
総
論
 

医
薬
品
と
、
そ
の
適
性
な
使
用
の

根
拠
と
な
る
薬
理
学
の
基
礎
知

識
を
深
め
、
薬
物
治
療
の
基
本
概

念
を
学
ぶ
。
 

・
医
薬
品
の
分
類
と
法
律
、
開
発

か
ら
臨
床
応
用
ま
で
 

・
作
用
原
理
に
つ
い
て
（
薬
力
学

と
薬
物
動
態
学
）
 

・
好
ま
し
く
な
い
副
作
用
（
有
害

作
用
）
と
薬
物
相
互
作
用
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

3.
主
要
薬
物
の
相
互
作
用
の
 

理
論
と
演
習
 

講
義

(4
.0
) 

演
習

(4
.5
) 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

武
田
 泰
生
 

２
 
薬
理
学
各
論
（
１
）

末
梢
神
経
、
中
枢

神
経
に
作
用
す
る

薬
物
 

末
梢
神
経
、
中
枢
神
経
に
作
用
す

る
薬
物
に
つ
い
て
、
主
要
薬
物
の

薬
理
作
用
・
副
作
用
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
、
薬
物
の
作
用
機
序
、

生
体
内
動
態
、
及
び
薬
理
作
用
と

副
作
用
の
関
係
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

講
義
 

(3
.6
) 
 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

上
園
 保
仁
 

３
 
薬
理
学
各
論
（
２
）

抗
炎
症
薬
、
抗
ア

レ
ル
ギ
ー
薬
、
呼

吸
器
系
、
消
化
器

系
に
作
用
す
る
 

薬
物
 

根
拠
抗
炎
症
薬
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
 

薬
、
呼
吸
器
系
、
消
化
器
系
に
作
 

用
す
る
薬
物
に
つ
い
て
、
主
要
薬
 

物
の
薬
理
作
用
・
副
作
用
と
は
ど
 

う
い
う
も
の
か
、
薬
物
の
作
用
機
 

序
、
生
体
内
動
態
、
及
び
薬
理
作
 

用
と
副
作
用
の
関
係
に
つ
い
て
 

学
ぶ
。
 

  

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

講
義
 

（
3.
5）

 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

磯
濱
 

洋
一
郎
 

４
 
薬
理
学
各
論
（
３
） 
心
血
管
系
、
血
液
系
に
作
用
す
る
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

講
義
 

柳
田
 俊
彦
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心
血
管
系
、
血
液
 

系
に
作
用
す
る
薬
 

物
 

薬
物
に
つ
い
て
、
主
要
薬
物
の
薬
 

理
作
用
・
副
作
用
と
は
ど
う
い
う
 

も
の
か
、
薬
物
の
作
用
機
序
、
生
 

体
内
動
態
、
及
び
薬
理
作
用
と
副
 

作
用
の
関
係
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

（
3.
7）

 

演
習
 

(4
.5
) 

ゲ
ス
ト
：
 

武
田
 泰
生
 

５
 
試
験
 

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
筆
記
試
験
 

試
験
 

(1
.0
) 

 

６
 
薬
理
学
各
論
（
４
） 

内
分
泌
系
、
代
謝
 

系
、
泌
尿
生
殖
器
 

系
に
作
用
す
る
薬
 

物
 

薬
理
学
各
論
（
４
）
内
分
泌
系
、
 

代
謝
系
、
泌
尿
生
殖
器
系
に
作
用
 

す
る
薬
物
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

講
義
 

（
3.
5）

 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

武
田
 泰
生
 

７
 
薬
理
学
各
論
（
５
） 

感
染
症
に
使
用
す
 

る
薬
物
、
消
毒
薬
 

感
染
症
に
使
用
す
る
薬
物
に
つ
 

い
て
、
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
 

薬
物
の
作
用
機
序
、
生
体
内
動
 

態
、
及
び
薬
理
作
用
と
副
作
用
の
 

関
係
、
及
び
使
用
法
に
つ
い
て
学
 

ぶ
。
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

講
義
 

（
3.
5）

 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

赤
瀬
 智
子
 

８
 
薬
理
学
各
論
（
６
） 

抗
が
ん
薬
、
緩
和
 

ケ
ア
、
漢
方
薬
 

抗
が
ん
薬
、
緩
和
ケ
ア
に
使
用
す
 

る
薬
物
、
漢
方
薬
に
つ
い
て
、
主
 

要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
副
作
用
と
 

は
ど
う
い
う
も
の
か
、
薬
物
の
作
 

用
機
序
生
体
内
動
態
、
及
び
薬
理
 

作
用
と
副
作
用
の
関
係
に
つ
い
 

て
学
ぶ
。
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

講
義
 

（
3.
8）

 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

上
園
 保
仁
 

９
 
主
要
薬
物
の
安
全
 

管
理
と
処
方
の
理
 

論
 

主
要
薬
物
の
安
全
管
理
と
処
方
 

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
年
齢
に
 

よ
る
特
性
（
小
児
／
高
齢
者
）
や
 

妊
娠
・
出
産
・
授
乳
期
の
特
性
も
 

含
め
て
、
医
療
安
全
、
高
リ
ス
ク
 

患
者
に
つ
い
て
学
ぶ
。
さ
ら
に
、
 

医
薬
品
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
、
 

誤
っ
た
使
用
に
起
因
す
る
事
故
 

の
回
避
や
副
作
用
の
回
避
、
疑
義
 

照
会
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
 

４
．
主
要
薬
物
の
安
全
管
理
 

と
処
方
の
理
論
と
演
習
 
 
 

※
年
齢
に
よ
る
特
性
（
小
児
 

／
高
齢
者
）
を
含
む
 

講
義
 

（
3.
9）

 

演
習
 

(4
.5
) 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

武
田
 泰
生
 

１
０
 
試
験
 

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
試
験
 

試
験
 

(1
.0
) 

 

テ
キ
ス
ト
 

及
び
参
考
文

献
・
参
考
資
料
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科
目
分
類
 

専
門
科
目
 

対
象
学
年
 

１
 

授
業
科
目
 

臨
床
薬
理
学
特
論
Ⅰ
(放
送
大
学
大
学
院
 単
位
互
換
科
目
) 

学
期
 

春
学
期
 

担
当
教
員
 

柳
田
 俊
彦
 

選
択
/必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

 
授
業
形
態
 
講
義
・
演
習
 

(放
送
大
学
：
オ
ン
ラ
イ
ン
) 

単
位
数
 

１
  
  

(4
3
時
間
) 

授
業
の
概
要
 

薬
理
学
・
薬
剤
学
の
基
礎
知
識
を
深
め
、
主
要
な
疾
患
別
の
治
療
薬
な
ら
び
に
予
防
薬
の
薬
効
、
作
用
機
構
、
副
作
用
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
、
臨
床
に
お
け
る
薬
物
の
理
論
と
実
際
に
つ
い
て
学
修
す
る
。
ま
た
、
小
児
、
女
性
、
高
齢
者
等
、
年
齢

に
よ
る
特
性
、
個
体
差
の
あ
る
薬
理
作
用
と
主
要
薬
物
の
安
全
管
理
を
学
修
す
る
。
 

授
業
の
目
標
 

・
薬
理
学
・
薬
剤
学
の
基
礎
知
識
を
深
め
、
薬
物
治
療
の
基
本
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
薬
物
の
作
用
機
序
、
生
体
内
動
態
、
及
び
薬
理
作
用
と
副
作
用
の
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
各
種
疾
病
の
病
態
生
理
や
病
状
を
考
慮
し
た
上
で
、
薬
理
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
適
切
な
治
療
薬
物
の
使
用
方
法
を
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
主
要
薬
物
の
安
全
管
理
と
処
方
の
理
論
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
計
画
 

回
数
 
授
業
の
テ
ー
マ
 

授
業
内
容
 

学
ぶ
べ
き
事
項
 

授
業
方
法
 
担
当
教
員
 

１
 
薬
理
学
総
論
 

医
薬
品
と
、
そ
の
適
性
な
使
用
の

根
拠
と
な
る
薬
理
学
の
基
礎
知

識
を
深
め
、
薬
物
治
療
の
基
本
概

念
を
学
ぶ
。
 

・
医
薬
品
の
分
類
と
法
律
、
開
発

か
ら
臨
床
応
用
ま
で
 

・
作
用
原
理
に
つ
い
て
（
薬
力
学

と
薬
物
動
態
学
）
 

・
好
ま
し
く
な
い
副
作
用
（
有
害

作
用
）
と
薬
物
相
互
作
用
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

3.
主
要
薬
物
の
相
互
作
用
の
 

理
論
と
演
習
 

講
義

(4
.0
) 

演
習

(4
.5
) 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

武
田
 泰
生
 

２
 
薬
理
学
各
論
（
１
）

末
梢
神
経
、
中
枢

神
経
に
作
用
す
る

薬
物
 

末
梢
神
経
、
中
枢
神
経
に
作
用
す

る
薬
物
に
つ
い
て
、
主
要
薬
物
の

薬
理
作
用
・
副
作
用
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
、
薬
物
の
作
用
機
序
、

生
体
内
動
態
、
及
び
薬
理
作
用
と

副
作
用
の
関
係
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

講
義
 

(3
.6
) 
 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

上
園
 保
仁
 

３
 
薬
理
学
各
論
（
２
）

抗
炎
症
薬
、
抗
ア

レ
ル
ギ
ー
薬
、
呼

吸
器
系
、
消
化
器

系
に
作
用
す
る
 

薬
物
 

根
拠
抗
炎
症
薬
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
 

薬
、
呼
吸
器
系
、
消
化
器
系
に
作
 

用
す
る
薬
物
に
つ
い
て
、
主
要
薬
 

物
の
薬
理
作
用
・
副
作
用
と
は
ど
 

う
い
う
も
の
か
、
薬
物
の
作
用
機
 

序
、
生
体
内
動
態
、
及
び
薬
理
作
 

用
と
副
作
用
の
関
係
に
つ
い
て
 

学
ぶ
。
 

  

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

講
義
 

（
3.
5）

 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

磯
濱
 

洋
一
郎
 

４
 
薬
理
学
各
論
（
３
） 
心
血
管
系
、
血
液
系
に
作
用
す
る
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

講
義
 

柳
田
 俊
彦
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心
血
管
系
、
血
液
 

系
に
作
用
す
る
薬
 

物
 

薬
物
に
つ
い
て
、
主
要
薬
物
の
薬
 

理
作
用
・
副
作
用
と
は
ど
う
い
う
 

も
の
か
、
薬
物
の
作
用
機
序
、
生
 

体
内
動
態
、
及
び
薬
理
作
用
と
副
 

作
用
の
関
係
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

（
3.
7）

 

演
習
 

(4
.5
) 

ゲ
ス
ト
：
 

武
田
 泰
生
 

５
 
試
験
 

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
筆
記
試
験
 

試
験
 

(1
.0
) 

 

６
 
薬
理
学
各
論
（
４
） 

内
分
泌
系
、
代
謝
 

系
、
泌
尿
生
殖
器
 

系
に
作
用
す
る
薬
 

物
 

薬
理
学
各
論
（
４
）
内
分
泌
系
、
 

代
謝
系
、
泌
尿
生
殖
器
系
に
作
用
 

す
る
薬
物
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

講
義
 

（
3.
5）

 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

武
田
 泰
生
 

７
 
薬
理
学
各
論
（
５
） 

感
染
症
に
使
用
す
 

る
薬
物
、
消
毒
薬
 

感
染
症
に
使
用
す
る
薬
物
に
つ
 

い
て
、
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
 

薬
物
の
作
用
機
序
、
生
体
内
動
 

態
、
及
び
薬
理
作
用
と
副
作
用
の
 

関
係
、
及
び
使
用
法
に
つ
い
て
学
 

ぶ
。
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

講
義
 

（
3.
5）

 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

赤
瀬
 智
子
 

８
 
薬
理
学
各
論
（
６
） 

抗
が
ん
薬
、
緩
和
 

ケ
ア
、
漢
方
薬
 

抗
が
ん
薬
、
緩
和
ケ
ア
に
使
用
す
 

る
薬
物
、
漢
方
薬
に
つ
い
て
、
主
 

要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
副
作
用
と
 

は
ど
う
い
う
も
の
か
、
薬
物
の
作
 

用
機
序
生
体
内
動
態
、
及
び
薬
理
 

作
用
と
副
作
用
の
関
係
に
つ
い
 

て
学
ぶ
。
 

1.
薬
物
動
態
の
理
論
と
演
習
 

2.
主
要
薬
物
の
薬
理
作
用
・
 

副
作
用
の
理
論
 

講
義
 

（
3.
8）

 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

上
園
 保
仁
 

９
 
主
要
薬
物
の
安
全
 

管
理
と
処
方
の
理
 

論
 

主
要
薬
物
の
安
全
管
理
と
処
方
 

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
年
齢
に
 

よ
る
特
性
（
小
児
／
高
齢
者
）
や
 

妊
娠
・
出
産
・
授
乳
期
の
特
性
も
 

含
め
て
、
医
療
安
全
、
高
リ
ス
ク
 

患
者
に
つ
い
て
学
ぶ
。
さ
ら
に
、
 

医
薬
品
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
、
 

誤
っ
た
使
用
に
起
因
す
る
事
故
 

の
回
避
や
副
作
用
の
回
避
、
疑
義
 

照
会
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
 

４
．
主
要
薬
物
の
安
全
管
理
 

と
処
方
の
理
論
と
演
習
 
 
 

※
年
齢
に
よ
る
特
性
（
小
児
 

／
高
齢
者
）
を
含
む
 

講
義
 

（
3.
9）

 

演
習
 

(4
.5
) 

柳
田
 俊
彦
 

ゲ
ス
ト
：
 

武
田
 泰
生
 

１
０
 
試
験
 

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
試
験
 

試
験
 

(1
.0
) 

 

テ
キ
ス
ト
 

及
び
参
考
文

献
・
参
考
資
料
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 評
価
方
法
 

成
績
評
価
と
単
位
認
定
：
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
レ
ポ
ー
ト
を
含
む
演
習
(2
0％

)、
小
テ
ス
ト
(4
0％

)、
お
よ
び
最
終
テ
ス
ト

(4
0％

)の
評
価
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
最
終
テ
ス
ト
を
受
験
す
る
に
は
演
習
課
題
を
す
べ
て
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
学
習
で
評
価
し
ま
す
。
単
位
修
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
再
試
験
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
他
 

〇
履
修
上
の
留
意
点
：
こ
の
科
目
を
履
修
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
統
合
医
療
安
全
・
特
定
行
為
実
践
特
論
」「
臨
床
推
論
」「
フ

ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
特
論
」「
統
合
臨
床
病
態
生
理
学
・
疾
病
概
論
」
な
ど
の
科
目
と
合
わ
せ
て
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
 

本
学
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
遠
隔
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
共
通
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
の
受
講
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
受
講
環
境
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

・
本
科
目
は
、
NP
活
動
見
学
実
習
と
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
 

  

 
 科
目
分
類
 

専
門
科
目
 

対
象
学
年
 

2 

授
業
科
目
 

臨
床
薬
理
学
特
論
Ⅱ
 

学
期
 

春
学
期
 

担
当
教
員
 

直
良
浩
司
、
玉
木
宏
樹
、
後
藤
貴
樹
、
遠
藤
進
一
、
矢
野
貴
久
、
 

石
原
慎
之
、
曽
田
重
人
 

選
択
／
必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

 
授
業
形
態
 

講
義
 

単
位
数
 

１
 

授
業
の
概
要
 

慢
性
疾
患
を
中
心
と
し
た
疾
患
の
治
療
に
用
い
る
薬
物
に
つ
い
て
の
作
用
機
序
、
体
内
動
態
（
血
中
濃
度
）、
代
謝
経
路
、
副

作
用
、
適
応
疾
患
、
年
齢
依
存
性
な
ど
の
基
本
的
事
項
を
理
解
し
、
安
全
管
理
の
視
点
で
の
処
方
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
、
年
齢

や
病
態
に
よ
る
薬
物
動
態
の
変
動
、
お
よ
び
薬
物
相
互
作
用
に
つ
い
て
学
ぶ
。
薬
物
療
法
を
受
け
る
対
象
者
に
対
す
る
実
践
的
な

観
察
能
力
、
判
断
能
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
す
。
 

授
業
の
目
標
 

・
特
定
行
為
に
係
る
薬
物
の
作
用
機
序
、
生
体
内
動
態
、
及
び
薬
理
作
用
と
副
作
用
の
関
係
を
説
明
で
き
る
。
 

・
各
種
疾
病
の
病
態
生
理
や
病
状
を
考
慮
し
た
上
で
、
薬
理
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
適
切
な
治
療
薬
物
の
使
用
方
法
を
検
討
で
き

る
。
 

・
主
要
薬
物
の
安
全
管
理
と
処
方
の
理
論
を
理
解
で
き
る
。
 

授
業
の
内
容
 

回
 

内
容
 

特
定
行
為
ご
と
に
学
ぶ
べ
き
事
項
 

担
当
 

1-
2 

薬
理
学
の
概
要
、
薬
物
の
作
用
様
式
と
作
用
機

序
 

薬
物
動
態
、
相
互
作
用
 

薬
害
と
有
害
作
用
、
処
方
の
概
要
と
薬
の
投
与

設
計
医
薬
品
の
関
与
す
る
医
療
事
故
の
現
状
 

添
付
文
書
・
医
薬
品
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ム

の
見
方
 

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
 

・
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

・
各
種
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
副
作
用
 

栄
養
水
分
管
理
 

・
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

・
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
の
副
作
用
と
評
価
 

・
脱
水
症
状
に
対
す
る
輸
液
補
正
に
必
要

な
輸
液
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

感
染
に
係
る
薬
剤
投
与
 

・
抗
生
剤
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

・
感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
使
用
す
る
そ
の

他
の
薬
剤
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

・
感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
使
用
す
る
そ
の

他
の
各
種
薬
剤
の
副
作
用
 

精
神
お
よ
び
神
経
症
状
 

・
抗
け
い
れ
ん
剤
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

・
各
種
貢
献
連
材
の
副
作
用
 

・
抗
精
神
病
薬
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

・
各
種
抗
精
神
病
薬
の
副
作
用
 

・
抗
不
安
薬
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

・
抗
不
安
薬
の
副
作
用
 

直
良
浩
司
 

玉
木
宏
樹
 

（
島
根
大
学
医
学
部

附
属
病
院
）
 

3 
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
種
類
と
臨
床
薬
理
及
び
副

作
用
 

後
藤
貴
樹
 

（
島
根
大
学
医
学
部

附
属
病
院
）
 

4 
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
の
種
類
と
臨
床
薬
理
及
び
副

作
用
と
評
価
 

脱
水
症
状
に
対
す
る
輸
液
補
正
に
必
要
な
輸
液

の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

遠
藤
進
一
 

（
島
根
大
学
医
学
部

附
属
病
院
）
 

5-
6 

抗
菌
薬
の
種
類
と
臨
床
薬
理
及
び
抗
菌
薬
の
副

作
用
 

感
染
兆
候
が
あ
る
者
に
使
用
す
る
抗
菌
薬
以
外

の
薬
剤
と
そ
の
副
作
用
 

矢
野
貴
久
 

石
原
慎
之
 

（
島
根
大
学
医
学
部

附
属
病
院
）
 

7 
抗
け
い
れ
ん
剤
・
抗
精
神
病
薬
・
抗
不
安
薬
の

種
類
と
臨
床
薬
理
及
び
副
作
用
 

曽
田
重
人
 

（
島
根
大
学
医
学
部

附
属
病
院
）
 

8 
試
験
 

参
考
文
献
 

特
に
定
め
な
い
（
授
業
で
資
料
を
配
布
す
る
）
 

テ
キ
ス
ト
 

臨
床
薬
理
学
第

4版
（
日
本
臨
床
薬
理
学
会
編
）
医
学
書
院
、

 
病
気
と
く
す
り

20
20
基
礎
と
実
践

Ex
pe

rt
’s 

G
ui

de
（
薬
局

20
20
年

3月
増
刊
号
）
南
山
堂
、

 
糖
尿
病
治
療
ガ
イ
ド

20
20

-2
02

1（
日
本
糖
尿
病
学
会
編
）
文
光
堂
 

評
価
方
法
 

筆
記
試
験
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 そ
の
他
 

・
授
業
は
原
則
「
対
面
」
で
行
う
。
 

 

- 1
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 科
目
分
類
 

専
門
科
目
 

対
象
学
年
 

１
 

授
業
科
目
 

特
定
行
為
共
通
科
目
統
合
演
習
 (
放
送
大
学
大
学
院
 単
位
互
換
科
目
) 
 

学
期
 

春
学
期
 

指
導
者
 

山
内
 
豊
明
、
北
村
 
聖
、
三
笘
 
里
香
、
橋
本
 
廸
生
、
栗
原
 
博
之
、
  

山
本
 
武
志
 、
土
畠
 
智
幸
 

選
択
/必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

 
授
業
形
態
 
演
習
 

(放
送
大
学
：
オ
ン
ラ
イ
ン
) 

単
位
数
 

１
  
  
 

(3
3.
3
時
間
) 

授
業
の
概
要
 

看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
制
度
の
対
応
科
目
で
あ
る
「
医
療
安
全
学
特
論
」「
臨
床
推
論
」「
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
特
論
」

の
演
習
を
と
お
し
て
、
実
践
能
力
の
基
礎
と
な
る
知
識
・
技
能
の
向
上
を
図
る
。
演
習
に
は
、
指
定
の
以
下
の
内
容
を
含
む
も
の

と
す
る
。
 

１
．
医
療
安
全
に
関
す
る
理
論
・
原
則
、
医
療
安
全
の
推
進
に
関
わ
る
制
度
・
シ
ス
テ
ム
、
医
療
施
設
に
お
け
る
組
織
的
な
取
組

み
や
実
践
例
、
患
者
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
事
例
検
討
を
と
お
し
て
実
践
に
つ
な
げ
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
。
 

２
．
臨
床
診
断
学
、
臨
床
検
査
学
、
症
候
学
、
臨
床
疫
学
に
つ
い
て
、
以
下
の
演
習
を
と
お
し
て
実
践
に
つ
な
げ
る
能
力
を
身
に

つ
け
る
。
 

・
臨
床
推
論
（
症
候
学
を
含
む
）
演
習
 

・
医
療
面
接
演
習
 

・
各
種
臨
床
検
査
演
習
 

・
画
像
検
査
演
習
 

・
臨
床
疫
学
演
習
 

３
．
看
護
師
が
適
切
に
特
定
行
為
を
遂
行
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
身
体
面
に
関
す
る
情
報
収
集
の
方
法
論
と
所
見

の
解
釈
に
つ
い
て
の
理
論
に
基
づ
き
、
以
下
の
演
習
を
と
お
し
て
技
能
の
習
得
を
目
指
す
。
 

・
身
体
診
察
基
本
手
技
演
習
 

・
部
位
別
身
体
診
察
手
技
と
所
見
演
習
 

授
業
の
目
標
 

・
医
療
安
全
の
原
理
・
原
則
を
理
解
し
、
実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
医
療
安
全
に
関
わ
る
法
、
倫
理
、
制
度
、
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
医
療
事
故
事
例
を
分
析
し
、
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
臨
床
推
論
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
症
例
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

・
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
そ
の
症
例
の
問
題
点
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
生
活
者
と
し
て
「
生
き
て
い
く
」
た
め
の
身
体
機
能
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
生
活
者
を
支
え
る
看
護
活
動
へ
の
指
針
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
生
命
体
と
し
て
「
生
き
て
い
る
」
こ
と
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
そ
の
逸
脱
の
早
期
発
見
と
適
切
な
対
処
へ
の
連
携
を
着
実
に
果

た
せ
る
医
療
者
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
重
要
な
病
態
の
変
化
や
疾
患
を
包
括
的
に
い
ち
早
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
基
本
的
な
能
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
計
画
 

回
数
 

授
業
内
容
 

学
ぶ
べ
き
事
項
 

授
業
方
法
 

（
時
間
）
 
担
当
教
員
 

１
 
臨
床
推
論
・
医
療
面
接
演
習
 

医
療
面
接
の
動
画
を
見
た
後
に
、
一
定
期
間
内
に
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
設
問
解
答
、
課
題
解
答
（
及
び
討
論

へ
の
参
加
）
を
行
う
。
良
い
点
、
改
善
す
べ
き
点
な

ど
を
議
論
す
る
。
 

臨
床
推
論
 

2.
 
臨
床
推
論

(
症
候
学
を
含

む
)演
習
 

3.
 医
療
面
接
の
演
習
 

 

演
習
 

（
3.
5）

 

 

北
村
 聖
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 そ
の
他
 

・
授
業
は
原
則
「
対
面
」
で
行
う
。
 

 

- 1
 - 

 科
目
分
類
 

専
門
科
目
 

対
象
学
年
 

１
 

授
業
科
目
 

特
定
行
為
共
通
科
目
統
合
演
習
 (
放
送
大
学
大
学
院
 単
位
互
換
科
目
) 
 

学
期
 

春
学
期
 

指
導
者
 

山
内
 
豊
明
、
北
村
 
聖
、
三
笘
 
里
香
、
橋
本
 
廸
生
、
栗
原
 
博
之
、
  

山
本
 
武
志
 、
土
畠
 
智
幸
 

選
択
/必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

 
授
業
形
態
 
演
習
 

(放
送
大
学
：
オ
ン
ラ
イ
ン
) 

単
位
数
 

１
  
  
 

(3
3.
3
時
間
) 

授
業
の
概
要
 

看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
制
度
の
対
応
科
目
で
あ
る
「
医
療
安
全
学
特
論
」「
臨
床
推
論
」「
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
特
論
」

の
演
習
を
と
お
し
て
、
実
践
能
力
の
基
礎
と
な
る
知
識
・
技
能
の
向
上
を
図
る
。
演
習
に
は
、
指
定
の
以
下
の
内
容
を
含
む
も
の

と
す
る
。
 

１
．
医
療
安
全
に
関
す
る
理
論
・
原
則
、
医
療
安
全
の
推
進
に
関
わ
る
制
度
・
シ
ス
テ
ム
、
医
療
施
設
に
お
け
る
組
織
的
な
取
組

み
や
実
践
例
、
患
者
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
事
例
検
討
を
と
お
し
て
実
践
に
つ
な
げ
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
。
 

２
．
臨
床
診
断
学
、
臨
床
検
査
学
、
症
候
学
、
臨
床
疫
学
に
つ
い
て
、
以
下
の
演
習
を
と
お
し
て
実
践
に
つ
な
げ
る
能
力
を
身
に

つ
け
る
。
 

・
臨
床
推
論
（
症
候
学
を
含
む
）
演
習
 

・
医
療
面
接
演
習
 

・
各
種
臨
床
検
査
演
習
 

・
画
像
検
査
演
習
 

・
臨
床
疫
学
演
習
 

３
．
看
護
師
が
適
切
に
特
定
行
為
を
遂
行
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
身
体
面
に
関
す
る
情
報
収
集
の
方
法
論
と
所
見

の
解
釈
に
つ
い
て
の
理
論
に
基
づ
き
、
以
下
の
演
習
を
と
お
し
て
技
能
の
習
得
を
目
指
す
。
 

・
身
体
診
察
基
本
手
技
演
習
 

・
部
位
別
身
体
診
察
手
技
と
所
見
演
習
 

授
業
の
目
標
 

・
医
療
安
全
の
原
理
・
原
則
を
理
解
し
、
実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
医
療
安
全
に
関
わ
る
法
、
倫
理
、
制
度
、
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
医
療
事
故
事
例
を
分
析
し
、
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
臨
床
推
論
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
症
例
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

・
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
そ
の
症
例
の
問
題
点
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
生
活
者
と
し
て
「
生
き
て
い
く
」
た
め
の
身
体
機
能
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
生
活
者
を
支
え
る
看
護
活
動
へ
の
指
針
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
生
命
体
と
し
て
「
生
き
て
い
る
」
こ
と
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
そ
の
逸
脱
の
早
期
発
見
と
適
切
な
対
処
へ
の
連
携
を
着
実
に
果

た
せ
る
医
療
者
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
重
要
な
病
態
の
変
化
や
疾
患
を
包
括
的
に
い
ち
早
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
基
本
的
な
能
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
計
画
 

回
数
 

授
業
内
容
 

学
ぶ
べ
き
事
項
 

授
業
方
法
 

（
時
間
）
 
担
当
教
員
 

１
 
臨
床
推
論
・
医
療
面
接
演
習
 

医
療
面
接
の
動
画
を
見
た
後
に
、
一
定
期
間
内
に
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
設
問
解
答
、
課
題
解
答
（
及
び
討
論

へ
の
参
加
）
を
行
う
。
良
い
点
、
改
善
す
べ
き
点
な

ど
を
議
論
す
る
。
 

臨
床
推
論
 

2.
 
臨
床
推
論

(
症
候
学
を
含

む
)演
習
 

3.
 医
療
面
接
の
演
習
 

 

演
習
 

（
3.
5）

 

 

北
村
 聖
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２
 
身
体
診
察
基
本
手
技
演
習
 

身
体
診
察
基
本
手
技
の
動
画
を
見
た
後
に
、
一
定
期

間
内
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
設
問
解
答
、
課
題
解
答
（
及

び
討
論
へ
の
参
加
）
を
行
う
。
 

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

1.
身
体
診
察
基
本
手
技
の

演
習

2.
部
位
別
身
体
診
察
手
技

と
所
見
の
演
習
、
全
身
状

態
や
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

3.
状
況
に
応
じ
た
身
体
診

察
の
演
習

救
急
医
療
/在
宅
医
療
 

演
習
 

（
5.
8）

 

山
内
 豊
明
 

三
笘
 里
香
 

３
 
部
位
別
身
体
診
察
手
技
と
所
見
演
習
 

指
定
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
材
を
用
い
て
自
己
演

習
を
し
た
後
に
、
一
定
期
間
内
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

設
問
解
答
、
課
題
解
答
（
及
び
討
論
へ
の
参
加
）
を

行
う
。
 

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

2,
 部
位
別
身
体
診
察
手
技
と

所
見
の
演
習
 

全
身
状
態
と
バ
イ
タ
ル
サ
イ

ン
/胸
部
/腹
部
/神
経
系
 

演
習
 

（
4.
5）

 

山
内
 豊
明
三

笘
  
里
香
 

４
 

各
種
臨
床
検
査
演
習
 

各
種
臨
床
検
査
の
結
果
を
見
た
後
に
、
一
定
期
間
内

に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
設
問
解
答
、
課
題
解
答
（
及
び

討
論
へ
の
参
加
）
を
行
う
。
 

臨
床
推
論
 

4.
各
種
臨
床
検
査
の
演
習

心
電
図
/血
液
検
査
/尿
検
査
/

病
理
検
査
/微
生
物
学
検
査
/

生
理
機
能
検
査
/そ
の
他
の
検

査
 

演
習
 

（
3.
5）

 

北
村
 
聖
 

５
 

画
像
検
査
演
習
 

各
種
画
像
検
査
の
画
像
を
見
た
後
に
、
一
定
期
間
内
 

に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
設
問
解
答
、
課
題
解
答
（
及
び
 

討
論
へ
の
参
加
）
を
行
う
。
 

臨
床
推
論
 

5.
画
像
検
査
の
演
習

放
射
線
の
影
響
/単
純
エ
ッ
ク

ス
線
検
査

/
超
音
波
検
査

/C
T/
MR
I/
そ
の
ほ
か
の
画
像

検
査
 

演
習
 

（
3.
5）

 

北
村
 聖

 

６
 

臨
床
疫
学
演
習
 

EB
M（

ev
id
en
ce
-b
as
ed
 
me
di
ci
ne
）
に
よ
っ
て
臨

床
判
断
を
行
う
動
画
を
見
た
後
に
、
一
定
期
間
内
に

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
設
問
解
答
、
課
題
解
答
（
及
び
討

論
へ
の
参
加
）
を
行
う
。
 

臨
床
推
論
 

6.
臨
床
疫
学
の
演
習

演
習
 

（
3.
5）

 

北
村
 聖

 

７
 

医
療
安
全
・
ケ
ア
の
質
保
証
の
事
例
検
討
 

医
療
事
故
事
例
、
警
鐘
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の
原
 

因
や
対
策
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
 

療
安
全
に
関
わ
る
知
識
、
方
法
論
を
習
得
す
る
。
 

医
療
安
全
学
 

6.
医
療
安
全
の
事
例
検
討

8
．
ケ
ア
の
質
保
証
の
事
例
検

討
 

演
習
 

（
4.
5）

 

橋
本
 廸
生
 

栗
原
 博
之
 

８
 

医
療
倫
理
・
医
療
管
理
の
事
例
検
討
 

医
療
安
全
の
た
め
の
組
織
的
な
取
り
組
み
と
し
て

Te
am
ST
EP
PS
を
取
り
上
げ
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
事

例
の
検
討
・
分
析
に
基
づ
き
、
医
療
安
全
に
か
か
わ

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
携
わ
る
知
識
・
態
度
を
身
に
つ

け
る
。
 

医
療
安
全
学
 

2.
医
療
倫
理
の
事
例
検
討

4.
医
療
管
理
の
事
例
検
討

演
習
 

（
4.
5）

 

山
本
 武
志
 

土
屋
 智
幸
 

-3
 -

医
療
安
全
 

（
1.
0)
 

テ
キ
ス
ト
 

及
び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
 

【
指
定
教
材
（
図
書
）】
『
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
－
目
と
手
と
耳
で
こ
こ
ま
で
わ
か
る
』
 （
山
内
豊
明
／

医
学
書
院
; 
第

2
版
(2
01
1/
12
/9
)／

\2
,5
92
／
単
行
本

22
4
頁
／
IS
BN
97
8-
4-
26
0-
01
38
4-
0）

 

【
指
定
教
材
（
聴
診
器
）】

We
b
教
材
で
は
イ
ヤ
ホ
ン
を
用
い
て
呼
吸
音
聴
取
の
演
習
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
生
体
に
対
し
て

実
際
の
聴
診
を
演
習
す
る
際
に
は
聴
診
器
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
呼
吸
音
聴
取
の
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
品
質
を
備
え
た
聴
診

器
が
不
可
欠
で
す
。
定
価
で

15
,0
00
〜
20
,0
00
円
程
度
の
も
の
が
相
応
し
い
と
考
え
ま
す
 （
販
売
価
格
は
時
期
に
よ
り
変
動
し

ま
す
）
 。

 

【
指
定
サ
イ
ト
】
授
業
内
で
提
示
し
ま
す
。
※
こ
の
科
目
を
受
講
す
る
際
に
は
、
ご
自
身
で
指
定
教
材
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
 

評
価
方
法
 
成
績
評
価
と
単
位
認
定
：
演
習
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
レ
ポ
ー
ト
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
演
習
）
の
評
価
に
よ
り
行
い
ま
す
。 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
学
習
で
評
価
し
ま
す
。
単
位
修
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
再
試
験
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
 

〇
履
修
上
の
留
意
点
：
こ
の
科
目
を
履
修
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
統
合
医
療
安
全
・
特
定
行
為
実
践
特
論
」「
臨
床
推
論
」
な
ど
の

科
目
と
あ
わ
せ
て
履
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
別
途
指
定
教
科
書
と
別
途
指
定
サ
イ
ト
で
の
自
己

学
習
を
必
須
と
し
ま
す
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
別
途
指
定
教
材
（
図
書
）
で
の
自
己
学
習
を
必
須
と
し
ま
す
。
 

本
学
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
遠
隔
形
式
の
授
業
で
す
。

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
共
通
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
本
科
目
の
受
講
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
受
講
環
境
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

・
本
科
目
は
、
NP
活
動
見
学
実
習
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。

筆
記
試
験
 
(オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
試
験
):
臨
床
推
論
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

９
 

試
験
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科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
演
習
Ⅰ
：
 

・
呼
吸
器
（
長
期
呼
吸
療
法
に
係
る
も
の
）
関
連
 

・
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

 

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
横
山
 淳

美
、
田
原
 英

樹
、
磯
和
 理

貴
、
並
河
 哲

志
、
長
見
 晴

彦
、
山
下
 一

也
 

選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習
・
実
習

 
単
位
数

 
１
 

  
 
 

(2
6
時
間
) 

授
業
の
概
要

 
看
護
の
対
象
（
成
人
を
含
む
高
齢
者
・
家
族
・
地
域
社
会
）
に
対
し
て
包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
看
護
的
治
療
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
専
門
的
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
 

具
体
的
に
は
、
 

・
安
全
に
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換
を
実
施
す
る
た
め
の
臨
床
判
断
と
知
識
、
技
術
、
態
度
を
学
修
す
る
。
 
 

・
患
者
特
性
に
応
じ
た
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
た
め
の
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
の
根
拠
と
方
法
を
学
修
す
る
。
 

授
業
の
目
標

 
・
多
様
な
臨
床
場
面
位
お
い
て
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換
を
行
う
た
め
の
知
識
、
技
術
、
態
度
の
基
礎
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
か
ら
手
順
書
に
よ
る
指
示
を
受
け
、
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
交
換
の

可
否
の
判
断
、
実
施
及
び
報
告
の
一
連
の
流
れ
を
適
切
に
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
実
践
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
の
根
拠
と
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
か
ら
手
順
書
に
よ
る
指
示
を
受
け
、
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
調
整

の
実
施
の
可
否
の
判
断
、
実
施
及
び
報
告
の
一
連
の
流
れ
を
適
切
に
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
実
践
能
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
 

 
授
業
内
容
 

授
業
方
法
 

（
時
間
）

 
担
当
教
員

 

授
業
計
画

 
回 数
 

 
 

 

1～ 5 

長
期
呼
吸
療
法
に
か
か
る
も
の
 

1.
 
気
管
切
開
に
関
す
る
局
所
解
剖
 

2.
 
気
管
切
開
を
要
す
る
主
要
疾
患
の
病
態
生
理
 

3.
 
気
管
切
開
を
要
す
る
主
要
疾
患
の
フ
ｨジ

カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

4.
 
気
管
切
開
の
目
的
 

5.
 
気
管
切
開
の
適
応
と
禁
忌
 

6.
 
気
管
切
開
に
伴
う
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

講
義
 

(3
.5
）

 

磯
和
 理

貴
 

田
原
 英

樹
 

山
下
 一

也
 

       
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換
 

１
．
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
適
応
と
禁
忌
 

２
．
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
構
造
と
選
択
 

３
．
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換
の
手
技
 

４
．
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換
の
困
難
例
の
種
類
と
そ
の
対
応
 

講
義
 

演
習
 

(3
.5
) 

  

磯
和
 理

貴
 

田
原
 英

樹
 

山
下
 一

也
 

横
山

 淳
美

 
 

１
.長

期
呼
吸
療
法
に
お
け
る
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
交
換
の
事
例
を
作
成
、
病
態
に

応
じ
た
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
交
換
の
判
断
、
全
身
状
態
の
評
価
と
交
換
後
の
ケ
ア

と
そ
の
報
告
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

    
 

6 
OS
CE
（
Ob
je
ct
iv
e 
St
ru
ct
ur
ed
 C
li
ni
ca
l 
Ex
am
in
at
io
n）

 
実
技
試
験

（
1.
5）

 

外
部

 
評
価
者

 

7 
筆
記
試
験
 

試
験
 

（
1.
0)
 

横
山

 淳
美

 

8〜 18
 

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
 

１
. 
糖
尿
病
と
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
に
関
す
る
局
所
解
剖
 

２
. 
糖
尿
病
と
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
に
関
す
る
病
態
生
理
 

３
. 
糖
尿
病
と
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
に
関
す
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

４
. 
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
の
目
的
 

５
. 
糖
尿
病
と
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
に
関
す
る
検
査
（
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
導
入
基

準
を
含
む
）
 

６
. 
各
種
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

７
. 
各
種
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
適
応
と
使
用
方
法
 

８
. 
各
種
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
副
作
用
 

講
義
 

（
5.
5)

 
長
見
 晴

彦
 

並
河
 哲

志
 

         
イ
ン
ス
リ
ン
の
投
与
量
の
調
整
 

１
．
 病

態
に
応
じ
た
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
調
整
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ
ー
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

２
．
 病

態
に
応
じ
た
イ
ン
ス
リ
ン
の
投
与
量
の
調
整
の
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と

そ
の
対
策
等
）
 

３
．
 外

来
で
の
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
と
入
院
の
適
応
 

４
．
 イ

ン
ス
リ
ン
療
法
に
関
す
る
患
者
へ
の
説
明
 

講
義
 

演
習
 

（
9.
0)

 

並
河
 哲

志
 

山
下
 一

也
 

横
山

 淳
美

 
              

１
. 
糖
尿
病
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
、
糖
尿
病
高
浸
透
圧
症
候
群
、
重
篤
な
合
併

症
、
シ
ッ
ク
デ
イ
な
ど
患
者
の
病
態
の
特
性
に
応
じ
た
イ
ン
ス
リ
ン
投
与

量
の
調
整
の
判
断
基
準
と
具
体
的
方
法
、
お
よ
び
そ
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

ケ
ア
と
そ
の
報
告
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
. 
低
血
糖
と
治
療
変
更
時
の
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
へ
の
対
応
を
中
心

と
し
た
事
例
を
作
成
、
病
態
に
応
じ
た
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
の
判

断
基
準
と
そ
の
具
体
的
方
法
、
お
よ
び
そ
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
ケ
ア
と

そ
の
報
告
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
診
療
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

19
 

筆
記
試
験
 

試
験
 

（
1.
5)

 
横
山

 淳
美
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科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
演
習
Ⅰ
：
 

・
呼
吸
器
（
長
期
呼
吸
療
法
に
係
る
も
の
）
関
連
 

・
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

 

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
横
山
 淳

美
、
田
原
 英

樹
、
磯
和
 理

貴
、
並
河
 哲

志
、
長
見
 晴

彦
、
山
下
 一

也
 

選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習
・
実
習

 
単
位
数

 
１
 

  
 
 

(2
6
時
間
) 

授
業
の
概
要

 
看
護
の
対
象
（
成
人
を
含
む
高
齢
者
・
家
族
・
地
域
社
会
）
に
対
し
て
包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
看
護
的
治
療
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
専
門
的
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
 

具
体
的
に
は
、
 

・
安
全
に
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換
を
実
施
す
る
た
め
の
臨
床
判
断
と
知
識
、
技
術
、
態
度
を
学
修
す
る
。
 
 

・
患
者
特
性
に
応
じ
た
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
た
め
の
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
の
根
拠
と
方
法
を
学
修
す
る
。
 

授
業
の
目
標

 
・
多
様
な
臨
床
場
面
位
お
い
て
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換
を
行
う
た
め
の
知
識
、
技
術
、
態
度
の
基
礎
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
か
ら
手
順
書
に
よ
る
指
示
を
受
け
、
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
交
換
の

可
否
の
判
断
、
実
施
及
び
報
告
の
一
連
の
流
れ
を
適
切
に
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
実
践
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
の
根
拠
と
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
か
ら
手
順
書
に
よ
る
指
示
を
受
け
、
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
調
整

の
実
施
の
可
否
の
判
断
、
実
施
及
び
報
告
の
一
連
の
流
れ
を
適
切
に
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
実
践
能
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
 

 
授
業
内
容
 

授
業
方
法
 

（
時
間
）

 
担
当
教
員

 

授
業
計
画

 
回 数
 

 
 

 

1～ 5 

長
期
呼
吸
療
法
に
か
か
る
も
の
 

1.
 
気
管
切
開
に
関
す
る
局
所
解
剖
 

2.
 
気
管
切
開
を
要
す
る
主
要
疾
患
の
病
態
生
理
 

3.
 
気
管
切
開
を
要
す
る
主
要
疾
患
の
フ
ｨジ

カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

4.
 
気
管
切
開
の
目
的
 

5.
 
気
管
切
開
の
適
応
と
禁
忌
 

6.
 
気
管
切
開
に
伴
う
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

講
義
 

(3
.5
）

 

磯
和
 理

貴
 

田
原
 英

樹
 

山
下
 一

也
 

       
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換
 

１
．
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
適
応
と
禁
忌
 

２
．
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
構
造
と
選
択
 

３
．
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換
の
手
技
 

４
．
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換
の
困
難
例
の
種
類
と
そ
の
対
応
 

講
義
 

演
習
 

(3
.5
) 

  

磯
和
 理

貴
 

田
原
 英

樹
 

山
下
 一

也
 

横
山

 淳
美

 
 

１
.長

期
呼
吸
療
法
に
お
け
る
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
交
換
の
事
例
を
作
成
、
病
態
に

応
じ
た
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
交
換
の
判
断
、
全
身
状
態
の
評
価
と
交
換
後
の
ケ
ア

と
そ
の
報
告
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

    
 

6 
OS
CE
（
Ob
je
ct
iv
e 
St
ru
ct
ur
ed
 C
li
ni
ca
l 
Ex
am
in
at
io
n）

 
実
技
試
験

（
1.
5）

 

外
部

 
評
価
者

 

7 
筆
記
試
験
 

試
験
 

（
1.
0)
 

横
山

 淳
美

 

8〜 18
 

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
 

１
. 
糖
尿
病
と
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
に
関
す
る
局
所
解
剖
 

２
. 
糖
尿
病
と
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
に
関
す
る
病
態
生
理
 

３
. 
糖
尿
病
と
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
に
関
す
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

４
. 
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
の
目
的
 

５
. 
糖
尿
病
と
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
に
関
す
る
検
査
（
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
導
入
基

準
を
含
む
）
 

６
. 
各
種
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

７
. 
各
種
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
適
応
と
使
用
方
法
 

８
. 
各
種
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
副
作
用
 

講
義
 

（
5.
5)

 
長
見
 晴

彦
 

並
河
 哲

志
 

         
イ
ン
ス
リ
ン
の
投
与
量
の
調
整
 

１
．
 病

態
に
応
じ
た
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
調
整
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ
ー
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

２
．
 病

態
に
応
じ
た
イ
ン
ス
リ
ン
の
投
与
量
の
調
整
の
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と

そ
の
対
策
等
）
 

３
．
 外

来
で
の
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
と
入
院
の
適
応
 

４
．
 イ

ン
ス
リ
ン
療
法
に
関
す
る
患
者
へ
の
説
明
 

講
義
 

演
習
 

（
9.
0)

 

並
河
 哲

志
 

山
下
 一

也
 

横
山

 淳
美

 
              

１
. 
糖
尿
病
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
、
糖
尿
病
高
浸
透
圧
症
候
群
、
重
篤
な
合
併

症
、
シ
ッ
ク
デ
イ
な
ど
患
者
の
病
態
の
特
性
に
応
じ
た
イ
ン
ス
リ
ン
投
与

量
の
調
整
の
判
断
基
準
と
具
体
的
方
法
、
お
よ
び
そ
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

ケ
ア
と
そ
の
報
告
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
. 
低
血
糖
と
治
療
変
更
時
の
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
へ
の
対
応
を
中
心

と
し
た
事
例
を
作
成
、
病
態
に
応
じ
た
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
の
調
整
の
判

断
基
準
と
そ
の
具
体
的
方
法
、
お
よ
び
そ
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
ケ
ア
と

そ
の
報
告
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
診
療
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

19
 

筆
記
試
験
 

試
験
 

（
1.
5)

 
横
山

 淳
美

 

テ
キ
ス
ト
 

及
び

参
考

図

書
・
参
考
資
料
 

・
Ha
rr
is
on
 著

者
 ,
 福

井
次
矢
 監

修
 (
20
17
) 
：
ハ
リ
ソ
ン
内
科
学
 第

5
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
タ
ー

ナ
 シ
ョ
ナ
ル
 

・
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
JH
CO
）
監
修
(2
01
8)
：
呼
吸
器
（
長
期
呼
吸
療
法
に
係
関
連
）
, 
 

メ
デ
ィ
カ
出
版
.2
01
8.
 

・
日
本
慢
性
期
医
療
協
会
 編

集
 (
20
15
)：

看
護
師
特
定
行
為
研
修
テ
キ
ス
ト
 –
区
分
別
科
目
編
-，

株
式
会
社
 メ

デ
ィ

ス
 

・
各
疾
患
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 他

 

評
価
方
法
 

試
験
 
40
％
(筆

記
試
験
、
実
技
評
価
) 

レ
ポ
ー
ト
 2
0 
%(
事
例
レ
ポ
ー
ト
、
手
順
書
) 
 

授
業
態
度
 
40
％
(事

前
学
習
、
参
加
態
度
 等

) 

OS
CE

評
価
者
:：

田
邊
 翔

太
 医

師
（
松
江
赤
十
字
病
院
 救

急
総
合
診
療
科
 部

長
）
 

学
習
の
方
法
 

・
準
備
学
習
に

必
要

な
学

習

時
間
の
目
安
 

受
講
の
あ
り
方
 

・
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

情
報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

そ
の
他
 

担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
基
本
対
面
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
NP

資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
区
分
別
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
 

・
授
業
に
関
連
す
る
教
材
を
活
用
し
、
局
所
解
剖
を
理
解
し
て
上
で
各
講
義
の
望
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
OS
CE

の
実
施
前
に
は
十
分
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
各
自
計
画
的
に
行
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
演
習
Ⅱ
：
ろ
う
孔
管
理
関
連

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
横
山
 淳
美
、
藤
代
 浩
史
、
田
原
 英
樹
、
吉
野
 千
城
、
山
下
 一
也
 

選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習
・
実
習

 
単
位
数

 
１
 

  
 
 

(2
5時
間

) 
授
業
の
概
要

 
看
護
の
対
象
（
成
人
を
含
む
高
齢
者
・
家
族
・
地
域
社
会
）
に
対
し
て
包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
看
護
的
治
療
マ
ネ
ジ
 

メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
専
門
的
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
た
め
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
 

具
体
的
に
は
、
 

・
胃
ろ
う
・
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
ま
た
は
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
を
安
全
に
交
換
・
管
理
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
及
び
方
法
を
 

学
修
す
る
 

・
ろ
う
孔
造
設
に
関
連
す
る
病
態
か
ら
的
確
に
判
断
す
る
た
め
の
根
拠
と
方
法
を
学
修
す
る
。
 

・
膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
を
安
全
に
交
換
・
管
理
す
る
た
め
の
基
本
的
な
知
識
及
び
方
法
を
学
修
す
る
。
 

授
業
の
目
標

 
・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
胃
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
も
し
く
は
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
ま
た
は
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交
換
を
実
施

す
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
の
管
理
を
行
う
た
め
の
知
識
、
技
術
及
び
態
度
の
基
礎
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
か
ら
手
順
書
に
よ
る
指
示
を
受
け
、
実
施
の
可
否
の
判
断
、
実
施

及
び
報
告
の
一
連
の
流
れ
を
適
切
に
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
実
践
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

 
 

授
業
内
容

 
授
業
方
法
 

(時
間

)  
担
当
教
員

 

授
業
計
画

 
回
数
 

 
 

 

1〜
6 

胃
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
若
し
く
は
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
又
は
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交

換
/膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換
 

１
．
 胃
ろ
う
、
腸
ろ
う
に
関
す
る
局
所
解
剖
 

２
．
 胃
ろ
う
、
腸
ろ
う
を
要
す
る
主
要
疾
患
の
病
態
生
理
 

３
．
 胃
ろ
う
、
腸
ろ
う
を
要
す
る
主
要
疾
患
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

４
．
 カ
テ
ー
テ
ル
留
置
と
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
 

５
．
 カ
テ
ー
テ
ル
の
感
染
管
理
 

６
．
 カ
テ
ー
テ
ル
留
置
に
必
要
な
ス
キ
ン
ケ
ア
 

講
義

（
9.
0）

 

田
原
 英
樹

藤
代
 浩
史
 

吉
野
 千
城
 

山
下
 一
也
 

横
山
 淳
美
 

       

 

7〜
11
 

胃
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
若
し
く
は
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
又
は
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交

換
 

１
．
 胃
ろ
う
及
び
腸
ろ
う
の
目
的
 

２
．
 胃
ろ
う
及
び
腸
ろ
う
の
適
応
と
禁
忌
 

３
．
 胃
ろ
う
及
び
腸
ろ
う
に
伴
う
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

４
．
 栄
養
に
関
す
る
評
価
 

５
．
 胃
ろ
う
造
設
の
意
思
決
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

６
．
 胃
ろ
う
及
び
腸
ろ
う
造
設
術
の
種
類
 

７
．
 胃
ろ
う
、
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
及
び
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
種
類
と
特
徴
 

講
義
 

演
習
 

（
7.
5）

 

田
原
 英
樹

藤
代
 浩
史
 

山
下
 一
也
 

横
山
 淳
美
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８
．
 胃
ろ
う
、
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
及
び
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交
換
の
時
期
 

９
．
 胃
ろ
う
、
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
及
び
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交
換
の
方
法
 

  
１
．
胃
ろ
う
・
腸
ろ
う
管
理
関
連
に
関
す
る
演
習
 

ろ
う
孔
管
理
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
た
事
例
を
作
成
、
病
態
に
応
じ
た
胃
ろ

う
若
し
く
は
腸
ろ
う
及
び
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交
換
へ
の
判
断
基
準
、
交
換
時

の
リ
ス
ク
評
価
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
応
な
ど
）、
交
換
後
の
ケ
ア
と
報
告
に

つ
い
て
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

胃
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
若
し
く
は
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
又
は
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交

換
の
方
法
の
演
習
 

12
〜
15
  

膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換
 

１
．
 膀
胱
ろ
う
の
目
的
 

２
．
 膀
胱
ろ
う
の
適
応
と
禁
忌
 

３
．
 膀
胱
ろ
う
に
伴
う
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

４
．
 膀
胱
ろ
う
造
設
術
 

５
．
 膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
の
種
類
と
特
徴
 

６
．
 膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換
の
時
期
 

７
．
 膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換
の
方
法
 

講
義
 

演
習
 

（
5.
5）

 

吉
野
 千
城
 

横
山
 淳
美
 

     
 

 
16
 

OS
CE
（
Ob
je
ct
iv
e 
St
ru
ct
ur
ed
 C
li
ni
ca
l 
Ex
am
in
at
io
n）

 
実
技
試
験

（
1.
5）

 

外
部

 
評
価
者

 

 
17
 

筆
記
試
験
 

試
験
 

（
1.
5)

 
横
山

 淳
美

 

テ
キ
ス
ト
及

び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
 

・
Ha
rr
is
on
(著

),
 福
井
次
矢
(監
修
)(
20
17
) 
：
ハ
リ
ソ
ン
内
科
学
 第

5
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
 

ョ
ナ
ル
 

・
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
JC
HO
）
監
修
. 
ろ
う
孔
管
理
関
連
. 
メ
デ
ィ
カ
出
版
. 
20
19
. 

・
各
種
ガ
疾
患
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

評
価
方
法

 
・
筆
記
試
験
 

30
％

 
・
レ
ポ
ー
ト
 

20
％

 (事
例
レ
ポ
ー
ト
、
手
順
書
作
成
を
含
む

) 
・
授
業
態
度
 

50
％

 (事
前
学
習
、
参
加
態
度

 等
) 

・
O

SC
E
評
価
者

:：
大
野

 博
文

 医
師
（
松
江
赤
十
字
病
院

 泌
尿
器
科
・
副
腎
外
科
、
医
療
技
術
部
部
長
）

 
学
習
の
方
法

 
・
準
備
学
習
に

必
要
な
学
習

時
間
の
目
安

 

受
講
の
あ
り
方

 
・
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。

 
授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス

 
授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情

報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

 

そ
の
他

 
担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
基
本
対
面
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
区
分
別
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
 

・
授
業
に
関
連
す
る
教
材
を
活
用
し
、
局
所
解
剖
を
理
解
し
て
上
で
各
講
義
の
望
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
OS
CE
の
実
施
前
に
は
十
分
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
各
自
計
画
的
に
行
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
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８
．
 胃
ろ
う
、
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
及
び
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交
換
の
時
期
 

９
．
 胃
ろ
う
、
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
及
び
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交
換
の
方
法
 

  
１
．
胃
ろ
う
・
腸
ろ
う
管
理
関
連
に
関
す
る
演
習
 

ろ
う
孔
管
理
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
た
事
例
を
作
成
、
病
態
に
応
じ
た
胃
ろ

う
若
し
く
は
腸
ろ
う
及
び
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交
換
へ
の
判
断
基
準
、
交
換
時

の
リ
ス
ク
評
価
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
応
な
ど
）、
交
換
後
の
ケ
ア
と
報
告
に

つ
い
て
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

胃
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
若
し
く
は
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
又
は
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交

換
の
方
法
の
演
習
 

12
〜
15
  

膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換
 

１
．
 膀
胱
ろ
う
の
目
的
 

２
．
 膀
胱
ろ
う
の
適
応
と
禁
忌
 

３
．
 膀
胱
ろ
う
に
伴
う
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

４
．
 膀
胱
ろ
う
造
設
術
 

５
．
 膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
の
種
類
と
特
徴
 

６
．
 膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換
の
時
期
 

７
．
 膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換
の
方
法
 

講
義
 

演
習
 

（
5.
5）

 

吉
野
 千
城
 

横
山
 淳
美
 

     
 

 
16
 

OS
CE
（
Ob
je
ct
iv
e 
St
ru
ct
ur
ed
 C
li
ni
ca
l 
Ex
am
in
at
io
n）

 
実
技
試
験

（
1.
5）

 

外
部

 
評
価
者

 

 
17
 

筆
記
試
験
 

試
験
 

（
1.
5)

 
横
山

 淳
美

 

テ
キ
ス
ト
及

び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
 

・
Ha
rr
is
on
(著

),
 福
井
次
矢
(監
修
)(
20
17
) 
：
ハ
リ
ソ
ン
内
科
学
 第

5
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
 

ョ
ナ
ル
 

・
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
JC
HO
）
監
修
. 
ろ
う
孔
管
理
関
連
. 
メ
デ
ィ
カ
出
版
. 
20
19
. 

・
各
種
ガ
疾
患
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

評
価
方
法

 
・
筆
記
試
験
 

30
％

 
・
レ
ポ
ー
ト
 

20
％

 (事
例
レ
ポ
ー
ト
、
手
順
書
作
成
を
含
む

) 
・
授
業
態
度
 

50
％

 (事
前
学
習
、
参
加
態
度

 等
) 

・
O

SC
E
評
価
者

:：
大
野

 博
文

 医
師
（
松
江
赤
十
字
病
院

 泌
尿
器
科
・
副
腎
外
科
、
医
療
技
術
部
部
長
）

 
学
習
の
方
法

 
・
準
備
学
習
に

必
要
な
学
習

時
間
の
目
安

 

受
講
の
あ
り
方

 
・
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。

 
授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス

 
授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情

報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

 

そ
の
他

 
担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
基
本
対
面
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
区
分
別
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
 

・
授
業
に
関
連
す
る
教
材
を
活
用
し
、
局
所
解
剖
を
理
解
し
て
上
で
各
講
義
の
望
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
OS
CE
の
実
施
前
に
は
十
分
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
各
自
計
画
的
に
行
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
演
習
Ⅲ
：
 

・
栄
養
及
び
水
分
管
理
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
 

・
栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
(末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
)関
連

 

 学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
横
山
 淳
美
、
徳
家
 敦
夫
、
山
崎
 啓
一
、
山
下
 一
也

 
選
択

/必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド
 
 
 

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習
・
実
習

 
単
位
数

 
１
 

  
 
 

(2
6時
間

) 

授
業
の
概
要

 
看
護
の
対
象
（
成
人
を
含
む
高
齢
者
・
家
族
・
地
域
社
会
）
に
対
し
て
包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
看
護
的
治
療
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
専
門
的
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
 

具
体
的
に
は
、
安
全
に
栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
や
安
全
に
栄
養
・
水
分
管
理
に
耀
薬
剤
投
与
を
 

実
施
す
る
た
め
の
臨
床
判
断
と
知
識
・
技
術
・
態
度
の
基
礎
を
学
修
す
る
。
 

授
業
の
目
標

 
・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
慢
性
創
傷
の
管
理
を
実
施
す
る
た
め
の
知
識
・
技
術
・
態
度
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
、
栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
や
利
用
及
び
水
分
管
理
に
係
る
薬
剤
投
与
の
実
施
、
医
師

ま
た
は
歯
科
医
師
か
ら
手
順
書
に
よ
る
指
示
を
受
け
、
実
施
の
可
否
の
判
断
、
実
施
及
び
報
告
の
一
連
の
流
れ
を
適
切
に

行
う
た
め
の
基
礎
的
な
実
践
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
授
業
内
容
 

授
業
方
法
 

（
時
間
）

 
担
当
教
員

 

授
業
計
画

 
回
数
 

授
業
内
容
 

 
 

１
～
４
 

栄
養
及
び
水
分
管
理
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
 

１
．
 循
環
動
態
に
関
す
る
局
所
解
剖
 

２
．
 循
環
動
態
に
関
す
る
主
要
症
候
 

３
．
 脱
水
や
低
栄
養
状
態
に
関
す
る
主
要
症
候
 

４
．
 輸
液
療
法
の
目
的
と
種
類
 

５
．
 病
態
に
応
じ
た
輸
液
療
法
の
適
応
と
禁
忌
 

６
．
 輸
液
時
に
必
要
な
検
査
 

講
義

（
5.
5）

 

徳
家
 敦
夫
 

山
崎
 啓
一
 

山
下
 一
也
 

    

 

 

 

５
～
７
 

栄
養
及
び
水
分
管
理
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
：
持
続
点
滴
中
の
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液

の
投
与
量
の
調
整
 

１
．
低
栄
養
状
態
に
関
す
る
局
所
解
剖
 

２
．
低
栄
養
状
態
の
原
因
と
病
態
生
理
 

３
．
低
栄
養
状
態
に
関
す
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

４
．
低
栄
養
に
関
す
る
検
査
 

５
．
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
の
適
応
と
使
用
方
法
 

６
．
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

９
．
低
栄
養
状
態
の
判
断
と
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
の
リ
ス
ク
(有
害
事
象
と
そ
の
対
策

等
) 

10
. 
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
に
関
す
る
栄
養
学
 

 

講
義
 

演
習
 

（
4.
5）

 

       

 

徳
家
 敦
夫
 

山
崎
 啓
一
 

       

 

  

 
 

１
．
 低
栄
養
の
程
度
に
応
じ
た
補
液
の
選
択
・
実
施
・
評
価
：
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液

投
与
に
お
け
る
事
例
を
作
成
、
病
態
に
応
じ
た
輸
液
の
判
断
基
準
、
投
与
時

の
リ
ス
ク
評
価
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
応
な
ど
）、
投
与
後
の
ケ
ア
と
報
告
に

つ
い
て
：
ペ
ー
パ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

    

 

8-
10
 

栄
養
及
び
水
分
管
理
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
：
脱
水
症
状
に
対
す
る
輸
液
に
よ
る

補
正
 

1.
 
脱
水
症
状
に
関
す
る
局
所
解
剖
 

2.
 
脱
水
症
状
の
原
因
と
病
態
生
理
 

3.
 
脱
水
症
状
に
関
す
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

4.
 
脱
水
症
状
に
関
す
る
検
査
 

5.
 
脱
水
症
状
に
対
す
る
輸
液
に
よ
る
補
正
の
適
応
と
使
用
方
法
 

6.
 
脱
水
症
状
に
対
す
る
輸
液
に
よ
る
補
正
の
副
作
用
 

7.
 
脱
水
養
生
に
対
す
る
輸
液
に
よ
る
補
正
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ
ー
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

8.
 
脱
水
症
状
の
程
度
の
判
断
と
輸
液
に
よ
る
補
正
の
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ

の
対
策
等
）
 

講
義
 

演
習
 

（
4.
5）

 

徳
家
 敦
夫
 

山
崎
 啓
一
 

横
山
 淳
美
 

             

  

２
．
 脱
水
の
程
度
に
応
じ
た
輸
液
の
選
択
・
実
施
・
評
価
：
脱
水
症
状
に
よ
る
補

正
に
お
け
る
事
例
を
作
成
、
病
態
に
応
じ
た
輸
液
の
判
断
基
準
、
投
与
時
の

リ
ス
ク
評
価
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
応
な
ど
）、
投
与
後
の
ケ
ア
と
報
告
に
つ

い
て
：
ペ
ー
パ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

11
 

筆
記
試
験
 

試
験

(1
.5
) 

横
山
 淳
美
 

 

12
・
13
 

栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
(末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
管

理
)関
連
 

１
．
 末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
に
関
す
る
局
所
解
剖
 

２
．
 末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
を
要
す
る
主
要
疾
患
の
病
態

生
理
 

３
．
 末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
を
要
す
る
主
要
疾
患
の
フ
ィ

ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

４
．
 末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
目
的
 

５
．
 末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
適
応
と
禁
忌
 

６
．
 末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
に
伴
う
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と

そ
の
対
策
等
）
 

  

講
義
 

（
2.
5）

 

徳
家
 敦
夫
 

山
崎
 啓
一
 

       
 

  
 

 
14
～
17
 
栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
(末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
管

講
義
 

徳
家
 敦
夫
 



− 102 −

理
)関
連
：
末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
 

１
．
末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
の
適
応
と
禁
忌
 

２
．
末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
に
伴
う
リ
ス
ク
（
有
害

事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

３
．
末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
の
方
法
と
手
技
 

４
．
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
演
習
・
手
順
書
作
成
）
 

演
習
 

（
5.
0）

 

山
崎
 啓
一
 

     

 
18
 

筆
記
試
験
 

試
験

(1
.0
) 

横
山
 淳
美
 

 
19
 

OS
CE
 O
bj
ec
ti
ve
 S
tr
uc
tu
re
d 
Cl
in
ic
al
 E
xa
mi
na
ti
on
）
 

実
技
試
験
 

(1
.5
) 

外
部
 

評
価
者
 

テ
キ
ス
ト
 

及
び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
 

・
Ha
rr
is
on
 著
者
 ,
 福
井
次
矢
 監
修
 (
20
17
) 
：
ハ
リ
ソ
ン
内
科
学
 第

5
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
 

シ
ョ
ナ
ル
 

・
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
JH
CO
）
監
修
(2
01
9)
：
栄
養
及
び
水
分
管
理
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
, 
 

メ
デ
ィ
カ
出
版
. 

・
各
種
疾
患
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

評
価
方
法

 
１
．
栄
養
及
び
水
分
管
理
に
か
か
る
薬
剤
投
与
関
連
栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
関
連
 

・
筆
記
試
験
 
30
％
 

・
レ
ポ
ー
ト
 
20
％
 (
事
例
レ
ポ
ー
ト
、
手
順
書
作
成
を
含
む
) 

・
授
業
態
度
 
50
％
 (
事
前
学
習
、
参
加
態
度
 等

) 

２
．
 栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
関
連
 

・
筆
記
試
験
 
20
％
 

・
レ
ポ
ー
ト
 
20
％
 (
事
例
レ
ポ
ー
ト
、
手
順
書
作
成
を
含
む
) 

・
技
術
試
験
 
30
% 

・
授
業
態
度
 
30
％
 (
事
前
学
習
、
参
加
態
度
 等

) 

OS
CE
評
価
者
：
 宇
賀
田
 圭

 医
師
（
松
江
赤
十
字
病
院
 集
中
治
療
部
）
 

学
習
の
方
法
 

・
準
備
学
習
に

必
要
な
学
習

時
間
の
目
安
 

受
講
の
あ
り
方
 

・
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情
報

収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

そ
の
他

 
担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
基
本
対
面
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
区
分
別
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
 

・
授
業
に
関
連
す
る
教
材
を
活
用
し
、
局
所
解
剖
を
理
解
し
て
上
で
各
講
義
の
望
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
OS
CE
の
実
施
前
に
は
十
分
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
各
自
計
画
的
に
行
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
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理
)関
連
：
末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
 

１
．
末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
の
適
応
と
禁
忌
 

２
．
末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
に
伴
う
リ
ス
ク
（
有
害

事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

３
．
末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入
の
方
法
と
手
技
 

４
．
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
演
習
・
手
順
書
作
成
）
 

演
習
 

（
5.
0）

 

山
崎
 啓
一
 

     

 
18
 

筆
記
試
験
 

試
験

(1
.0
) 

横
山
 淳
美
 

 
19
 

OS
CE
 O
bj
ec
ti
ve
 S
tr
uc
tu
re
d 
Cl
in
ic
al
 E
xa
mi
na
ti
on
）
 

実
技
試
験
 

(1
.5
) 

外
部
 

評
価
者
 

テ
キ
ス
ト
 

及
び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
 

・
Ha
rr
is
on
 著
者
 ,
 福
井
次
矢
 監
修
 (
20
17
) 
：
ハ
リ
ソ
ン
内
科
学
 第

5
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
 

シ
ョ
ナ
ル
 

・
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
JH
CO
）
監
修
(2
01
9)
：
栄
養
及
び
水
分
管
理
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
, 
 

メ
デ
ィ
カ
出
版
. 

・
各
種
疾
患
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

評
価
方
法

 
１
．
栄
養
及
び
水
分
管
理
に
か
か
る
薬
剤
投
与
関
連
栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
関
連
 

・
筆
記
試
験
 
30
％
 

・
レ
ポ
ー
ト
 
20
％
 (
事
例
レ
ポ
ー
ト
、
手
順
書
作
成
を
含
む
) 

・
授
業
態
度
 
50
％
 (
事
前
学
習
、
参
加
態
度
 等

) 

２
．
 栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
関
連
 

・
筆
記
試
験
 
20
％
 

・
レ
ポ
ー
ト
 
20
％
 (
事
例
レ
ポ
ー
ト
、
手
順
書
作
成
を
含
む
) 

・
技
術
試
験
 
30
% 

・
授
業
態
度
 
30
％
 (
事
前
学
習
、
参
加
態
度
 等

) 

OS
CE
評
価
者
：
 宇
賀
田
 圭

 医
師
（
松
江
赤
十
字
病
院
 集
中
治
療
部
）
 

学
習
の
方
法
 

・
準
備
学
習
に

必
要
な
学
習

時
間
の
目
安
 

受
講
の
あ
り
方
 

・
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情
報

収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

そ
の
他

 
担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
基
本
対
面
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
区
分
別
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
 

・
授
業
に
関
連
す
る
教
材
を
活
用
し
、
局
所
解
剖
を
理
解
し
て
上
で
各
講
義
の
望
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
OS
CE
の
実
施
前
に
は
十
分
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
各
自
計
画
的
に
行
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

 

  
科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
演
習
Ⅳ
：
創
傷
管
理
関
連

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
横
山
 淳
美
、
辻
野
 佳
雄
、
東
 耕
一
郎
、
西
村
 恭
子
、
小
原
 友
子
、
山
下
 一
也
 

選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド
 
 
 

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習
・
実
習

 
単
位
数

 
１
 

  
 
 

(2
8
時
間

) 

授
業
の
概
要

 
看
護
の
対
象
（
成
人
を
含
む
高
齢
者
・
家
族
・
地
域
社
会
）
に
対
し
て
包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
看
護
的
治
療
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
専
門
的
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
 

具
体
的
に
は
、
安
全
に
慢
性
創
傷
の
管
理
を
実
施
す
る
た
め
の
臨
床
判
断
と
知
識
・
技
術
・
態
度
の
基
礎
を
学
修
す
る
。

 

授
業
の
目
標

 
・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
慢
性
創
傷
の
管
理
を
実
施
す
る
た
め
の
知
識
・
技
術
・
態
度
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
、
慢
性
創
傷
の
予
防
・
悪
化
予
防
の
実
施
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
か
ら
手
順
書
に
よ
る
指
 

示
を
受
け
、
実
施
の
可
否
の
判
断
、
実
施
及
び
報
告
の
一
連
の
流
れ
を
適
切
に
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
実
践
能
力
を
身
に
 

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

授
業
計
画

 
授
業
内
容

 
授
業
方
法
 

（
時
間
）

 
担
当
教
員

 

回
数

 
 

 
 

1～
７
 

1.
 
創
傷
管
理
関
連
 

2.
 
皮
膚
、
皮
下
組
織
（
骨
を
含
む
）
に
関
す
る
局
所
解
剖
 

3.
 
主
要
な
基
礎
疾
患
の
管
理
 

4.
 
全
身
・
局
所
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

5.
 
慢
性
創
傷
の
種
類
と
病
態
 

6.
 
褥
瘡
の
分
類
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
評
価
 

7.
 
治
癒
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
(創
傷
治
癒
過
程
、
TI
ME
理
論
等
） 

8.
 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

9.
 
褥
瘡
及
び
創
傷
治
癒
と
栄
養
管
理
 

10
. 
褥
瘡
及
び
創
傷
治
癒
と
栄
養
管
理
、
体
圧
分
散
 、
排
泄
管
理
 

11
. 

DE
SI
GN
-R
に
基
づ
い
た
治
療
指
針
 

12
. 
褥
瘡
及
び
創
傷
の
診
療
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
 

13
. 
感
染
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

14
. 
褥
瘡
の
治
癒
の
ス
テ
ー
ジ
別
局
所
療
法
 

15
. 
下
肢
創
傷
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

16
. 
下
肢
創
傷
の
病
態
別
治
療
 

17
. 
創
部
哆
開
創
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
治
療
 

講
義
 

（
11
.0
）

 

辻
野
 佳
雄
 

東
 耕
一
郎
 

西
村
 恭
子

小
原
 友
子

横
山
 淳
美
 

山
下
 一
也

 

8～
17
 

1.
 
褥
瘡
又
は
慢
性
創
傷
の
治
療
に
お
け
る
血
流
の
な
い
壊
死
組
織
の
除
去
 

2.
 
褥
瘡
及
び
慢
性
創
傷
に
お
け
る
血
流
の
な
い
壊
死
組
織
の
除
去
の
目
的
 

3.
 
褥
瘡
及
び
慢
性
創
傷
に
お
け
る
血
流
の
な
い
壊
死
組
織
の
除
去
の
適
応
と
禁

忌
 

4.
 
褥
瘡
及
び
慢
性
創
傷
の
治
療
に
お
け
る
血
流
の
な
い
壊
死
組
織
の
除
去
に
伴

う
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

講
義
 

(1
2.
0)
 

演
習
 

（
2.
0）

 

辻
野
 佳
雄
 

東
 耕
一
郎
 

西
村
 恭
子

小
原
 友
子
 

横
山
 淳
美
 

山
下
 一
也

 
 

5.
 

DE
SI
NG
-R
に
準
拠
し
た
壊
死
組
織
の
除
去
の
判
断
 

6.
 
全
身
状
態
の
評
価
と
除
去
の
適
正
判
断
（
タ
ン
パ
ク
量
、
感
染
リ
ス
ク
等
）
 

7.
 
壊
死
組
織
と
健
常
組
織
の
境
界
判
断
 

8.
 
褥
瘡
及
び
慢
性
創
傷
の
治
療
に
お
け
る
血
流
の
な
い
壊
死
組
織
の
除
去
の
方

法
 

9.
 
褥
瘡
及
び
慢
性
創
傷
の
治
療
に
お
け
る
血
流
の
な
い
壊
死
組
織
の
除
去
に
伴

う
出
血
の
止
血
方
法
 

１
. 
褥
瘡
又
は
慢
性
創
傷
の
治
療
に
お
け
る
血
流
の
な
い
壊
死
組
織
の
除
去
へ
の

対
応
を
中
心
と
し
た
２
事
例
以
上
作
成
し
、
病
態
に
応
じ
た
血
流
の
な
い
壊

死
組
織
に
お
け
る

DE
SI
GN
 -
R
に
準
拠
し
た
除
去
の
判
断
、
全
身
状
態
の
評

価
と
除
去
の
適
正
判
断
（
タ
ン
パ
ク
量
、
感
染
リ
ス
ク
）、
ケ
ア
と
そ
の
報
告

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
. 
手
順
書
作
成
 

３
. 
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

18
 

OS
CE
（
Ob
je
ct
iv
e 
St
ru
ct
ur
ed
 C
li
ni
ca
l 
Ex
am
in
at
io
n）

 
実
技
試
験

（
1.
5）

 
外
部

 
評
価
者

 

19
 
筆
記
試
験
 

試
験
 

（
1.
5)

 
横
山

 淳
美

 

テ
キ
ス
ト
及

び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
 

・
Ha
rr
is
on
 著
者
 ,
 福
井
次
矢
 監
修
 (
20
17
) 
：
ハ
リ
ソ
ン
内
科
学
 第

5
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
 

シ
ョ
ナ
ル
 

・
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
JH
CO
）
監
修
(2
01
9)
：
創
傷
管
理
関
連
, 
メ
デ
ィ
カ
出
版
. 

・
各
種
疾
患
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 

評
価
方
法

 
・
筆
記
試
験
 
30
％
 
 

・
レ
ポ
ー
ト
 
20
％
 (
事
例
レ
ポ
ー
ト
、
手
順
書
作
成
を
含
む
) 

・
授
業
態
度
 
50
％
 (
事
前
学
習
、
参
加
態
度
 等

) 

・
O

SC
E
評
価
者

:：
池
野
屋

 慎
太
郎

 医
師
（
松
江
赤
十
字
病
院

 第
1形
成
外
科
部

 部
長
）

 

学
習
の
方
法

 
・
準
備
学
習
に

必
要
な
学
習

時
間
の
目
安
 

受
講
の
あ
り
方
 

・
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情

報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

そ
の
他

 
担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
基
本
対
面
形
式
の
授
業
で
す
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
区
分
別
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
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・
授
業
に
関
連
す
る
教
材
を
活
用
し
、
局
所
解
剖
を
理
解
し
て
上
で
各
講
義
の
望
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
OS
CE
の
実
施
前
に
は
十
分
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
各
自
計
画
的
に
行
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
演
習
Ⅴ
：
感
染
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
横
山
 淳
美
、
中
村
 嗣
、
板
持
 卓
弥
、
妹
尾
 千
賀
子
、
山
下
 一
也
 

選
択

/必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド
 
 
 

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
２
  

 
 

(2
9 
時
間
) 

授
業
の
概
要

 
看
護
の
対
象
（
成
人
を
含
む
高
齢
者
・
家
族
・
地
域
社
会
）
に
対
し
て
包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
看
護
的
治
療
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
専
門
的
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
 

具
体
的
に
は
、
感
染
徴
候
時
に
、
身
体
所
か
ら
の
予
備
検
査
結
果
か
ら
総
合
的
に
病
状
を
判
断
し
、
効
果
的
な
臨
床
薬
剤

の
投
与
を
行
う
実
践
的
知
識
と
技
術
を
学
修
す
る
。

 

授
業
の
目
標

 
・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
け
る
感
染
症
時
の
主
要
疾
患
・
症
状
、
検
査
、
適
応
、
臨
床
判
断
に
つ
い
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
。
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
か
ら
手
順
書
に
よ
る
指
示
を
受
け
、
実
施
の
可
否
の
判
断
、
実
施

及
び
報
告
の
一
連
の
流
れ
を
適
切
に
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
実
践
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
授
業
内
容
 

授
業
方
法
 

（
時
間
）

 
担
当
教
員

 

授
業
計
画

 
回
数
 

授
業
内
容
 

 
 

１
〜
10
 

感
染
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
 

１
．
感
染
症
の
病
態
生
理
 

２
．
感
染
症
の
主
要
症
候
と
主
要
疾
患
 

３
．
感
染
症
の
診
断
方
法
 

４
．
主
要
感
染
症
の
診
断
方
法
 

５
．
主
要
疾
患
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

講
義
 

（
14
.0
）
 

中
村
 嗣

 

山
下
 一
也
 

      

11
 

〜
19
 

感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
対
す
る
薬
剤
の
臨
時
の
投
与
 

1.
 
抗
生
剤
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

2.
 
各
種
抗
菌
薬
の
適
応
と
使
用
方
法
 

3.
 
各
種
抗
菌
薬
の
副
作
用
 

4.
 
感
染
兆
候
が
あ
る
者
に
対
し
使
用
す
る
そ
の
他
の
薬
剤
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

5.
 
感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
対
し
使
用
す
る
そ
の
他
の
各
種
薬
剤
の
適
応
と
使
用

方
法
 

6.
 
感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
対
し
使
用
す
る
そ
の
他
の
各
種
薬
剤
の
副
作
用
 

7.
 
病
態
に
応
じ
た
感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
対
す
る
薬
剤
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ

ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

8.
 
感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
対
す
る
薬
剤
投
与
の
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対

策
等
）
 

講
義
 

演
習
 

（
13
.5
）
 

       

 

中
村
 嗣

 
妹
尾
千
賀
子
 

板
持
 卓
弥
 

山
下
 一
也
 

横
山
 淳
美
 

        

 

     

 
１
．
 抗
菌
薬
の
具
体
的
使
用
方
法
・
抗
菌
薬
に
関
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
：
抗
菌

薬
選
択
の
た
め
に
は
、
多
く
の
要
因
を
吟
味
し
て
決
定
す
る
。
そ
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
学
修
す
る
。
 

２
．
 感
染
症
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
：
血
管
カ
テ
ー
テ
ル
関
連
感
染
、
尿
路
カ
テ
ー

テ
ル
関
連
感
染
、
医
療
関
連
肺
炎
、
手
術
部
位
感
染
、

Cl
os
tr
id
iu
m 



− 105 −

・
授
業
に
関
連
す
る
教
材
を
活
用
し
、
局
所
解
剖
を
理
解
し
て
上
で
各
講
義
の
望
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
OS
CE
の
実
施
前
に
は
十
分
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
各
自
計
画
的
に
行
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
演
習
Ⅴ
：
感
染
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
横
山
 淳
美
、
中
村
 嗣
、
板
持
 卓
弥
、
妹
尾
 千
賀
子
、
山
下
 一
也
 

選
択

/必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド
 
 
 

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
２
  

 
 

(2
9 
時
間
) 

授
業
の
概
要

 
看
護
の
対
象
（
成
人
を
含
む
高
齢
者
・
家
族
・
地
域
社
会
）
に
対
し
て
包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
看
護
的
治
療
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
専
門
的
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
 

具
体
的
に
は
、
感
染
徴
候
時
に
、
身
体
所
か
ら
の
予
備
検
査
結
果
か
ら
総
合
的
に
病
状
を
判
断
し
、
効
果
的
な
臨
床
薬
剤

の
投
与
を
行
う
実
践
的
知
識
と
技
術
を
学
修
す
る
。

 

授
業
の
目
標

 
・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
け
る
感
染
症
時
の
主
要
疾
患
・
症
状
、
検
査
、
適
応
、
臨
床
判
断
に
つ
い
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
。
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
か
ら
手
順
書
に
よ
る
指
示
を
受
け
、
実
施
の
可
否
の
判
断
、
実
施

及
び
報
告
の
一
連
の
流
れ
を
適
切
に
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
実
践
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
授
業
内
容
 

授
業
方
法
 

（
時
間
）

 
担
当
教
員

 

授
業
計
画

 
回
数
 

授
業
内
容
 

 
 

１
〜
10
 

感
染
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
 

１
．
感
染
症
の
病
態
生
理
 

２
．
感
染
症
の
主
要
症
候
と
主
要
疾
患
 

３
．
感
染
症
の
診
断
方
法
 

４
．
主
要
感
染
症
の
診
断
方
法
 

５
．
主
要
疾
患
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

講
義
 

（
14
.0
）
 

中
村
 嗣

 

山
下
 一
也
 

      

11
 

〜
19
 

感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
対
す
る
薬
剤
の
臨
時
の
投
与
 

1.
 
抗
生
剤
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

2.
 
各
種
抗
菌
薬
の
適
応
と
使
用
方
法
 

3.
 
各
種
抗
菌
薬
の
副
作
用
 

4.
 
感
染
兆
候
が
あ
る
者
に
対
し
使
用
す
る
そ
の
他
の
薬
剤
の
種
類
と
臨
床
薬
理
 

5.
 
感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
対
し
使
用
す
る
そ
の
他
の
各
種
薬
剤
の
適
応
と
使
用

方
法
 

6.
 
感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
対
し
使
用
す
る
そ
の
他
の
各
種
薬
剤
の
副
作
用
 

7.
 
病
態
に
応
じ
た
感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
対
す
る
薬
剤
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ

ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

8.
 
感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
対
す
る
薬
剤
投
与
の
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対

策
等
）
 

講
義
 

演
習
 

（
13
.5
）
 

       

 

中
村
 嗣

 
妹
尾
千
賀
子
 

板
持
 卓
弥
 

山
下
 一
也
 

横
山
 淳
美
 

        

 

     

 
１
．
 抗
菌
薬
の
具
体
的
使
用
方
法
・
抗
菌
薬
に
関
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
：
抗
菌

薬
選
択
の
た
め
に
は
、
多
く
の
要
因
を
吟
味
し
て
決
定
す
る
。
そ
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
学
修
す
る
。
 

２
．
 感
染
症
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
：
血
管
カ
テ
ー
テ
ル
関
連
感
染
、
尿
路
カ
テ
ー

テ
ル
関
連
感
染
、
医
療
関
連
肺
炎
、
手
術
部
位
感
染
、

Cl
os
tr
id
iu
m 

di
ff
ic
il
e 
関
連
の
代
表
的
な
事
例
を
２
事
例
選
択
し
、
そ
の
事
例
に
基
づ

き
、
病
歴
聴
取
、
身
体
診
察
、
感
染
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
起
因
微
生
物
の
予

想
と
検
索
、
抗
菌
薬
の
選
択
、
効
果
判
定
、
抗
菌
薬
の
変
更
の
必
要
性
の
判

断
、
投
与
終
了
後
の
評
価
に
つ
い
て
、
投
与
後
の
ケ
ア
と
報
告
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

 

 
20
 

筆
記
試
験
 

試
験

(1
.5
) 

横
山
淳
美
 

テ
キ
ス
ト
 

及
び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
 

・
Ha
rr
is
on
 著
者
 ,
 福
井
次
矢
 監
修
 (
20
17
) 
：
ハ
リ
ソ
ン
内
科
学
 第

5
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
 

シ
ョ
ナ
ル
 

・
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
JH
CO
）
監
修
(2
01
8)
：
感
染
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連
, 
メ
デ
ィ
カ
出
版
. 

・
各
種
疾
患
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

評
価
方
法

 
・
筆
記
試
験
 
30
％
 

・
レ
ポ
ー
ト
 
20
％
 (
事
例
レ
ポ
ー
ト
、
手
順
書
作
成
を
含
む
) 

・
授
業
態
度
 
50
％
 (
事
前
学
習
、
参
加
態
度
 等

) 

学
習
の
方
法

 
・
準
備
学
習
に

必
要
な
学
習

時
間
の
目
安
 

受
講
の
あ
り
方
 

・
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情

報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

そ
の
他

 
担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
NP
資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
区
分
別
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
 

・
授
業
に
関
連
す
る
教
材
を
活
用
し
、
局
所
解
剖
を
理
解
し
て
上
で
各
講
義
の
望
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
OS
CE
の
実
施
前
に
は
十
分
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
各
自
計
画
的
に
行
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
演
習
Ⅵ
：
精
神
及
び
神
経
症
状
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
横
山
 淳
美
、
山
下
 一
也
、
小
林
 孝
文

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド
 
 
 

 
 

授
業
形
態

 
講
義
・
演
習

 
単
位
数

 
１
 
  

 
 

(2
6
時
間
) 

授
業
の
概
要

 
看
護
の
対
象
（
成
人
を
含
む
高
齢
者
・
家
族
・
地
域
社
会
）
に
対
し
て
包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
看
護
的
治
療
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
専
門
的
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
チ
ー

ム
医
療
の
中
で
安
全
に
精
神
及
び
神
経
症
状
に
係
る
薬
剤
管
理
の
臨
床
判
断
と
技
術
を
学
修
す
る
。
 

具
体
的
に
は
、
薬
物
療
法
を
受
け
て
い
る
人
の
臨
時
薬
剤
(抗
け
い
れ
ん
剤
、
抗
精
神
病
薬
、
抗
不
安
薬
)投
与
に
関
す
る

判
断
に
必
要
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
ケ
ア
を
学
修
す
る
。

 

授
業
の
目
標

 
・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
精
神
・
心
理
症
状
に
か
か
る
薬
剤
投
与
を
実
施
す
る
た
め
の
知
識
、
技
術
及
び
態
度
の
基
礎

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
多
様
な
臨
床
場
面
に
お
い
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
か
ら
手
順
相
に
よ
る
指
示
を
受
け
、
実
施
の
可
否
の
判
断
、
実
施

及
び
報
告
の
一
連
の
流
れ
を
適
切
に
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
実
践
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
授
業
内
容
 

授
業
方
法
 

（
時
間
）

 
担
当
教
員

 

授
業
計
画

 
回
数
 

 
 

 

 

1～
5 

１
．
精
神
・
神
経
系
の
局
所
解
剖
 

２
．
神
経
学
的
主
要
症
候
 

３
．
精
神
学
的
主
要
症
候
 

４
．
主
要
な
神
経
疾
患
と
病
態
生
理
 

５
．
主
要
な
精
神
疾
患
と
病
態
生
理
 

６
．
主
要
な
神
経
系
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 

７
．
主
要
な
精
神
疾
患
の
面
接
所
見
 

８
．
神
経
学
的
検
査
 

９
．
心
理
・
精
神
機
能
検
査
 

10
．
精
神
・
神
経
系
の
臨
床
薬
理
(副
作
用
、
耐
性
と
依
存
性
を
含
む
) 
 

 

講
義

（
7.
5）

 

山
下
 一
也
 

小
林
 孝
文
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6～
17
 

抗
け
い
れ
ん
剤
の
臨
時
の
投
与
 

１
．
け
い
れ
ん
の
原
因
・
病
態
生
理
 

２
．
け
い
れ
ん
の
症
状
・
診
断
 

３
．
各
種
抗
け
い
れ
ん
剤
の
適
応
と
使
用
方
法
 

４
．
病
態
に
応
じ
た
抗
け
い
れ
ん
剤
の
投
与
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

５
．
抗
け
い
れ
ん
剤
の
投
与
の
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

６
．
病
態
に
応
じ
た
抗
け
い
れ
ん
剤
の
投
与
の
判
断
基
準
(シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

含
む
) 

７
．
抗
け
い
れ
ん
剤
の
投
与
の
リ
ス
ク
(有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

抗
精
神
病
薬
の
臨
時
の
投
与
 

１
．
統
合
失
調
症
の
原
因
・
病
態
生
理
 

２
．
統
合
失
調
症
の
症
状
・
診
断
 

３
．
各
種
抗
精
神
病
薬
の
適
応
と
使
用
方
法
 

４
．
病
態
に
応
じ
た
抗
精
神
病
薬
の
投
与
と
そ
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ
ー
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

５
．
抗
精
神
病
薬
の
投
与
の
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

６
．
病
態
に
応
じ
た
抗
精
神
病
薬
の
投
与
の
判
断
基
準
(シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含

む
) 

７
．
抗
精
神
病
薬
の
投
与
の
リ
ス
ク
(有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

抗
不
安
薬
の
臨
時
の
投
与
 

1．
 不
安
障
害
の
原
因
・
病
態
生
理
 

2．
 不
安
障
害
の
症
状
・
診
断
 

3．
 各
種
抗
不
安
薬
の
適
応
と
使
用
方
法
 

4．
 病
態
に
応
じ
た
抗
不
安
薬
の
投
与
と
そ
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

5．
 抗
不
安
薬
の
投
与
の
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

6．
 病
態
に
応
じ
た
抗
不
安
薬
の
投
与
の
判
断
基
準
(シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
)  

7．
 抗
不
安
薬
の
投
与
の
リ
ス
ク
(有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

講
義
 

演
習
 

（
17
.0
）
 

山
下
 一
也
 

小
林
 
孝
文

横
山
 淳
美
 

                                    

１
．
抗
け
い
れ
ん
薬
の
臨
時
投
与
に
関
す
る
演
習
 

て
ん
か
ん
の
重
責
状
態
、
予
測
さ
れ
た
痙
攣
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
た
事
例
を
作

成
、
病
態
に
応
じ
た
抗
け
い
れ
ん
薬
投
与
の
判
断
基
準
、
抗
け
い
れ
ん
薬
投
与
の

リ
ス
ク
評
価
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
応
な
ど
）、
抗
け
い
れ
ん
薬
の
臨
時
投
与
後

の
ケ
ア
と
報
告
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

１
．
抗
精
神
病
薬
の
臨
時
投
与
に
関
す
る
演
習
 

予
測
さ
れ
た
抗
精
神
病
薬
投
与
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
た
事
例
を
作
成
、
病
態
に

応
じ
た
抗
精
神
病
薬
投
与
の
判
断
基
準
、
抗
精
神
病
薬
投
与
の
リ
ス
ク
評
価
（
有

害
事
象
と
そ
の
対
応
な
ど
）、
抗
精
神
病
薬
の
臨
時
投
与
後
の
ケ
ア
と
報
告
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

 

１
．
抗
不
安
薬
の
臨
時
投
与
に
関
す
る
演
習
 

予
測
さ
れ
た
抗
不
安
薬
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
た
事
例
を
作
成
、
病
態
に
応
じ
た

抗
不
安
薬
投
与
の
判
断
基
準
、
抗
不
安
薬
投
与
の
リ
ス
ク
評
価
（
有
害
事
象
と
そ

の
対
応
な
ど
）、
抗
不
安
薬
の
臨
時
投
与
後
の
ケ
ア
と
報
告
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

 
18
 
筆
記
試
験
 

試
験
 

（
1.
5)

 
横
山
淳
美

 

テ
キ
ス
ト
及

び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
 

・
Ha
rr
is
on
(著

),
 福
井
次
矢
(監
修
)(
20
17
) 
：
ハ
リ
ソ
ン
内
科
学
 第

5
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
 

・
各
疾
患
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
他

 
評
価
方
法

 
・
筆
記
試
験
 
30
％
 

・
レ
ポ
ー
ト
 
20
％
 (
手
順
書
作
成
を
含
む
) 

・
授
業
態
度
 
50
％
 (
事
前
学
習
、
参
加
態
度
 等

) 

学
習
の
方
法

 
・
準
備
学
習
に

必
要
な
学
習

時
間
の
目
安

 

受
講
の
あ
り
方
 

・
 
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

 
授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情
 

報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

そ
の
他

 
担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
基
本
対
面
で
行
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
区
分
別
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
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6～
17
 

抗
け
い
れ
ん
剤
の
臨
時
の
投
与
 

１
．
け
い
れ
ん
の
原
因
・
病
態
生
理
 

２
．
け
い
れ
ん
の
症
状
・
診
断
 

３
．
各
種
抗
け
い
れ
ん
剤
の
適
応
と
使
用
方
法
 

４
．
病
態
に
応
じ
た
抗
け
い
れ
ん
剤
の
投
与
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

５
．
抗
け
い
れ
ん
剤
の
投
与
の
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

６
．
病
態
に
応
じ
た
抗
け
い
れ
ん
剤
の
投
与
の
判
断
基
準
(シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

含
む
) 

７
．
抗
け
い
れ
ん
剤
の
投
与
の
リ
ス
ク
(有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

抗
精
神
病
薬
の
臨
時
の
投
与
 

１
．
統
合
失
調
症
の
原
因
・
病
態
生
理
 

２
．
統
合
失
調
症
の
症
状
・
診
断
 

３
．
各
種
抗
精
神
病
薬
の
適
応
と
使
用
方
法
 

４
．
病
態
に
応
じ
た
抗
精
神
病
薬
の
投
与
と
そ
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ
ー
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

５
．
抗
精
神
病
薬
の
投
与
の
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

６
．
病
態
に
応
じ
た
抗
精
神
病
薬
の
投
与
の
判
断
基
準
(シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含

む
) 

７
．
抗
精
神
病
薬
の
投
与
の
リ
ス
ク
(有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

抗
不
安
薬
の
臨
時
の
投
与
 

1．
 不
安
障
害
の
原
因
・
病
態
生
理
 

2．
 不
安
障
害
の
症
状
・
診
断
 

3．
 各
種
抗
不
安
薬
の
適
応
と
使
用
方
法
 

4．
 病
態
に
応
じ
た
抗
不
安
薬
の
投
与
と
そ
の
判
断
基
準
（
ペ
ー
パ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
含
む
）
 

5．
 抗
不
安
薬
の
投
与
の
リ
ス
ク
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

6．
 病
態
に
応
じ
た
抗
不
安
薬
の
投
与
の
判
断
基
準
(シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
) 

7．
 抗
不
安
薬
の
投
与
の
リ
ス
ク
(有
害
事
象
と
そ
の
対
策
等
）
 

講
義
 

演
習
 

（
17
.0
）
 

山
下
 一
也
 

小
林
 
孝
文

横
山
 淳
美
 

                                    

１
．
抗
け
い
れ
ん
薬
の
臨
時
投
与
に
関
す
る
演
習
 

て
ん
か
ん
の
重
責
状
態
、
予
測
さ
れ
た
痙
攣
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
た
事
例
を
作

成
、
病
態
に
応
じ
た
抗
け
い
れ
ん
薬
投
与
の
判
断
基
準
、
抗
け
い
れ
ん
薬
投
与
の

リ
ス
ク
評
価
（
有
害
事
象
と
そ
の
対
応
な
ど
）、
抗
け
い
れ
ん
薬
の
臨
時
投
与
後

の
ケ
ア
と
報
告
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

１
．
抗
精
神
病
薬
の
臨
時
投
与
に
関
す
る
演
習
 

予
測
さ
れ
た
抗
精
神
病
薬
投
与
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
た
事
例
を
作
成
、
病
態
に

応
じ
た
抗
精
神
病
薬
投
与
の
判
断
基
準
、
抗
精
神
病
薬
投
与
の
リ
ス
ク
評
価
（
有

害
事
象
と
そ
の
対
応
な
ど
）、
抗
精
神
病
薬
の
臨
時
投
与
後
の
ケ
ア
と
報
告
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

 

１
．
抗
不
安
薬
の
臨
時
投
与
に
関
す
る
演
習
 

予
測
さ
れ
た
抗
不
安
薬
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
た
事
例
を
作
成
、
病
態
に
応
じ
た

抗
不
安
薬
投
与
の
判
断
基
準
、
抗
不
安
薬
投
与
の
リ
ス
ク
評
価
（
有
害
事
象
と
そ

の
対
応
な
ど
）、
抗
不
安
薬
の
臨
時
投
与
後
の
ケ
ア
と
報
告
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
す
る
。
 

２
．
手
順
書
作
成
 

３
．
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
文
献
購
読
 

 
18
 
筆
記
試
験
 

試
験
 

（
1.
5)

 
横
山
淳
美

 

テ
キ
ス
ト
及

び
参
考
図

書
・
参
考
資
料
 

・
Ha
rr
is
on
(著

),
 福
井
次
矢
(監
修
)(
20
17
) 
：
ハ
リ
ソ
ン
内
科
学
 第

5
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
 

・
各
疾
患
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
他

 
評
価
方
法

 
・
筆
記
試
験
 
30
％
 

・
レ
ポ
ー
ト
 
20
％
 (
手
順
書
作
成
を
含
む
) 

・
授
業
態
度
 
50
％
 (
事
前
学
習
、
参
加
態
度
 等

) 

学
習
の
方
法

 
・
準
備
学
習
に

必
要
な
学
習

時
間
の
目
安

 

受
講
の
あ
り
方
 

・
 
課
題
作
成
に
あ
た
り
、
文
献
検
索
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
各
自
の
予
習
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内
で
検
討
し
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
発
表
し
ま
す
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

 
授
業
進
度
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情
 

報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

そ
の
他

 
担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

・
本
科
目
は
、
基
本
対
面
で
行
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
は
、
NP
資
格
受
験
資
格
に
必
要
な
科
目
で
す
。
 

・
各
授
業
内
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
持
つ
予
定
で
す
。
自
分
の
意
見
を
も
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
本
科
目
は
、
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
区
分
別
科
目
に
対
応
し
た
科
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
NP
活
動
見
学
実
習

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
横
山
 淳
美
、
日
高
 美
晴
、
板
持
 卓
弥
、
松
本
亥
智
江
 

選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド
 
 
 

 
 

授
業
形
態

 
実
習

 
単
位
数

 
１
 

  
 
 

(4
0時
間

) 

実
習
の
概
要

 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
領
域
の
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
診
療
活
動
に
同
行
し
、
診
療
の
実
際
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
地
域

医
療
の
ニ
ー
ズ
、
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
役
割
を
理
解
し
、
診
療
看
護
師
（
NP
）
に
必
要
な
高
度
な
看
護
実
践
能
力
と
自

己
の
課
題
を
明
確
に
す
る
。
 

 
具
体
的
に
は
、
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
診
療
活
動
に
お
け
る
同
行
を
と
お
し
て
、
高
度
実
践
能
力
を
理
解
し
、
今
後
必

要
と
な
る
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
高
度
実
践
看
護
実
践
能
力
と
自
己
の
課
題
を
明
確
に
す
る
。
 

実
習
の
目
標

 

・
 
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
実
践
の
見
学
を
通
し
て
、
看
護
学
に
基
づ
い
た
実
践
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
 
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
実
践
の
見
学
を
通
し
て
、
チ
ー
ム
医
療
及
び
多
職
種
協
働
の
た
め
の
姿
勢
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
を
学
び
、
自
己
の
今
後
の
実
践
の
あ
り
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
 
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
実
践
の
見
学
を
通
し
て
、
診
療
看
護
師
（
NP
）
が
活
動
す
る
施
設
に
お
け
る
医
療
安
全
の
管

理
体
制
を
理
解
し
、
構
築
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
 
地
域
医
療
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
 
診
療
看
護
師
（
NP
）
と
し
て
の
能
力
を
習
得
し
て
い
く
今
後
の
自
己
の
課
題
が
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

実
習
の
計
画

 

実
習
内
容
  
  

・
 
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
実
践
の
見
学
を
行
い
、
看
護
学
に
基
づ
い
た
実
践
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
 

・
 
チ
ー
ム
医
療
及
び
多
職
種
協
働
の
た
め
の
姿
勢
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
学
び
、
自
己
の
今
後
の
実
践
の
あ

り
方
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
 

・
 
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
活
動
に
お
け
る
医
療
安
全
の
管
理
体
制
を
理
解
し
、
説
明
す
る
。
 

・
 
受
け
持
ち
患
者
事
例
を
通
し
て
、
ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト
を
1事
例
作
成
す
る
。
 

・
 
実
習
の
学
び
か
ら
得
た
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
、
実
習
報
告
会
で
報
告
す
る
。
 

実
習
施
設
  
  

公
立
 邑
智
病
院
 内
科
(総
合
診
療
科
) 

実
習
期
間
  
  

実
習
日
程
は
、
目
標
達
成
状
況
と
実
習
施
設
の
状
況
に
よ
り
適
宜
検
討
（
概
ね

1
週
間
程
度
）
す
る
。
 

※
詳
細
は
実
習
要
項
参
照
 

テ
キ
ス
ト
及

び
 

参
考
図
書

 
・
参
考
資
料

 

・
Ly
nn
 S
. 
Bi
ck
ey
(著

),
 福
井
次
矢
・
井
部
俊
子
 他

 監
修
（
20
15
）
. 
ベ
イ
ツ
診
察
法
 第
２
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
・
 

サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
 

・
St
ev
en
  
Mc
Ge
e 
(著

),
 徳
田
安
春
・
平
島
 修
・
和
足
孝
之
 監
修
（
20
19
）
. 
マ
ク
ギ
ー
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
診
断
学
  

原
著
 第
４
版
, 
診
断
と
治
療
社
 

評
価
方
法

 
実
習
記
録

20
% 

ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト

40
％
 

実
習
中
の
参
加
観
察
評
価

40
% 
 

学
習
の
方

法
・
準
備
学
習

受
講
の
あ
り
方
 

・
 
対
象
と
な
る
領
域
に
該
当
す
る
患
者
の
疾
患
、
検
査
、
治
療
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

に
必
要
な
学

習
時
間
の
目

安
 

・
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
勉
強
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

・
 
実
習
内
容
に
応
じ
て
課
題
を
課
す
の
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
提
出
に
向
け
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

情
報
収
集
や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

・
 
1
症
例
を
発
表
し
、
議
論
す
る
症
例
報
告
会
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
他

 

担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

 
・
本
科
目
は
、

N
P
資
格
試
験
受
験
に
必
要
な
科
目
で
す
。

 
 

・
特
定
行
為
研
修
内
の
実
習
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

 
臨
床
推
論
（
1
時
間
）、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
3
時
間
）、
医
療
安
全
学
・
特
定
行
為
実
践
（
12
時
間
）
 

・
本
科
目
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
必
要
な
先
修
科
目
で
す
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２
 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習

 
学
期

 
秋
学
期
 

担
当
教
員

 

横
山
 淳
美
 
 

雲
南
市
立
病
院
地
域
ケ
ア
科
指
導
医
、
同
外
科
指
導
医
、
同
 診
療
看
護
師
（
NP
）
 

公
立
邑
智
病
院
 内
科
（
総
合
診
療
科
）
指
導
医
、
同
 診
療
看
護
師
（
NP
）
 

島
根
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
 
指
導
医
 

松
本
亥
智
江
 

選
択
／
必

修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 
 
 

 
 

授
業
形
態

 
実
習

 
単
位
数

 
14
 
  

 
 

(6
30
時
間
) 

実
習
の
概
要

 

慢
性
疾
患
を
も
ち
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
す
療
養
者
に
対
し
て
、
多
職
種
と
連
携
し
な
が
ら
自
律
的
に
医
療
介
入
を
行

い
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
実
践
力
を
養
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
領
域
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
役
割
を
理
解
し
、
診
療
看
護
師
（
NP
）
に
必
要
と
さ
れ
る

包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
お
よ
び
看
護
的
治
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
を
通
し
て
、
必
要
な
能
力
(7
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

ー
)を
統
合
・
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

実
習
の
目
標

 

・
 
地
域
で
生
活
す
る
療
養
者
に
対
す
る
初
期
診
療
お
よ
び
継
続
診
療
に
お
い
て
包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

・
 
地
域
で
生
活
す
る
療
養
者
に
対
す
る
初
期
診
療
お
よ
び
継
続
診
療
に
お
い
て
看
護
的
治
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
特
定
行

為
を
含
む
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
 
地
域
で
生
活
す
る
療
養
者
と
そ
の
家
族
の
健
康
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
健
康
増
進
の
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
 
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
チ
ー
ム
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
役
割
を
理
解
し
、
多
職
種
と
の
連
携
や
調
整
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

・
 
倫
理
観
を
持
っ
て
診
療
看
護
師
（
NP
）
と
し
て
の
実
践
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

実
習
の
計
画

 

実
習
内
容
 

1.
 
急
性
・
慢
性
症
状
を
持
つ
患
者
に
対
し
て
、
医
療
面
接
・
身
体
診
察
を
実
施
し
、
臨
床
推
論
を
用
い
て
医
学
的
な
診
断

を
行
い
、
診
断
に
基
づ
い
た
治
療
計
画
と
疾
病
予
防
計
画
を
作
成
す
る
。
 

2.
 
受
け
持
ち
患
者
事
例
を
通
し
て
、
１
に
つ
い
て
指
導
者
か
ら
評
価
を
受
け
る
。
 

3.
 
在
宅
・
施
設
な
ど
で
実
施
す
る
こ
と
の
多
い
特
定
行
為
（
8区
分
12
行
為
）
に
つ
い
て
、
実
施
の
判
断
か
ら
実
施
、
報

告
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
行
い
、
指
導
者
か
ら
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
症
例
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
。
 

4.
 
積
極
的
に
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
に
参
加
し
、
多
職
種
協
働
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
NP
）
実
践
に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト
す
る
。
 

5.
 
倫
理
的
意
思
決
定
を
行
う
必
要
の
あ
っ
た
事
例
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
NP
）
実
践
レ
ポ
ー
ト
を
1例
作
成
す
る
。
 

6.
 
実
習
の
学
び
か
ら
得
た
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
、
実
習
報
告
会
で
報
告
す
る
。
 

実
習
施
設
 

 
雲
南
市
立
病
院
 地
域
ケ
ア
科
／
同
外
科
 

公
立
邑
智
病
院
 内
科
(総
合
診
療
科
) 

島
根
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
 

実
習
期
間
 

実
習
日
程
は
目
標
達
成
状
況
と
実
習
施
設
の
状
況
に
よ
り
適
宜
検
討
す
る
。
 

※
詳
細
は
実
習
要
項
参
照
 

テ
キ
ス
ト
及

び
 

参
考
図
書

 
・
参
考
資
料

 

・
Ly
nn
 S
. 
Bi
ck
ey
(著

),
 福
井
次
矢
・
井
部
俊
子
 他

 監
修
（
20
15
）
. 
ベ
イ
ツ
診
察
法
 第
２
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
・
 

サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
 

・
St
ev
en
  
Mc
Ge
e 
(著

),
 徳
田
安
春
・
平
島
 修
・
和
足
孝
之
 監
修
（
20
19
）
. 
マ
ク
ギ
ー
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
診
断
学
  

原
著
 第
４
版
, 
診
断
と
治
療
社
 

・
各
種
疾
患
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

評
価
方
法

 
・
 
実
習
記
録

30
％
 

・
 
ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト

30
％
 

・
 
実
習
中
の
参
加
観
察
評
価

40
％
 (
出
席
日
数
も
含
む
) 

学
習
の
方

法
・
準
備
学
習

に
必
要
な
学

習
時
間
の
目

安
 

受
講
の
あ
り
方
 

・
 
対
象
と
な
る
領
域
に
該
当
す
る
患
者
の
疾
患
、
検
査
、
治
療
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
勉
強
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

・
 
実
習
内
容
に
応
じ
て
臨
床
指
導
者
か
ら
出
た
課
題
に
お
い
て
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情
報
収
集

や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
課
題
提
出
を
勧
め
ま
す
。
 

・
 
各
領
域
実
習
内
で
は
、
少
な
く
と
も
１
症
例
は
領
域
内
発
表
を
し
、
議
論
す
る
症
例
報
告
会
が
あ
り
ま
す
。

 

そ
の
他

 

担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

 
・
既
習
の
知
識
・
技
術
を
再
確
認
し
て
実
習
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

 
（
一
連
の
身
体
診
察
の
流
れ
は
、
必
ず
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
上
で
実
習
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。）

 
・
本
科
目
は
、
特
定
行
為
研
修
に
お
け
る
実
習
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

 
・
本
科
目
は
、

N
P
資
格
試
験
受
験
に
必
要
な
科
目
で
す
。

 
・
本
科
目
を
受
講
す
る
た
め
に
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
領
域
の
必
修
科
目
を
す
べ
て
修
得
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 
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科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２
 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習

 
学
期

 
秋
学
期
 

担
当
教
員

 

横
山
 淳
美
 
 

雲
南
市
立
病
院
地
域
ケ
ア
科
指
導
医
、
同
外
科
指
導
医
、
同
 診
療
看
護
師
（
NP
）
 

公
立
邑
智
病
院
 内
科
（
総
合
診
療
科
）
指
導
医
、
同
 診
療
看
護
師
（
NP
）
 

島
根
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
 
指
導
医
 

松
本
亥
智
江
 

選
択
／
必

修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 
 
 

 
 

授
業
形
態

 
実
習

 
単
位
数

 
14
 
  

 
 

(6
30
時
間
) 

実
習
の
概
要

 

慢
性
疾
患
を
も
ち
な
が
ら
地
域
で
暮
ら
す
療
養
者
に
対
し
て
、
多
職
種
と
連
携
し
な
が
ら
自
律
的
に
医
療
介
入
を
行

い
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
実
践
力
を
養
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
領
域
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
役
割
を
理
解
し
、
診
療
看
護
師
（
NP
）
に
必
要
と
さ
れ
る

包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
お
よ
び
看
護
的
治
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
を
通
し
て
、
必
要
な
能
力
(7
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

ー
)を
統
合
・
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

実
習
の
目
標

 

・
 
地
域
で
生
活
す
る
療
養
者
に
対
す
る
初
期
診
療
お
よ
び
継
続
診
療
に
お
い
て
包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

・
 
地
域
で
生
活
す
る
療
養
者
に
対
す
る
初
期
診
療
お
よ
び
継
続
診
療
に
お
い
て
看
護
的
治
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
特
定
行

為
を
含
む
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
 
地
域
で
生
活
す
る
療
養
者
と
そ
の
家
族
の
健
康
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
健
康
増
進
の
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
 
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
チ
ー
ム
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
役
割
を
理
解
し
、
多
職
種
と
の
連
携
や
調
整
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

・
 
倫
理
観
を
持
っ
て
診
療
看
護
師
（
NP
）
と
し
て
の
実
践
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

実
習
の
計
画

 

実
習
内
容
 

1.
 
急
性
・
慢
性
症
状
を
持
つ
患
者
に
対
し
て
、
医
療
面
接
・
身
体
診
察
を
実
施
し
、
臨
床
推
論
を
用
い
て
医
学
的
な
診
断

を
行
い
、
診
断
に
基
づ
い
た
治
療
計
画
と
疾
病
予
防
計
画
を
作
成
す
る
。
 

2.
 
受
け
持
ち
患
者
事
例
を
通
し
て
、
１
に
つ
い
て
指
導
者
か
ら
評
価
を
受
け
る
。
 

3.
 
在
宅
・
施
設
な
ど
で
実
施
す
る
こ
と
の
多
い
特
定
行
為
（
8区
分
12
行
為
）
に
つ
い
て
、
実
施
の
判
断
か
ら
実
施
、
報

告
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
行
い
、
指
導
者
か
ら
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
症
例
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
。
 

4.
 
積
極
的
に
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
に
参
加
し
、
多
職
種
協
働
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
NP
）
実
践
に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト
す
る
。
 

5.
 
倫
理
的
意
思
決
定
を
行
う
必
要
の
あ
っ
た
事
例
に
お
け
る
診
療
看
護
師
（
NP
）
実
践
レ
ポ
ー
ト
を
1例
作
成
す
る
。
 

6.
 
実
習
の
学
び
か
ら
得
た
診
療
看
護
師
（
NP
）
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
、
実
習
報
告
会
で
報
告
す
る
。
 

実
習
施
設
 

 
雲
南
市
立
病
院
 地
域
ケ
ア
科
／
同
外
科
 

公
立
邑
智
病
院
 内
科
(総
合
診
療
科
) 

島
根
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
 

実
習
期
間
 

実
習
日
程
は
目
標
達
成
状
況
と
実
習
施
設
の
状
況
に
よ
り
適
宜
検
討
す
る
。
 

※
詳
細
は
実
習
要
項
参
照
 

テ
キ
ス
ト
及

び
 

参
考
図
書

 
・
参
考
資
料

 

・
Ly
nn
 S
. 
Bi
ck
ey
(著

),
 福
井
次
矢
・
井
部
俊
子
 他

 監
修
（
20
15
）
. 
ベ
イ
ツ
診
察
法
 第
２
版
, 
メ
デ
ィ
カ
ル
・
 

サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
 

・
St
ev
en
  
Mc
Ge
e 
(著

),
 徳
田
安
春
・
平
島
 修
・
和
足
孝
之
 監
修
（
20
19
）
. 
マ
ク
ギ
ー
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
診
断
学
  

原
著
 第
４
版
, 
診
断
と
治
療
社
 

・
各
種
疾
患
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

評
価
方
法

 
・
 
実
習
記
録

30
％
 

・
 
ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト

30
％
 

・
 
実
習
中
の
参
加
観
察
評
価

40
％
 (
出
席
日
数
も
含
む
) 

学
習
の
方

法
・
準
備
学
習

に
必
要
な
学

習
時
間
の
目

安
 

受
講
の
あ
り
方
 

・
 
対
象
と
な
る
領
域
に
該
当
す
る
患
者
の
疾
患
、
検
査
、
治
療
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
勉
強
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

授
業
時
間
外
学
習
（
予
習
・
復
習
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
 

・
 
実
習
内
容
に
応
じ
て
臨
床
指
導
者
か
ら
出
た
課
題
に
お
い
て
、
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
情
報
収
集

や
配
布
資
料
の
事
前
学
習
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
課
題
提
出
を
勧
め
ま
す
。
 

・
 
各
領
域
実
習
内
で
は
、
少
な
く
と
も
１
症
例
は
領
域
内
発
表
を
し
、
議
論
す
る
症
例
報
告
会
が
あ
り
ま
す
。

 

そ
の
他

 

担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

 
・
既
習
の
知
識
・
技
術
を
再
確
認
し
て
実
習
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

 
（
一
連
の
身
体
診
察
の
流
れ
は
、
必
ず
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
上
で
実
習
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。）

 
・
本
科
目
は
、
特
定
行
為
研
修
に
お
け
る
実
習
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

 
・
本
科
目
は
、

N
P
資
格
試
験
受
験
に
必
要
な
科
目
で
す
。

 
・
本
科
目
を
受
講
す
る
た
め
に
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
領
域
の
必
修
科
目
を
す
べ
て
修
得
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 
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科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
２

 

授
業
科
目

 
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
探
求
セ
ミ
ナ
ー

 
学
期

 
秋
学
期

 

担
当
教
員

 
松
本
亥
智
江
 
横
山

 淳
美

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
１

 

授
業
の
概
要
 

・
文
献
購
読
や
専
門
学
会
、
専
門
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
等
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
診
療
看
護
師
（

N
P）
と
し
て
知
見
を

深
め
る
と
と
も
に
診
療
看
護
師
（

N
P）
に
期
待
さ
れ
る
役
割
や
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

 
・
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実
習
に
お
い
て
診
療
を
担
当
し
た
ケ
ー
ス
を
振
り
返
り
、
診
療
看
護
師
に
求
め
ら
れ
る

7

つ
の
能
力
（
包
括
的
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
能
力
、
医
療
処
置
管
理
の
実
践
能
力
、
熟
練
し
た
看
護
の
実
践
能

力
、
看
護
管
理
能
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
協
働
能
力
、
医
療
保
健
福
祉
の
活
用
・
開
発
能
力
、
倫
理
的
意

思
決
定
能
力
）
を
意
識
し
て
、
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し
な
が
ら
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
発
表
す
る
。 

授
業
の
目
標
 

・
専
門
学
会
、
専
門
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
等
へ
の
参
加
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知
見
や
診
療
看
護
師
（

N
P）
に
期
待
す
る

役
割
や
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト
の
ま
と
め
、
発
表
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
診
療
看
護
師
と
し
て
の
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

  

 

授
業
の
内
容
 

回
 

テ
ー
マ
 

内
容
 

1-
4 
新
た
な
知
見
の
獲
得
 

・
文
献
購
読
や

N
P 
に
関
す
る
学
会
お
よ
び
専
門
セ
ミ
ナ
ー
等
に
参
加
し
知
見

を
得
る
 

5-
7 
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
 

・
実
習
で
の
担
当
ケ
ー
ス
を
振
り
返
り
、
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し

な
が
ら
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
 

8 
ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト
の
発
表

 
・
実
習
で
の
担
当
ケ
ー
ス
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
お
よ
び
実
践
に
つ
い
て
発
表
す
る

  
・
ケ
ー
ス
に
対
す
る
意
見
交
換
、
助
言
を
得
て
診
療
看
護
師
と
し
て
の
今
後
の
課

題
を
明
確
に
す
る

 

テ
キ
ス
ト
 

適
宜
紹
介
す
る
 

参
考
文
献
 

適
宜
紹
介
す
る
 

評
価
方
法
 

・
学
外
に
お
け
る
専
門
学
会
、
専
門
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
等
へ
の
参
加
状
況
 

30
％

 
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 4
0％

 
・
レ
ポ
ー
ト
 

30
％

 

そ
の
他
 

・
学
外
に
お
け
る
専
門
学
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
診
療
看
護
師
（

N
P）
や
と
も
に
学
ぶ
仲

間
と
の
交
流
を
通
し
て
、
診
療
看
護
師
（

N
P）
に
期
待
さ
れ
る
役
割
や
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

修
了
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
繋
げ
て
く
だ
さ
い
。

 
・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目
（
研
究
）

 
対
象
学
年

 
１
～
２

 

授
業
科
目

 
課
題
研
究
（
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
領
域
）

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
森
山
美
香
 
〇
松
本
亥
智
江
 
横
山
淳
美

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
４

 

授
業
の
概
要
 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
に
関
す
る
実
践
的
課
題
を
決
定
し
、
研
究
過
程
を
通
し
て
論
文
を
作
成
し
、
発
表
す
る
。
 

具
体
的
に
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
特
論
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
演
習
Ⅰ
～
Ⅵ
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
看
護
学
実

習
に
関
連
す
る
特
定
の
実
践
課
題
に
関
し
て
、
研
究
計
画
書
を
作
成
し
、
そ
の
計
画
に
従
い
研
究
を
実
施
、
研
究
成
果
を
課
題
論

文
と
し
て
作
成
す
る
。
 

授
業
の
内
容
 

授
業
内
容
・
授
業
計
画
 

1．
 文
献
レ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
研
究
課
題
を
絞
り
込
み
、
そ
の
背
景
や
研
究
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

2．
 研
究
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て
研
究
計
画
書
を
作
成
し
、
研
究
倫
理
審
査
を
受
け
る
。
研
究
協
力
依
頼
な
ら
び
に
研
究
対
象
者

の
選
択
方
法
の
明
確
化
等
、
適
切
な
フ
ィ
ー
ル
ド
開
拓
と
協
力
体
制
づ
く
り
に
関
す
る
方
法
を
学
ぶ
。
 

3．
 デ
ー
タ
収
集
の
実
施
：
デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、
適
切
な
デ
ー
タ
収
集
の
方
法
お
よ
び
デ
ー
タ
収
集
伴
う
諸
問
題
へ
の
対
処
方

法
を
体
験
的
に
学
習
す
る
。
 

4．
 デ
ー
タ
分
析
の
実
施
：
指
導
教
員
の
指
導
を
継
続
的
に
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
結
果
の
妥
当
性
と
信
頼
性
を
高
め
る
と

同
時
に
、
分
析
能
力
を
培
う
。
 

5．
 分
析
結
果
の
考
察
：
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
考
察
し
、
中
間
発
表
の
準
備
を
行
う
。
 

6．
 研
究
論
文
の
作
成
：
修
士
論
文
を
作
成
す
る
。
 

7．
 研
究
論
文
の
発
表
：
公
開
発
表
会
で
成
果
を
発
表
す
る
。
 

8．
 研
究
論
文
の
修
正
・
完
成
：
発
表
お
よ
び
論
文
審
査
で
指
摘
を
受
け
た
箇
所
を
修
正
し
、
論
文
を
仕
上
げ
る
。
 

テ
キ
ス
ト
 
適
宜
紹
介
す
る
 

参
考
文
献
 
適
宜
紹
介
す
る
 

評
価
方
法
 
研
究
へ
の
取
り
組
み
、
最
終
提
出
の
修
士
論
文
で
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他
 

【
進
度
例
】
 

時
期
 

内
容
 

備
考
 

1
年
次
 

4～
10
月
 

10
月
 

11
～
2
月
 

 

課
題
の
明
確
化
及
び
課
題
研
究
計
画
書
の
作
成
 

合
同
検
討
会
（
研
究
計
画
発
表
）
 

研
究
倫
理
審
査
に
向
け
て
の
準
備
 

課
題
研
究
の
実
施
（
倫
理
審
査
承
認
後
）
 

4
月
：
指
導
教
員
決
定
 

必
要
時
副
研
究
指
導
教
員
を
設
け
る
 

倫
理
審
査
を
受
け
る
 

1
月
：
修
士
論
文
題
目
届
（
仮
）
提
出
 

2
年
時
 

4～
8
月
 
課
題
研
究
の
実
施
・
分
析
、
論
文
作
成
 

 

7
月
 

中
間
発
表
 

合
同
検
討
会
（
中
間
報
告
発
表
）
 

 

8～
12
月
 
課
題
研
究
論
文
作
成
 

11
月
：
修
士
論
文
題
目
届
提
出
 

12
月
 

課
題
研
究
論
文
の
提
出
 

課
題
研
究
論
文
に
課
題
研
究
論
文
審
査

願
及
び
論
文
要
旨
を
添
え
て
研
究
科
長

に
提
出
す
る
 

1
月
 

修
士
論
文
公
開
発
表
会
 

 

2
月
 

最
終
試
験
の
実
施
 

 

3
月
 

課
題
研
究
論
文
の
判
定
及
び
学
位
の
授
与
 

 

 

・
授
業
は
原
則
「
遠
隔
」
で
行
う
。
た
だ
し
、
指
導
教
員
の
個
別
指
導
は
「
対
面
」
で
行
う
場
合
も
あ
る
。
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博士後期課程

必
修

選
択

職名 氏名

教授 吾郷美奈恵

教授 山下一也

非常勤講師 瀬戸和希

教授 石橋照子

非常勤講師 田中美恵子

教授 岡安誠子

非常勤講師 舟島なをみ

教授 山下一也

非常勤講師 西藤真一

非常勤講師 片岡大輔

非常勤講師 中本　稔

非常勤講師 加藤節司

教授 谷口敏代

非常勤講師 宮本恭子

非常勤講師 籠橋有紀子

非常勤講師 原田永勝

6 6 ― ―

教授 秦　幸吉

教授 藤田小矢香

准教授 井上　千晶

1通 2 教授 大﨏美樹

教授 石橋照子

教授 大森眞澄

1通 2 教授 梶谷みゆき

教授 吾郷美奈恵

教授 山下一也

教授 谷口敏代

0 10 ― ―

教授 山下一也

教授 石橋照子

教授 谷口敏代

教授 秦　幸吉

教授 吾郷美奈恵

教授 梶谷みゆき

教授 大森眞澄

教授 岡安誠子

教授 森山美香

教授 藤田小矢香

教授 大﨏美樹

准教授 井上　千晶

6 0 ― ―

― 12 16 ― ―

基
盤
科
目

専
門
科
目

研
究
科
目

合計（12科目）

看護研究特論Ⅰ

看護教育学研究

保健医療福祉政策論Ⅱ

高齢者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護学特論Ⅲ

地域保健学特論Ⅲ

授業科目の名称
配当
年次

単位数 担当教員
科目
区分

2

看護研究特論Ⅱ 1春 2

1春

2春 2

島根と地域医療 1春 2

2春 2

健康栄養特論Ⅱ 2春 2

1通 2

小計（6科目）

精神看護学特論Ⅲ

がん看護学特論Ⅲ

1通 2

ウィメンズヘルス看護学特論Ⅲ 1通 2

・本課程研究科に3年以上在学すること。
・指導教員の指導下に博士論文を作成し、その審査及び最終試験に合格すること。
・履修方法
①基盤科目から5科目10単位以上（必修科目3科目6単位を含む）、専門科目から
　1科目2単位以上、研究科目6単位、合計18単位以上を修得すること。

※：必修
＊：３科目のうち２科目を選択必修
専門科目は５科目から１科目選択必修とする

小計（5科目）

小計（１科目）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

後期特別研究
1～3
通

6
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博士後期課程

必
修

選
択

職名 氏名

教授 吾郷美奈恵

教授 山下一也

非常勤講師 瀬戸和希

教授 石橋照子

非常勤講師 田中美恵子

教授 岡安誠子

非常勤講師 舟島なをみ

教授 山下一也

非常勤講師 西藤真一

非常勤講師 片岡大輔

非常勤講師 中本　稔

非常勤講師 加藤節司

教授 谷口敏代

非常勤講師 宮本恭子

非常勤講師 籠橋有紀子

非常勤講師 原田永勝

6 6 ― ―

教授 秦　幸吉

教授 藤田小矢香

准教授 井上　千晶

1通 2 教授 大﨏美樹

教授 石橋照子

教授 大森眞澄

1通 2 教授 梶谷みゆき

教授 吾郷美奈恵

教授 山下一也

教授 谷口敏代

0 10 ― ―

教授 山下一也

教授 石橋照子

教授 谷口敏代

教授 秦　幸吉

教授 吾郷美奈恵

教授 梶谷みゆき

教授 大森眞澄

教授 岡安誠子

教授 森山美香

教授 藤田小矢香

教授 大﨏美樹

准教授 井上　千晶

6 0 ― ―

― 12 16 ― ―

基
盤
科
目

専
門
科
目

研
究
科
目

合計（12科目）

看護研究特論Ⅰ

看護教育学研究

保健医療福祉政策論Ⅱ

高齢者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護学特論Ⅲ

地域保健学特論Ⅲ

授業科目の名称
配当
年次

単位数 担当教員
科目
区分

2

看護研究特論Ⅱ 1春 2

1春

2春 2

島根と地域医療 1春 2

2春 2

健康栄養特論Ⅱ 2春 2

1通 2

小計（6科目）

精神看護学特論Ⅲ

がん看護学特論Ⅲ

1通 2

ウィメンズヘルス看護学特論Ⅲ 1通 2

・本課程研究科に3年以上在学すること。
・指導教員の指導下に博士論文を作成し、その審査及び最終試験に合格すること。
・履修方法
①基盤科目から5科目10単位以上（必修科目3科目6単位を含む）、専門科目から
　1科目2単位以上、研究科目6単位、合計18単位以上を修得すること。

※：必修
＊：３科目のうち２科目を選択必修
専門科目は５科目から１科目選択必修とする

小計（5科目）

小計（１科目）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

後期特別研究
1～3
通

6
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授業科目の概要（看護研究科 看護学専攻 博士後期課程）   

授業科目の概要 

 科

目 

区

分 

授業科目の名称 講義等の内容 

基

盤

科

目 

 看護研究特論Ⅰ （概要） 

 地域医療での保健・医療・福祉に関する様々な国内外の研究論文・資料を用いて、看

護に関する評価方法・統計に関して探究する。また、医療ビッグデータの利活用で看護

に関するデータ収集の取り組み、看護領域のビッグテータの利用方法について探究する。

自治体の国民健康保険・後期高齢者医療制度、医療・介護費分析から見えてくる医療費

の使われ方とその意味について探求する。さらに、島根県の医療費適正化計画、国保デ

ータベースを用いて、医療費適正化の自治体の取組、利用者の健康支援や QOL 向上を目

指した生活支援及び健康政策や保健サービス等に関する多角的に探究する。 

 

基

盤

科

目  

  

 看護研究特論Ⅱ （概要） 

看護現象における諸課題を解釈的スタンスから探究することができるよう、質的研究

法について学び、研究プロセス、主要方法論や重要概念を理解し、実際の研究活動や論

文作成に応用できる能力を培う。また、研究成果を産出する過程において必要となる倫

理的知識・技術・態度を理解する。 

基

盤

科

目  

  

 看護教育学研究 我が国の看護教育の歴史や諸外国の看護教育の現状を概観し、看護学教育の課題や将

来について理解を深める。 

また、看護教育学の教育方法として、参画型授業の実践的開発を通して自己教育力の

育成方法について探求する。 

さらに、質の高い看護の提供を実現に向けて展開される看護職者・看護学生の生涯学

習支援のための教育活動や研究活動を探究する方法として、先行研究を検討することに

より看護学教育研究に必要となる方法論を理解する。 

そして、 看護教育学や看護教育学研究に関する知識・技術・態度を検討する。 

 

基

盤

科

目  

  

島根と地域医療 （概要） 

島根県の高齢多死社会や地方における中山間地域問題、農山村における産業の自立、

新たなコミュニティのあり方など、社会科学、行政などの視点から地域社会を考える。

また、島根県は、全国一、二を争うスピードで超高齢社会へと向かっており、県民の健

康や安全を守る施策に重点を置き、特に、健康で自立して生活できる期間である「健康

寿命」で日本一となるために、健康づくり施策に積極的に取り組んでいる。こうした地

域包括ケアシステムの中での様々な取組みや自治体の保健行政を理解し、地域医療のシ

ステムを支える理論と方法論を多角的に探究する。 

 

基

盤

科

目   

 保健医療福祉 
政策論Ⅱ 

（概要） 

保健福祉・医療の提供体制のあり方について理解し､保健福祉・医療の制度・政策の現

状と課題に関する歴史的背景や国際比較、島根県の状況を通して考察する。その上で、

各専門職間の連携について資格制度や地域包括ケアのあり方について検討する。 

基

盤

科

目  

健康栄養特論Ⅱ （概要） 

 健康寿命の更なる延伸に向けた栄養・食事サービスに関する多様な健康課題の分析や

評価に関する研究法を修得し､これらの研究成果を利用した栄養・食事サービスの創造・

再生に関する戦略的取り組みについて探求する。栄養と疾患の予防については、島根の

中山間地域・離島での実践例を取り上げながら探求する。 

科

目 

区

分 

授業科目の名称 講義等の内容 

専

門

科

目 

ウィメンズヘルス

看護学特論Ⅲ 

（概要） 

女性の生涯を通して健康を保持・増進することを目的として、その援助方法の開発を

探求する。青年期から老年期にわたる女性の健康に関する学術的な研究論文をクリティ

ークして健康課題を多角的に分析し、論点を整理する。これらを基盤として、女性の生

涯における健康の保持・増進のための援助方法構築のための理論と概念を探求する。 

主なテーマとしては、周産期の対象者とその家族の健康課題に関する周産期のチーム

医療とリスクマネジメント、母親を取り巻く現代的課題と子どもに及ぼす影響、女性の

生涯における骨盤底機能不全のリスク要因と排尿障害をはじめとする健康課題、成熟期

女性における性周期と自律神経機能が健康に及ぼす影響等。 

 

１）少子高齢化社会における女性のライフサイクルと健康について概観し、健康課題に

ついて検討する。 

２）女性のライフサイクルにおける健康課題を取り上げ、関連する研究論文をクリティ

ークし、多角的な分析を通して論点を整理し、研究の動向や追求すべき課題を明らか

にする。 

３）女性の生涯における健康の保持・増進のための援助方法の構築に寄与するために、

自己の研究課題および研究に取り組む意義を明らかにし、解決すべき研究方法と仮説

を追求する。 

 

専

門

科

目 

がん看護学特論Ⅲ がんを伴う人々の看護に係る概念・理論について検討する。がん患者や家族の看護に

関する研究論文を多角的に分析し、研究の動向と課題を探索する。これらを通して、が

んがもたらすあらゆる苦痛症状および苦悩を包括的に理解し、エビデンスに基づく援助

方法を探求する。また、エンドオブライフケア、グリーフケアを学び、終末期がん患者

と家族の Quality of Life の維持向上に寄与する援助方法を探求する。 

各テーマについての発表とディスカッションを中心に行う。具体的には、がん患者の

全人的苦痛に対するアセスメントと援助方法、エンドオブライフケア、治療や療養に関

する意思決定支援、グリーフケア等を主なテーマとする。 

 

1) 各自が関心を持つ慢性病の人々の看護に関る概念・理論を検討する。 

2) 各自が関心を持つがんを伴う人々の看護に関する研究論文をクリティークし、研

究の動向と課題を探索する。 

3) がん患者と家族の Quality of Life を維持向上する援助方法の構築に寄与するた

めに、自己の研究課題の意義と独自性を明らかにする。 

 

専

門

科

目 

精神看護学特論Ⅲ 精神保健・医療・福祉に関するテーマを探求するための基礎となる理論、研究、実践

活動について概観する。具体的内容は各自のテーマに応じて異なるが、精神の健康問題

とその関連要因に関する内容とする。理論、これまでの研究動向及び実践活動について

幅広く情報を収集し、各自のテーマに沿って整理する。進め方は、自己学習、指導教員

とのディスカッションを通じて理解を深め、各自のテーマを設定してレポートを作成す

る。 

研究可能なテーマとして、患者参画型教育に関する研究、精神科身体合併症発見に必要

な臨床判断力に関する研究、精神科身体合併症ケアに関する研究、精神障がい者の地域

移行・定着に向けたエンパワメントアプローチに関する研究、精神障がい者のリカバリ

ーに関する研究など。 

 

1) 関心ある現象を特定し、国内外の文献からテーマに関する文献を概観する。 

2) 自らの研究課題に関連して、援助方法を開発するための理論や主要概念、看護モ

デルの概要について検討する。 

3) 自らの研究課題を洗練させ、その現象に関連する主要な概念について理解し、今

後求められる研究の方向性を検討する。 

4) 自らの研究課題の意義と独自性を明らかにする。 
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授業科目の概要（看護研究科 看護学専攻 博士後期課程）   

授業科目の概要 

 科

目 

区

分 

授業科目の名称 講義等の内容 

基

盤

科

目 

 看護研究特論Ⅰ （概要） 

 地域医療での保健・医療・福祉に関する様々な国内外の研究論文・資料を用いて、看

護に関する評価方法・統計に関して探究する。また、医療ビッグデータの利活用で看護

に関するデータ収集の取り組み、看護領域のビッグテータの利用方法について探究する。

自治体の国民健康保険・後期高齢者医療制度、医療・介護費分析から見えてくる医療費

の使われ方とその意味について探求する。さらに、島根県の医療費適正化計画、国保デ

ータベースを用いて、医療費適正化の自治体の取組、利用者の健康支援や QOL 向上を目

指した生活支援及び健康政策や保健サービス等に関する多角的に探究する。 

 

基

盤

科

目  

  

 看護研究特論Ⅱ （概要） 

看護現象における諸課題を解釈的スタンスから探究することができるよう、質的研究

法について学び、研究プロセス、主要方法論や重要概念を理解し、実際の研究活動や論

文作成に応用できる能力を培う。また、研究成果を産出する過程において必要となる倫

理的知識・技術・態度を理解する。 

基

盤

科

目  

  

 看護教育学研究 我が国の看護教育の歴史や諸外国の看護教育の現状を概観し、看護学教育の課題や将

来について理解を深める。 

また、看護教育学の教育方法として、参画型授業の実践的開発を通して自己教育力の

育成方法について探求する。 

さらに、質の高い看護の提供を実現に向けて展開される看護職者・看護学生の生涯学

習支援のための教育活動や研究活動を探究する方法として、先行研究を検討することに

より看護学教育研究に必要となる方法論を理解する。 

そして、 看護教育学や看護教育学研究に関する知識・技術・態度を検討する。 

 

基

盤

科

目  

  

島根と地域医療 （概要） 

島根県の高齢多死社会や地方における中山間地域問題、農山村における産業の自立、

新たなコミュニティのあり方など、社会科学、行政などの視点から地域社会を考える。

また、島根県は、全国一、二を争うスピードで超高齢社会へと向かっており、県民の健

康や安全を守る施策に重点を置き、特に、健康で自立して生活できる期間である「健康

寿命」で日本一となるために、健康づくり施策に積極的に取り組んでいる。こうした地

域包括ケアシステムの中での様々な取組みや自治体の保健行政を理解し、地域医療のシ

ステムを支える理論と方法論を多角的に探究する。 

 

基

盤

科

目   

 保健医療福祉 
政策論Ⅱ 

（概要） 

保健福祉・医療の提供体制のあり方について理解し､保健福祉・医療の制度・政策の現

状と課題に関する歴史的背景や国際比較、島根県の状況を通して考察する。その上で、

各専門職間の連携について資格制度や地域包括ケアのあり方について検討する。 

基

盤

科

目  

健康栄養特論Ⅱ （概要） 

 健康寿命の更なる延伸に向けた栄養・食事サービスに関する多様な健康課題の分析や

評価に関する研究法を修得し､これらの研究成果を利用した栄養・食事サービスの創造・

再生に関する戦略的取り組みについて探求する。栄養と疾患の予防については、島根の

中山間地域・離島での実践例を取り上げながら探求する。 

科

目 

区

分 

授業科目の名称 講義等の内容 

専

門

科

目 

ウィメンズヘルス

看護学特論Ⅲ 

（概要） 

女性の生涯を通して健康を保持・増進することを目的として、その援助方法の開発を

探求する。青年期から老年期にわたる女性の健康に関する学術的な研究論文をクリティ

ークして健康課題を多角的に分析し、論点を整理する。これらを基盤として、女性の生

涯における健康の保持・増進のための援助方法構築のための理論と概念を探求する。 

主なテーマとしては、周産期の対象者とその家族の健康課題に関する周産期のチーム

医療とリスクマネジメント、母親を取り巻く現代的課題と子どもに及ぼす影響、女性の

生涯における骨盤底機能不全のリスク要因と排尿障害をはじめとする健康課題、成熟期

女性における性周期と自律神経機能が健康に及ぼす影響等。 

 

１）少子高齢化社会における女性のライフサイクルと健康について概観し、健康課題に

ついて検討する。 

２）女性のライフサイクルにおける健康課題を取り上げ、関連する研究論文をクリティ

ークし、多角的な分析を通して論点を整理し、研究の動向や追求すべき課題を明らか

にする。 

３）女性の生涯における健康の保持・増進のための援助方法の構築に寄与するために、

自己の研究課題および研究に取り組む意義を明らかにし、解決すべき研究方法と仮説

を追求する。 

 

専

門

科

目 

がん看護学特論Ⅲ がんを伴う人々の看護に係る概念・理論について検討する。がん患者や家族の看護に

関する研究論文を多角的に分析し、研究の動向と課題を探索する。これらを通して、が

んがもたらすあらゆる苦痛症状および苦悩を包括的に理解し、エビデンスに基づく援助

方法を探求する。また、エンドオブライフケア、グリーフケアを学び、終末期がん患者

と家族の Quality of Life の維持向上に寄与する援助方法を探求する。 

各テーマについての発表とディスカッションを中心に行う。具体的には、がん患者の

全人的苦痛に対するアセスメントと援助方法、エンドオブライフケア、治療や療養に関

する意思決定支援、グリーフケア等を主なテーマとする。 

 

1) 各自が関心を持つ慢性病の人々の看護に関る概念・理論を検討する。 

2) 各自が関心を持つがんを伴う人々の看護に関する研究論文をクリティークし、研

究の動向と課題を探索する。 

3) がん患者と家族の Quality of Life を維持向上する援助方法の構築に寄与するた

めに、自己の研究課題の意義と独自性を明らかにする。 

 

専

門

科

目 

精神看護学特論Ⅲ 精神保健・医療・福祉に関するテーマを探求するための基礎となる理論、研究、実践

活動について概観する。具体的内容は各自のテーマに応じて異なるが、精神の健康問題

とその関連要因に関する内容とする。理論、これまでの研究動向及び実践活動について

幅広く情報を収集し、各自のテーマに沿って整理する。進め方は、自己学習、指導教員

とのディスカッションを通じて理解を深め、各自のテーマを設定してレポートを作成す

る。 

研究可能なテーマとして、患者参画型教育に関する研究、精神科身体合併症発見に必要

な臨床判断力に関する研究、精神科身体合併症ケアに関する研究、精神障がい者の地域

移行・定着に向けたエンパワメントアプローチに関する研究、精神障がい者のリカバリ

ーに関する研究など。 

 

1) 関心ある現象を特定し、国内外の文献からテーマに関する文献を概観する。 

2) 自らの研究課題に関連して、援助方法を開発するための理論や主要概念、看護モ

デルの概要について検討する。 

3) 自らの研究課題を洗練させ、その現象に関連する主要な概念について理解し、今

後求められる研究の方向性を検討する。 

4) 自らの研究課題の意義と独自性を明らかにする。 
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科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
研
究
特
論

I 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
 
 
教
授

 山
下
一
也

 
非
常
勤
講
師

 瀬
戸
和
希

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

08
00

00
 

授
業
形
態

 
講
義
、
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

地
域
医
療
で
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
様
々
な
国
内
外
の
研
究
論
文
・
資
料
を
用
い
て
、
看
護
に
関
す
る
評
価
方

法
・
統
計
に
関
し
て
探
究
す
る
。
ま
た
、
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
利
活
用
で
看
護
に
関
す
る
デ
ー
タ
収
集
の
取
り
組
み
、

看
護
領
域
の
ビ
ッ
グ
テ
ー
タ
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
探
究
す
る
。
自
治
体
の
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、

医
療
・
介
護
費
分
析
か
ら
見
え
て
く
る
医
療
費
の
使
わ
れ
方
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
さ
ら
に
、
島
根
県
の
医

療
費
適
正
化
計
画
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
、
医
療
費
適
正
化
の
自
治
体
の
取
組
、
利
用
者
の
健
康
支
援
や

QO
L

向
上
を
目
指
し
た
生
活
支
援
及
び
健
康
政
策
や
保
健
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
し
て
多
角
的
に
探
究
す
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数
 

内
容
 

1 
看
護
ケ
ア
の
質
評
価
の
方
法
と
指
標
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）
 

2 
量
的
研
究
デ
ザ
イ
ン
と
統
計
解
析
 
そ
の
１
：
研
究
デ
ザ
イ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）
 

3 
量
的
研
究
デ
ザ
イ
ン
と
統
計
解
析
 
そ
の
２
：
統
計
解
析
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）
 

4 
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
健
康
情
報
（
個
人
情
報
）
の
取
扱
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（
吾
郷
）
 

5 
島
根
県
の
各
自
治
体
の
医
療
費
の
問
題
点
 そ
の
１
：
疾
病
と
医
療
費
の
地
域
差
 
 
 
 
 
 
 （
山
下
）
 

6 
島
根
県
の
各
自
治
体
の
医
療
費
の
問
題
点
 そ
の
２
：
生
活
習
慣
病
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
下
）
 

7 
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
下
）
 

8 
デ
ー
タ
分
析

1：
数
量
化
理
論
 -
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
- 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
（
瀬
戸
）
 

9 
デ
ー
タ
分
析

2：
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 -
自
然
言
語
処
理
- 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 （
瀬
戸
）
 

10
 
デ
ー
タ
分
析

3：
深
層
学
習
 -
画
像
認
識
- 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  
  
（
瀬
戸
）
 

11
 
実
践

AI
演
習
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
  
 （
瀬
戸
）
 

※
3
つ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
ん
で
そ
れ
に
必
要
な
道
具
を
一
つ
ず
つ
学
ん
で
、
 

AI
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
 

12
 

13
 

14
 

15
 
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
の
提
案
（
プ
レ
ゼ
ン
）
 

テ
キ
ス
ト

 
指
定
し
な
い
。
 

参
考
文
献

 

 
第

3
期
島
根
県
医
療
費
適
正
化
計
画
（
H3
0～

H3
5）

 

 
島
根
県
保
険
者
協
議
会
医
療
費
等
分
析
事
業
報
告
書
 

 
島
根
県
国
民
健
康
保
健
疾
病
統
計
表
 

そ
の
都
度
紹
介
す
る
。
 

評
価
方
法

 
毎
回
の
理
解
度

30
点
、
プ
レ
ゼ
ン

20
点
、
レ
ポ
ー
ト

50
点
� 

そ
の
他

 
 
こ
の
授
業
は
、
原
則
と
し
て
、
1～

7
回
は
遠
隔
授
業
、
8～

15
回
は
対
面
で
行
う
。
 

 
授
業
で
は
、
自
分
の
考
え
や
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。
 

 
改
め
て
質
問
や
意
見
な
ど
あ
れ
ば
メ
ー
ル
で
受
付
、
受
講
学
生
全
員
と
共
有
で
き
る
よ
う
対
応
す
る
。
 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
看
護
研
究
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
石
橋
照
子
 
非
常
勤
講
師
 
田
中
美
恵
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

08
00

01
 

授
業
形
態

 
演
習
、
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の

 
概
要

 

看
護
現
象
に
お
け
る
諸
課
題
を
解
釈
的
ス
タ
ン
ス
か
ら
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
質
的
研
究
法
に
つ
い
て
学

び
、
研
究
プ
ロ
セ
ス
、
主
要
方
法
論
や
重
要
概
念
を
理
解
し
、
実
際
の
研
究
活
動
や
論
文
作
成
に
応
用
で
き
る
能
力
を
培

う
。
ま
た
、
研
究
成
果
を
産
出
す
る
過
程
に
お
い
て
必
要
と
な
る
倫
理
的
知
識
・
技
術
・
態
度
を
理
解
す
る
。

 
（
科
目
責
任
者
：
石
橋
照
子
）
 

［
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
 
全

15
回
］

 
（
田
中
美
恵
子
）

 
質
的
研
究
の
特
質
、
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
理
解
し
、
面
接
法
、
参
加
観
察
法
な
ど
デ
ー
タ
収
集
方
法
を
修
得
す
る
。

研
究
方
法
論
と
し
て
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
･セ

オ
リ
ー
･ア

プ
ロ
ー
チ
、
現
象
学
的
研
究
方
法
、
ナ

ラ
テ
ィ
ブ
･ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
理
解
し
、
実
際
に
用
い
る
た
め
の
基
礎
的
能
力
を
獲
得
す
る
。
ま
た
、
質
的
看
護
研

究
に
伴
う
倫
理
的
諸
課
題
に
つ
い
て
理
解
し
、
研
究
を
遂
行
す
る
う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
倫
理
的
配
慮
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

 
（
石
橋
照
子
）

 
修
正
版
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・セ

オ
リ
ー
・ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
理
解
し
、
実
際
に
用
い
る
た
め
の
基
礎
的
能
力
を
獲
得

す
る
。

 

授
業
の

 
内
容

 

回 数
 

内
容

 
課
題

 

1 
第

1章
 
質
的
研
究
の
特
徴
と
目
的

 

田
中

 

2 
第

2章
 
質
的
研
究
の
研
究
プ
ロ
セ
ス

 

3 
第

3章
 
質
的
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
諸
課
題

 
＊
た
だ
し
、
英
国
の
実
情
に
関
わ
る
と
こ
ろ
は
、
省
い
て
結
構
で
す
。

 

4 
第

5章
 
面
接
法

 

5 
第

6章
 
参
加
観
察
法

 

6 
第

10
章
 
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・
セ
オ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
：
ス
ト
ラ
ウ
ス
－
コ
ー
ビ
ン
モ
デ
ル
と
修

正
版
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・
セ
オ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（

M
-G

TA
）

 

7 

M
-G

TA
 
デ
ー
タ
分
析
演
習
、
方
法
論
的
特
性
の
理
解

 
石
橋

 
8 9 10

 

11
 

第
9章

 
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
：
記
述
民
俗
学
の
特
色

 

田
中

 
12

 
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
：
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
分
析

 

13
 

第
11

章
 
現
象
学
的
研
究
方
法
：
基
盤
と
な
る
哲
学
の
理
解
（
現
象
学
・
解
釈
学
）

 

14
 

現
象
学
的
研
究
方
法
：
現
象
学
的
研
究
の
特
色
と
プ
ロ
セ
ス

 

15
 

第
13

章
 
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
：
思
想
的
潮
流
、
特
色
と
類
型
、
分
析
・
解
釈
技
法

 

テ
キ
ス
ト

 
1.

 
D

. 
F
. 
ポ
ー
リ
ッ
ト
／

C
. 
T
. 
ベ
ッ
ク
，
監
訳
：
近
藤

 
潤
子
（2

01
0）
看
護
研
究

 
原
理
と
方
法

 
第

2
版
，
医
学
書
院

 

2.
 
ホ
ロ
ウ
ェ
イ

+ウ
ィ
ー
ラ
ー
、
野
口
美
和
子
監
訳
：
ナ
ー
ス
の
た
め
の
質
的
研
究
入
門

 
第

2
版
、
医
学
書
院
、
20

06
．
 

参
考
文
献

 

· 
ウ
ヴ
ェ
・
フ
リ
ッ
ク
、
小
田
博
志
監
訳
：
新
版
質
的
研
究
入
門
、
春
秋
社
、

20
11

. 
· 

N
.K

.デ
ン
ジ
ン
、

Y.
S.
リ
ン
カ
ン
編
、
平
山
満
義
監
訳
：
質
的
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
第

1
巻
、
第

2
巻
、
第

3
巻
、
北
大
路
書
房
、

20
06

．
 

· 
操
華
子
、
森
岡
崇
約
：
質
的
研
究
の
基
礎
 
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
セ
オ
リ
ー
開
発
の
技
法
と
手
順
、
第

2
版
、
医
学

書
院
、

20
04

．
 

· 
木
下
康
仁
著
；
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
･セ

オ
リ
ー
･ア

プ
ロ
ー
チ
の
実
践
，
弘
文
堂
，

20
03
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· 
松
葉
祥
一
、
西
村
ユ
ミ
編
：
現
象
学
的
看
護
研
究
－
理
論
と
分
析
の
実
際
、
医
学
書
院
、

20
14

．
 

· 
Ri

es
sm

an
, C

. K
.  

大
久
保
功
子
、
宮
坂
道
夫
監
訳

: 人
間
科
学
の
た
め
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
研
究
法
、
ク
オ
リ
テ
ィ

ケ
ア
、

20
14

. 
· 

Sp
ra

dl
ey

 ,J
.P

 , 
田
中
美
恵
子
･麻

原
き
よ
み
監
訳
：
参
加
観
察
法
入
門
，
医
学
書
院
，

20
10

. 
· 

Pa
tri

cia
 B

en
ne

r 
: I

nt
er

pr
et

iv
e 

Ph
en

om
en

olo
gy

 E
m

bo
di

m
en

t ,
 C

ar
in

g 
, a

nd
 E

th
ics

 in
 H

ea
lth

 
an

d 
Ill

ne
ss

 , 
Sa

ge
 P

ub
lic

at
ion

s ,
 1

99
4.（

相
良
ロ
ー
ゼ
マ
イ
ヤ
ー
み
は
る
監
訳
，
田
中
美
恵
子
，
丹
木
博
一

訳
：
ベ
ナ
ー
解
釈
的
現
象
学
－
健
康
と
病
気
に
お
け
る
身
体
性
･ケ

ア
リ
ン
グ
･倫

理
，
医
歯
薬
出
版
，

20
06

) 
評
価
方
法

 
発
表
準
備
資
料

30
％
，
参
加
度

20
％
，
レ
ポ
ー
ト

50
％
に
よ
る
総
合
評
価
と
す
る
。
 

そ
の
他

 

【
事
前
準
備
と
進
め
方
】
 

田
中
：
授
業
概
要
に
示
す
章
は
テ
キ
ス
ト

2
の
も
の
で
あ
り
、
該
当
章
に
つ
い
て
当
日
プ
レ
ゼ
ン
で
き
る
よ
う
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
等
を
使
い
ま
と
め
て
き
て
く
だ
さ
い
。
当
日

Te
am
s
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
ご
準
備
お
願
い
し

ま
す
。
私
の
方
で
も
適
宜
追
加
資
料
を
配
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。
適
宜
参
考
文
献
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

石
橋
：
ど
な
た
か
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ
を
テ
ー
プ
起
こ
し
し
た
内
容
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

デ
ー
タ
を
事
前
配
布
し
ま
す
の
で
、
分
析
焦
点
者
・
分
析
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
デ
ー
タ
を
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。
 

デ
ー
タ
に
分
析
テ
ー
マ
に
該
当
す
る
部
分
に
マ
ー
カ
ー
を
引
き
、
前
後
の
文
脈
か
ら
解
釈
し
た
内
容
を
メ
モ
し
て

き
て
く
だ
さ
い
。
 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
２
 

授
業
科
目

 
看
護
教
育
学
研
究

 
学
期

 
前
期

 

担
当
教
員

 
非
常
勤
講
師

 
舟
島
な
を
み

 
 
岡
安
誠
子

 
選
択
／
必
修

 
必
修

 

科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義
、
演
習

 
単
位
数

 
２
 

授
業
の
概
要

 

わ
が
国
の
看
護
教
育
の
歴
史
や
諸
外
国
の
看
護
教
育
の
現
状
を
概
観
し
、
看
護
教
育
学
の
課

題
や
将
来
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

 

ま
た
、
看
護
教
育
学
の
教
育
方
法
と
し
て
、
参
画
型
授
業
の
実
践
的
開
発
を
通
し
て
自
己
教
育

力
の
育
成
方
法
に
つ
い
て
探
求
す
る
。

 

さ
ら
に
、
質
の
高
い
看
護
の
提
供
を
実
現
す
る
た
め
に
展
開
さ
れ
る
看
護
職
者
・
看
護
学
生
の

生
涯
学
習
支
援
の
た
め
の
教
育
活
動
や
研
究
活
動
を
探
究
す
る
方
法
と
し
て
先
行
研
究
を
検
討

し
、
看
護
教
育
学
研
究
に
必
要
と
な
る
方
法
論
を
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
看
護
教
育
学
や
看
護
教

育
学
研
究
に
関
す
る
知
識
・技
術
・態
度
を
検
討
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1
 
看
護
教
育
学
の
定
義
・
理
念
と
看
護
教
育
学
研
究

 （
舟
島
）
〔
集
中
〕

 

2
 
看
護
学
教
育
研
究
の
動
向
と
看
護
教
育
学
研
究
の
課
題
、
研
究
者
に
よ
る
貢
献

 
（
舟
島
）
〔
集
中
〕

 

3
 
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
問
題
と
看
護
学
教
員
の
倫
理
的
行
動
に
関
す
る
研
究
、

研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮
（
舟
島
）
〔
集
中
〕

 

4
 
看
護
教
育
学
研
究
の
体
系
（
舟
島
）
〔
集
中
〕

 

5
 
看
護
教
育
学
に
お
け
る
先
行
研
究
分
析
─
方
法
論
と
研
究
の
実
際

 （
舟
島
）

〔
集
中
〕

 

6
 
看
護
教
育
学
に
お
け
る
先
行
研
究
分
析
─
方
法
論
と
研
究
の
実
際

 （
舟
島
）

〔
集
中
〕

 

7
 
看
護
教
育
学
に
お
け
る
理
論
開
発
に
必
要
な
研
究
方
法
論
（
舟
島
）
〔
集
中
〕

 

8
 
看
護
教
育
学
に
お
け
る
理
論
開
発
に
必
要
な
研
究
方
法
論
（
舟
島
）
〔
集
中
〕

 

9
 
看
護
教
育
学
に
お
け
る
理
論
開
発
に
必
要
な
研
究
方
法
論
（
舟
島
）
〔
集
中
〕

 

1
0
 
看
護
に
お
け
る
理
論
検
証
─
方
法
論
と
研
究
の
実
際
（
舟
島
）
〔
集
中
〕

 

1
1
 
文
献
検
討
：
協
同
学
習
と
研
究
（
岡
安
）

 

1
2
 
文
献
検
討
：
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
研
究
（
岡
安
）

 

1
3
 
文
献
検
討
：
臨
床
判
断
能
力
と
研
究
（
岡
安
）

 

1
4
 
文
献
検
討
：
倫
理
的
感
受
性
と
研
究
（
岡
安
）

 

1
5
 
ま
と
め
（
内
容
の
理
論
的
検
討
）
（
岡
安
）

 

課
題

 

終
了
後
レ
ポ
ー
ト
の
課
題
『
看
護
教
育
学
研
究
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
』 

一
連
の
学
習
を
踏
ま
え
、
看
護
教
育
学
の
学
問
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
お
よ
び
意
義
、

特
徴
と
と
も
に
看
護
教
育
学
を
学
ぶ
上
で
今
後
取
り
組
ん
で
み
た
い
研
究
に
つ
い
て
論

述
す
る
。

 

テ
キ
ス
ト
 

・
舟
島
な
を
み
：看
護
教
育
学
研
究

 
発
見
・
創
造
・証
明
の
過
程
，
第

3
版
，
医
学
書
院

 

参
考
文
献

 

・
杉
森
み
ど
里

, 
舟
島
な
を
み
：看
護
教
育
学

 
第

7
版

, 
医
学
書
院

, 
20

2
1
. 

・
舟
島
な
を
み
監
修
：看
護
実
践
・教
育
の
た
め
の
測
定
用
具
フ
ァ
イ
ル
―
開
発
過
程
か
ら
活
用

の
実
際
ま
で
―

, 
第

3
版

, 
医
学
書
院

, 
2
0
1
6
. 

・
舟
島
な
を
み
監
修
：看
護
学
教
育
に
お
け
る
授
業
展
開

 質
の
高
い
講
義
・
演
習
・
実
習
の
実
現

に
向
け
て

 第
2
版
，
医
学
書
院
，

2
0
2
0
. 

評
価
方
法

 
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・討
議
（
60

%
）
、
終
了
後
レ
ポ
ー
ト
(4

0
%
) 

そ
の
他

 
・
原
則
、
授
業
は
「
遠
隔
授
業
」
と
す
る
。
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· 
松
葉
祥
一
、
西
村
ユ
ミ
編
：
現
象
学
的
看
護
研
究
－
理
論
と
分
析
の
実
際
、
医
学
書
院
、

20
14

．
 

· 
Ri

es
sm

an
, C

. K
.  

大
久
保
功
子
、
宮
坂
道
夫
監
訳

: 人
間
科
学
の
た
め
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
研
究
法
、
ク
オ
リ
テ
ィ

ケ
ア
、

20
14

. 
· 

Sp
ra

dl
ey

 ,J
.P

 , 
田
中
美
恵
子
･麻

原
き
よ
み
監
訳
：
参
加
観
察
法
入
門
，
医
学
書
院
，

20
10

. 
· 

Pa
tri

cia
 B

en
ne

r 
: I

nt
er

pr
et

iv
e 

Ph
en

om
en

olo
gy

 E
m

bo
di

m
en

t ,
 C

ar
in

g 
, a

nd
 E

th
ics

 in
 H

ea
lth

 
an

d 
Ill

ne
ss

 , 
Sa

ge
 P

ub
lic

at
ion

s ,
 1

99
4.（

相
良
ロ
ー
ゼ
マ
イ
ヤ
ー
み
は
る
監
訳
，
田
中
美
恵
子
，
丹
木
博
一

訳
：
ベ
ナ
ー
解
釈
的
現
象
学
－
健
康
と
病
気
に
お
け
る
身
体
性
･ケ

ア
リ
ン
グ
･倫

理
，
医
歯
薬
出
版
，

20
06

) 
評
価
方
法

 
発
表
準
備
資
料

30
％
，
参
加
度

20
％
，
レ
ポ
ー
ト

50
％
に
よ
る
総
合
評
価
と
す
る
。
 

そ
の
他

 

【
事
前
準
備
と
進
め
方
】
 

田
中
：
授
業
概
要
に
示
す
章
は
テ
キ
ス
ト

2
の
も
の
で
あ
り
、
該
当
章
に
つ
い
て
当
日
プ
レ
ゼ
ン
で
き
る
よ
う
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
等
を
使
い
ま
と
め
て
き
て
く
だ
さ
い
。
当
日

Te
am
s
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
ご
準
備
お
願
い
し

ま
す
。
私
の
方
で
も
適
宜
追
加
資
料
を
配
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。
適
宜
参
考
文
献
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

石
橋
：
ど
な
た
か
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ
を
テ
ー
プ
起
こ
し
し
た
内
容
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

デ
ー
タ
を
事
前
配
布
し
ま
す
の
で
、
分
析
焦
点
者
・
分
析
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
デ
ー
タ
を
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。
 

デ
ー
タ
に
分
析
テ
ー
マ
に
該
当
す
る
部
分
に
マ
ー
カ
ー
を
引
き
、
前
後
の
文
脈
か
ら
解
釈
し
た
内
容
を
メ
モ
し
て

き
て
く
だ
さ
い
。
 

 

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
１
 

授
業
科
目

 
島
根
と
地
域
医
療

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
山
下
一
也

 
 

非
常
勤
講
師

 
西
藤
真
一
、
片
岡
大
輔
、
中
本

 
稔
、
加
藤
節
司

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

0
8
0
0
03

 
授
業
形
態

 
講
義

 
単
位
数

 
２
 

授
業
の
概
要

 

島
根
県
の
高
齢
多
死
社
会
や
地
方
に
お
け
る
中
山
間
地
域
問
題
、
農
山
村
に
お
け
る
産
業
の
自

立
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
な
ど
、
社
会
科
学
、
行
政
な
ど
の
視
点
か
ら
地
域
社
会
を
考
え

る
。
ま
た
、
島
根
県
は
、
全
国
一
、
二
を
争
う
ス
ピ
ー
ド
で
超
高
齢
社
会
へ
と
向
か
っ
て
お
り
、
県
民

の
健
康
や
安
全
を
守
る
施
策
に
重
点
を
置
き
、
特
に
、
健
康
で
自
立
し
て
生
活
で
き
る
期
間
で
あ

る
「
健
康
寿
命
」
で
日
本
一
と
な
る
た
め
に
、
健
康
づ
く
り
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

う
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
様
々
な
取
組
み
や
自
治
体
の
保
健
行
政
を
理
解
し
、

地
域
医
療
の
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
理
論
と
方
法
論
を
多
角
的
に
探
究
す
る
。
（科
目
責
任
者
：
山
下

一
也
） 

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1
 

島
根
県
の
概
況

 
–
中
山
間
地
の
現
状

–
 
（
西
藤
） 

2
 

島
根
県
の
概
況

 
–
地
域
活
性
化
と
地
域
政
策

–
（西
藤
） 

3
 

島
根
県
の
概
況

 
–
地
域
活
性
化
と
地
域
資
源

–
（西
藤
） 

4
 

島
根
県
の
概
況

 
–
公
共
交
通
の
現
状

–
（
西
藤
） 

5
 

島
根
県
の
概
況

 
–
公
共
交
通
の
経
済
評
価

–
（
西
藤
） 

6
 

島
根
県
地
域
医
療
構
想

 
–
島
根
県
保
健
医
療
計
画

,島
根
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計

画
–
（
片
岡

) 

7
 

市
町
村
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 
–
地
方
都
市
部
の
現
状

–
（中
本

) 

8
 

市
町
村
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 
–
地
方
都
市
部
の
問
題
点

–（
中
本

) 

9
 

市
町
村
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 
–
中
山
間
地
の
現
状

–
 
（
加
藤

) 

1
0
 

市
町
村
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 
–
中
山
間
地
の
問
題
点

–
（加
藤

) 

1
1
 

市
町
村
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

 
–
離
島
の
現
状
と
問
題
点

–
（片
岡

) 

1
2
 

島
根
県
の
地
域
医
療
を
め
ぐ
る
話
題

 
–健
康
の
地
域
格
差
対
策

–
（
山
下

) 
 

1
3
 

島
根
県
の
地
域
医
療
を
め
ぐ
る
話
題

 
–地
域
医
療
連
携

–（
山
下

) 

1
4
 

島
根
県
の
地
域
医
療
を
め
ぐ
る
話
題

 
–新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

–（
山
下

) 

1
5
 

ま
と
め
（
山
下

) 

テ
キ
ス
ト
 

特
に
指
定
は
し
な
い

 

参
考
文
献

 

第
3
期
島
根
県
医
療
費
適
正
化
計
画
（
H

3
0～

H
3
5
）
、
島
根
県
地
域
医
療
支
援
計
画
、
島
根
県

保
険
者
協
議
会
医
療
費
等
分
析
事
業
報
告
書
、
創
造
的
地
域
社
会

:中
国
山
地
に
学
ぶ
超
高
齢

社
会
の
自
立

(松
永
桂
子

,新
評
論

,2
0
1
2
) 

評
価
方
法

 
学
習
態
度

(討
論
へ
の
参
加
な
ど

)3
0
点
、
レ
ポ
ー
ト

7
0
点

 

そ
の
他

 

決
ま
っ
た
時
間
に
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
設
け
る
こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、
メ
ー
ル
に
よ
る
質
問
、
あ
る

い
は
メ
ー
ル
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
ア
ポ
イ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
院
生
室
・
研
究
室
な
ど
に
て
個
々
に
対
応

す
る
。

 

    

科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
２
 

授
業
科
目

 
保
健
医
療
福
祉
政
策
論
Ⅱ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
教
授

 
谷
口
敏
代

 

非
常
勤
講
師

 
宮
本
恭
子

 

選
択
／
必

修
 

選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

0
8
0
0
04

 
授
業
形
態

 
講
義
、
演
習

 
単
位
数

 
２
 

授
業
の

 

概
要

 

保
健

福
祉

・
医
療

の
提

供
体

制
の

あ
り

方
に

つ
い

て
理

解
し

､
保
健

福
祉

・
医

療
の

制
度

・

政
策

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て
歴

史
的

背
景

や
国

際
比
較

、
島
根

県
の

状
況

を
通
し

て
考

察
す

る
。
 

そ
の
上
で
、
専
門
職
間
の
連
携
に
つ
い
て
資
格
制
度
や
地
域
包
括
ケ
ア
の
あ
り
方
の
観
点
か
ら

検
討
す
る
。

 

（
科
目
責
任
者
：
谷
口
敏
代
） 

授
業
の

 

内
容

 

回
数

 
内
容

 

1
 

日
本
経
済
と
保
健
医
療
・
介
護
・
福
祉
政
策
の
展
開
（
宮
本
） 

2
 

国
民
経
済
と
医
療
・
介
護
制
度
（
宮
本
） 

3
 

サ
ー
ビ
ス
産
業
と
し
て
の
医
療
・
介
護
（
宮
本
） 

4
 

社
会
保
障
と
地
域
政
策
（
宮
本
） 

5
 

子
育
て
支
援
と
地
方
創
生
（
宮
本
） 

6
 

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

と
地

域
経

済
 

-
特
に

島
根

の
中

山
間

地
域

・
離

島
-
（

宮

本
）
 

7
 

保
健

医
療
・
介
護

政
策

の
国

際
比
較

(日
本
・
島
根
・
オ

ラ
ン

ダ
・
ド

イ
ツ

)
 （

宮
本

） 

8
 

看
護

・
介

護
分

野
の

外
国

人
労
働

力
政

策
（

宮
本

）
 

9
 

看
護

職
と

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン

ス
 

-島
根

県
の

事
例

を
通

し
て

-
（
宮

本
）
 

1
0
 

看
護

職
と

働
き

方
改

革
 -
島

根
県

の
事

例
を

通
し

て
-（

宮
本
）
 

1
1
 

保
健
医
療
福
祉
の
専
門
職
に
よ
る
連
携
モ
デ
ル
に
つ
い
て
（
谷
口
） 

1
2
 

保
健
医
療
福
祉
の
専
門
職
に
よ
る
連
携
モ
デ
ル
に
つ
い
て
（
谷
口
） 

1
3
 

我
が
国
及
び
島
根
に
お
け
る
地
域
看
護
・
地
域
福
祉
に
お
け
る
実
践
上
の
課
題
（谷
口
） 

1
4
 

我
が
国
及
び
島
根
に
お
け
る
地
域
看
護
・
地
域
福
祉
に
お
け
る
実
践
上
の
課
題
（谷
口
） 

1
5
 

ま
と
め
：
レ
ビ
ュ
ー
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
（谷
口
） 

テ
キ
ス
ト
 

プ
リ
ン
ト
及
び
資
料
を
適
宜
配
布
す
る

 

参
考
文
献

 
随
時
提
示
す
る
が
、
基
本
的
に
は
自
ら
文
献
探
索
し
熟
読
し
て
お
く

 

評
価
方
法

 
学
習
態
度

3
0
点
、
レ
ポ
ー
ト

7
0
点

 

そ
の
他

 

原
則
と
し
て
遠
隔
授
業
形
式
で
行
い
ま
す
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
応
じ
て
対
面
講
義
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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科
目
分
類

 
基
盤
科
目

 
対
象
学
年

 
２
 

授
業
科
目

 
健
康
栄
養
特
論
Ⅱ

 
学
期

 
春
学
期

 

担
当
教
員

 
〇
教
授

 
籠
橋
有
紀
子

 
 

 
教
授

 
原
田
永
勝

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

0
8
0
0
05

 
授
業
形
態

 
講
義
・演
習

 
単
位
数

 
２
 

授
業
の
概
要

 

健
康
寿
命
の
更
な
る
延
伸
に
向
け
た
栄
養
や
食
品
に
関
す
る
演
習
を
行
う
。

 

基
礎
栄
養
学
演
習
で
は
、
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
（

D
eo

xy
rib

on
uc

le
ic

 a
ci

d（
D

N
A
）
）

を
増
幅
す
る
た
め
の
核
酸
検
出
法
す
な
わ
ち
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
（

Po
ly

m
er

as
e 

ch
ai

n 
re

ac
tio

n（
PC

R
）
）
の
理
論
と
実
際
に
つ
い
て
学
ぶ
。

PC
R
法
は
分
子
遺
伝
学
の

研
究
の
み
な
ら
ず
、
医
学
・
生
理
学
・
分
類
学
な
ど
の
研
究
に
も
広
く
応
用
さ
れ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
出
な
ど
、
医
療
に
お
け
る
感
染
症
分
野
で
の
病
原
体
診
断
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

 

食
品
機
能
学
演
習
で
は
、
食
品
の
機
能
性
や
そ
の
評
価
法
に
つ
い
て
学
ぶ
。
ま
た
、

食
品
の
機
能
の
一
つ
で
あ
る
物
理
的
特
性
（
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
）
を
活
用
し
た
医
療
・
介

護
の
現
場
で
使
用
さ
れ
る
製
品
に
つ
い
て
紹
介
し
、
咀
嚼
や
嚥
下
機
能
に
合
わ
せ
た
望

ま
し
い
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
と
な
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
製
品
等
に
つ
い
て
解
説
す

る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1
 
分
子
生
物
学
の
基
礎
理
論

 

2
 
核
酸
の
構
造
と
遺
伝
子
診
断
へ
の
利
用

 

3
 
核
酸
検
出
法
（

PC
R
法
）
：
核
酸
増
幅
の
原
理

 

4
 

PC
R
法
の
実
践
：
食
品
に
付
着
し
た
微
生
物

D
N

A
の
増
幅

 

5
 

PC
R
法
の
実
践
：

D
N

A
の
電
気
泳
動

 
－
原
理
と
実
際
－

 

6
 

PC
R
法
の
実
践
：

D
N

A
の
検
出
法

 

7
 
遺
伝
子
変
異
と
一
塩
基
多
型
（
倹
約
遺
伝
子
仮
説
）

 

8
 

PC
R
法
の
応
用
：

PC
R
法
に
よ
る
ヒ
ト

D
N

A
の
増
幅

 

9
 

PC
R
法
の
応
用
：

PC
R
法
を
利
用
し
た
ヒ
ト
一
塩
基
多
型
の
検
出

 

1
0
 

PC
R
法
の
応
用
：
ヒ
ト
遺
伝
子
型
の
判
定
と
栄
養
管
理
へ
の
応
用

 

1
1
 
食
品
の
機
能
の
概
要
（
一
次
機
能
・
二
次
機
能
・
三
次
機
能
）

 

1
2
 
食
品
の
機
能
性
評
価
：
官
能
評
価
の
方
法
論

 

1
3
 
食
品
の
機
能
性
評
価
：
理
化
学
分
析
の
方
法
論

 

1
4
 
食
品
の
物
理
的
特
性
（
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
）
の
理
論
と
実
際

 

1
5
 
食
品
の
物
理
的
特
性
の
活
用
と
デ
ザ
イ
ン

 

テ
キ
ス
ト
 

特
定
の
テ
キ
ス
ト
は
指
定
し
な
い
。
適
宜
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。
 

参
考
文
献

 
必
要
に
応
じ
て
紹
介
す
る
。
 

評
価
方
法

 
授
業
へ
の
積
極
性
や
討
論
の
論
点
把
握
と
対
応
力
で
総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 

・
集
中
講
義
と
し
て
実
施
す
る
。
 

・
1
～

10
回
の
内
容
（
す
べ
て
対
面
）：
原
田

 
 

・
1
1
～
1
5
回
の
内
容
（

11
～

12
遠
隔
授
業
、

13
～

1
5
対
面
）：
籠
橋
 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
特
論
Ⅲ

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授
 
秦
 
幸
吉
 
 
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義
、
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

女
性
の
生
涯
を
通
し
て
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
援
助
方
法
の
開
発
を
探
求
す
る
。
青
年

期
か
ら
老
年
期
に
わ
た
る
女
性
の
健
康
に
関
す
る
学
術
的
な
研
究
論
文
を
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
し
て
健
康
課
題
を
多
角
的
に

分
析
し
、
論
点
を
整
理
す
る
。
こ
れ
ら
を
基
盤
と
し
て
、
女
性
の
生
涯
に
お
け
る
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
の
援
助
方

法
構
築
の
た
め
の
理
論
と
概
念
を
探
求
す
る
。
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
周
産
期
の
対
象
者
と
そ
の
家
族
の
健
康
課
題
に

関
す
る
周
産
期
の
チ
ー
ム
医
療
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
母
親
を
取
り
巻
く
現
代
的
課
題
と
子
ど
も
に
及
ぼ
す
影
響
、

女
性
の
生
涯
に
お
け
る
骨
盤
底
機
能
不
全
の
リ
ス
ク
要
因
と
排
尿
障
害
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
課
題
、
成
熟
期
女
性
に
お

け
る
月
経
周
期
に
伴
う
生
理
学
的
変
化
と
そ
の
随
伴
症
状
等
。（
科
目
責
任
者
：
秦
 
幸
吉
）

 
［
演
習
 
全

15
回
］

 
１
）
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
健
康
に
つ
い
て
概
観
し
、
健
康
課
題
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

 
２
）
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
を
取
り
上
げ
、
関
連
す
る
研
究
論
文
を
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
し
、
多
角

的
な
分
析
を
通
し
て
論
点
を
整
理
し
、
研
究
の
動
向
や
追
求
す
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

 
３
）
女
性
の
生
涯
に
お
け
る
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
の
援
助
方
法
の
構
築
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
自
己
の
研
究
課

題
お
よ
び
研
究
に
取
り
組
む
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
解
決
す
べ
き
研
究
方
法
と
仮
説
を
追
求
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
健
康
（
秦
）

 

2 
成
熟
女
性
の
月
経
周
期
に
伴
う
生
理
学
的
変
化
と
そ
の
随
伴
症
状
①
～
黄
体
期
（
秦
）

 

3 
成
熟
女
性
の
月
経
周
期
に
伴
う
生
理
学
的
変
化
と
そ
の
随
伴
症
状
②
～
月
経
期
（
秦
）

 

4 
成
熟
女
性
の
月
経
周
期
に
伴
う
生
理
学
的
変
化
と
そ
の
随
伴
症
状
③
～
卵
胞
期
（
秦
）

 

5 
安
全
な
分
娩
の
た
め
の
援
助
方
法
の
探
求
①

 ～
 超
音
波
診
断
法
の
活
用
（
秦
）

 

6 
安
全
な
分
娩
の
た
め
の
援
助
方
法
の
探
求
②

 ～
 妊
娠
・
分
娩
と
合
併
症
、
食
事
療
法
（
秦
）

 

7 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
研
究
の
意
義
と
独
自
性
（
秦
・
藤
田
）

 

8 
研
究
課
題
の
明
確
化
①
（
検
討
会
）

 

9 
女
性
の
健
康
課
題
①
～
妊
娠
期
か
ら
育
児
期
に
あ
る
女
性
（
秦
）

 

10
 
女
性
の
健
康
課
題
②
～
妊
孕
世
代
の
女
性
（
秦
）

 

11
 
女
性
の
健
康
課
題
③
～
自
律
神
経
活
動
と
ス
ト
レ
ス
（
藤
田
）

 

12
 
女
性
の
健
康
課
題
④
～
自
律
神
経
活
動
の
変
化
と
女
性
と
胎
児
・
新
生
児
へ
の
影
響
（
藤
田
）

 

13
 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
危
機
お
よ
び
健
康
課
題
の
明
確
化
（
討
議
と
ま
と
め
）（
秦
・
藤
田
）

 

14
 
研
究
課
題
の
明
確
化
②
（
検
討
に
向
け
た
準
備
）

 

15
 
研
究
課
題
の
明
確
化
③
（
検
討
会
）

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
、
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
60
％
）、
討
議
の
論
点
の
把
握
と
対
応
力
（
30
％
）、
積
極
的
な
授
業
参
加
（
10
％
）
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
遠
隔
授
業

 

 科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１
 

授
業
科
目

 
精
神
看
護
学
特
論
Ⅲ

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授

 
石
橋
照
子

 
教
授

 
大
森
眞
澄

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

08
01

02
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２
 

授
業
の
概
要

 

学
生
は
、
精
神
看
護
学
に
関
連
す
る
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
専
門
性
を
向
上
さ
せ
、
自
身
の
研
究
課
題
に
関
連
す

る
研
究
の
背
景
、
目
的
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
的
確
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

精
神
看
護
学
を
中
心
に
、
こ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
精
神
保
健
・医
療
・福
祉
に
関
す
る
テ
ー
マ
な
ど
を
含
め
て
学
術
論

文
を
講
読
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
相
互
に
討
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
講
義
の
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
る
。
学
生
は
自
身

の
研
究
課
題
と
の
関
連
や
立
ち
位
置
を
精
査
し
、
研
究
設
計
に
つ
な
げ
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
及
び
形
式

 

1 
精
神
保
健
福
祉
の
制
度
と
体
制
の
変
遷

 
 

(石
橋
，
大
森

) 

講
義
と
討
論

 

2 
精
神
保
健
福
祉
お
よ
び
精
神
医
療
に
お
け
る
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

 

3 
海
外
の
精
神
保
健
福
祉
お
よ
び
精
神
医
療
の
現
状

 

4 
国
内
の
精
神
保
健
福
祉
お
よ
び
精
神
医
療
の
現
状

 
 

5 
精
神
医
療
に
関
連
す
る
法
律
と
今
後
の
課
題

 

6 
精
神
障
が
い
者
の
人
権
擁
護
、
倫
理

 

7 
精
神
保
健
福
祉
お
よ
び
精
神
医
療
の
課
題
分
析

 

8 

領
域
ゼ
ミ
  

授
業
テ
ー
マ
の
中
か
ら
学
生
が
自
身
の
研
究
課
題
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
を
選
び

10
本

程
度
の
論
文
を
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
し
、
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
。
参
加
者
で
質
疑
を
行
い
、
研
究
を

行
う
た
め
に
必
要
な
専
門
性
を
向
上
さ
せ
る
。
 

 
(精
神
看
護
学
領
域

の
学
生
及
び
教
員

) 

討
論

 

9 
ス
ト
レ
ス
、
危
機
に
関
す
る
理
論

 

(石
橋
，
大
森

) 

講
義
と
討
論

 

10
 
ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル

 

11
 
リ
カ
バ
リ
ー
と
い
う
考
え
方

 

12
 
セ
ル
フ
ケ
ア
理
論

 

13
 
実
践
活
動
に
つ
い
て
概
観

 

14
 
研
究
課
題
の
意
義
と
独
自
性

 

15
 

領
域
ゼ
ミ
 

(精
神
看
護
学
領
域
専
攻
の
前
・後
期
課
程
の
学
生
お
よ
び
教
員

)  
授
業
テ
ー
マ
の
中
か
ら
学
生
が
自
身
の
研
究
課
題
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
を
選
び

10
本

程
度
の
論
文
を
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
し
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
。
参
加
者
で
質
疑
を
行
い
、
研
究
を

行
う
た
め
に
必
要
な
専
門
性
を
向
上
さ
せ
る
。
 

 
(精
神
看
護
学
領
域

の
学
生
及
び
教
員

) 

討
論

 

テ
キ
ス
ト
 

特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
指
示
す
る

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

25
％
、
参
加
度

25
％
、
レ
ポ
ー
ト

50
％

 

そ
の
他

 

講
義
、
学
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
合
同
検
討
会
へ
の
参
加
を
通
し
て
学
び
ま
す
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
理
的
な
考
察
と
客
観
的
な
視
点
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
精
神
看
護
学
特
論
の

学
修
内
容
と
自
身
の
研
究
課
題
と
の
関
連
や
立
ち
位
置
を
精
査
し
、
研
究
設
計
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。
 

文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
内
容
を
本
学
の
研
究
紀
要
に
投
稿
し
、
査
読
を
受
け
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
し
ま
し
ょ
う
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
看
護
学
特
論
Ⅲ

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授
 
秦
 
幸
吉
 
 
教
授
 
藤
田
小
矢
香
 

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
講
義
、
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

女
性
の
生
涯
を
通
し
て
健
康
を
保
持
・
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
援
助
方
法
の
開
発
を
探
求
す
る
。
青
年

期
か
ら
老
年
期
に
わ
た
る
女
性
の
健
康
に
関
す
る
学
術
的
な
研
究
論
文
を
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
し
て
健
康
課
題
を
多
角
的
に

分
析
し
、
論
点
を
整
理
す
る
。
こ
れ
ら
を
基
盤
と
し
て
、
女
性
の
生
涯
に
お
け
る
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
の
援
助
方

法
構
築
の
た
め
の
理
論
と
概
念
を
探
求
す
る
。
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
周
産
期
の
対
象
者
と
そ
の
家
族
の
健
康
課
題
に

関
す
る
周
産
期
の
チ
ー
ム
医
療
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
母
親
を
取
り
巻
く
現
代
的
課
題
と
子
ど
も
に
及
ぼ
す
影
響
、

女
性
の
生
涯
に
お
け
る
骨
盤
底
機
能
不
全
の
リ
ス
ク
要
因
と
排
尿
障
害
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
課
題
、
成
熟
期
女
性
に
お

け
る
月
経
周
期
に
伴
う
生
理
学
的
変
化
と
そ
の
随
伴
症
状
等
。（
科
目
責
任
者
：
秦
 
幸
吉
）

 
［
演
習
 
全

15
回
］

 
１
）
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
健
康
に
つ
い
て
概
観
し
、
健
康
課
題
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

 
２
）
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
健
康
課
題
を
取
り
上
げ
、
関
連
す
る
研
究
論
文
を
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
し
、
多
角

的
な
分
析
を
通
し
て
論
点
を
整
理
し
、
研
究
の
動
向
や
追
求
す
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

 
３
）
女
性
の
生
涯
に
お
け
る
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
の
援
助
方
法
の
構
築
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
自
己
の
研
究
課

題
お
よ
び
研
究
に
取
り
組
む
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
解
決
す
べ
き
研
究
方
法
と
仮
説
を
追
求
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
健
康
（
秦
）

 

2 
成
熟
女
性
の
月
経
周
期
に
伴
う
生
理
学
的
変
化
と
そ
の
随
伴
症
状
①
～
黄
体
期
（
秦
）

 

3 
成
熟
女
性
の
月
経
周
期
に
伴
う
生
理
学
的
変
化
と
そ
の
随
伴
症
状
②
～
月
経
期
（
秦
）

 

4 
成
熟
女
性
の
月
経
周
期
に
伴
う
生
理
学
的
変
化
と
そ
の
随
伴
症
状
③
～
卵
胞
期
（
秦
）

 

5 
安
全
な
分
娩
の
た
め
の
援
助
方
法
の
探
求
①

 ～
 超
音
波
診
断
法
の
活
用
（
秦
）

 

6 
安
全
な
分
娩
の
た
め
の
援
助
方
法
の
探
求
②

 ～
 妊
娠
・
分
娩
と
合
併
症
、
食
事
療
法
（
秦
）

 

7 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
研
究
の
意
義
と
独
自
性
（
秦
・
藤
田
）

 

8 
研
究
課
題
の
明
確
化
①
（
検
討
会
）

 

9 
女
性
の
健
康
課
題
①
～
妊
娠
期
か
ら
育
児
期
に
あ
る
女
性
（
秦
）

 

10
 
女
性
の
健
康
課
題
②
～
妊
孕
世
代
の
女
性
（
秦
）

 

11
 
女
性
の
健
康
課
題
③
～
自
律
神
経
活
動
と
ス
ト
レ
ス
（
藤
田
）

 

12
 
女
性
の
健
康
課
題
④
～
自
律
神
経
活
動
の
変
化
と
女
性
と
胎
児
・
新
生
児
へ
の
影
響
（
藤
田
）

 

13
 
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
危
機
お
よ
び
健
康
課
題
の
明
確
化
（
討
議
と
ま
と
め
）（
秦
・
藤
田
）

 

14
 
研
究
課
題
の
明
確
化
②
（
検
討
に
向
け
た
準
備
）

 

15
 
研
究
課
題
の
明
確
化
③
（
検
討
会
）

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
、
文
献
・
図
書
を
紹
介
す
る
。

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
60
％
）、
討
議
の
論
点
の
把
握
と
対
応
力
（
30
％
）、
積
極
的
な
授
業
参
加
（
10
％
）
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
遠
隔
授
業

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
1 

授
業
科
目

 
が
ん
看
護
学
特
論
Ⅲ

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授
 
大
﨏
美
樹
 
 

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
Ⅰ

70
80

10
1 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
2 

授
業
の
概
要

 

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
、
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
の
看
護
に
関
す
る
研
究
の
動
向
を
概
観
す
る
。
が
ん
が
も
た
ら
す
あ
ら
ゆ

る
苦
痛
症
状
や
苦
悩
を
多
角
的
に
理
解
す
る
た
め
の
概
念
、
理
論
、
モ
デ
ル
の
探
索
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
看
護
実
践

方
法
を
探
求
す
る
。

 
1．

 国
内
外
の
先
行
研
究
か
ら
関
心
領
域
の
研
究
の
動
向
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
2．

 研
究
枠
組
み
に
用
い
る
概
念
、
理
論
、
モ
デ
ル
を
探
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
3．

 関
心
事
象
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
看
護
実
践
方
法
を
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
1）

 が
ん
患
者
・
家
族
の
課
題
の
多
角
的
探
求

 
（

1）
身
体
的
な
苦
痛

 

2 
（

2）
心
理
的
な
苦
痛

 

3 
（

3）
社
会
的
な
苦
痛

 

4 
（

4）
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
な
苦
痛

 

5 
（

5）
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー

 

6 
（

6）
が
ん
患
者
家
族

 

7 
2）

 が
ん
患
者
・
家
族
へ
の
看
護
実
践
方
法
の
探
求

 
（

1）
生
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 

8 
（

2）
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 

9 
（

3）
行
動
認
知
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 

10
 
（

4）
意
思
決
定
支
援

 

11
 
（

5）
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

 

12
 
（

6）
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア

 

13
 
（

7）
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

 

14
 
研
究
課
題
に
関
連
し
た
論
文
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
発
表
（

1）
 

15
 
研
究
課
題
に
関
連
し
た
論
文
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
発
表
（

2）
 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
示
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
、
紹
介
す
る

 

評
価
方
法

 
授
業
参
加
態
度

30
％
、
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

40
％
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
論
点
と
対
応
力

30
％
に
よ
り

総
合
的
に
評
価
す
る
。
 

そ
の
他

 
・
授
業
実
施
方
法
：
遠
隔
授
業

 
 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１
 

授
業
科
目

 
精
神
看
護
学
特
論
Ⅲ

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授

 
石
橋
照
子

 
教
授

 
大
森
眞
澄

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 

科
目
コ
ー
ド

 
I7

08
01

02
 

授
業
形
態

 
演
習

 
単
位
数

 
２
 

授
業
の
概
要

 

学
生
は
、
精
神
看
護
学
に
関
連
す
る
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
専
門
性
を
向
上
さ
せ
、
自
身
の
研
究
課
題
に
関
連
す

る
研
究
の
背
景
、
目
的
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
的
確
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

精
神
看
護
学
を
中
心
に
、
こ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
精
神
保
健
・医
療
・福
祉
に
関
す
る
テ
ー
マ
な
ど
を
含
め
て
学
術
論

文
を
講
読
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
相
互
に
討
論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
講
義
の
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
る
。
学
生
は
自
身

の
研
究
課
題
と
の
関
連
や
立
ち
位
置
を
精
査
し
、
研
究
設
計
に
つ
な
げ
る
。
 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 
担
当
及
び
形
式

 

1 
精
神
保
健
福
祉
の
制
度
と
体
制
の
変
遷

 
 

(石
橋
，
大
森

) 

講
義
と
討
論

 

2 
精
神
保
健
福
祉
お
よ
び
精
神
医
療
に
お
け
る
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

 

3 
海
外
の
精
神
保
健
福
祉
お
よ
び
精
神
医
療
の
現
状

 

4 
国
内
の
精
神
保
健
福
祉
お
よ
び
精
神
医
療
の
現
状

 
 

5 
精
神
医
療
に
関
連
す
る
法
律
と
今
後
の
課
題

 

6 
精
神
障
が
い
者
の
人
権
擁
護
、
倫
理

 

7 
精
神
保
健
福
祉
お
よ
び
精
神
医
療
の
課
題
分
析

 

8 

領
域
ゼ
ミ
  

授
業
テ
ー
マ
の
中
か
ら
学
生
が
自
身
の
研
究
課
題
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
を
選
び

10
本

程
度
の
論
文
を
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
し
、
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
。
参
加
者
で
質
疑
を
行
い
、
研
究
を

行
う
た
め
に
必
要
な
専
門
性
を
向
上
さ
せ
る
。
 

 
(精
神
看
護
学
領
域

の
学
生
及
び
教
員

) 

討
論

 

9 
ス
ト
レ
ス
、
危
機
に
関
す
る
理
論

 

(石
橋
，
大
森

) 

講
義
と
討
論

 

10
 
ス
ト
レ
ン
グ
ス
モ
デ
ル

 

11
 
リ
カ
バ
リ
ー
と
い
う
考
え
方

 

12
 
セ
ル
フ
ケ
ア
理
論

 

13
 
実
践
活
動
に
つ
い
て
概
観

 

14
 
研
究
課
題
の
意
義
と
独
自
性

 

15
 

領
域
ゼ
ミ
 

(精
神
看
護
学
領
域
専
攻
の
前
・後
期
課
程
の
学
生
お
よ
び
教
員

)  
授
業
テ
ー
マ
の
中
か
ら
学
生
が
自
身
の
研
究
課
題
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
を
選
び

10
本

程
度
の
論
文
を
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
し
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
。
参
加
者
で
質
疑
を
行
い
、
研
究
を

行
う
た
め
に
必
要
な
専
門
性
を
向
上
さ
せ
る
。
 

 
(精
神
看
護
学
領
域

の
学
生
及
び
教
員

) 

討
論

 

テ
キ
ス
ト
 

特
に
指
定
し
な
い

 

参
考
文
献

 
適
宜
指
示
す
る

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

25
％
、
参
加
度

25
％
、
レ
ポ
ー
ト

50
％

 

そ
の
他

 

講
義
、
学
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
合
同
検
討
会
へ
の
参
加
を
通
し
て
学
び
ま
す
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
理
的
な
考
察
と
客
観
的
な
視
点
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
精
神
看
護
学
特
論
の

学
修
内
容
と
自
身
の
研
究
課
題
と
の
関
連
や
立
ち
位
置
を
精
査
し
、
研
究
設
計
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。
 

文
献
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
内
容
を
本
学
の
研
究
紀
要
に
投
稿
し
、
査
読
を
受
け
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
し
ま
し
ょ
う
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
特
論
Ⅲ

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授
 
梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習
、
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

 高
齢
療
養
者
と
そ
の
家
族
は
、
社
会
の
変
化
や
医
療
・
福
祉
政
策
の
動
向
に
よ
り
、
複
合
的
か
つ
複
雑
な
健
康

課
題
や
生
活
上
の
課
題
を
有
し
て
い
る
。
生
活
機
能
の
維
持
・
改
善
の
た
め
の
支
援
、
高
齢
者
や
家
族
の
尊
厳
保

持
や
権
利
擁
護
を
踏
ま
え
た
意
思
決
定
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
、
高
齢
者
の
学
習
支
援
、
社
会
参
加

支
援
な
ど
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
関
わ
る
理
論
や
具
体
的
実
践
を
学
修
す
る
。
学
生
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
自
身

の
研
究
課
題
に
関
連
す
る
知
見
を
整
理
し
、
研
究
計
画
立
案
に
繋
げ
る
。
 

ま
た
、
指
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
関
連
文
献
を
精
読
し
、
知
見
を
整
理
、
発
表
を
す
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
参

加
者
と
の
討
論
を
重
ね
る
中
で
、
論
理
的
思
考
や
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
説
明
力
を
高
め
る
。
 

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
 
 
 
 
 
 
 
容

 
形
 
 
式

 

1 
高
齢
者
の
生
活
と
健
康
意
識
に
関
す
る
変
遷
 

講
義
と
討
論
 

2 
中
山
間
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
の
特
性
 

講
義
と
討
論
 

3 
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
の
特
性
 

講
義
と
討
論
 

4 
高
齢
者
の
保
健
・
医
療
制
度
に
関
す
る
変
遷

 
講
義
と
討
論

 

5 
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
日
本
と
ド
イ
ツ
の
比
較
 

講
義
と
討
論
 

6 
高
齢
者
の
健
康
問
題
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス

 
発
表
と
討
論

 

7 
高
齢
者
に
対
す
る
健
康
教
育
の
現
状
と
課
題

 
発
表
と
討
論

 

8 
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
の
現
状
と
課
題

 
発
表
と
討
論

 

9 
高
齢
者
の
権
利
擁
護
・
意
思
決
定
支
援

 
発
表
と
討
論

 

10
 
認
知
症
を
も
つ
高
齢
者
と
家
族
へ
の
支
援

 
発
表
と
討
論

 

11
 
慢
性
疾
患
を
持
つ
高
齢
者
と
の
生
活
支
援

 
発
表
と
討
論

 

12
 
運
動
機
能
障
害
を
持
つ
高
齢
者
の
生
活
支
援

 
発
表
と
討
論

 

13
 
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア

 
発
表
と
討
論

 

14
 
高
齢
者
が
活
き
活
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
要
件
に
つ
い
て
論
点
整
理

 
自
己
学
習

 

15
 
ま
と
め
：
高
齢
者
が
活
き
活
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
要
件
と
は

 
発
表
と
討
論

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 
適
宜
指
示
す
る
。

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
50
％
）、
積
極
的
な
授
業
参
加
（
20
％
）、
討
論
の
論
点
の
把
握
と
対
応
力
（
30
％
）
 

そ
の
他

 

発
表
を
求
め
る
単
元
で
は
、
学
生
が
関
連
す
る
文
献
や
最
新
知
見
、
先
進
的
な
実
践
例
等
を
用
い
て
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
発

表
し
討
論
す
る
。
発
表
内
容
を
踏
ま
え
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
参
加
者
と
討
論
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
論
理
的
思
考
や
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
説
明
力
を
高
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
地
域
保
健
学
特
論
Ⅲ

 
学
期

 
通
年

 
担
当
教
員

 
〇
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
、
教
授

 山
下
一
也
、
教
授

 谷
口
敏
代

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

08
01

04
 

授
業
形
態

 
講
義
、
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

（
概
要
）

 
健
康
問
題
は
国
内
外
問
わ
ず
、
社
会
の
在
り
方
や
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
大
き
く
影
響
を
受
け
、
そ
の
内
容
は
複
雑

多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
解
決
方
法
も
医
学
保
健
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
分
野
の
複
合
的
な
視
点
を
持
っ
た
も
の
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
顕
在
も
し
く
は
潜
在
す
る
健
康
問
題
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
、
統
計
的
手
法

を
基
に
関
連
を
特
定
す
る
方
法
を
学
ぶ
。
ま
た
、
地
域
特
性
を
理
解
し
た
上
で
、
個
人
・
家
族
、
集
団
（
グ
ル
ー
プ
）
及

び
地
域
を
対
象
と
し
て
支
援
と
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
最
新
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
多
角
的
に
分
析
し
な
が
ら
探
究

す
る
。

 
1.

 顕
在
も
し
く
は
潜
在
す
る
健
康
問
題
に
つ
い
て
、
統
計
的
手
法
を
基
に
関
連
を
特
定
す
る
方
法
を
用
い
て
そ
の
要

因
を
追
求
す
る
。
 

2.
 地
域
の
文
化
や
習
慣
等
を
理
解
し
、
地
域
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
や
方
法
を
追
求
す
る
と
と
も
に
地
域
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

3.
 健
康
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
個
人
及
び
家
族
、
グ
ル
ー
プ
、
地
域
を
対
象
と
し
て
、
看
護
の
社
会
的
適
用
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
生
涯
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

2 
地
域
医
療
に
お
け
る
課
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
下
）

 

3 
在
宅
療
養
に
お
け
る
課
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
下
）

 

4 
福
祉
に
お
け
る
課
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
谷
口
）

 

5 
地
域
保
健
（
行
政
）
に
お
け
る
健
康
問
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

6 
地
域
保
健
（
産
業
）
に
お
け
る
健
康
問
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
下
）

 

7 
地
域
保
健
（
学
校
）
に
お
け
る
健
康
問
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
下
）

 

8 
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
／
課
題
レ
ポ
ー
ト
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
（
全
教
員
）

 

9 
地
域
特
性
と
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

10
 
公
衆
衛
生
倫
理
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

11
 
地
域
特
性
と
個
人
・
家
族
の
支
援
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
谷
口
）

 

12
 
地
域
特
性
と
集
団
（
グ
ル
ー
プ
）
の
支
援
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

13
 
地
域
特
性
と
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

14
 
健
康
問
題
と
看
護
政
策
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

15
 
健
康
と
看
護
の
社
会
的
適
用
／
課
題
レ
ポ
ー
ト
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
（
全
教
員
）

 

テ
キ
ス
ト

 
特
定
の
テ
キ
ス
ト
は
指
定
し
な
い
。
各
回
の
授
業
に
お
い
て
予
習
す
べ
き
文
献
を
指
定
す
る
。

 
参
考
文
献

 
必
要
に
応
じ
て
紹
介
す
る
。

 
評
価
方
法

 
課
題
レ
ポ
ー
ト
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
40
％
）、
授
業
へ
の
積
極
性
や
討
論
の
論
点
把
握
と
対
応
力
（
60
％
）
 

そ
の
他

 
 
授
業
は
、
原
則
と
し
て
遠
隔
授
業
で
行
う
。

 
 
授
業
日
程
は
「
授
業
管
理
シ
ー
ト
」
を
用
い
、
学
生
が
担
当
教
員
と
事
前
に
調
整
し
、
主
体
的
に
取
組
む
こ
と
。

 
 
講
義
と
討
論
の
演
習
形
式
で
受
業
を
進
め
、
２
つ
の
課
題
レ
ポ
ー
ト
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
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科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 

授
業
科
目

 
高
齢
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
学
特
論
Ⅲ

 
学
期

 
通
年

 

担
当
教
員

 
教
授
 
梶
谷
み
ゆ
き

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
 

授
業
形
態

 
演
習
、
講
義

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

 高
齢
療
養
者
と
そ
の
家
族
は
、
社
会
の
変
化
や
医
療
・
福
祉
政
策
の
動
向
に
よ
り
、
複
合
的
か
つ
複
雑
な
健
康

課
題
や
生
活
上
の
課
題
を
有
し
て
い
る
。
生
活
機
能
の
維
持
・
改
善
の
た
め
の
支
援
、
高
齢
者
や
家
族
の
尊
厳
保

持
や
権
利
擁
護
を
踏
ま
え
た
意
思
決
定
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
、
高
齢
者
の
学
習
支
援
、
社
会
参
加

支
援
な
ど
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
関
わ
る
理
論
や
具
体
的
実
践
を
学
修
す
る
。
学
生
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
自
身

の
研
究
課
題
に
関
連
す
る
知
見
を
整
理
し
、
研
究
計
画
立
案
に
繋
げ
る
。
 

ま
た
、
指
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
関
連
文
献
を
精
読
し
、
知
見
を
整
理
、
発
表
を
す
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
参

加
者
と
の
討
論
を
重
ね
る
中
で
、
論
理
的
思
考
や
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
説
明
力
を
高
め
る
。
 

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
 
 
 
 
 
 
 
容

 
形
 
 
式

 

1 
高
齢
者
の
生
活
と
健
康
意
識
に
関
す
る
変
遷
 

講
義
と
討
論
 

2 
中
山
間
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
の
特
性
 

講
義
と
討
論
 

3 
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
の
特
性
 

講
義
と
討
論
 

4 
高
齢
者
の
保
健
・
医
療
制
度
に
関
す
る
変
遷

 
講
義
と
討
論

 

5 
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
日
本
と
ド
イ
ツ
の
比
較
 

講
義
と
討
論
 

6 
高
齢
者
の
健
康
問
題
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス

 
発
表
と
討
論

 

7 
高
齢
者
に
対
す
る
健
康
教
育
の
現
状
と
課
題

 
発
表
と
討
論

 

8 
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
の
現
状
と
課
題

 
発
表
と
討
論

 

9 
高
齢
者
の
権
利
擁
護
・
意
思
決
定
支
援

 
発
表
と
討
論

 

10
 
認
知
症
を
も
つ
高
齢
者
と
家
族
へ
の
支
援

 
発
表
と
討
論

 

11
 
慢
性
疾
患
を
持
つ
高
齢
者
と
の
生
活
支
援

 
発
表
と
討
論

 

12
 
運
動
機
能
障
害
を
持
つ
高
齢
者
の
生
活
支
援

 
発
表
と
討
論

 

13
 
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア

 
発
表
と
討
論

 

14
 
高
齢
者
が
活
き
活
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
要
件
に
つ
い
て
論
点
整
理

 
自
己
学
習

 

15
 
ま
と
め
：
高
齢
者
が
活
き
活
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
要
件
と
は

 
発
表
と
討
論

 

テ
キ
ス
ト

 
特
に
指
定
し
な
い
。

 

参
考
文
献

 
適
宜
指
示
す
る
。

 

評
価
方
法

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
50
％
）、
積
極
的
な
授
業
参
加
（
20
％
）、
討
論
の
論
点
の
把
握
と
対
応
力
（
30
％
）
 

そ
の
他

 

発
表
を
求
め
る
単
元
で
は
、
学
生
が
関
連
す
る
文
献
や
最
新
知
見
、
先
進
的
な
実
践
例
等
を
用
い
て
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
発

表
し
討
論
す
る
。
発
表
内
容
を
踏
ま
え
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
参
加
者
と
討
論
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
論
理
的
思
考
や
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
説
明
力
を
高
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

 

 

科
目
分
類

 
専
門
科
目

 
対
象
学
年

 
１

 
授
業
科
目

 
地
域
保
健
学
特
論
Ⅲ

 
学
期

 
通
年

 
担
当
教
員

 
〇
教
授

 吾
郷
美
奈
恵
、
教
授

 山
下
一
也
、
教
授

 谷
口
敏
代

 
選
択
／
必
修

 
選
択

 
科
目
コ
ー
ド

 
I7

08
01

04
 

授
業
形
態

 
講
義
、
演
習

 
単
位
数

 
２

 

授
業
の
概
要

 

（
概
要
）

 
健
康
問
題
は
国
内
外
問
わ
ず
、
社
会
の
在
り
方
や
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
大
き
く
影
響
を
受
け
、
そ
の
内
容
は
複
雑

多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
解
決
方
法
も
医
学
保
健
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
分
野
の
複
合
的
な
視
点
を
持
っ
た
も
の
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
顕
在
も
し
く
は
潜
在
す
る
健
康
問
題
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
、
統
計
的
手
法

を
基
に
関
連
を
特
定
す
る
方
法
を
学
ぶ
。
ま
た
、
地
域
特
性
を
理
解
し
た
上
で
、
個
人
・
家
族
、
集
団
（
グ
ル
ー
プ
）
及

び
地
域
を
対
象
と
し
て
支
援
と
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
最
新
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
多
角
的
に
分
析
し
な
が
ら
探
究

す
る
。

 
1.

 顕
在
も
し
く
は
潜
在
す
る
健
康
問
題
に
つ
い
て
、
統
計
的
手
法
を
基
に
関
連
を
特
定
す
る
方
法
を
用
い
て
そ
の
要

因
を
追
求
す
る
。
 

2.
 地
域
の
文
化
や
習
慣
等
を
理
解
し
、
地
域
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
や
方
法
を
追
求
す
る
と
と
も
に
地
域
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

3.
 健
康
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
個
人
及
び
家
族
、
グ
ル
ー
プ
、
地
域
を
対
象
と
し
て
、
看
護
の
社
会
的
適
用
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

 

授
業
の
内
容

 

回
数

 
内
容

 

1 
生
涯
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

2 
地
域
医
療
に
お
け
る
課
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
下
）

 

3 
在
宅
療
養
に
お
け
る
課
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
下
）

 

4 
福
祉
に
お
け
る
課
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
谷
口
）

 

5 
地
域
保
健
（
行
政
）
に
お
け
る
健
康
問
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

6 
地
域
保
健
（
産
業
）
に
お
け
る
健
康
問
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
下
）

 

7 
地
域
保
健
（
学
校
）
に
お
け
る
健
康
問
題
と
そ
の
要
因
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
下
）

 

8 
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
／
課
題
レ
ポ
ー
ト
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
（
全
教
員
）

 

9 
地
域
特
性
と
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

10
 
公
衆
衛
生
倫
理
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

11
 
地
域
特
性
と
個
人
・
家
族
の
支
援
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
谷
口
）

 

12
 
地
域
特
性
と
集
団
（
グ
ル
ー
プ
）
の
支
援
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

13
 
地
域
特
性
と
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

14
 
健
康
問
題
と
看
護
政
策
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
吾
郷
）

 

15
 
健
康
と
看
護
の
社
会
的
適
用
／
課
題
レ
ポ
ー
ト
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
（
全
教
員
）

 

テ
キ
ス
ト

 
特
定
の
テ
キ
ス
ト
は
指
定
し
な
い
。
各
回
の
授
業
に
お
い
て
予
習
す
べ
き
文
献
を
指
定
す
る
。

 
参
考
文
献

 
必
要
に
応
じ
て
紹
介
す
る
。

 
評
価
方
法

 
課
題
レ
ポ
ー
ト
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
40
％
）、
授
業
へ
の
積
極
性
や
討
論
の
論
点
把
握
と
対
応
力
（
60
％
）
 

そ
の
他

 
 
授
業
は
、
原
則
と
し
て
遠
隔
授
業
で
行
う
。

 
 
授
業
日
程
は
「
授
業
管
理
シ
ー
ト
」
を
用
い
、
学
生
が
担
当
教
員
と
事
前
に
調
整
し
、
主
体
的
に
取
組
む
こ
と
。

 
 
講
義
と
討
論
の
演
習
形
式
で
受
業
を
進
め
、
２
つ
の
課
題
レ
ポ
ー
ト
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

 

 
こ
の
科
目
と
学
位
授
与
方
針
と
の
関
連
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
等
で
理
解
し
て
授
業
に
臨
む
こ
と
。

 

 

科
目
分
類
 

研
究
科
目
 

対
象
学
年
 

１
～
３
 

授
業
科
目
 

後
期
特
別
研
究
 

学
期
 

通
年
 

担
当
教
員
 

教
 
授
：
吾
郷
美
奈
恵
、
石
橋
 照

子
、
大
﨏
 美

樹
、
大
森
 眞

澄
、
岡
安
 誠

子
、
 

梶
谷
み
ゆ
き
、
谷
口
 敏

代
、
秦
 幸

吉
、
森
山
 美

香
、
山
下
 一

也
、
 

藤
田
 小

矢
香
 

准
教
授
：
井
上
千
晶
 

選
択
／
必
修
 

必
修
 

科
目
コ
ー
ド
 

I7
08
02
00
 

授
業
形
態
 

演
習
 

単
位
数
 

６
 

授
業
の
概
要
 

（
概
要
）
 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
今
日
的
課
題
を
踏
ま
え
、
看
護
ケ
ア
の
質
の
向
上
と
改
革
を
導
く
た
め
に
必
要
な
看
護
実
践
及
び

看
護
学
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
、
実
践
の
根
拠
と
な
り
う
る
研
究
成
果
の
産
出
を
試
み
る
。
具
体
的
に
は
履
修
す
る
専
門
科

目
の
分
野
に
お
い
て
、
個
々
の
興
味
・
関
心
に
従
い
蓄
積
し
た
学
修
成
果
を
活
用
し
な
が
ら
研
究
課
題
の
焦
点
化
を
は
か
り
、

研
究
方
法
を
決
定
し
、
研
究
計
画
書
を
作
成
す
る
。
研
究
計
画
に
基
づ
き
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
ま
と
め
た
結
果
を
分
析
・
考

察
し
、
新
た
な
知
見
を
提
示
す
る
。
最
終
的
成
果
と
し
て
学
位
論
文
を
作
成
し
、
発
表
、
審
査
を
受
け
る
。
こ
れ
ら
の
一
連

の
研
究
過
程
を
通
し
、
研
究
者
と
し
て
自
律
し
て
研
究
活
動
を
行
い
、
専
門
的
な
業
務
に
従
事
す
る
た
め
に
必
要
な
研
究
能

力
と
看
護
専
門
職
と
し
て
の
研
究
的
態
度
を
修
得
す
る
。
 

 （
吾
郷
美
奈
恵
）
 

地
域
の
潜
在
的
・
顕
在
的
な
健
康
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
設
定
し
、
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
基

づ
き
自
立
し
て
実
施
で
き
る
能
力
を
養
う
。
ま
た
、
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
統
計
解
析
の
ツ
ー
ル

や
手
法
に
つ
い
て
も
探
究
で
き
る
力
を
養
う
。
 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 保

健
活
動
や
保
健
事
業
の
開
発
に
関
す
る
研
究
 

2.
 住

民
参
画
（
ス
タ
ッ
フ
参
画
）
に
よ
る
地
域
づ
く
り
（
職
場
づ
く
り
）
に
関
す
る
研
究
 

3.
 保

健
師
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
と
実
践
能
力
と
評
価
に
関
す
る
研
究
 

 （
石
橋
照
子
）
 

精
神
看
護
現
象
に
ま
つ
わ
る
人
々
の
経
験
を
解
釈
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
探
求
す
る
質
的
研
究
を
行
う
。
研
究
方
法
と
し

て
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
修
正
版
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・
セ
オ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
を

用
い
、
デ
ー
タ
収
集
方
法
、
分
析
／
解
釈
の
方
法
を
習
得
し
、
自
立
し
て
研
究
で
き
る
力
を
養
う
 。

 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 患

者
参
画
型
教
育
に
関
す
る
研
究
 

2.
 精

神
科
身
体
合
併
症
発
見
･ケ

ア
に
必
要
な
臨
床
判
断
力
に
関
す
る
研
究
 

3.
 精

神
障
が
い
者
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
究
 

 （
大
﨏
美
樹
）
 

が
ん
看
護
学
の
知
識
基
盤
か
ら
研
究
課
題
を
導
き
、
そ
の
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
解
決
に
向
け
た
研
究
計
画
の
立

案
、
研
究
方
法
を
理
解
し
た
上
で
論
文
作
成
が
で
き
る
能
力
を
養
う
。
 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 が

ん
患
者
の
全
人
的
苦
痛
と
援
助
方
法
に
関
す
る
研
究
 

2.
 が

ん
患
者
の

Se
lf
-p
er
ce
iv
ed
 b
ur
de
n
に
関
す
る
研
究

 

3.
 が

ん
患
者
の
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
に
関
す
る
研
究
 

 （
大
森
眞
澄
）
 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
集
団
精
神
療
法
の
理
論
を
基
盤
に
、
児
童
・
思
春
期
に

関
わ
る
人
の
感
情
知
性
の
育
成
、
看
護
師
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
､精

神
障
が
い
者
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
質
的
研
究
手
法

を
用
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 感

情
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
研
究
 

2.
 集

団
療
法
を
介
し
た
介
入
研
究
 

3.
 児

童
・
思
春
期
ケ
ア
に
お
け
る
感
情
知
性
の
育
成
に
関
す
る
研
究
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（
岡
安
誠
子
）
 

 
看
護
職
者
や
看
護
学
生
が
専
門
職
と
し
て
自
己
教
育
力
を
高
め
る
た
め
の
方
略
、
或
い
は
人
々
の
健
康
に
か
か
わ
る
諸
問

題
を
当
事
者
が
参
画
し
て
解
決
す
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
成
人
教
育
学
の
立
場
か
ら
探
求
す
る
。
文
献
検
討
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
見
聞
に
よ
っ
て
、
関
心
テ
ー
マ
の
中
心
と
な
る
概
念
を
同
定
し
、
現
象
を
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

課
題
の
探
究
に
向
け
て
研
究
を
デ
ザ
イ
ン
し
検
証
す
る
能
力
を
養
う
。
 
 

 
研
究
テ
ー
マ
 

1．
対
象
者
が
自
己
教
育
力
を
高
め
る
た
め
の
教
育
的
方
略
に
関
す
る
研
究
 

2．
教
育
者
の
行
動
原
理
に
関
す
る
研
究
 

 （
梶
谷
み
ゆ
き
）
 

高
齢
者
の
健
康
維
持
や
家
族
も
含
め
た
生
活
の
質
向
上
に
関
わ
る
研
究
疑
問
を
取
り
上
げ
、
量
的
研
究
手
法
や
質
的
研
究

手
法
を
用
い
て
、
生
じ
て
い
る
現
象
の
解
明
や
課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
を
自
立
的
に
展
開
で
き
る
能
力
を
養
う
。
 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 家

族
機
能
に
着
眼
し
た
高
齢
療
養
者
と
家
族
へ
の
介
入
研
究
 

2.
 脳

血
管
障
害
や
認
知
症
を
有
す
る
高
齢
療
養
者
の
生
活
支
援
に
関
す
る
研
究
 

3.
 高

齢
者
の
生
活
機
能
改
善
に
関
す
る
研
究
 

 （
谷
口
敏
代
）
 

障
害
者
・
高
齢
者
の
支
援
に
必
要
と
な
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
・
分
析
す
る
た
め
の
科
学
的
評
価
方
法
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
介

入
後
評
価
）
と
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
看
護
職
・
介
護
福
祉
職
の
役
割
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
近
年
の
研
究
成

果
を
批
判
的
に
論
評
し
、
問
題
点
を
抽
出
し
実
証
的
な
解
決
方
法
を
見
出
す
能
力
を
養
う
。
 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 地

域
で
暮
ら
す
障
害
者
・
高
齢
者
の
生
活
支
援
活
動
に
お
け
る
多
職
種
連
携
 

2.
 保

健
福
祉
施
設
で
従
事
す
る
看
護
職
・
介
護
福
祉
職
の
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
 

3.
 看

護
職
・
介
護
福
祉
職
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
 

 （
秦
 
幸
吉
）
 

周
産
期
に
あ
る
女
性
の
身
体
的
健
康
問
題
（
初
経
、
妊
娠
、
閉
経
）、

生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
な
ど
を
医
学
的
観
点
か

ら
取
り
上
げ
研
究
を
展
開
で
き
る
能
力
を
養
う
。
 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 妊

孕
世
代
の
女
性
の
健
康
管
理
に
関
す
る
研
究
 

2.
 妊

娠
中
の
栄
養
・
血
糖
・
体
重
管
理
に
関
す
る
研
究
 

 （
森
山
美
香
）
 

幅
広
い
視
点
か
ら
、
救
急
・
集
中
治
療
領
域
に
お
け
る
看
護
上
の
課
題
を
取
り
上
げ
、
実
証
的
な
解
決
方
法
を
見
出
し
、
研

究
を
展
開
で
き
る
能
力
お
よ
び
、
研
究
成
果
を
学
位
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
能
力
を
養
う
。
 

 
研
究
テ
ー
マ
 

1.
 救

急
・
集
中
治
療
領
域
に
お
け
る
家
族
看
護
に
関
す
る
研
究
 

2.
 ク

リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
師
の
蘇
生
処
置
等
に
関
す
る
代
理
意
思
決
定
支
援
上
の
困
難
に
関
す
る
研
究
 

3.
 ク

リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
領
域
に
お
け
る
終
末
期
ケ
ア
に
関
す
る
研
究
 

 （
山
下
一
也
）
 

島
根
県
お
け
る
地
域
の
健
康
課
題
と
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
、
地
域
住
民
及
び
保
健
医
療
福
祉
専
門
職
者

関
係
者
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
選
び
、
研
究
を
計
画
す
る
。
 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 認

知
症
予
防
と
食
事
栄
養
の
介
入
 

2.
 高

齢
者
の
認
知
機
能
、
抑
う
つ
状
態
と
脂
質
栄
養
 

3.
 エ

ゴ
マ
油
な
ど

6
次
産
業
化
と
地
域
活
性
化
 

 

授
業
の
内
容
 

回
数
 

内
容
 

 
1～

30
 

【
１
年
次
春
学
期
】
 

 
関
連
文
献
の
精
読
を
通
し
て
自
己
の
興
味
・
関
心
を
焦
点
化
し
、
研
究
課
題
を
決
定
す
る
。
 

 
先
行
研
究
や
文
献
の
収
集
を
行
い
な
が
ら
、
研
究
課
題
及
び
方
法
論
の
明
確
化
を
図
る
。
 

【
１
年
次
秋
学
期
】
 

 
研
究
課
題
、
研
究
方
法
論
に
関
わ
る
文
献
検
討
の
結
果
に
基
づ
き
、
研
究
計
画
書
を
作
成
す
る
。
 

 
選
択
必
修
科
目
と
し
て
こ
の
う
ち
の

1
科
目
を
履
修
す
る
が
、
総
合
的
な
学
修
に
よ
り
教
育
目
標
を
達
成

で
き
る
よ
う
他
の

4
科
目
履
修
者
と
と
も
に
、
定
期
的
に
開
催
す
る
合
同
検
討
会
に
参
加
す
る
。
 

 
論
文
題
目
提
出
（
仮
）、

研
究
報
告
書
を
提
出
す
る
。
 

31
～
60
 

【
２
年
次
春
学
期
】
 

 
主
研
究
指
導
教
員
・
副
研
究
指
導
教
員
に
よ
る
指
導
を
基
本
と
す
る
が
、
大
学
院
生
が
参
加
し
定
期
的
に

開
催
す
る
合
同
検
討
会
に
お
い
て
は
、
研
究
課
題
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
な
ど
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
複
数
指
導
・
共
同
指
導
体
制
に
よ
る
研
究
指
導
を
実
施
す
る
。
 

●
研
究
計
画
審
査
 

●
倫
理
審
査
 

 
研
究
科
委
員
会
が
承
認
し
た
研
究
科
教
授
に
よ
る
研
究
計
画
審
査
を
受
け
る
。
 

 
倫
理
委
員
会
に
研
究
計
画
書
を
提
出
し
、
承
認
を
得
る
。
 

 
倫
理
委
員
会
の
承
認
後
、
研
究
計
画
書
に
基
づ
き
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。
 

【
２
年
次
秋
学
期
】
 

 
研
究
計
画
書
に
基
づ
き
、
デ
ー
タ
を
収
集
･分

析
す
る
。
 

 
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
の
適
切
性
を
評
価
す
る
。
 

61
～
90
 

【
３
年
次
春
学
期
】
 

●
博
士
論
文
審
査
願
お
よ
び
題
目
提
出
 

 
結
果
・
考
察
お
よ
び
結
論
の
論
述
を
行
う
。
 

【
３
年
次
秋
学
期
】
 

●
博
士
論
文
予
備
審
査
 

●
博
士
論
文
審
査
 

 
研
究
科
委
員
会
が
承
認
し
た
研
究
科
教
授
（
研
究
指
導
教
授
を
含
ま
な
い
）
に
よ
る
論
文
予
備
審
査
お
よ

び
論
文
審
査
を
受
け
る
。
 

●
公
開
論
文
発
表
会
 

 
公
開
論
文
発
表
会
の
発
表
お
よ
び
質
疑
応
答
を
行
う
。
 

 
最
終
試
験
を
受
け
る
。
 

90
 回

／
３
年
の
ゼ
ミ
形
式
の
授
業
を
基
本
に
論
文
指
導
を
行
う
。
 

テ
キ
ス
ト
 

特
に
指
定
し
な
い
。
 

参
考
文
献
 

適
宜
指
示
す
る
。
 

評
価
方
法
 

以
下
の
達
成
状
況
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
。
 

研
究
計
画
書
の
作
成
、
研
究
計
画
審
査
、
研
究
遂
行
、
 

論
文
作
成
、
博
士
論
文
予
備
審
査
、
博
士
論
文
審
査
、
公
開
論
文
発
表
会
の
発
表
お
よ
び
質
疑
応
答
 

そ
の
他
 

こ
の
科
目
は
、
各
学
生
の
主
研
究
指
導
教
員
、
副
研
究
指
導
教
員
が
担
当
す
る
。
 

 



 

 

 

Ⅳ . 教 員 等 名 簿 
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（
岡
安
誠
子
）
 

 
看
護
職
者
や
看
護
学
生
が
専
門
職
と
し
て
自
己
教
育
力
を
高
め
る
た
め
の
方
略
、
或
い
は
人
々
の
健
康
に
か
か
わ
る
諸
問

題
を
当
事
者
が
参
画
し
て
解
決
す
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
成
人
教
育
学
の
立
場
か
ら
探
求
す
る
。
文
献
検
討
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
見
聞
に
よ
っ
て
、
関
心
テ
ー
マ
の
中
心
と
な
る
概
念
を
同
定
し
、
現
象
を
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

課
題
の
探
究
に
向
け
て
研
究
を
デ
ザ
イ
ン
し
検
証
す
る
能
力
を
養
う
。
 
 

 
研
究
テ
ー
マ
 

1．
対
象
者
が
自
己
教
育
力
を
高
め
る
た
め
の
教
育
的
方
略
に
関
す
る
研
究
 

2．
教
育
者
の
行
動
原
理
に
関
す
る
研
究
 

 （
梶
谷
み
ゆ
き
）
 

高
齢
者
の
健
康
維
持
や
家
族
も
含
め
た
生
活
の
質
向
上
に
関
わ
る
研
究
疑
問
を
取
り
上
げ
、
量
的
研
究
手
法
や
質
的
研
究

手
法
を
用
い
て
、
生
じ
て
い
る
現
象
の
解
明
や
課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
を
自
立
的
に
展
開
で
き
る
能
力
を
養
う
。
 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 家

族
機
能
に
着
眼
し
た
高
齢
療
養
者
と
家
族
へ
の
介
入
研
究
 

2.
 脳

血
管
障
害
や
認
知
症
を
有
す
る
高
齢
療
養
者
の
生
活
支
援
に
関
す
る
研
究
 

3.
 高

齢
者
の
生
活
機
能
改
善
に
関
す
る
研
究
 

 （
谷
口
敏
代
）
 

障
害
者
・
高
齢
者
の
支
援
に
必
要
と
な
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
・
分
析
す
る
た
め
の
科
学
的
評
価
方
法
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
介

入
後
評
価
）
と
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
看
護
職
・
介
護
福
祉
職
の
役
割
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
近
年
の
研
究
成

果
を
批
判
的
に
論
評
し
、
問
題
点
を
抽
出
し
実
証
的
な
解
決
方
法
を
見
出
す
能
力
を
養
う
。
 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 地

域
で
暮
ら
す
障
害
者
・
高
齢
者
の
生
活
支
援
活
動
に
お
け
る
多
職
種
連
携
 

2.
 保

健
福
祉
施
設
で
従
事
す
る
看
護
職
・
介
護
福
祉
職
の
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
 

3.
 看

護
職
・
介
護
福
祉
職
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
 

 （
秦
 
幸
吉
）
 

周
産
期
に
あ
る
女
性
の
身
体
的
健
康
問
題
（
初
経
、
妊
娠
、
閉
経
）、

生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
な
ど
を
医
学
的
観
点
か

ら
取
り
上
げ
研
究
を
展
開
で
き
る
能
力
を
養
う
。
 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 妊

孕
世
代
の
女
性
の
健
康
管
理
に
関
す
る
研
究
 

2.
 妊

娠
中
の
栄
養
・
血
糖
・
体
重
管
理
に
関
す
る
研
究
 

 （
森
山
美
香
）
 

幅
広
い
視
点
か
ら
、
救
急
・
集
中
治
療
領
域
に
お
け
る
看
護
上
の
課
題
を
取
り
上
げ
、
実
証
的
な
解
決
方
法
を
見
出
し
、
研

究
を
展
開
で
き
る
能
力
お
よ
び
、
研
究
成
果
を
学
位
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
能
力
を
養
う
。
 

 
研
究
テ
ー
マ
 

1.
 救

急
・
集
中
治
療
領
域
に
お
け
る
家
族
看
護
に
関
す
る
研
究
 

2.
 ク

リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
師
の
蘇
生
処
置
等
に
関
す
る
代
理
意
思
決
定
支
援
上
の
困
難
に
関
す
る
研
究
 

3.
 ク

リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
領
域
に
お
け
る
終
末
期
ケ
ア
に
関
す
る
研
究
 

 （
山
下
一
也
）
 

島
根
県
お
け
る
地
域
の
健
康
課
題
と
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
、
地
域
住
民
及
び
保
健
医
療
福
祉
専
門
職
者

関
係
者
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
選
び
、
研
究
を
計
画
す
る
。
 

研
究
テ
ー
マ
 

1.
 認

知
症
予
防
と
食
事
栄
養
の
介
入
 

2.
 高

齢
者
の
認
知
機
能
、
抑
う
つ
状
態
と
脂
質
栄
養
 

3.
 エ

ゴ
マ
油
な
ど

6
次
産
業
化
と
地
域
活
性
化
 

 

授
業
の
内
容
 

回
数
 

内
容
 

 
1～

30
 

【
１
年
次
春
学
期
】
 

 
関
連
文
献
の
精
読
を
通
し
て
自
己
の
興
味
・
関
心
を
焦
点
化
し
、
研
究
課
題
を
決
定
す
る
。
 

 
先
行
研
究
や
文
献
の
収
集
を
行
い
な
が
ら
、
研
究
課
題
及
び
方
法
論
の
明
確
化
を
図
る
。
 

【
１
年
次
秋
学
期
】
 

 
研
究
課
題
、
研
究
方
法
論
に
関
わ
る
文
献
検
討
の
結
果
に
基
づ
き
、
研
究
計
画
書
を
作
成
す
る
。
 

 
選
択
必
修
科
目
と
し
て
こ
の
う
ち
の

1
科
目
を
履
修
す
る
が
、
総
合
的
な
学
修
に
よ
り
教
育
目
標
を
達
成

で
き
る
よ
う
他
の

4
科
目
履
修
者
と
と
も
に
、
定
期
的
に
開
催
す
る
合
同
検
討
会
に
参
加
す
る
。
 

 
論
文
題
目
提
出
（
仮
）、

研
究
報
告
書
を
提
出
す
る
。
 

31
～
60
 

【
２
年
次
春
学
期
】
 

 
主
研
究
指
導
教
員
・
副
研
究
指
導
教
員
に
よ
る
指
導
を
基
本
と
す
る
が
、
大
学
院
生
が
参
加
し
定
期
的
に

開
催
す
る
合
同
検
討
会
に
お
い
て
は
、
研
究
課
題
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
な
ど
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
複
数
指
導
・
共
同
指
導
体
制
に
よ
る
研
究
指
導
を
実
施
す
る
。
 

●
研
究
計
画
審
査
 

●
倫
理
審
査
 

 
研
究
科
委
員
会
が
承
認
し
た
研
究
科
教
授
に
よ
る
研
究
計
画
審
査
を
受
け
る
。
 

 
倫
理
委
員
会
に
研
究
計
画
書
を
提
出
し
、
承
認
を
得
る
。
 

 
倫
理
委
員
会
の
承
認
後
、
研
究
計
画
書
に
基
づ
き
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。
 

【
２
年
次
秋
学
期
】
 

 
研
究
計
画
書
に
基
づ
き
、
デ
ー
タ
を
収
集
･分

析
す
る
。
 

 
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
の
適
切
性
を
評
価
す
る
。
 

61
～
90
 

【
３
年
次
春
学
期
】
 

●
博
士
論
文
審
査
願
お
よ
び
題
目
提
出
 

 
結
果
・
考
察
お
よ
び
結
論
の
論
述
を
行
う
。
 

【
３
年
次
秋
学
期
】
 

●
博
士
論
文
予
備
審
査
 

●
博
士
論
文
審
査
 

 
研
究
科
委
員
会
が
承
認
し
た
研
究
科
教
授
（
研
究
指
導
教
授
を
含
ま
な
い
）
に
よ
る
論
文
予
備
審
査
お
よ

び
論
文
審
査
を
受
け
る
。
 

●
公
開
論
文
発
表
会
 

 
公
開
論
文
発
表
会
の
発
表
お
よ
び
質
疑
応
答
を
行
う
。
 

 
最
終
試
験
を
受
け
る
。
 

90
 回

／
３
年
の
ゼ
ミ
形
式
の
授
業
を
基
本
に
論
文
指
導
を
行
う
。
 

テ
キ
ス
ト
 

特
に
指
定
し
な
い
。
 

参
考
文
献
 

適
宜
指
示
す
る
。
 

評
価
方
法
 

以
下
の
達
成
状
況
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
。
 

研
究
計
画
書
の
作
成
、
研
究
計
画
審
査
、
研
究
遂
行
、
 

論
文
作
成
、
博
士
論
文
予
備
審
査
、
博
士
論
文
審
査
、
公
開
論
文
発
表
会
の
発
表
お
よ
び
質
疑
応
答
 

そ
の
他
 

こ
の
科
目
は
、
各
学
生
の
主
研
究
指
導
教
員
、
副
研
究
指
導
教
員
が
担
当
す
る
。
 

 

教員等名簿
１．専任教員

氏　　　名

教　授 森山　美香★

教　授 大﨏　美樹★

教　授 石橋　照子★

教　授 大森　眞澄★

高齢者リハビリテーション看護学領域 教　授 梶谷　みゆき★

教　授 秦　幸吉★

教  授 藤田　小矢香★

准教授 井上　千晶★

講　師 中谷　陽子

教　授 吾郷　美奈恵★

教　授 山下　一也★

教　授 谷口　敏代★

教　授 小田　美紀子

講　師 小川　智子

教　授 岡安　誠子★

准教授 高橋　梢子

准教授 川瀬　淑子

准教授 松本　亥智江

講　師 横山　淳美

教　授 秦　幸吉★

教  授 藤田　小矢香★

准教授 井上　千晶★

講　師 中谷　陽子

精神看護学領域

領域及び職名

がん看護学領域

ウィメンズヘルス看護学領域

高
度
実
践
者
養
成
コ
ー

ス

地域保健学領域

研
究
者
養
成
コ
ー

ス

看護教育学領域

★は博士後期課程の専任教員も兼任

診療看護師(ＮＰ)プライマリ・ケア領域

助産学領域
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２．非常勤講師 

 

所属 氏名 

島根県立大学看護栄養学部 名和田 淸子 

島根県立大学看護栄養学部 籠橋 有紀子 

島根県立大学看護栄養学部 原田 永勝 

島根県立大学総合政策学部 西藤 真一 

合同会社DATA MILL 大城 等 

亀田医療大学 田中 美恵子 

島根大学法文学部 宮本 恭子 

清泉女学院大学看護学部 舟島 なをみ 

島根県雲南保健所 片岡 大輔 

島根県出雲保健所 中本 稔 

社会医療法人仁寿会 加藤 節司 

島根大学数理・データサイエンス教育研究センター 瀬戸 和希 

島根大学医学部 京 哲 

島根大学医学部 金崎 春彦 
島根大学医学部 松本 暁洋 

出雲医療看護専門学校 勝部 愛子 

隠岐広域連合立隠岐病院 高村 浩美 
元雲南市立病院 板持 さとみ 

国際医療福祉大学福岡薬学部・大学院薬学研究科 西村 信弘 

島根県立こころの医療センター 挾間 玄以 
島根県立大学人間文化学部 藤原 映久 

島根県立大学看護栄養学部 橋本 由里 
関西国際大学大学院看護学研究科 松原 まなみ 

島根県立中央病院 岩成 治 

島根大学医学部付属病院 吾郷 真子 

島根大学医学部付属病院 山本 慧 

島根県立中央病院 遠藤 智弘 
島根県立中央病院 黒田 優子 

島根県立中央病院 山中 智恵 

えんまる助産院 山本 雅子 

島根県立中央病院 落合 永美 

比良助産院 比良 静代 

島根大学医学部附属病院薬剤部 直良  浩司 

島根大学医学部附属病院薬剤部 矢野 貴久 

島根大学医学部附属病院薬剤部  玉木 宏樹 
島根大学医学部附属病院薬剤部  石原 慎之 

島根大学医学部附属病院薬剤部  遠藤 進一 

島根大学医学部附属病院薬剤部 後藤 貴樹 
島根大学医学部附属病院薬剤部 曽田 重人 

島根県立中央病院 磯和 理貴 
出雲徳洲会病院 田原 英樹 

出雲徳洲会病院  長見 晴彦 

島根県立中央病院  並河 哲志 

島根県立中央病院 藤代 浩史 

所属 氏名 

島根県立中央病院 吉野 千城 

島根県立中央病院 徳家 敦夫 

島根県立中央病院 山﨑 啓一 

島根県立中央病院 西村 恭子 

島根県立中央病院 小原 友子 

島根県立中央病院 辻野 佳雄 

出雲徳洲会病院 東 耕一郎 

こころの医療センター 小林 孝文 

島根県立中央病院 中村 嗣 

公立邑智病院 板持 卓弥 

島根県立中央病院 妹尾 千賀子 

鳥取大学医学部保健学科看護学専攻 安藤 泰至 

島根大学医学部医学科 竹下 治男 

雲南市立病院 木村 千尋 

公立邑智病院 日高 美晴 
日本赤十字社 松江赤十字病院 田邊 翔太 

日本赤十字社 松江赤十字病院 大野 博文 

日本赤十字社 松江赤十字病院 池野屋 慎太郎 

日本赤十字社 松江赤十字病院 宇賀田 圭 

３．学生の生活に関する部署 

所属・職名 氏名 所属・職名 氏名 

学生生活委員会・委員長 今 中 美 栄 キャンパスハラスメント相談員(教員) 原 田 永 勝 

寮 務 主 事（兼） 中 谷 陽 子 キャンパスハラスメント相談員(教員) 井 上 千 晶 

学  校  医（兼） 秦 幸 吉 キャンパスハラスメント相談員(職員) 宮 苑 仁 美 

学校医(内 科)（嘱託） 園 山 隆 之 キャンパスハラスメント相談員(職員) 上 野 隼 平 
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２．非常勤講師 

 

所属 氏名 

島根県立大学看護栄養学部 名和田 淸子 

島根県立大学看護栄養学部 籠橋 有紀子 

島根県立大学看護栄養学部 原田 永勝 

島根県立大学総合政策学部 西藤 真一 

合同会社DATA MILL 大城 等 

亀田医療大学 田中 美恵子 

島根大学法文学部 宮本 恭子 

清泉女学院大学看護学部 舟島 なをみ 

島根県雲南保健所 片岡 大輔 

島根県出雲保健所 中本 稔 

社会医療法人仁寿会 加藤 節司 

島根大学数理・データサイエンス教育研究センター 瀬戸 和希 

島根大学医学部 京 哲 

島根大学医学部 金崎 春彦 
島根大学医学部 松本 暁洋 

出雲医療看護専門学校 勝部 愛子 

隠岐広域連合立隠岐病院 高村 浩美 
元雲南市立病院 板持 さとみ 

国際医療福祉大学福岡薬学部・大学院薬学研究科 西村 信弘 

島根県立こころの医療センター 挾間 玄以 
島根県立大学人間文化学部 藤原 映久 

島根県立大学看護栄養学部 橋本 由里 
関西国際大学大学院看護学研究科 松原 まなみ 

島根県立中央病院 岩成 治 

島根大学医学部付属病院 吾郷 真子 

島根大学医学部付属病院 山本 慧 

島根県立中央病院 遠藤 智弘 
島根県立中央病院 黒田 優子 

島根県立中央病院 山中 智恵 

えんまる助産院 山本 雅子 

島根県立中央病院 落合 永美 

比良助産院 比良 静代 

島根大学医学部附属病院薬剤部 直良  浩司 

島根大学医学部附属病院薬剤部 矢野 貴久 

島根大学医学部附属病院薬剤部  玉木 宏樹 
島根大学医学部附属病院薬剤部  石原 慎之 

島根大学医学部附属病院薬剤部  遠藤 進一 

島根大学医学部附属病院薬剤部 後藤 貴樹 
島根大学医学部附属病院薬剤部 曽田 重人 

島根県立中央病院 磯和 理貴 
出雲徳洲会病院 田原 英樹 

出雲徳洲会病院  長見 晴彦 

島根県立中央病院  並河 哲志 

島根県立中央病院 藤代 浩史 

所属 氏名 

島根県立中央病院 吉野 千城 

島根県立中央病院 徳家 敦夫 

島根県立中央病院 山﨑 啓一 

島根県立中央病院 西村 恭子 

島根県立中央病院 小原 友子 

島根県立中央病院 辻野 佳雄 

出雲徳洲会病院 東 耕一郎 

こころの医療センター 小林 孝文 

島根県立中央病院 中村 嗣 

公立邑智病院 板持 卓弥 

島根県立中央病院 妹尾 千賀子 

鳥取大学医学部保健学科看護学専攻 安藤 泰至 

島根大学医学部医学科 竹下 治男 

雲南市立病院 木村 千尋 

公立邑智病院 日高 美晴 
日本赤十字社 松江赤十字病院 田邊 翔太 

日本赤十字社 松江赤十字病院 大野 博文 

日本赤十字社 松江赤十字病院 池野屋 慎太郎 

日本赤十字社 松江赤十字病院 宇賀田 圭 

３．学生の生活に関する部署 

所属・職名 氏名 所属・職名 氏名 

学生生活委員会・委員長 今 中 美 栄 キャンパスハラスメント相談員(教員) 原 田 永 勝 

寮 務 主 事（兼） 中 谷 陽 子 キャンパスハラスメント相談員(教員) 井 上 千 晶 

学  校  医（兼） 秦 幸 吉 キャンパスハラスメント相談員(職員) 宮 苑 仁 美 

学校医(内 科)（嘱託） 園 山 隆 之 キャンパスハラスメント相談員(職員) 上 野 隼 平 
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所属 職　名 氏　　　名 オフィスアワー開設の時間帯など 場　所

山　下　一　也 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 副学長室

谷　口　敏　代 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 330研究室

秦　　　幸　吉 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 326研究室

吾　郷　美奈恵 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 323研究室

石　橋　照　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 305研究室

大　森　眞　澄 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 306研究室

梶　谷　みゆき 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 310研究室

岡　安　誠　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 316研究室

森　山　美　香 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 331研究室

藤　田　小矢香 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 321研究室

大　﨏　美　樹 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 314研究室

　小　田　美紀子　　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 322研究室

松　本　亥智江 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 309研究室

高　橋　梢　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 315研究室

井　上　千　晶 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 312研究室

川　瀬　淑　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 324研究室

中　谷　陽　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 307研究室

小　川　智　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 301研究室

横　山　淳　美 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 302研究室

オフィスアワー 一覧

※時間帯が明示されている場合であっても、あらかじめe-mail等で確認することが望ましい。

准教授

大
学
院
看
護
学
研
究
科

教　授

講　師
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所属 職　名 氏　　　名 オフィスアワー開設の時間帯など 場　所

山　下　一　也 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 副学長室

谷　口　敏　代 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 330研究室

秦　　　幸　吉 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 326研究室

吾　郷　美奈恵 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 323研究室

石　橋　照　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 305研究室

大　森　眞　澄 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 306研究室

梶　谷　みゆき 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 310研究室

岡　安　誠　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 316研究室

森　山　美　香 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 331研究室

藤　田　小矢香 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 321研究室

大　﨏　美　樹 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 314研究室

　小　田　美紀子　　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 322研究室

松　本　亥智江 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 309研究室

高　橋　梢　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 315研究室

井　上　千　晶 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 312研究室

川　瀬　淑　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 324研究室

中　谷　陽　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 307研究室

小　川　智　子 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 301研究室

横　山　淳　美 　e-mailで連絡を頂ければ時間設定をします。 302研究室

オフィスアワー 一覧

※時間帯が明示されている場合であっても、あらかじめe-mail等で確認することが望ましい。

准教授

大
学
院
看
護
学
研
究
科

教　授

講　師
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Ⅵ．フィールドワークの手引き 
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島島根根県県立立大大学学看看護護学学研研究究科科  

学学外外授授業業のの留留意意事事項項等等  

第第１１  フフィィーールルドド学学習習のの心心得得  

  

１ TPOに応じた服装・身だしなみに留意する 

 

２ 学生としてふさわしい行動をとる 

一般住民の方々、学習施設・機関のスタッフ等誰に対しても、気持ちのよい挨拶、

丁寧で気遣いのある言葉遣いを心がける。 

 

３ 自分の行動に責任を持つ 

（１）集合場所には10分前に到着する。 

（２）欠席、遅刻、早退する場合は、事前に担当教員と指導者に連絡をする。 

（３）事前学習、準備をして臨む。 

 

４ 健康管理に努める 

  

第第２２  事事故故報報告告ににつついいてて  

 

大学を離れ、実習施設・機関や地域での学習になるので安全に留意し、人身事故や物

品の破損などの防止に努める。万が一事故が発生したら、速やかに担当教員へ報告し

指示を仰ぐ。 

事故報告の意味は、対象者の安全を最優先することであり、同時に事故のプロセ

スを共有することである。報告が遅れることで原因が分からなくなり、また同じ事

故を繰り返すことにもなりかねない。速やかな報告は、自分自身の安全を守ること

にもつながるので、報告しそびれたり隠すことがあってはならない。 

アクシデント、インシデント、ハラスメント・怪我（暴力等）、破損等が発生した場

合は、以下の流れ図に従い、速やかに報告する。また、該当する報告書に記載し、情報

を共有して再発防止に努める。 

※アクシデントとは：医療に関わる場所で発生する人身事故一切を包含し、対象者だけ

ではなく、医療従事者等に傷害が発生し「事故」になった場合をいう。 

※インシデントとは、思いがけない出来事「偶発事象」で、ヒヤリとしたりハッとした

経験をいう。適切な処理が行われないと事故が起こる可能性が高い。 

 

「事故等報告書」（事故等報告書：学生通則44条関係、様式第33号）、「ヒヤリ・ハッ

ト報告書」「ハラスメント・怪我（暴力等）等報告書」「破損等報告書」に記載する場

合は、各報告書の種類や分類を確認すること。 

 

記載上の注意点 

事実を正確に記述する。発生した正確な時間・場所・居合わせた人、対象者の反応や

状況などを詳細に記述し憶測は避ける。他者を非難する内容は書かない。  

 

１ 学生教育研究災害傷害保険（略称「学研災」） での対応 

学生が、大学の教育研究活動中に生じた急激かつ偶然な外来の事故によって傷害を

被った場合には、学研災の対象となる（普通保険約款第２条）。 

  なお、全てが保険でカバーされるわけではないので、注意をすること。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

〈報告ルート〉 

 

研究科長 

副学長 

学長 

担当教員 

所属長 

師長・課長等 

フィールド指導者 

学生 

事務部長 

学務課・管理課 

(注）   アクシデント報告ルート 

インシデント報告ルート 

状況により判断する 
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島島根根県県立立大大学学看看護護学学研研究究科科  

学学外外授授業業のの留留意意事事項項等等  

第第１１  フフィィーールルドド学学習習のの心心得得  

  

１ TPOに応じた服装・身だしなみに留意する 

 

２ 学生としてふさわしい行動をとる 

一般住民の方々、学習施設・機関のスタッフ等誰に対しても、気持ちのよい挨拶、

丁寧で気遣いのある言葉遣いを心がける。 

 

３ 自分の行動に責任を持つ 

（１）集合場所には10分前に到着する。 

（２）欠席、遅刻、早退する場合は、事前に担当教員と指導者に連絡をする。 

（３）事前学習、準備をして臨む。 

 

４ 健康管理に努める 

  

第第２２  事事故故報報告告ににつついいてて  

 

大学を離れ、実習施設・機関や地域での学習になるので安全に留意し、人身事故や物

品の破損などの防止に努める。万が一事故が発生したら、速やかに担当教員へ報告し

指示を仰ぐ。 

事故報告の意味は、対象者の安全を最優先することであり、同時に事故のプロセ

スを共有することである。報告が遅れることで原因が分からなくなり、また同じ事

故を繰り返すことにもなりかねない。速やかな報告は、自分自身の安全を守ること

にもつながるので、報告しそびれたり隠すことがあってはならない。 

アクシデント、インシデント、ハラスメント・怪我（暴力等）、破損等が発生した場

合は、以下の流れ図に従い、速やかに報告する。また、該当する報告書に記載し、情報

を共有して再発防止に努める。 

※アクシデントとは：医療に関わる場所で発生する人身事故一切を包含し、対象者だけ

ではなく、医療従事者等に傷害が発生し「事故」になった場合をいう。 

※インシデントとは、思いがけない出来事「偶発事象」で、ヒヤリとしたりハッとした

経験をいう。適切な処理が行われないと事故が起こる可能性が高い。 

 

「事故等報告書」（事故等報告書：学生通則44条関係、様式第33号）、「ヒヤリ・ハッ

ト報告書」「ハラスメント・怪我（暴力等）等報告書」「破損等報告書」に記載する場

合は、各報告書の種類や分類を確認すること。 

 

記載上の注意点 

事実を正確に記述する。発生した正確な時間・場所・居合わせた人、対象者の反応や

状況などを詳細に記述し憶測は避ける。他者を非難する内容は書かない。  

 

１ 学生教育研究災害傷害保険（略称「学研災」） での対応 

学生が、大学の教育研究活動中に生じた急激かつ偶然な外来の事故によって傷害を

被った場合には、学研災の対象となる（普通保険約款第２条）。 

  なお、全てが保険でカバーされるわけではないので、注意をすること。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

〈報告ルート〉 

 

研究科長 

副学長 

学長 

担当教員 

所属長 

師長・課長等 

フィールド指導者 

学生 

事務部長 

学務課・管理課 

(注）   アクシデント報告ルート 

インシデント報告ルート 

状況により判断する 
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様式第３３号（通則第４４条関係）  

  

  

事事故故等等報報告告書書 

                                  年   月   日 

島根県立大学学長 様 

 

             学研究科     年次生 
 
 

             学籍番号                       
 

             氏  名                        印 

                            又は 

             保 証 人  
             氏  名                        印 

 
下記のとおり報告します。 

記 

 

事故・災害等の種類  

発生日時           年        月        日        時頃 

発生場所  

相 

手 

方 

住     所  

氏     名  

事故・災害等の概要  

事故・災害等の程度  

処理経過  

 

  注１：様式に書ききれない場合は別紙に記載し、添付すること。 

 注２：実習上の事故の場合は裏面にも記載すること。 
  

  
病名                                   年齢       歳   性別  □男性 □女性 

  
 入院・入所年月日         年    月    日 

 

種類 □療養上の世話※１  □転倒  □転落  □与薬（内服・外用） 

□注射・輸液（チューブ類の管理）  □機械・機器  □治療・処置・検査

  

□患者観察  □情報管理（記録を含む）  □報告・連絡  □説明・接遇

  

□その他 

（※１）療養上の世話とは、誤嚥・誤飲、食事（誤嚥・誤飲を除く）、熱傷・凍傷、

抑制、入浴、排泄等をさす 

 事故の詳細な状況と対策(今後このような事故を発生させないためにはどのようにしたらよいか) 

 

 

 発生後の患者・利用者状況（医師の所見も含めて） 

 

 

 

 

 患者・利用者と家族に行った説明内容 

 

 

 

 

指導者の指導 

 

                                                
                            氏名 

 学生への担当教員の指導と全体の処理経過の概要 

 

 

 

                            氏名 

＊ 様式に書ききれない場合は別紙に記載し、添付すること。 

(裏面) 
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様式第３３号（通則第４４条関係）  

  

  

事事故故等等報報告告書書 

                                  年   月   日 

島根県立大学学長 様 

 

             学研究科     年次生 
 
 

             学籍番号                       
 

             氏  名                        印 

                            又は 

             保 証 人  
             氏  名                        印 

 
下記のとおり報告します。 

記 

 

事故・災害等の種類  

発生日時           年        月        日        時頃 

発生場所  

相 

手 

方 

住     所  

氏     名  

事故・災害等の概要  

事故・災害等の程度  

処理経過  

 

  注１：様式に書ききれない場合は別紙に記載し、添付すること。 

 注２：実習上の事故の場合は裏面にも記載すること。 
  

  
病名                                   年齢       歳   性別  □男性 □女性 

  
 入院・入所年月日         年    月    日 

 

種類 □療養上の世話※１  □転倒  □転落  □与薬（内服・外用） 

□注射・輸液（チューブ類の管理）  □機械・機器  □治療・処置・検査

  

□患者観察  □情報管理（記録を含む）  □報告・連絡  □説明・接遇

  

□その他 

（※１）療養上の世話とは、誤嚥・誤飲、食事（誤嚥・誤飲を除く）、熱傷・凍傷、

抑制、入浴、排泄等をさす 

 事故の詳細な状況と対策(今後このような事故を発生させないためにはどのようにしたらよいか) 

 

 

 発生後の患者・利用者状況（医師の所見も含めて） 

 

 

 

 

 患者・利用者と家族に行った説明内容 

 

 

 

 

指導者の指導 

 

                                                
                            氏名 

 学生への担当教員の指導と全体の処理経過の概要 

 

 

 

                            氏名 

＊ 様式に書ききれない場合は別紙に記載し、添付すること。 

(裏面) 
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第第３３  保保険険制制度度ににつついいてて  

    

１ 学生教育研究災害傷害保険 

この保険は、（財）日本国際教育支援協会が全国の大学・短期大学の学生を対象にしているもの

で、正課中、学校行事中、課外活動中及び通学中の不慮の事故に対する災害補償制度です。 

本学では、学生が安心して学生生活を送ることができるよう、入学と同時に全員加入することに

しています。 

 

加入：大学において、保険料を徴収し、一括加入をします。 

保険料：1,790円（２年間）、2,650円（３年間）  

 
支払保険金の種類と金額： 

補 償 区 分 正課中および学校行事中 大学施設内、課外活動中および通学中 

死 亡 保 険 金 2,000万円 1,000万円 

後遺障害保険金 120～3,000万円 60～1,500万円 

医 療 保 険 金 治療日数１日以上 治療日数14日以上（通学中は4日以上） 

入 院 加 算 金 １日につき4,000円（180日限度） 

  

接触感染予防保険金 臨地実習中、１事故につき15,000円（定額払い） 

    
保険金が支払われる場合： 

対象範囲 内容 

正 課 中 

講義、演習、実験・実習・実技による授業を受けている間のほか、次の場合も
対象となります。 
 ア 指導教員の指示に基づき、卒業論文研究又は学位論文研究に従事してい

る間 
 イ 指導教員の指示に基づき、授業の準備若しくは後始末を行っている間又

は授業を行う場所、大学の図書館等において研究活動を行っている間 

学校行事中 
大学の主催する入学式、オリエンテーション、卒業式など教育活動の一環とし
ての各種学校行事に参加している間 

大学施設内 

に い る 間 

授業の休憩中や昼休み中など、「正課中」「学校行事中」外で大学施設内にい
る間。 
（注）寮にいる間、大学が禁じた時間若しくは場所にいる間又は大学が禁じ

た行為を行っている間は除きます。 

課外活動中 

大学施設内外で大学に届け出た課外活動を行っている間。 
（注）課外活動とは、大学の規程に則った所定の手続により大学が認めた学

内学生団体の管理下で行う文化活動又は体育活動を指します。 
（注）大学施設外で行う課外活動は、大学に届け出た活動に限られます。 

通 学 中 

大学の授業等、学校行事または課外活動への参加の目的をもって、合理的な経
路及び方法（大学の禁じた方法を除きます。）により、住居と学校施設等との
間を往復する間。 

臨地実習中 
臨地実習中に、針刺し事故等で感染症の病原体に予期せず接触し、感染症予防
措置を行った場合。 

 

保険金が支払われない場合： 

次に該当する場合は、傷害等を負っても保険金の支払い対象外となります。 

故意、犯罪行為、病気、地震・噴火・津波による事故、無資格運転・酒酔い運転、課外活

動で危険度の高いスポーツ（スカイダイビング等）を行っている間、医学的他覚所見のない

腰痛など。 

 

保険金の請求： 

請求用紙は、事務室（学務課）にありますので、事故が発生したときは、直ちに報告してくだ

さい。 

 

２ 学研災付帯賠償責任保険（医学生教育研究賠償責任保険） 

この保険は、１の学生教育研究災害障害保険に加入している場合に加入でき、正課、学校行事及

びその往復中で、他人にケガをさせたり、他人の財物を損壊したことにより被る法律上の損害賠償

を補償するものです。 

本学では、全員加入することとしています。 

 

加入：大学において、保険料を徴収し、一括加入をします。 

保険料：1,000円（２年間）、1,500円（３年間） 

保険金が支払われる場合： 

（１）正課、学校行事及びその往復中（学校施設内での事故、課外活動中を除きます）に、次に

掲げる事由により他人の身体に障害（障害に起因する死亡を含みます。以下同様。）を負わ

せ、又は他人の財物を損壊(滅失、破損若しくは汚損)させ、被保険者が法律上の損害賠償を

負った場合。 

・活動に伴い発生した偶然な事故 

・活動に伴って提供した財物に起因する偶然な事故（飲食物に限ります｡) 

・活動の結果に起因する偶然な事故 

（２）正課、学校行事及びその往復中（学校施設内での事故、課外活動中を除く。）の活動にと

もなって占有、使用又は管理する受託物の偶然な事由による損壊、紛失または盗取（搾取を

含む。）により、受託物に対し正当な権利を有する者に対し被保険者が法律上の損害賠償責

任を負った場合。 

補償内容：対人賠償、対物賠償を合わせて１名１事故１億円限度 

＊免責金額 0円 

保険金の請求： 

請求用紙は、事務室（学務課）にありますので、事故が発生したときは、直ちに報告してくだ

さい。 
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第第３３  保保険険制制度度ににつついいてて  

    

１ 学生教育研究災害傷害保険 

この保険は、（財）日本国際教育支援協会が全国の大学・短期大学の学生を対象にしているもの

で、正課中、学校行事中、課外活動中及び通学中の不慮の事故に対する災害補償制度です。 

本学では、学生が安心して学生生活を送ることができるよう、入学と同時に全員加入することに

しています。 

 

加入：大学において、保険料を徴収し、一括加入をします。 

保険料：1,790円（２年間）、2,650円（３年間）  

 
支払保険金の種類と金額： 

補 償 区 分 正課中および学校行事中 大学施設内、課外活動中および通学中 

死 亡 保 険 金 2,000万円 1,000万円 

後遺障害保険金 120～3,000万円 60～1,500万円 

医 療 保 険 金 治療日数１日以上 治療日数14日以上（通学中は4日以上） 

入 院 加 算 金 １日につき4,000円（180日限度） 

  

接触感染予防保険金 臨地実習中、１事故につき15,000円（定額払い） 

    
保険金が支払われる場合： 

対象範囲 内容 

正 課 中 

講義、演習、実験・実習・実技による授業を受けている間のほか、次の場合も
対象となります。 
 ア 指導教員の指示に基づき、卒業論文研究又は学位論文研究に従事してい

る間 
 イ 指導教員の指示に基づき、授業の準備若しくは後始末を行っている間又

は授業を行う場所、大学の図書館等において研究活動を行っている間 

学校行事中 
大学の主催する入学式、オリエンテーション、卒業式など教育活動の一環とし
ての各種学校行事に参加している間 

大学施設内 

に い る 間 

授業の休憩中や昼休み中など、「正課中」「学校行事中」外で大学施設内にい
る間。 
（注）寮にいる間、大学が禁じた時間若しくは場所にいる間又は大学が禁じ

た行為を行っている間は除きます。 

課外活動中 

大学施設内外で大学に届け出た課外活動を行っている間。 
（注）課外活動とは、大学の規程に則った所定の手続により大学が認めた学

内学生団体の管理下で行う文化活動又は体育活動を指します。 
（注）大学施設外で行う課外活動は、大学に届け出た活動に限られます。 

通 学 中 

大学の授業等、学校行事または課外活動への参加の目的をもって、合理的な経
路及び方法（大学の禁じた方法を除きます。）により、住居と学校施設等との
間を往復する間。 

臨地実習中 
臨地実習中に、針刺し事故等で感染症の病原体に予期せず接触し、感染症予防
措置を行った場合。 

 

保険金が支払われない場合： 

次に該当する場合は、傷害等を負っても保険金の支払い対象外となります。 

故意、犯罪行為、病気、地震・噴火・津波による事故、無資格運転・酒酔い運転、課外活

動で危険度の高いスポーツ（スカイダイビング等）を行っている間、医学的他覚所見のない

腰痛など。 

 

保険金の請求： 

請求用紙は、事務室（学務課）にありますので、事故が発生したときは、直ちに報告してくだ

さい。 

 

２ 学研災付帯賠償責任保険（医学生教育研究賠償責任保険） 

この保険は、１の学生教育研究災害障害保険に加入している場合に加入でき、正課、学校行事及

びその往復中で、他人にケガをさせたり、他人の財物を損壊したことにより被る法律上の損害賠償

を補償するものです。 

本学では、全員加入することとしています。 

 

加入：大学において、保険料を徴収し、一括加入をします。 

保険料：1,000円（２年間）、1,500円（３年間） 

保険金が支払われる場合： 

（１）正課、学校行事及びその往復中（学校施設内での事故、課外活動中を除きます）に、次に

掲げる事由により他人の身体に障害（障害に起因する死亡を含みます。以下同様。）を負わ

せ、又は他人の財物を損壊(滅失、破損若しくは汚損)させ、被保険者が法律上の損害賠償を

負った場合。 

・活動に伴い発生した偶然な事故 

・活動に伴って提供した財物に起因する偶然な事故（飲食物に限ります｡) 

・活動の結果に起因する偶然な事故 

（２）正課、学校行事及びその往復中（学校施設内での事故、課外活動中を除く。）の活動にと

もなって占有、使用又は管理する受託物の偶然な事由による損壊、紛失または盗取（搾取を

含む。）により、受託物に対し正当な権利を有する者に対し被保険者が法律上の損害賠償責

任を負った場合。 

補償内容：対人賠償、対物賠償を合わせて１名１事故１億円限度 

＊免責金額 0円 

保険金の請求： 

請求用紙は、事務室（学務課）にありますので、事故が発生したときは、直ちに報告してくだ

さい。 
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第第４４  災災害害発発生生時時等等ににおおけけるる授授業業  

 

１授業の取扱いについて 

１）暴風警報等の発令による休講措置 

松江地方気象台から出雲市に「暴風警報」，「大雪警報」，「暴風雪警報」，「特別警報」，

「津波警報」又は「大津波警報」のいずれかが発令された場合は，次のとおり休講措置（対面

及び遠隔授業のすべてに適用）を講じる。 

・午前6時までに解除→平常どおり授業 

・午前6時現在発令中→2時限目まで休講 

・午前10時までに解除→3時限目から授業 

・午前10時をすぎても解除されないときは終日休講 

２）自治体の発出する避難情報の発令による休講措置 

出雲市が鳶巣地区（出雲キャンパス所在地）に「避難指示（警戒レベル４）」または「緊急安

全確保（警戒レベル５）」を発令した場合は，（１）の取扱いを準用する（対面及び遠隔授業

のすべてに適用）。 

なお、通常キャンパスに通学する際の居所（自宅やアパート）に「警戒レベル４」（避難指示）

または、「緊急安全確保（警戒レベル５）」が発令された場合（発令されている場合）は、速

やかに危険な場所から避難等してください。避難等により対面授業を欠席した場合は、「風震

水火災その他非常災害及び交通機関の事故等の場合」の公欠として取り扱いますので、後日欠

席届を教務学生課窓口に提出してください。JRや一畑電車、バス等の運休証明書があれば欠席

届に添付してください。 

３）地震発生時の休講措置 

出雲市において「震度５強」以上の地震が発生した場合は，次のとおり休講措置を講じる。 

・午後12時までに発生→翌日の授業を休講 

・午前0時から授業開始前に発生→当日の授業を休講 

・授業開始後に発生→直ちに休講 

４）休講措置に伴う補講 

休講となった授業については，原則として補講を行うこととする。 

５）遠隔授業の場合 

遠隔授業の実施の有無にかかわらず，出雲キャンパスでは上記の扱いとし，補講等については，

後日調整を行う。 

６）学外臨地実習の取り扱い 

午前6時現在で（１）（２）及び（３）に該当する場合は学外臨地実習を中止する。学外臨地

実習中に（１）及び（２）に該当する事象が発生した場合、実習担当教員は，学科長と協議し

ながら各実習施設の状況等により休講等の措置を決定し，学科長はこのことについて、学部長

に報告する。 

７）その他 

当該事象が落ち着き以降の天候が回復する予報となった場合は、授業を再開することがある。

その際は、対面授業だけではなく遠隔授業の手法も取り入れての授業実施を検討する。また、

授業の再開については学内情報システム（学内メール含む）で行うので、少なくとも午前，午

後，夜間には学内メールの確認を行うこと。 

２その他の緊急事態等 

その他緊急事態が発生し，授業の実施に支障があると認められる場合の休講等の措置については，

看護栄養学部については学部長が、別科助産学専攻については別科長が、大学院看護学研究科につい

ては研究科長がそれぞれ決定する。 

３休講措置の周知方法等 

１）学生及び教職員は，マスメディア等により警報発令状況等を確認するとともに，居住地の自治

体の判断等を踏まえ，自ら適切に対応すること。 

２）教務学生課は，掲示，Ｅメール，学生用ポータルサイト，学内放送等により速やかに学内に周

知する。 

３）教務学生課は，休講となる授業の非常勤講師に対して，速やかに周知する。 

  

第第５５  個個人人情情報報のの取取りり扱扱いい  

  

学生は演習中に知り得た情報の守秘義務を遵守しなければならない。また、個人情報の漏洩

は、違法行為であるとともに学則第 50 条が適用されることを認識し、実習先等から誓約書

の提出を求められた際、実習先指定の様式がない場合は次に示す「個人情報に関する誓約書」

を活用すること。  
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第第４４  災災害害発発生生時時等等ににおおけけるる授授業業  

 

１授業の取扱いについて 

１）暴風警報等の発令による休講措置 

松江地方気象台から出雲市に「暴風警報」，「大雪警報」，「暴風雪警報」，「特別警報」，

「津波警報」又は「大津波警報」のいずれかが発令された場合は，次のとおり休講措置（対面

及び遠隔授業のすべてに適用）を講じる。 

・午前6時までに解除→平常どおり授業 

・午前6時現在発令中→2時限目まで休講 

・午前10時までに解除→3時限目から授業 

・午前10時をすぎても解除されないときは終日休講 

２）自治体の発出する避難情報の発令による休講措置 

出雲市が鳶巣地区（出雲キャンパス所在地）に「避難指示（警戒レベル４）」または「緊急安

全確保（警戒レベル５）」を発令した場合は，（１）の取扱いを準用する（対面及び遠隔授業

のすべてに適用）。 

なお、通常キャンパスに通学する際の居所（自宅やアパート）に「警戒レベル４」（避難指示）

または、「緊急安全確保（警戒レベル５）」が発令された場合（発令されている場合）は、速

やかに危険な場所から避難等してください。避難等により対面授業を欠席した場合は、「風震

水火災その他非常災害及び交通機関の事故等の場合」の公欠として取り扱いますので、後日欠

席届を教務学生課窓口に提出してください。JRや一畑電車、バス等の運休証明書があれば欠席

届に添付してください。 

３）地震発生時の休講措置 

出雲市において「震度５強」以上の地震が発生した場合は，次のとおり休講措置を講じる。 

・午後12時までに発生→翌日の授業を休講 

・午前0時から授業開始前に発生→当日の授業を休講 

・授業開始後に発生→直ちに休講 

４）休講措置に伴う補講 

休講となった授業については，原則として補講を行うこととする。 

５）遠隔授業の場合 

遠隔授業の実施の有無にかかわらず，出雲キャンパスでは上記の扱いとし，補講等については，

後日調整を行う。 

６）学外臨地実習の取り扱い 

午前6時現在で（１）（２）及び（３）に該当する場合は学外臨地実習を中止する。学外臨地

実習中に（１）及び（２）に該当する事象が発生した場合、実習担当教員は，学科長と協議し

ながら各実習施設の状況等により休講等の措置を決定し，学科長はこのことについて、学部長

に報告する。 

７）その他 

当該事象が落ち着き以降の天候が回復する予報となった場合は、授業を再開することがある。

その際は、対面授業だけではなく遠隔授業の手法も取り入れての授業実施を検討する。また、

授業の再開については学内情報システム（学内メール含む）で行うので、少なくとも午前，午

後，夜間には学内メールの確認を行うこと。 

２その他の緊急事態等 

その他緊急事態が発生し，授業の実施に支障があると認められる場合の休講等の措置については，

看護栄養学部については学部長が、別科助産学専攻については別科長が、大学院看護学研究科につい

ては研究科長がそれぞれ決定する。 

３休講措置の周知方法等 

１）学生及び教職員は，マスメディア等により警報発令状況等を確認するとともに，居住地の自治

体の判断等を踏まえ，自ら適切に対応すること。 

２）教務学生課は，掲示，Ｅメール，学生用ポータルサイト，学内放送等により速やかに学内に周

知する。 

３）教務学生課は，休講となる授業の非常勤講師に対して，速やかに周知する。 

  

第第５５  個個人人情情報報のの取取りり扱扱いい  

  

学生は演習中に知り得た情報の守秘義務を遵守しなければならない。また、個人情報の漏洩

は、違法行為であるとともに学則第 50 条が適用されることを認識し、実習先等から誓約書

の提出を求められた際、実習先指定の様式がない場合は次に示す「個人情報に関する誓約書」

を活用すること。  
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個個人人情情報報にに関関すするる誓誓約約書書  

 

島根県立大学学長 様 

 

  私は、フィールド学習の協力機関が定める個人情報に関する諸規則と下記の事項を遵

守することを誓います。 

記 

 

１．学習中に知り得た全ての個人情報を学習中及び学習終了後においても守秘します。 

２．学習に必要な範囲を超えて個人情報を収集しません。 

３．記録物（メモ、レポート等の紙媒体及び電子媒体を含む。以下同じ。）や個人情報

が記録された資料等はコピーをしません。 ただし、学習記録をカンファレンスで使

用する場合は、学内または協力施設にあるコピー機を使用し、終了後はすみやかにシ

ュレッダーにかけて破棄します。 

４．記録物には、個人が特定される情報（住所、氏名、生年月日、電話番号、施設名、

病棟名等）は記入せず、個人が特定できないよう匿名化して記載します。 

５．記録物はファイルに綴じて管理し、紛失、散逸、置き忘れ、盗難がないように細心

の注意を払います。  

６．不要となった記録物は、内容が判別し得ない形で速やかに廃棄または消去します。 

７．記録の作成にパソコンを使用する場合は、入力情報が漏れないように、フィールド

学習ハンドブック項に記載されている内容を厳守します。 

 

    年    月    日 

島根県立大学看護学研究科 

学籍番号         氏名              印 

第第６６  緊緊急急時時のの対対応応ににつついいてて  

１ 人身に関わる重大事故等緊急を要する場合 

人身に関わる重大事故や地震・火災等の災害に遭遇した場合の連絡体制は以下のとおりとする。 

（１）対応手順 

事故や災害に遭遇した場合は学生の安否を確認するとともに、フィールドワーク先と連携し、病院

受診、避難所等の手配を行う。併せて、本学へ状況を報告し、指示に従う。 

（２）連絡体制   

指導教員 → 学務課長 → 管理課長 → 事務部長 → 副学長 

↓ ↓ 

研究科長 保護者 

※出雲キャンパス緊急連絡用携帯：080-1633-2670（学務課長公用携帯）
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個個人人情情報報にに関関すするる誓誓約約書書  
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用する場合は、学内または協力施設にあるコピー機を使用し、終了後はすみやかにシ

ュレッダーにかけて破棄します。 

４．記録物には、個人が特定される情報（住所、氏名、生年月日、電話番号、施設名、

病棟名等）は記入せず、個人が特定できないよう匿名化して記載します。 

５．記録物はファイルに綴じて管理し、紛失、散逸、置き忘れ、盗難がないように細心

の注意を払います。  

６．不要となった記録物は、内容が判別し得ない形で速やかに廃棄または消去します。 

７．記録の作成にパソコンを使用する場合は、入力情報が漏れないように、フィールド
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１ 人身に関わる重大事故等緊急を要する場合 

人身に関わる重大事故や地震・火災等の災害に遭遇した場合の連絡体制は以下のとおりとする。 

（１）対応手順 

事故や災害に遭遇した場合は学生の安否を確認するとともに、フィールドワーク先と連携し、病院

受診、避難所等の手配を行う。併せて、本学へ状況を報告し、指示に従う。 

（２）連絡体制   

指導教員 → 学務課長 → 管理課長 → 事務部長 → 副学長 

↓ ↓ 

研究科長 保護者 

※出雲キャンパス緊急連絡用携帯：080-1633-2670（学務課長公用携帯）
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